
オ 競 の 農 菱 叢 乳 に 斐 す る

 

ジ

一 一 一 ㌧ 一一.燭 ・幽}」 一み噺

ご 「=.路 ∵ ん ・ ニ ー・
ムノ 》 び}ノ 距 ゾ:/.ノ 」

 

艶
武

ψ ■プ ち4♂

 

レ



[学 位 申 請 論 文]

東 京 都 立 大 学申 請 先

リオ族の農耕儀礼 に関する民族誌 的研究論 文 題 目:

杉 島 敬 志申 請 者

平 成3年9月19日申 請 期 日1



目 次

第1章 序 論

11

1.2

第2章

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

第3章

3

3

3

3

3

第4章

4

4

4

第5章

5

5

5

理論 的 前提 ・ ・

本研 究 の構 成 ・

リオ族の社会構成

・1リ オ 族 ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

・2政 治 共 同 体 ・ ・ ・ ・ …

・3'首 長 ・ ・ ・ ・ ・ … ● ●

・4女 性 の 首 長 ・ ・ ・ ・ …

・5村 落 共 同 体 ・ ・ ・ ・ …

・6ロ ウ ォ ・ コ レ 人 ・ ・ …

・7村 落 共 同 体 に お け る 首 長 ・

・8首 長 た ち の 相 互 関 係 …

・9オ ラ ン ダ 時 代 の 行 政 単 位 ・

・10婚 姻 連 帯 ・ ・ ・ ・ ・ …

作 物 に関 す る 知 識

1作 物 の 起 源 神 話 ・ ・ ・ …

2ヨ セ ブ ・ロ ワ に よる異 伝 ・ ・

3ヨ セ ブ ・ボ カ に よる異 伝 ・ ・

4作 物 起 源 神 話 の 一般 的要 素 ・

5作 物 に関 す る 諸 知識 ・ …

神 霊 に 関 す る 知 識

1天 空 神 と 土 地 神 ・ …

2土 地 神 ・ ・ ・ ・ ・ …

3そ の 他 の 超 自 然 的 存 在 ・

農 耕 儀 礼 の 舞 台 装 置

1民 俗 方 位 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

2村 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

3家

5・2・1家 屋 の 平 面 分 割 ・ ・ ・ …

5・2・2家 屋 内 に 存 在 す る 場 所 と 物 ・

1

0
σ

2

3

7

9

1

3

4

2

9

3

1

1

1

1

2

2

2

3

3

4

自
U

(
◎

0

り
4

り
Q

4

4

rO

『D

「
D

【
」

自
∪

(
)

【
り

に
リ

ハ0

り
0

7

ρ
U

2
∪

8

Q
u

ρ
0

2
り



5・4畑 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …73

第6章 農 耕 サ イ ク ル と 農 耕 儀 礼

6・1農 耕 活 動 の 概 略 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …75

6・2農 耕 儀 礼 の 概 略 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …77

6・3野 菜 の 収 穫 が 開 始 さ れ る 季 節(2月 ～3月)

6・3・1季 節 現 象 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …79

6・3・2除 草 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …80

6・3・3ピ レ ・ ウ マ 儀 礼 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …80

6・3・4ペ サ ・ ウ タ 儀 礼 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …83

6・4.死 と 病 気 の 季 節(3月 ～4月)・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …88

6・5乾 期 へ と 転 換 す る 季 節(4月 ～5月)・ ・ ・ ・ …89

6・6稲 刈 り の 季 節(5月 ～6月)

6・6・1季 節 現 象 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …90

6・6・2儀 礼 畑 の ピ グ 儀 礼 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …91

6・6・3稲 刈 り ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …95

6・6・4儀 礼 畑 の ト ゥ ー ・ マ エ ・ パ レ 儀 礼 ・ ・ …96

6・7乾 期 が 本 格 化 す る 季 節(6月 ～7月)

6・7・1季 節 現 象 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …97

6・7・2ン バ マ 儀 礼 の 告 知(レ ラ ・ ン バ マ)・ …98

6・7・3ミ ー ・ ア レ 儀 礼 ・ ・ ・ ・ ・ ・ …)…100

6・7・4ン バ マ 儀 礼(ン バ マ ・ カ ー ・ コ エ)・ …102

6・8農 閑 期(7月 ～8月)・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …113

6・9伐 採 の 季 節(8月 ～9月)

6・9・1季 節 現 象 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …114

6・9・2伐 採 の 準 備 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …115

6乳9・3伐 採 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …116

6・9・4ン バ マ 儀 礼(ン バ マ ・ カ ー ・ ウ ェ サ)…117

6・9・5ミ ー ・ ア エ 儀 礼 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …128

6・9・6祭 祀 畑 の ピ グ 儀 礼 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …130

6・10火 入 れ の 季 節(9月 ～10月)

6・10・1季 節 現 象 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …136

6・10・2乾 燥 と 火 入 れ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …137

6・10・3ポ オ 儀 礼 の 告 知(パ イ ・ ポ オ)・ ・ ・ …137

6・10・4ピ グ ・ ウ ェ ラ 儀 礼 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …141

6・10・5ミ ー ・ ア レ 儀 礼 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …143

6・10・6ポ オ ・ リ ァ 儀 礼 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …145

11



610.7

610.8

610.9

610・10

610.11

611

6

6

612

612・1

612.2

612.3

6.12.4

612.5

613

6.13.1

613.2

613.3

6.13.4

613.5

614

ポ オ の 禁 忌 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …154

ハ ゴ ・ ワ ウ ォ の 儀 礼 行 為 ・ ・ ・ ・ ・ ・ …155

ポ オ ・ ロ オ 儀 礼 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …157

ラ ゴ ・ ポ オ 儀 礼 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …161

ワ ト ゥ ・ ネ ソ 村 の ラ ゴ ・ ポ オ 儀 礼 ・ ・ …163

開墾 を仕 上 げる 季 節(10月 ～11月)

・11・1季 節 現 象 ・ ・ ・ ・ …

・11・2生 業 活 動 ・ ・ ・ ・ …

播 種 の 季 節(11月 ～12月)

・163

・164

季 節 現 象 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …165

パ キ 儀 礼 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …167

儀 礼 畑 に お け る 播 種 の 準 備 ・ ・ ・ ・ ・ …169

儀 礼 畑 の ケ デ ・ コ レ 儀 礼 ・ ・ ・ ・ ・ ・ …169

儀 礼 畑 の 播 種 儀 礼 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …171

雨 期 が 本 格化 す る季 節(12月 ～1月)

ひ き つ づ く雨 期(1月 ～2月)

季 節 現 象 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …176

パ イ ・ ム ク 儀 礼 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …177

ブ イ ・ ム ク 儀 礼 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …178

祭 祀 畑 の ケ デ ・ コ レ 儀 礼 ・ ・ ・ ・ ・ ・ …179

祭 祀 畑 の 播 種 儀 礼 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …181

.183

農

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

章

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7第

予 備 的 考 察 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …185

ピ レ ・ ウ マ 儀 礼 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …186

ペ サ ・ ウ タ 儀 礼 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …188

儀 礼 畑 の ピ グ 儀 礼 と ト ゥ ー ・ マ エ ・ パ レ 儀 礼 ・ …189

ン バ マ 儀 礼 の 告 知(レ ラ ・ ン バ マ)・ ・ ・ ・ ・ …191

ミ ー ・ ア レ 儀 礼 ・ ・ …6・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …192

祭 祀 畑 の ピ レ ・ ウ マ 儀 礼 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …193

ン バ マ 儀 礼(ン バ マ ・ カ ー ・ コ エ)・ ・ ・ ・ ・ …193

ン バ マ 儀 礼(ン バ マ ・ カ ー ・ ウ ェ サ)・ ・ ・ ・ …196

ミ ー ・ ア 工 儀 礼 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …198
'

祭 祀 畑 の ピ グ 儀 礼 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …201

ポ オ 儀 礼 の 告 知(パ イ ・ ポ オ)・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …205

ピ グ ・ ウ ェ ラ 儀 礼 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …205

ミ ー ・ ア レ 儀 礼 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …206

111



715

716

717

718

719

720

721

722

723

724

725

開 墾 の 過 程 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …207

ポ オ ・ リ ア 儀 礼 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …209

ポ オ ・ ロ オ 儀 礼 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …216

ラ ゴ ・ ポ オ 儀 礼 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …218

パ キ 儀 礼 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …220

儀 礼 畑 の ケ デ ・ コ レ 儀 礼 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …222

儀 礼 畑 の 播 種 儀 礼 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …222

パ イ ・ ム ク 儀 礼 と ブ イ ・ ム ク 儀 礼 ・ ・ ・ ・ ・ ・ …224

祭 祀 畑 の ケ デ ・ コ レ 儀 礼 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …226

祭 祀 畑 の 播 種 儀 礼 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …227

農 耕 儀 礼 の 解 釈 表 象 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …228

季

1

2

3

4

5

6

章

8

8

8

8

8

8

8第

季 節 的 信 念 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ◆ …

死 と 病 気 の 季 節(バ ル ・ レ エ)の 到 来 ・ …

首 狩 り 人(モ ロ ・ ン ゲ レ)の 来 訪 ・ ・ ・ …

土 地 神 が 鳴 い て 飛 び ま わ る 現 象 の 頻 発 ・ …
'

イ ネ ・ レ ケ の 来 訪 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

農 耕 儀 礼 の 解 釈 表 象 と の 関 連 ・ ・ ・ ・ ・ …

・231

・231

・232

・233

・233

・234

1

2

3

4

章

9

9

9

9

9第 農耕儀礼 と社会構成

村 落 共 同 体 内 の 儀 礼 に お け る 差 異 化 ・ ・ ・ ・ …

村 落 共 同 体 間 の 儀 礼 に お け る 差 異 化 ・ ・ ・ ・ …

日 常 の 社 会 生 活 に お け る 首 長 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

首 長 に 対 す る 社 会 的 承 認 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

・235

・237

・238

・241

第10章 結 論

10・1二 次 ル ー ル と し て の 儀 礼 の 規 則 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …245

10・2内 的 視 点 に 由 来 す る 「沈 黙 」 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …248

【 注 】 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …255

【表 】

表1・ ・ ・ ・ …

表2・ ・ ・ ・ …

表3・ ・ ・ ・ …

表4・ ・ ・ ・ …

..................

..................

..................

..................

・295

・296

・297

・298

1V



表5・ ・ …

表5(つ づ き)・

表6・

表7・

表8・

表9・

表10・

● ● ● ●

■ ● ● ●

....................

...................

..........

..........

..

..

....................

● ● ● ■ ○ ● ●

..

表10(っ づ き)・

表11・ ・ …

表12・ ・ …

● ■ ● ■ ●

● ■ ●

..........

...............

● ● ● ● ■ ■ ● ..

..............

● ● ●

●

● ○ ● ●

...............

・299

・300

・301

・301

・302

・303

・304

・305

・306

・307

【図 】

図1

図2

図3

図4

図5

図6

図7

図8

図9

.........................

...................

..

● ●0● ●

■ ●

o

● ■ ● ■ ●

................

............

................

○

■

●o

o● ● ■ ○

......................

.......................

● ○

■ ● ●

図10・

図11・

図12・

図13・

図14・

図15・

図16・

図17・

図18・

図19・

図20・

図21・

図22・

図23・

図24・

図25・

............

● ●o

o● ● ●o ● ●

● ■

・308

・309

・310

・311

・312

・313

・折 り 込 み

..

..........

.............. ● ● ■ ○

.......................

.. ● ● ● .......... ●

........................

.. .. ..

........................

■ ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ..........

.......................

.............

■ ● ■ ■ ●

● ● ●Oo

● ● ● ●

..........

● ● ● ●

■ ●

● ● ■ ○

● ■ ●

..........

........................

● ● .....................

..

..

■

●o

●Oo ...........

............ ■

.....................

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

■

・

●

●

●

○

●

●

●

■

●

●

■

■

・

.

V



図26・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …332

図27・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …333

図28・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …334

図29・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …335

図30・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …336

図31・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …337

図32・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …338

図33・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …339

図34・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …340

図35・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …341

図36・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …342

図37・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …343

図38・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …344

図39・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …345

図40・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …346

【写 真 】

写 真1・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …347

写 真2・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …348

写 真3・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …349

写 真4・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …350

写 真5・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …351

写 真6・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …352

写 真7・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …353

写 真8・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …354

写 真9・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …355

写 真10・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …356

写 真11・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …357

写 真12・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …358

写 真13∵ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …359

写 真14・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …360

写 真15・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …361

写 真16・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …362

写 真17・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …363

写 真18・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …364

写 真19・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …365

写 真20・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …366

一V1一



写 真21・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …

写 真22・ ・ …....................

写 真23・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …...............

367

・:

369

【参 考 文 献 】 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …370

一Vll『



第1章 序 論

1・1理 論 的 前 提

東 イ ン ドネ シ アの フ ロー レス 島(Flores)に 居 住 す る リオ族(Lio)はD,焼 畑 耕

作 を生 業 とす る農 耕 民 で あ り,か れ らの 年 間 の 生活 過 程 は,農 耕 の サ イ ク ル を中心 に

展 開 され て い る。 この サ イ ク ル には,ン グ ア ・タナ ・ワ トゥngguatanawatu(「 土

地 の 儀 礼 」 な い しは 「土 地 神 の 儀礼 」)と よ ばれ る 一 連 の儀 礼 が 不 可 欠 な要 素 と して

織 りこ まれ て いる 。 した が っ て,農 耕 の サ イ クル は,こ の ン グ ア ・タ ナ ・ワ トゥを さ

しは さみ な が ら進 行 して ゆ く こ とにな る 。 本 研 究 はsこ の農 耕 の サ イ クル と一 体 化 し

た 儀 礼(農 耕 儀 礼)に 関 す る 民族 誌 的 な 研 究 で あ り,そ の 目的 は,農 耕 のサ イ クル と

そ の な か に織 り こまれ て い る農 耕 儀 礼 を詳 細 に記 述 す る と とも に,農 耕 儀 礼 が 首 長 を

中 心 にい とな まれ て い る 日常 の社 会 生 活 の 構 成 と どの よ う に関連 して い るか をあ き ら

か にす る こ と にあ る 。 この よ う に,首 長 を中 心 にい とな まれ て い る社 会 生 活 の 構 成 に

注 意 をむ け る 理 由は,農 耕 儀 礼 の 大 半 が 首 長 に よっ て主 催 され る ばか りでな く,首 長

の 存在 な く して は農 耕 儀 礼 を遂 行 す る こ とが で き な いほ ど,首 長 が 農 耕 儀 礼 にお い て

不 可 欠 な 役割 をは た して い るか らで あ る 。

まず 以 下 で は,リ オ 族 の 農 耕 儀 礼 を どの よ うな現 象 と して と らえる べ き か とい う 問

題 につ い て 考 え てみ る こ と に しよ う。

現 代 の 社 会 人 類 学 的 の な か で い まだ に強 い 影響 力 を保 持 して いる 理 論 的 な 前提 の ひ

とつ は,さ ま ざ まな 社 会 ・文 化 的 な 事象 を記 号化 され た 意 味 な い しは メ ッセー ジ を伝

達 しあ う コ ミュニ ケ ー シ ョ ン と して と らえる 想 定 で あ る 。 その も っ とも有 名 な例 は,

レ ヴ ィ=ス トロー ス の 構 造 人 類 学 で あ り,レ ヴ ィ=ス トロー ス は,「 社 会 が コ ミュニ

ケ ー シ ョン を お こな う個 人 や 集 団 か らな りた って 」 お り,こ の コ ミュニ ケー シ ョンは,

「す くな くと も言 語,女 性,財 貨 ・労 力 とい う3つ の 水準 で 展 開 され て い る」 との べ

て い る[Levi-Strauss1958:326]。 したが っ て,レ ヴ ィeス トロー ス に よれ ば,「 婚

姻 の 規 則 お よび 親 族 体 系 」 は,「 一 種 の 言 語,す な わ ち個 入 と集 団 との あ いだ にあ る

種 の コ ミュニ ケ ー シ ョン を保 証 す るた め の 操 作 の 全体 」 なの で あ り,女 性 は,メ ッセ

ー ジ を にな った 記 号 と して 「ク ラ ン
,リ ネ ー ジ,あ る い は家 族 の あ いだ を循 環 す る」

[Levi-Strauss1958:69]こ と にな る 。

また,リ ー チ は,記 号論 的 な研 究 プ ログ ラ ム を明確 に宣 言 した著 書 の な か で,つ ぎ
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の よ う に の べ て い る 。

「文 化 の さ まざ ま な非 言 語 的 な 次元 はす べ て,コ ー ド化 され た情 報 を 自然 言 語の 音

や 語 や 文 に 類 す る仕 方 で 組 み 込 む ため にパ タ ー ン化 され た ま とま りの なか で 組織 さ

れ て い る 一 一(中 略)一 一。 衣服 の ス タイ ル,村 の 配 置,建 築,家 具 調 度,食 物,

料理,音 楽,身 体 動 作,体 勢 な どが,そ の よ う なか た ち で組 織 化 され て い る の で あ

る 。 それ ゆ え,衣 服 の 着 方 をきめ て いる 文 法 的ル ー ル につ い て語 るの は,意 味 が あ

り,発 話 の言 葉 を規 定 して い る文 法 的 ル ー ル につ いて 云 々 す るの と おな じよ うな意

義 が あ る,と 私 は 仮 定 す る 」[Leach1974:10]。

この よ う な理 論 的 前 提 は,1950年 代 か ら1980年 代 にい た る数 多 くの 人 類 学 的 な研 究

の なか で採 用 され て いる が2),こ こで 指 摘 して おき た いの は,儀 礼 に関 す る研 究 も例

外 では な い と い う こ とで あ る 。 その 端 的 な例 は,リ ー チの 儀 礼 論 で あ る 。 リー チ は,

「文化 的 に規 定 され た状 況 の なか で 生 じる あ らゆ る人 間の 行 為 」 に は 「何 か を お こな

う と い う技 術 的 な側 面(technicalaspect)と 何 か をの べ る 美 的 ・伝 達 的側 面(aes-

theticcom皿unicativeaspect)」 が あ り,儀 礼 に お いて は,「 美 的 ・伝 達 的 側 面 が

と りわ け 顕 著 で あ る 」[Leach1968:523]と の べ る。 そ して,「 われ われ は,儀 礼行

為 が どの よ う に して メッセ ー ジ を搬 送 す るか につ い て,ま だ ほ とん ど何 も知 らな い 」

と しな が らも,儀 礼 が,文 化 的 に規 定 され た コー ドに も とつ くコ ミュ ニケ ー シ ョン で

あ る とい う主 張 をお こな って い る[Leach1972:334,1968:524]3)。

また,こ の リー チの 儀 礼 論 よ りは穏 健 であ るが,儀 礼 の研 究 とは その 意 味 に っ い て

の 研 究 で あ る とい う想 定 も,数 多 くの 人 類 学 者 に よ って採 用 され て き た。 そ の代 表 的

な例 は タ ー ナ ーの 儀 礼 論 で あ り,タ ー ナ ー は,儀 礼 の 研究 がa)釈 義 的 意 味(exege-

ticalmeaning),b)操 作 的意 味(operationalmeaning),c)位 相 的 意 味(po-

sitionalmeaning)と い う3種 類 の 意 味 にも とつ い て お こなわ れ る べ き で あ る と主 張

す る 。釈 義 的意 味 とは,イ ン フ ォー マ ン トに よ って 語 られ る 儀 礼 に関 す る さ ま ざ まな

注 釈(comment)で あ り,操 作 的な 意 味 とは,儀 礼 に お いて も ち い られ る さ ま ざ まな

象 徴 の 使 用 法や 観 察 可 能 な特 徴(た とえ ば,あ る 種 の木 はs樹 皮 をひ っ か くと乳 の よ

う な樹 液 が しみ で て くる な ど とい った よ うな)の こと であ る 。 そ して,位 相 的 な 意 味

と は,儀 礼 の な か で も ち い られ る 特 定 の象 徴 と他 の象 徴 との 構 造 的 な 関係 で あ り,こ

れ は,釈 義 的 意 味 と操 作 的 意 味 にも とつ い て観 察 者 た る人 類 学 者 に よ って 解 釈 され る

もの で あ る と した[Turner1967:20-21,43-46,50-51]。
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す ぐに理 解 で きる こ とで あ る が,タ ー ナ ー は,ま った く種 類 の こ とな る 事象 を 「意

味 」 と い う言 葉 の も と に一 括 して い る。 操 作 的 意 味 は,タ ー ナ ー が 調 査 を お こな った

ン デ ン ブ族 の社 会 に お いて さだ め られ て いる 「儀 礼 の や り方 」 と ンデ ンブ 族 の人 々が

注 目す る儀 礼 要 素 の 「有 意 的 な特 徴 」 との 複 合 で あ り,位 相 的 意 味 は,人 類学 者 に よ

っ て お こな われ る 「解 釈 」 にほ か な らな い。 これ に くわ え,イ ン フ ォー マ ン トに よ っ

て 語 られ る儀 礼 に関 す る さ ま ざ まな注 釈 の す べ て が 儀 礼の 意 味で あ る とい う保 証 は ど

こ に も な い 。 つ ま りsそ れ らは,儀 礼 の 意 味 では な く,「 儀 礼 の 目的 」 や 「儀 礼 が お

こな わ れ る 理 由」の 説 明で あ る 場 合 が多 いの であ る 。 そ の よ うな 場 合,イ ンフ ォ ー マ

ン トに よ っ て語 られ る儀 礼 に関 す る 注釈 は,儀 礼 を構 成 す る 「言 語 的 要 素 」 とみ な さ

な け な け れ ば な らな い であ ろ う4)。

リオ 族 の 人 々(と りわ け儀 礼 を遂 行す る者 た ち)は,特 定 の農 耕 儀 礼 を どの よ う な

と き に,ま た どの よ うに して お こな うべ きか につ いて 詳細 な知 識 を も って いる 。 した

が って,儀 礼 が お こなわ れ る期 日さえ 決定 され る な らば,農 耕 儀 礼 は,ル ー テ ィー ン

・ワー クの よ う に 円滑 にす す め られ,儀 礼 が終 了 した あ とは,な に ご と も なか った よ

う に普 段 の 生 活 が 開 始 され る。 この こ とか らもわ か る よ う に,リ オ族 の 社 会 には,儀

礼 が 話 題 の 中心 とな る よ う な社 会 的 な 文脈 が そ も そ も存 在 しな いの であ る。

この よ うな 事 態 は,こ と に よる と当然 の こ となの か も知 れ な い。 なぜ な らば,儀 礼

の 意 味(な い しは メ ッセー ジ)が 自明 で あ る な らば,あ え て儀 礼 につ いて 語 る 必要 は

な い か らで あ る 。 そ うで あ る な らば,自 明 で あ るは ず の儀 礼 の意 味 を人 々 にた ず ね て

み る 必 要 が あ る 。 こ う して,筆 者 は,農 耕 儀 礼 を観 察 した あ とで,農 耕 儀 礼 の 遂 行 者

をふ くむ 数 多 くの 人 々をつ か ま えて は,「 この儀 礼 の もつ 意 味 は何 なの か(こ の 儀 礼

が お こな わ れ る 理 由は何 な の か)」(Ngguainapu'ukaiapa?)あ る い は 「この儀

礼 は 何 の ため に お こな う の か 」(Ngguainatauapa?)と い った類 の 質 問 を くりか え

す こと にな った 。 だ が,筆 者 の期 待 が か な え られ る ことは な か っ た。 それ とい うの も,

筆 者 が 上 記 の よ うな 質 問 を お こな う と,人 々 は,ほ とん どの 場合,沈 黙 して しま うか,

「これ は慣 習(慣 習 法,や り方,規 則,規 則 に した が う行 為)で あ る」(lnaada.)

あ る い は 「これ が わ れ われ の や り方 で あ る 」(lnasarakita.)な どと答 える だ け だ

っ たか らであ る 。

この よ う な人 々の 沈 黙 は,い った い どの よ う に理 解 され る べ き な の で あ ろ うか 。 も

っ とも容 易 であ る の は,調 査 の失 敗 に原 因 をも とめ た り,秘 密 にされ て い た儀 礼 の 意

味 を聞 き だす こ とが で き な か っ た と考 え る こ とで あ る。 だ が,そ の よ う な ことは あ り

え な い と い うべ きで あ ろ う。 なぜ な らば,リ オ族 の人 々は,ど の よ うな と き に,ま た
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どの よ う に して 農 耕 儀 礼 をお こな うべ き か につ いて は 詳細 な知 識 を も って お り,筆 者

は,こ の 種 の 知 識 を容 易 に聞 き だす ことが で き たか らで あ る 。 ま た,リ オ 族 の社 会 に

は,の ち ほ どの べ る よ う に,口 外 す る ことの で き ない 秘 儀 的 な知 識(さ ま ざ まな 呪 文

や 起 源 神 話)が 存 在 す る が,リ オ族 の 人 々は,そ の よ うな 知識 を完 全 に秘 密 に して お

くの で は な く,知 って い る こ と をひ け らか す 態 度 にで る こ とが普 通 だか らで あ る 。

これ に くわ え,調 査 地 に おい て 筆者 が 直面 した の と おな じよ うな状 況 は,す で に幾

人 もの 人 類 学 者 に よ って 報 告 され て い る。

「一 般 的 にい っ て,ド ル ゼ 族 は 複 雑 か つ生 彩 に とん だ さ ま ざ まな儀 礼 の機 会 に おび

た だ しい 象 徴 を使 用 す る 。 だ が,か れ らは,そ れ らを説 明す る こ とは な く,か られ

が ほ ど こす 注 釈(co皿ment)は,象 徴 の使 用 規 則 にか ぎ られ て い る 。 ドル ゼ族 の 移

行儀 礼 には,秘 儀 の伝 授 が と も な って い な い 。 私 が収 集 した 若 干 の 釈 義(exegesis)

の 断 片 は,ド ル ゼ族 の だれ ひ と りと して夢 にも 考 えつ か な い よ うな質 問 に 対 して,

寛 大 な情 報 提 供 者 が その 場 で急 ご しらえ した も の で あ る。 た しか に,こ れ これ の 知

識 は,自 分 が 研 究 した人 々の あ いだ には 見 あ た らな か っ た と民 族 誌 学者 が 断言 す る

と き,そ れ は 彼 の 調査 が まず か った せ い か も しれ な い。 しか しなが ら,ド ル ゼの 状

況 は,多 数 の 民 族 誌学 者 が ぶ つ か る 状 況 と おな じで あ る。 彼 らの 証 言 を総 合 す るな

らば,そ こか ら,複 雑 な象 徴 体 系 は 釈 義 を と もな わ ず に,ま こ と にた くみ に 機能 し

う る と い う事 実 が うか び あ が っ て くる 」[Sperber1975:18]。

「トラ ジ ャの アル ッ ク(aluk)は,広 い意 味 では イ ン ドネ シ ア語 の ア ダ ッ ト(adat

「慣 習」)も し くは クブ ダ ヤ ア ン(kebudayaan「 文化 」)の 同義 語 と して,『 や り

方 ・流儀 』 を意 味 し,狭 い意 味 で は祖 先 に よ っ て制 定 され,今 日ま で伝 達 され て い

る象 徴 的行 為 の 体 系,す な わ ち儀 礼 に関 す る こと細 か な規 則 を指 す 。 一 一 中略 一 一

さ らに,こ の よ う なか た ち で 定 義 され る トラ ジ ャの 儀 礼 は,宗 教 的 ドグマ(信 仰)

に付 随 す る何 か,あ る いは た ん に それ を表 現 す る もの で は な い とい う点 を強 調 して

おか な け れ ば な らな い。 トラ ジ ャの宗 教 に お い て は,儀 礼 を行 う ことそ れ 自体 が重

要 で あ る 。 一 一 中 略一 一 した が っ て,ト ラ ジ ャの人 々 に儀礼 の 背後 にあ る観 念 につ

い て 尋 ね て も,は な は だほ ん や り と した答 え しか戻 って こな い こ とが多 いが,ど の

よ うな 儀 礼 を どの よ う に して 行 うか とい う 点 に っ い ては,彼 らは 大変 明晰 で あ る 」

[山 下1988:140]。
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「ハ マル 族 の居 住 地 区 に到 着 して す ぐに,彼 らの 儀 礼 生活 は,興 味ぶ か い こ とに,

い か な る釈 義 一一 中略 一 一 も とも なわ ず に,た いへ ん うま く機 能 す る と い う こと を

教 え られ た。 ンデ ン ブ族 には 存在 す る と思 わ れ る 象 徴 的 な釈 義 に た けた ス ペ シ ャ リ

ス トは,ハ マル 族 には い な か った。 ハ マ ル 族 の 人 々は,能 弁 で あ り,社 会 生 活 に つ

い て は 説 明す る ことが で きる 。 一 一 中略 一 一 だが,象 徴 的 な言 明の 意 味 につ い て と

な る と,彼 らは,い つ も沈 黙 して しま う。 だが,こ の 沈黙 は,人 類 学 者 に何 か を秘

密 に して い る こと を意 味 す る も の で は な いの で あ る 」[Strecker1988:22]。

こ こで は,た また まイ ン ドネ シア(リ オ 族,ト ラ ジ ャ族)と エ チオ ピ ア(ド ル ゼ族,

ハ マル 族)か らの 例 を と りあ げ た が,お な じよ うな 報 告例 は,ほ か に も数 多 く存在 す

る[cf.e.g.Bloch1986:178;Forge1966:23;Fox1979;Geertz1973:177;浜 本

1989;Lewis1980:8]。 した が って,儀 礼 につ いて 語 られ る注 釈 が 儀 礼 の や り方 に 限

定 され る と い う現 象 はsけ っ して例 外 的 な も の で は な い ことが 理 解 され よ う。

この よ う な現 象 は,儀 礼 が コ ー ドに も とつ いて お こな われ る コ ミュニ ケ ー シ ョン で

は な い こと を証 明す る も の だ とい え る。 コー ドは,記 号 とその 意 味(メ ッセ ー ジ)が

ど の よ う に結 合 す る か を さだ め て い る規 則 の 体 系 で あ り,恣 意 的 な もの で あ っ て は な

らな い。 つ ま り,コ ー ドは,社 会 の 成 員 に よ って 共 有 され て い な けれ ば な らず,そ う

で あ る か らこそ,社 会 の成 員 は,コ ー ドを参 照 す る こ とに よ っ て メ ッセ ー ジ を 「記 号

化 」(encode)し た り,記 号 を 「解 読 」(encode)す る こと に よ って,コ ミュニ ケ ー

シ ョン を お こな う こ とが で き る。 した が って,儀 礼 が コー ドに も とつ いて お こな われ

る コ ミュニ ケ ー シ ョ ンで あ る とす るな らば,社 会 の 成 員 は,儀 礼 と コー ドによ っ て結

合 され て い る意 味(メ ッセ ー ジ)を 知 って い な け れ ば な らな いは ず で あ り,そ れ を語

る こ と に 困難 は な い は ず で あ る。 しか しな が ら,リ オ 族の 社 会(を は じめ とす る数 多

くの 社 会)で は,数 多 くの人 類 学 者 に よ って 儀 礼 の 意 味(メ ッセ ー ジ)と して と らえ

られ て きた ター ナ ー の い う釈 義 的意 味が 語 られ る こ とは まれ で あ り,儀 礼 につ い て語

らえる 注 釈 の 大 半 は,儀 礼 をお こな う うえ で 遵 守 され な けれ ば な らな い 儀 礼 の や り方

に限 定 され て い る の で あ る。

そ うで あ る な らば,わ れ わ れ は,リ オ族 の 農 耕 儀 礼 をどの よ うな 現 象 と して と らえ

る べ きな の で あ ろ うか 。 い う ま で もな く,民 族 誌 的 な研 究 と して 唯 一 正 当で あ るの は,

リオ 族 の 人 々が 農 耕儀 礼 を どの よ うな 現象 とみ な して いる か をつ き つ め て ゆ く方法 で

あ る 。 した が って,わ れ わ れ は,ま よ う こ とな く農耕 儀 礼 を規 則(rule)に したが う

行 為 と して と らえ る べ き で あ ろ う5)。 そ の理 由は,ほ かで もな く,リ オ族 の人 々 自身
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が 「これ は わ れ わ れ の慣 習(慣 習 法,や り方,規 則,規 則 に したが う行 為)で ある 」

(lnaada.)と い う表 現 で,こ の こ とを は っ き りとの べ て い るか らであ る 。

農 耕 儀 礼 を実 践 す る うえ で した が わ な けれ ば な らな い 規 則 に は,2種 類 の もの が あ

る と考 え られ る。 そ の 第1は,特 定 の農 耕 儀 礼 と農 耕 の サ イ クル を構 成 す る さま ざ ま

な 事 象 との 前後 関 係 を さだ め る 規 則 で あ る。 したが って,野 菜 の 収 穫 をは じめ る に は,

aと い う儀 礼 を お こな い,ま た,火 入れ が お わ る とbと い う儀 礼 をお こな う とい っ た

具 合 に,農 耕 の サ イ クル は 進 行 して ゆ く。 ま た,そ の 第2は,だ れ が,ど こで,ど の

よ うな こと を お こな うべ きか を さだ め て い る 規 則 で あ る。 儀 礼 を実践 す る にあ た っ て

は,こ の規 則 に したが う こ とが 必 要 で あ り,創 意 や 工夫 が は い り こむ余 地 は きわ め て

限 定 され て い る。 この こ と を端 的 に しめ して い る の は,「 だ れ それ の御 代 か らの 儀 礼

を お こな う 」(susunggua～,namabapu～)と い う表 現 であ り,こ の儀 礼 言 語 は6},

農 耕 儀 礼 の 場 面 で朗 唱 され る き ま り文 句 の ひ とつ にな っ てい る 。

この よ うに,本 研 究 で は,農 耕 儀 礼 を規 則 に した が う行 為 と して と らえ るわ え で あ

る が,こ の 規 定 は,儀 礼 が コー ドにも とつ い て お こな われ る コ ミ ュニ ケ ー シ ョンで あ

る とい う想 定 とは無 縁 で あ る。 なぜ な らば,規 則 に した が う と い う現 象 の 背後 にあ る

の は,規 則 を 「受 容 」(accept)し て い る と い う事 態 以外 の な に もの で も な いか らで

あ る 。 た とえ ば,「 歩 行 者 は道 路の 右 側 を歩 か な けれ ば な らな い」 とい う規 則 に した

が って い る とき,わ れ われ はsた ん に規 則 を 「う けい れ て いる 」(accept)に す ぎな

い 。 おな じこ とは,儀 礼 の規 則 につ いて も い え る。 儀 礼 の規 則 に した が っ て 農耕 儀 礼

を遂 行 す る とき,人 々 はs儀 礼 の 規 則 を う け いれ て い る だ け であ り,世 界観 あ るい は

コ ス モ ロ ジー な ど と よばれ る象 徴 的 な知 識 の 体 系 が 農 耕 儀礼 の 背 後 にあ り,そ れ が コ

ー ドに よ って 儀 礼 と結 合 さ れ て い た り ,あ る いは 農 耕 儀 礼 をな りたた せ て い た りす る

必 然 性 は な いの で あ る 。 した が っ て,儀 礼 と象 徴 的 知 識 の体 系 が 記 号 と意 味(メ ッ セ

ー ジ)の 関 係 にあ る とい う想 定 は ,人 類 学 に数 多 くみ られ る 不適 切 な 比 喩 の 一例 なの

だ と いえ る[cf.e.g.LakoffandJohnson1980;Sperber1985a:26-29;Sperber

andWilson1986:1-9;杉 島1987f,1988d,1989a,1990]。

そ うで あ る な らば,わ れ わ れ は,農 耕 儀 礼 の研 究 を どの よ う にす す め て ゆ け ば よ い

の で あ ろ うか 。 儀 礼 行 為 の 背 後 に存在 す るの は,規 則 を うけ いれ て いる とい う 自明の

事 態 に ほか な らな い 。 しか しな が ら,規 則 を うけ いれ て い る(accept)と い う原 初 的

な 事態,あ る いは ウ ィ トゲ ン シ ュタ イ ンの い う 「原 現 象 」(Urphanomen)7》 そ の もの

を 分析 す る ことは で き ない 。 そ うで あ る とす る と,農 耕 儀 礼 の研 究 は,儀 礼 行為 を詳

細 に記 述 す る ことか ら先 へ は す す み よ うが な い よ う に思 わ れ て くる。 だ が,こ れ は,
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農 耕儀 礼 が なぜ 遂 行 され る か とい う 問 い に対 す る答 え で は あ っ て も,農 耕 儀 礼 が どの

よ うに解 釈 され るか とい う問 い に 対す る 答 え で は ない 。 す なわ ち,農 耕 儀 礼 は,遂 行

され た時 点 で解 釈 の 対 象 に な りかわ る の で あ り8),農 耕 儀 礼の 研 究 は,ま ず,こ の 点

に 着 目す べ き なの で あ る 。

た とえ ば,農 耕 儀 礼 の な か には,目 的 の 知 られ てい な い 儀礼 行 為 が 数 多 くふ くまれ

て い る。 つ ま り,農 耕 儀 礼 は,規 則 に したが っ て遂 行 され る わ け で あ るが,そ の 目的

とす る と ころ は,い っ さい 知 られ て い な い。 ま た,し た が って,こ の よ う な儀 礼 は,

遂 行 され る たび ごと に,そ の 目的 を問 いか け る 一種 の 謎 と して存 在 して い るの だ とい

え る 。 この こと は,サ ー ル の 提 唱 した制 度 的 事 実(institutionalfact:社 会 的規 則

を前提 と して成 立す る 事 象 の 集 合)と 生 の 事 実(brutefact:自 然 科 学 が 対 象 とす る

よ うな事 象 の集 合)と の 区別[Searle1969:50-53]が 絶 対 的 な もの で は ない こ とを

示 唆 して い る。 つ ま り,リ オ族 の 農耕 儀 礼 は,規 則 に した が う行 為 で あ る と い う点 で

は,ス ポ ー ツや ゲ ー ム な ど と とも に制 度 的 事 実 の なか に分 類 され るが,自 然 世 界 の 事

象 にも に た 「不透 明な 現 実 」 を構 成 して い る とい う点 で は,む しろ生 の 事 実 に分類 さ

れ る の で あ る[cf.BergerandLuckmann1967:77;Sperber1975:31,96]。

と ころ で,解 釈(interpretation)は,ど の よ う な解 釈 で あれ,な ん らか の 情 報P

を文脈(context)Cと む す び あ わせ,そ こ か らPに もCに も還 元す る こ との で き な

い 結論Qを み ちび きだ す 推 論 的 な 活動 だ と い え る。

た とえ ば,XがYに む か って 「さ む くな っ て き た」 とい った と しよ う。Yは,こ の

発 言 か ら 「Xは"室 温 が さが って き た"と い っ て い る」,「Xは"マ ラ リアの 発 作 が

は じま っ た"と い って い る 」,rXは"冬 が 間 近 にや って き た"と い っ て い る」 な ど

とい った,さ ま ざ まな 結 論 をみ ち び き だす こ とが で きる が,そ の理 由は,Xの 発 言 と

む す び あ わ され る文 脈 の 内容 が さ まざ ま だか らで あ る。

この よ う に,文 脈 は,解 釈 に おい て きわ め て 重要 な役 割 をは た して い るわ けで あ る

が,そ の 内 容 は,い った い どの よ うに選 択 さ れ る の であ ろ うか 。 この 間題 を考 え る に

は,有 意 性(relevance)の 概 念 を導 入す る こ とが不 可 欠 だ と考 え られ る9)。

あ る情 報Pが あ た え られ た 場 合,わ れ わ れ は,そ れ を文 脈Cと むす び あわ せ,そ こ

か ら,な ん らか の結 論Qを み ち び き だす こと が で き る。 有 意 性 とは,こ の よ うな状 況

に おけ る,PとCの 関 係 で あ り[WilsonandSperber1981:169],わ れ わ れ は,こ

の よ うな 関係 の確 立 をめ ざ してCの 内容 を選 択 す る[SperberandWilson1986:137-

142]leio

た とえ ば,Xが 「これ か ら銀 行 にい っ て くる 」 とい った と ころ,Yが 「今 日は 土曜
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日だ 」 とい った と しよ う。 この とき,Xの 文 脈 には,銀 行 です ませ る べ き 用 件 や仕 事

の ス ケ ジ ュー ル な どが ふ くまれ て い る 。 しか しなが ら,そ れ らをYの 発 言 とむ す びっ

け て も,Yの 発 言 を有 意 的 にす る こ とはで き な い。 そ こでXは,記 憶 の 検 索 をは じめ,

「土 曜 日に は銀 行 が しま って い る 」 とい う知 識 にゆ き あ た る。Yの 発 言 の 有 意 性 が確

立 され る の は,ま さ に この 瞬 間 で あ り,こ う して,「Yは"銀 行 にゆ くこ とが 徒 労 に

お わ る"と い っ て い る」 と い う結 論 が み ちび き だ され る こ とに な るlt)。

これ は,文 脈 と して利 用 で きる 知識 が,記 憶 の なか に直接 た くわ え られ て い る 例 で

あ る が,わ れ われ は,つ ね にそ う した幸 運 に め ぐまれ て い るわ け では ない 。 な ぜ な ら

ば,解 釈 に さい して は,情 報 を有 意 的 にす る た め に,ア ブ ダ ク シ ョン(abduction)12》

を お こな わ な けれ ば な らな い場 合 も あ るか らで あ る。

た とえ ば,あ る 日を さか い に,Xに 対す るYの 態 度 が 急 に よ そ よ そ し くな った と し

よ う。 だ が,Xは,い く ら記 憶 を さ ぐっ て も,こ の 不 可解 な事 象 を有 意 的 す る こ とが

で きな い 。 そ こでXは,断 片 的 な 知 識 を材 料 に して 「仮 説 的 文脈 」(hypothetical

context)13)__た とえ ば 「あ る こ とな い こ と を言 い ふ らす くせ の あ るZが,Yに な

に か をつ げ 口 を した 」 な ど 一 一 を構 成 す る こ とに よ って,Yの よ そ よ そ しい 態 度 を有

意 的 に しよ う とす る 。

この よ う に,有 意 性 は,解 釈 を お こな うう え でぬ き さ しな らな い役 割 をは た して い

る わ けで あ る が,情 報Pを 有 意 的 にす る能 力 は,人 類 に共通 す る普 遍 的な 能 力だ とい

え る。 この 点 につ い て,く だ くだ しい 論証 を お こな う必 要 は な い で あ ろ う。 な ぜ な ら

ば,わ れ わ れ は,上 記 の よ う な3つ の 例 に対 して,だ れ も が お な じよ う に推 論 で き る

こ と をす で に知 って い る か らで ある 。 そ うで あ る な らば,人 類 学 者 に よ って お こなわ

れ る解 釈 が,リ オ 族 の 人 々 に よ って お こなわ れ る解 釈 と,お よ そか け はな れ た も の で

あ る と想 定 す る理 由は,ど こに も存 在 しな い こ とにな る 。 それ と 同 時 に,お な じ理 由

に も とつ い て い える こ とは,た とえ,農 耕 儀 礼(P)の 解釈 か らみ ちび き だ され る結

論(Q)が,細 部 に おい て は個 人 ご と に こ とな っ て いて も,大 筋 に お いて は,共 通 し

た 内容 を もつ 可 能 性 が あ る とい う こ とで あ る。 以 下で は,農 耕 儀 礼(P)の 解 釈 か ら

み ちび き だ され るQの 集 合 を農 耕 儀 礼 の 「解 釈 表象 」(interpretiverepresentation)

と よぶ こ と に しよ う。

た だ し,以 上 の よ うな議 論 は,文 脈 と して も ち い られ る知 識 や仮 説 的 文 脈 の 材料 と

な る知 識 が,リ オ 族 の 社 会 に お いて 一 般 的 な も の であ る こ とを 前提 とす る わ け で あ る

が,こ の 点 につ いて,筆 者 が採 用 す る 方策 は,文 脈 と して利 用 され る 知 識 や 仮 説 的文

脈 の 材 料 と して もち られ る知 識 の 範 囲 を,農 耕 儀 礼 の 参 加者(人 間,作 物,神 霊)と
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舞 台 装 置(儀 礼 が お こな われ る場 の 空 間 構 成 と儀 礼 の とき にも ち い られ る用 具)に 関

す る 一 般 的 な知 識 に限 定 す る 方 法 で ある 。 の ち ほ どの べ る よ う に,農 耕 儀 礼 は,そ れ

に 参 加 す る者 た ち が 相 互 交 渉 をお こな う重 要 な機 会 で あ り,参 加 者 と舞 台装 置 に関 す

る 知 識 が,文 脈 や 仮 説 的 文 脈 の材 料 と して もち い られ な いは ず は な い と考 え られ る。

1'2本 研 究 の 構 成

本 研 究 は,以 上 で の べ た よ うな理 論 的 な 枠 組 み にも とつ いて お こな われ るわ け であ

る が,ひ きっ つ く各 章 の 内容 と 目的 を,こ こで 簡 単 にのべ て お くこ と に し よう。

リオ 族 の 居 住 地 域 は,タ ナtanaと よば れ る多 数 の 政 治共 同体(政 治 共 同体 につ いて

は の ち ほ ど くわ し くの べ る)に 区分 され て お リ,筆 者 が お も に調 査 を お こな っ て いた

タ ナ ・リセTanaLise(リ セ 地域)と よば れ る政 治 共 同体 の 場 合,そ の領 地 は,さ ら

に 複 数 の 村 落 共 同体(maki,村 落共 同体 につ いて も の ち ほ ど くわ しくの べ る)に 区分

さ れ る 。 第2章 で は,こ の タ ナ ・リセ と よば れ る 政 治 共 同体 とそ の な か に ふ くまれ て

い る マ キ ・ン ドリ ・ワ ンゲMakiNdoriWang$eと い う村 落共 同体 を 中心 に,リ オ 族 の

社 会 構 成 の さ ま ざ まな 側 面 につ い て記 述 をす す め て ゆ く。 その 目的 は,社 会構 成 の さ

ま ざ ま な側 面 を網 羅 的 に記 述 す る こと に あ る とい う よ りは む しろ,首 長 とい う存 在 を

社 会 の 全 体 的 な構 成 の なか に位 置 づ け る こ と に ある 。 そ うす る理 由は,本 研 究の 主題

で あ る農 耕 儀 礼 が 首 長 と密 接 な む す びつ き を も って い る か らであ る。

農 耕 の サ イ クル を 中心 に展 開 され て い る年 間の 生 活 過程 の なか で,リ オ 族 の人 々は,

作 物 や 神 々 をは じめ とす る さ ま ざま な存 在 と相 互 交 渉 をお こな う。 そ して,農 耕 儀 礼

は,人 間 が この よ う な存 在 と相 互 交渉 を お こ な う も っ とも重 要 な 機 会 の ひ とつ に な っ

て い る。 したが っ て,農 耕 の サ イ クル とそ の なか に織 り こまれ て い る 農耕 儀礼 を十 全

な か た ち で記 述 す る には,作 物 や 神 々 をは じめ とす る さま ざ まな 超 自然 的 存在 につ い

て どの よ う な ことが 知 られ て い る か を あ き らか に して お く必 要 が あ る 。 そ こで,第3

章 で は,作 物 に関 す る知 識 につ い て のべ,第4章 で は,神 々 をは じめ とす る多 数 の 超

自然 的存 在 に関 す る知 識 を記 述 の 対象 と して と りあ げ る こ とに した い 。

農 耕 儀 礼 が お こなわ れ る 場 所 は,家 屋,畑,そ れ に村 な どと い った よ う にさ ま ざ ま

で あ る が,そ れ ぞれ の 農 耕 儀 礼 ご とに,祭 場 とな る 場 所 は 明確 に さだ めれ られ て いる 。

ま た,そ こに存 在 す る どの よ うな物 が儀 礼 の と き に使 用 され るか につ い て も,は っ き

りと した規 定 が な され て いる 。 そ こで第5章 では,農 耕儀 礼 の 記 述 に さき だ ち,農 耕

儀 礼 の 舞 台装 置 と して もち い られ る場 所 や 用 具 につ い て くわ しい説 明が お こなわ れ る。
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そ の さい,リ オ族 の 民 俗 方 位 に言及 す る こ と にな る が,そ の 理 由 は,民 俗 方位 の体 系

が 空 間 の 構 成 を記 述 す る うえ で 決 定 的な 役 割 をは た して いる か らで ある 。

第6章 で は,っ ぎ にの べ る よ うな い くつ か の 点 に留意 しなが ら,農 耕 の サ イ クル を

中 心 に展 開 され る年 間の 生 活 過 程 とその な か に織 りこまれ て いる 農 耕儀 礼 が 記述 され

る 。

農 耕 儀 礼 は,農 耕儀 礼 と農 耕 の サ イ クル を構 成 す る さ まざ ま な事 象(農 耕 儀 礼 をふ

くむ)と の 前 後 関 係 をさ だめ る規 則 に したが っ て お こな わ れ る。 したが って,農 耕の

サ イ クル を構 成 す る さ ま ざ ま な事 象 をで き る か ぎ り網 羅 的 に 記述 し,そ の な か に個 々

の 農 耕 儀 礼 を位 置 づ け る よ う なか た ち で記 述 をす すめ て ゆ く必 要 が ある 。

リオ族 の農 耕 儀 礼 は,だ れ が,ど こで,ど の よ うな こ と を お こな うべ きか をさだ め

て い る規 則 に した が って お こなわ れ る 。 だ が,細 か な点 で は,し ば しば 規 則 違反 が お

こな われ た り,ま た,あ る場 合 に は,規 則 に した が う こ とが 不 可 能 な こと もあ る。 し

た が っ て,農 耕 儀 礼 の 記 述 をお こな う にあ た って は,規 則 に した が っ て お こな われ た

行 為 と規 則 に したが わ ず に お こなわ れ た 儀礼 行 為 とを 明確 に 区別 し,規 則 に した がわ

ず に儀 礼 が お こなわ れ た 場 合 には,儀 礼 の 正 しい や り方 が どの よ うな も の であ る か を

補 足 して の べ て お く必 要 が あ る 。

な お,第6章 で は,数 多 くの 個人 名 に言 及 しな が ら記 述 をす す め て ゆ く こと にな る

が,大 幅 に偽 名 をまぜ こむ こ と によ って,調 査 地 の 人 々に迷 惑 が か か らな い工 夫 が ほ

ど こ され る 。 お な じ ことは,他 の章 につ いて も いえ る 。

第7章 で は,農 耕 の サ イ クル を構成 す る さ ま ざ まな 事 象(農 耕 儀 礼 をふ くむ)と 農

耕 儀 礼 との 前 後 関係 に注 意 をは らい な が ら,そ れ ぞれ の 農耕 儀 礼 が どの よ うに解 釈 さ

れ るか をあ き らか に して ゆ く。 この とき に援 用 され る の が,序 論 に おい て 提 示 され た

解 釈の 理 論 的な 枠 組 み で あ り,解 釈 をすす め る に あた って は,農 耕 儀 礼 の 参加 者(人

間,作 物,神 霊)と 舞 台装 置(儀 礼 が お こな われ る場 の 空 間構 成 と儀 礼 の とき に もち

い られ る用 具)に 関 す る知 識 が,農 耕儀 礼(を 構 成 す る 要 素)を 有 意 的 にす る ため 文

脈 や仮 説 的 文脈 の 材 料 と して も ち い られ る。 そ して,第7章 の最 終 部 で は,こ の よ う

な 解 釈 か らみ ちび きだ され る農 耕 儀 礼 の解 釈 表象 が支 離 滅 裂 な も の で は な く,体 系 的

な 性 格 をも つ もの で あ る こ とが あ き らか に さ れ る 。

農 耕 の サ イ クル を 中心 に 展 開 され て い る年 間 の 生活 過 程 の な か に は,い わ ば 「季節

的 信 念 」 とで も よぶ こ との で き る現 象 が ふ く まれ て い る。 この 季 節 的信 念 とは,毎 年,

一 定 の 時 期 にな る と 出現 す る 神秘 的な 現 象 の こ とで あ り ,た とえ ば,作 物 の 収 穫 がは

じめ られ る と,人 々は 海 の 彼 方 か らや って くる 幻 の 首狩 り人 を恐 れ る よ う にな り,開
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墾 が お こな われ る 時期 には,土 地神(こ の 土 地 神 につ い て はの ち ほ ど くわ しくの べ る)

が 特 有 の 鳴 き 声 を あ げな が ら,あ た りを飛 び まわ る 現 象 が頻 発 す る よ う にな る 。第8

章 で は,こ の よ う な季 節 的 信 念 が,農 耕 の サ イ クル や 農耕 儀 礼 の 解 釈 表 象 と どの よ う

に 関 係 して い る か が 問わ れ る 。

す で にの べ た よ う に,農 耕 儀 礼 の大 半 は 首 長 に よ って 主催 され,首 長 の 存 在 な く し

て は 農 耕儀 礼 を遂 行 す る こ とが で き な いほ ど,首 長 は,農 耕 儀 礼 に おい て 不 可 欠 な役

割 をは た して い る。 したが って,農 耕 儀 礼 が 首 長 を 中心 に い とな まれ て い る 日常の 社

会 生 活 の構 成 と密 接 な関 係 をも っ て いる こ と は た しか で あ る よ う に思 わ れ る 。 しか し

な が ら,こ の 両者 が どの よ う に関係 して いる か は 不 明 瞭 で あ る。 第9章 の 目的 は,第

1章 と第7章 の 内容 を関 連 づ けな が ら,こ の 関係 が 正 確 に は どの よ うな もの で あ るか

をあ き らか にす る こと にあ る 。

そ して,最 後 の第10章 で は 序 論 に お ける 問 題 設 定 にも ど りs儀 礼 の 規 則 と関連 す る

2つ の 問 題 が 論 じられ る。 農 耕 儀礼 お こな う と き に遵 守 され る儀 礼 の 規 則 は,だ れ が,

ど こで,ど の よ う な こ と を お こな うべ きか を さだ め て い る と い う意 味 で,一 種 の社 会

的 規 則(socialrule)だ とい え る。 そ うで ある な らばs儀 礼 の 規 則 と他 の 社会 的規

則 との 関係 を問 う こと に よ って,一 見 す る と こ ろ孤 立 した状 態 で 存 在 して い る か にみ

え る儀 礼 の規 則 を位 置 づ け る こ とが可 能 とな る。 第10章 の前 半 部 で は,第9章 の 内容

と関 連 づ け な が ら,こ の 問 題 が 論 じ られ る こ と にな る 。 そ して,第10章 の 後 半 では,

農 耕儀 礼 の解 釈 表 象 に対 して リオ族 の 人 々が 沈 黙 をた も っ て いる とい う現 象 が考 察 の

対 象 と して と りあ げ られ る 。 この 一見 す る と ころ 奇 妙 な現 象 は,け っ して 理解 不可 能

な も の で は な く,儀 礼 を規 則 に したが う行 為 と して と らえ る観 点 か ら解 明 しうる こと

が 論 じられ る 。
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第2章 リ オ 族 の 社 会 構 成

2・1リ オ 族

フ ロ ー レ ス 島 は,バ リ 島 か ら 東 に つ ら な る 小 ス ン ダ 列 島(LesserSundaIslands)

の な か に 位 置 し,約14,273km2ほ ど の 広 さ が あ る[Paulus(ed.)1917:706]。 フ ロ ー

レ ス 島 の 人 口 は,100万 人 前 後 と 推 定 さ れ る が14),そ の 大 半 は,フ ロ ー レ ス 島 の 在

来 住 民 で あ る 。 フ ロ ー レ ス 島 民 の 言 語 は,オ ー ス ト ロ ネ シ ア 語 族 の ビ マ ・ス ン バ ・グ

ル ー プ(Bi皿a-SumbaGroup)の な か に 分 類 さ れ る[LeBar(ed.)1972:86,90;Wurm

andHattori(eds.)1981]。 し か し な が ら,フ ロ ー レ ス 島 民 の 文 化 は,け っ し て 一 様

で は な く,地 域 ご と に か な り の ち が い が あ る 。 こ の 地 域 的 な 相 違 を は っ き り さ せ る た

め に,フ ロ ー レ ス 島 の 在 来 住 民 を い く つ か の 民 族 ・言 語 集 団 に 分 類 す る 試 み が な さ れ

て い る 。 た と え ば,ク ン チ ャ ラ ニ ン グ ラ ッ ト は,8つ の 民 族 集 団(Manggarai,Riung,

Ngada,NageKeo,Ende,Lio,Sikka,Larantuka)に 分 類 さ れ る こ と を 示 唆 し[Koen-

tjaraningrat1971:183-185],べ っ の 研 究 者 は,6つ の 言 語 集 団(Manggarai,Riung,

Ende-Lio,Sikka,Lamaholot)に 分 類 し た う え で,そ の そ れ ぞ れ を,い く つ か の 下 位

集 団 に 分 類 し て い る[WurumandHattori(eds.)1981](図1参 照)。 し た が っ て,

リ オ 族 は,フ ロ ー レ ス 島 に 居 住 す る 民 族 ・言 語 集 団 の ひ と つ と し て 位 置 づ け る こ と が

で き る わ け で あ る が,そ の 人 口 は,約15万 人 程 度 で あ る と 推 定 さ れ る15)。

リ オ 族 の 居 住 地 域 は,現 在,県(kabupaten),郡(kecamatan),村(desa)な ど

と い っ た イ ン ドネ シ ア 共 和 国 の 行 政 単 位 に 細 分 化 さ れ て い る 。 し か し な が ら,オ ラ ン

ダ に よ る 支 配 が 確 立 す る 今 世 紀 初 頭 以 前,リ オ 族 の 居 住 地 域 は,タ ナtanaと よ ば れ る

政 治 共 同 体 に 区 分 さ れ て い る だ け で あ っ た(な お,タ ナ と い う 言 葉 は,土,土 地,領

地 と も 翻 訳 す る こ と が で き る)。 そ の 当 時,政 治 共 同 体 は,個 々 に 独 立 し た 最 大 規 模

の 政 治 単 位 で あ り,隣 接 す る 政 治 共 同 体 の あ い だ に は,一 種 の 同 盟 関 係(turajaji)

が と り む す ば れ て は い た も の の,さ ま ざ ま な 原 因 か ら 戦 争 が お こ な わ れ る こ と も 少 な

く な か っ た 。 し た が っ て,リ オ 族 全 体 の 「わ れ わ れ 意 識 」 は,過 去 に お い て,か な り

希 薄 で あ る か も し く は 存 在 し な か っ た と い え る 。

こ ま か く み て ゆ く な ら ば,リ オ 族 の 居 住 地 域 の な か で も,そ の 言 語 や 文 化 は け っ し

て 一 様 で は な く,実 際 に は さ ま ざ ま な 相 違 が み ら れ る 。 こ の よ う な リ オ 族 内 部 の 地 域

的 な 相 違 は,多 く の 場 合,政 治 共 同 体 の 境 界 線 に そ っ て 発 現 し て い る こ と は あ き ら か
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で あ る が,政 治 共 同 体 の 内 部 に お い て も,み す ご す こ と の で き な い 地 域 的 な 相 違 が 存

在 す る[杉 島1985a]。 し た が っ て 以 下 で は,タ ナ ・ リ セTanaLise(リ セ 地 域)

と よ ば れ る 政 治 共 同 体(図1,図2参 照)を と り あ げ,そ の 内 部 に 存 在 す る リ セ ・ン

ゴ ン デ ・ リ ァLiseNggondeRiaと よ ば れ る 領 域 と,そ の な か に ふ く ま れ る マ キ ・ン ド

リ ・ワ ン ゲMakiNdoriWanggeと よ ば れ る 村 落 共 同 体(maki)か ら の 資 料 を 中 心 に 論

を す す め て ゆ く こ と に す る16)。

2・2政 治 共 同体

リセ地 域(TanaLise)は,リ オ族 の 居 住 地 域 の な か で も っ とも規 模 の 大 きな 政治

共 同体(tana)で あ り,そ の 領 地 内 に は,現 在 約15,000人 ほ どの人 々が 居 住 し17),

生 活 を い と なん で い る 。 この ひ ろ い政 治 共 同 体 の 領 地 一 一政 治 共 同体 の 領 地 もタ ナ と

よ ばれ るが,儀 礼 言 語 の な か で は,タ ナ ・ワ トゥtanawatu(土 ・石)と 表 現 され る

こ とが 一 般 的 であ る 一 一 の 由来 に つ いて た ず ね られ た 場 合,人 々は,そ の 大 部 分が タ

ナ ・ン ゴ ロtanang90rO(降 りて きた 土 地)で は な く,タ ナ ・ンゲ ダ ・ンガ エtana

ngedangae(手 で か き 寄せ,足 で ける 土 地)で あ る との べ る。

タナ ・ン ゴ ロ とよ ばれ る政 治 共 同体 の 領地 は,つ ぎ の よ う に説 明 され る 。 フ ロー レ

ス 島 にだ れ も 住 ん で い な い無 人 の 土 地 が ひ ろ が って い た遠 い昔 の こ と,ア タ ・ン ゴ ロ

atanggoro(直 訳:お りて き た人;意 訳:海 の 彼 方 か らフ ロー レス 島 の 北 海岸 に た ど

りっ い た 神 話 的 な祖 先の 子 孫)と よば れ る人 々が,北 海 岸 の 方 か ら南 海 岸 の 方 にむ か

って 「お りて き た 」(nggoro)。 南 にす す む こ とが 「お りて きた 」 と表 現 され る理 由

は,の ち ほ ど くわ し くの べ る よ う に(5・1参 照),北 海 岸 と南 海 岸 が 民俗 方位 の な

か で 「斜 め上 」(Shele)と 「斜 め 下 」(ghawa)の 関係 に おか れ て い る か らで ある 。

ア タ ・ン ゴ ロた ち は,そ の 過 程 でだ れ も すん で い な い無 人 の 土 地(tanapenga,watu

lenga)に 定 着 し,そ の 最 初 の 所 有 者 にな っ て い っ た。 だが,そ の 後,ア タ ・ン ゴ ロ

とは 出 自の こ とな る男 性 の 来 住 者 が や っ て き て,先 住 者 であ る ア タ ・ン ゴ ロの 娘 と結

婚 した 。 こ う して,来 住 者 は,ア タ ・ン ゴ ロ の 所有 す る領 地 にす み つ き,ア タ ・ン ゴ

ロか らさ まざ ま な権 限 を委 譲 され る こ とに な った 。 だが,現 在 に おい て も,政 治 共 同

体 の 領地 を本 当 の意 味で 所 有 して い るの は,来 住 者 では な く,先 住 者 で あ る ア タ ・ン

ゴ ロの 父系 子 孫 の代 表 者 で あ る と考 え られ て い る。 しが た って,タ ナ ・ン ゴ ロ とは,

先 住 者 の 父系 子 孫 に よ って 所 有 され て い る領 地 の こと を意 味 す る 。

これ に対 して,タ ナ ・ンゲ ダ ・ン ガ エtanangedangae(手 で か き寄 せ,足 で け る
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土 地)と は,来 住 者 が お も に戦 争 や侵 略 とい った 手段 に よ って 先住 者 を追 放 して,あ

らた に獲 得 した(ngedangae)領 地 の こと を意 味す る18)。 っ ま り,タ ナ ・ン ゲ ダ ・

ン ガ エ を所 有 して い る の は,先 住 者 で は な く,来 住者 な の で あ る。 だ が,の ち ほ どの

べ る よ う に,先 住 者 の 末喬 が タナ ・ンゲ ダ ・ンガ エ に居 住 して いる 場 合 ,彼 らは,農

耕 儀 礼 に お いて 無 視 しえ な い重 要 な 役割 をは た して いる 場合 が お おい 。

以 上 の 説 明で は,先 住 者 な い しは 来住 者 と領 地 との 関 係 を表 現 す る た め に,「 土 地

を所 有 す る 」,「 土 地 の所 有 者 」,そ れ に 「土 地 の所 有権 」 と い う表 現 をも ち いた 。

また,以 下 に おい て も,こ れ に類 す る表 現 をも ち い る こ とは さ け られ な い 。 だが,こ

の よ うな 表 現 は,か な らず しも適 切 な もの で は な い こ と を,こ こで 指 摘 して お く必 要

が あ る 。 な ぜ な らば,リ オ 語 には 「土地 を所 有 す る」,「 土地 の 所 有 者 」,「 土 地 の

所 有 権 」 に相 当す る よ う な表 現 は な く,こ れ らの表 現 は,デ オ ・ホ ロ ・タ ナdeoholo

tana(「 土 地 の 頭 をに ぎ る」 ある い は 「土 地 の 頭 を にぎ る者 」)一 一 この表 現 につ い

て は,4・2に おい て タナ ・ワ トゥ(土 地,土 地神)と 関連 づ けな が ら くわ し くの べ

る 一 一 とい う表 現 の 比喩 的な 翻 訳 にす ぎな い か らであ り,ま た,一 般 的 に い っ て,東

イ ン ドネ シア に おけ る 土地 とそ の所 有 者 との 関 係 は,馬 淵 がの べ る よ うに 「呪術 的 ・

宗 教 的 な 紐 帯 」 を意 味す るか らで ある 。 馬淵 は,ス マ トラ 島の バ タ ヅク 族 や東 イ ン ド

ネ シ ア に おけ る 共 同体 の構 成 にふれ て,つ ぎ の よ う にの べ て い る。

「そ れ ぞ れ の地 縁 共 同体 は 二種 の 血縁 集 団,つ ま り最 初 の 定 着 者 た ち(し ば しば

単 一 の 単位 と考 え られ る)の 系統 と後 の来 住 者 たち の系 統 と を含 む 。 前者 が 政 治 的

およ び 宗 教 的諸 事項 に お ける 共 同体 の経 営 に 関 して 遥 か に大 きな 勢 力 をふ る い,従

って,そ の 主長 と神 主 とは この系 統 の 出身 だ とい う事例 が 多 い。 や は り希 有 では な

い 他 の 諸 事例 で は,後 の 来 住 者 たち 或 い は そ の或 る 部分 が,最 初 の定 着者 の 子 孫 た

ち に対 して 政治 的優 位 を 占め る よ う にな っ て い るが,そ れ で も後者 は宗 教 的 権 威 を

保 持 す る 。 とい うの は,彼 らの代 表 者 た ち の みが,そ れ と親 密 で あ る 土地 神 と接 触

をも つ 資格 を有 す るか らで あ る 。 この ば あ い,主 長 は政 治 的 に優勢 な集 団か ら,神

主 は 最 初 の 定着 者 た ちの 子 孫 で あ る集 団 か ら出 る。 東 イ ン ドネ シ ア で は 一層 しば し

ば,こ の よ うな地 縁 共 同 体 は侯 国 また は 小 王 国 に再 編成 され て い る が,王 侯 とい え

で も 作物 と人 間 との 豊 穣 を確保 す る た め の 儀礼 に関 し,時 と して彼 よ りも遥 か に低

い 地位 に あ る神 主 が 演 ず る 役 割 を無 視 し得 な い。 最 初 の定 着 者 か ら由来 す る 出 自集

団 お よ び そ の代 表 者 た ち が,ま たは 特 に代 表者 が,"土 地 の 持 ち 主"と か"土 地 の

主 人"一 一 中 略 一 一 と よばれ るの は 注 目に価 す る。 東部 イ ン ドネ シ ア で一 層 多 く報
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告 され て い る この よ う な諸 用 語 は,も とも と法 的 な所 有権 で な しに呪術 的 ・宗 教 的

土 地 所 有 権 を強調 して もち い られ る よ うに 思 われ る」[馬 淵1974a:218-219]。

タ ナ ・ ン ゴ ロ は,数 の う え か ら い う と,タ ナ ・ン ゲ ダ ・ン ガ エ よ り も は る か に 多 く,

タ ナ ・ ン ゲ ダ ・ン ガ エ が 領 地 の 大 半 を し め る リ セ 地 域 の よ う な 政 治 共 同 体 は,例 外 的

だ と い え る 。 し か し な が ら,タ ナ ・ン グ ダ ・ ン ガ エ で あ る か ど う か と い う こ と は,政

治 共 同 体 の 基 本 的 な 構 成 原 理 と 密 接 な 関 係 を も っ て い る わ け で は な い 。 こ の こ と を 例

示 す る た め に,タ ナ ・ン ゴ ロ で あ る と い わ れ る リ セ ・デ ト ゥ 地 域(TanaLiseDetu,

図2参 照)を と り あ げ,リ セ 地 域 と の 比 較 を お こ な っ て み る こ と に し よ う 。

リ セ ・デ ト ゥ 地 域 の 成 立 は,そ の 南 側 に 隣 接 す る ン ブ リ 地 域(TanaMbuli)出 身 の

ラ シ ・ レ ウRasiLe'uと ベ ニ ・ ワ ウ ォBheniWawoと の 結 婚 に 出 発 点 を も っ て い る と

さ れ る(図2,図3参 照)。 そ の 当 時,ベ ニ ・ ワ ウ ォ は,ワ ウ ォ ・バ ジ ョWawoBhajo

や ジ ェ ケ ・ ワ ウ ォJekeWawoと と も に ヌ ア ・ リ セNuaLiseと よ ば れ る 村(nua)に す

ん で お り,ワ ウ ォ ・バ ジ ョ は,そ の あ た り 一 帯 を お さ め る 首 長(mosalaki)で あ っ

た 。 つ ま り,ワ ウ ォ ・バ ジ ョ の 父 で あ る バ ジ ョ ・ワ ウ ォBhajoWawoは,ま だ だ れ も

す ん で い な い 無 人 の 土 地(tanapenga,watulenga)に や っ て き て 土 地 の 所 有 者 と な

り,そ の 地 位 は,ワ ウ ォ ・バ ジ ョ に 継 承 さ れ て い た の で あ っ た(図3参 照)。

ラ シ ・ レ ウ は,ベ ニ ・ワ ウ ォ と の 結 婚 を 契 機 に,こ の ワ ウ ォ ・バ ジ ョ の 所 有 す る 土

地 に 来 住 者 と し て す む よ う に な っ た 。 そ の た め に,ワ ウ ォ ・バ ジ ョ の 地 位 を い ま に つ

た え る ジ ェ ケ 氏 族(EmbuJeke)一 一 ジ ェ ケ ・ ワ ウ ォJekeWawoの 父 系 子 孫(図3参

照)一 一 の 代 表 者 は,リ セ ・デ ト ゥ 地 域 に 居 住 す る ラ シ 氏 族(EmbuRasi,後 述)の 首

長 た ち に 対 し て,現 在 で も モ サ ・ラ キ ・イ ネ ・ア メmosalakiineame(妻 の 与 え 手

の 首 長)の 地 位 に あ る の で あ る 。

ベ ニ ・ ワ ウ ォ と む す ば れ た,ラ シ ・ レ ウ は7人 の 男 子 を も う け た 。 上 記 の ラ シ 氏 族

と は,ラ シ ・ レ ウ を 始 祖 と す る,こ の7人 の 子 供 た ち 一 一 ン ボ テ ィ ・ ラ シMbotiRasi,

パ テ ィ'ラ シPat'Ras'・ マ リ ●ラ シMa"Ras'・ ン ゲ オ ●ラ シNgeoRas'・ パ オ'ラ

シBha'oRasi,ン ゲ ラ ・ラ シNgeraRasi,ウ ォ ダ ・ラ シWodaRasi-一 の 父 系 子 孫

を 意 味 す る(図3参 照)。 だ が,ウ ォ ダ ・ラ シ と ン ゲ ラ ・ラ シ の 父 系 子 孫 は,リ セ ・

デ ト ゥ 地 域 の 外 に 土 地 を 獲 得 し,あ た ら し い 政 治 共 同 体(リ セ 地 域)を 創 設 し た の だ

っ た 。 そ の た め に ウ ォ ダ ・ ラ シ と ン ゲ ラ ・ラ シ の 父 系 子 孫 の う ち で,リ セ ・デ ト ゥ 地

域 に す む も の は,現 在 で も ほ と ん ど い な い の だ と い わ れ る 。

以 上 の よ う な 説 明 か ら あ き ら か な よ う に,リ セ ・デ ト ゥ 地 域 の 基 本 的 な 構 成 は,先
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住 者 であ る 「妻 の 与 え手 」(inea皿e)と 来住 者 で あ る 「妻 の受 け手 」(anaembu)と の

婚 姻 連 帯(wuru皿ana)を 基 盤 に して い る 。 だ が,こ れ とお な じよ うな構 成 は,リ セ

地 域 に もみ られ る の で ある 。

話 は こみ い って くるが,リ セ 地域 の 領 地 は,つ ぎ にの べ る よ う な11の タ ナ に 区分 さ

れ る。 この11の タ ナ の概 略 的 な 位置 につ い て は,図2と 表1を 参 照 され た い。

a)タ ナ ・ ト ゥ ー ・ヘ ン ダTanaTuHenda

b)タ ナ ・ レ ラ ・ バ リTanaLeraBari

c)タ ナ ・ ク ネ ・ マ ラTanaKuneMara

d)タ ナ ・ ン ゴ ン デTanaNggonde

e)タ ナ ・ ラ ト ゥ ・ ジ ャ ジ ャ ・ ワ ル ・ ジ ャ ジ ャTanaRatuJajaWaruJaja

f)タ ナ ・ ラ ン デTanaLande

9)タ ナ ・ フ ブ ・ ラ シTanaHubuRasi

h)タ ナ ・ ウ ォ ウ ォTanaWowo

i)タ ナ ・ ブ ー ・ ウ ォ ロ ・ オ ネTanaBuWoloOne

j)タ ナ ・ ロ ガTanaRoga

k)タ ナ ・ ロ ウ ォ ・ リ ボTanaLowoLibors}

政 治 共 同 体(タ ナtana)の 領 地が 数 多 くの タナtanaに 区分 され る 理 由は,こ れ らの

タ ナ が,か つ て は個 々 に独 立 した政 治 共 同体 の領 地,も し くは そ の 一 部 で あ っ た こ と

を しめ して い る 。 つ ま り,リ セ 地域 の 領 地 は,上 記 の よ う な11の タナ を,ウ ォ ダ ・ラ

シWodaRasiと ン ゲ ラ ・ラ シNgeraRasiの 父 系 子 孫 が,リ セ地 域 とい う政 治共 同体 の

領 地 と して 統 合 した もの にほ か な らな い 。

この11の タ ナ に は,そ れ ぞ れ 先住 者 が い た わ け であ る が,ウ ォ ダ ・ラ シ とン ゲ ラ ・

ラ シの 子 孫 は,多 くの 場 合,こ の先 住 者 を追 放 す る こ とに よ って,タ ナ を獲得 したの

だ とい わ れ る(表1,図4参 照)。 しか しな が ら,リ セ地 域 が,タ ナ ・ンゴ ロ を構 成

す る2つ の 要 素(先 住 者 で あ る 妻の 与 え 手 と 来住 者)の 一方 をか いた,特 異 な政 治 共

同 体 と して と らえ る こ とは あ や ま りで あ る 。 なぜ な らば,来 住 者(ウ ォ ダ ・ラ シ と ン

ゲ ラ ・ラ シの子 孫)は,土 地 を獲 得 した あ と で,住 民 の数 をふ や す ため に,そ の 妻 の

受 け 手 を リセ地 域 にす まわ せ,か つ て の 先住 者 とおな じよ う に,妻 の 与 え手 と して の

土 地 の 所 有者 に な って い る か らであ る 。

図4の な か の ン ビ ピ氏 族(E皿buMbipi)な どは,そ の典 型 的 な例 だ とい える が,お
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な じよ う な例 は,ほ か に も数 多 くあ り,の ち ほ どのべ る よ うに,村 落 共 同体(maki)

の 内部 に はsか な らず とい っ て よい ほ ど,首 長 を代 表 者 とす る ウ ェ ワwewa(村 落 共 同

体 の領 地 を所 有 す る 首長 を代 表 者 とす る父 系 リネ ー ジ)に 対 して妻 の 受 け 手 の 関係 に

た つ 男性 た ち(と そ の 妻子 た ち)が 居 住 して いる 。

だ が,タ ナ ・クネ ・マ ラTanaKuneMara(表1参 照)の 場 合 の よ う に,リ セ地 域

に 併合 され た に もか か わ らず,先 住 者 で ある クネ ・マ ラ人(AtaKuneMara)は 追 放

さ れ な か っ た例 もあ る 。 現在 で も,ク ネ ・マ ラ人 の代 表 者 は,モ サ ・ラ キ ・イ ネ ・ア

メmosalakiineame(妻 の 与 え手 と しての 首 長)と して,タ ナ ・クネ ・マ ラの少 な

く とも 半分 を所 有 し,そ こ に居住 をつ づ けて い る20)。 そ して,も う半 分 は,ク ネ ・

マ ラ人 に対 して妻 の 受 け手 の 関係 にた つ ウ ォ ダ ・プ ラWodaPulaの 父 系 子 孫 に よっ て

所 有 され て い る の で ある 。

また,タ ナ ・ロガTanaRoga(表1参 照)の よ うに,先 住 者 で あ る マ ン グ氏 族(Ana

Mangu)は,一 度追 放 され た にも かか わ らず,タ ナ ・ロガ に お いて 凶作 がつ づ いた た め

に,よ び も ど され る に い た った とい う例 も あ る(こ の よ う な例 か らも わ か る よ う に,

土 地 とそ の 所 有 者 は 「呪術 的 ・宗教 的 な紐 帯 」 に よ って か た くむ す び つ け られ てい る

の であ る)。 マ ング 氏族 は,よ び も ど され た の ち,ン ベ テ ・ワ ンゲMbeteWangSeと セ

ン ダ ・ウ ォ ダ ・プ ラSendaWodaPulaに 妻 を あ た える こと で,ウ ォダ ・ラ シWodaRa-

siの 父 系 子 孫 に対 して妻 の 与 え 手 の関 係 に た つ こと にな っ た(図4参 照,た だ し図4

で は,セ ン ダ ・ウォ ダ ・プ ラ とマ ン グ氏 族 と の 関係 は 省 略 され て い る)。 した が っ て,

先 住 者 で あ る マ ング 氏族 は,妻 の 与 え手 と して の土 地 の所 有 者 にな った の で あ っ た。

2.3首 長

首 長 の 地 位 に つ い て の べ る ま え に,タ ナ ・ リ アtanaria(直 訳:大 き な 土 地)と

タ ナ ・ ロ オtanalO'0(小 さ な 土 地)の 相 違 点 に つ い て 説 明 を く わ え て お く 必 要 が あ

る 。

上 記 の11の タ ナ はsタ ナ ・ リ ア と タ ナ ・ロ オ と い う2種 類 の タ ナ に 区 分 さ れ る 。 タ

ナ ・ リ ァ(大 き な 土 地)と タ ナ ・ロ オ(小 さ な 土 地)と い う 名 称 が 示 唆 す る よ う に,

タ ナ ・ リ ア は,た し か に タ ナ ・ロ オ よ り も 大 き い 。 だ が,タ ナ ・ リ ア と タ ナ ・ ロ オ の

分 類 基 準 は,土 地 の 面 積 の 広 狭 に あ る の で は な い 。 タ ナ ・ リ ア と は,タ ナ を 獲 得 す る

た め に 協 力 し あ っ た 複 数 の 人 物 の う ち の1人 が,他 の 者 か ら 指 名 さ れ て,そ の 所 有 者

と な っ た よ う な タ ナ を 意 味 す る 。 具 体 的 に は,タ ナ ・ ト ゥ ー ・ヘ ン ダ,タ ナ ・ レ ラ ・
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バ リ,タ ナ ・ ク ネ ・マ ラ,タ ナ ・ン ゴ ン デ,タ ナ ・ラ ト ゥ ・ジ ャ ジ ャ ・ ワ ル ・ジ ャ ジ

ャ,タ ナ ・ ラ ン デ,タ ナ ・ フ ブ ・ラ シ が,こ れ に あ た る 。

こ れ に 対 し て,タ ナ ・ロ オ と は,他 者 に よ っ て 指 名 さ れ る こ と な し に,あ る 人 物 が

所 有 す る こ と に な っ た タ ナ を 意 味 し,タ ナ ・ ウ ォ ウ ォ,タ ナ ・プ ー ・ ウ ォ ロ ・オ ネ,

タ ナ ・ロ ガ,タ ナ ・ ロ ウ ォ ・ リ ボ が,こ の タ ナ ・ ロ オ に あ た る 。 た と え ば,タ ナ ・ロ

ウ ォ ・ リ ボ は,マ リ ・ ド ゥ アMaliDu'a(図4,表1参 照)が 独 力 で 獲 得 し た 領 地 で

あ り,ま た,す で に の べ た よ う に,タ ナ ・ ロ ガ は,凶 作 が っ つ い た た め に よ び も ど さ

れ た 先 住 者 で あ る マ ン グ 氏 族(AnaMangu)に よ っ て 所 有 さ れ て い る 。

だ が,こ こ で 強 調 し て お か な け れ ば な ら な い の は,数 多 く の タ ナ に 区 分 さ れ て は い

て も,リ セ 地 域 の 領 地 が 全 体 と し て の ま と ま り を も っ て い る と 考 え ら れ て い る こ と で

あ る 。 こ の こ と は,タ ナ ・ ロ オ を ふ く む リ セ 地 域 の 全 体 が,エ コ ・タ ケ ・ ト ラ ・ン ダ

レsウ ル ・ ソ エ ・エ ン ド ・ ン バ ウ ェekotakeTolaNdale,ulusoeundoMbawe(直

訳:尾 は トラ ・ン ダ レ に か け ら れ,頭 は エ ン ド ・ ン バ ウ ェ に む す ば れ て い る;意 訳:

領 地 の 南 端 は トラ ・ン ダ レ ま で で あ り,領 地 の 北 端 は エ ン ド ・ ン バ ウ ェ ま で)と 表 現

さ れ,他 の 政 治 共 同 体 の 領 地 と は っ き り と 区 分 さ れ る こ と か ら も わ か る 。

リ セ 地 域 に は,現 在 の と こ ろ83も の 首 長 の 地 位 が あ る 。 し か し な が ら,真 の 意 味 で

首 長(mosalaki,riabewa)と よ ぶ こ と の で き る の は,こ の83の 地 位 の う ち の8つ

に す ぎ ず,そ の 他 の 首 長 は,ハ ゲ ・ リ アhageriaや ハ ゲ ・ロ オhagelo'o(こ の 両

者 は,ボ ゲ ・ハ ゲbogehageと 総 称 さ れ る)と よ ば れ る 副 次 的 な 首 長 に す ぎ な い 。

こ の 区 別 は,上 記 の タ ナ ・ リ ア と タ ナ ・ ロ オ の 区 分 と 密 接 な 関 連 を も っ て い る 。 つ

ま り,タ ナ ・ リ ア を 所 有 し て い る の が,モ サ ・ラ キmosalakiな い し は リ ア ・ベ ー ワ

riabewaで あ り,そ の 他 の 副 次 的 な 首 長 は,タ ナ ・ロ オ を 所 有 す る 首 長 で あ る か,も

し く は,タ ナ ・ リ ア の な か で,モ サ ・ラ キ も し く は リ ア ・ベ ー ワ と の 協 力 関 係 を た も

ち,こ の 関 係 の な か で な ん ら か の 役 割 を あ た え ら れ て い る 。

モ サ ・ラ キ,リ ア ・ベ ー ワ と 総 称 さ れ る8つ の 首 長 の 地 位 の う ち,表2のa,b,

c,d,eは,ウ ォ ダ ・プ ラWodaPulaと ワ ン ゲ ・ン ベ テWanSgeMbete(図4参 照)

が 中 心 に な っ て リ セ 地 域 の 領 地 を 急 速 に 拡 大 し て い っ た,リ セ 地 域 の 創 設 期 に 成 立 し

た 地 位 で あ り,の こ り の3っ(す な わ ち 表2のf,9,h)は,の ち の 時 代 に 成 立 し

た も の な の だ と い わ れ る 。 首 長 の 地 位 名,そ の 訳,首 長 の 地 位 に つ い た 初 代 の 人 物 名,

お よ び 現 在 の 後 継 者 が 居 住 す る 村 落 に つ い て は 表2と 図2を 参 照 さ れ た い 。

こ の8つ の 首 長 の 地 位 は,図4に し め さ れ て い る よ う に,初 代 の 首 長 の 父 系 子 孫 に

よ っ て,代 々 継 承 さ れ て(matasapi,welusapi)現 在 に い た っ て い る 。 ま た,土
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地 の分 割 相 続(bagi,ghawe)は まれ に しか お こなわ れ な い た め に,タ ナ ・リア で あ

れ,タ ナ ・ロオ で あれ,首 長 の 所有 す る 領地 は,さ ほ ど 目減 りす る こ とな く相続 され

っ づ け て きて お り,現 在 で も,こ の領 地 を慣 習 法 的 に お さめ て い るの は 首 長 だ とい え

る。 村 落共 同体(皿aki)と は,ひ と りの 首長 によ っ て所 有 され,か っ お さめ られ て い

る領 地 の全 体 にほ か な らな い。 した が って,村 落 共 同体 は,先 ほ どの べ た11の タ ナ と

か さな りあ う場 合 が 多 い わ け であ る が,い くつ か の例 外 も み とめ られ る 。

た とえ ば,タ ナ ・ トゥー ・ヘ ンダ は,ひ とつ の 村 落共 同 体 と して認 識 され て は い る

が,ワ ンゲ 氏族(AnaWangge)の2人 の 首 長 に よ って共 同 で 所 有 され て いる(図4参

照)る 。

また,タ ナ ・ン ゴ ンデ は,現 在3つ の村 落 共 同 体 に 区分 され て お り,そ の そ れ ぞ れ

は,の ち ほ ど くわ し くの べ る よ う に,3人 の 首 長 によ って 所 有 され て い る(2・5参

照)。

そ して,タ ナ ・ラ ンデ は,図4に しめ され て いる よ う に3名 の 首長 に よ っ て共 同で

所 有 され て い る わ け であ る が,か れ らは,そ こに居 住 しては お らず,ス イ ・トゥウ,

ダ ラ ・マ ジ ャsuitu'u,dharamaja(直 訳:燥 製 に して乾 燥 させ,乾 か して 干 しあ げ

る;意 訳:首 長 に あ たえ られ る 肉 を乾燥 肉 に した うえ で首 長 に と どけ る 役 目)と よ ば

れ る代 行 者 をす まわ せ て い る 。 した が っ て,タ ナ ・ラ ン デ は3つ の 村 落 共 同体 の いわ

ば 「飛 び 地 」 に な っ てい る の で ある 。 た だ し,タ ナ ・ラ ン デの 人 口が ふ え は じめ たの

は,比 較 的 近 年 の ことで あ り,そ の き っ か け は,1950年 代 に お こな わ れ た 移 民 で あ っ

た 。 つ ま り,タ ナ ・ラ ンデ を所 有す る 首長 の 居 住 す る 村,と りわ け ウ ォ ロ ・レ レWolo

Lele村 とム ラ ・ワ トゥMulaWatu村 か らの移 民 が お こな われ,現 在 のDesaTouやDesa

KotaBaru(図2参 照)に ひ ろ が って い た無 人 の 荒 野 が 開墾 され,水 田が 造 成 され て

い っ たの で あ る2D。

2・4女 性 の 首 長

前節 での べ た 首 長 は,す べ て 男性 であ る が,こ こでハ ゴ ・ワ ウォhagowawoと よ ば

れ る女 性 の 首 長 につ い ての べ て お く こと に した い。 それ とい うの も,ハ ゴ ・ワ ウ ォは,

リセ ・ン ゴ ンデ ・リア で お こな わ れ るポ オ ・リアの儀 礼(後 述)に お い て,重 要 な 役

割 をは たす か らで あ る。 た だ し,こ の ハ ゴ ・ワ ウ ォは,男 性 の 首長 と は こ とな り,日

常 の社 会 生 活 に おい て は何 ら重 要 な役 割 をは た して い な い。 ハ ゴ ・ワ ウ ォの 起 源 につ

い て は,つ ぎの よ うな 口頭 伝 承 が つ た え られ て いる 。
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初 代 の ハ ゴ ・ワ ウ ォは,ウ ォ ダ ・プ ラWodaPulaの 長女,ケ ワ ・ウ ォ ダKewaWOda

で あ っ た(図4参 照)。 ウ ォ ダ ・プ ラは,ワ ンゲ ・ンベ テWanggeMbeteと 協 力 しあ っ

て,リ セ地 域 の 領 地 を飛 躍 的 に拡 大 した(表1参 照)英 雄 的 な 存 在 であ り,4人 の 子

供 た ち 一 一長 女 の ケ ワ ・ウ ォ ダ,長 男 の タニ ・ウ ォダTaniWoda,次 男 の セ ンダ ・ウ

ォ ダ ・プ ラSendaWodaPula,三 男 の ドシ ・ウォ ダDosiWoda-一 のす べ て を首 長 に

す るつ も りで あ った 。 だ が,ウ ォ ダ ・プ ラ は,こ の 計 画 を実 現 す る ま え に他 界 し,ケ

ワ ・ウ ォ ダ は,ド シ ・ウ ォダ と とも に く ら して い た。

あ る とき,ド シ ・ウ ォダ は,他 の 政 治共 同体 と戦 争 をお こな う こ とに な り,リ セ地

域 の外 に援 軍 を も とめ た 。 そ の か いあ っ て,ド シ ・ウ ォダは 勝 利 をお さめ,領 土 を手

に いれ る こ とが で き た22)。 だ が,援 軍 に き た者 の な か か ら数 多 くの戦 死 者 が で た 。

そ の ため に,ド シ ・ウ ォダ は,戦 死 者 の 代償(patitokotuka)の 支払 い を も とめ ら

れ たが,そ の 額 は,ド シ ・ウ ォダの 支 払 い能 力 を こえ て い た。

そ して,あ る 日の こ と,と う とう30人 の 男 た ちが や って きて,戦 死者 の 代 償 の と り

た て にか か っ た。 だ が,そ の 夜,ケ ワ ・ウォ ダ は,ド シ ・ウ ォ ダ をた す け る ため に30

人 の 男 を誘 惑 し,そ の 全 員 と性 交 を お こな っ た 。

翌朝,男 た ち がふ た たび 戦 死 者 の代 償 をも とめ は じめ る と,ケ ワ ・ウ ォダ は,「 す

で に支 払 い は すん で いる で は な い か」 とい っ て,男 た ち を追 い は らった 。 この功 績 の

ゆ え に,ケ ワ ・ウ ォ ダは,ハ ゴ ・ワ ウ ォに な っ たの で あ る。

前 節(2・3)で の べ た 男 性 首長 の 地 位 は,父 系 的 に継 承 され るの にひ き か え,こ

の ハ ゴ ・ワ ウォ の地 位 は,か っ て母 系 的 に継 承 され るの が な らわ しで あ った とされ る 。

っ ま り,ハ ゴ ・ワ ウ ォは,ポ オ とい う儀 礼(後 述)が お こな われ る6日 の あ い だ に不

特 定多 数 の 男性 と性 的 な 関 係 をも ち,次 世代 の 後継 者 を再 生産 してい た の だ といわ れ

る。 しか しな が ら,現 在 で は,こ う した こ とは お こな わ れ な くな り,ま た,ハ ゴ ・ワ

ウ ォは,正 式 の夫 を もつ よ う にな っ て いる 。

ハ ゴ ・ワ ウォ とい う名 称 は,ポ オ とよば れ る 儀礼(後 述)で ハ ゴ ・ワ ウ ォが お こ な

う 「山も りに され た米 の 頂 上 部 分 」(ワ ウ ォ)を 「つ か み とる 」(ハ ゴ)行 為 に 由来

す る の だ とい われ,こ の よ うな 行 為 は,儀 礼 言 語 で はハ ゴ ・ワ ウ ォ,ト ウ ・ン ボ トゥ

hagowawo,to'umbotu(直 訳:上 の 部 分 をつ か み と り,山 の部 分 をつ まみ とる;意

訳:も られ て い る飯 な ど に最 初 に手 をつ ける)と 表現 され る 。 だ が,こ の儀 礼言 語 は,

「処 女 を うば う」 ことの 娩 曲表 現 と して もも ち い られ,ま た,ン ボ トゥは,「 山」 を

意 味す る ば か りで な く,ク リ トリス(1i'e)の 娩 曲的 な表 現 で も あ る。 以 上 の よ うな

概 略 的 な 記 述 か らも,ハ ゴ ・ワ ウ ォ とい う女 性 の 首長 は,「 性 」 と密 接 な む すび つ き
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を も っ て い る こ と が 理 解 さ れ よ う23)。

2・5村 落 共 同 体

っ ぎ に,マ キ ・ン ド リ ・ワ ン ゲ を 例 に と り,村 落 共 同 体(maki)の 内 部 構 成 を 概 観

す る こ と に し よ う24)。

ワ ン ゲ ・ ン ベ テWanggeMbeteに は,ン ベ テ ・ワ ン ゲMbeteWangge,セ ン ダ ・ ワ ン ゲ

SendaWangSe,ン ド リ ・ワ ン ゲNdoriWanSgeと い う3人 の 息 子 が い た(図4参 照)。

こ の3人 の 息 子 の う ち で,当 初,ワ ン ゲ ・ン ベ テ か ら リ ア ・ベ ー ワ の 地 位 と タ ナ ・ン

ゴ ン デ の 所 有 権 を う け つ い だ の は,長 男 の ン ベ テ ・ ワ ン ゲ で あ っ た 。 だ が,ン ベ テ ・

ワ ン ゲ の 息 子 と ン ベ テ ・ ワ ン ゲ の 何 番 目 か の 妻 が 近 親 相 姦 と い う 重 大 な あ や ま ち を お

か し た た め に,リ ア ・ベ ー ワ の 地 位 は,三 男 の ン ド リ ・ ワ ン ゲ に 継 承 さ れ,ン ベ テ ・

ワ ン ゲ の 息 子 と セ ン ダ ・ ワ ン ゲ に は,ハ ゲ ・ロ オhagelo'o(副 次 的 な 首 長)の 地 位

が あ た え ら れ る こ と に な っ た(図4参 照)。 そ し て,タ ナ ・ ン ゴ ン デ の 大 部 分 は,ン

ド リ ・ワ ン ゲ に あ た え ら れ,の こ り の 部 分 が ン ベ テ ・ ワ ン ゲ の 息 子 と セ ン ダ ・ワ ン ゲ

に 分 与 さ れ た 。

こ う し て,マ キ ・ ン ド リ ・ワ ン ゲMakiNdoriWangSe,マ キ ・ ン ベ テ ・ワ ン ゲMaki

MbeteWang$e,マ キ ・セ ン ダ ・ ワ ン ゲMakiSendaWanggeと い う3つ の 村 落 共 同 体 が

成 立 し た わ け で あ る が,現 在sこ の3つ の 村 落 共 同 体 は,DesaWoloLeleAと い う 行

政 村 と 重 な り あ っ て お り,ヨ ハ ニ ス ・ワ ン ゲYohanisWanSgeと い う 人 物 が,こ の 行 政

村 の 村 長 を 長 き に わ た っ て つ と め て い る(図7,表10参 照)。

村 落 共 同 体 の な か に は,い く つ か の 村(nua)が 存 在 す る 。 具 体 的 に の べ る な ら ば,

マ キ ・ン ド リ ・ ワ ン ゲ に は,ウ ォ ロ ・ レ レWoloLele,ア エ ・ ト ゥ ン グA"eTungu,ウ

ォ ロ ・フ ァ イWoloFai,テ ボ ・ラ カTeboLaka,ウ ォ ロ ・ム デWoloMude,オ ト ・パ

ウOtoPau,カ ジ ュ ・マ ニKajuMani,ウ ォ ロ ・ボ アWoloBoaと い う8つ の 村 が 存 在

し,マ キ ・ン ベ テ ・ ワ ン ゲ に は,ウ ォ ロ ・ベ トWoloBheto,パ ウ ・ベ ー ワPauBewaと

い う2つ の 村 が 存 在 す る 。 そ し て,マ キ ・セ ン ダ ・ワ ン ゲ に は,ウ ォ ロ ・ レ レ ・ ロ オ

WoloLeleLo'oと い う 村 が ひ と つ だ け 存 在 す る(図5参 照)。 各 村 の 人 口 は,表3に

し め さ れ て い る と お り で あ る 。

概 略 的 に の べ る な ら ば,マ キ ・ン ド リ ・ワ ン ゲ と い う 村 落 共 同 体 に 居 住 す る 入 々 は,

っ ぎ に の べ る よ う な3つ の カ テ ゴ リ ー に 分 類 で き る 。

そ の 第1番 目 の も の は,リ ァ ・ベ ー ワ で あ る と 同 時 に マ キ ・ン ド リ ・ワ ン ゲ と い う
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村 落 共 同体 の 長 で あ る25),ヤ コブ ・ン ドリ ・ワンゲYacobNdoriWangge(図4,図

7参 照)を 代 表 者 とす る,ウ ェ ワ ・ン ドリ ・ワ ンゲWewaNdoriWanggeと よば れ る ウ

ェ ワwewa(父 系 リネ ー ジ)の 男 性成 員 とそ の 妻 とい った 関係 者 で あ り,こ の カ テ ゴ リ

ー に属 す 者 が
,村 落共 同体 に居 住す る人 々の か な りの 部分 を しめ て い る。 そ して,図

6,図7に しめ され て い る よ う に,ウ ェ ワは,数 多 くの トゥカtuka(サ ブ ・リネ ー ジ)

に 区分 され て い る 。

村 落共 同 体 に は,他 の 政 治 共 同体 や 村 落共 同体 か ら他 所 者 が や っ て きて す み つ い た

り,そ の 父 系 子 孫(と そ の 妻)が い く世 代 に もわ た っ て居 住 をっづ けて い る例 が か な

り一般 的 にみ られ る(図8,9,10参 照 とと も に,図7も 参 照 され た い。 図7に は,

ウ ェワ ・ン ドリ ・ワ ンゲ の 女 性 と結 婚 し,妻 方 居 住 をっ づ け るs他 の 政 治 共 同体 や村

落 共 同体 の 出 身者 が 数 多 くえ が き こ まれ て い るか らであ る)。 か れ らが マ キ ・ン ドリ

・ワ ンゲ に や っ て きた 理 由は さ ま ざ まで あ り,ま たsウ ェ ワとの 関 係 も,マ キ ・ン ド

リ ・ワ ン ゲ にや っ てき た 当初 は さ まざ ま であ った 。 しか しな が ら,こ の よ うな理 由や

関 係 に も と つ い て,か れ らを い くつ か の カテ ゴ リー に分 類 す る こ とは 無 意 味 で あ る。

な ぜ な らば,か れ らと ウ ェワの 成 員 との あい だ には,婚 姻連 帯 の 関 係 が 重 層 的 に と り

む す ば れ て お り,こ の 関係 の なか で,か れ らは,お おむ ね ウ ェ ワ に対 して 妻の 受 け手

(や 妻 の 受 け手 の さ らに その 妻 の 受 け手)の 関係 に た って いる か らで あ る 。

以 上 で の べ た2っ の カ テ ゴ リー の ほか に,村 落共 同体 に は奴 隷 層(ataho'o)の 父

系 子 孫(と そ の 妻)が 居 住 して い る(図11参 照)。 か れ らは,多 くの場 合,首 長 の 妻

た ち が 持 参 財 と して連 れ て きた 奴隷 たち の子 孫 で ある 。 しか しな が ら,か れ らは,村

落 共 同 体 の 外 に転 出す る場 合 が お お いた め に,そ の 数 は,し だ い に減 っ て きて お り,

ま た,か れ らの 出 自が 口に され る こ とは,は ばか られ る よ う にな っ て い る。 か れ らと

そ の 主人 との 関係 は,現 在 にお い て も緊密 で は ある が,そ の 関係 は,他 の 村 人 とか わ

る と ころ の な い互 酬 的 な 性格 の もの にかわ っ て きて い る26)。

以 下 で は,2番 目と3番 目の カテ ゴ リー に属 す 者 た ち を一括 して,「 ウ ェ ワの 関係

者 」 と よ ぶ こと に しよ う27)。 な お,図7,図8,図9,図10,図11で は 「世帯 主」

(既 婚 の 男性,お よび 父 にかわ って 母や キ ョ ウ ダイ を養 う未婚 の 男 性 をふ くむ)間 の

出 自関係 に焦 点 が あ て られ て お り,世 帯 の 内部 構 成や 婚 姻 連帯 と い った さ まざ ま な社

会 関係 は 大 幅 に捨 象 され て い る。
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2・6ロ ウ オ ・コ レ 人

マ キ ・ ン ド リ ・ ワ ン ゲ に はs現 在 の と こ ろ,ウ ェ ワ(首 長 を 代 表 者 と す る 父 系 リ ネ

ー ジ)に 対 し て 妻 の 与 え 手 の 関 係 に た つ 集 団 は 存 在 し な い
。 こ の 問 題 と の 関 連 で,ロ

ウ ォ ・コ レ 人(AtaLowoKore)を め ぐ る 口 頭 伝 承 に つ い て ふ れ て お く こ と に し た い 。

ロ ウ ォ ・ コ レ 人 は,別 名,ア タ ・ ト ゥ ー ・ コ レAtaTuKoreと も よ ば れ,タ ナ ・ ト

ゥ ー ・ヘ ン ダ の 先 住 者 で あ っ た ト ゥ ー ・ヘ ン ダ 人(AtaTuHenda,図4,表1参 照)

の 一 派 と し て 認 識 さ れ て い る 。 ト ゥ ー ・ヘ ン ダ 人 は,ウ ォ ダ ・プ ラWodaPulaと ワ ン

ゲ ・ン ベ テWanggeMbeteに よ っ て タ ナ ・ ト ゥ ー ・ヘ ン ダ か ら 追 放 さ れ た あ と,方 々 に

離 散 し て い っ た 。 だ がsそ の 一 部 は,ン ゲ ラ ・ラ シNgeraRasiの 父 系 子 孫 に よ っ て よ

び も ど さ れ,タ ナ ・ レ ラ ・バ リ に お ち つ く こ と に な っ た 。 そ の 理 由 は,ロ ウ ォ ・コ レ

人 が ン ゲ ラ ・ラ シ の 父 系 子 孫 に と っ て 妻 の 与 え 手 で あ っ た か ら な の だ と い わ れ る(図

4参 照)28)。

そ れ と お な じ こ ろ,ロ ウ ォ ・コ レ 人 は,ど う い う わ け か,マ キ ・ ン ド リ ・ ワ ン ゲ に

も 居 住 し て お り,ン ド リ ・ ワ ン ゲNdoriWangge(図4,図6,図7参 照)の か わ り に,

農 耕 儀 礼 を 遂 行 す る 役 割 を に な っ て い た 。 現 在 ベ ラ ・ン ゴBelaNggo村(図2参 照)

に す む ロ ウ ォ ・ コ レ 人 は,ン ド リ ・ ワ ン ゲ に と っ て も ロ ウ ォ ・コ レ 人 は 妻 の 与 え 手 で

あ り,ン ド リ ・ ワ ン ゲ の 妻 は ロ ウ ォ ・コ レ 人 で あ っ た と さ え 主 張 す る 。 た だ し,こ の

よ う な 口 頭 伝 承 を ン ド リ ・ワ ン ゲ の 父 系 子 孫 か ら 聞 く こ と は な か っ た 。

話 を も と に も ど す と,マ キ ・ン ド リ ・ワ ン ゲ に 居 住 し て い た ロ ウ ォ ・ コ レ 人 は,ン

ド リ ・ ワ ン ゲ に 罵 署 雑 言 を あ び せ か け,無 礼 な ふ る ま い に お よ ぶ こ と が し ば し ば で あ

っ た 。 そ こ で,ン ド リ ・ ワ ン ゲ は,ロ ウ ォ ・ コ レ 人 を 追 放 し,自 分 の 息 子 で あ る タ ニ

・ ン ド リTaniNdori(図6
,図7参 照)を そ の 後 継 者(darinia)に す え た 。 そ の た

め に,タ ニ ・ ン ド リ の 子 孫 で あ る プ リ プ ス ・ ン ベ テPelipusMbete(図7参 照)が,

現 在 に い た る ま で,ロ ウ ォ ・コ レ 人 の 後 継 者 と し て 農 耕 儀 礼 を 遂 行 し て い る の で あ る 。

だ が,プ リ プ ス ・ン ベ テ は,住 所 不 定 の 遊 び 人 で あ る た め に,や は り タ ニ ・ン ド リ の

子 孫 で あ る ヨ セ ブ ・ボ カYosepBhoka(図7参 照)が プ リ プ ス ・ ン ベ テ の 代 役 を つ と

め る 場 合 が 多 い 。

ま た,ロ ウ ォ ・コ レ 人 に つ い て は,つ ぎ の よ う な 伝 承 も 聞 か れ る 。 ン ド リ ・ワ ン ゲ

に よ っ て ロ ウ ォ ・コ レ 人 が 追 放 さ れ て 数 世 代 た っ た の ち,ン ド リ ・ ワ ン ゲ の 孫 で あ る

ン ド リ ・ロ オNdoriLo'o(図7参 照)が,ベ ラ ・ン ゴ 村 に す む ロ ウ ォ ・コ レ 人 か ら 妻

を む か え る こ と に な っ た 。 一 説 に よ る と,そ の 理 由 は,マ キ ・ ン ド リ ・ワ ン ゲ に お い

て 凶 作 が つ づ い た た め な の だ と い わ れ る 。 そ の 後 も,ベ ラ ・ン ゴ 村 の ロ ウ ォ ・ コ レ 人
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と の 婚 姻 連 帯 は,ン ド リ ・ ロ オ の 息 子 と 孫 が,ド ゥ ク ・ ト ゥ ー,レ ン ゲ ・ リ マdhuku

tu,lenggelima(母 方 交 叉 イ ト コ 婚)を お こ な っ た た め に,現 在 に い た る ま で,絶 え

る こ と な く た も た れ て い る(図7参 照)。

ロ ウ ォ ・コ レ 人 の 女 性,マ リ ア ・ ウ タMariaUta(図7参 照)29)は,の ち ほ ど く

わ し く の べ る よ う に,マ キ ・ン ド リ ・ ワ ン ゲ と い う 村 落 共 同 体 の 長 で あ る ヤ コ ブ ・ ン

ド リ ・ ワ ン ゲYacobNdoriWangge,図7参 照)が 主 催 す る 農 耕 儀 礼 に お い て 重 要 な 役

割 を は た す わ け で あ る が,ロ ウ ォ ・ コ レ 人 の 女 性 が 婚 入 す る と き に は,ヤ コ ブ ・ ン ド

リ ・ワ ン ゲ が 婚 資(の 一 部)を 支 払 う こ と が な ら わ し に な っ て い る 。

な お,プ リ プ ス ・ ン ベ テ が 継 承 す る 地 位 は,ポ ロ ・ク ウ ィ,エ コ ・ ロ ェholokuwi,

ekoroe(頭 ・飯 を 供 え る,尾 ・酒 を 供 え る)と よ ば れ る が,マ リ ア ・ウ タ が 継 承 す

る 地 位 の 名 称 は 知 ら れ て い な い 。

2・7村 落共 同体 に おけ る 首長

これ まで に お こな わ れ た 記述 と説 明 か ら,首 長 制 を中心 とす る 社 会 構成 の概 略 はあ

き らか にな っ た と いえ よ う。 しか しな が ら,村 落 共 同体 の 長 で あ る 首長 と村 落共 同体

の 住 民 が どの よ うな か か わ りを もち,首 長 た ちが 政治 共 同体 の な か で相 互 に どの よ う

な 関 係 に た っ て いる か とい う問題 につ いて,く わ しい ことは 何 も の べ て こな か っ た。

そ こで 本 節 で は,村 落 共 同 体の 長 で あ る首 長 と村 落共 同体 の 住 民 との 関係 に つ い ての

べ,次 節(2・8)で は,首 長 間 の 相 互関 係 につ い て のべ る こ と に しよ う。

村 落 共 同体 の長 で あ る 首長 には,さ ま ざ ま な権 限 が あ た え られ て お り,首 長 は,こ

の さ まざ ま な権 限 を村 落共 同体 の 住 民 たち に行 使 しな が ら,村 落 共 同体 をお さ め て い

る 。 以 下 で は まず,首 長 と村 落共 同 体 の住 民 との 関係 の なか にふ く まれ て い る,こ の

よ うな 側 面 に つ いて の べ る こ とに した い。

村 落 共 同体 の領 地 は,ン ゲ ボngeboと よば れ る 数 多 くの 区画 地 か らな りた っ て お り,

そ の 大 半 は,村 落 共 同 体 の 長(首 長)に よ っ て所 有 され て いる 。 た だ し,村 落共 同体

の 領 地 の 一部 は,ン ゲ ボ ・ポ ドngebopodo(直 訳:釜 の 区画 地)一 一意 訳 す る な らば,

ンゲ ボ ・ポ ドは,「 ン バ マmbamaと よ ばれ る 儀 礼(後 述)に 供 出す る 米 を収穫 す るた

め の 区画 地 」 と い う意 味 に な るが,こ の米 が つ ね に ンゲボ ・ポ ドか ら収穫 され な けれ

ば な らな い とい うき ま りは な い 一 一 とよば れ,そ れ ぞれ の トゥカ(首 長 を代 表 者 とす

る 父 系 リネ ー ジの 下 位分 節 体)に 分 与(bagi,ghawe)さ れ てい る 。 だ が,ト ゥカ の

成 員 に とっ て,ン ゲ ボ ・ポ ドは,あ ま り重 要 な意 味 をも た な い。 な ぜ な らば,ン ゲ ボ
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・ポ ドは ,ト ゥカ の 成 員 た ちが 永 続 的 な耕 作 活 動 をお こな うに は,あ ま り にもせ ま い

面 積 しか も た な いか らで あ る。 そ こで村 落 共 同 体 の住 民 た ち は,首 長 に願 い で た う え

で,ほ ぼ毎 年 の よ うに 首長 の所 有 す る 区画 地 で 耕作 を お こな う こと にな る 。

だが,村 落 共 同体 の 長 の所 有 す る 区画 地 に は,村 か ら近 く,傾 斜 が ゆ る や か で,地

味 の こえ た土 地 もあ れ ば,村 か ら遠 く,地 味 の とぼ しい 急 峻 な傾 斜 地 も ふ くまれ て お

り,条 件 の 良 い土 地 をも とめ る 者 の数 は,当 然 の ことな が らお お い。 した が っ て,条

件 の 良 い土 地 は,条 件 の悪 い土 地 よ りも利 用 され る頻 度 が 高 くな り,過 度 の 開墾 に よ

る 土 地 の 疲 弊 とい う問題 が で て くる 。 また,条 件 の 良い 土地 を も とめ て,村 落共 同体

の 住 民 た ち は,対 立 す る 関係 にた つ こと にな る 。 こう した 問題 の 処 理 は,す べ て 首長

に まか され て いる 。 つ ま り,首 長 は,ど の 場 所 をだれ に使用 させ る か を決 定 し,特 定

の 区画 地 に お ける 開墾 を長 期 間 にわ た って 禁 止 す る権 限 をも って い る の で あ る。 した

が って,首 長 には,耕 地 を村 落 共 同体 の 住 民 に配分 す る 絶 対的 な 権 限 をも っ て い るわ

け で あ る が,お な じこと は,上 記 の ンゲ ボ ・ポ ドにつ い て も いえ る 。 ンゲ ボ ・ポ ドに

対 す る トゥカ の 長(deowisululuあ る い はdeonitupa'i)の 所 有 権 は,二 次 的 な も

の で あ り,村 落 共 同体 の 長 は,ン ゲボ ・ポ ドを と りあ げ,他 の トゥカ に再分 与す る権

限 を も って いる か らで あ る。 た だ し,以 上 で の べ た権 限 をどの よ う に行 使 す る か は 首

長 の 裁 量 に まか され て お り,す べ ての 首 長 が 村 落共 同 体 の住 民 た ち に耕 地 を公 平 に配

分 して き た わ け で は な い。 つ ま り,ウ ェア の 関係 者 には,条 件 の 悪 い 土 地 が配 分 され

る 傾 向が あ り,ま た,過 去 に おい て奴 隷 層 は,主 人 の 耕 地 で働 くこ と を よぎ な くされ

て いた の で あ った30)。

っ ぎ に,首 長 が行 使 す る裁 定 者 と して の権 限 につ い て のべ る こ と に しよ う。村 落共

同 体 で は,婚 外 の性 交 渉,窃 盗,課 い,暴 行,傷 害,殺 人,妖 術 な ど とい っ た 犯 罪や

紛 争 が 発 生 す る 。 この よ うな 違 法行 為 や も め ご との うち,傷 害 事 件 や 殺 人 事件 は,現

在 で は,行 政 村 の村 長 を介 して警 察 の 手 に ゆ だね られ る よ う にな って お り,村 落共 同

体 の 長 が 裁 定 を くだす こ とは な くな って い る。 ま た,過 去 に お いて は,疫 病 な どに よ

る 大 量 死 が 発 生 した場 合,首 長 が先 頭 にた っ て,妖 術 者 の首 をは ね た り,手 足 を しば

っ て 川 に しず め た りす る,ウ ェラ ・ポ ロwelapolo(妖 術 者 を殺 す)と よ ばれ る制 裁

行 為 が お こな われ て いた とい う伝 承 が 知 られ て い る。 だ が,す くな く とも現 在 で は,

死 が 特 定 の妖 術 者 に よ って も た らされ た と判 断 され る 場 合 で も,そ の こ とは,あ くま

で も 陰 口な い しは噂 話 と して語 られ る だ け で あ り,妖 術者 に死 の 制 裁 が くわ え られ る

こ とは な い 。 したが って,以 下 で は,婚 外 の 性 交渉,窃 盗,dい,暴 行 とい った 犯 罪

や 紛 争 だ け を と りあ げ,首 長 に付 与 され て い る裁 定 者 と しての 権 限 につ い ての べ る こ
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と に しよ う。

リオ 族 の社 会 では,強 姦,姦 通,そ れ に婚 前交 渉 をは じめ とす る 婚外 の性 的 な 交渉

は,す べ て違 法 行 為 とみ な さ れ る。 そ して,婚 外 の 性 的 な交 渉 を お こな っ た女 性 は,

い か な る場 合 で も男 性 によ っ て凌 辱 され た被 害者 とみ な され る 。 した が って,婚 外 の

性 的 な 交渉 が お こな わ れ た 場 合,そ の こ とを 首長 に訴 え るの は,つ ね に女 性 の 当事者

や そ の女 性 の 「関 係 者 」(女 性 の 当事 者 が未 婚 者 で あ れ ば父 も しくは 兄弟,既 婚者 で

あ る な らば夫s夫 の 兄 弟,夫 の 父な ど)で あ り,首 長 は,そ う した訴 えが な され る と,

男 女 の 当事 者 とそ の 関 係 者 をよぴ あ つ め,事 情 の 聴 取 をお こな う。 そ して,訴 え の 内

容 が事 実 か ど うか を確 認 す る わ けで あ る が,そ れ 以 後 のな りゆ き は,大 き く二 つ にわ

か れ る。 そ の ひ とつ は,当 事者 同士 を結 婚 させ る方 向 に話 が す す ん で ゆ く場 合 で あ る。

その 場 合,首 長 に よる 裁 定 の プ ロセ ス は停 止 し,結 婚 を お こな うため の 手 続 き が 開始

され る。 これ に対 して,さ ま ざ まな 理 由か ら当事 者 同 士 を結 婚 させ るわ け には い か な

い場 合31),首 長 は,婚 外 の性 交 渉 をお こな った 男性 に処 罰 を課 す こ と にな る 。

だが,よ ほ どの こ とが な いか ぎ り,体 罰 が 課 され る ことは な い 。筆 者 は,約2年 の

調 査 期 間 中 に一 度 だ け,数 人 の 女性 を強 姦 した 若 者 にム チ が ふ りおろ され る の を見 た

が,こ の よ うな 強姦 事件 が ひ ん ぱん に発 生 して い る わ けで は な い。 また,過 去 に お い

て も,結 婚 す る ことの で きな い 間柄 にあ る 男 女 が性 的 な交 渉 をお こな って も,村 落 共

同 体 や 政 治共 同体 か ら追 放 され た り,死 にお い や られ る こ とは なか った 。 した が って,

ほ とん どの場 合,首 長 は,婚 外 の性 的 な 交渉 をお こな った 男性 に金 品 の 支 払 い を命 ず

る こ とに な る。

結 婚 す る こ とは禁 止 され て い な いが,夫 婦 の 関係 には な い 男女 が 性 的 な 交渉 を お こ

な った 場合,首 長 はs男 性 の 当事者 に対 して,つ ぎの よ うな支 払 い を命 じる 。

a)ン ダ テ ・ワ レndatewale(謝 罪 す る):女 性 側 の 関係 者(当 事 者 の 女性 が 未 婚

で あれ ば 父 や 兄 弟,既 婚 であ れ ば 夫,夫 の 兄弟,夫 の 父 な ど)に 謝 罪 を お こな

う 目的で 支 払 わ れ る 家 畜 と金 で あ り,そ の平 均 額 は,数 頭 の 豚 と数 万ル ピア の

現 金 。 筆 者 の 調 査期 間 中,1円 は約4ル ピア に相 当 して い た 。

b)ピ ニ ・ピ ピ,ラ ペ ・ニ アpinipipi,lapenia(頬 を お おい,顔 をか くす)

性 的 な 恥 辱 を こ うむ っ た女 性 に支 払 わ れ る腰 布 や上 体 衣 で あ り,そ の 価 格 は数

万 ル ピア に相 当 す る。

c)フ オ コ ・ロー,ル マ ・ベ ワfokoro,lemabewa(喉 が 痛 くな り,舌 が 割れ る)

:首 長 の 労苦 をね ぎ らうた め に,首 長 に支 払 われ る家 畜 や 金 で あ り,そ の 平均
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額 は,1頭 の豚 と1万 ル ピ ア前後 の現 金 。

d)ア エ ・ス ス ・ア ナaesusuana(子 に の ませ る 乳):婚 外 の 性 交 渉 に よ っ て子

供 が 産 まれ た 場 合,そ の母 に子 供 の養 育 費 と して 支 払わ れ る家 畜 と金 で あ り,

そ の 平均 額 は,数 頭 の豚 と数 万 ル ピア の 現金 。

以上 の よ うな支 払 いの ほ か に,男 性 の 当事 者 は,ナ ウ ・ネナna'unenaと よばれ る

謝 罪 の宴 をは り,女 性 とそ の 関係 者,そ れ に 首 長 や ム ラの 顔役(atadu'anua)た ち

を も て な さ な けれ ば な らない 。

また,結 婚 の禁 じ られ て いる 男 女 が性 的 な 交 渉 をお こな った場 合 に も,首 長 は,男

性 の 当事 者 に対 して上 記 のaか らdに い たる 支 払 い をお こな い,謝 罪 の宴 をひ ら くよ

う に命 じる 。 だ が,結 婚 の 禁 じられ て い る女 性 と性 交 をお こな った 男性 は,そ の ほ か

に,首 長 に対 して トゥケ ・リル,ド ゥバ ・ウ ラLukeliru,dubawula(天 を お しあ

げ,月 を さ さ える)と よ ばれ る,家 畜や 金(1頭 の 豚 と1万 ル ピ ア前 後 の現 金)に よ

る 支 払 い を お こな わ な けれ ば な らな い 。 これ は,婚 姻規 制 を おか した男 性 が 「天 に お

しつ ぶ され な い よ うに す る 」(liruma'enggebhe)た め の支 払 い で あ り,こ の 支払 い

を お こな わ な い と,そ の 男性 には,落 雷 にう たれ て死 ぬ とい っ た よ うな,重 大 な 災厄

が も た らされ る とい う説 明 が きか れ る 。

っ ぎ に,窃 盗 行 為 に対 す る裁 定 者 と して の 首長 の 権 限 につ い て の べる こ と に しよ う。

窃 盗 の対 象 と なる の は,ほ とん どの 場合,作 物 で あ り,ク ク イ ノ キ,コ ー ヒー,チ ョ

ウ ジ,カ カ オ な ど とい った 換金 作 物 が 栽培 さ れ る よ う にな った 現 在(換 金 作 物 の 導 入

状 況 に つ い て は,の ち ほ ど6・1で 詳 述 す る),作 物 をめ ぐる 窃 盗 行為 は,す こ しつ

つ 増 加 す る 傾 向 に ある 。 だ が,窃 盗 行 為 が 首 長 に 訴 え られ る ケ ー ス は まれ であ る と い

っ て よ い 。 窃 盗 犯 を首 長 に訴 え る に は,決 定 的 な 「目撃 者 」(atambeonosi)が 必

要 とさ れ る が,人 々は,た とえ窃 盗 の 現 場 を 目撃 して も,口 をつ ぐん で しま う場 合 が

お おい か らで あ る。 つ ま り,目 撃 者(い う ま でも な く,目 撃 者 が 作 物 の所 有 者 であ る

場 合 も あ る)は,個 人 的 に窃 盗 犯 をい さめ は して も,首 長 に訴 え る こ と によ っ て 問題

が 大 き くな る こ と をの ぞ ま な いの で あ る。 したが って,首 長 の まえ につ き だ され る被

疑 者 は,性 懲 りも な く盗 み を く りか え す窃 盗 の常 習 者 に か ぎ られ る とい え よ う。

窃 盗 行 為 に対 す る 首長 の裁 定 は,つ ぎ の よ うに お こな われ る。 まず,被 害者 と 目撃

者 が首 長 の と ころ にや っ て き て,だ れ が,ど の よ うな も の を盗 ん だか を報 告す る。 そ

の 後,首 長 は,被 害 者,目 撃 者,そ れ に作 物 を盗 ん だ と され る人 物 を よぴ あ つめ,事

情 の聴 取 を お こな う。訴 え の 内容 が 事 実 で あ る か どうか を確 認 す るわ けで あ る が,多
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くの 場 合,被 疑 者 か らの 自 白は容 易 に え られ る。 それ と い うの も,被 疑 者 は,過 去 に

窃 盗 歴 の あ る 人 物 で あ る こと に くわ え,犯 行 の 現 場 を は っき り と 目撃 され て も い るか

ら であ る 。

だ が,被 疑 者 は,断 固 と して犯 行 を否 認 す る場 合 も あ る。 そ の よ うな 場 合,首 長 は,

被 疑 者 を村 の 中央 にあ る マ セmaseと よ ばれ る 石 柱(5・2参 照)の と ころ につ れ て い

って,被 疑 者 に石柱 を抱 き なが ら身 の潔 白 をの べ た て る こ とを命 ず る。 この 方 法 は,

ガ オ ・マ セgaomase(石 柱 を抱 く)と よ ばれ,も し,被 疑 者 が嘘 をつ いて い る な らば,

そ の 者 は,土 地神(,-nggae)に よ って ほ どな く死 へ とみ ち び かれ るの だ とい わ れ る。

首 長 は,被 疑者 に よ る 自白が え られ る と,盗 ん だ作 物 の 価格 に相 当す る 現 金(多 く

の 場 合,1万 か ら数 万ル ピ ア程 度,筆 者 の 調 査 期 間 中,1ル ピア は約4円 に相 当 して

い た)と1頭 の豚 を被 害 者 に支 払 い,ナ ウ ・ネ ナna'unenaと よ ばれ る 謝 罪 の 宴 を は

る こ と を命 ず る 。 この 謝 罪 の 宴 に招 待 され る の は,被 害 者,目 撃 者,村 落 共 同体 の 長,

そ れ に ム ラ の顔 役(atadu'anua)た ち で あ り,窃 盗 犯 は,飯 と豚 肉の 料 理 で かれ ら

をも て な さ な けれ ば な らな い。

で は,謬 い や 喧嘩 が お こな われ た場 合,首 長 は,裁 定 者 と して どの よ うな 権 限 を行

使 す る の で あ ろ うか 。 す で の べ た よ う に,傷 害 事件 や 殺 人 事件 は,現 在 で は 警 察の 手

に ゆ だね られ る よ う にな って い る こと に くわ え,調 査 期 間 中,マ キ ・ン ドリ ・ワン ゲ

や リセ地 域 で は,こ の よ うな 事件 が 発 生 しな か っ た。 した が っ て,傷 害 事 件 や 殺人 事

件 が お こっ た場 合,首 長 が どの ような 役 割 を は たす か につ い て,詳 細 な 資 料 をえ る こ

と は で き な か っ た。 しか しな が ら,村 落 共 同体 で は,し ば しば謬 いや 喧 嘩 が 発 生 して

お り,こ の よ う な もめ ご と を処 理 す る うえ で,首 長 は,重 要 な役 割 をは た して い る。

リオ 族 の 社 会 に おい て,謝 い は,ま わ りに おおぜ い の 人 々が いる せ まい 村 の なか で,

しか も大 声 で お こな わ れ る 場合 が多 い 。 その た め に,耳 をす ま しさえ す れ ば,村 の な

か に い る人 々は,諄 い の 内容 を聞 き とる こと が で きる 。 そ して,激 昂 の 度 が た か まる

と,の の し りあ う 当事 者 の まわ りには 人 だか りがで きる よ う にな る 。 した が っ て,謬

いの は て に と っ くみ あ い の 喧嘩 がは じまる と,人 々は,そ の 喧 嘩 にわ って は い り,喧

嘩 をお こ な う 当事 者 た ち をひ き はな す こ とが で きる 。 また,こ う した 翻 い や 喧嘩 の な

か で,婚 外 の 性 交 渉 や 窃 盗行 為 が 公 衆 の 面前 に さ らけ だ され,そ の結 果 と して,上 記

の よ うな 首 長 に よる 裁 定 の プ ロ セス が 開 始 され る こ とも あ りうる 。

い う まで もな く,課 い の原 因 は さま ざ まで あ り,そ れ が たわ い の な い もの で あ る な

らば,一 般 の 人 々に よ っ て も仲 裁 が 可能 であ る。 しか しなが ら,人 だ か りが で きて し

ま うほ どの 課 い が お こな われ た り,謬 いの は て に と っ くみ あ いの 喧 嘩 が お こなわ れ た
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場 合 には,首 長 が 登 場 す る こ とにな る 。 首長 は,双 方 の言 い分 を きい た うえ で,ど ち

らの 主 張 が,正 しいか を裁定 し,あ や まっ た 主張 を お こな っ て いる者 に は,ふ た た び

も め ご と をお こ さな い よ うに訓 戒 をあ た え,喧 嘩 の 相 手や 村 の 顔 役 を招 待 して ナ ウ ・

ネ ナ とよ ばれ る謝 罪 の 宴 をは る よ う に命 ず る。 つ ま り,首 長 は,謬 いや 喧嘩 とい った

文脈 に か ぎ らず,慣 習 法 の あ らゆる 側 面 に通 暁 した 者 とみ な され る の で あ り,こ の よ

う な知 識 に て ら しあ わせ て,対 立す る 言 い分 の どち らに正 当性 が あ る か を判 断 す る権

限 が あ た え られ て い る の で あ る。

以 上 での べ た よ うな さ ま ざ ま な権 限 を行 使 す る とき,首 長 の 言 動 は,神 秘 的 な 光 彩

に つ つ まれ,あ らが う こと は で きな い 絶 対性 をおび た もの と して 表現 され る 。 これ は

の ち ほ ど くわ しくの べ る こと で ある が(9・3参 照),首 長 は,さ ま ざ ま な権 限 を行

使 す る と き,神 々か らの強 い支 持 をえ て お り,首 長 に はむ か う者 に は,神 々か ら懲 罰

的 な死 が もた らされ る の だ と いわ れ る 。 この よ うな 言 説は,お も に首 長 や 首 長 と親 密

な 関係 にあ る 村 落 共 同体 の 住 民 に よっ て 口に され る が,こ の よ うな言 説 を過 度 に強調

す る ことは,首 長 と村 落共 同体 の 住 民 との 関 係 を一 面 的 に と らえ る こ とにな りかね な

い。 なぜ な らば,首 長 は,村 落 共 同体 の住 民 か ら支持 され る こ とに よ っ て に よ って は

じめ て,首 長 で あ る ことが で きる とさ え いえ る か らで ある 。 この こと は,「 村 落共 同

体 の 住 民 が 首 長 を支 え て いる 」(ajianateke)と い う表 現 によ っ て い いあ らわ され

る 。 以 下 で はs首 長 と村 落 共 同体 の住 民 との 関 係 の なか にふ くまれ て いる,こ の よ う

な 側 面 につ い て のべ る こ と に しよ う。

首 長 は,村 落共 同体 を お さめ る に あ た って,上 記 の よ うな さ ま ざ ま な権 限 を行使 す

る わ け で あ る が,そ れ を可 能 に して い るの は,村 落共 同体 の 住 民 自身 で あ る とい う こ

とが で き る 。 首長 は,さ ま ざ まな権 限 を行使 す る に あ た り,物 理 的 な強 制 力 に もの を

い わ せ る こ とが で き ない 。 な ぜ な らば,首 長 は,軍 や 警 察 に相 当す る強 力な 暴 力装 置

をも って い る わ け では な い か らで あ る。 した が って,首 長 を首長 と して み とめ な い者

や 首 長 の 裁 定 を不服 とす る 者 が 組織 的 な反 抗 や 反乱 を くわ だ て る な らば,そ れ を制 圧

す る こ とは き わめ て 困難 な も の とな る。

そ の 典型 的 な例 は,ン ベ テ ・ワンゲ の 息 子 に よる近 親 相 姦 を発 端 とす る 一 連 の事 件

で あ る 。2・5で ふ れ て おい た よ う に,ン ベ テ ・ワ ンゲ の 存 命 中 に,ン ベ テ ・ワ ンゲ

の 息 子 とンベ テ ・ワ ンゲ の何 番 目かの 妻 が性 的 な 関係 をも つ に い た った 。 そ の こと を

知 っ た村 落共 同体 の 住 民 は,ン ベ テ ・ワ ンゲ を首長 とは み とめ な くな り,「 土地 神 は

も は や ンベ テ ・ワ ンゲ の供 え た供 物 を受 け と らな い だろ う」 と い って ンベ テ ・ワ ンゲ

を椰 楡 しは じめ た 。 こ う して,ン ベ テ ・ワン ゲ は,だ れ か らも相 手 に され な くな り,
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し まい に は 家 に よ りつ く者 も い な くな っ た。 そ こで,ン ベ テ ・ワ ンゲ は,弟 の ン ドリ

・ワン ゲ をよん で話 しあ い をも ち ,首 長 の 地 位 を ン ドリ ・ワ ンゲ に継 承 させ る こ と に

した の で あ っ た。

この よ う な伝 承 に対 して ウ ェ ワ ・ンペ テ ・ワンゲ(ン ベ テ ・ワ ンゲ を始祖 とす る 父

系 リネ ー ジ)の 成 員 が あ か ら さま に異議 をと な える こ とは な い。 しか しな が ら,ン ベ

テ ・ワ ン ゲ(兄)か らン ドリ ・ワンゲ(弟)へ の 地 位 の継 承 は,伝 承 の な か で語 られ

る ほ どス ム ー ズ には いか な か っ た と考 え られ る。 な ぜ な らば,ン ベ テ ・ワ ン ゲ には 首

長 の地 位 を継 承 させ る こ との で き る息子 が何 人 も お り,そ の 父 系 子 孫 た ち は,現 在 に

い た る ま で,首 長 の 地 位 を 自分 たち に返 還 す る こ と を要 求 しつ づ け て い る か らであ る 。

した が っ て,ン ベ テ ・ワ ンゲ の 父系 子 孫 とウ ェワ ・ン ドリ ・ワ ンゲ の 父 系 子 孫 との 関

係 は,現 在 に お いて もぎ く しゃ く した状 態 が つづ い て い るわ けで あ る が,こ の よ うな

現 象 は,け っ して 例 外 的 で は な い。 つ ま り,村 落 共 同体 の 内部 には,ウ ェワ(首 長 を

代 表 者 とす る父 系 リネ ー ジ)の 成 員 同士 が,ウ ェ ワの 関係 者 を まき こみ な が ら,首 長

の 地 位 をめ ぐって 反 目 しあ っ て いる とい う状 況 が しば しばみ られ る の で あ る 。現 在 で

は イ ン ドネ シ ア行 政 府 によ っ て戦 争 をお こな うこ とが禁 止 され て い る が,過 去 に お い

て は,何 らか の事 件 をき っ か け に,こ の よ う な反 目が 一気 に表 面 化 し,村 落 共 同体 を

二 分 す る ほ どの 戦 争 が お こなわ れ る こ ともめ ず ら しくは な か った 。 そ して,首 長 は,

こ の よ う な戦 争 に おい て つね に勝 利 をお さめ る こ とが で き たわ けで は な く,苦 戦 を し

い られ た り,敗 走 を余 儀 な くされ る こと も まれ で は な か っ たの で あ る 。

この よ う に,村 落 共 同体 に お ける 首長 の 政 治 的 な基 盤 は,思 い の ほ か脆 弱 だ と い え

る が,お な じこ とは,首 長 の 経 済 的 な基 盤 につ い て も い え る。 首 長 は,か っ て7人 か

ら9人 ほ どの 妻 をも ち(図7参 照),妻 た ち が 持 参 財 と して連 れ て くる 奴隷 を働 か せ

る こと に よ っ て,村 落 共 同体 の 住 民 よ りも広 い面 積 の畑 を耕 作 す る こ とが で き た(た

だ し,現 在 で は リオ 族 の 大 半が カ トリッ クの 信 者 とな っ て いる た め に,一 夫多 妻 婚 が

お こなわ れ る頻 度 は き わ め てす くな くな って いる)。 したが って,首 長 は,村 落 共 同

体 の 住 民 よ りも,よ りお お くの 収 穫物 をえ て きた こ とは事 実 だ とい え る 。 しか しな が

ら,首 長 は,多 数 の 妻 をめ と るた め に必 要 と され る婚 資(金 の 装飾 品 や家 畜)を 調 達

す る にあ た っ て,村 落共 同体 の 住 民 か らの 援 助 を期 待 しな けれ ば な らなか った 。 の ち

ほ どの べ る よ う に(5・3参 照),首 長 の 居 住 す る オネ ・リアoneria(大 きな 家)

と よ ばれ る 家 屋 には,ン ボ ラ ・カ ド皿bolakadhoと 総 称 され る金 の装 飾 品が 多 量 に保

管 され て い る。 しか しな が ら,首 長 といえ ど も,ン ボ ラ ・カ ドう を婚 資 と して もち い

る ことや 売 り払 う こ とは か た く禁 止 され て お り,特 定の 儀 礼 が お こな われ る場 合 で な
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けれ ば,ン ボ ラ ・カ ドが お さめ られ て い る箱 をあ けた り,身 にっ け る こ とも で き な い。

つ ま り,ン ボ ラ ・カ ドは,首 長 の 私 有 財産 で は な いの で あ る。

お な じ ことは,首 長 に よ っ て所 有 され て い る 区画 地 につ いて もい え る。 す で にの べ

た よ う にs村 落 共 同体 の住 民 は,毎 年 の よ う に 首長 の 所有 す る 区画地 を耕 作 す る こ と

に な る。 しか しな が ら,そ の こと に よっ て,村 落 共 同 体の 住 民 た ち に 首長 に お さめ る

べ き貢 租 贈 与 が 課 され る こと は な い。 つ ま り,首 長(村 落 共 同体 の長)は,あ くまで

も 土地 を獲 得 した 祖 先 の ダ リ ・ニ アdarinia(直 訳:顔 を立 て る;意 訳:後 継 者 ・代

理 人)と して,村 落 共 同体 の領 地 を所 有 して い るの で あ り,そ れ は,首 長(村 落 共 同

体 の 長)の 私 有 地 で は な い の で ある32)。

この よ う に,首 長 は,独 自の経 済 的 な基 盤 をも って い な いわ け で あ る が,そ の た め

に,首 長 は,し ば しば村 落共 同体 の 住 民 た ち に労 働 力 の提 供 と経 済 的 な援 助 をね が わ

な けれ ば な らな い。 た とえ ば,死 ん だ 首長 に かわ って 新 しい首 長 が就 任 した こと を政

治 共 同体 の 全 体 に知 らせ る ヌ カ ・プル ・ガ ウ ィ ・シアnukapulu,gawisia,首 長 の

所 有 す る特 定 の 区画地 に 穴 を掘 って 土 地神 へ の 供 物 を うめ,土 地 の豊 饒 力 を たか め る

モポmopo,そ れ にオ ネ ・リア(首 長 が居 住 す る家 屋)が 完 成 した とき に,そ の 屋 敷 地

の 中央 に 穴 を掘 って 土地 神 へ の供 物 を埋 め る コエ ・ル ウ ・オ ネkoelewuoneな ど と

い っ た儀 礼 は,そ の 典型 的 な例 であ る 。 これ らの 儀 礼 には,リ セ 地 域 に居 住 す るす べ

て の 首 長 が 招 待 され,儀 礼 を 主催 す る 首長 は,か れ ら を数 日間 にわ た って飯 と 肉の 料

理 で も て な し,儀 礼 の 最終 段 階 では,水 牛 や 豚 を屠 殺 して,そ の 肉 を首長 た ち に分 配

しな けれ ばな らな い 。 この こと か らも わ か る よ う に,こ の よ うな 儀 礼 は,勲 功祭 宴 的

な 性 格 を も って お り,儀 礼 が盛 大で あ れ ば あ る ほ ど,首 長 の 名 声 は 高 まる こと に なる 。

だが,多 大 の 出費 を強 い られ るの は,儀 礼 を 主催 す る 首長 では な く,村 落共 同体 の 住

民 た ち だ と い える 。 そ れ とい うの も,儀 礼 を お こな うの に必 要 と され る 米 や 家畜 の 大

半 は,村 落 共 同体 の 住 民 に よ っ て提 供 され る か らで あ る。

これ らの 儀 礼 は,ま れ に しか お こな われ な い ため に,儀 礼 を お こな うの に必 要 と さ

れ る費 用 が どの 程 度 の も の か を知 る こ とは な か なか 困 難 で ある 。 だ が,マ キ ・ン ドリ

・ワ ンゲ の 首 長 で あ る ヤ コ ブ ・ン ドリ ・ワ ン ゲの メモ に よ る と ,1964年 に ム ラ ・ワ ト

ゥ村 で お こな わ れ た ヌ カ ・プル ・ガ ウ ィ ・シ アの 儀 礼 で は,米3ト ン,豚21頭,水 牛

1頭 が 消 費 され,こ れ らの米 と家 畜 を準 備 す る ため に,村 落 共 同 体 の住 民 た ちは,1

世 帯 ごと に米20キ ロ と現 金1,000ル ピア(当 時1ル ピア は約1円 に相 当 して いた)を

供 出 したの だ とい われ る。

ま た,首 長 が 居 住 す る オ ネ ・リアoneria(大 きな 家)と よば れ る 家屋 の 建 築 や 改
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修 をお こな う とき に も,首 長 は,村 落 共 同体 の住 民か らの援 助 を必 要 とす る 。 オ ネ ・

リアoneria(大 きな 家)は,通 常 の 家屋(one)よ りも は るか に大 き く,ま た,遠

方 の森 か ら運 ん で こ られ た 巨木 が建 築 材 料 と して もち い られ る。 オ ネ ・リア の 建築 や

改 修 は,ま れ に しか お こな わ れ な い ため に,正 確 な数 値 をの べ る こ とは で き な い が,

オ ネ ・リア を建 築 す る には,建 築 材 料 と して も ち い る樹 木 の伐 採 か らオ ネ ・リア の完

成 に い た る ま での あ い だ に,の べ数 千 人 の 労 働 力 と40～50頭 の供 犠 動 物(水 牛 や豚)

が 必要 とされ,部 分 的 な 改修 工 事 を お こな うだ け で も,の べ数 百 人 の 労 働 力 と十数 頭

の 供犠 動物 が必 要 に なる も の と思 われ る。 これ らの労 働 力 と供 犠 動 物 の 大 半 を提 供 す

る の は,村 落共 同体 の 住 民 た ち に ほか な らな い。

これ に くわ え,村 落 共 同 体 の 住 民 た ちは,オ ネ ・リァの 屋 根 をふ きか える と き にも

労 働 力 を提 供 しな けれ ば な らな い 。 リオ 族 の 伝 統 家屋 の 屋 根 は,チ ガ ヤ(hi)と い う

イ ネ 科 の雑 草 で ふか れ てい る が,そ の耐 用 年 数 は,せ いぜ い の と ころ1～2年 にす ぎ

な い 。 した が っ て,ほ ぼ毎 年 の よ う に オネ ・リアの屋 根 をふ き か え る必 要 が で て くる

わ け で あ る が,首 長 は,屋 根 ふ き をお こな う数 週 間 ま え に,各 世帯 ご とに1束(そ の

直 径 は40cmほ ど)の チ ガヤ を供 出す る こと を村 落 共 同体 の 住 民 た ち に要 請 す る。 そ し

て,じ ゅ うぶ ん な だ けの 材 料 が そ ろ っ た と こ ろで,す べ ての 世 帯 主 た ち が あ つ ま って

オ ネ ・リア の屋 根 の ふ きか え が お こなわ れ る こ と にな る。

2・8首 長 た ちの 相 互 関 係

以 上 の よ うな記 述 か らあ き らか な よ う に,リ セ 地域 で は,そ れ ぞ れ の村 落 共 同体 ご

と に,首 長 を 中心 とす るな か ば 自律 した社 会 生活 が い とな まれ て い る 。 だ が,こ の よ

うな 状 況 は,か な らず しも一 般 的 な も の とは い えな い。 この 点 に関 す る リセ 地 域 と他

の 政 治 共 同体 との相 違 をあ き らか に し,リ セ 地 域 に おけ る首 長 た ち の 相 互 関 係 をう き

ぼ りにす る た め に,以 下で は まず,規 模 の 小 さ な政 治共 同体 の 内部 構 成 を概 観 す る こ

と に しよ う。

規 模 の 小 さい 政治 共 同体 では,お お くの 場 合,村 落 共 同体 と い う分 節 単 位 が み られ

な いか わ り に,大 き な 中核 村(nuapu'u)が 存 在 し,こ の 中核 村 には,サ オ ・ン グ ア

sa'onggua(直 訳:儀 礼 の 家;意 訳:祭 祀 家 屋)と よばれ る家 屋 が 林 立 して い る 。サ

オ ・ン グア とは,サ オsa'o(家)も しくは ウ ェワwewa(門 口)と よ ばれ る 父 系 出 自集

団の 成 員 た ち が あ つ ま っ て,さ まざ ま な儀 礼 をお こな う祭 祀 の 場 で あ る と同 時 に,そ

こ には,父 系 出 自集 団 の代 表 者 で あ る 首長 が 居 住 して い る。
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リ オ 族 の 居 住 地 域 の な か で も っ と も 規 模 の 小 さ い ン ゲ ラNggelaと よ ば れ る 政 治 共 同

体(図12参 照,た だ し 図12で はNggelaと 表 記 さ れ て い る)の 例 を と り あ げ て み る こ と

に し よ う 。 こ の 政 治 共 同 体 に は,大 き な 中 核 村 が た だ ひ と つ だ け 存 在 す る 。 こ の 中 核

村 に は,15の サ オ ・ン グ ア(祭 祀 家 屋)一 一 サ オ ・ラ ボSa'oLabo,サ オ ・ リ アSa'o

Ria,サ オ ・タ ナ ・ テ ン プSa'oTanaTembu,サ オ ・ワ ト ゥ ・ガ ナSa'oWatuGana,サ

オ ・ウ ェ ワ ・ メ サSa'oWewaMesa,サ オ ・ レ ケ ・ベ ー ワSa'oLekeBewa,サ オ ・エ ン

ブ ・ラ カSa'oEmbuLaka,サ オ ・ベ ー ワSa'oBewa,サ オ ・ペ モ ・ ロ ジ ャSa'oPe皿o

Roja,サ オ ・サ マ ・ジ ャ テ ィSa'oSa皿aJati,サ オ ・ン ド ジ ャSa'oNdoja,サ オ ・ メ

コSa'oMeko,サ オ ・ ト ゥ アSa'oTu'a,サ オ ・ア メ ・ン ドカSa'oAmeNdoka,サ オ ・

ン ビ リ ・ ダ ラSa'oMbiriDala-一 が た て ら れ て お り,た と え ば サ オ ・ラ ボ に は モ サ

・ ラ キ ・イ ネ ・ア メ 皿osalakiineame(妻 の 与 え 手 の 首 長)が 居 住 し
,サ オ ・ リ ア

に は モ サ ・ ラ キ ・プ ウmosalakipu'u(根 本 の 首 長)の ほ か に2人 の 首 長 が す む と い

っ て 具 合 に,そ れ ぞ れ の サ オ ・ン グ ア に は,1人 も し く は 複 数 の 首 長(と そ の 家 族)

が 居 住 す る こ と に な っ て い る 。 そ し て,首 長 と 父 系 的 な 祖 先 を 共 有 す る 人 々 は,サ オ

・ ン グ ア(祭 祀 家 屋)の 周 辺 に 家 を た て
,首 長 と 密 接 な 関 係 を た も ち な が ら 生 活 を い

と な ん で い る 。

ま た,規 模 の 小 さ い 政 治 共 同 体 に お け る 首 長 間 の 相 互 関 係 は 密 接 で あ り,体 系 的 で

も あ る 。 リ セ 地 域 を の ぞ く ほ と ん ど す べ て の 政 治 共 同 体 で は,モ サ ・ ラ キ ・イ ネ ・ア

メ(妻 の 与 え 手 の 首 長)と モ サ ・ ラ キ ・プ ウ(根 本 の 首 長)が 首 長 た ち の な か で も っ

と も 高 い 位 を し め,か れ ら は,政 治 的 な 場 面 に お い て も,儀 礼 的 な 場 面 に お い て も,

た が い に 他 を 必 要 と す る 関 係 を た も ち な が ら 祭 事(マ ヅ リ ゴ ト)を 遂 行 す る 。

こ れ は,東 イ ン ドネ シ ア に ひ ろ く み ら れ る 「二 頭 制 」(diarchyも し く はdualso-

vereignty)の 地 域 的 な バ リ エ ー シ ョ ン の ひ と つ だ と い え る 。 東 イ ン ドネ シ ア に は 政

治 的 な 権 力 者 と 儀 礼 的 な 権 威 者 と の 相 補 的 な 関 係 に も と つ く 二 頭 制 が 広 範 囲 に 分 布 し

て お り,た と え ばsロ テ ィRoti島 で は,マ ネ ッ クManekと よ ば れ る 先 住 者 が,海 の 彼

方 か ら や っ て き た ダ エ ・ラ ガ ッ クDaeLaggakと よ ば れ る 首 長 の 祖 先 に 政 治 的 な 権 力 を

委 譲 し た た め に,マ ネ ッ ク は,儀 礼 的 な 権 威 と 土 地 の 豊 穣 を つ か さ ど る 儀 礼 的 な 力 だ

け を 保 持 し て い る と い う 説 明 が き か れ る[Fox1980:109]。 そ し て,こ れ と お な じ よ

う な 二 頭 制 は,テ ィ モ ー ル 島 や ス ン バ 島 を は じ め と す る 東 イ ン ド ネ シ ア の 数 お お く の

島 々 に 分 布 し て い る[Cunningham1965;Forth1981;Fox(ed.)1980;!」 ・池1985;

ScholuteNordholt1971:262-274,vanWouden1968:45-46]o

し か し な が ら,モ サ ・ラ キ ・イ ネ ・ア メ(妻 の 与 え 手 の 首 長)と モ サ ・ ラ キ ・プ ウ
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(根 本 の 首長)と の 関係 は,政 治 的な 権 力 者 と儀 礼 的な 権 威者 との 関 係 と して で は な

く,婚 姻 連 帯 の イ デ ィオ ム によ っ て語 られ る 。 す で にの べ た よ う に,政 治 共 同体 の 成

立 は,ほ とん どの 場 合,先 住者 の女 性 と来住 者 の男 性 との結 婚 に発 端 をも っ て い る と

され るが,モ サ ・ラキ ・イ ネ ・ア メ(妻 の 与 え手 の 首 長)と モサ ・ラキ ・プ ウ(根 本

の 首長)は,こ の 先住 者 と来住 者 の 関 係 をひ き っ いで い る の だ と いわ れ る 。 つ ま り,

モ サ ・ラ キ ・イネ ・ア メは妻 の 与 え手 で あ る 先住 者(の 父系 子 孫)の 代 表 者,モ サ ・

ラ キ ・プ ウ は,妻 の 受 け 手 で あ る来 住 者(の 父系 子 孫)の 代 表 者 で あ り,モ サ ・ラ キ

・プ ウが モサ ・ラ キ ・イ ネ ・ア メの 姉 妹 も しくは娘 と代 々交叉 イ トコ婚(dhukutu1"e

nggeli皿a)を くりか え して き た例 も散 見 され る 。

規 模 の 小 さ い政 治共 同体 に お け る首 長 同 士 の 関係 が 密 接 で,か つ 体 系 的 で あ る こと

を しめ す も うひ とつ の例 は,首 長 たち の あ い だ に 「有 機 的連 帯 」(solidaliteorga-

nique)と で も よぶ こ との で き る よ うな役 割 の分 担 が み られ る こ とで あ る 。 ふ た たび

ン ゲ ラ と よば れ る 政 治共 同体 の例 と して と りあ げる こ とに しよ う。 手 持 ち の調 査 資 料

は 不完 全 で は あ る が,首 長 た ちが,た が い に他 を必 要 とす る よ うな か た ち で役 割 を分

担 しあ って いる 状 況 はつ かめ るは ず で あ る。

a)サ オ ・ レ ケ ・ベ ー ワ に す む リ ア ・ベ ー ワriabewaと い う 首 長 は,首 長 た ち が あ

つ ま っ て 話 し 合 い を お こ な う と き に 司 会 進 行 役 を つ と め,こ の 話 し合 い に よ っ

て 決 め ら れ た 事 柄 を 実 行 に う つ す 役 割 を に な う 。

b)サ オ ・ア メ ・ン ド カ に す む ン デ ト ・ア ウndetoau(使 い 走 り)と よ ば れ る 首 長

は,上 記 の リ ア ・ベ ー ワ と い う 首 長 の 命 令 に し た が い,そ の 手 足 と な っ て は た

ら く 。

c)サ オ ・ ウ ェ ワ ・メ サ の 首 長(lakiWewaMesa)は,ジ ョ カ ・ ウ レ ・メ ラjoka

ulemelaと よ ば れ る 虫 送 り の 儀 礼 に お い て,害 虫 を 海 に な が す と き に 重 要 な 役

割 を は た す 。

d)モ サ ・ラ キ ・プ ウ(根 本 の 首 長)と と も に サ オ ・ リ ア に す む モ サ ・ラ キ ・ナ タ

・ア エmosalakinataae(ベ テ ル チ ュ ー イ ン グ と 飲 み 物 の 首 長)の 役 割 は
,

モ サ ・ラ キ ・プ ウ に 来 客 が く る と,用 件 を 聞 い て,そ れ を モ サ ・ラ キ ・プ ウ に

つ た え る こ と に あ る 。

e)サ オ ・ペ モ ・ロ ジ ャ に す む 首 長(lakiPemoRoja)は,雨 ご い の 儀 礼 を 遂 行 す

る 役 割 を に な う 。

f)サ オ ・ン ビ リ ・ダ ラ に す む 首 長(lakiMbiriDala)の 役 割 は,外 敵 の 襲 撃 に
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目 をひ か らせ,襲 撃 が 予想 され る場 合 に は,人 々 にそ の こと をい ち は や く知 ら

せ る こ と にあ る 。

ま た,ン ゲ ラ と 隣 接 す る,ウ ォ ロ ・ジ タWoloJitaと よ ば れ る 政 治 共 同 体(図12参

照,だ だ し 図12で はW.Djitaと 表 記 さ れ て い る)に は,モ サ ・ラ キ ・イ ネ ・ア メ と モ

サ ・ラ キ ・プ ウ の ほ か に5人 の 首 長 が い る が,こ の5人 の 首 長 に は,っ ぎ の よ う な 役

割 が あ た え ら れ て い る 。

a)リ ア ・ベ ー ワriabewaと い う 首 長 は,首 長 た ち が あ つ ま っ て 話 し合 い を お こ な

う と き に 司 会 進 行 役 を つ と め,こ の 話 し 合 い に よ っ て 決 め ら れ た 事 柄 を 実 行 に

う つ す 役 割 を に な う 。

b)モ サ ・ラ キ ・ダ イ ・ シ ン ギ ・エ ン ガ ・ ラ イ 皿osalakidaisingienggarai

(境 界 線 を 護 る)と い う 首 長 は,隣 接 す る 政 治 共 同 体 に よ っ て 領 地 が 侵 犯 さ れ

な い よ う に,政 治 共 同 体 の 領 地 の 境 界 線 を み は る 役 割 を に な う 。

c)こ れ と は 反 対 に,モ サ ・ ラ キ ・ン ゲ ー ・シ デ ィ ・ン ゲ ダ ・ ウ ェ ナmosalaki

n8esidingedawena(境 界 線 を 拡 張 す る 首 長)は,隣 接 す る 政 治 共 同 体 の 領 地

を 蚕 食 し,政 治 共 同 体 の 領 地 を 拡 大 す る こ と に つ と め る 。

d)モ サ ・ラ キ ・ ド ゥ パ ・ ク ワ ・エ コ ・イ シmosalakidupakuwaekoisi(ト ウ モ

ロ コ シ の 実 が 熟 す る 首 長)は,虫 送 り の 儀 礼 に お い て 害 虫 を 海 に な が す 役 割 を

に な う 。

e)モ サ ・ラ キ ・セ ケmosalakiseke(象 牙 の 腕 輪 の 首 長)はs別 名 セ ケ ・ ン ダ

テsekendate(象 牙 の 腕 輪 が 重 く,う ご き ま わ れ な い)と も よ ば れ,特 別 な 役

割 を あ た え ら れ て い な い 一 種 の 名 誉 職 で あ る 。 こ の 首 長 の 父 系 祖 先 は,モ サ ・

ラ キ ・プ ウ(根 本 の 首 長)の 父 系 祖 先 の 兄 に あ た る 。

リセ地 域 に お ける 首 長 間 の相 互関 係 は,以 上 で の べ た よ うな 規 模 の 小 さ い政 治 共 同

体 にお け る 首長 間 の 相 互 関係 と く らべ る な らば,は る か に拡 散 し,ま た,あ る 意 味 で

は 混乱 して い る よ う に思 われ る 。

この点 につ いて まず い え る こ とは,リ セ地 域 にお い て は首 長 た ち が一 堂 に会 す る機

会 が まれ に しか 存 在 しな い とい う ことで あ る 。 規模 の 小 さな 政 治共 同体 で は,す くな

く とも1年 に1度,す べ て の 首長 が あ つ まっ て 盛 大 な農 耕 儀 礼 が も よ お され る 。 そ し

て,ン ゲ ラの よ うな 政 治 共 同体 では,犯 罪 や 禁 忌 をお か した 者 に 課 され る 罰 金 の額 さ
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え もが,首 長 た ち の話 し合 い に よっ て決 定 さ れ る 。 これ に対 して ,リ セ 地 域 で は,す

べ て の 首長 が 集合 す る機 会 は,ヌ カ ・プ ル ・ガ ウ ィ ・シア(死 ん だ 首 長 に か わ って 新

しい 首長 が就 任 した こと を政治 共 同体 の全 体 に知 らせ る儀 礼),モ ポ(首 長 の 所 有 す

る 特 定 の 区 画地 に 穴 を掘 って 土地 神 へ の供 物 をうめ る こと に よ って,土 地 の 豊 饒 力 を

た かめ る儀 礼),そ れ に コエ ・ル ウ ・オ ネ(首 長 の居 住 す る 家屋 が完 成 した と きに ,

屋 敷 地 の 中央 に穴 を掘 って 土地 神 へ の供 物 を埋 め る儀 礼)と い っ た,十 数 年 も しくは

数 十 年 に1度 とい った 割 合 で しか お こなわ れ ない 儀礼 の とき に か ぎ られ る 。 また,こ

の よ うな 集 合 行 動 の 欠 如 と 呼応 す る かの よ う に,リ セ地 域 で は,首 長 た ち が,た が い

他 を必 要 とす る よ うな か たち で 役 割 を分 担 しあ って いる状 況 は,ほ とん ど とい って よ

い ほ どみ られ な い 。

これ に くわ え,リ セ地 域 で は,モ サ ・ラ キ ・イネ ・ア メ(妻 の 与 え 手 の 首長)と モ

サ ・ラ キ ・プ ウ(根 本 の 首 長)に よ る二 頭制 が,政 治共 同体 の 全 体 的 な構 成 の なか で

周 縁 的 な要 素 に な って しまっ て い る。 つ ま り,モ サ ・ラ キ ・イ ネ ・ア メ と モサ ・ラ キ

・プ ウが 首 長 たち の な か で も っ と も高 い位 を しめ る とい う説 明 が な され る ことは な く
,

この2人 の 首 長 が あ い た ず さ えて 祭 事(マ ヅ リゴ ト)を 遂 行 す る と い う状 況 もほ とん

ど と い って よい ほ どみ られ な い。 それ にか わ って,リ セ 地 域 で は,リ ア ・ベ ー ワria

bewaが 台 頭 して お り,ウ ォ ロ ・レ レ村 とム ラ ・ワ トゥ村 にす む2人 の リア ・ベ ー ワの

相 互 協 力 関 係 が,他 の 政 治 共 同体 に お ける モ サ ・ラ キ ・イ ネ ・ア メ と モサ ・ラキ ・プ

ウ に よる 二 頭 制 と比 肩 され る 程 度 に まで 高め られ て いる33)。 す な わ ち,リ セ 地域 に

は,こ と あ る ごと に行 動 を とも にす る2人 の リア ・ベ ー ワが お り,他 の 政 治 共 同体 の

リア ・ベ ー ワ よ りもは る か に強 力な 権 限が あ た え られ て いる の で あ る 。

隣接 す る政 治 共 同体 との あ い だで 戦 争が 頻 繁 に お こなわ れ て い た 過 去 に お い て,リ

セ 地 域 の リァ ・ベ ー ワは,戦 争 の リー ダー と して 重要 な 役 割 をは た して い た 。 た とえ

ば,戦 争 を遂 行 す る に あ た り,ど の よ うな 戦 略 が 適 当で あ る か を ト占 に よ う らな い ,

何 人 程 度 の 援 軍 を ど この 政 治 共 同 体 に依 頼 す る か を決 定 す る の はsす べ て リァ ・ベ ー

ワ の 仕 事 で あ った 。 の ちほ どの べ る よ う に,ウ ォ ロ ・レ レ村 の リア ・ベ ー ワが居 住 す

る オ ネ ・リァoneria(大 きな 家)と よばれ る 家屋 には,現 在 に おい て も,こ の ト占

を お こな う た めの リバribhaと よ ばれ る 場所 が も うけ られ て いる(5・3参 照)。 ま

た,援 軍 の なか か ら多 数 の 戦死 者 が で た ため に,ム ラ ・ワ トゥ村 の リア ・ベ ー ワで あ

っ た ドシ ・ウ ォ ダが,死 者 の代 償 を支 払 う よ う に も とめ られ た とい う伝 承 につ いて は,

す で にの べ て おい た とお りで ある(2・4参 照)。 しか しなが ら,戦 争の リー ダー と

しての 役 割 は,こ れ に と どま る もの で は ない 。 リア ・ベ ー ワは,実 際 の戦 闘 に おい て
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は 陣頭 にた って 指 揮 を と り,戦 争 の終 了後 は,征 服 した領 地 を戦 功の あ った 者 に 分配

す る権 限(換 言 す る な らば,戦 功 の あ っ た者 を征 服 した領 地 の所 有 者 とす る 権 限)を

も って い た の だ といわ れ る。

こ う した リア ・ベ ー ワの 権 限 は,現 在 の リ ァ ・ベ ー ワ にも うけつ が れ て い る。 リセ

地 域 の 内 部 で は,隣 接 す る2つ の村 落共 同体 が 特 定の 区画地 の 所 有 権 をめ ぐっ て争 っ

た り,村 落 共 同体 の 領 地 を構 成 す る特 定 の 区 画 地 を所 有 す る者 が だ れ で あ るか をめ ぐ

っ てs首 長 と首長 に反 抗 を くわ だ て る者 とが 争 う とい う事態 が しば しば発 生す る。 こ

の よ うな 争 い が発 生 した 場 合,リ ア ・ベ ー ワ には,争 い の対 象 にな って い る 区 画地 に

付 随 す る 「歴 史」 を と きあ か し,だ れ が 真 の 所 有者 で あ るか を裁 定 す る権 限 を も っ て

い る。 リセ地 域 の 領 地 の 大 半 は,戦 争 と侵 略 によ って 獲得 され た も の で あ り(2・2

参 照),リ ア ・ベ ー ワは,戦 功 の あ った 者 に 征服 され た領 地 を配 分 す る権 限 を も って

い た。 したが って,リ ア ・ベ ー ワ には,だ れ が,い か な る戦 功 も しくは理 由 に よ って,

問 題 の 区画 地 の 所 有 者 とな り,そ の 所 有権 が どの よ うな継 承 過 程 をへ て現 在 にい た っ

て いる か をあ き らか に す る ことが も とめ られ るの で あ る。 した が っ て,リ ア ・ベ ー ワ

は,領 地 に関 す る 「歴 史 」 を詳 細 な 点 に い た る まで 知 っ て いな けれ ば な らな いわ けで

あ る が,ウ ォ ロ ・レ レ村 の 先代 の リア ・ベ ー ワ(WodaWangge,図7参 照)は,自 ら

の 知 識 をひ け らか す よ う に,す べ て の 首長 が あつ まる と,そ れ ぞれ の 首 長 に 自分 の 所

有 す る 領 地 の 「歴 史 」 を語 る よ う に命 じ,う ま く語 る ことが で き な い者 は 首 長 で あ る

資 格 が な い とい っ て働 喝 したの だ といわ れ る 。 現 在,領 地 をめ ぐる紛 争 は,エ ンデ 県

(KabupatenEnde)の 県 都 で あ る エ ン デEndeに 設 置 され て い る 「エ ンデ 地 方 裁 判所 」

(PengadilanEnde)に もち こ まれ るケ ー ス が 多 くな って き て い るが,リ ア ・ベ ー ワ

は,そ の 場合 に も重 要 な 役 割 をは た してい る 。 なぜ な らば,リ ア ・ベ ー ワ には,対 立

す る 陣 営 の 一方 も し くは 双 方 か ら,証 人 と して 公判 に 出席 し,争 いの 対 象 とな っ て い

る 領地 の 「歴 史 」 を語 る こ とが も とめ られ る か らで ある 。

以上 で のべ た よ うな さ ま ざ まな権 限 を行使 す る と き,リ ア ・ベ ー ワの 言 動 は,神 秘

的 な光 彩 にっ っ まれ,あ らが う ことは で き な い 絶 対性 をお び る こ と にな る 。 これ はの

ち ほ ど くわ し くの べ る こ とで あ るが(9・3参 照),リ ア ・ベ ー ワは,さ ま ざ まな 権

限 を行 使 す る と き,神 々か らの強 い支 持 をえ て お り,リ ア ・ベ ー ワに は むか う者 には,

神 々か らの 懲 罰 的 な 死 が も た らされ る の だ と い われ る 。 この よ うな言 説 は,お も に リ

ア ・ベ ー ワや そ の 支 持者 た ち に よ って 口に され るわ け で あ るが,リ ア ・ベ ー ワ をた た

え る この よ うな 言 説 を過 度 に強 調 す る こ とは ゆ る され な い。 な ぜ な らば,リ ア ・ベ ー

ワが 立 脚 す る 基 盤 は,前 節 での べ た村 落共 同体 の 長 の場 合 と おな じよ う に,意 外 に も
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脆 弱 だ とい え る か らで あ る 。

リア ・ベ ー ワは,村 落 共 同 体 の長 であ り,村 落共 同体 の 外 に 政治 経 済 的 な 地 盤 をも

っ てい る わ け で は な い。 した が っ て,リ ア ・ベ ー ワ は,村 落 共 同体 の 長 と して 権 限 を

行 使 す る 場 合 とお な じ く,物 理 的 な強 制 力 に もの をいわ せ る こ とが で きな い。 それ ゆ

え に,組 織 的 な 反抗 や 反 乱 が くわ だ て られ る と,そ れ を制 圧 す る ことは きわ め て 困難

な もの とな る 。 つ ぎ に のべ る 伝 承 は,こ の こ と を端 的 に物 語 って い る。 か つ て ム ラ ・

ワ トゥ村 の リア ・ベ ー ワ であ る ンガ ラ ・ドシNggalaDosi(ド シ ・ウ ォダDosiWoda

の 息 子,図4参 照)は,ン ビ ピ氏族(EmbuMbipi,2・2参 照)の 成 員 で あ る ワ ンゲ

・アー-WanggeAと い う男の 妻 を強姦 す る とい う不 祥 事 を お こ した 。 この 事 件 は紛 糾 を

きわ め,ム ラ ・ワ トゥ村 と ワ ンゲ ・アー の 住 む ラン ガ ・ラァLanggaLa'aと い う村 の

あ い だで 戦 争 が お こなわ れ る こ と にな った 。 ウ ォ ロ ・レ レ村 の リア ・ベ ー ワ であ る ワ

ン ゲ ・ン ドリ(WanggeNdori,図7参 照)は 援 軍 をお く り,当 初,戦 況 は リア ・ベ ー

ワ側 に決 定 的 に有利 で あ る よ う に思 われ た 。 なぜ な らば,ラ ンガ ・ラ ア は,小 さな 村

で あ る こと に くわ え,ン ビ ピ氏 族 は,リ セ 地 域 に根 をお ろ して か ら3世 代 も た って い

な い新 参 者 だ った か らで ある 。 しか しなが ら,ム ラ ・ワ トゥ村 と ウ ォロ ・レ レ村 の 混

成 軍 は苦 戦 し,30名 に お よぶ 戦 死 者 が でた た め に一 時 は敗 走 を余 儀 な くされ た の で あ

っ た。 この よ う に,新 参 者 の 小 村 を制 圧 す る こ とに さ え手 間 どる の で あれ ば,お も だ

っ た首 長 に よ って おさ め られ て いる村 落 共 同 体 を制圧 す る こ とは,ほ とん ど不 可能 に

近 い難 事 で あ った とい うべ きで あ ろ う。

これ に くわ え,リ セ地 域 では,首 長 たち が 一 堂 に会 し,た が い の 地 位 を相 互 に確 認

しあ う機 会 が まれ に しか存 在 しな い34)。 そ の た め に,首 長 た ち は,自 分 の地 位 が他

の 首長 の 下 に位 置 す る こと を け っ してみ とめ よ う とは しな い。 た とえ ば,モ サ ・ラ キ

・イ ネ ・ア メ(妻 の 与 え手 の 首 長)は ,リ セ 地 域 にお い て も っ とも 古 く,歴 史 の あ る

首 長 で あ る こ と を主 張 し,モ サ ・ラキ ・プ ウ(根 本 の 首長)は,他 の す べ て の 首長 の

う え に 君 臨す る 「本 元 」(プ ウ)の 首長 であ る こ と を明言 す る。 そ して,ウ ォ ロ ・レ

レ ・ベ ー村 に居 住 す る2人 の 首長 は,そ の 祖 先で あ る ワンゲ ・ウ ォ ダWangSeWodaが

リア ・ベ ー ワや モサ ・ラ キ ・プ ウの 祖 先 であ る ンベ テ ・ウ ォ ダMbeteWodaの 兄 で あ

る こ と を強 調 し,自 分 た ちの 優 越 性 を主張 す る。 そ して,ベ ラ ・ン ゴBelaNggo村 に

居 住 す る 首長 は,そ の祖 先 で ある ンゲ ラ ・ラ シNgeraRasiが,ワ ンゲ ・ウ ォダや ンベ

テ ・ウォ ダの 父 で あ る ウォ ダ ・ラ シWodaRasiの 兄 にあ た り,耕 す 土 地 さえ も た なか

っ た ウ ォダ ・ラ シ に庇 護 を あ た えて い た と い う伝 承 を強 調す る。

また,リ ァ ・ベ ー ワの地 位 は,つ ぎ の よ う な儀 礼 に よ って も おび や か され る 可能 性
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が あ る。 上 記 の モ ポや コエ ・ル ウ ・オ ネ とい った儀 礼 には,土 に 穴 を掘 り,そ の な か

に 土地 神 へ の 供 物(米,水 牛 の 頭,飯 と肉 の 料理,粟 と ココ ヤ シの 油 を まぜ た も の な

ど)を 埋 め る コ エ ・コルkoekolu(穴 を掘 っ て,埋 め る)と よば れ る 儀 礼 が ふ くまれ

て いる 。 コエ ・コル の 儀 礼 を お こな う こ とが で き るの は,表2の な か の リア ・ベ ー ワ

をの ぞ く6人 の モ サ ・ラキmosalakiで あ り,リ ア ・ベ ー ワriabewaは,こ の儀 礼 に

参 加 す る こ とが で きな い 。 コ エ ・コル の儀 礼 は,村 落共 同体 の 領 地 を所 有 す る モサ ・

ラ キ(村 落共 同体 の 長)が 土 に 穴 をほ り,モ サ ・ラキ ・プ ウ(根 本 の 首長)と 村 落 共

同 体 の 領地 を所 有 す る モ サ ・ラ キ(村 落共 同体 の 長)が 供 物 を穴 の な か に いれ る と い

っ た 順序 で す すめ られ る 。 だ が,リ ア ・べ 一 ワは,コ エ ・コル の儀 礼 に参 加 す る こ と

は で き な い 。 そ こ で,リ ア ・ベー ワの所 有 す る村 落 共 同体 の 領 地 で コ エ ・コル の 儀 礼

が お こなわ れ る場 合 には,モ サ ・ラキ ・イネ ・ア メ(妻 の 与 え 手 の 首長)が リア ・ベ

ー ワにか わ っ て コエ ・コル の儀 礼 に参加 す る35) 。 ち なみ に,ン ゲ ラ をは じめ とす る

小 規 模 の 政 治 共 同体 に お け る コエ ・コル では,政 治共 同体 の 領地 の所 有 者 であ る モサ

・ラ キ ・イネ ・ア メ(妻 の 与 え手 の 首長)が 土 に穴 を掘 り
,モ サ ・ラ キ ・プ ウ(根 本

の 首 長)と モサ ・ラキ ・イネ ・ア メ が土 地 神 へ の供 物 を穴 の な か に いれ,リ ァ ・ベ ー

ワ は,い か な る 場 合 で も コエ ・コル の 儀 礼 に参 加 す る こ とが で き な い。

したが って,コ エ ・コル の 儀 礼 が お こな わ れ る たび ご とに,リ ア ・ベ ー ワは,土 地

神 と迂 遠 な 関係 に あ る首 長 で あ る ことが あ らわ に な るわ け で あ るが,コ エ ・コル の 儀

礼 は,十 数 年 も し くは 数 十 年 に1度 とい っ た 割 合 で しか お こなわ れ な い こ と を想 起 す

る 必 要 が あ る 。 これ にひ き か え,リ ア ・ベ ー ワは,1年 に1度 お こ なわ れ る ポ オpo'o

よ ば れ る 農 耕儀 礼 に おい て,モ サ ・ラキ ・イ ネ ・ア メや モ サ ・ラ キ ・プ ウ よ りも 土 地

神 と近 しい 関係 に ある こ とが あ き らか にされ る の であ る(9・2参 照)。

2・9オ ラ ン ダ時 代 の行 政単 位

上 記 の ポ オ と よば れ る農 耕 儀 礼 が 共 同 で お こなわ れ る地 理 的 な 範 囲 は,オ ラ ン ダ時

代 の 行 政単 位 とか な りの程 度 一致 す る。 ま た,オ ラ ンダ 時代 の 行 政 区 分 は,現 在 の イ

ン ドネ シ ア共 和 国 の 行政 単 位 とは こ とな り,リ オ 族 の 「伝 統 的 」 な 政治 体 系 に依 拠 し

た か た ち で構 成 され て い た。 した が っ て,以 下 では,前 節 まで の 記述 内容 と関 連 づ け

な が ら,オ ラ ンダ 時 代の 行 政 単 位 に つ いて の べ て お く こと に した い 。

オ ラ ン ダ時 代,リ オ族 の 居 住 地域 は,最 小 の 単 位 で あ るkampong(村 落)か ら,com-

plex,district,landschapを へ て,onderafdeeling(県)に い た る行 政 単 位 に区 分
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さ れ て い た 。 こ の よ う な 行 政 単 位 の 体 系 が,現 在 の イ ン ドネ シ ア 共 和 国 の 行 政 単 位 の

体 系 と ど の よ う に 一 致 し,一 致 し な い か を 詳 細 に の べ る こ と は む ず か し い が,図2と

図12と を 比 較 す る な ら ば,少 な く と も リ セ 地 域 と そ の 周 辺 に つ い て はsこ の 両 者 が ど

の よ う に 一 致 し,ま た 一 致 し な い か を 知 る こ と が で き よ う 。

1917年 当 時,リ セ 地 域 は,エ ン デ 県(OnderafdeelingEndeh)内 の タ ナ ・ク ヌ ・ リ

マTanaKunuLi皿aと よ ば れ るlandschap(図12参 照)に ふ く ま れ て お り,ウ ォ ロ ・ レ

レ 村 の リ ア ・ベ ー ワriabewaで あ る ピ ウ ス ・ ラ シ ・ ワ ン ゲPiusRasiWanS$e(図7

参 照)が,オ ラ ン ダ の 行 政 当 局 に よ っ て,1914年 以 来,そ の 長(radja)に 任 命 さ れ

て い た[Suchtelen1921:85]36)。

す で に の べ た よ う に,リ セ 地 域 は11の タ ナ か ら な り た っ て い る わ け で あ る が,1917

年 当 時,こ れ ら の タ ナ は,リ セ ・ ン ゴ ン デ ・ リ ァLiseNggondeRia,リ セ ・ロ ウ ォ ・

ボ ラLiseLowoBora,リ セ ・ク ル ・ ラ ン デLiseKuruLandeと い う3つ のcomplexに

区 分 さ れ て い た 。 そ し て,リ セ ・ ン ゴ ン デ ・ リ ァ の 場 合 に は,ム ラ ・ ワ ト ゥMulaWa-

tu村 の リ ア ・ベ ー ワriabewa,リ セ ・ ロ ウ ォ ・ボ ラ の 場 合 に は,ウ ォ ロ ・ レ レ ・ベ ー

WoloLeleB村 に す む モ サ ・ラ キ 皿osalakiの 「弟 」,リ セ ・ ク ル ・ ラ ン デ の 場 合 に

は,モ サ ・ラ キ ・プ ウmosalakipu'uが,そ の 長(kapalaな い し はkapitan)に 指 名

さ れ て い た 。 だ が,そ の 後(お そ ら く は1919年 こ ろ に),リ セ ・ ク ル ・ ラ ン デ は,リ

セ ・ク ルLiseKuruと リ セ ・ラ ン デLiseLandeと い う2つ のcomplexに 分 割 さ れ た 。

こ う し て,リ セ ・ン ゴ ン デ ・ リ ア,リ セ ・ ロ ウ ォ ・ボ ラ,リ セ ・ク ル,リ セ ・ラ ン

デ と い う4つ のco叩1exが 成 立 し た わ け で あ る が,リ セ ・ク ル と リ セ ・ ラ ン デ の 区 分

は,か な ら ず し も 明 確 な も の で は な く,ラ テ ・ン ゴ ジ 村 の モ サ ・ ラ キ ・プ ウ が,こ の

2つ のcomplexの 長 を つ と め る 時 期 が な が く つ づ い て い た ら し い 。 こ れ に く わ え,リ

セ ・ラ ン デ は,タ ナ ・ラ ン デ の 範 囲 と お な じ で あ り,す で に の べ た よ う に,タ ナ ・ラ

ン デ は,モ サ ・ラ キ ・プ ウ と2人 の リ ア ・ベ ー ワ の 共 同 所 有 地 に な っ て い る 。 そ の た

め に,リ セ 地 域 は,現 在 で も リ セ ・タ ナ ・テ ルLiseTanaTelu(3つ の タ ナ の リ セ)

と よ ば れ こ そ す れ,リ セ ・タ ナ ・セ ト ゥLiseTanaSetu(4つ の タ ナ の リ セ)と よ ば

れ る こ と は な い の で あ る37)。

確 言 す る こ と は で き な い が,こ のcomplexは,も と も と あ っ た 地 域 区 分 に,若 干 の

手 な お し を く わ え た も の の よ う に 思 わ れ る 。 す な わ ち,complexは,ポ オpoOや パ キ

pakiと い っ た 農 耕 儀 礼(後 述)が お こ な わ れ る 地 理 的 な 範 囲 と,そ の 周 囲 に 存 在 す る

タ ナ ・ロ オ を 合 併 し た も の で あ っ た と 推 測 さ れ る わ け で あ る が,ポ オ を 共 同 で お こ な

う 地 理 的 な 範 囲 が,オ ラ ン ダ 時 代 以 前 に お い て も,リ セ ・ン ゴ ン デ ・ リ ア,リ セ ・ ロ
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ウ ォ ・ボ ラ,リ セ ・クル ・ラ ンデ とよ ばれ て いた か どうか は 不 明 で あ る。 だが,す く

な くと も現 在 で は,こ の3つ の 名 称 は,ポ オ や パ キが お こな わ れ る 地理 的範 囲の 名称

と して もち い られ て い る(表1参 照)。 な お,本 稿 にお いて 記 述 の 主 要 な対 象 と され

る村 落共 同体,マ キ ・ン ドリ ・ワ ンゲMakiNdoriWanggeは,リ セ ・ンゴ ン デ ・リア

の な か にふ くまれ る の で,こ の こと を銘記 さ れ た い。

1925年 に な る と,タ ナ ・ク ヌ ・リマ とン ドナNdonaと い う2つ のlandschapは 統 合

さ れ,リ オLioと よば れ るlandschapが つ く られ た。 そ れ に とも な って タナ ・ク ヌ ・

リマ の 長 で あ る ピ ウス ・ラ シ ・ワンゲ が,そ の 長(radja)に 指 名 され た わ けで あ る

が,オ ラ ンダ行 政 当局 は,リ オ とい うlandschapの 長 を選 定 す る に あ た り,っ ぎ の よ

うな 方 法 をも ち い た。 か れ らは,エ ン デ県(OnderafdeelingEndeh)の 県 都 で あ る エ

ンデEndehか ら手 ン デ県 の 東 の 県境(図12参 照)に い たる2本 の道 路,す な わ ち フ ロ

ー レス 島の 南 岸 近 く をほぼ 直 線 状 に 県境 にい たる 南ル ー トと ,エ ンデ か ら北 上 し,ウ

ォ ロ ・ガ イWoloGai地 域 と リセ ・デ トゥLiseDetu地 域(図12参 照)を と お って 県 境

に い たる 北 ル ー トを計 画 した。 そ して,南 ル ー トの 建設 を ン ドナ の 長 に,北 ル ー トの

建 設 を タナ ・クヌ ・リマの 長 に依 頼 し,よ りはや く完成 させ た者 を リオ とい うlands-

chapの 長 と して 選 出 す る こ とに した の だ った 。 結 果 は,タ ナ ・ク ヌ ・リマ の 長の 勝 利

に お わ り,現 在 に おい て も,北 ル ー トは,重 要 な幹 線道 路 と してつ か わ れ て い る。

リオ と い うlandschapの 長 とな った ピウス ・ラ シ ・ワン ゲの 政 治 力 と経 済 力は,相

当 な も の で あ った と され る 。 ピウス ・ラ シ ・ワ ン ゲはslandschap内 の いた る と ころ

に 水 田 をひ らき,そ こか らえ られ る収 穫物 の 大 半 を取 得 し,ま た,商 業 上 の 権 益 を 自

分 の 手 に集 中 させ る こと に よ って,か な りの 資 産 をた くわ え て い っ た38)。 そ れ と同

時 に,ピ ウス ・ラ シ ・ワ ンゲ は,そ れ ぞ れ の 政 治 共 同体 にお い て 強 い影 響 力 を もつ 首

長(オ ラ ンダ行 政 当局 に よ って,そ れ ぞ れ のcomplexな い しはdistrictの 長 と して 指

名 され た 人 物)と 自分 の 「姉 妹 」 や 「娘 」 を結 婚 させ,広 大 な 婚姻 連 帯 の ネ ッ トワー

ク を構 築 して い っ た。 これ に くわ え,ピ ウス ・ラ シ ・ワ ンゲ は カ リス マ性 をもつ 人 物

で あ った ら しく,首 長 たち は,ウ ォ ロ ・ワルWoloWaru(図2参 照)に 存 在 す る ピ ウ

ス ・ラ シ ・ワ ンゲ の邸 宅 を お とず れ,ピ ウス ・ラ シ ・ワ ンゲ に接 見 す る段 に な る と,

緊 張 の ため に身 体 が震 え だす こ と さえ あ っ たの だ とい われ る 。

この よ う に強 い権 勢 をふ る う人 物 が,同 時 に リセ 地 域の リア ・ベ ー ワで あ っ た こ と

を考 え る な らば,オ ラン ダ 時代 に リア ・ベ ー ワの もつ 権 限 と儀 礼 的 な 権 威 が補 強 され

な か っ た と は考 え られ な い 。 ま た,ポ オ とよ ばれ る儀 礼 が共 同 で お こな わ れ る地 理 的

な 範 囲 が,オ ラ ン ダ時 代 の 行 政 区分 とか な りの程 度 一 致 す る こ とを考 える な らば,こ
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の よ う な推 測 は,確 か な も の の よ う に思 われ て くる。

以 上 での べ た よ うな オ ラ ンダ 時代 の 行 政 シ ス テ ムは,イ ン ドネ シア独 立後 も,1960

年 代 の 初 頭 まで 踏 襲 され つ づ け たの だ といわ れ るが,そ の経 過 を簡単 にの べ て お く こ

と に しよ う。

た いそ うな 権 勢 をほ こっ た,ピ ウス ・ラ シ ・ワ ンゲ は,1935年 にオ ラ ン ダの 官憲 に

逮 捕 され,テ ィモ ールTi皿or島(図1参 照)のAtaMboaに 幽 閉 され る。 逮 捕 の 理 由 は,

ピ ウス ・ラ シ ・ワ ン ゲが,よ り多 くの収 穫 物 を える た め に,モ ニ地 域 に おい て3人 の

人 間 を殺 害 した こと にあ った 。 だ が,リ セ地 域 の 人 々,と りわ け ウ ェ ワ ・ン ドリ ・ワ

ン ゲ の成 員 た ち は,現 在 に いた る まで,こ れ は,反 オ ラ ン ダ勢 力 と手 をむ す ん だ ピウ

ス ・ラ シ ・ワ ン ゲ に対 す る,オ ラ ンダ行 政 当局 の 政 治 的な 謀 略以 外 の な にも の で も な

い の だ と主 張 して い る。 この 事 件 の真 相 を知 る こ とは,さ しあ た り本 稿 の 目的 とす る

と ころ で は な いの で,こ こで は,当 時,エ ン デ県 の 県都 で あ る エ ンデ には,イ ン ドネ

シ ア独 立 運 動 の 指 導 者 で あ る と同 時 に,後 日,イ ン ドネ シア共 和 国 の 大統 領 とな るス

カ ル ノが 幽 閉 され て お り,ピ ウス ・ラ シ ・ワ ンゲ は,ス カル ノ と きわ め て 親 しく して

い た とい う事 実 だ け を指 摘 して お くこ と に した い39)。

ピウス ・ラ シ ・ワ ンゲ が 逮 捕 され る と,ス ラ ウ ェシSulawesi島(図1参 照)出 身 の

メナ ドMenado人,Y.Ch.Ra皿bingな る 者 が,Landschapの 長 とな り,上 記 の よ う な シ

ス テム は,そ の ま まの か た ち で温 存 され た。

そ して,1942年 の 日本 軍 の侵 攻 をむ か え る こと にな る。 テ ィモ ール 島 に上 陸 した 日

本 軍 に よ って,ピ ウス ・ラ シ ・ワ ンゲ は,幽 閉 を とかれ,日 本 軍 をむか え いれ るべ く,

た だ ち に帆船 で フ ロー レス 島 にむ か っ た。 オ ラ ン ダ側 は,逃 走 した ピウス ・ラ シ ・ワ

ン ゲ を と らえ る た め に,リ セ地 域 の 村 々 に軍 隊 を派 遣 し,ウ ォ ロ ・レ レ村 を焼 きは ら

っ た 。

だ が,1942年5月13日,日 本 軍 は,フ ロー レス 島 西部 の ル テ ンRutengに 上 陸 し,14

日 には エ ン デEndeに 到 着 した。 こ う して,ピ ウス ・ラ シ ・ワン ゲ は,追 跡 の 手 をの が

れ,約3年 間の 日本 時 代 が は じまる 。

日本 時代 に お い て も,オ ラ ンダ 時代 の 行 政 区分 は,そ の まま のか た ち で もち い られ

た。 そ して,日 本 軍 に協 力 した ピウ ス ・ラ シ ・ワ ンゲはlandschapの 長 にか え り咲 く

こ とに な った 。 た だ し,日 本 時代 に お いてlandschapの 長 は 「酋 長 」 とよ ばれ,co皿 一

Plexの 長 は 「郡 長 」 とよ ばれ て い た。

終 戦 と と も に 日本 軍 が ひ き あ げ る と,ピ ウス ・ラ シ ・ワン ゲ は,日 本 軍 に協 力 した

か ど でふ た た び 逮 捕 され,テ ィモー ル 島 の ク パ ンKupangに 連行 され た 。 そ して,1946
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年,ク パ ン に お い て 銃 殺 刑 に 処 せ ら れ た 。

だ が,ピ ウ ス ・ラ シ ・ワ ン ゲ が 逮 捕 さ れ る と,マ ル ク ス ・ ク ヌMarkusKunu(図7

参 照)が,landschapの 長 に 指 名 さ れ,イ ン ドネ シ ア 独 立 後 も,し ば ら く の あ い だ は

オ ラ ン ダ 時 代 の 行 政 シ ス テ ム が 機 能 し て い た の だ と い わ れ る40)。

2・10婚 姻 連 帯

本 章 を お える にあ た り,こ れ ま での 記 述 の な か で たび た び登 場 して き た,妻 の 与 え

手(inea皿e),妻 の 受 け手(anae皿bu),そ れ に この 両者 をむ す び つ け る婚 姻 連 帯

(wurumana)に っ い て概 略 的 な説 明 を お こな っ て お くこと に しよ う4t)。

リセ地 域 で は,夫 婦 の 関係 に な い男 女 が性 的 な 交渉 をも っ ことは,強 姦 の場 合 であ

れ,和 姦 の場 合 であ れ,か た く禁 止 され て お り,こ う した 非合 法 的な 性 関 係 は,ペ ラ

・パ ニ(Pelapani)と 総 称 され る。 そ して,こ の よ うな 非合 法 的な 性 関 係 が 首長 に

報 告 され る と,首 長 に よる 裁 定 の プ ロ セス が 開始 され る こ とに な る(2・7参 照).

女性 と結 婚 を お こな い,性 的 な 交渉 を は じめ る に は,そ の 女性 の母 親 に婚 資 の 主要

品 目で あ る 金 の装 飾 品 を支 払 う こ とが 不可 欠 で あ る 。 しか しな が ら,婚 資 を支 払 う こ

とが,あ らゆ る女 性 との 結 婚 を可 能 にす るわ けで は な い。 つ ま り,リ セ 地 域 で は,ど

の よ うな 場 合 で あれ,っ ぎの よ うな 関係 者 同 士 が 結婚 を お こな っ た り,性 的 な 交 渉 を

も つ こ とが か た く禁 止 され て い る の で あ る42)。

a)ト ゥカtuka(父 系 サ ブ ・リネ ー ジ)の 成 員 同 士

b)ト ゥカ の 男性 成 員 と トゥカ に婚 入 して き た異 世代 の 女 性(未 亡人)

c)妻 の 与 え 手 の トゥカの 男 性 成 員 と妻 の 受 け手 の トゥカ の 女 性成 員

も し,こ の よ うな 関係 者 同士 が 性 的 な 交渉 をお こな い,そ の こ とが 首長 に報 告 され

る と,首 長 は,2・7で の べ た よ うな 処 罰 を 男性 の 当事者 に課 す こ と にな る。

村 落 共 同体 の 内部 で は,首 長 を代 表 者 とす る ウ ェ ワwewaと よば れ る 父 系 リネ ー ジが

大 き く発 達 して いる 。 この ウ ェ ワの 世 代 深 度 は6～7世 代 ほ どで あ り,理 念 的 には 外

婚 的 で あ る。 だ が,実 質 的 に は,そ れ よ りも 規模 の 小 さい トゥカtukaと よ ばれ るサ ブ

・リネ ー ジ(世 代 深 度 は3～4世 代)が 外婚 集 団 と して機 能 して いる 場 合 が多 い。 お

な じ こ とは ウ ェ ワの 関係 者 に っ い ても い え,3～4世 代 ほ どの 世 代 深 度 をも つ父 系 の

サ ブ ・リネー ジ(ト ゥカ)が,か れ らの あ い だ で も外 婚 集 団 と して機 能 して い る。
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トゥカAの 成 員 で ある 男 性aと トゥカBの 成 員で あ る女 性bが 結 婚 す る と,ト ゥカ

Aに と って トゥカBは,イ ネ ・ア メinea皿e(直 訳:母 ・父;意 訳:妻 の 与 え手)と

な り,ト ゥカBに と って トゥカAは,ア ナ ・エ ンブanae皿bu(直 訳:子 ・孫;意 訳:

妻 の 受 け手)と な る。 そ して,こ の 両 者 の あ い だ には,ウ ル ・マ ナwurumanaと よば

れ る 関係 が発 生 す る こ とに な る 。 「婚姻 連 帯 」 とい う言葉 で しば しば言 及 して きた の

は,こ の ウル ・マ ナ で あ り,ウ ル ・マ ナ の 関係 が ひ とたび 成 立 す る と,ト ゥカAと ト

ゥカBの 成 員 との あ い だ に は,さ ま ざ まな権 利 義 務 関係 が 発 生 す る。

そ のひ とつ は,ト ゥカAと トゥカBと の あ いだ か わ され る 贈 与 交換 で あ り,こ とあ

る ご とに,ト ゥカAか らは金(現 金)や 家畜 と い った 男財(liwueko)が トゥカBに

贈 られ,ト ゥカBか らは米 や衣 服 とい っ た女 財(regupata)が トゥカBに 贈 られ る 。

っ ま り,ト ゥカAの 成 員 は,aか らbの 父 な い しは 兄弟 に贈 られ る男 財 の 調 達 を援 助

す る とい うか た ち で 贈 与 交換 に参 与 し,ト ゥ カbの 成 員は,bの 兄弟 な い しは 父 か ら

aに 贈 られ る女 財 の 調 達 を援 助 す る とい うか たち で贈 与 交 換 に参 与 す る よ う にな る の

で あ る。

この 贈 与 交 換 を義 務 的 に して い る の は,東 イ ン ドネ シア に広 く分 布 す る 妻 の 与 え手

の 妻 の 受 け手 に対 す る 「霊 的 優 越 」(spiritualdominance)[馬 淵1974b]で あ る 。

妻 の 与 え 手 で あ る トゥカBの な か でbの 両親 や 兄弟 は,プ ウ ・ハ ムpu'uha皿u(幹 ・

根),妻 の 受 け手 で あ る トゥカAの なか でaや その 子 供 た ち は,ン ガ ア ・ラダnga'a

rada(枝 ・先)と よば れ る が,ン ガ ア ・ラ ダ は,プ ウ ・ハ ム に男 財 を贈 与 しつ づ け る

こ と に よ って は じめ て,健 康 で 安寧 な 生活 をお くる こ とが で きる の だ とい わ れ る。 ま

た,ン ガ ア ・ラ ダは,プ ウ ・ハ ムか ら男財 を要 求 され た場 合,そ れ を拒絶 す る ことは

で きな い 。 なぜ な らば,プ ウ ・ハ ム は,ン ガ ア ・ラダ に対 して 不 快 な 感 情 をい だ くだ

け で,ン ガ ア ・ラ ダ に さ ま ざま な災 厄 をも た らす こ とが で きる とい わ れ る か らであ る。

した が って,ン ガ ア ・ラダ は,自 分 た ち に対 して プ ウ ・ハ ムが つ ね に快 い感 情 を も っ

て い て くれ る よ う に,し ば しば 男財 を贈 り,プ ウ ・ハ ム に失 礼 が な い よ うに敬 意 を も

っ て 接 す る よ う につ とめ な けれ ばな らな い。

また,も うひ とつ だ け,ウ ル ・マ ナ の 関係 に ある トゥカの あ い だ の権 利 義 務 関 係 に

つ い て の べ て お くと,ひ とたび 婚 姻 連帯 の 関 係 が と りむす ば れ る と,す くな くとも3

～4世 代 の あ いだ は ,妻 の 与 え手 の トゥカの 男性 成 員 と妻 の 受 け手 の トゥカ の 女 性成

員 との結 婚 が 禁 止 さ れ る と い う こ とが あ る。 これ は,上 記 の 結婚 の 禁 止 され て い る3

種 類 の 関係 者 の うち のcに 該 当す る。 これ は,妻 の 与 え手 と妻 の受 け手 との 関係 を世

代 を こえ て連 続 さ せ る とい う点 で,母 方 交 叉 イ トコ婚(父 の姉 妹 の 息子 と母 の 兄 弟 の

//



娘 との結 婚)と 類似 した婚 姻 規 制 だ といえ よ う。

東 イ ン ドネ シア に は,母 方 交 叉 イ トコ婚 を理 想 的 な結 婚 形 態 とす る 社 会 が数 多 く存

在 す る[cf.e.9.Fox(ed.)1980]。 リオ 族 の 社会 も,そ の よ う な社 会 の ひ とつ で あ

り,母 方 交 叉 イ トコ婚(dhukuto,lenggeli皿a)は,現 在 に お いて も最 良の 縁 組 み

で あ る と考 え られ て い る。 しか しな が ら,リ セ 地域 では,母 方交 叉 イ トコ婚 が実 際 に

お こな われ る 頻 度 は きわ め て低 く,母 方 交 叉 イ トコ(tu'adhukutu)と 結 婚 を お こ

な わ な くて も,非 難 をう け る ことも な けれ ば,社 会 的な 制 裁 をう ける とい う こと も な

い。 この よ うな 傾 向 は,リ オ 人 の 大 半 が カ トリック に改 宗 し,し か も母 方 交 叉 イ トコ

婚 が 教 会 か らき び しく禁 止 され る に およん で,よ り強 ま った とは いえ,リ セ 地域 で は,

過 去 にお い て も母 方 交 叉 イ トコ婚 が 義務 と して課 され る よ うな ことは な か った 。
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第3章 作 物 に 関 す る 知 識

3・1作 物 の起 源 神 話

リオ 族 の居 住 地 域 には,始 源 の 時 代 の 出来 事 にふ か い 関心 を よせ る 政治 共 同体 もあ

れ ば[cf.青 木1986a;山 口1982,1983,1985,1986],そ の よ うな 出来 事 に あ ま り

関 心 を しめ さ な い政 治 共 同体 も存 在 す る。 リセ地 域 は,後 者 の 部類 に 属 し,人 々 は,

始 源 の 時代 の 出来 事 よ りも,ラ シ ・レ ウRasiLeu(図3参 照)に は じま る祖 先 たち

の 「歴 史」 に強 い関 心 をも っ て いる 。 唯一 の 例 外 は,作 物 の 起 源 を説 明す る神 話 であ

る が,こ れ と て も,始 源 の 時代 に まで さか の ぼ るも の では な い 。

リオ族 の 作 物 起 源 神 話 は,イ ェ ンゼ ンの い う 「ハ イ ヌ ヴ ェ レ神 話 素 」(Hainuwele

Mytologem)[Jensen1963:107-112]を ふ くん で い る と い う点 で,共 通 の 内容 を も っ

て い る43)。 つ ま り,リ オ族 の 作 物起 源 神 話 には,殺 され た女 性 の 身 体 か ら各 種 の 作

物 が発 生 した とい う モ チー フが ふ くまれ て い る わ け であ る が[cf.e.g.青 木1986b:

200;Petu1974:131-187;Suchtelen1921:161;山 口1983:21-22;1989:485-486],

そ れ 以 外 の 内容 は,話 者 ご と にか な りの ち が い が ある とい っ て も過 言 では な い44)。

作 物 の 起 源 神話 は,神 秘 的 な カ を もつ(bhisa)知 識 で あ り,そ の 内容 を知 って い

る 者 には,豊 作 が も た らされ る の だ と いわれ る 。 ニ ジ ョnijoも し くは ンガ オngaoと よ

ば れ る 各種 の 呪文 をふ くめs神 秘 的な 力 をも つ 知識 は,秘 密 に して おか な け れ ば な ら

ず,そ の 内容 が人 前 で 語 られ る ことは な い。 そ の結 果,お な じ内容 の 知 識 は,ご く限

定 され た範 囲 で しか 流 通 しな い こと にな る。 作物 起 源 神 話の 内容 が 多 様 で あ る 理 由の

ひ とつ は,お そ らく,こ の こと にあ る よう に思 わ れ る 。

以 下 で紹 介 す る 作 物 の 起源 神 話 は,マ キ ・セ ン ダ ・ワンゲMakiSendaWangge(2・

5参 照)の 長 であ る ヨセ ブ ・ロ ワYosepRowaと,タ ニ ・ン ドリの 子 孫 で あ る ヨセ ブ ・

ボ カYosepBhoka(図7参 照)に よっ て語 られ た もの で ある45)。

3・2ヨ セ ブ ・ ロ ワ に よ る 異 伝

あ る 日,ラ ウ ・タ ーLauTa村 一 一 筆 者 補 足:ラ ウ ・タ ー 村 は,フ ロ ー レ ス 島 の 南

岸,す な わ ち ン ド リ 地 域(TanaNdori,図2参 照)の 海 岸 の 近 く に あ っ た と,ヨ セ ブ

・ ロ ワ は 説 明 し て い た 一 一 に す む1人 の 女 が
,家 に い の こ っ て い た と き の こ と で あ っ
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た 。 夫 と 姑 は で か け て お り,家 に は,他 に だ れ も い な か っ た 。 突 然,雷 鳴 が と ど ろ い

た か と お も う と,雨 が ふ り は じ め た 。

女 は,炉 の 火 が 消 え て い る こ と に 気 づ き,隣 家 の 者 に,火 だ ね を も っ て き て く れ る

よ う に 頼 ん だ 。 だ が,外 は 大 雨 で あ り,隣 家 に は,使 い 走 り を し て く れ る よ う な 子 供

が い な か っ た 。 そ こ で,隣 家 の 者 は,犬 を 使 う こ と に し,尻 尾 に 火 だ ね を む す び つ け

た 。 こ う し て,犬 が 使 い 走 り を す る こ と に な っ た 。

そ の 後,雨 は ま す ま す 強 く な っ て い っ た 。 そ し て,あ ま り の 豪 雨 に,し ま い に は 潮

位 が あ が り,ま た た く ま に,ラ ウ ・ タ ー 村 は,海 の な か に の み こ ま れ て し ま っ た 。 ン

ド リ 地 域 の 海 岸 か ら 沖 に 舟 を こ ぎ だ す と,い ま で も 海 の な か に 円 形 広 場 や 石 柱 な ど が

み え る が,こ れ は,海 に 沈 ん だ ラ ウ ・ タ ー 村 な の で あ る 。

ラ ウ ・ タ ー 村 の 人 々 はsモ レ ・ケ リ ・サ ン バMoleKeliSambaと い う 場 所 一 一 筆 者

補 足:図2に え が か れ て い る ケ リ ・サ ン バKeliSamba(サ ン バ 山)の 東 側 に あ る 一 一

に 避 難 し よ う と し た が,の が れ え た の は,一 部 の 村 人 だ け で あ っ た 。 こ の よ う な こ と

が お こ っ た の は,す べ て,犬 に 使 い 走 り を さ せ た た め で あ っ た 。 だ か ら,い ま で も 犬

に 用 事 を い い つ け て は い け な い と い わ れ る の で あ る 。

モ レ ・ケ リ ・サ ン バ に の が れ た 村 人 の な か に は,ボ ビBobiと ノ ン ビNo皿biと い う 美

し い2人 の 姉 妹 と,そ の 父,母,兄 弟 が ふ く ま れ て い た 。 父 は ラ ウ ・タ ーLauTa,母

は ケ リ ・キ マKeliKima,そ し て 兄 弟 は ラ カLakaと い う 名 前 で あ っ た 。

あ る 日 の 夕 方,ボ ビ と ノ ン ビ は,ラ カ と と も に 薪 を と り に で か け た 。 と こ ろ が,薪

を 切 っ て い る と,ラ カ の つ か っ て い た 斧(taka)が,ボ ビ と ノ ン ビ の 足 に あ た っ て し

ま っ た 。 ラ カ は,血 が 流 れ だ さ な い よ う に 傷 口 を し っ か り と お さ え た 。

ポ ビ と ノ ン ビ は,す ぐ に 村 に か え ろ う と し た 。 だ が,ラ カ は,村 に も ど る こ と を た

め ら っ た 。 そ れ と い う の も,親 か ら こ っ ぴ ど く し か ら れ る の が 目 に み え て い た か ら で

あ る 。

か れ ら は,考 え に 考 え,と う と う 村 に は か え ら な い こ と に し た 。 そ し て,コ ジ ャ ・

ン ダ レKojaNdale(筆 者 補 足:モ レ ・ケ リ ・サ ン バ か ら み て,東 方 に 実 在 す る 場 所

の 名 前)に む か っ て 歩 き は じ め た 。 だ が,コ ジ ャ ・ン ダ レ に つ い た と き,傷 口 か ら と

う と う 血 が 流 れ だ し て し ま っ た 。 と こ ろ が,し た た り お ち た 血 は,す ぐ さ ま 赤 い モ ロ

コ シ(リ オ 語 名1010:学 名:Sorghu皿vulgare)に な っ た 。

か れ ら は,そ こ か ら ン ボ ト ゥ ・ ラ ン バ ・ リ ルMbotuLambaLiruと い う 山 に む か い,

っ つ い て,ン ボ ト ゥ ・ラ ン バ ・ レ ナMbotuLambaLenaと い う 山 に の ぼ っ て い っ た 。

そ し て,タ ナ ・ヌ ヴ ァTanaNuwa-一 筆 者 補 足:以 上 の3つ の 地 名 は ブ ー 地 域(Tana
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Bu)に あ る(図2参 照)一 一 まで きた とき,は るか 遠 方 にs自 分 たち の村 の ある モ レ

・ケ リ ・サ ンバ が み え た。

か れ らは,な お も歩 きっ づ け,あ る丘 に た ど りつ い た 。 そ こで ラカ は,っ ぎの よ う

に い っ た。 「こん なふ う に,い き 先 も さ だ ま らぬ ま まに歩 いて い て も しか た が な い。

い っ そ,こ こで,別 れ た ほ うが い い のか も しれ な い。 おれ は ,村 にか え る。 村 で は,

父 や母 が,お れ た ち を探 して い る に ちが い な い。 こ こで別 れ る こ とに しよ う。 」

こう して,ラ カ は,村 にか え っ て い った 。 そ の た め に,そ の丘 は,以 後 ウ ォロ ・ウ

ィ ァWoloWi'a(別 れ の丘)と よ ばれ る こ と にな っ た。

ラ カ と別 れ た,ボ ビ とノ ン ビは,さ ら に歩 きっ づ け,と うと う,フ ロー レス 島の 北

海 岸 地 域 にあ る ニ ダ ・ヌ ア ・プ ウNidaNuaPu'uと い う村 に た ど りつ い た 。 そ して,

村 はず れ の 丘 にす む こ とに な っ た。

しか しな が ら,ボ ビと ノ ン ビは,毎 日,す わ っ て いる ば か りで あ った。 それ とい う

の も,彼 女 た ち の 毛髪 には 稲 が み の って お り,髪 の 毛 をバサ ッ と前 にた らす だけ で,

籾 米 をえ る こ とが で きた か らで あ る 。 ボ ビ と ノ ン ビは,そ れ を上 着 で う け とめ,ユ ウ

ガ オ(リ オ 語 名:hena,学 名:Lagenariasiceraria)の 果 皮 で つ くった 器 に こす り

つ け て籾 殻 を と って いた 。 人 々は,ボ ビ と ノ ン ビが な に を食 べ て い るの か を知 りたが

っ た が,み る こ とが で き た の は籾 殻 だ けで あ った 。

ボ ビと ノ ン ビは,た い そ うな美 人 であ った の で,す ぐに,多 くの 男 たち と知 りあ い

に な り,毎 日の よ う に,い れ かわ りた ち か わ り,男 たち が,彼 女 た ちの も と をお とず

れ て いた 。

そ して,そ の 日も,昼 飯 をす ませ た ころ に 少年 が や って き た。 ボ ビ とノ ン ビは,髪

の 毛 の シ ラ ミ を とっ て くれ る よ う に所望 し,少 年 は,そ れ に応 じた 。

だ が,シ ラ ミ をと って い るあ い だ に,少 年 は,髪 の 毛 の なか に一 粒 の籾 米 を発 見 し

た 。 そ して,そ れ を舌 の 下 にか くす と,少 年 は,シ ラ ミ を とるの に疲 れ た と い って,

家 にか え ろ う と した。 だ が,ボ ビ とノ ン ビが 頭 に手 をや っ てみ る と,籾 米 が な くな っ

て い た 。少 年 は,す ぐに よび も どされ,体 じゅ う を くま な く しらべ られ た。 しか しな

が ら,ボ ビと ノ ン ビは,籾 米 をみ つ け る こ とが で き なか った 。

この 盗 まれ た 籾 米 は,す ぐさ ま泥 の な か に うめ られ た。 な ん 日か た って,様 子 をみ

に い った 人 々は,'稲 が,す で に ガ イgai(学 名:Sacchrumspontaneum)の 大 き さ に

成 長 し,稲 穂 が み の っ て い る こと に驚 い た 。 か れ らは,収 穫 をは じめ,穀 物 倉 は 籾 米

で い っぱ い にな っ た。

だが,食 べ る こ とは,大 い にた め らわれ た。 それ とい うの も,人 々は,オ ン ドondo
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(学 名 不 明)と い う苦 い 味の す る ヤ ムイ モ を主 食 に して お り,そ れ が 稲 で あ る こと を

ま だ知 らな か った か らで あ る。 しか しな が ら,い ろ いろ と考 え たす え,人 々 は,そ の

不 思 議 な 実 を食 べ てみ る こと に した。

まず,籾 米 をユ ウ ガオ の 椀 に こす りつ け て 籾殻 をと り さっ て,風 選 にか け た。 そ し

て,小 さな 土 釜 で 炊 いた 。 釜 か らは,良 い に おいが た だ よっ て くる 。

最 初 に,一 人 の年 老 いた 男 が 食 べる こ とに な っ た。 死 ぬ な らば,自 分 ひ と りで た く

さ ん だ と思 っ た か らであ る 。 と ころが,食 べ は じめ る と,た ち まち の うち に老 人 は 太

っ て い っ た 。 ま わ りで み て い た 人 々は,老 人 がボ ウ ォ ・ベ ヌbowobenu(腹 の ふ くれ

て 死 ぬ病 気)に かか った の で は な いか と心配 した。 だ が,老 人 は,「 ま っ た く甘 い 味

が す る」 と い い なが ら,う まそ うに食 べ っづ け た。 そ して,体 は ます ます 太 って ゆ く。

こ う して,そ の 場 にい た す べ ての 者 が,飯 を食 べ る こ とにな った。

と ころ で,こ の よ うな こ とが お こる ま えか ら,ボ ビ とノ ン ビは,す で に大 勢 の 男 た

ち か ら,結 婚 を 申 しこまれ て い た。 それ とい うの も,彼 女 た ち は,た いへ ん な 美 人 だ

っ たか らで ある 。 しか しな が ら,ボ ビと ノ ン ビは,結 婚 の 申 し出 をは ね つ ける ば か り

で あ った 。 その た め に,男 た ちは,ボ ビ とノ ン ビ をい っそ の こ と殺 して しま う こ と に

した。

ボ ビ と ノ ン ビは,殺 され る まえ に,男 た ち にむ か って つ ぎ の よ う に い った 。 「さあ

殺 しな さい 。 で も,私 た ち を大 事 にす る こ と をわ すれ な い で くだ さ い。 足 な どで 踏 み

つ けて は な り ませ ん 。私 た ちが た おれ て い る とき に は,お こ して くだ さい 。 種 まき が

おわ り,野 菜 を収穫 す る 季 節 になれ ば,禁 忌(pire)を まも らね ば な りませ ん 。 禁 忌

は,私 た ち の 身体 に対 す る 禁 忌 な の です 。 そ れ とい うの も,乳 房 は キ ュ ウ リ(timu),

性 器 は シ ャ ロ ヅ ト(リ オ 語 名:SO皿u,学 名:Alliumascalonicum),オ ナ ラは ヒメ ボ

ウ キ(リ オ語 名:fate;学 名:Ocimu皿canum),リ ンパ 節 は シカ ク マ メ(リ オ語 名:

dowe;学 名:Psophocarpustetragonolobus)だ か らで す。 そ して,シ ョ ウガ(lea)

は 指 な の です 。 だか らsペ サ ・ウ タpesauta(野 菜 を収 穫 す る 儀 礼)を お こな う まえ

に,シ ョウ ガ を と って,む やみ に食 べ る のは,ち ょ うど,見 ず 知 らず の女 性 の 手 を に

ぎ る よ う な もの なの で す 。 これ らの 野菜 を食 べ よ う とす る と き には,ま ず ペ サ ・ウ タ

の 儀 礼 を お こな い,ウ ィス ・ル ルwisululu(祖 霊 の座,5・3・1参 照)で,私 た

ち の 父や 兄弟 に知 らせ て くだ さ い。 さも な い と,ベ ラ ・ク ラ,イ ア ・シサbelakela,

iasisa(直 訳:雷 が裂 き,イ ア 山が割 る;意 訳:落 雷 に よる 突然 死)に な りま す 。

これ は恥 ず か しい こ とです 。 雷 鳴 が とど ろ きわ た る とき には,私 の 兄弟 が や って き て

い るの で す 。 トウモ ロコ シ(jawa)は 私 た ち の 歯,豆 類(bue)は 肋 骨,ア ワ(リ オ語
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名:wete;学 名:Setariaitalica)は 髪 の 毛,モ ロ コ シ は 血,腸 は カ ボ チ ャ(besi)

,ヒ エ(Pegs)は 脂 肪,ド バdobaは 歯 垢 な の で す46)。 」 こ う い い の こ し て,ボ ビ と

ノ ン ビ は 殺 さ れ て い っ た47)。

殺 し た あ と で,男 た ち は,死 体 を ケ リ ・キ マKeliKimaと い う,近 く の 山 一 一 筆 者

補 足:ボ ビ と ノ ン ビ の 母 の 名 前 と ま っ た く お な じ で あ る こ と に 注 意 一 一 に ひ き ず り あ

げ,そ こ で 切 り き ざ ん だ 。 そ し て,死 体 の 各 部 を,籾 米 や,死 体 を 切 り き ざ む た め に

っ か っ た ま な 板(1iti)の 一 部 と と も に,大 勢 の 人 々 に 分 配 し た 。 そ の た め にsケ リ

・キ マ は
,以 後,ケ リ ・ン ド タKeliNdota(切 り き ざ み の 山)と よ ば れ る こ と に な

っ た(図2参 照)。

子 供 の こ ろ,私 の 家 に は,ボ ビ と ノ ン ビ の 死 体 を 切 り き ざ む た め に つ か っ た と い わ

れ る ま な 板 の 一 部 が あ り,そ れ は,ナ ン バ ン サ イ カ チ(リ オ 語 名:ndopo;学 名:Cassia

fistula)の 木 で つ く ら れ て い た 。 し か し な が ら,私 が ま だ 幼 い こ ろ に 父 と 母 は 死 ん

で し ま い,こ の ま な 板 は ど こ か へ い っ て し ま っ た 。

3・3ヨ セ ブ ・ボ カ に よ る異 伝

あ る 日の こ と,ボ ビと ノ ン ビが,薪 を と り にで か けた 。 ボ ビは姉,ノ ン ビは 妹 で あ

っ た 。 小 川 の 近 くで薪 を と って い る と,ボ ビが,あ や ま って 山 刀(topo)を 足 にふ り

お ろ して しま った 。血 が傷 口か ら流れ だ し,そ の 血 は,た ち ま ちの う ち に稲 にな った 。

ボ ビは,そ れ をひ ろ い,髪 の 毛 の な か に しま った 。 そ して,足 をひ きず りな が ら,北

海 岸 地 域 へ と歩 い て い っ た。

ボ ビ と ノ ン ビは,翌 日ニ ダ ・ヌ ア ・プ ウNidaNuaPu'uと い う村 につ き,バ クbhaku

と よば れ る 小 屋 で休 ん で い た。 す る と,少 年 が や って きた の で,ボ ビと ノ ン ビは,頭

が か ゆ くて しか た が な いか ら,シ ラ ミと りを して くれ る よ うに たの ん だ。

と ころ が 少 年 は,シ ラ ミと りを して いる うち に,籾 米 をみ つ け た。 そ して,そ れ を

口の 中 にい れ,奥 歯 の と こ ろ にか く した。 少 年 は,す ぐさま,シ ラ ミと りを おわ りに

して か え ろ う と した。 と ころ が,ボ ビが 頭 に手 をや って み る とs髪 の 毛 の な か に しま

っ て おい た籾 米 が な くな って い た 。 そ こで,ボ ビは,少 年 に籾 米 をか え す よ うに い っ

た。 だ が,少 年 は,し らを き りつ づ け た。

ボ ビ とノ ン ビの詮 索 をの が れ た少 年 は,そ の 足 で,あ る 老 人の と ころ にい った。 そ

して,籾 米 をみせsそ れ が な ん で あ るか をた ず ね た。 だ が,そ れ は,み た こ とも な い

も の だ った の でs老 人 は,と りあ えず 土 の な か に うめ て み る よ うに い った 。
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そ こで 少 年 は,籾 米 を泥 の なか に うめ た。 す る と,籾 米 は,3,4日 で 芽 をだ し,

茎 に は,す で に節 も つ い て い た。 ま った くお ど ろ くほ どの は や さ で あ っ た。

その 後 も,稲 は 成 長 をっ づ け,ベ トゥbhetu(直 訳:妊 娠 す る;意 訳:稲 の 穂 が茎

の なか に お さ ま った 状 態,い わ ゆる 「穂 ば らみ」)に な っ た とき,稲 は ガ イgai(学

名:Sacchrumspontaneum)の 高 さ にま で た っ した 。 そ して,と うと う稲 は,黄 金 色

に み の っ た。 人 々は,稲 刈 りを お こな い,乾 燥 させ,森 の なか にか く した。 ボ ビ とノ

ン ビは,こ の こと を ま った く知 らなか った。 籾 米 が 完 全 に乾 燥 す る と,老 人 は,米 を

っ い て炊 くよ う に命 じた 。

炊 き あが る と,た った ひ とに ぎ りの 米 は,ヤ シ殻 の椀 に2杯 ほ どの 量 に な った 。 ま

ず 老人 が 食 べ る こ と にな った 。 た と え死 ん で も,老 人 な らば よい とい うわ け であ る。

老 人 は,飯 を食 べ て み た 。 す る とそ の 味 は,じ つ に甘 く感 じ られ た 。少 年 は,少 し

わ け て くれ る よ う に たの ん だ が,老 人 は,け っ して食 べ させ よ う とは しな か っ た。

老 人 はs食 べ おわ る と,す ぐに寝 こん で しまっ た。 まわ りに いた 人 々は,老 人 を ゆ

り う こか した 。 それ と い うの も,老 人 が 死 ん で しま った の で は な いか と思 った か らで

あ る 。

ゆ り う こか され,老 人 は 目をさ ま した が,手 足 が お どろ くほ ど強 くな り,ま っ た く

疲 れ な い よ うに な っ て い た。 そ こで は じめ て,老 人 は,飯 を炊 いて,み ん な で食 べ る

よ う にい っ た 。

飯 を食 べ お わ る とs少 年 は,村 人 たち にい った 。 「おれ た ちの 食 べ た もの は,じ っ

は 人 間 の 頭 か ら とっ た もの な ん だ 。 た った 一 粒 うえ ただ け で,3,4日 で 芽 が で て,

夜 も昼 も 成 長 をつ づ け た。 まず,じ い さん が 食 べ たが 無 事 だ っ た。 そ こで,み ん な で

食 べ た って わ け だ 。本 当 に う まか っ た。 」

(こ こで ヨセ ブ ・ボ カ は,ボ ビ とノ ン ビが 殺 され た理 由 を説 明せ ず に,ボ ビ とノ ン

ビが 殺 され た あ との話 へ とす ん で い っ た。 ボ ビ と ノン ビが 殺 害 され た理 由 につ い て 質

問す る と,ヨ セ ブ ・ボ カ は,「 よ り多 くの 稲 をえ る ことで あ った の で は な いか 」 と答

え た。)

ボ ビ と ノ ン ビ を殺 して しま う と,人 々 は,大 勢 の 人 間 を よぴ あ つ め た。 そ して,死

体 を切 りき ざん で,わ け あ た え た。 最後 にや っ て きた の は,エ ンデ族(AtaEnde)で

あ り,の こ っ てい た 指 の 部分 が あた え られ た。 つ ま りかれ らは,豆 をえ た の であ った ・

こ う して,さ ま ざ まな作 物 が 各 地 にひ ろ ま っ て い った 。

(ヨ セ ブ ・ボ カ は,こ こま で語 った と ころ で,急 に話題 をか え,ボ ビ とノ ン ビの 兄

弟 につ い て話 しは じめ た 。)
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ボ ビ とノ ン ビに は,ラ カLakaと い う名 の兄 弟 が いた 。 かれ は,ボ ビ とノ ン ビを さが

して,ケ リ ・ン ドタKeliNdota(ボ ビ とノ ン ビが 切 りき ざ まれ た 山)ま でや って き

た 。 そ して,人 々 につ ぎ の よ うに い った 。 「おまえ た ち,こ こで 私 の姉 妹 が いな くな

っ た。 お まえ た ちが 姉 妹 を殺 したの だ 。 だ い じに世 話 を しな さい 。 そ して,食 べ 物 を

あ た え な さ い。 豚 を殺 して 私 の姉 妹 に供 え な さ い。 姉妹 が,私 た ち の と ころへ も って

くる だ ろ う。 そ うす れ ば,お ま えた ち は豊 作 に なる だ ろ う。 」

3・4作 物 起 源 神 話 の 一般 的要 素

ヨセ ブ ・ロ ワ と ヨセ ブ ・ボ カ に よ って語 られ た2つ の 異 伝 に は,っ ぎ にの べ る よ う

な共 通 点 が ふ くまれ て い る。

a)大 半 の 作 物 は,ポ ビ と ノ ン ビ とい う女 性 の 身体 か ら発 生 した 。

b)ボ ビ と ノ ン ビに は,ラ カ とい う名 前 の 兄 弟 が いた 。

c)ボ ビ と ノ ン ビの 身体 の それ ぞれ の 部 位 は,別 々の 種類 の作 物 とな った 。

d)斧(taka)も し くは 山刀(topo)が うち こまれ る こ とに よ って,ボ ビ と ノン ビ

は,作 物 を うみ だす 存 在 とな っ た。

e)神 話 の 主要 部 分 を構 成 して い るの は稲(赤 米)の 発 生 で あ り,ま た,稲 が も っ

とも 重要 な作 物 と して あ つ かわ れ て い る48)。

f)稲 は,最 初,ボ ビ と ノ ン ビの 頭 髪 にみ の っ て いた 。

g)ボ ビ とノ ン ビの 身 体 は,ケ リ ・ン ドタ で 切 りきざ まれ,作 物 の 種 と して 分配 さ

れ た 。

以 上 の よ うな共 通 点 は,マ キ ・ン ドリ ・ワ ン ゲ とそ の周 辺 で え た,べ つ の異 伝 に も

ふ く まれ て お り,し た が っ て,マ キ ・ン ドリ ・ワ ンゲ とその 周 辺 に お け る作 物 起 源 神

話 の 基 本 的 な構 成 要 素 にな っ て いる よ うに思 われ る 。 だが,こ の 基 本 的 な要 素 の ほ か

に,つ ぎ の よ うな 事 柄 にも注 意 をは ら う必 要 が ある 。

h)ボ ビと ノ ン ビ とい う名 前 は,あ くまで も個 人 名 で あ りs彼 女 た ち は,イ ネ ・パ

レinepare(稲 の母)と い う一般 名 で も よば れ る。

i)ヨ セ ブ ・ロ ワは,ボ ビと ノ ン ビが 殺 され る こ とに な った 理 由を,結 婚 の 申 しこ

み をは ね つ け た こと に も とめ て お り,ヨ セ ブ ・ボカ は,よ り多 くの 作 物 をえ よ

一52一



う とす る願 望 に も とめ て い る。 筆 者 の 知 る か ぎ り,作 物 起 源 神 話 の な か で語 ら

れ る 殺 害 の 動機 は,ほ ぼ この2種 類 の い ずれ か に分 類す る こ とが で き る。

j)作 物 起 源 神 話 の なか で 語 られ る,イ ネ ・パ レの 身 体 の部 位 と作 物 の 種類 との 対

応 関 係 をみ て ゆ くと,作 物 の 大半 は,イ ネ ・パ レか ら発 生 した こ とが あ き らか

と な る。 しか しな が ら,ヤ ム イ モや タ ロイ モ が イネ ・パ レか ら発 生 した こ とを

物 語 る神 話 は 皆 無 で あ る。

k)の ち ほ ど くわ しくの べ る よ うに,イ ネ ・パ レの身 体 か ら発 生 した稲(赤 米)を

は じめ とす る 作 物 は,女 性 とみ な され て いる 。 だが,パ レ ・ラ カparelaka

(ラ カの 稲)も しくはサ ニ ・ウ ェナsaniwena(畑 の 下端)と よ ばれ る稲(濃

い紫 色 を した 米)だ け は,男 性 とみ な され て お り,ボ ビ とノ ン ビの 兄 弟 で あ る

ラ カLakaと 関 連 づ け られ てい る 。 この 稲 は,作 物 を外 敵 か らま も っ て くれ る の

だ とい われ,畑 の 下端 で栽 培 され る が,イ ネ ・パ レの 身体 か ら発 生 した作 物 と

は こ とな り,農 耕 儀礼 の対 象 とな る こ とはな い49)。

3・5作 物 に 関す る 諸 知 識

っ ぎ に,作 物の 起 源 神 話 と密 接 な 関 連 をも つ と考 え られ る さ ま ざ まな 知 識 に つ い て

の べ る こ と に しよ う。

稲 は,人 間 とお な じよ う に霊 魂(mae)を も って い るの だ とされ,稲 刈 り に とも な う

ピ グpiguと よばれ る儀 礼(後 述)で は,稲 の 霊 魂 を と らえ る ことが 重 大 な 関 心 事 とな

っ てい る 。

一般 に
,女 性 や子 供 の 霊 魂 は,男 性 の もの と く らべる な らば,ヘ クheku(直 訳:や

わ らか い;意 訳:脆 弱 であ る)で あ りs身 体 か らは なれ(bopa)や す い と考 え られ て

い る。 これ と おな じょ う に,稲 の霊 魂 は,ち ょ っ と した きっ か け で,ど こか へ い って

しま う(bopa)の だ といわ れ る 。 したが ってsた とえ ば,畑 で 大 き な ク シ ャ ミ(fena)

を して しま った とき に はsす ぐにクル ル ル と舌 をふ るわ せ(keri)て,稲 の 霊 魂 を よ

び も ど さな けれ ば な らな い。 この 行為 は,ケ リ ・マ エ ・パ レkerimaepareと よば れ

る が,幼 児 が お どろ い て泣 きだ した と き(つ ま り驚 い た ため に霊 魂 が遊 離 しそ うな 状

況)や ニ ワ トリを よび よせ る と き にも,こ れ と おな じことが お こな われ る50)。

ま た,と りわ け 男性 は,稲 を女 性 と して あつ か う こと に,日 ごろ か ら じゅ うぶ ん な

注 意 をは らわ な けれ ば な らな い。 た とえ ば,作 物 をふ み つ ける こ とは禁 忌 であ り,ま

た,朝 はや く男 性 が 畑 に は い る こ とは,プ ー ・ネ ブ ・リオ ・アエpuneburioae(異
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性 が 水 浴 して い る と ころ には い ってゆ く こ との禁 止)と してつ つ しまれ る。 それ とい

うの も,稲 は,妊 娠 中の 女 性 と おな じよ うに,朝 はや く水 浴 す る とい われ るか らで あ

る 。 この 禁 忌 は,っ ぎ にの べ る よう な,稲 の 成長 段 階 名 や部 分 名称(表4参 照)と 密

接 な 関 連 をも っ て いる5D。

稲 穂 は,出 穂 に い たる まで の あ い だ,止 葉(稲 穂 を最後 まで つ つ ん で い る葉)に つ

っ まれ て い る が,こ の 状 態 は,ベ トゥbhetu(妊 娠)と よ ばれ,登 熟 の過 程 で炭 水 化

物 をふ くん だ 白い水 が 籾 殻 の な か に た ま って ゆ く ことは,ア エ ・ス ス ・ダ マaeSUSU

dhama(母 乳 が 入 る)と 表 現 され る。 また,母 乳 が た まっ た状 態 は,パ レ ・アエ ・ス

ス ・ベ ヌpareaesusubenu(乳 に満 ちた稲)と も よば れ る。 した が っ て,米 は,こ

の 母 乳 が 固 ま った もの なの で ある 。

これ に くわ え,止 葉 は,ロ バlopa(赤 子 の 産 着)と よ ばれ,止 葉 に くる まれ て い

る 稲 穂 は,つ ぎ にの べ る よ う な意 味 で新 生 児 にた とえ られ る。 リオ 族 の 社 会 に お いて,

同性 の 「双 子 」(anadhumbirua)は,と りた て て人 々の 関 心 をひ か な い 。 だ が,異

性 の 双 子 が う まれ る と,そ の 双 子 は,母 の 胎 内で ペ ラ ・パ ニpelapani(非 合 法 的 な

性 関 係 の こ とで あ り,こ の 場 合 には近 親 相 姦 を意 味す る)を 犯 してい た とみ な され る。

したが って,異 性 の双 子 は,こ の 関係 を断 つ た め に,べ つ べ つの 家 で 育 て られ な けれ

ば な らな い 。 おな じ ことは,稲 につ い ても い え る 。バ レ ・ン ガ アparengga'a(直 訳

:枝 わ か れ した稲;意 訳:穂 首 の 部分 か ら枝 わ かれ した 稲穂 を もつ 稲)が み つ か っ た

場 合,稲 が おな じ品種 で あ る な らば,な にも 問 題 は お こ らな い。 だ が,パ レ ・ン ガ ア

が ことな った 品種 の稲(た と えば通 常の 赤 米 と上 記の パ レ ・ラ カ)で あ る 場 合,か れ

らはsペ ラ ・パ ニ を犯 して い た とみ な され,ガ モ ・パ レ ・ン ガ アgamoparengga'a

(パ レ ・ンガ ア を洗 う)と よ ばれ る儀 礼 が お こな われ なけ れ ば な らな い52)。

この よ う に,稲 穂 に は,稲 の 子供 と して の イ メー ジが 付 与 され てい る わ け で あ る がr

その 一 方 で,稲 穂 には,稲 の 頭 と しての イ メー ジが付 与 され て も いる 。 な ぜ な らば,

穂 首は,テ ン グtengu(首)と よば れ る ばか りで な く,稲 穂 に は,ク トゥ ・パ レkutu

Pare(稲 の シ ラ ミ)と よ ばれ る花 粉 や菊 が あ るか らで ある 。 これ に くわ え,作 物 の起

源 神 話 では,稲 穂,頭,シ ラ ミが 密 接 に 関係 づ け られ て いた こ とに も注 意 をは ら う必

要 が あ る。
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第4章 神 霊 に 関 す る 知 識

4・1天 空 神 と土 地 神

リオ族 の 人 々は,天 上 と地 下 にす ま う一 対 の 至 高神 の 存在 を認 識 して い る。 前 者 は

ドゥァdu'a,後 者 は ンガ エ,-nggaeと よば れ,神 々に むか って言 上 され る 祝 詞の な か で

は,ド ゥア ・ゲ タ ・ル ル ・ウ ラ,ン ガ エ ・ガ レ ・ウ ェナ ・タナdu'aghetaluluwula,

,-
nggaeghalewenatana(月 の上 の ドゥア,地 の 下 の ンガ エ)と い う儀礼 言 語 が も ち

い られ る。 だ が,こ の ドゥア とンガ エ とい う名 称 は,か な らず しも 常 用 され る もの で

は な く,と くに地 下 にす ま う神 は,タ ナ ・ワ トゥtanawatu(土 ・石)も し くは リマ

・プ ア1imabua(毛 の は え た手)と よばれ る 場 合 が多 い 。 ま た,天 上 にす ま う神 は,

しば しば ウ ラ ・レジ ャwulaleja(月 ・太 陽)と も よばれ,こ れ は,タ ナ ・ワ トゥ と

い う名 称 と対 の 関係 に あ る よ う に思 われ る。 した が って,以 下 で は天 上 にす ま う神 を

ウ ラ ・レ ジ ャ(天 空神)と よび,地 下 にす ま う神 を タナ ・ワ トゥ(土 地 神)と よぶ こ

と に しよ う。

この 一 対 の 存在 につ いて,ま ず指 摘 して お き た いの は,タ ナ ・ワ トゥと ウ ラ ・レジ

ャ につ い て 知 られ て いる 知 識 の 量 が 大 き くこ とな って い る こ とで あ る。 つ ま り,タ ナ

・ワ トゥ につ い て は ,多 数 の 慣 例 的 な表 現 と,そ れ に付 随 す る 比較 的豊 富な 知 識 が知

られ て お り,タ ナ ・ワ トゥ と相 互 交渉 を お こ な う文 脈 も数 多 く存 在 す る。 これ に対 し

て,ウ ラ ・レジ ャ に 関す る 慣 例 的 な表 現 は 少 な く,ま た,ウ ラ ・レジ ャ と相 互 交 渉 を

お こな う文脈 も わず か で あ る 。 明確 なか た ち で ウ ラ ・レジ ャ との相 互 交 渉 が お こな わ

れ る の は,ト ワ ・リマ ・ ドゥァtowali皿adu'a(天 空神 の 手 をほ ど く)と よば れ る 一

種 の 治療 儀 礼 と,ポ オpO'0(後 述)と よば れ る農 耕儀 礼 の 文脈 に ほ ぼ限 定 され る よ う

に 思 われ る。

これ に くわ え,タ ナ ・ワ トゥと ウ ラ ・レ ジ ャ につ いて,も うひ とつ 指 摘 して お き た

い の は,こ の 両 者 の 性 別や 相 互 関係 を説 明 す る 知識 が,ほ とん ど と い って よ い ほ ど知

られ て い な い こ とで あ る53)。

この 点 につ いて,リ オ族 の 神 観 念 に関 す る ア ル ン トの研 究[Arndt1939]は,興 味

ぶ か い資 料 を提 供 して い る。 アル ン トは,リ オ族 の 居 住地 域 を広 範 囲 に歩 き まわ り,

25名 の 話 者 か ら聴取 した天 空 神(du'a)と 土 地神(,.nggae)に 関 す る 説 明 を くわ しく

記 録 してい る 。 そ の 一部 を紹 介 して お くと,25名 中10名 の者 が,天 空神 を 男性,土 地

一55一



神 を女 性 と説 明 して お り,4名 の者 は,天 空 神 は女 性 で あ り,土 地 神 は 男 性 で あ る と

の べ て い る。 そ して,そ の 他 の者 は,天 空神 と土 地神 が 男性 で も女 性 で も あ る と答 え

た り,1人 の 男性 で あ る と説 明 した り,性 別 につ い ては 答 え て いな か った りす る。 ま

た,天 空神 と土 地 神 の 数 に して も,1名,7名,30名 とい っ た具 合 に さ ま ざ まであ る 。

だ が,こ の 両者 が どの よ うな 関 係 にあ る か に つ い て 説 明 して い る者 は 皆 無 で あ る。

行 政 的 な統 計資 料 に よれ ば,リ セ地 域 の 住 民 は,全 員 カ トリ ックの 信 者 で あ り,ま

た,カ トリ ック への 改 宗 は,現 在 生 き て いる 老 人 た ちの 親 の 世 代 です で には じま っ て

い る 。 した が っ て,カ トリッ クは,リ セ地 域 に おい て少 な く とも半 世 紀 の 歴 史 をも っ

て お り,そ の あ い だ に,ウ ラ ・レ ジャ と タナ ・ワ トゥを対 象 とす る儀 礼 の 一 部 が す た

れ て い っ た こ とは確 か だ と いえ る(た だ し消 滅 した とい いき れ る儀 礼 は 存 在 しな い)。

だ が,ア ル ン トの研 究 が しめ す よ うに,1930年 代 にお いて も ウラ ・レジ ャ と タナ ・ワ

トゥの 性 別 や相 互 関係 は,だ れ も が知 る 自明 の 知 識 で はな か った よ う に思 わ れ る 。 タ

ナ ・ワ トゥ と ウラ ・レジ ャの 性 別 や相 互 関係 は,現 在 では,儀 礼の 解 釈 をと お して し

か 顕 在 化 しな い よ うな状 況 が 成 立 して い るわ け であ る が(第7章 参 照),過 去 に おい

て も,事 情 は,現 状 とさ ほ ど ちが って い なか っ た可 能性 を否 定 す る こ とは で き ない で

あ ろ う。

4・2土 地 神

タ ナ ・ ワ ト ゥ は,人 間 に 作 物 の 恵 み を あ た え,親 が 子 を や し な い 育 て る の と お な じ

よ う に,人 間 を 養 育 す る(paga)存 在 と み な さ れ て い る 。 こ の こ と は,儀 礼 言 語 で は

タ ナ ・パ ガ ・サ ガ,ワ ト ゥ ・モ ー ・ トン ドtanapagasaga,watumotondo(土 が や

し な い,石 が 育 て る)と 表 現 さ れ る が,日 常 的 な 会 話 の 文 脈 で は,こ れ と お な じ よ う

な 意 味 で,キ タ ・カ ー ・ レ カ ・タ ナkitakalekatana(直 訳:わ れ わ れ は 土 地 か ら

食 べ る,意 訳:人 間 は 土 地 神 か ら 作 物 を え て,そ れ を 食 べ て 生 き て い る)と い う 表 現

も も ち い ら れ る 。

ま た,こ の2つ の 表 現 と は 意 味 内 容 が か な り こ と な っ て い る が,タ ナ ・オ ラ ・ン バ

ー ・カ ー
,ワ ト ゥ ・オ ラ ・ ロ ラ ・ ミ ヌtanaolambaka,watuolaloraminu(直 訳

:土 は 歩 い て 食 べ る も の,石 は 行 き て 飲 む も の;意 訳:旅 先 で はs畑 か ら 無 断 で 作 物

を と る こ と が ゆ る さ れ る)と い う 儀 礼 言 語 が あ り,こ れ も ま た,タ ナ ・ ワ ト ゥ の 「生

の 与 え 手 」 と し て の 側 面 を 表 現 し て い る と い っ て よ い 。

し か し な が ら,タ ナ ・ ワ ト ゥ は,「 生 の 与 え 手 」 と し て の 側 面 の ほ か に,そ れ と は
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対 照 的 な 「死 の 与 え 手 」 と し て の 側 面 も も っ て い る 。 っ ぎ に の ぺ る よ う な2つ の 表 現

は,こ の タ ナ ・ ワ ト ゥ の も つ 死 の 与 え 手 と し て の 側 面 を 明 確 に い い あ ら わ し て い る 。

そ の ひ と つ は,ン ガ エ ・パ イ,-nggaepai(土 地 神 が 呼 ぶ)で あ り,老 年 に な っ て む

か え る,い わ ば 理 想 的 な 死 を 意 味 す る 。 こ の よ う な 死 は,う ま れ た 時 刻 と お な じ 時 刻

に お と ず れ る の だ と い わ れ る 。

こ れ と 対 照 的 な 位 置 に あ る の が,タ ナ ・カ ー,ワ ト ゥ ・ペ サtanaka,watupesa

(土 が 食 べ,石 が 食 す)と よ ば れ る 死 で あ り,こ れ は,タ ナ ・ワ ト ゥ が 「怒 っ て,罰

を あ た え た 」(rudurake)た め に お こ る よ う な 突 然 の 死 を 意 味 す る 。 タ ナ ・ ワ ト ゥ

は,人 間 の お こ な う 「す べ て の こ と を 知 っ て お り 」(mbe'oleisawe),悪 い(�,ree)

こ と,ま ち が っ た(sala)こ と を お こ な う 人 間 に,裁 き を あ た え る(ukumanusia)存

在 な の で あ る 。 タ ナ ・ワ ト ゥ は,そ の 配 下(ha'ili皿a)で あ る 妖 術 者(polo)に 命 じ

て(.,.S11),懲 罰 の 対 象 者 を 殺 し(wela),妖 術 者 と と も に,そ の 死 体 を 食 べ る(pe-

sa)の だ と い わ れ る 。 し た が っ て,タ ナ ・ ワ ト ゥ は,妖 術 者 を は る か に こ え た 力 を も

っ ポ ロ ・プ ウpolopu'u(直 訳:根 本 の 妖 術 者;意 訳:最 高 位 の 妖 術 者)で も あ る の

で あ る[杉 島1986a]。

こ の よ う に,理 想 的 な 死 に せ よ,非 理 想 的 な 死 に せ よ,人 間 は,タ ナ ・ワ ト ゥ の 意

向 に も と つ い て 死 へ と み ち び か れ る わ け で あ る が5d),タ ナ ・ ワ ト ゥ の す ま う 土 地 は,

死 者 が ゆ き っ く 場 所 の ひ と つ と し て と ら え ら れ て い る よ う に 思 わ れ る 。 こ の こ と を 端

的 に し め し て い る の は,葬 送 儀 礼 の 文 脈 で も ち い ら れ る,つ ぎ の よ う な 表 現 で あ る 。

キ タ ・ ワ ロ ・ レ カ ・ タ ナkitawalolekatana(直 訳:わ れ わ れ は 土 地 へ も ど る;

意 訳:わ れ わ れ は 死 ぬ と,土 地 に 帰 還 す る):こ れ はsす で に の べ た カ ー ・ レ カ ・タ

ナ(わ れ わ れ は 土 地 か ら 食 べ て い る)と 対 を な す 表 現 と い え る が,つ ぎ の よ う な 表 現

も,こ れ と ほ ぼ お な じ 意 味 で も ち い ら れ る 。

ナ イ ・ レ カ ・ ト ゥ カ ・イ ネ ・カ イnailekatukainekai(母 の 腹 に は い る):ト

ウ カ ・イ ネ ・カ イtukainekai(母 の 腹)と い う 表 現 は,い さ さ か 曖 昧 で あ る が,土

葬 に さ れ る 死 体 が,新 生 児 の よ う に 「手 足 を ち ぢ め た 姿 」(kurukudhu)に さ れ る こ

と やs地 下 が,ト ゥ カ ・ タ ナtukatana(土 地 の 子 宮)と よ ば れ る こ と を 考 え あ わ せ

る な ら ば,「 母 の 胎 内 に は い る 」 と い う 表 現 が 意 図 す る の は,母 の 胎 内 に も に た ト ゥ

カ ・タ ナ(土 地 の 子 宮)に も ど る こ と な の だ と い え よ う 。

し か し な が ら,ト ゥ カ ・タ ナ(土 地 の 子 宮)は,死 者 の ゆ き つ く 場 所 と し て ば か り

で な く,作 物 が 産 出 さ れ る 場 所 と し て も 認 識 さ れ て い る 。 つ ま り,ト ゥ カ ・ タ ナ は,

種 ま き が お こ な わ れ,そ こ か ら 作 物 が 成 長 し て く る 場 所 な の で あ る 。 そ れ ゆ え に,人
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々 は,ン ゴ ル ・ン グ レngorungure(収 穫 物 が ト ゥ カ ・タ ナ に と り こ ま れ る た め に,

収 穫 量 が 減 っ て し ま う こ と)を ふ せ ぐ た め に,ニ ジ ョ ・ ト ゥ カ ・タ ナnijotukatana

(土 地 の 子 宮 の 呪 文)と よ ば れ る 呪 文 を し ば し ば 畑 で と な え る の で あ る 。

し た が っ て,土 地 は,生 と 死 の 与 え 手 で あ る タ ナ ・ ワ ト ゥ の す ま う 場 所 で あ る が ゆ

え に,生 と 死 が 転 換 さ れ る 場 所 と し て 認 識 さ れ て い る の で あ り,こ の 生 と 死 が 転 換 さ

れ る 場 所 と し て の 土 地 が,ト ゥ カ ・タ ナ(土 地 の 子 宮)に た と え ら れ る の で あ る 。 言

葉 を か え る な ら ば,土 地 は 擬 人 化 さ れ て い る わ け で あ る が,っ ぎ に の べ る よ う な 表 現

は,こ の こ と を 明 確 に し め し て い る 。

タ ナ ・カ ン ブtanakambu(太 っ た 土 地):こ の 表 現 は,タ イ ・フ ァ カta'ifaka

(ミ ミ ズ が 土 中 か ら だ し た 排 泄 物)が た く さ ん あ る よ う な,肥 沃 な 土 地 を 意 味 す る 。

す べ て の 呪 文(nijo)に は,イ ネine(母)と よ ば れ る キ ー タ ー ム が ふ く ま れ て お り,

こ れ が 呪 文 の も つ 効 力 の 源 泉 に な っ て い る と い わ れ る が,上 記 の ニ ジ ョ ・ ト ゥ カ ・ タ

ナ(土 地 の 子 宮 の 呪 文)の 場 合 に はs「 ミ ミ ズ 」(hati)と い う 言 葉 が キ ー タ ー ム に

な っ て い る 。 ま た,妊 娠 す る こ と は,ト ゥ カ ・タ イtukata'i(子 宮 ・排 泄 物)と 表

現 さ れ,カ ン ブ と い う 言 葉 は,「 太 っ た 」 も し く は 「脂 肪 」 と い う 意 味 で も ち い ら れ

る ば か り で な く,ン ゲ ー ・ レ カ ・ ト ゥ カ,ベ カ ・ レ カ ・カ ン ブnSelekatuka,beka

lekakambu(腹 か ら 殖 え,子 宮 か ら 増 え る)と い う 儀 礼 言 語 の 文 脈 で は,「 子 宮 」 の

意 味 で も つ か わ れ る 。

そ し て,作 物 の で き の よ く な い 地 味 に と ぼ し い 土 地 は,タ ナ ・ノ コtananoko(や

せ た 土 地)と 表 現 さ れ る 。

タ ナ ・ワ ト ゥ ・ リ セ ・ネ ギ ・デ マtanawatuLisenegidema(リ セ 地 域 の タ ナ ・

ワ ト ゥ は,本 当 に 強 い):こ れ は,か な ら ず し も 定 型 化 さ れ た 表 現 で は な い が,あ る

老 人 は,こ の よ う な 言 葉 で,他 の 政 治 共 同 体 の タ ナ ・ワ ト ゥ と く ら べ,リ セ 地 域 の タ

ナ ・ワ ト ゥ が は る か に 強 い こ と を 表 現 し て い た 。 こ の 表 現 で 注 目 さ れ る の は,ネ ギ と

い う 言 葉 が 肉 体 的 な 強 さ を 意 味 す る 形 容 詞 で あ る こ と と,そ れ ぞ れ の 政 治 共 同 体 の タ

ナ ・ ワ ト ゥ が,べ っ べ っ の 存 在 と し て と ら え ら れ て い る こ と で あ る 。

タ ナ ・ン ゲ ー,ワ ト ゥ ・ ン ゲ ダtanange,watungeda(土 が 生 育 し,石 が 大 き く な

る):こ の 儀 礼 言 語 は,ウ ォ ダ ・ラ シ と ン ゲ ラ ・ラ シ の 子 孫 が,先 述 の11の タ ナ(2

・2参 照)を つ ぎ っ ぎ と 併 合 し
,し だ い に 政 治 共 同 体 の 領 地 が 大 き く な っ て ゆ く さ ま

を 表 現 し て い る 。

タ ナ ・ペ ト ゥ,ワ ト ゥ ・ ラ ン ゴtanapetu,watUtango(土 は 熱 く,石 は あ つ い),

タ ナ ・ケ タ,ワ ト ゥ ・ン ガ ー-tanaketa,watungga(土 は 冷 た く,石 は つ め た い):
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前 者 は,政 治 共 同体 の領 地(tanawatu)を め ぐる争 いが た えず,混 乱 が っ つ い て い

る 状態 を意 味 し,後 者 は,領 地 をめ ぐる争 い が しず ま り,平 和が お とず れ た こ と を意

味 す る儀 礼 言 語 で あ る。 ペ トゥと ラン ゴ は,病 気 の ため に熱 が 高 い さ ま を形 容 す る言

葉 で あ り,ま た,ケ タ と ン ガー は,健 康 な状 態 を形容 す る 言 葉 で あ る。 した が って,

この2つ の 儀 礼 言 語 は,人 間の 健 康 状 態 につ いて の表 現 を転 用 した もの な の で あ る 。

ベ ガ ・ラ カ ・ゲ レ ・ラ イbegarakaSteelera'i(畑 の 上 端 まで の女 陰):い つ種 ま

き が お こなわ れ て も よ い状 態 に まで と との え られ た畑 は,し ば しば,こ の よ う に表現

さ れ る 。

タナ ・タ ガ ・ラ ラ,ワ トゥ ・ピピ ・テ キtanatagalara,watupipiteki(土 の ふ

く らは ぎ が枯 れ て 黄 色 くな り,石 の 頬 が ひ き はが され る):こ れ は,火 入 れ の さい し

て 森 を延 焼 させ た こ と を意 味す る儀 礼 言語 で あ り,森 を延 焼 させ た者 は,ポ オ と よば

れ る 儀 礼(後 述)で,豚 を供犠 す る こ と によ って,タ ナ ・ワ トゥの許 しを こわ な けれ

ば な らな い 。

タナ ・ウ ィウ ィ ・ンガ ンガtanawiwinganga(土 地 の 口があ い て い る):こ の 表 現

は,供 物 を うけ とる た め に,タ ナ ・ワ トゥが 口 をあ けて い る状 態 や,タ ナ ・ワ トゥが

人 間 を食 べ る た め に,口 をあ け て いる 状 態 を意 味す る 。 土地 の 口が ひ らき っ ぱ な しに

な って い る 状 態 は,き わ め て危 険 なの で,そ れ をと じる た めの 儀 礼 が あ り,そ の 儀 礼

は,レ イ ・タ ナ,,reitana(土 地 を縫 う)と よばれ る 。

オ ラ ・ンガ イolangai(息 をす る場 所):こ れ は,タ ナ ・クネ ・マ ラ(表1参 照)

内 にあ る 洞 穴 の 名前 で あ る 。 タ ナ ・ン ゴ ンデ,タ ナ ・ラ トゥ ・ジ ャ ジ ャ ・ワル ・ジ ャ

ジ ャ,タ ナ ・フ ブ ・ラ シが,ま だ リセ地 域 の 領 地 に な って い な い ころ,ウ ォダ ・プ ラ

と ワ ンゲ ・ンベ テ(表1,図4参 照)は,こ の 洞 穴 に アナ ・コオanako'oと よ ばれ る

木 片 をな げ こみ,フ ロー レス 島 の 南 にひ ろ が る 海(サ ブ海)に で て くる か ど うか を し

らべ る こ とで,こ の3つ の タナ が タナ ・クネ ・マ ラ と一 体 の もの で ある か ど うか をう

らな った とい う伝承 が 知 られ て い る。

デ オ ・ポ ロ ・タ ナdeoholotana(土 地 の 頭 をに ぎ る者):こ の 表 現 は,村 落 共 同

体 の領 地 を所 有 す る首 長(村 落 共 同体 の 長)の こ とを意 味 し,す で に い く度 か も ち い

た 「土地 の 所 有 者 」,「 土 地 を所 有 す る」,「 土 地 の所 有 権 」 とい う表 現 は,こ の デ

オ ・ポ ロ ・タナ とい う表 現 の 比 喩 的 な翻 訳 にす ぎな い。 筆 者 の 知 る か ぎ り,リ オ 語 に

は,「 土 地 の 所 有者 」,「 土 地 を所有 す る」,「 土地 の 所 有 権 」 な ど と直 接 的 に対応

す る表 現 は な い よ うに思 わ れ る 。

ペ オ ・ホ ロ ・タ ナpeoholotana(土 地 の 頭 を こち らに む ける):戦 争 な どの 手 段
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に よ って,領 地(タ ナ)を 獲 得 した場 合,コ ル ・コエkolukoe(土 地 に 穴 をほ り,タ

ナ ・ワ トゥへ の 供 物 を うめ る儀 礼)に よっ て,タ ナ ・ワ トゥ(土 地神)と あ らた に 関

係 を と りむす ぶ 儀 礼 が お こな われ,こ の儀 礼 は,ペ オ ・ポ ロ ・タ ナ とよ ばれ る 。 人 間

の 身 体 の なか で,頭 は,霊 魂(mae)の や どる場 所 だ と考 え られ て お り,頭(holo)と

い う言 葉 は,し ば しば 霊魂 の意 味 でも ち い られ る。

以 上 の よ う な タナ ・ワ トゥ(土 地 神)と タ ナ ・ワ トゥの す ま う土地(タ ナ)に 関 す

る 表 現 や知 識 を総 合 す る な らば,土 地 は,女 性 の 身 体 の よ う に,頭,口,頬,気 息 口,

胎 内(子 宮),女 陰,ふ く らは ぎ をも ち,タ ナ ・ワ トゥ(土 地神)は,そ こ にや どる

霊 魂 に も に た存 在 だ とい う こと にな る 。言 葉 をか える な らば,土 地 と土 地 神 の 関係 は,

女 体 と そ こにや どる 霊魂 との 関係 に にて い る わ けで あ るが,こ の場 合 の 土 地 とは,人

人 の 生活 が い とな まれ る政 治 共 同体 の領 地 の ことで あ り,政 治共 同体 の 領 地 も,儀 礼

言 語 の 文脈 で は,タ ナ ・ワ トゥと よばれ る。

した が って,タ ナ ・ワ トゥ(政 治共 同体 の 領 地 とその 下 にす ま う土 地 神)と は,身

体 と そ こ にや どる 霊魂 か らな る 女 性 的 な存 在 なの だ といえ る が,こ の よ うな イ メー ジ

は,リ オ 族 の 人 々が い だ くタナ ・ワ トゥの イ メー ジ と,そ うか けは な れ て は い な い と

考 え られ る 。 タナ ・ワ トゥは,す で にの べ た よ う に,「 最 高位 の 妖 術 者 」(polopu'u)

と して位 置 づ け られ て いる 。 そ して,妖 術 者(polo)と は,通 常 の 人 間 の霊 魂(mae)

と は 区別 され る ア ナ ・ウ ェ ラanaweraと よば れ る霊 魂 をや ど した人 間 で あ り,妖 術 者

と しての す べ て の能 力 をか ね そ な え た真 の 意 味で の妖 術 者(poloeonoOolawelu)

は,す べ て 女 性 で あ る。 これ に くわ え,ア ナ ・ウ ェラは,夜(olakobe)に な る と妖 術

者 の 身 体 か らで て(wau),ガ カgakaと よばれ る 鳴 き声 をあ げ なが ら活 動 をは じめ るが,

これ と おな じよ うに,タ ナ ・ワ トゥ(土 地神)も ま た,夜 間,土 地 か らで て(wa'u),

ガ カ を発 しな が ら,あ た り を飛 び まわ る の だ とい われ る[杉 島1986a]。

4・3そ の他 の超 自然 的 存 在

農 耕 の サ イ クル と多 少 な り とも関 係 をもつ,そ の 他 の超 自然 的 な 存在 につ いて,手

短 な 説 明 を くわ えて お く こと に しよ う。

1)ニ トゥnitu(霊):こ れ は,森(と りわ けそ こ に生 育 す る 草木)に や どる 霊 的

な 存 在 で あ り,開 墾 の た め に森 を切 りひ らい た り,建 材 を える た め に樹 木 を伐 採 す る

とき な どに,強 い関 心 が む け られ る よ うにな る。 な ぜ な らば,そ の よ うな と き に,運

悪 くニ トゥ ・レエniture'e(悪 い ニ トゥ)に 遭 遇 す る(gena)と,命 を お とす こ と

・1



に も な り か ね な い と 信 じ ら れ て い る か ら で あ る 。

2)ニ ト ゥ ・パ イnitupa'i(直 訳:護 る 霊;意 訳:祖 霊):上 記 の ニ ト ゥ と に か

よ っ た 名 前 を も っ て い る が,ニ ト ゥ ・パ イ と は,次 章 で く わ し く の べ る よ う に,屋 内

の ウ ィ ス ・ル ルwisululU(祖 霊 の 座)と よ ば れ る 場 所 に あ つ ま る 祖 霊 を 意 味 す る 。

3)フ ェ ン ゲ ・ レ エfenggere'e(悪 い フ ェ ン ゲ):こ の 精 霊 は,い つ も あ た り を

う ろ つ き ま わ り,食 物(肉 や 米)を 盗 も う と す る 食 欲 な 精 霊 で あ る 。 た く さ ん あ っ た

は ず の 食 物 が,い つ の ま に か 少 な く な っ て い る と き に は,フ ェ ン ゲ ・ レ エ が 盗 ん で い

っ た の だ と い わ れ る 。 し た が っ て,た く さ ん の 食 物 が 一 箇 所 に あ つ め ら れ る と き に は,

あ ら か じ め ニ ジ ョ ・ボ ケ ・ フ ェ ン ゲ ・ レ エnijopokefengSe.,.ree(フ ェ ン ゲ ・ レ エ

を お い は ら う た め の 呪 文)を と な え,フ ェ ン ゲ ・ レ エ を お い は ら っ て お く 必 要 が あ る 。

だ が,フ ェ ン ゲ ・ レ エ は,食 物 を 盗 む こ と が で き る だ け で あ り,人 間 に 危 害 を く わ え

る こ と は な い 。 な お,フ ェ ン ゲ ・ レ エ の 出 自,性 別,容 姿 な ど に つ い て,は っ き り し

た こ と は な に も 知 ら れ て い な い 。

4)イ ネ ・ レ ケineleke(直 訳:モ ダ マ の 母;補 足:モ ダ マ と い う の は,学 名 で

Entadaphaseoloidesと よ ば れ る 蔓 木):イ ネ ・ レ ケ は き わ め て 危 険 な 存 在 で あ り,

イ ネ ・ レ ケ と 言 葉 を か わ し た り,食 物 を も ら っ た り し た だ け で も,人 間 は 死 に い た る

の だ と さ れ る[cf.杉 島1988b]。 イ ネ ・ レ ケ の 起 源 を 説 明 す る 神 話 に よ れ ば,イ ネ

・ レ ケ と は
,一 種 の ポ ロ ・ リ アpoloria(大 妖 術 者)で あ り,か つ て は リ セ 地 域 の 近

く に す ん で い た の で あ っ た 。 そ の 首 領 で あ る イ エIeは,ン ゲ ラ 氏 族(EmbuNgera)の

祖 先 の ひ と り で あ る レ ラ ・ン ゲ ラLeraNgeraの 姉 妹,モ レ ・ ン ゲ ラMoreNgera(図4

参 照)を 誘 拐 し て 妻 に し た 。 そ れ を き っ か け に,イ エ は,レ ラ ・ン ゲ ラ に よ っ て 殺 害

さ れ,残 党 た ち は,モ レ と も ど も ゲ タ ・ポ ロ ・タ ナghetaholotana(直 訳:上 方 に

あ る 土 地 の 頭;意 訳:フ ロ ー レ ス 島 の 東 端 部)に 逃 走 し,現 在 に い た る ま で,そ こ に

す ん で い る の だ と さ れ る[杉 島1987e,1987g]。

5)モ ロ ・ ン ゲ レmoronggele(翻 訳 不 能):モ ロ ・ン ゲ レ は,海 の か な た か ら や

っ て く る 首 狩 人 で あ り,リ オ 族 の 人 々 は,モ ロ ・ン ゲ レ を あ く ま で も 人 間 と し て と ら

え て い る[杉 島1985b]。 し か し な が ら,モ ロ ・ン ゲ レ は,一 定 の 時 期 に し か 出 没 し

な い と い う 点 で,上 記 の イ ネ ・ レ ケ と お な じ よ う な 特 徴 を も っ て い る 。

6)ア タ ・ポ ロatapolo(妖 術 者):妖 術 者 に つ い て は,こ れ ま で の 記 述 の な か で

多 少 な り と も く わ し く の べ て き た の で,こ こ で,そ の 内 容 を く り か え す 必 要 は な い と

考 え ら れ る 。 た だ し,っ ぎ の こ と を 補 足 的 に の べ て お く こ と に し た い 。 妖 術 者 は,タ

ナ ・ワ ト ゥ の 配 下 で あ る と は い えs従 順 な 配 下 と は み な さ れ て い る わ け で は な い 。 つ
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ま り,妖 術 者 は,人 肉 を 食 べ た い と い う,み ず か ら の 欲 望 に し た が っ て,ま っ と う な

人 間 を も 殺 め る 危 険 な 存 在 な の で あ り,そ の た め に,人 々 は,で き る だ け 妖 術 者 た ち

と の 相 互 交 渉 を ひ か え る よ う に す る の で あ る[杉 島1986a]。

具 体 的 に の べ る な ら ば,マ キ ・ン ド リ ・ ワ ン ゲ で は,ニ コ ラ ウ ス ・ボ ン ゴNikolaus

Pongoの 妻,マ ル テ ィ ヌ ス ・バ サMartinusBasaの 妻,ラ ン ベ ル ト ゥ ス ・ ウ ォ ロLambe-

rtusWoloの 妻,イ グ ナ シ ウ ス ・マ リlgnasiusMaliの 妻,そ れ に ト ビ ア ス ・ ドシTo-

biasDosiの 妻(図7参 照)な ど が 妖 術 者(poloeono'oolawelu)と し て 恐 れ ら れ

て い る 。 だ が,そ の 夫 た ち も,妻 か ら の 影 響 を う け て,な か ば 妖 術 者 に な っ て し ま っ

て い る の だ と い わ れ る[cf.杉 島1986a]。 だ が,ま だ 結 婚 し て ま も な い ト ビ ア ス ・

ド シ に つ い て は ダ ま だ,そ の よ う な 話 は 聞 か れ な い 。
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第5章 農 耕 儀 礼 の 舞 台 装 置

5・1民 俗 方位

この節 で は,村,家,畑 と い った,農 耕 儀 礼 の舞 台 装 置 を記 述 して ゆ くわ けで あ る

が,そ の ま え に,ま ず,リ オ 族 の 民俗 方 位 につ い ての べ て お くこ とに した い。

リオ語 で 話 をす る とき,わ れ わ れ は,民 俗 方 位 をつ ね に頭 の か た す み に いれ て お く

必 要 が あ る 。 それ とい うの も,人 や物 が特 定 の 場所 に存 在す る こ とや,特 定 の 場 所 か

ら特 定 の場 所 へ と移 動 す る こと を表現 す る場 合 には,か な らず とい って よ い ほ ど,ゲ

タgheta,ゲ レghele,ラ ウlau,ガ ワghawa,ガ レghale,メ ナ 皿enaな ど とい っ た方 向

を指 示 す る 前 置詞 を も ち い な けれ ば な らない か らで ある 。

この よ うな 方 向 を指 示す る前 置 詞 の体 系 を理 解 す る こ とは,そ うむ ず か しい こ とで

は な い 。 だ が,そ れ を使 い こなす こ とは 困難 であ り,リ オ族 の 人 々で さえ も,不 慣 れ

な 土地 で は,し ば しば,ま ち が い をおか す こ とが あ る。 なぜ な らば,リ オ族 の民 俗 方

位 には,東,西,南,北 の よ うな 固定 した 参 照 点 が存 在 しな いか らで あ る55)。

まずs村 や畑 と い っ た狭 い範 囲 の 空 間 に適 用 され る方 向指 示 の 前 置 詞 の体 系 か らの

べ て ゆ く こ とに しよ う。 以 下 で は,こ の 体 系 を 「1型 の 体系 」 とよ ぶ こ とにす る。 リ

オ 族 が居 住 す る地 域 の 大 半 は,起 伏 の 多 い 山 岳 地帯 で あ り,ど こ まで い っ て も平 坦 な

土 地 な ど とい う もの は存 在 しな い 。 リオ 族 の 民俗 方 位 の 体系 は,こ の 事実 を 暗黙 の 前

提 に して い る よ う に思 わ れ る 。 それ とい うの も,1型 の 体系 を もち い る場 合,ま ず 知

らな けれ ば な らな い の は,ゲ タ(上 流 ・山の 方 向)と ラ ウ(下 流 ・海 の 方 向),も し

くは ゲ レ(斜 め上)と ガ ワ(斜 め 下)の 方 向 だか らであ る 。

ゲ タ とゲ レ,ラ ウ と ガ ワの ち が い は,つ ぎ の よ うに説 明 す る ことが で き る 。村(の

地 面)や 畑 は,一 見す る と ころ,平 坦 であ る よ う にみ える場 合 が あ る 。 だ が,そ の 周

囲 に 目 をや る と,村 や 畑 は,っ ね に 山腹,尾 根,そ れ に 山のす そ 野 な どに存 在 し,水

の 流れ る 方 向 は さ だ ま って いる 。 この よ うな 場 合 に適 用 され るの が,ゲ タ とラ ウ であ

り,土 地 が傾 斜 して い る こ とが あ き らか で あ る 場合 には,ゲ レとガ ワが適 用 され る。

だ が,ゲ レ とゲ タ,ガ ワ と ラ ウは,実 際 には,お な じ方 向 に適 用 され る 可能 性 が 高 い。

そ の ため に,ゲ タ とゲ レ,ラ ウ とガ ワは,ゲ タ ・ゲ レあ る い は ラ ウ ・ガ ワ とい っ た よ

う に,熟 語 と して も ち い られ る 場合 が 多 い 。

図13の よ うに,こ の ゲ タ(ゲ レ)と ラ ウ(ガ ワ)と をむ す ぶ軸 には,メ ナ とガ レと
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を む す ぶ方 位 軸 が 直 角 に ま じわ って い る 。 だ が,こ の メナ とガ レを むす ぶ 方 位軸 は,

ゲ タ(ゲ レ)と ラ ウ(ガ ワ)を むす ぶ軸 に と っ て二 次 的 で ある 。 それ と い うの も,ゲ

タ(ゲ レ)と ラ ウ(ガ ワ)の 方位 を知 らず に,メ ナ とガ レの 方 位 を決 定す る こ とは で

き な い か らで ある 。

以 上 の よ うな説 明か らあ き らか な よ う に,1型 の体 系 は,周 囲 の 地 形 を前 提 と して,

せ まい 範 囲 の 空 間 に適 用 され る 。 そ の ため に,ど う して も多 中心 的 な も の とな ら ざる

をえ な い 。 た とえ ば,aと い う村 とbと い う村 が,Aと い う山の 中腹 とBと い う 山の

中 腹 に存在 し,か つ,a村 とb村 は,谷 をは さん でむ か い あ って 存 在 して い る と しよ

う。 この よ うな状 況 に お い て,a村 とb村 に お けるゲ タ(ゲ レ),ラ ウ(ガ ワ),メ

ナ,ガ レ とい う4つ の方 位 は,180度 のず れ を もつ こと にな る。

っ ぎ に,視 野 をも う少 しひ ろ げ,政 治 共 同体 の 領地 の 全 体 や その 周 囲 の 地域 に適 用

され る,「II型 の体 系 」 に つ いて の べ る こと に しよ う。II型 の体 系 と1型 の 体系 との

相 違 点 は,っ ぎの こ とに あ る。 その 第1点 は,II型 の体 系 で は,ゲ タ と ラ ウ とい う方

向指 示 の 前 置 詞 が つ か われ な い ことで あ り,そ の 第2点 は,ゲ レ とガ ワ と をむす ぶ 方

位 軸 が,地 形 とは べ っ の基 準 に よ って 設定 さ れ る こ とで ある 。 つ ま り,II型 の体 系 で

は,海 が 基 準 にな る の で あ り,メ シ ・ア タ ・フ ァ イMesiAtaFai(直 訳:女 の 海;意

訳:フ ロー レス 島の 北 にひ ろ が る フ ロー レス 海,FloresSea)の 方 向 がゲ レ(斜 め 上)

とな り,メ シ ・ア タ ・ハ キMesiAtaHaki(直 訳:男 の海;意 訳:フ ロー レスの 南 に

ひ ろ が るサ ブ海,SavuSea)の 方 向が ガ ワ(斜 め 下)と な る。 そ して,1型 の 体 系 と

お な じよ う に,そ れ に直 角 に ま じわ るか た ち で メナ とガ レ をむす ぶ 方 位軸 が設 定 され

る。

2・2で の べ た ア タ ・ン ゴ ロ(お りて き た 人)と い う表現 の 背 景 にあ る の は,こ の

II型 の体 系 で あ り,ア タ ・ン ゴ ロで あ る クネ ・マ ラ人(AtaKuneMara,図4参 照)は,

フ ロー レス 島 の北 岸 にあ る サ ダ岬(NgaluSada)に た ど りつ き,そ こか ら,フ ァ タ ・

ン ドポFataNdopo村 に 「お りて きた 」の だ と いわ れ る(図2参 照)。

このII型 の体 系 と1型 の 体 系 は,っ ぎ にの べ る よう な意 味 で,相 互 に関 連 しあ っ て

い る。 リオ 族 の 政治 共 同体 は,妻 の 与 え手 で あ る先住 者(ア タ ・ン ゴ ロ)と 妻 の受 け

手 で ある 来 住 者 との婚 姻 連 帯 を基 盤 に して い る場 合 が多 いが,先 住 者 の 代 表 者 が居 住

す る家 も し くは 村 は,来 住 者 の 居 住 す る家 も しくは 村 か らみ て,ゲ タ も し くは ゲ レの

方 向 に存 在 す る こ とが 一般 的 で ある 。 た と え ば,リ セ地 域 であ る な らば,ク ネ ・マ ラ

人 の代 表 者 で あ る モ サ ・ラ キ ・イネ ・ア メ皿osalakiineame(妻 の 与 え手 の 首 長)

の 居住 す る フ ァタ ・ン ドポFataNdopo村 は,表2に 記 載 さ れ て いる 首 長 た ちの す む 村
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の な か で,も っ と も ゲ レ(斜 め 上)の 方 向 に 存 在 し,ラ シ 氏 族 の 始 祖 で あ る ラ シ ・ レ

ゥRasiLe'uは,も と を た だ せ ば,ン ブ リ 地 域(図2参 照)と い う ガ ワ(斜 め 下)も

し く は ラ ウ(下 流)に 存 在 す る 場 所 か ら の 出 身 者 で あ っ た 。

ま た,リ セ ・デ ト ゥ 地 域 を 例 に と る と,ジ ェ ケ 氏 族(EmbuJeke)の 代 表 者 が 居 住 す

る 村(WoloFeo)は,ラ シ 氏 族 の 代 表 者 た ち が す む 村(WoloWaru)か ら み て,よ り ゲ

レ も し く は ゲ タ の 方 向 に 存 在 す る 。2・2で の べ て お い た よ う に,ジ ェ ケ 氏 族 の 代 表

者 は,ラ シ 氏 族 の 代 表 者 に と っ て 妻 の 与 え 手 の 関 係 に た ち,そ れ ゆ え に,モ サ ・ ラ キ

・イ ネ ・ア メ(妻 の 与 え 手 の 首 長)と よ ば れ る 。

こ れ に く わ え,ン ゲ ラ 地 域(TanaNggela)一 一 そ の 位 置 は,図12か ら 知 る こ と が で

き る が,図12で はNggelaと 表 記 さ れ て い る 一 一 の 成 立 は,先 住 者 の 首 長 の 娘,Nggela

と 海(MesiAtaHaki)の 彼 方 か ら や っ て き た モ サ ・ラ キ ・プ ウmosalakipu'u(根 本

の 首 長)の 始 祖 と の 結 婚 に 由 来 す る の だ と い わ れ,現 在 で も,先 住 者 の 首 長 の 地 位 を

い ま に つ た え る モ サ ・ラ キ ・イ ネ ・ア メmosalakiineame(妻 の 与 え 手 の 首 長)の

す む 家 は,モ サ ・ラ キ ・ プ ウ の す む 家 よ り も,お な じ 村 の な か で,よ り ゲ タ(上 流)

の 方 向 に 存 在 す る 。 そ し て,こ れ に 類 す る 村 や 家 の 配 置 は,ウ ォ ロ ・ジ タ 地 域(Tana

WoloJita)一 一 図12で は,W.Djitaと 表 記 さ れ て い る 一 一 や ブ ー 地 域(TanaBu,図

2参 照)に も み ら れ る 。

っ ぎ に,フ ロ ー レ ス 島 の 全 体 に 適 用 さ れ る 「皿 型 の 体 系 」 に つ い て の べ る こ と に し

よ う 。 皿 型 の 体 系 で は,ゲ タ と ガ レ と い う2つ の 方 向 指 示 の 前 置 詞 が も ち い ら れ る 。

フ ロ ー レ ス 島 の 東 端 は,ポ ロ ・タ ナholotana(土 地 の 頭)と よ ば れ,西 端 は,エ コ

・ タ ナekotana(土 地 の 尾)と よ ば れ る が,フ ロ ー レ ス 島 の 東 端 に 言 及 す る と き に は,

つ ね に ゲ タ ・ポ ロ ・タ ナghetaholotanaと い う 表 現 が も ち い ら れ,フ ロ ー レ ス 島 の

西 端 に 言 及 す る と き に は,つ ね に ガ レ ・エ コ ・ タ ナghaleekotanaと い う 表 現 が も ち

い ら れ る 。

こ の 皿 型 の 体 系 に お け る ゲ タ と ガ レ と い う 方 向 指 示 の 前 置 詞 は,沖 縄 の 民 俗 方 位 に

お け る ア ガ リ(東)と イ リ(西)と い う 言 葉 の も つ 語 感 と 類 似 し て い る 。 そ れ と い う

の も,垂 直 方 向 の 上 下 関 係 に 適 用 さ れ る 「IV型 の 体 系 」 で は,ゲ タ と ガ レ と い う2っ

の 方 向 指 示 の 前 置 詞 が も ち い ら れ る わ け で あ る が,こ の 体 系 に お い て,ゲ タ は 上 方,

ガ レ は 下 方 に 適 用 さ れ る か ら で あ る 。 す で に の べ た よ う に,タ ナ ・ ワ ト ゥ と ウ ラ ・ レ

ジ ヤ に 対 す る 祝 詞 の な か で は,ド ゥ ア ・ゲ タ ・ル ル ・ウ ラ,ン ガ エ ・ガ レ ・ ウ ェ ナ ・

タ ナdu'aghetaluluwula,,.nggaeghalewenatana(月 の 上 の 天 空 神 よ,土 の 下 の

土 地 神 よ)と い う儀 礼言 語 が もち い られ る が,こ れ な ど は,IV型 の体 系 の 典 型 的 な使
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用 例 だ と い える 。

っ ぎ に,rV型 の 体 系 」 につ いて の べ る こ とに しよ う。 この 体 系 は,ゲ レとガ ワ と

い う2つ の 方 向指 示 の 前置 詞 か ら構 成 され,フ ロー レス 島 と海 の 彼 方 との 関係 を表 現

す る と き に もち い られ る 。 つ ま り,海 の彼 方 に は ガ ワ(斜 め 下),フ ロー レス 島 には

ゲ レ(斜 め 上)が 適 用 さ れ るの であ る 。 その た め に,フ ロー レス 島 か らみ る と,海 の

彼 方 は,す べ てガ ワ(斜 め 下)の 方 向 に存 在 す る こ と にな り,た とえ ば,「 オ ラ ンダ

に ゆ く」 と い う文 章 を リオ語 に翻 訳 す る と,ン バ ナ ・ダ ・ガ ワ ・ベ ラン ダmbanada

ghawaBelanda(斜 め 下 にあ る オ ラン ダ にゆ く)と い う文 章 にな る。

このV型 の 体 系 と関 連 す る2つ の 事 柄 を指 摘 して お く こと に した い 。 その ひ とっ は,

ガ ワ ・プ ウ ・ス アghawapu'usu'a(斜 め 下 の鉄 の源 に)と い う表 現 で あ り,こ れ は,

海 の 彼 方 にあ る 「外 国 」 の総 称 と して も ち い られ る。 た とえ ば,ア ク ・バ レ ・ワ ロ ・

ダ ・ガ ワ ・プ ウ ・ス アakubhalewalodaghawapu'usu'a(私 は 鉄 の源 に か える)

と い え ば,こ れ は,オ ラ ン ダ人 であ れ,日 本 人 で あれs外 人 が故 郷 にか え る こと を意

味 す る。 したが って,こ の 表現 は,鉄 が外 来 の 産物 であ る こと を含 意 す る わ け で ある

が,の ちほ どの べ る よ うに,鉄 製 品 が タ ナ ・ワ トゥを遠 ざけ る ため に もち い られ るの

に対 し,鉄 製 の 斧 が ウラ ・レジ ャ(天 空神)の よ り しろ と して解 釈 され る こ とや,ス

アsuaと い う言 葉 が,鉄 とい う金 属 を意 味す る と同 時 に,ウ ラ ・レジ ャの よ り しろで

あ る ア ウ竹 で つ くった 掘 り棒(や ア ウ竹 に鉄 の 先端 部 を と りつ け た掘 り棒)を 意 味す

る こ とは きわ め て 興 味 ぶ か い。

ま たV型 の 体 系 との 関連 で指 摘 して おき た い,も うひ とつ の 事柄 は,V型 の体 系 と

II型 の 体 系 との 関 連 で あ る 。V型 の 体 系 に お い て,海 の 彼 方 は,ガ ワ(斜 め 下)の 方

向 に位 置 づ け られ る わ け で あ るが,こ の海 は,ガ ワの 方 向 に あ るが ゆ え に,メ シ ・ア

タ ・ハ キ(直 訳:男 の 海;意 訳:サ ブ 海)で な けれ ば な らな い。 他 方,海 の彼 方 か ら

や っ て き た クネ ・マ ラ 人(AtaKuneMara)の 祖 先 は,ゲ レ(斜 め 上)の 方 向 にあ る

サ ダ 岬 に た ど りつ い た の だ といわ れ る 。 この 海 は,ゲ レの方 向 に存 在 す る が ゆえ に,

メ シ ・ア タ ・フ ァイ(直 訳:女 の 海;意 訳:フ ロー レス海)で な けれ ば な らな い。 そ

して,ク ネ ・マ ラ人 に 対 して妻 の 受 け 手の 関 係 に たつ ラ シ氏 族(EmbuRasi)の 始 祖

は,ガ ワの 方 向か らや っ て き たの だ といわ れ る。 した が っ て,妻 の 与 え手 は 「女 性 」

や ゲ レと関 係 づ け られ,妻 の受 け手 は 「男 性 」 や ガ ワ と関連 づ け られ て い るの で あ る 。

方 向指 示 の 前 置 詞 の体 系 に は,以 上 での べ た5つ の 体系 の ほ か に,屋 内の 空 間 に適

用 され るVI型 の 体 系 が あ る が,こ のVI型 の 体 系 につ い て は,の ちほ ど くわ し くの べ る

こ と に しよ う。
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5・2村

多 くの場 合,村 落 共 同体 の 内部 には い くつ か の村(nua)が 存在 す るが,そ の ひ と

っ には,ウ ェワ(首 長 を代表 者 とす る 父系 リネ ー ジ)の 全 成 員 の た め の家 で あ る,オ

ネ ・リアoneria(大 きな 家)も し くは オネ ・タナ ・ワ トゥonetanawatU(土 地 神

の 家)と よ ばれ る 家 屋 が た て られ て い る 。普 段,こ の オネ ・リア に は,首 長(と そ の

妻 子)が 居 住 して お り,マ キ ・ン ドリ ・ワ ン ゲの 場 合,オ ネ ・リア に は,ヤ コブ ・ン

ドリ ・ワンゲYacobNdoriWangge(図7参 照)と そ の妻 子 が居 住 して い る。

オ ネ ・リアが た て られ て い る村 を,か りに 「本 村 」 と よぶ な らば,こ の 本 村 の 周 囲

に はrよ り規 模 の 小 さい 「分 村 」 が 散 在す る。 マ キ ・ン ドリ ・ワ ンゲ の 場 合,ウ ォ ロ

・レ レ村 が ,こ の 本 村 にあ た る(図5,写 真1参 照)。 本 村 に は,オ ネ ・リアの ほ か

に,首 長 以 外 の 人 々が す むオ ネoneと よ ばれ る通 常 の民 家 も た て られ て いる 。 そ の 数

は,通 常20戸 か ら30戸 程 度 で あ り,ま た,分 村 には,10戸 か ら20戸 程 度 の オ ネ が た て

られ て いる(表3参 照)。

これ らの 家 屋 は,村 落 の な か で 円環 状 に配 置 され て お り,家 屋 の 戸 口は,こ の 円環

の 内側 にむ け られ て い る。 そ して各 家屋 の 後 方 も しくは斜 め後 方 には,畑 の 収 穫 物 を

貯 蔵 す るた め の穀 物 倉(kebo)が た て られ て いる 。

家 屋 と穀 物 倉 とが お りなす,こ の 円環 の 内側 は,ハ ンガhangaと よば れ る 広 場 に な

っ て お り,そ こに は,本 村 の 場 合,ハ ンガhangaと よばれ る石 積 み の 円形 広 場 とヘ ダ

hedaと よば れ る建 物 が存 在 す る 。 ま た分 村 の 場 合 に は,や は りハ ンガ と よば れ る広 場

と,ヘ ダ と類似 した形 態 をも つ ク ウkuwuと よ ば れ る建 物 が存 在 す る 。 この ヘ ダ お よ び

ク ウは,人 々が 自由 にあ つ ま って話 の で き る 集 会所 と して利 用 され て い る が,か つ て

は 未 婚 の 男 性 が寝 泊 りす る,一 種 の 若 者 宿 と して も利 用 され て いた の だ とい わ れ る 。

した が って,ヘ ダ と ク ヴはsに か よ った 機能 をも って い るが,こ の 両 者 の 決 定 的 な ち

が いは,ヘ ダ にの み 首 長 た ち の集 会 所 とい う,第3の 重要 な機 能 が付 与 され て い る と

い う こ とで あ る。 また,ハ ン ガ には,数 多 くの墓 が 存 在す る(図14参 照)。

村 内の 空 間 には,す で に の べ た よ う に1型 の体 系 が 適用 され る 。 した が っ て,村 内

の 空 間 には,ゲ タ(上 流 ・山 の方 向)も し くは ゲ レ(斜 め 上),ラ ウ(下 流 ・海 の 方

向)も しくは ガ ワ(斜 め 下),メ ナ,ガ レと い う4つ の方 位 が 設 定 され て い るわ けで

あ る が,村 内の も っ とも ゲ タ の部 分 は,ウ ル ・ヌ アulunua(村 の 頭)と よ ばれ,も っ

とも ラ ウの部 分 は,エ コ ・ヌ アekonua(村 の尾)と よ ばれ る(図13参 照)。

エ コ ・ヌ ア には,ワ トゥ ・ジ ュー ・ア ン ギwatujuangi(ジ ュー ・ア ン ギ の石)と

よ ばれ る大 き な石 が お かれ て お り(図14参 照),村 内に多 数 の 死 者 が で て,そ れ が イ
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ネ ・ レ ケ(4・3参 照)の せ い で あ る と 判 断 さ れ る 場 合 に は,こ の ワ ト ゥ ・ジ ュ ー ・

ア ン ギ で イ ネ ・ レ ケ に 供 物 を 供 え る 儀 礼 が お こ な わ れ る56)。

5・3家

5・3・1家 屋 の 平 面 分 割

家 屋 に は,オ ネoneと オ ネ ・ リ アoneriaも し く は オ ネ ・タ ナ ・ ワ ト ゥOnetana

watu(土 地 神 の 家)と よ ば れ る2種 類 の 家 屋 が あ る が,こ の2種 類 の 家 屋 は,基 本 的

に は お な じ 構 造 を も っ て い る(図15,16参 照)。 以 下 で はs家 屋 の 平 面 分 割 の 構 成 と

家 屋 の 内 外 に 存 在 す る 場 所 や 物 に つ い て,概 略 的 な 説 明 を く わ え る こ と に す る57)。

1)オ ネone(居 間)58):家 屋 が オ ネ と よ ば れ る こ と か ら も わ か る よ う に,居 間

(one)は ・ 家 屋 の 全 体 を 代 表 す る 空 間 で あ る 。 居 間 は,家 に す む 者 た ち に と っ て 寝

食 の 場 と な る 多 機 能 的 な 空 間 で あ り,そ こ に は,屋 内 の 他 の 空 間 に は み ら れ な い さ ま

ざ ま な 物 や 場 所 が 密 集 し て い る 。

2)マ ガ ・ロ オmagalo'o(小 さ な マ ガ):マ ガ ・ロ オ は,外 部 に む け て ひ ら か れ

た 接 客 の 空 間 で あ り,村 の 内 外 を と わ ず,家 の 外 か ら や っ て く る 者 は,こ の マ ガ ・ ロ

オ に お い て な ん ら か の 対 応 を う け る こ と に な る 。 そ の 場 合,マ ガ ・ ロ オ に 座 を し め る

の は 男 た ち だ け で あ り,女(子 供)は,居 間(one)の な か に 座 を し め る こ と に な る 。

3)マ ガmaga:オ ネ の マ ガ と よ ば れ る 空 間 は,建 築 構 造 上,オ ネ ・ リ ア の マ ガ ・ベ

ー ワ と 一 致 す る 。 し か し な が ら,平 面 分 割 の な か に し め る マ ガ の 位 置 は,オ ネ ・ リ ア

の マ ガ ・ ロ オ と お な じ で あ り,外 部 に む け て ひ ら か れ た 接 客 の 空 間 に な っ て い る 。 こ

れ と 呼 応 す る か の よ う に,オ ネ の マ ガ ・ ロ オ はsマ ガ に は い る た め の 踏 み 台 に 「格 下

げ 」 さ れ て い る 。

こ こ で 指 摘 し て お く べ き こ と は,マ ガ ・ ロ オ や マ ガ が 「外 」(sia)と 境 を せ っ す る

空 間 だ と い う こ と で あ る 。 こ の こ と を 端 的 に し め し て い る の は,つ ぎ の よ う な 表 現 で

あ る 。 居 間 に は い る こ と は,ナ イ ・ゲ タ ・オ ネnaighetaone(居 間 の 上 に あ が る)

と 表 現 さ れ る 。 こ れ に 対 し,マ ガ ・ロ オ や マ ガ に で る こ と は,ワ ウ ・ガ レ ・ シ ァwa'u

ghalesia(外 の 下 に で る),ワ ウ ●ガ レ ● マ ガ'ロ オwa'ughalemagalo'o(マ ガ

の 下 に で る),ワ ウ ・ガ レ ・マ ガwa'ughalemagaな ど と 表 現 さ れ る 。 だ が,マ ガ ・

ロ オ や マ ガ に で る こ と は,完 全 に 「外 」 に で る の と は 区 別 さ れ る 。 つ ま り,完 全 に 外

に で る こ と も ま た,ワ ウ ・ガ レ ・ シ ア と 表 現 さ れ る が,マ ガ ・ ロ オ や マ ガ か ら 地 面 に

お り る こ と は,さ ら に ワ ウ ・ガ レ ・タ ナwa'ughaletana(土 の 下 に お り る)と 表 現

・:



さ れ,反 対 に,地 面 か ら マ ガ ・ロ オ や マ ガ に あ が る こ と は,ナ イ ・ゲ タ ・マ ガ ・ロ オ

naighetamagalo'o(マ ガ ・ロ オ の 上 に あ が る)も し く は ナ イ ・ゲ タ ・マ ガnai

ghetamaga(マ ガ の 上 に あ が る)と 表 現 さ れ る か ら で あ る 。

こ の よ う な 説 明 か ら あ き ら か に な る の は,IV型 の 体 系 が,居 間 と マ ガ ・ロ オ や マ ガ

と の 位 置 関 係 を 表 現 す る う え で も ち い ら れ て い る こ と で あ り,マ ガ ・ ロ オ や マ ガ が,

ガ レ ・タ ナghaletana(地 面 の 下)と ゲ タ ・オ ネghetaone(居 間 の 上)と の 中 間 に

位 置 し て い る こ と で あ る 。

4)マ ガ ・ベ ー ワmagabewa(高 い マ ガ):マ ガ ・ベ ー ワ は,居 間(one)と マ ガ

・ ロ オ と の あ い だ に あ っ て 両 者 を 媒 介 す る よ う な 空 間 で あ る
。 し か し な が ら,こ の 空

間 は,す で に 内 側(one)に ふ く ま れ て お り,オ ネ ・ リ ア の 場 合 に は,マ ガ ・ロ オ と

マ ガ ・ベ ー ワ と を へ だ て る 扉(Pere)が と り つ け ら れ て い る 。

5)レ ン ドrendo:オ ネ ・ リ ア に は,レ ン ド と よ ば れ る 空 間 が2つ あ り,右 側 の レ

ン ド に は,ン ボ ラ ・カ ドmbolakadhoと よ ば れ る 金 の 財 宝 を は じ め と す る 貴 重 品 が お

さ め ら れ て い る 。 だ が,左 側 の レ ン ドは,上 記 の オ ネ と お な じ よ う に,寝 食 の 場 所 と

な っ て い る 。

6)ル ルlulu:こ の ル ル も ま たs上 記 の 居 間(one)や 左 側 の レ ン ド と お な じ よ う に,

寝 食 の 場 と し て 利 用 さ れ る 。 図16を な が め る と,オ ネ ・ リ ア に は,つ ね に ル ル が 存 在

す る か の よ う な 印 象 を も っ て し ま う が,実 際 に は,ル ル を も た な い オ ネ ・ リ ア も 数 多

く 存 在 す る 。

7)リ バribha:こ の 空 間 は,戦 争 の 勝 敗 を う ら な う た め に ジ ェ ン ギ ・フ ェ オje-

ngifeo(ク ク イ ノ キ の 実 を 燃 や す)と よ ば れ る ト 占 が お こ な わ れ る 場 所 で あ っ た 。

筆 者 の 知 る か ぎ り,リ バ は,ウ ォ ロ ・ レ レ 村 の オ ネ ・ リ ア に だ け 存 在 す る 。

5・3・2家 屋 内 に 存 在 す る 場 所 と 物

っ ぎ に,家 屋 の 内 外 に 存 在 す る 物 や 場 所 に つ い て,概 略 的 な 説 明 を く わ え る こ と に

し よ う 。

1)炉(waja):経 済 的 に 余 裕 の あ る 男 性 は,一 夫 多 妻 婚 を お こ な う こ と が,か っ

て は 普 通 に お こ な わ れ て お り,そ れ ぞ れ の 炉 に は,妻 が1人 ず つ 配 置 さ れ て い た 。 ウ

オ ロ ・ レ レ 村 の オ ネ ・ リ ア に は,現 在 で も,「 右 側 の 炉 」(wajanggana),「 左 側

の 炉 」(Wajanggeu),「 下 流 後 方 の 炉 」(wajalaUIOng90),「 上 流 後 方 の 炉 」

(wajaghetalonggo),「 マ ガ ・ベ ー ワ の 炉 」(wajamagabewa),「 レ ン ドの 炉 」

・・



(wajarendo)と い う6つ の 炉 が存 在 す る が,こ の数 はsオ ネ ・リア に居 住 で き る妻

の 数 と一一致 して いる 。 そ の な か で,右 側 の炉 は,屋 内 に存 在 す るす べ て の 炉 を代 表 す

る ワ ジ ャ ・プ ウwajapu'u(根 本 の 炉)で あ り,そ こ には 第1妻 が 配 置 され て いた 。

2)レ ケ ・ペ ラlekepera(こ す りつ け る 柱):右 側 の 炉 のす ぐ下 に は,レ ケ ・ペ

ラ と よ ばれ る 土 台 柱 が 存在 す る。 この 土 台柱 は,床 下 に存在 す るす べ て の 土 台柱 を代

表 す る レケ ・プ ウlekepu'u(根 本 の 土 台柱)で あ り,タ ナ ・ワ トゥの 配 下 であ る 妖

術 者 が 家 屋 に 出入 りす る た めの 通 路 と して認 識 され てい る 。 ま た,タ ナ ・ワ トゥに来

臨 をね が う とき には,ナ イ ・ガル ・ペ ケ ・ブ ク ・ル ケ ・ブ ク ・ル ケnaigharupeke

bukulekebukuleke(足 の 指 を しっか りと ふん ば って,そ こ にあ る 土 台柱 の 節 々 を

の ぼ って き て くだ さ い)な ど と い った儀 礼 言 語 が もち い られ る が,レ ケ ・ペ ラが 「根

本 の 土 台 柱 」 で あ る こと を考 える な らば,レ ケ ・ペ ラは,妖 術 者 ば か りで な く,タ ナ

・ワ トゥが 家 屋 に 出 入 りす る ため の 主要 な通 路 にな って い るの だ とい え よ う
。

この よ うな 解釈 を支 持 す る の は,つ ぎの よ う な禁 忌 で あ る。 す な わ ち,オ ネ ・リア

の 場 合,レ ケ ・ペ ラ のす ぐ上 にあ る 右側 の 炉 で は,現 在 で も鉄 で つ く られ た鍋(podo

su'a)や 釜(hawasu'a)を つ か う ことが 禁 止 され て い る。 す で にの べ た よ うに,鉄

が タ ナ ・ワ トゥを遠 ざけ る た め に も ち い られ る こ と を考 え る な らば,こ の 禁 忌 は,タ

ナ ・ワ トゥの 通 行 を妨 害 しな い ため の 配 慮 な の だ とい え よ う。

3)ウ ィス ・ル ルWISIIlulu(祖 霊 の 座):オ ネ ・リア や トゥカ(ウ ェ ワー 一首 長

を代 表 者 とす る 父 系 リネ ー ジ ー 一の 下 位 分 節 体)の 長 が 居住 す るオ ネ の 居 間(one)

の 右 側 奥 には,祖 霊 た ち の あ つ まる ウ ィス ・ル ル とよば れ る場 所 が 存 在 す る 。 そ こ に

は,ワ トゥ ・ウ ィス ・ルルwatuwisululu(祖 霊 の座 の 石)と よば れ る,い くつ か の

石 が おか れ て お り,祖 霊 に供 え られ る 食物 は,こ の 石 の上 にの せ られ る 。 トゥカの 長

が 居 住 す る オ ネ の ワ トゥ ・ウ ィス ・ル ル は,オ ネ ・リア の ワ トゥ ・ウ ィス ・ル ル を分

与 した も の な の だ といわ れ る。

な お,ウ ォ ロ ・レ レ村 の オ ネ ・リア の ウ ィ ス ・ル ル には,ワ トゥ ・ウ ィス ・ル ル の

ほ か に,サ ウsauと よ ばれ る刀 や 儀 礼用 の 斧( .taka)が お かれ て お り,ま た,そ の 上

の 壁 面 に と りつ け られ て いる オ ラ ・テ オolateo(物 を掛 け て お くため の 突 起 物)に

は,豊 穣 をも た らす ワ トゥ ・ニ パwatunipa(蛇 の 石)と よば れ る石 を いれ た 肩 か け

バ ヅグ(rembi)や59)農 耕 儀 礼 に お いて も ち い られ る ンボ ラmbola(儀 礼 用 の肩 か

け カ ゴ)が か け られ てい る 。

4)ン ボ ラ ・カ ドmbolakadho:ン ボ ラ ・カ ドとは,ウ ェ ワの 成 員 に よ って代 々蓄

積 され,首 長 に よ って 保 管 され て きた 金 の 総 称 で あ り,そ の な か には,さ ま ざ まな金
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の 装 飾 品 が ふ く ま れ て い る 。 こ の 金 は,別 名 ン ガ ウ ・タ ナ ・ ワ ト ウngaWUtanaWatU

(土 地 神 の 金)と よ ば れ る こ と か ら も わ か る よ う に,タ ナ ・ ワ ト ゥ に あ た え ら れ た 金

な の で あ り,首 長 と い え ど も,こ の 金 を 売 却 し た り,婚 資 と し て も ち い た り,そ れ で

な に か を 買 っ た り す る こ と は 禁 止 さ れ て い る 。 ま た,農 耕 儀 礼 や 首 長 の 就 任 式 な ど と

い っ た 特 別 の 場 合 を の ぞ き,ン ボ ラ ・カ ドが お さ め ら れ て い る 箱 を あ け た り,ン ボ ラ

・ カ ド を 身 に っ け る こ と は で き な い 。 実 際 に は な か な か で き な い こ と で あ る が ,ン ボ

ラ ・カ ドの 箱 を あ け た と き に は,わ ず か で も 金 を 「足 し い れ て や る 」(pusi)努 力 が

な さ れ る 。

な お,ン ボ ラ ・カ ドの 一 部 は,ワ ト ゥ ・ウ ィ ス ・ル ル(祖 霊 の 座 の 石)や ン ゲ ボ ・

ポ ド(2・5参 照)と と も に,そ れ ぞ れ の ト ゥ カ に 分 与 さ れ て お り,こ の3者 が 分 与

さ れ て い る か ら こ そ,各 ト ゥ カ の 長 は,の ち ほ ど の べ る 「村 落 共 同 体 内 の 儀 礼 」 を 主

催 す る こ と が で き る の だ と い わ れ る 。

5)ベ ン ガ ・ ト コbengatoko:オ ネ ・ リ ァ の 居 間(one)の 中 央 奥 に は,ベ ン ガ ・ ト

コ と よ ば れ る 一 種 の 板 壁 が と り つ け ら れ て お り,多 く の 場 合,そ の お も て の 面(戸 口

の 方 を む い た 面)に は,女 性 の 乳 房 の 彫 刻 が ほ ど こ さ れ て い る 。 た だ し,ウ ォ ロ ・ レ

レ 村 の オ ネ ・ リ ア の 場 合 に は,上 記 の ン ボ ラ ・カ ド を 身 に つ け た 女 性 の 上 半 身 像 が 彫

刻 さ れ て い る[杉 島1987b]。

6)バ クbhaku:ウ ォ ロ ・ レ レ 村 の オ ネ ・ リ ア に は,レ ナlenaと よ ば れ る 回 廊 状

の 中 二 階 が も う け ら れ て お り,ン ボ ラ ・カ ド の ち ょ う ど 真 上 の 部 分 に は,ン ド リ ・ワ

ン ゲNdoriWanggeの 父 で あ る ワ ン ゲ ・ン ベ テWanSSeMbete(表2,図4,図7参 照)

の 遺 骨 を い れ た バ ク と よ ば れ る 石 の 箱 が お か れ て い る 。

7)サ ガ ・ウ ラ ・ レ ジ ヤsagawulaleja(天 空 神 の よ り し ろ)60》:オ ネ ・ リ ア

の 棟 木 を さ さ え る2本 の 主 柱(皿angu)の う ち,右 側 の 主 柱 に は サ ガ ・ ウ ラ ・ レ ジ ャ

と よ ば れ る も の が し ば り つ け ら れ て お り,ウ ラ ・ レ ジ ャ へ の 供 物 は,そ の 受 け 皿 の 部

分 に お か れ る(写 真2参 照)。 ま た,サ ガ ・ ウ ラ ・ レ ジ ャ と よ ば れ る も の は 屋 外 に も

あ り,そ れ は,家 屋 の 前 方 右 側 の 軒 先 と 地 面 と を つ な ぐ よ う な か た ち で た て ら れ て い

る(写 真3,図15,図16参 照)。 屋 内 の ウ ラ ・ レ ジ ャ は,木 で つ く ら れ て い る の に 対

し,屋 外 の サ ガ ・ ウ ラ ・ レ ジ ャ は,ア ウauと よ ば れ る 硬 い 竹(学 名 不 明)で つ く ら れ

て い る 。 だ が,ウ ラ ・ レ ジ ャ に 降 臨 を ね が う と き に は,ワ ウ ・ノ オ ・マ ン グ ・ア ウ,

ン ゴ ロ ・ ノ オ ・ソ ク ・ ロ ーwa'uno'omanguau,nggoronoOsokuto(ア ウ 竹 の 主

柱 を つ た っ て お り て き て く だ さ い,ソ ク ・ロ ー と い う 屋 根 の 部 材 を す べ り お り て き て

く だ さ い)と い っ た よ う に,サ ガ ・ ウ ラ ・ レ ジ ャ の と り つ け ら れ て い る 主 柱 が,あ た
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か も ア ウ竹 で で き て い るか の よ う に表現 され る。 ま た,棟 の 中 央部 には,マ タ ・リア

matariaと よばれ る,ア ウ竹 を割 りひ らい た受 け皿状 の もの が と りつ け られ て お り,

これ は,供 犠 され た動 物(も し くは 人 間)の 頭 を ウラ ・レ ジャの ため に供 え る と き に

つ か わ れ る 。 したが っ て,ア ウ竹 は,ウ ラ ・レジ ャの よ り しろ と して も ち い られ る べ

き 材 料 な の だ とい え る。 な お,屋 外 の ウ ラ ・レジ ャと マ タ ・リアは,カ トリッ ク教 会

か らの つ よ い指 導 の ため に,マ キ ・ン ドリ ・ワ ンゲ とそ の周 辺 地 域 で は,し だ い に姿

を 消 しつ つ あ る61)。

8)サ ガ ・タナ ・ワ トウsagatanawatu(土 地神 の よ り しろ):ウ ォロ ・レ レ村 の

オ ネ ・リア の 前庭 には,サ ガ ・タ ナ ・ワ トゥ と よばれ る もの が た て られ て お り,タ ナ

・ワ トゥに供 え られ る 供 物 は ,そ の受 け皿 の 部 分 に おかれ る。 サ ガ ・タナ ・ワ トゥの

支 柱 は,耐 久性 に とむ ナ ンバ ンサ イ カ チ(ndopo)の 木 でっ くられ て お り,受 け皿 の

部 分 は石 で つ く られ て いる(写 真4,図16参 照)。 だが,筆 者 の知 る か ぎ り,他 の 村

落 共 同体 に存 在 す る オ ネ ・リア の場 合,こ の よ うなサ ガ ・タナ ・ワ トゥは た て られ て

い な い。

上 記 の 「右 側 の 炉 」,「 左側 の炉 」,「 上 流 後方 の 炉 」,「 下流 後 方 の 炉 」 とい っ

た 名 称 が 暗示 す る よ う に,家 屋 に は,右 と左,前 と後 の 方 向が あ り,家 屋 の 内側 か ら

戸 口を む い てす わ り,右 手 の 方 向が 「右 」(nggana),左 手 の 方 向 が 「左 」(nggeu),

前 方 が 「前 」(nia),後 方 が 「後 」(10nggo)と な る(図17参 照)。

す で にの べ た よ う に,居 間 とマガ ・ロオ(も し くは マ ガ)と の 位 置 関 係 を表 現 す る

と き には,IV型 の体 系 が適 用 され る 。 だ が,こ れ とは べつ に,家 屋 内の 空 間 には,VI

型 の 体 系 が 適 用 され る 。 つ ま り,前 方 には ガ ワ(斜 め 下),後 方 には ゲ レ(斜 め 上)

と い う方 向 指 示 の 前 置 詞 が適 用 され る わ け で あ るが62),こ の ガ ワ とゲ レ をむ す ぶ 方

位 軸 と直 角 に ま じわ る 方位 軸 の 両 端 は,い わ ば 「空 い た」 状 態 にあ り,そ こ には,村

内空 間 に適 用 され る 方 向指 示 の 前 置 詞 が代 入 され る よ う にな っ て いる(図16,図17参

照)。 これ が,1,II,皿,IV,V型 の体 系 とは べ つ に,VI型 の 体 系 を設 定 した理 由

にほ か な らな い 。

このVI型 の 体系 は,っ ぎ にの べ る よ うな意 味でIV型 の 体 系 と微 妙 に関 係 しあ っ て い

る 。 つ ま り,VI型 の 体 系 は,居 間(オ ネ ・リアの 場合 には,居 間,レ ン ド,ル ル をふ

くむ 空 間),マ ガ(オ ネ ・リアの 場 合 には マ ガ ・ベー ワ),マ ガ ・ロオ とい っ た,そ

れ ぞ れ の 区 画 内の 位 置 関係 を表 現 す る ことは で きるが,区 画 間の 関 係 を表現 す る こ と

は で き な い の で あ る。 に もか か わ らず,居 間 の も っ と もガ ワ(斜 め 下)の 部 分 は,マ

ガ の も っ とも ゲ レの 部 分 と接 して お り,マ ガ の も っ と もガ ワ の部 分 は,マ ガ ・ロオ の
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も っ と もゲ レ(斜 め上)の 部 分 と接 してい る 。 したが って,屋 内の 平 面 空 間 は,IV型

の 体 系 とVI型 の体 系 が くみ あわ され る結 果,「 斜 め上 」 か ら 「斜 め 下」 にい た る 階段

状 の 空 間 と して構 成 され る こ と にな る。

この よ う に屋 内 の平 面 空 間 を と らえ るな らば,皿 型 の 体 系 が適 用 され る 政治 共 同体

の 領 地 と おな じよ う な空 間 構 成 が,家 屋 にも み られ る こ とが あ き らか とな る 。す なわ

ち,女 性 は,来 客 が あ る場 合,ゲ レ(斜 め 上)の 方 向 にあ る居 間 に座 を しめ,男 性 は,

ガ ワ(斜 め 下)の 方 向 に あ るマ ガ ・ロオな い しは マ ガ に座 を しめ る 。 また,オ ネ ・リ

ア の 場 合,居 間 の も っ と もゲ レの 部分 には,女 性 の乳 房 の彫 刻 が ほ ど こ され たベ ン ガ

・ トコが と りつ け られ て お り,そ の反 対の 方 向 にあ る軒 先 に は,サ ガ ・ウ ラ ・レジ ャ

(天 空 神 の よ り しろ)が と りつ け られ て いる 。 サ ガ ・ウ ラ ・レジ ャ を女 性 の 乳房 の彫

刻 と対 比 す る 理 由は の ち ほ どあ き らか とな ろ う。

5・4畑

農 耕 儀 礼 の 観 点 か ら な が め る な ら ば,畑 に は4つ の 種 類 が あ る 。 そ の 第1番 目 の も

の は,パ キpakiと よ ば れ る 儀 礼 が お こ な わ れ る ウ マ ・パ キumapakiで あ り,リ セ ・ン

ゴ ン デ ・ リ ア で は ウ ォ ロ ・ レ レWoloLele村 に す む 首 長(riabewa),リ セ ・ ロ ウ ォ

・ボ ラ で は べ ラ ・ン ゴBelaNggo村 に す む 首 長(mosalaki)
,リ セ ・ ク ル ・ラ ン デ

で は ラ テ ・ ン ゴ ジRateNggoji村 に す む 首 長(mosalakipu'u),そ し て,そ れ ぞ れ

の タ ナ ・ ロ オ で はsそ の 所 有 者 だ け が パ キ を お こ な う 権 利 を も っ て い る 。 た だ し,か

れ ら は 名 目 上 の 耕 作 者 で あ り,実 際 に は 他 の 者 に 命 じ て パ キ を お こ な わ せ て い る63)。

ウ マ ・パ キ は,数 メ ー トル 四 方 の き わ め て 小 さ な 畑 で あ り,収 穫 物 は,皆 無 に 近 い と

い っ て も 過 言 で は な い 。 こ の 畑 を 以 下 で は,「 パ キ 畑 」 と よ ぶ こ と に し よ う 。

第2番 目 の 畑 は,村 落 共 同 体 の 長 が 耕 作 す る,ウ マ ・ン グ ア ・バ プumangguabapu

と よ ば れ る 畑 で あ り,そ れ ぞ れ の 村 落 共 同 体 に は,こ の 種 の 畑 が ひ と つ ず つ 存 在 す る 。

以 下 で はsウ マ ・ン グ ア ・バ プ を 「祭 祀 畑 」 と よ ぶ こ と に し よ う 。 現 在,祭 祀 畑 は 数

メ ー トル 四 方 の き わ め て 小 さ な 畑 に す ぎ な い 。 し か し な が ら,村 落 共 同 体 の 長 に っ か

え る 奴 隷 が 数 多 く い た 時 代 に は,こ の 豊 富 な 労 働 力 を つ か い,か な り ひ ろ い 祭 祀 畑 が

つ く ら れ て い た 。

第3番 目 の も の は,ウ ェ ワ(首 長 を 代 表 者 と す る 父 系 リ ネ ー ジ)の 下 位 分 節 体 で あ

る ト ゥ カtuka(サ ブ ・ リ ネ ー ジ)の 長 が 耕 作 す る ウ マ ・ン グ アumanggua,ウ マ ・ピ

グUmapigu,ウ マ ・ ピ グ ・ ウ ェ ラumapigUweraな ど と よ ば れ る 畑 で あ り,以 下 で は,
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この 種 の 畑 を 「儀 礼 畑 」 とよ ぶ こと に しよ う。

な お,ウ ォ ロ ・レ レ村 に す む 首長(YacobNdoriWangge,図4,図7参 照)は,リ

ア ・ベ ー ワ,マ キ ・ン ドリ ・ワ ンゲ(と よば れ る 村 落共 同体)の 長,そ れ に トゥカ ・

ワ ンゲ ・ンベ テ(と よばれ る トゥカ)の 長 をか ね て い るの で,上 記 の パ キ畑,祭 祀 畑,

儀 礼 畑 とい う3種 類 の畑 を耕 作 す る こと にな る。

第4番 目の もの は,首 長 で も,ト ゥカの 長 で もな い者 によ っ て耕 作 され る 畑 で あ り,

ウマu皿a(畑)と よばれ る 。 この 畑 を対象 と して 農耕 儀 礼 が お こ なわ れ る こ とは な い。

以 下 で は,こ の よ うな畑 を 「通 常 の畑 」 と よぶ こ とに しよ う。

以 上 で の べ た4種 類 の畑 に は,村 内 空 間の 場 合 とおな じよ う に,1型 の 体 系 が適 用

され,畑 の な か で,も っ と もゲ タ(上 流 ・山の 方 向)も しくはゲ レ(斜 め 上)の 部 分

は,「 頭 」(ulu)と よ ばれ,も っ とも ラ ウ(下 流 ・海 の 方 向)も し くは ガ ワ(斜 め 下)

の 部 分 は,「 尾 」(eko)と よ ばれ る 。

と ころ で,畑 には女 性 と しての 作物 が 栽 培 され,畑 の 下 端 に は,イ ネ ・パ レ(稲 の

母)の 兄 弟Lakaと 関連 づ け られ る 男性 と して の 稲 が栽 培 され るわ けで あ る が,こ れ と

おな じよ うな 空 間構 成 が,工1型 の 体系 が 適 用 され る政 治 共 同体 の 領 地 やIV型 とVI型 の

体 系 が 適 用 さ れ る屋 内の 平 面 空 間 に もみ られ る こ とは,す で にの べ た と お りで あ る。
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第6章 農 耕 サ イ ク ル と 農 耕 儀 礼

6・1農 耕 活 動 の概 略

リオ 族 の伝 統 的 な生 業 は,陸 稲(pare),キ ャ ッサバ(uwikaju),ト ウモ ロ コ シ
i

(jawa)な ど を主作 物 とす る 焼 畑 耕作 で ある が,こ の3種 類 の作 物 の な か で,も っ と

も 高 い価 値 が付 与 され て いる の は 陸稲 であ る64》 。

}表
5に は,焼 畑 耕 作 の 過 程 が 概 略 的 に ま とめ られ て いる が,こ こで 補 足 して お きた

い の は,こ の過 程 が,か な らず しも毎 年 くりか え され る わ け で はな い とい う こと であ

る。

毎年 開墾 され るパ キ畑 をの ぞ くと,リ セ地 域 の人 々はsほ ぼ2年 に1回 の割 合 で 開

墾 をお こな う。 開墾 され た 新 畑(umandu'aも しくはu皿aapinu)で は,ト ウ モ ロ コ

シ をふ くむ 野菜 類(uta)や 稲 が 栽培 され る 。

2年 目の 畑(umahuta)に は,上 記 の よ うな作 物 と とも に,キ ャ ヅサ バ,サ ヅマ イ

モ(ndora),タ ロイ モ(rose),ヤ ム イ モ(uwi)一 一 た だ し,タ ロイ モ とヤ ム イ

モ は食 料 と して は あ ま り重要 で は な く,ま た,植 えっ け も積 極 的 にな され て いる とは

い いが た い一 一 な どが 栽培 され るが65),開 墾 を お こな う必 要 が な い 以上,ン ゲ テ ィ

ngeti(伐 採 の 準 備)か ら トカ ・ヘ ベtokahebe(土 砂 の流 出止 め作 り)ま での 過 程

を お こな う必 要 は な い 。

同様 に3年 目の 畑 の 場合 も,ン ゲ テ ィか ら トカ ・ヘベ まで の 過程 は 不要 であ り,そ

こ には,主 と して キ ャ ッサ バ,サ ッマ イ モ,タ ロイ モ,ヤ ム イ モ な ど が栽 培 され る 。

したが って,人 々は,表5に 記 され て い る全 過 程 を2年 に1回 の割 合 で お こな う と と

も に,ン ゴ ロngoro(種 ま き まえ に畑 に はえ て いる 雑 草 を と りの ぞ く作 業)か ら収穫

に いた る 過 程 を,2年 目お よび3年 目の 畑 で お こな うの で あ る 。

な お,ト ウモ ロコ シ は,1年 に3回 の 種 ま きが お こなわ れ る が,そ の それ ぞ れ に は,

ジ ャ ワ ・ワ ウ ・パ レjawawaupare(直 訳:稲 の にお いが す る トウ モ ロ コ シ;説 明:

稲 とい っ しょに11月 の 下旬 に種 が まか れ,3月 に収穫 が は じめ られ る トウモ ロコ シ),

ジ ャ ワ ・デ ガjawadega(直 訳:畑 づ く りの トウモ ロコ シ;説 明:10月 に種 が ま かれ,

1月 に収穫 され る トウ モ ロ コ シ),ジ ャ ワ ・レ ジ ャjawaleja(直 訳:太 陽 の トウ モ

ロ コ シ;説 明:6月 に種 が まか れ,乾 季 の さな か に収 穫 され る トウ モ ロ コ シ)と い う

名 前 が つ け られ て いる 。 この な か で,収 穫 量 が も っ とも多 い の は,ジ ャ ワ ・ワウ ・パ
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レ で あ り,ま た,農 耕儀 礼 が と もな うのは,こ の トウモ ロ コ シだ け で あ る。

た だ し,以 上 で の べ た こと は,通 常の 畑 と儀 礼 畑 を対 象 とす る も の で あ り,祭 祀 畑

とパ キ畑 には あ て は ま らな い。 な ぜ な らば,パ キ畑 は,2年 に1度 で は な く毎年 開墾

され,祭 祀 畑 とパ キ 畑 で は,キ ャ ッサバ,サ ヅマ イ モ,タ ロイ モ,ヤ ム イ モが 栽 培 さ

れ る こ とは な い か らで あ る。

過 去 に おい て,畑 は,3年 間つ か われ る と,最 低 で も6～7年 の あ いだ 休 耕 に され

る の が 普 通 で あ った(図18参 照)。 しか しな が らs現 在 で は 換金 作 物 と して コー ヒー

(kopi,イ ン ドネ シア語 か らの 借 用 語),チ ョウ ジ(cengkeh,イ ン ドネ シア 語 か ら

の 借 用 語),カ カ オ(cokolat,イ ン ドネ シ ア語 か らの借 用 語),ク ク イ ノ キ(リ オ 語

名:feo;学 名:Aleuritesmoluccana)な ど と い った作 物 が 重要 視 され は じめ た た め

に,畑 は,3年 の あ い だつ か わ れ て も休 耕 に は され ず,上 記 の よ う な換 金 作 物 が植 え

られ て ゆ く場 合 が多 くな っ て きて い る66)。

水 稲 耕 作 の 技術 は1920年 代 に導 入 され た にす ぎず67),ま た リオ 族 の 居 住 地域 の 大

部 分 はs複 雑 な地 勢 をもつ 山岳 地域 であ る 。 した が って,現 在 で も水 田(umaae)の

大 半 は,た とえ ばDesaKotaBaruやDesaWatuNeso(図2参 照)と い った,平 地 の ひ

ろ が る 場所 に 分布 して いる だ けで あ り,山 地 部 で は,山 間 の谷 間 に ご く小 規 模 な水 田

が つ くられ て い る に す ぎな い。

水 稲 耕 作 は 二 毛作 で お こな わ れ,11月 の 下 旬 ～12月 の 上旬 に植 え られ た 稲 は,5月

の 初 旬 ～ 中旬 に か け て収 穫 が お こなわ れ,5月 の 下旬 ～6月 の上 旬 に植 え られ た稲 は,

11月 の 上旬 ～ 中旬 に か けて 稲 刈 りが お こな わ れ る68)。 だ が,マ キ ・ン ドリ ・ワ ン ゲ

に おい て は 水 田 が ご くわ ず か しか な く,ま た,そ の重 要 性 も低 いの で,以 下 で は 水稲

耕 作 の 過 程 を記 述 の 対象 か ら除 外す る。 な お,水 稲 耕 作 の過 程 と関 連 す る 農 耕儀 礼 は

ま った く存在 しな い。

家 畜 と して は,水 牛(kamba),豚(wawi),鶏(manu),犬(lako)な どが保 有

され て お り,数 と しては 少 な い が,馬(jara)や 山羊(rongo),そ れ に牛(sapi,

イ ン ドネ シア語 か らの 借 用 語)な ど も飼 わ れ て い る69)。 これ らの 家 畜 の な か で,も

っ とも 高 い価 値 が 付 与 され て い るの は 水 牛 で あ る が,水 牛 の放 牧 地(kurukamba)が

開 墾 され,換 金 作 物 が 植 え られ て い った た め に,マ キ ・ン ドリ ・ワ ンゲ とそ の周 辺 地

域 で は,水 牛が ほ とん どい な くな って しま った 。 しか しな が ら,DesaTaniWodaと そ

の 周 辺地 域 で は,ま だか な り多 くの 水 牛 が 放 牧 され て い る 。

また,か つ て は,サ トウヤ シ(リ オ 語:moke;学 名:Arengapinnata)が 数多 く栽

培 され て お り,そ の 樹 液 を採 取 して,モ ケ ・バ イmokeba'i(直 訳:苦 い モケ;説 明
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:サ ト ウ ヤ シ の 樹 液 に ヒ ロ バ ノ ジ ア オ イ の 樹 皮 を つ け こ ん で つ く っ た 発 酵 酒)や モ ケ

・ア ラmokeara(モ ケ ・バ イ を 蒸 留 し た 酒)を つ く っ た り76)
,ま た 樹 液 を 煮 つ め て

グ ラ ・モ ケgulamoke(砂 糖)を つ く る こ と が さ か ん に お こ な わ れ て い た7D。 か つ

て サ ト ウ ヤ シ の 栽 培 が 重 要 な 生 業 活 動 で あ っ た こ と はsっ ぎ の よ う な2っ の 事 柄 か ら

う か が い 知 る こ と が で き る72)。 そ の ひ と つ は,祖 霊 や 神 々 に 対 し て 豊 作 を ね が う と

き に と な え ら れ る 儀 礼 言 語 で あ り,そ の な か で は,ガ ガ ・ボ オgagabo'o(開 墾 を お

こ な っ て 満 腹 と な る)と い う 表 現 と ケ ウ ィ ・ア エk色wia"e(サ トウ ヤ シ の 樹 液 を 採 取

す る)と い う 表 現 が 対 の 関 係 に お か れ て い る 。 も う ひ と っ は,火 入 れ の と き に サ トウ

ヤ シ を 燃 や し た り,若 い サ トウ ヤ シ を 切 り た お し て,そ の 樹 芯(hogemoke)を 食 べ

る こ と が 禁 止 さ れ て い る こ と で あ る 。 だ が,そ の 後,コ コ ヤ シ が サ ト ウ ヤ シ よ り も 重

要 視 さ れ る よ う に な り,現 在 で は,上 記 の よ う な 換 金 作 物 が コ コ ヤ シ よ り も 重 要 視 さ

れ る よ う に な っ て き て い る 。

な お,表6に は,1984年 の ウ ォ ロ ・ レ レ 村(海 抜 約1,000メ ー トル)に お け る 降 雨

量 と,行 政 村DesaWoloLeleAを ふ く むKecamatanWoloWaru(ウ ォ ロ ・ ワ ル 郡)の

IbuKotaKecamatan(郡 都)で あ る ウ ォ ロ ・ ワ ルWoloWaru(海 抜 約250メ ー トル)

に お け る1976年 か ら1983年 に い た る 降 雨 量 の 平 均 値,表7に は1984年 に お け る ウ ォ ロ

・ レ レ 村 に お け る 月 べ つ の 平 均 気 温 と 湿 度 が 記 さ れ て い る の で 参 照 さ れ た い(ウ ォ ロ

・ ワ ル の 所 在 に っ い て は 図2を 参 照) 。 ウ ォ ロ ・ レ レ 村 の 降 雨 量,気 温,湿 度 は,筆

者 が 計 測 し た も の で あ り73),ま た,ウ ォ ロ ・ ワ ル に お け る 降 雨 量 は,H.WodaGadho

(PemimpinWilayahKecamatanWolowaru,KantorPertanianKecamatanWolowaru)

に よ っ て 計 測 さ れ た も の で あ る74)。

6・2農 耕 儀 礼 の概 略

農 耕 儀 礼 は,首 長(村 落 共 同体 の 長)や トゥカ(ウ ェ ワ ー一 首長 を代 表 者 とす る父

系 リネ ー ジ ー一 の 下位 分 節 体)の 代 表者 に よ って 主催 され る儀 礼 と,そ れ 以外 の儀 礼

に分 類 され る 。 前者 の 儀 礼 は,そ れ ぞれ の 村 落 共 同体 の 内部 で お こな わ れ る儀 礼 で あ

り,そ れ に参 加 す る人 々の 範 囲が 村 落共 同体 の 外 にまで ひ ろ が る ことは な い 。以 下 で

はsこ の よ うな儀 礼 を 「村 落 共 同 体 内の 儀 礼 」 と よぶ こ と に しよ う75)。

これ に 対 して,後 者 の 儀 礼 は,リ セ ・ン ゴ ンデ ・リアsリ セ ・ロ ヴ ・ボ ラ,リ セ ・

ク ル ・ラ ン デ を単 位 と して お こな われ る(2・9参 照)。 以 下 では,こ の よ う な儀 礼

を 「村 落 共 同体 間の 儀 礼 」 と よぶ こと に しよ う。 他 の政 治 共 同体 とは こ とな り,リ セ
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地域 には,政 治共同体の全体 をまきこんだか たちで おこなわれる農耕儀礼は存在 しな

い。

本 稿 で は,村 落 共 同体 内 の儀 礼 の 例 と して,マ キ ・ン ドリ ・ワン ゲMakiNdoriWa-

nggeの 長 に よ って 主催 され る儀 礼 と ウ ェワ ・ン ドリ ・ワ ンゲ の 下位 分 節 体 の ひ とつ で

あ る トゥカ ・ンベ テ ・ワン ゲTukaMbeteWanggeの 長 に よ って 主催 され る 儀 礼 を と り

あ げる こ と にす る 。 な お,マ キ ・ン ドリ ・ワ ンゲ の 長 で ある ヤ コ ブ ・ン ドリ ・ワ ンゲ

YacobNdoriWanggeは,ウ ェ ワ ・ン ドリ ・ワ ンゲ の 長,ト ゥカ ・ンベ テ ・ワン ゲの 長,

そ れ に リア ・ベ ー ワriabewaと い う3つ の地 位 を兼任 してい る の で(表2,図4,図

6,図7参 照),こ の こと を は っき り と銘 記 され た い。

す で にの べ た よ うに,畑 は4つ の種 類 に分 類 され るが,首 長(村 落 共 同体 の長)に

よ って 主催 され る儀 礼 は,祭 祀 畑 を対象 と して お こなわ れ,ト ゥカ の 長 に よ っ て主 催

さ れ る儀 礼 は,儀 礼 畑 を対 象 と して お こなわ れ る 。以 下で はrい ち いち 「マ キ ・ン ド

リ ・ワン ゲ の 長 が耕 作 す る 祭 祀 畑 」 とか 「トゥカ ・ンベ テ ・ワ ンゲ の 長 が耕 作 す る 儀

礼 畑 」 とい う表現 をつ か うの は 面倒 なの で,前 者 を 「祭 祀畑 」,後 者 を 「儀 礼 畑 」 と

よ ぶ こ とに す る。

また,村 落 共 同体 間 の 儀 礼 の例 と しては,リ セ ・ン ゴ ンデ ・リア にお け る儀 礼 を と

りあ げ る こと にす る 。 具 体 的 にのべ るな らば,そ の なか に は,パ イ ・ポ オpaipo'o,

ポ オ ・リアpoOria,ポ オ ・ロオpoOlo'o,ラ ゴ ・ポ オragopo'o,パ キpakiと い

っ た儀 礼 が ふ くまれ て い る 。

農 耕 儀 礼 は,毎 年,ほ とん どおな じよ うに く りか え され てゆ く。 だ が,祭 祀 畑 の 開

墾 を お こな っ た年 と お こな わ なか った 年 で は,農 耕 儀 礼 の 内容 に若 干の ち が いが み ら

れ る。 以 下 で は,前 者 を 「新 畑 の 儀 礼 体系 」,後 者 を 「旧畑 の儀 礼 体 系 」 と よぶ こ と

に しよ う。 表8に は,以 下 で記 述 され る農 耕 儀 礼 の お こなわ れ た 日付 が 掲 載 され て い

る 。1983年5月31か ら1983年9月21ま での 農 耕 儀 礼 は新 畑 の儀 礼体 系 に属 し,1983年

9月25日 か ら1984年9月22日 にい た る ま での 農 耕 儀 礼 は 旧畑 の儀 礼 体 系 に属 し,そ れ

以 後 の 儀 礼 は,ふ た たび 新 畑 の 儀 礼 となる76)。 しか しな が ら,新 畑 の 儀 礼体 系 と 旧

畑 の 儀 礼体 系 には,お な じ儀 礼 が数 多 くふ くまれ て お り,こ の2種 類 の 儀 礼体 系 をべ

つ べ つ に記 述 す る こと は,い か にも 冗長 で あ る。 そ こで以 下 で は,新 畑 の儀 礼 体 系 と

旧畑 の儀 礼 体 系 をお りまぜ な らが ら記 述 をす す め て ゆ くこ とにす る。

また,以 下 で は,2月 ～3月 の 時期 か ら記 述 をは じめ る が,こ れ は,次 章 に お け る

論 旨が も っ とも経 済 的 にな る こ とをね らった もの で あ る。 そ の ため に,1983年,1984

年,1985年 に お こ なわ れ た 儀 礼 の記 述 が 混 在 す る こ とにな る が,そ の こ と によ っ て,
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い ち じる しい混 乱 が 生 ず る とは考 え られ な い。

な お,以 下の 記 述 には,数 多 くの 人 物 が登 場 す る の で,だ れ が だれ で あ った かわ か

らな くな っ て しま う可 能 性 が あ る。 表10は,そ うな る こと を未然 にふ せ ぐた め の もの

で あ り,そ こには,農 耕 儀 礼 と主 な登 場 人物 との か か わ りが 簡単 に紹 介 され て い る。

6・3野 菜 の収 穫 が 開始 され る 季節(2月 ～3月)

6・3・1季 節 現 象

リオ 族 の 「季節 」(wula)の 分類 体 系 に した が う な らば77),2月 ～3月 にか け て

の 時 期 は,フ ォウ ォfowoと よば れ,1年 をつ う じて も っ とも雨 の多 い季 節 と して 認 識

さ れ お り,1984年 の2月 に は375皿 皿,3月 には382m皿 の雨 量 を記録 して い る(表6参

照)。 雨 が ふ りつ づ くため に,家 の床 下(lewu)ま でが 湿 り,カ ビ くさ い に お い を発

す る よ う にな る。 この よ う な現 象 は,フ ォ ウ ォ ・レウ ・ワウfowolewuwau(床 下 の

に お うフ ォ ウ ォ)と 表 現 され る(表5参 照)。

しか しな が ら,フ ォ ウ ォ は,雨 量 ばか りで な く,天 候 の多 様 さに よ っ て も特 徴 づ け

られ る 季 節 で あ る 。 なぜ な らばフ ォウ ォ には,ワ リ ・ア レwariare(稲 を乾 か す)と

よば れ る 数 日間 の 晴れ 間や,ワ ラ ・リアwarariaと よばれ る,お そ ろ しい暴 風 が や

って くる か らで あ る78)。 この 風 の ため に,屋 根 が ふ き飛 ば され た り,倒 壊 す る家 が,

毎 年,村 で 数 軒 は で て くる。 また,高 い屋 根 をも つ オネ ・リアは,強 風 を ま と も に う

け,風 の 息 と呼応 して き しみ は じめ る 。 そ して,村 の周 辺 や森 で は,熟 しつつ あ った

果 実 が おち,木 の枝 が おれ,弱 って い た大 木 が た おれ る。 だが,も っ と悲惨 で ある の

は,風 あ た りの 強 か った畑 で あ り,背 の高 い トウモ ロ コ シや モ ロ コ シ,そ れ に稲 まで

が な ぎた お され て しま う。

ワ ラ ・リアが あ らゆ る も の を吹 きた おす さ まは,レ ゴ ・ボ カ ・ア ウregobhokaau,

つ ま り,「(現 実 には 吹 き た お され る こと な どあ りえ な い)ア ウ竹 の 新 芽 さえ もが た

お され る」 と表 現 され る 。 ま た風 が 一 時 的 に休 止 し,無 風 の状 態 が つ づ く こ とは,ト

ゥー ・レグtureguと 表 現 され る。 トゥー ・レグ とは,妻 の 与 え手 が,籾 米(も し く

は精 米)と 伝 統 的 な 織 布 か らな る 「女財 」(regupata)を 妻 の受 け手 の も とに は こん

で ゆ く こと を意 味 す る 。 つ ま り無 風 状態 は,大 風 が 女 財 と して の作 物 を ど こか に は こ

ん で ゆ き,留 守 を して い る状 態 にた とえ られ るの で あ る。

ワ ラ ・リアが 数 日の あ い だ 吹 きあ れ る と,そ の す ぐあ と に,ふ た たび 雨 が ふ りは じ

め る が,こ の 雨 は,ワ ケ ・カ ジ ュ ・ア ウwakekajuau,つ ま り 「(吹 きた お され た)
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植 物 を た て る」 と よば れ る 。

6・3・2除 草

め だつ 草 だ け をひ き ぬ く ラウra'uと よばれ る 草 と りは,す で に い く度 も お こなわ れ

て き たが,フ ォ ウ ォ には い る と,畑 で は 雑 草 が作 物 を凌駕 す る よ う にな る 。 その ため

に,上 記 の ワ リ ・ア レ(数 日間 の晴 れ 間)が っ つ くころ,ケ アke'aと よば れ る 大 がか

り な除 草 が お こな わ れ る 。 た とえ ば,儀 礼畑 に お ける ケ アは,1984年 の 場 合,2月29

日に お こな わ れ た 。 この ケ ア で は,掘 り棒(sua)を も ちい て すべ て の 雑 草 を根 本 か

ら ほ りお こ しsひ き ぬ い て しま う方 法 が と られ る79)。

また,フ ォ ウ ォは,収 穫 の準 備 をは じめ る 時期 でも あ り,女 たち は,収 穫 物 を いれ

る ため の 編 み カ ゴ(benga)や 稲 の 脱 穀 や乾 燥 の ため に もち い るム シ ロ(te'e)を つ

く っ た り,修 繕 した り し,男 た ち は,穀 物 倉(kebo)や 出作 り小屋(皿b'e'i)の 修 理 や

新 築 の た め の 準 備 をは じめ る 。 これ らの作 業 は,稲 刈 りの まえ まで つ づ け られ て ゆ く。

この よ う に農 耕 にか か わ る活 動 は,し だ い に多 くな っ てゆ くに もか か わ らず,畑 か

らは,ま だ な にも 収穫 す る ことが で き ず,食 料 は,フ ォ ウ ォに お いて,も っ と も 欠乏

す る。 この 苦 しい 食料 不足 の 状 態 は,フ ォ ウ ォ ・ンゴ ー ・ ドゥナfowongoduna,っ

ま り 「手 が と どき そ うで,と どか な い フ ォ ウ ォ」 と表現 され る。

6・3・3ピ レ ・ウ マ 儀 礼

草 と り が お こ な わ れ る と,4晩(kobesutu)の あ い だ 畑 へ の 立 ち 入 り を 禁 止 す る,

ピ レ ・ ウ マpireuma(畑 の 禁 忌)と よ ば れ る 儀 礼 が お こ な わ れ る80)。 ピ レ ・ ウ マ に

は,儀 礼 畑 を 対 象 に す る も の と 祭 祀 畑 を 対 象 に す る も の が あ る 。 旧 畑 の 儀 礼 体 系 で は,

こ の2つ の 儀 礼 は,同 一 の 機 会 に お こ な わ れ る 。 こ れ に 対 し て,新 畑 の 儀 礼 体 系 で は,

儀 礼 畑 を 対 象 と す る ピ レ ・ウ マ だ け が お こ な わ れ,祭 祀 畑 の ピ レ ・ ウ マ は,ン バ マ ・

カ ー ・ ウ ェ サ と よ ば れ る 儀 礼(後 述)の 直 前 に な っ て は じ め て お こ な わ れ る 。 以 下 で

の べ る の は,旧 畑 の 儀 礼 体 系 に 属 す ピ レ ・ ウ マ で あ る 。

1984年3月6日8時30分81):ウ ォ ロ ・ レ レ 村 の オ ネ ・ リ ア(首 長 で あ る ヤ コ ブ ・

ン ド リ ・ ワ ン ゲ が 居 住 す る 家 屋)か ら,モ セ ス ・ハ ルMosesHaru,ク リ ス テ ィ ナ ・パ

レKristinaPare,カ タ リ ナ ・ ロ ロKatarinaLolo(表10参 照)が 儀 礼 畑 に む け て 出 発

す る(儀 礼 畑 は,筆 者 の 調 査 期 間 中,ウ ォ ロ ・ レ レ 村 か ら 北 に 歩 い て15～20分 ほ ど の

一80一



場 所 に あ っ た)・ ク リ ス テ ィ ナ ・パ レ と カ タ リ ナ ・ロ ロ は,オ ネ ・ リ ア で 準 備 し た 飯

(arepire)と 小 型 の 野 ネ ズ ミ(te'u)の 肉 を 煮 た 料 理(utanakete'u)82),そ れ

に ク ク イ ノ キ の 実(feo),米,食 器 類 な ど を い れ た 編 み カ ゴ(benga)頭 に の せ て も

っ て ゆ く 。

8時51分:一 行 が 儀 礼 畑 に 到 着 す る 。 ニ ジ ョ ・イ ネ ・パ レnijoinepare(稲 の 母

の 呪 文)を は じ め と す る さ ま ざ ま な 呪 文 を 知 っ て い る の で,い つ も カ ジ ュ ・マ ニ 村 か

ら よ ば れ る レ オ ・オ ナLeoOna(表10参 照)は,す で に 畑 に 到 着 し て お り,一 行 を ま

っ て い る 。

畑 の 中 心 に あ る カ オ ・ ウ ィ ニkaowini(種 籾 を 汲 む)と よ ば れ る 畑 の 祭 場(カ オ ・

ウ ィ ニ に つ い て は,種 ま き に と も な う 儀 礼 と の 関 連 で,の ち ほ ど く わ し く の べ る)で,

ク リ ス テ ィ ナ ・パ レ が,小 さ な 土 釜(podolo'o)か ら 飯 を ユ ウ ガ オ の 椀(hena)に も

り(jobi),鍋(hawa)か ら 野 ネ ズ ミ の 肉 を ヤ シ 殻 の 椀(he'a)に よ そ う(jobi)。

9時00分:レ オ ・オ ナ が,カ オ ・ウ ィ ニ(畑 の 祭 場)に た て ら れ て い る,樹 皮 を む

い た 高 さ30cmほ ど の ヒ ロ バ ノ ジ ア オ イ(リ オ 語 名:denu;学 名:Melochiau皿bellata)

の 木(tebodenu)の 下 手(ghawa)に し や が ん で,ユ ウ ガ オ の 椀 と ヤ シ 殻 の 椀 か ら 飯

と 野 ネ ズ ミ の 肉(頭 部 を ふ く む)を つ ま ん で,ヒ ロ バ ノ ジ ア オ イ の 木 と そ の わ き に お

か れ て い る 石(watu)の 上 に 供 え る(kuwiroe)。

そ の 後,レ オ ・オ ナ を 中 心 に,参 加 者 た ち が,カ オ ・ウ ィ ニ(畑 の 祭 場)に し ゃ が

み,ユ ウ ガ オ の 椀,ヤ シ の 殻 椀,土 釜,鍋 に の こ っ て い た 飯 と 野 ネ ズ ミ の 肉 を 食 べ る 。

9時18分:カ タ リ ナ ・ ロ ロ が,ク ク イ ノ キ の 実 を 口 の な か で ド ロ ド ロ に な る ま で か

ん で(皿ama),そ れ を ヤ シ 殻 の 椀 の な か に は き だ す 。 そ し て,そ れ に 水(aeketa)を

く わ え て,ア エ ・ フ ェ オaefeo(ク ク イ ノ キ の 実 の 水)と よ ば れ る 白 濁 し た 液 体 を っ

く り83),ヒ ロ バ ノ ジ ア オ イ の 木 の す ぐ わ き に お く 。 だ が,正 式 に は,ア エ ・ フ ェ オ

を 畑 に 散 布(wesa)し な け れ ば な ら な い84)。

こ れ と 同 時 平 行 し て,レ オ ・オ ナ が,ラ イ ム(リ オ 語 名:mudetelo;学 名:Citrus

aurantifolia)を 半 分 に 切 っ て,そ の 断 面 で,ヒ ロ バ ノ ジ ア オ イ の 供 物 柱 と そ の わ き

の 石 の 上 に お か れ た,野 ネ ズ ミ の 肉(頭 部 を ふ く む)を こ す る 。 だ が,ラ イ ム は,コ

ブ ミ カ ン(リ オ 語 名:mbangga;学 名:Citrushystrix)の 代 用 品 で あ り,本 来 な ら

ば,コ ブ ミ カ ン が つ か わ れ な け れ ば な ら な い 。

9時20分:レ オ ・オ ナ が,少 量 の 米 を つ ま み と り,そ れ に ニ ジ ョ ・イ ネ ・パ レnijo

inepare(稲 の 母 の 呪 文)を さ さ や き か け る 。 す べ て の 呪 文 に は,呪 文 に 効 力 を あ た

え る イ ネine(母)と よ ば れ る キ ー ・タ ー ム が ふ く ま れ て お り,そ の 内 容 は,秘 密 に
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さ れ て い る 。 そ の た め に,呪 文 が 声 に だ し て と な え ら れ る こ と は な い 。 っ ぎ に の べ る

ニ ジ ョ ・イ ネ ・パ レ は,レ オ ・オ ナ か ら 後 日 え た も の で あ る 。 な お ,以 下 で は,イ ネ

と よ ば れ る キ ー ・ タ ー ム を 「源 」 と 翻 訳 す る こ と に し た い 。

Pue1kaupareghawaghawa.

nukano'ombembukura.

ロ タ ノ ロ
nainoowesawawa.

nukano'owesarusa.

1etano'ohobaneta.

nduno'osusumuru,

parekakadaghakasa,

kasatemubhanga.

nggengodaghakemo,

kemotemudeso.

toma'ele,

タ リノ ノ
werumaenggenggu.

makungerewatu,

リ ノ ク リ

tUangereSUa.

pue!kaupareghaleekoae.

parekakadaghakasa,

kasatemubhanga.

nggengodaghakemo,

kemotemudeso.

tema'ele,

ク タ ノ タ
werumaenggenggu.

makungerewatu,

ナ ノ グ ひ

tu"anggeresu"a.

pue!kauparemenagejuleja.

parekakadaghakasa,

kasatemubhanga.

nggengodaghakemo,

プ エ!85)斜 め 下 に あ る 稲 よ 。

小 海 老 と い っ し ょ に の ぼ っ て こ い 。

豚 の と お る 道 を あ が っ て こ い 。

鹿 の と お る 道 を の ぼ っ て こ い 。

ア ナ ミ ル タ(Ana皿irtacocculus)の 蔓 を わ た

っ て こ い 。

川 エ ビ の あ と を つ い て こ い 。

胸 に い だ け ば,

放 し て は な ら な い86)。

脇 に お し あ て れ ば,

退 い て は な ら な い87)。

た た い て も,う こ か ず,

ゆ さ ぶ っ て も,び く と も し ま せ ん よ う に 。

石 の よ う に じ ょ う ぶ に,

鉄 の よ う に か た く な り ま す よ う に 。

プ エ!西 方 の 河 口 に あ る 稲 よ 。

稲 を 胸 に い だ け ば,

放 し て は な ら な い 。

脇 に お し あ て れ ば,

退 い て は な ら な い 。

た た い て も,う こ か ず,

ゆ さ ぶ っ て も,び く と も し ま せ ん よ う に 。

石 の よ う に じ ょ う ぶ で,

鉄 の よ う に か た く な り ま す よ う に 。

プ エ!日 の 出 の 方 角 に あ る 稲 よ

稲 を 胸 に い だ け ば,

放 し て は な ら な い 。

脇 に お し あ て れ ば,
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kemote皿udeso.

toma'ele,

ダ ジ ク タ
werumaenggenggu.

makungerewatu,

コ ノ ノ リ

tUangereSUa.

pue!pareSheleMbotuNdota88),

KeliKima.

RegaWoloGai.

NggoWakeWani.

SumbaManuNai.

MegogheleTanaAi.

NdoleNdopo.

pukiutibegajelaBobiNombi.

WeuWara.

parepare,inekai,

Dalengi'imera.

退 い て は な ら な い 。

た た い て も,う こ か ず,

ゆ さ ぶ っ て も,び く と も し ま せ ん よ う に 。

石 の よ う に じ ょ う ぶ で,

鉄 の よ う に か た く な り ま す よ う に 。

プ エ!斜 め 上 に あ る ン ド タ 山s

キ マ 山 の 稲 よ89)。

レ ガ ・ウ オ ロ ・ガ イse)。

ン ゴ ー ・ ワ ケ ・ ワ ニ 。

ス ン バ ・マ ヌ ・ナ イ 。

メ ゴ ・ゲ レ ・タ ナ ・ア イ 。

ン ド レ ・ ン ドポ 。

ボ ビ と ノ ン ビ の 女 陰,陰 茎,ほ と,ま ら 。

ウ ェ ウ ・ ワ ラ91),

稲,稲,そ の 「源 」 は,

赤 い 歯 の ダ レ92)。

以 上 の よ うな ニ ジ ョ ・イ ネ ・パ レ(稲 の母 の 呪 文)を となえ た米 粒 を,レ オ ・オナ

が,稲 の 根 本 に4回 に わ け て うめ る 。 こ うす る こ とに よっ て,作 物 が じょ うぶ に 育つ

よ う にな る の だ とい われ る93》 。

本 来 な らば,畑 か らひ き あ げる とき に,畑 の祭 場 の わ き に 「木」(kajumata)を た

て(soke),そ こ に,飯 の は い って い た 土釜 を 「さか さ ま にか ぶせ 」(sobhe),4晩

の あ い だ,そ の まま に して おか な け れ ば な らな い。 だ が,実 際 には お こな われ なか っ

た 。

以 上 で の べ た儀 礼 は,儀 礼 畑 を対 象 とす る もの で あ るが,お な じよ うな 儀礼 が,ほ

ぼ 同 時 刻 に祭 祀 畑 で も お こな わ れ た 。 その た め に,筆 者 は,祭 祀 畑 で の 儀 礼 をみ る こ

とが で き な か っ た。 な お,祭 祀 畑 で の ピ レ ・ウマ は,ヨ セ ブ ・ボカYosepBhokaや マ

リア ・ウタMariaUta(表10参 照)が 中心 に な って お こな われ た。

6・3・4ペ サ ・ ウ タ 儀 礼

畑 へ の4晩 の 立 入 禁 止 が あ け る と,ペ サ ・ ウ タpesauta(野 菜 を 食 べ る)と よ ば れ
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る儀 礼 が お こな われ る。 この 儀 礼 は,野 菜 類 の(uta)の 収穫 を可能 にす る儀 礼 であ り,

そ れ 以 前 に,野 菜 を収穫 す る 者 には,ベ ラ ・ケ ラ,イ ア ・シサbelakela,iasisa

(稲 妻 が 割 り,イ ア 山が 裂 く)と よばれ る94),落 雷 に よる 突然 の 死 が お とずれ る の

だ とい わ れ る 。

ペ サ ・ウタ は,別 名,ペ サ ・ウ タ ㌔ ドウ ェpesautadove(シ カ クマ メ を食 べ る)

あ る いは ペ サ ・ロボ ・ ドウ ェpesalobodowe(シ カ ク マ メの 若 芽 を食 べ る)と よば

れ る 。 この よ うな 儀 礼 の名 称 か らいえ る こと は,シ カ ク マ メ には 野菜 類 を代 表す る作

物 と して の 地 位 が あ た え られ て いる とい う こ とであ る 。

ペ サ ・ウタ には,儀 礼 畑 を対象 とす るペ サ ・ウ タ と祭祀 畑 を対象 とす る ペ サ ・ウ タ

が あ る。 旧畑 の 儀 礼 体 系 で は,こ の2つ の儀 礼 は合 同で お こな われ るの に対 し,新 畑

の 儀 礼 体 系 で は,儀 礼 畑 を対象 とす る ペ サ ・ウタ だ けが お こな われ,祭 祀 畑 のペ サ ・

ウ タ は,ン バ マ ・カ ー ・ウ ェサ と よば れ る儀 礼(後 述)の なか で お こなわ れ る 。 だ が,

い ず れ の 場 合 で も,ト ゥカ の成 員 は,ト ゥカ の 長 がペ サ ・ウ タ をお こな う こ とに よ っ

て は じめ て,野 菜 を収 穫 す る ことが 可 能 にな り,ま た,ウ ェ ワの 関係 者(2・5参 照)

は,村 落 共 同 体 の 長 で あ る ヤ コブ ・ン ドリ ・ワンゲ(表10参 照)が ペ サ ・ウタ をお こ

な う こと に よ って は じめ て,野 菜 を収 穫 す る こ とが可 能 に な る。 な お,以 下で 記 述 す

る の は,旧 畑 の 儀 礼 体 系 に属 すペ サ ・ウ タで あ る 。

1984年3月10日12時40分:金 の 耳飾 りと黒 い 上体 衣(1ambu皿ite)を 身 につ け た マ

リア ・ウ タが,祭 祀 畑 で 野 菜 を収穫 す る た め に,ク リス テ ィナ ・パ レ を したが え て オ

ネ ・リア を 出発 す る(mbaworouta)。 マ リア ・ウタ は,儀 礼用 の 肩 か け カ ゴ(mbola)

を も ち95),ク リス テ ィナ ・パ レは,ナ イ フ(piso)を 右 手 に も って ゆ く。マ リア ・

ウ タ が 身 につ け て い る金 の 耳 飾 りは,オ ネ ・リア に保 管 され て いる ンボ ラ ・カ ド(タ

ナ ・ワ トゥに あ た え られ た 金)の 一部 をな す もの で あ る(5・3・2参 照)。

12時53分:テ ボ ・ラカ 村 の 近 くに ある 祭 祀 畑 に到着 す る 。儀 礼 畑 とは こ とな り,祭

祀 畑 に は,畑 の上 端 と 下端 の そ れ ぞれ に,カ オ ・ウ ィニkaowini(畑 の 祭場)が も う

け られ て い る が(図40参 照),畑 の上 端 の カ オ ・ウ ィニの す ぐわ き にた て られ た 木 に

は,小 さ い 土釜 が か ぶ せ られ て い る 。 これ は,す で に ピ レ ・ウマが お こな われ た こ と

を しめ して い る(6・3・3参 照)。

マ リア ・ウタ が,畑 の 上 端 の カ オ ・ウ ィニ の す ぐ上方(ghele)に あ る ロカ ・ソ ム

・レァlokaso皿ulea(シ ャ ロ ヅ トと シ ョウガ の 場 所)に 植 え られ て いる シ ャ ロ ッ ト

を,い くつ か ほ りだ して儀 礼 用 の 肩 か け カ ゴ にい れ る 。つ ぎ に,ト ウモ ロ コ シ,シ カ

クマ メの 若 芽,キ ュウ リ,ヒ メボ ウキ を,儀 礼 用 の 肩 か けカ ゴ にい れ る。 そ して,祭
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祀 畑 に 植 え ら れ て い る ト ウ モ ロ コ シ の 木(sagajawa)を 根 本 か ら ナ イ フ で 切 っ て,

肩 に か つ ぐ 。 祭 祀 畑 に は,ま だ な に も 実 っ て い な い の で,こ れ ら の 野 菜 は,ペ サ ・ ウ

タ の 儀 礼 を お こ な う た め に,べ つ の 畑 か ら も っ て こ ら れ た も の で あ る 。

12時55分:収 穫 を お え た マ リ ア ・ ウ タ と ク リ ス テ ィ ナ ・パ レ が,オ ネ ・ リ ア に む か

っ て 出 発 す る 。

13時16分:オ ネ ・ リ ア に 到 着 し て,ト ウ モ ロ コ シ の 木 を ウ ィ ス ・ル ル(祖 霊 の 座)

に た て か け,儀 礼 用 の 肩 か け カ ゴ に い れ て き た 野 菜 類 を,ウ ィ ス ・ル ル に 近 い 竹 床 の

上 に お く 。 オ ネ ・ リ ア を 出 発 し,収 穫 し て き た 野 菜 を ウ ィ ス ・ル ル に お く ま で の あ い

だ,2人 の 女 は,た と え 道 で 人 に あ っ て も,け っ し て 口 を き い て は な ら な い し,ま た

通 り す が り の 人 々 も,道 ば た に よ け てs話 し か け る こ と を 忌 避 す る(pire皿ega)。

13時28分:マ ル ガ レ ー タ ・ウ ェ アMargaretaWeaと フ ェ ロ ニ カ ・ ウ ィ ニVeronika

Wini(表10参 照)が,野 菜 を 収 穫 す る た め に,オ ネ ・ リ ア か ら 儀 礼 畑 に む け て 出 発 す

る 。 マ ル ガ レ ー タ ・ ウ ェ ア は,ン ボ ラ ・カ ド の 金 の 耳 飾 り を つ け て も よ い の で あ る が,

こ の と き に は,な ぜ か 金 の 耳 飾 り を 身 に つ け な か っ た 。

13時57分:マ ル ガ レ ー タ ・ウ ェ ア と フ ェ ロ ニ カ ・ウ ィ ニ が,ト ウ モ ロ コ シ の 木 を か

つ ぎ,肩 か け カ ゴ(rembi)に い れ た 野 菜 類 を も っ て 儀 礼 畑 か ら も ど っ て く る 。 そ し て,

そ れ ら を 祭 祀 畑 か ら の 収 穫 物 と お な じ よ う に ウ ィ ス ・ル ル(祖 霊 の 座)に お く 。 彼 女

た ち も ま た,道 す が ら 人 に あ っ て も,け っ し て 口 を き い て は な ら な い 。

19時00分:マ リ ァ ・ウ タ が,オ ネ ・ リ ア の 右 側 の 炉(wajanggana)に す わ り,べ つ

べ つ の 釜 で2種 類 の 飯 を 炊 い て い る96)。 そ の 第1は,祭 祀 畑 に ま か れ た 種 籾 の の こ

り(tera)を 精 米 し た 米 で あ り,第2は,儀 礼 畑 に ま か れ た 種 籾 の の こ り を 精 米 し た

米 で あ る 。 っ ま り,種 籾 の の こ り は,種 ま き が お わ る と 穀 物 倉 に 保 管 し て お か れ,ペ

サ ・ ウ タ の 儀 礼 に お い て は じ め て 食 べ る こ と が 可 能 と な る の で あ る 。 も し,ペ サ ・ ウ

タ の ま え に 種 籾 の の こ り を 食 べ る な ら ば,病 気 や 死 が お と ず れ る の だ と い わ れ る 。

19時26分:ヨ セ ブ ・ボ カ と サ ミ ュ エ ル ・ レ バSamuelLeba(表10,図11参 照)が,

ウ ィス ・ル ル に進 い場 所 にす わ り,箕(kidha)に も られ て いる ヒ メボ ウ キの 葉 をつ

ん で,ユ ウ ガ オ の 椀 に い れ る 作 業 を お こ な っ て い る 。

19時30分:ヨ セ ブ ・ボ カ が,シ カ ク マ メ の 葉 で 豚 肉(豚 肉 は オ ネ ・ リ ア に 保 存 さ れ

て い た 乾 燥 肉)97》 を っ っ み,右 側 の 炉 に す わ る マ リ ア ・ウ タ に わ た す 。 マ リ ア ・ ウ

タ は,そ れ を あ ら か じ め 用 意 し て あ っ た コ コ ナ ヅ ミ ル ク(aenio)と と も に 鍋 に い れ,

火 に か け る 。

19時45分:ヨ セ ブ ・ボ カ が,ポ ロ ・ ン グ タhorongeta(混 ぜ ト ウ ガ ラ シ)と よ ば れ
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る あ え物 をつ くる 。 つ ま り,ヒ メボ ウキの 葉,コ コヤ シの 胚 乳層(isinio)を す りお

ろ した もの,き ざん だ シ ャロ ッ トと シ ョウ ガ をユ ウガ オの 椀 にいれ,そ れ に塩(皿esi)

を くわ え て手 で よ くも む 。

20時45分:飯 が 炊 き あ が り,豚 肉の コ コナ ヅ ミル ク煮 も で きあ が っ たの で,マ リア

・ウタ が ,小 さな 蓋 つ き の飯 カ ゴ(watilo'o),ユ ウガ オの 椀,ヤ シ殻 の 椀 に,飯 と

豚 肉 の コ コナ ツ ミル ク煮 を よそ い は じめ る 。

これ は,す べ て の 儀 礼 にあ て は まる こ とで あ る が,飯 にせ よ,肉 の料 理 にせ よ,お

な じ内 容 の供 物 を2つ の 器 にも る の が な らわ しにな って いる 。つ ま り,そ の 一 方 は,

他 方 の ダ イdai(供)な の で あ る(図19参 照)。

20時53分:ヨ セ ブ ・ボ カ が,小 さな蓋 つ き の飯 カ ゴ(こ の な か には 肉 の料 理 と上 記

の2種 類 の 飯 が つ め られ てい る)を も っ て,ワ ンゲ ・ンベ テWanSgeMbete(図4,図

7参 照)の 遺 骨箱(bhaku)が 安 置 され て い る オ ネ ・リア の 中二 階(lena)に の ぼ り,

遺 骨箱 とそ の わ き の 石の 上 に飯 と 肉 を少 しず つ のせ る 。 この よ うな行 為 は,ク ウィ ・

ロ エkuwiroe(手 で つ まん で食 物 を供 え,サ トウヤ シの 樹液 を醸 した酒 をふ りか け る)

と よ ばれ る。 そ してsつ ぎ の よ う に言 上 す る(meanosi)。

karu'esaiWanggeMbeteina.

ba'imi,belangesadoina.

pesalobodoweeoumangguabapu,

umapiguwera.

gagabo'o,kewiae.

ロ ク 　 ノリ グ

pensn$e,wesinuwawee.

tedotembu,wesawelawe'e.

mbasai,gepagenawe'e.

lorasambu,dugaduawe'e.

patidoka,ti'idoru'eina.

さあ,お 食 べ くだ さい ワ ンゲ ・ンベ テ。

苦 き は 甘 く,渋 きは 旨 くな ります よ うに。

祭 祀 畑 と儀礼 畑 か ら と って きた シカ クマ メの

若 芽 を食 べ ます。

豊 作 に な ります よ う に98)。

家 畜 がふ え ます よ う に99)。

作 物 が順 調 に育 ち ます よ うに田2》。

願 い 事 がか な い ます よ うに101)。

すべ て が成 就 します よ う に102)。

食 物 をお供 え い た します 。

っ ぎ に 中二 階 か らお りて,ま ず,祭 祀 畑 の 種籾 を炊 い た飯,つ ぎ にs儀 礼 畑 の種 籾

を炊 い た飯 を,ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の 座)に おかれ て い る石(WatUWiSUIUIU)と 豊

穣 をも た らす ワ トゥ ・ニ パwatunipa(蛇 石)の は い った肩 か けバ ッグ(普 段 は ウ ィ

ス ・ルル に か け られ て い る)の 上 にの せ て ゆ く。 そ して 最後 に,シ カ ク マ メの 葉 と シ

カ クマ メ の 葉 でつ つ ん で 料 理 した豚 肉 をち ぎ って,ウ ィス ・ルル の 石 と豊穣 を もた ら

:・



す ワ ト ゥ ・ニ パ の 上 に の せ て ゆ く(図19参 照,写 真5参 照)。(ポ ロ ・ン グ タ は,ウ

ィ ス ・ル ル に 供 え ら れ て は い る も の の,ウ ィ ス ・ル ル の 石 の 上 に は お か れ な い 。)そ

し てsつ ぎ の よ う に 言 上 す る 。

ジ
karu'esai.

nitupa'iatamatawisululuina.

patidoka,ti'idoru'eina.

taupesadoutaina.

gagadibo'o,kewi_diae.

　 ク 　 クリ ク

pensnge,westnuwawee.

teboma'edego,toma'eleko.

さあ,お 食 べ くだ さ い。

ウ ィス ・ルル の 祖霊 たち よ。

食 べ 物 を お供 えい た します 。

これ か ら野菜 を食 べ は じめ ます 。

豊 作 に な ります よ う に。

家畜 が ふえ ます よ う に。

健康 で あ ります よ う に103)。

buru,・maesapu'u,haka皿,-a2sabege.病 気 に な り ま せ ん よ う に1。4)。

tebotu'angeresu'a,身 は 鉄 の よ う に か た く,

lomakungerewatu.体 は 石 の よ う に じ ょ う ぶ に な り ま す よ う に 。

t'e,-maele,た た い て も,う こ か ず,

weru皿,-aenggenggu.ゆ さ ぶ っ て も,び く と も し ま せ ん よ う に 。

以 上 の よ うな祝 詞 を言 上 す る と,ヨ セ ブ ・ボ カ が,ユ ウガオ の 椀 に も られ ウ ィス ・

ル ル に おかれ て い る飯 を手 をつ か っ て4口 食 べ る 。 これ は,ブ ー ・ウ ィウ ィ ・ス トゥ

buwiwisutu(4口 の ブー)と よばれ105),そ の あ とで は じめ て,オ ネ ・リアの 居 間

の 中央 部 にす わ って い る男 たち(ヤ コ ブ ・ン ドリ ・ワ ンゲ,ソ ロモ ン ・ウ ォ ダ,表10

参 照)が 食 事 をは じめ る。

ヨ セ ブ ・ボ カ とサ ミュ エル ・レバ は,手 をつ か って ウ ィス ・ル ル に おか れ て い る ユ

ウ ガオ の 椀 や ヤ シ殻 の椀 に も られ て い る飯 と 肉 を食 べ る。 供 物 のの こ りを食 べ る とき

に は,手 をっ か う こ とが な らわ しにな っ てい るか らで ある 。 だ が,他 の 人 々は,ス プ

ー ン をつ か っ て ,べ つ の食 器 に も られ た飯 と 肉(こ れ は ウ ィス ・ル ル に おか れ て い る

飯 や 肉 と おな じ く,マ リア ・ウ タが 右側 の炉 で料 理 した もの で あ る),そ れ に前述 の

ポ ロ ・ン グ タhorongetaと よ ばれ る あ え物 を食 べ る..》 。

ひ き つづ く儀 礼 の 記 述 に お い て も,お な じよ うな 場 面が で て くるが,と くに こ とわ

りの な いか ぎ り,「 男 た ち が食 事 を お こな う 」 と い う表 現 で,ヤ コブ ・ン ドリ ・ワン

ゲ,ソ ロモ ン ・ウ ォダ が オ ネ ・リア の 居 間の 中央 で 食 事 を お こな っ て い る情 景 を記 述

す る 。

女 と子 供 た ち は,儀 礼 的 な 食事 で あ る か ど うか にか か わ りな く,男 た ちの 食 事 が お
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わ っ て か ら,の こ っ た も の を 炉 の 周 囲 で 食 べ る の が な ら わ し に な っ て い る 。 具 体 的 に

の べ る な ら ば,女 子 供 の 食 事 に く わ わ っ た の は,料 理 を つ く っ た マ リ ア ・ ウ タ と ク リ

ス テ ィ ナ ・パ レ の ほ か に,オ ネ ・ リ ア に 居 住 す る テ レ シ ア ・コ リ,マ リ ア ・イ メ ル ダ,

そ れ に カ タ リ ナ ・ロ ロ(表10参 照)と そ の 弟 と 妹 で あ る 。

ひ き っ つ く 儀 礼 の 記 述 に お い て も,お な じ よ う な 場 面 が で て く る が,と く に こ と わ

り の な い か ぎ り,「 女 た ち が 食 事 を お こ な う 」 と い う 表 現 で,女 の 料 理 人,テ レ シ ア

・ コ リ
,マ リ ア ・イ メ ル ダ,そ れ に カ タ リ ナ ・ ロ ロ と そ の 弟 と 妹 が 炉 の 周 囲 で 食 事 を

お こ な っ て い る 情 景 を 記 述 す る こ と に す る 。

ま た,こ こ で 指 摘 し て お か な け れ ば な ら な い の は,供 物 の 場 合 と お な じ く,食 べ る

と い う 行 為 に も,ダ イdai(供)が 必 要 だ と い う こ と で あ る 。 つ ま り,サ ミ ュ エ ル ・

レ バ は,ヨ セ ブ ・ボ カ の ダ イ(供)と し て,ウ ィ ス ・ル ル で 食 事 を お こ な っ て い る の

で あ り,こ の よ う な 行 為 はsカ ー ・ダ イkadai(供 と し て 食 事 を す る)と よ ば れ る 。

1人 で 食 事 を お こ な う こ と は,日 常 生 活 に お い て も,カ ー ・オ ラ ・ポ ロ,ペ サ ・オ ラ

・ ウ ェ ラkaolapolo
,pesaolawera(ひ と り で 食 べ る は 妖 術 者)と い わ れ て,忌 み

き ら わ れ る 。

飯 と 肉 の つ め ら れ た 小 さ な 蓋 つ き の 飯 カ ゴ は,ワ ン ゲ ・ン ベ テ に 供 え ら れ た も の の

ほ か に2つ 用 意 さ れ,帰 宅 す る と き に,ヨ セ ブ ・ボ カ が,そ れ ら を オ ネ ・ リ ア か ら も

っ て で る 。 そ の ひ と つ は,オ ネ ・ リ ア の す ぐ そ ば に あ る ン ド リ ・ワ ン ゲNdoriWangge

の 墓(図14参 照)に 供 え ら れ,も う ひ と つ は,テ ボ ・ラ カ 村 に あ る ト コToko(図7参

照)の 墓 に 供 え ら れ る 。

6・4死 と病 気 の 季 節(3月 ～4月)

バ ル ・レェbalu�.ree(3月 ～4月)に お いて も,し ば しば強 い風 を とも な っ た雨

が は げ し くふ る。 この よ うな風 雨 は,バ ル ・ラー ・ロ ロbalulalolo(モ ロコ シ を流

しさるバ ル)と よば れ る 。 しか しな が ら全 般 的な 傾 向 と して雨 は,し だ い に 減少 して

ゆ き,は げ しい雨 にか わ っ て霧 雨 が ふ る よ う にな る 。 この 霧雨 が ふ る と,イ ブipuと

よ ばれ る小 魚(筆 者 は 実 見す る こ とが で きな か った)が 浜 にや って くる よ うに なる の

で,海 岸 部 の 村 は イ ブ漁 で に ぎわ う。 その た め に,3月 ～5月 にか けて ふ る霧 雨 は,

ウ ジヤ ●イ ブujaipu(イ ブの 雨)と よば れ る 。

バル ・レエ には い る と,ト ウモ ロコ シ をふ くむ 野菜 類 の本 格 的 な収 穫 が は じま り,

ウ レ ・ペ リuleperiや ウ レ ・ウルulewuluな ど とい った,竹 や 樹 木 に巣 く う脂 肪 分 を

::



豊 富 に ふ く む 昆 虫 の 幼 虫 が 食 卓 を か ざ る よ う に な る 。 ま た,こ の こ ろ に な る と,ベ テ

ル チ ュ ー イ ン グ の と き に,デ カdeka(完 熟 し た ビ ン ロ ウ の 種 核 を う す く 輪 切 り に し て

乾 燥 さ せ た も の)に か わ っ て,熟 し は じ め た 若 い ビ ン ロ ウ の 実(外 果 皮 を の ぞ く,中

果 皮 と 種 核)が か ま れ る よ う に な る 。 し た が っ て,食 料 事 情 は い わ ば 好 転 し つ つ あ る

と い っ て よ い 。

だ が,バ ル ・ レ エ(悪 い バ ル)は,「 悪 い 月 」(wula�,ree)と み な さ れ,病 気 に

な れ ば 死 に い た る 場 合 が 多 く,出 産 が お こ な わ れ る な ら ば,難 産 の す え に,産 婦 か 子

の 両 方 も し く は 一 方 が 死 亡 す る よ う な こ と が お こ る の だ と い わ れ る 。 こ の 時 期 に お け

る 病 気 は,ロ ー ・ン ガ ル ・パ レrongalupare(稲 の 突 端 の 病 気)と よ ば れ107),死

は,マ タ ・ ラ エ ・カ ー ・ ア レmatala'ekaare(新 米 を 食 べ る ま え の 死)と よ ば れ る 。

ま た,バ ル ・ レ エ に 生 ま れ た 子 は,カ オ ・ウ ラ ・ レ エka'owula.,.ree(悪 い 月 の 生 ま

れ)と よ ば れ,た と え 生 き な が ら え た と し て も,生 ま れ っ き 頭 が 悪 く,生 涯 に わ た っ

て 病 弱 で あ る こ と は さ け ら れ な い 。

そ し て,バ ル ・ レ エ に は,タ ナ ・ワ ト ゥ ・ガ カtanawatugaka,っ ま り,タ ナ ・ワ

ト ゥ(土 地 神)が,ガ カgakaと よ ば れ る 特 有 の 鳴 声 を あ げ な が らsン ボ ラ ・カ ド(タ

ナ ・ ワ ト ゥ に あ た え ら れ た 金)を も と め て 飛 び ま わ る 現 象 が 頻 発 す る よ う に な り,そ

れ が 病 気 の 原 因 と し て 語 ら れ る こ と も あ る 田8)。 ま た,バ ル ・ レ エ に は,タ ナ ・ワ ト

ゥ の 配 下 で あ る 妖 術 者 の 活 動 も 活 発 化 す る 。

6・5乾 期 へ と 転 換 す る 季 節(4月 ～5月)

4月 の お わ り に な る と,雨 量 は か な り 減 少 し て く る 。 そ し て,し だ い に 晴 れ 間 の み

え る 日 が 多 く な っ て ゆ く 。 こ の こ ろ 東 か ら の 風 が は じめ て ふ く 。 こ の 風 は,ア ン ギ ・

ン ダ レangiNdale(Ndaleと は リ セ 地 域 の 東 方 に あ るNdaleも し く はKojaNdaleと い

う 地 名 に 由 来 す る と 考 え ら れ る)と よ ば れ,雨 期 か ら 乾 期 へ と 季 節 が 転 換 す る き ざ し

と し て 認 識 さ れ て い る 。

バ ル ・ジ エbalu,.,jie(4月 ～5月)に は い る と,パ パ イ ヤ(utaba'i)の 実 が 熟

し は じ め,こ の パ パ イ ヤ の 季 節 は,10月 こ ろ ま で つ づ く 。 ま た,グ ア バ(リ オ 語 名:

nggoeawa;学 名:Psidiu皿guajava)の 実 が 熟 し て 食 べ ら れ る よ う に な る が,食 料 と

し て は あ ま り 重 要 性 を も た な い 。

農 耕 活 動 と の 関 連 す る 現 象 に つ い て の べ る と,バ ル ・ ジ エ に は,屋 根 ふ き の 材 料 で

あ る チ ガ ヤ(リ オ 語 名:hi;学 名:Imperatacylindrica)が 成 長 し,じ ゅ う ぶ ん に か

:・



た く な る(hinebukuwa)・ そ の た め に,き た る べ き 収 穫 に そ な え て 穀 物 倉(kebo)

の 屋 根 を ふ き か え る 者 も 多 い 。

6・6稲 刈 りの 季 節(5月 ～6月)

6・6・1季 節 現 象

5月 の 下 旬 には い る と,ま す ます 晴れ 間 の み え る 日が多 くな って ゆ く。 だ が,晴 れ

間 が 一 日 じゅ うっつ くこ とは まれ で あ り,朝 は 晴れ て も,昼 ころ に な る と霧 が あ た り

をつ つ ん で しまっ た り,雨 が ふ りだ した りす る 場合 が 多 い。

畑 で は 稲 が 黄金 色 にみ の り(te'a),・),あ た りは秋 を おもわ せ る 風 景 とな る。 リ

オ 語 の 「月」 の分 類 体 系 に した が うな らば,5月 ～6月 の 時期 は ,マ ラ ・ク テ ィmala

keti(得 る ・稲 刈 をす る)と よ ばれ る が,こ の名 称 は ,稲 刈の 季 節 が や っ て き た こ と

を明確 に表 現 して い る 。

だ が,こ の ころ に な る と,人 々(と くに女 子 供)は,見 知 らぬ 人 間,と くに海 の 彼

方 か らや って くる外 国人 を極 度 に おそれ る よ う にな る110)。 そ れ とい うの も,か れ ら

が や っ て くる 目的 は,女 性 や 子 供 の 「首 を狩 った り」(geteholo),妊 娠 中の 女性 の

「腹 を切 りさ き 」・(labi),胎 児(anaghaleonetuka)を うば う こと にあ る と考 え

られ て い る か らで ある 。 した が っ て,人 々 は,異 人 に対 して 警 戒 的 とな り,恐 怖 感 を

い だ くよ うに な る。

そ して,ど こそ この 村 で 首狩 りが お こなわ れ た とい う噂 が,ど こか ら とも な くわ き

お こ り,村 か ら村 へ とひ ろ ま っ てゆ く。 ま た,畑 仕 事 を お こな って い た 女 が,首 狩 り

人 をみ た と い って,息 せ き き っ て村 に か け こん で くる こ とも,し ば しば お こる よ う に

な る。 す る と男 た ち は,首 狩 り人 をと らえ る た め に,山 刀(topo),槍(tomba),そ

れ に 弓(WO'o)を も っ て現 場 に急行 す る。 だ が,首 狩 り人 を と らえ よ う とす る こ ころ

み は,い つ も 失 敗 に おわ る 。 な ぜ な らば,首 狩 り人 は 実在 しな い か らで あ る。 この 幻

の 首 狩 り人 は,モ ロ ・ン グ レmorongSele(翻 訳不 能)も しくは ア タ ・ナ カatanaka

(盗 人)と よ ばれ る 。

この よ う な現 象 は,野 菜 類 の収 穫 が は じま る3月 あ た りか ら観 察 され る よ うに な り,

稲 刈 りが お こなわ れ る 時期 に極 点 にた っす る 。 だが,す べ て の稲 刈 りが 終 了 す る9月

ころ に な る と,異 人 に 対す る恐 怖 感 は,い つ の ま にか うす らぎ,つ い には 消 失 してゆ

く。 そ して,人 々 は,異 人 に おび え る こ とは な くな り,そ の存 在 をわ す れ て しま っ た

よ う に なる 。 首狩 りを お こな う異人 が 出没 す る 時期 は,「 恐 怖 の 季 節 」(wulandero)
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と よ ば れ る 。

6・6・2儀 礼 畑 の ピ グ 儀 礼

儀 礼 畑 の 稲 刈 り の 第1日 目 に は,ピ グpigu(つ か ま え る,後 ろ 手 に し ば る)と よ ば

れ る,つ ぎ の よ う な 儀 礼 が お こ な わ れ る 。

1984年5月2日9時46分:ヨ セ ブ ・ボ カ,ロ マ ヌ ス ・ソ イ,エ リ ザ ベ ス ・パ ウ,ク

リ ス テ ィ ナ ・パ レ,そ れ に ユ リ ウ ス ・ ラ ト ゥ(表10参 照)が 儀 礼 畑 の 下 端 に 近 い 場 所

に あ つ ま る 。 テ ボ ・ ラ カTeboLaka村 に あ る ヤ コ ブ ・ン ド リ ・ワ ン ゲ の 所 有 す る 穀 物

倉 か ら も っ て こ ら れ た,ベ ン ガ ・ ピ グbengapiguと よ ば れ る ピ グ 儀 礼 専 用 の 「編 み カ

ゴ 」(benga)と111),オ ネ ・ リ ア か ら も っ て こ ら れ た 米 の は い っ た 手 さ げ 編 み カ ゴ

(huko)が,図20の よ う に 配 置 さ れ る 。2つ の 編 み カ ゴ の う ち の 一 方 は,ベ ン ガ ・ ピ

グ ・プ ウbegnapigupu'u(ピ グ 儀 礼 の た め の 根 本 の 編 み カ ゴ)と よ ば れ,他 方 は ベ

ン ガ ・ ピ グ ・ダ イbengapigudai(ピ グ 儀 礼 の た め の 供 の 編 み カ ゴ)と よ ば れ る 。

ま ず,ロ マ ヌ ス ・ソ イ が 手 さ げ 編 み カ ゴ(huko)か ら 米 を い く 粒 か と り だ し,そ れ

に つ ぎ の よ う な ニ ジ ョ ・ ト ゥ カ ・タ ナnijotukatana(土 地 の 子 宮 の 呪 文)さ さ や き

か け た う え で,ベ ン ガ ・ ピ グ ・プ ウ の 下 に う め る 。

pue!kautukatana.

tanamiteinekaitanamera.

tana皿erainekaitanabara.

tanabarainekaitanamite.

tanamiteinekaitanakung.

tanatanainekaihatigelowea.

プ ェ!土 地 の 子 宮 よ 。

黒 い 土,そ の 「源 」 は 赤 い 土 。

赤 い 土,そ の 「源 」 は 白 い 土 。

白 い 土,そ の 「源 」 は 黒 い 土 。

黒 い 土,そ の 「源 」 は 黄 色 い 土 。

土,土,そ の 「源 」 は ゲ ロ ・ ウ ェ ア と い う ミ

ミ ズ112)。

こ う す る こ と に よ っ て,収 穫 物 が ン ゴ ル ・ ン グ レngorungureに な る の を ふ せ ぐ こ

と が で き る の だ と い わ れ る 。 ン ゴ ル ・ン グ レ と は,収 穫 物 が ト ゥ カ ・ タ ナtukatana

(土 地 の 子 宮)に と り こ ま れ る た め に 少 な く な っ て し ま う こ と を 意 味 す る 。

つ ぎ に,ふ た た び 手 さ げ 編 み カ ゴ か ら 米 を い く 粒 か と り だ し,そ れ に ニ ジ ョ ・ボ ケ

・ フ ェ ン ゲ ・ レ エnijopokefengge-,.ree(盗 み 食 い を 常 習 と す る フ ェ ン ゲ ・レ エ と

よ ば れ る 精 霊 を 追 い は ら う た め の 呪 文)を さ さ や き か け る 。 そ し て,そ の 米 を 後 ろ を
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ふ りむ か ず に後 方(畑 の 下 方,つ ま りガ ワghawaの 方 向)に な げす て る 。

pue!kaufenggere'e.

kou,gabe,

podo,pane,

benga,kadho,

r6mbi,rombo113),

ha'uhae,

likawaja.

fengge--re'e,fenggere'e,

プ ェ!フ ェ ン ゲ ・ レ エ よ 。

飯 を 炊 く と き に つ か う 棒,お た ま,

釜,食 器,

編 み カ ゴ,蓋 つ き 編 み カ ゴ,

肩 か け 編 み カ ゴ,

炉 の 周 囲 に た て ら れ て い る4本 の 柱lto),

(鍋 や 釜 を か け る た め の)炉 の 三 つ 石 。

フ ェ ン ゲ ・レ エ,フ ェ ン ゲ ・ レ エ,

inekainokinonono'ongidholo'o.そ の 「源 」 は ノ キ ・ ノ ノ と ン ギ ド ・ ロ オ115) 。

つ ぎ に,エ リ ザ ベ ス ・パ ウ が,自 分 の 毛 髪 を ぬ い て ロ マ ヌ ス ・ ソ イ に わ た す
。 ロ マ

ヌ ス ・ソ イ は,そ の 毛 髪 で4つ の 稲 穂(wolesutu)を た ば ね る よ う に し て 「し ば り 」

(rike),そ の 稲 穂 を ベ ン ガ ・ ピ グ ・プ ウ の な か に た お し い れ る116)。 し か し な が ら,

稲 穂 と 茎 は,ま だ 切 り は な さ れ て は い な い 。 こ の 行 為 は,レ ク ・ ダ イ ・ベ ン ガreku

daibenga(編 み カ ゴ の 供 を た お し い れ る)と よ ば れ る(図20参 照)。

9時49分:ヨ セ ブ ・ボ カ,ロ マ ヌ ス ・ ソ イ,エ リ ザ ベ ス ・パ ウ,ク リ ス テ ィ ナ ・パ

レ,ユ リ ウ ス ・ラ ト ゥ が 稲 刈 り を は じ め る 。 稲 刈 り は,鉄 製 の ナ イ フ や 指 な ど を つ か

い,穂 首 刈 り で お こ な わ れ て ゆ く 。 刈 ら れ た 稲 穂 が 手 で も ち き れ な く な る と,ヨ セ ブ

・ボ カ が 稲 穂 を あ つ め て ま わ り
,そ れ を 逐 次 ベ ン ガ ・ ピ グ ・プ ウ(ピ グ 儀 礼 の た め の

根 本 の 編 み カ ゴ)に い れ て ゆ く 。 そ し て,た く さ ん は い る よ う に,稲 穂 を 足 で ふ み つ

け る117)。 ヨ セ ブ ・ボ カ の は た す こ の よ う な 役 割 はsシ モ ・ヘ グsi皿ohegu(手 に に

ぎ っ て い る も の を う け と る)と よ ば れ る 。

こ う し て,最 初 に た お し い れ ら れ た4つ の 稲 穂 は,し だ い に 稲 穂 の な か に う ず ま っ

て ゆ く 。 そ し て,ベ ン ガ ・ ピ グ ・プ ウ(根 本 の 編 み カ ゴ)が 一 杯 に な る と,つ ぎ に ベ

ン ガ ・ ピ グ ・ダ イ(供 の 編 み カ ゴ)に 稲 穂 を つ め て ゆ く118)。

11時22分:ベ ン ガ ・ ピ グ ・プ ウ と ベ ン ガ ・ ピ グ ・ダ イ が 稲 穂 で い っ ぱ い に な る 。 稲

刈 り に 参 加 し て い た 人 々 は,こ の2つ の 編 み カ ゴ を 畑 に の こ し て,近 く に あ る 出 作 り

小 屋(mbe'i)に む か う 。

出 作 り 小 屋 で,ロ マ ヌ ス ・ソ イ が,い く 粒 か の 米 を 手 に と り,そ れ に 上 記 の ニ ジ ョ

・ ト ゥ カ ・ タ ナ(土 地 の 子 宮 の 呪 文)を さ さ や き か け て
,ヨ セ ブ ・ボ カ に わ た す 。 ヨ
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セ ブ ・ボ カ は,そ れ を トウモ ロ コ シの皮 につ つ み,自 分 の肩 か け編 み カ ゴ(rembi)に

しま う。

っ つ い て,ロ マ ヌス ・ソイ が ふ たた び い く粒 か の米 にニ ジ ョ ・ トゥカ ・タナ をさ さ

や き か けsそ れ を ヨセ ブ ・ボ カ にわ た す 。 ヨ セ ブ ・ボ カ は,そ の あ た りに ころ が っ て

い る 石 をひ ろ って き て,出 作 り小屋 の 床 下 に は い って い って ゆ く。 そ して,土 に 穴 を

ほ って,ニ ジ ョ ・トゥカ ・タ ナ(土 地 の子 宮 の呪 文)の ささや か れ た米 を うめ,そ の

上 に 石 をのせ る 。 こうす る こ とに よ って,作 物 の 一 時的 な保 管 場 所 と して もつ か われ

る 出作 り小 屋 にお い て,ン ゴル ・ン グ レngorungure(収 穫 物 が 「土地 の 子 宮 」 に と

り こまれ る た め に,そ の 量 が 少 な くな って しま う こと)が お こる の をふせ ぐこ とが で

き る の だ とい わ れ る。

そ の後,カ タ リナ ・ロ ロが オ ネ ・リア か らは こん で きた飯 と豚 の腸 の コ コナ ヅ ミル

ク 煮(utatukawawi)を 食 べ る 。 しと しと とふ りは じめ て い た雨 が,豪 雨 にか わ り,

出 作 り小屋 の屋 根 を は げ し くた た く。 だ が,食 事 を してい る あ いだ に,雨 は,し だ い

に 小 ぶ りに な って ゆ く。

12時15分:し と しとふ る 雨 の な か を ヨセ ブ ・ボカ が,ベ ンガ ・ピグ ・プ ウ(根 本 の

編 み カ ゴ)が おかれ て い る と ころ に ゆき,そ の なか に た お しいれ られ て い た稲 穂 を穂

首 か ら切 りは な す 。 そ して,ベ ンガ ・ピグ ・プ ウ を頭 にの せ,手 に米 の は い っ た手 さ

げ 編 み カ ゴ をも っ て,テ ボ ・ラカ村 にあ る穀 物倉 にむ か う。 ユ リウス ・ラ トゥが,ベ

ンガ ・ピグ ・ダイ(供 の 編 み カ ゴ)を 頭 にの せ て,そ の あ とに つづ く。 ふ た たび 雨 が

は げ しくふ りは じめ る。

穀 物 倉 に っ くま で に は,い く度 か小 川 をわ た らな けれ ばな らな いが,川 を わ たる た

び に,ヨ セ ブ ・ボ カ が,手 さ げの編 み カ ゴ(huko)に は い って い る米 を川 の なか にな

げ い れ る 。 これ は,パ レ ・ライ ・ア エparelaiae(水 をは こび さる 米)と よ ばれ,

収 穫 物 が 流 れ さっ て しまわ な い よう に(ae,-maela)す るた め の もの な の だ とい とわ

れ る 。

12時45分:穀 物倉 に到 着 し,は こん で き た ベ ンガ ・ピグ ・プ ウとベ ンガ ・ピグ ・ダ

イ を,床 面 か ら170c皿 ほ どの 高 さに と りつ け られて い る棚(lena)の 上 に お く(図21

参 照)。 っ ぎ に,ヨ セ ブ ・ボ カ が,穀 物 倉 の 床 下 には い って い っ て,土 に穴 をほ り,

そ の な か に,さ き ほ どロ マ ヌス ・ソイが ニ ジ ョ ・トゥカ ・タナ(土 地 の 子 宮 の 呪 文)

を さ さや き か けた 米 をいれ る 。 そ して,そ の 上 に石 をのせ る。 こ うす る こ と によ っ て,

ン ゴル ・ン グ レ をふせ ぐ ことが で き るの だ とい われ る 。

17時30分:ク リス テ ィナ ・パ レが,オ ネ ・リアの 右 側 の炉 にす わ っ て,飯 を炊 き,
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豚 肉(オ ネ ・リア に保 存 され て い た乾 燥 肉)の コ コナ ヅ ミル ク煮 をつ くりは じめ る。

19時44分:飯 と豚 肉の コ コナ ヅ ミル ク煮 が よ うや くで きあ が り ,ク リス テ ィナ ・パ

レが,3つ の 小 さ な蓋 つ き の 飯 カ ゴ(watilo'o),飯 カ ゴ(wati),ユ ウ ガ オの 椀,

ヤ シ殻 の椀 に飯 と 肉の 料 理 をよ そ いは じめ る。

19時54分:ヨ セ ブ ・ボ カ が,飯 と 肉の いれ られ た3つ の 小 さ な蓋 つ き の飯 カ ゴの ひ

とつ をも っ て,ワ ンゲ ・ンベ テWanggeMbete(図7参 照)の 遺 骨 箱 が 安置 され て いる

オ ネ ・リア の 中二 階 にの ぼ り,飯 と 肉 を遺 骨 箱 とそ のわ きの石 の 上 に供 え る 。 そ して,

っ ぎ の よ うに言 上 す る 。

karu'asaiWanggeMbete.

ketikema,

po9唖 …dowol6119},

rekudotengu.

patidoka,ti'idoru'eina.

pogesawole,

benusabote.

rekusatengu,

benusaregu.

gagadibo'o,kewidiae.

penidinge,wesidinuwa.

tedotembu,wesadiwela.

gagadibo'o,kewidiaewe'e.

さ あ,お 食 べ くだ さい ワ ンゲ ・ン ペ テ。

稲 刈 りの 仕 事,

稲 穂 を刈 り,

穂 首 を折 りま した 。

食 べ もの をお供 え します 。

ひ とつ の 稲穂 を刈 っ ただ け で,

編 み カ ゴが い っぱ い にな り ます よ う に。

ひ とつ の穂 首 を折 った だ け でs

編 み カ ゴが い っぱ い にな りま す よ う に。

豊作 にな ります よ う に。

家 畜 が ふ え ます よう に。

作 物 が 順調 に成 長 します よ うに。

豊 作 にな ります よう に。

19時57分:中 二 階か らお りた ヨセ ブ ・ボ カ が,図22の よ うに ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の

座)に な らべ られ て いる 飯 と肉 を少 しず つ と って,ウ ィス ・ル ル にお かれ て いる 石 の

上 にの せ て ゆ く。 そ して,つ ぎ の よ う に言 上 す る。

karu'esai,

nitupa'iatamatawisululuina.

patidoka,ti'idoru'eina.

pogesawole,

benusabote.

さ あ,お 食 べ くだ さい,

ウ ィス ・ル ル の祖 霊 た ち よ。

食 べ 物 をお供 え い た します 。

ひ と つの 稲 穂 を刈 った だ け で,

編 み カ ゴが い っぱ い にな り ます よ う に。
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rekusatengu,

benusaregu.

gagadibo'o,kewidiae.

penidinge,wesidinuwa.

tedotembu,wesadivela.

gagadibo'o,kewidiaewe'e.

ひ と つの 穂 首 を折 った だ け で,

編 み カ ゴが い っ ぱ い にな ります よ うに 。

豊作 に な りま す よ う に。

家畜 がふ え ま す よ う に。

作物 が順 調 に成 長 しま す よ う に。

豊作 に な りま す よ うに 。

20時10分:ヨ セ ブ ・ボ カ が,手 を つ か っ て ウ ィ ス ・ル ル(祖 霊 の 座)に 供 え ら れ て

い る 飯 と 肉 を4口 食 べ た の ち,オ ネ ・ リ ア の 居 間 の 中 央 で,男 た ち が 食 事 を は じ め る 。

食 べ ら れ る も の は,ウ ィ ス ・ル ル に お か れ て い る も の と お な じ 内 容 の も の で あ る 。 シ

モ ン ・セ ン ダSimonSenda(表10,図11参 照)が,供(dai)と し て ヨ セ ブ ・ボ カ と

と も に ウ ィ ス ・ル ル で 食 事 を お こ な う 。 そ し てs男 た ち の 食 事 が お わ る と,女 た ち が

食 事 を は じ め る 。

肉 と 飯 の つ め ら れ た2つ の 小 さ な 蓋 つ き の 飯 カ ゴ が,ま だ の こ っ て い る わ け で あ る

が,こ れ ら は,ヨ セ ブ ・ボ カ が 帰 宅 す る と き に,オ ネ ・ リ ア か ら も っ て で ら れ,そ の

ひ と つ は,オ ネ ・ リ ア の す ぐ 近 く に あ る ン ド リ ・ワ ン ゲNdoriWanggeの 墓(図7,図

13参 照),も う ひ と つ は,テ ボ ・ラ カ 村 に あ る ト コToko(図7参 照)の 墓 に 供 え ら れ

る120)。

6・6・3稲 刈 り

儀 礼 畑 で は,ピ グが 終 了 す る と,稲 刈 り(keti)が お こな われ る(写 真6参 照)。

稲 刈 りの 方 法 は,ピ グの 場 合 と おな じく,鉄 製 の ナ イ フ,そ れ に指 な ど をつ か い,穂

首 刈 りで お こなわ れ る1211。

稲 穂 は,編 み カ ゴ にいれ て 出作 り小屋 に も っ てい かれ,す ぐに脱 穀 され る 。 出作 り

小 屋 にム シ ロ(te'e)を しき,そ こ に稲 穂 が あ け られ る。 そ して,稲 穂 を足 で こね る

よ う に して,脱 穀 を お こな うわ けで あ る が,ひ と りで お こな う脱 穀 は,ケ ロkelo,複

数 の 人 間 で お こな う脱 穀 は,ト ドtodoと よば れ る。

脱 穀 が お わ る と,籾 米(pare)と 藁(heta)を わ け,天 候 が ゆ るす な らば,ム シ ロ

の 上 にひ ろ げ て乾 燥 させ る(wari)。 そ して,編 み カ ゴ に いれ た うえ で,穀 物倉 に保

管 す る(pa'anena)。 だ が,乾 燥 が じゅ う ぶん で な い と,穀 物 倉 か らだ して,ふ た

た び 天 日で乾 燥 させ る 。 この過 程 で,箕(kidhe)を つか って 風 選(dhanda)を お こ
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な うな ど して,で き る だ け籾 米 か らヘ タheta(藁 や 空 の籾 殻)を と りの ぞ くよ う にす

る。

したが っ て,収 穫 物 は,籾 米 のか た ち で貯 蔵 され る わ けで あ るが,上 記 の ピグ儀 礼

に お い て収 穫 され た もの は,稲 穂 の ま ま穀物 倉 に保 管 され る。 そ して,9月 の 下旬 に

お こなわ れ る ピグ ・ウ ェ ラpiguweraと よば れ る儀 礼(後 述)の とき に,穀 物 倉 か ら

だ して脱 穀 を お こな う。

6・6・4儀 礼 畑 の ト ゥ ー ・マ エ ・パ レ 儀 礼

儀 礼 畑 の 場 合,稲 刈 り の 最 終 日 に は,ピ グpigu(っ か ま え る),ト ゥ ー ・マ エ ・パ

レtumaepare(稲 の 霊 魂 を は こ ぶ)も し く は ケ テ ィ ・タ ウ ・ ロ ボketitaulobo(最

終 の 稲 刈 り)な ど と よ ば れ る,つ ぎ の よ う な 儀 礼 が お こ な わ れ る 。

1983年6月22日8時40分:儀 礼 畑 の 中 央 に あ る カ オ ・ ウ ィ ニkaowini(畑 の 祭 場)

の 少 し 下 方(ghawa)に た ち,ヤ コ ブ ・ン ド リ ・ ワ ン ゲ が 後 方(畑 の 下 方,ghawa)

と 前 方(畑 の 上 方,ghele)に 数 粒 の 米 を ま く122)。 っ ぎ に,4っ の 稲 穂 を 刈 り と り,

編 み カ ゴ(benga)の 底 に い れ る 。 だ が,こ れ は,あ や ま っ た や り 方 で あ り,本 来 な

ら ば4つ の 稲 穂 は 刈 り と ら な い で,編 み カ ゴ の な か に た お し い れ な け れ ば な ら な い 。

こ の 最 終 日 の 稲 刈 り に 参 加 し た の は,ヤ コ ブ ・ン ド リ ・ ワ ン ゲ,テ レ シ ア ・コ リ,

マ リ ア ・イ メ ル ダ,ユ リ ウ ス ・ラ ト ゥ,シ モ ン ・セ ン ダ,カ タ リ ナ ・ ロ ロ,フ ェ ロ ニ

カ ・ウ ィ ニ,ア ン トニ ウ ス ・ウ ィ ク の8名 で あ っ た(表10参 照)。 前 日 ま で の 稲 刈 り

で,ほ と ん ど の 稲 は,す で に 収 穫 が す ん で い る123》 。 か れ ら は,カ オ ・ ウ ィ ニ(畑 の

祭 場)の 周 辺 に の こ っ て い た 稲 か ら 刈 り は じ め る(図23参 照)。

9時25分:カ オ ・ ウ ィ ニ の 周 辺 に の こ っ て い た 稲 を 刈 り お わ る と,つ ぎ に 畑 の 上 端

か ら カ オ ・ ウ ィ ニ に む か っ て 稲 刈 り を お こ な う(図23参 照)。

9時48分:カ オ ・ ウ ィ ニ に 近 づ い た の で,人 々 は ヒ ソ ヒ ソ 声 で 会 話 を は じ め る 。 も

し 普 通 の 声 で 話 を す る な ら ば,稲 の 霊 魂(maepare)が ど こ か へ い っ て し ま う,マ エ

・ボ パmaebopa(霊 魂 の 消 失)と よ ば れ る 現 象 が お き る か ら で あ る 。

9時50分:ユ リ ウ ス ・ラ ト ゥ が,カ オ ・ウ ィ ニ(畑 の 祭 場)に 成 育 し て い る 稲 の 稲

穂 を4っ 「す ば や く つ か み 」(ra'omaepare),そ れ を テ レ シ ア ・コ リ の 毛 髪 で た ば

ね る(儀 礼 畑 の ピ グ の と き と お な じ よ う に,毛 髪 は,女 性 の も の で あ る な ら ば,だ れ

の も の で も よ い の で あ る)。 そ し て,稲 穂 を 手 で に ぎ っ た ま ま 無 言 で た ち つ づ け る 。

他 の 人 々 は,無 言 の ま ま カ オ ・ ウ ィ ニ で 稲 刈 り を お こ な う 。
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9時57分:カ オ ・ウ ィニ での 稲 刈 りが終 了 す る。 す る と,ユ リウス ・ラ トゥが,に

ぎ って い た4つ の 稲 穂 を穂 首 か ら切 りは な し,す ぐに トウ モ ロコ シの 皮(hupijawa)

で つつ み,さ らに,あ らか じめ 準 備 して あ っ た布 の 袋(pundi)に いれ る 。 そ して,

ア ウ竹 を カオ ・ウ ィニ に た て,そ れ に稲 の 霊 魂 の は い っ た布 の袋 を しば りつ け る(写

真7参 照)。

10時OO分:こ う して,仕 事 が 一 段 落 す る と,人 々は,儀 礼 畑 の近 くにあ る 出作 り小

屋 へ むか う。

10時25分:オ ネ ・リア か ら出作 り小屋 に も っ て こ られ た飯,塩 魚 の コ コナ ヅ ミル ク

煮(utaika),ト ウガ ラ シ(horo)な どで,稲 刈 りに参 加 した 人 々が 食 事 をお こな う。

10時50分:食 事 が お わ り,し ば らくの あ い だ休 憩 す る。

11時10分:ユ リウス ・ラ トゥが カ オ ・ウィ ニへ ゆ き,稲 の 霊魂 が は い って い る布 袋

をア ウ竹 か らは ず して,て いね い に女性 の上 体 衣(lambu)で っ っ む124)。 そ して,両

腕 で抱 きか か え る(eba)よ う に して,ウ ォ ロ ・フ ァイ村(図5参 照)に あ る ヤ コ ブ ・

ン ドリ ・ワ ンゲ の 所 有 す る穀 物 倉 にむ か う。 穀 物 倉 にっ くまで の あ いだ,道 ゆ く人 と

話 す こ とは 禁 じられ て い る。

11時36分:ユ リウス ・ラ トゥが 穀 物倉 に到 着 す る 。 そ して,た だち に穀 物 倉 の なか

に は い り,女 性 の 上体 衣 と布 の 袋 か ら トウ モ ロ コ シの皮 につ つ まれ た稲 の霊 魂 を と り

だ し,稲 穂 の つ め られ て い るベ ンガ ・ピグ ・プ ウ(ピ グ儀 礼 専用 の 根 本 の 編 み カ ゴ)

の 上 に お く(6・6・2お よび 図21参 照)。 しば らくす る と,儀 礼 畑 か ら,さ き ほ ど

収 穫 され た稲 穂 が 儀 礼畑 か らは こん で こ られ る125)。

6・7乾 期 が 本 格 化 す る 季 節(6月 ～7月)

6・7・1季 節 現 象

6月 ～7月 に か け て の 季 節(apinana)は,雨 量 が 激 減 し,乾 期 が 本 格 化 す る 時 期

に あ た り,オ ー ス ト ラ リ ア 大 陸 か ら ふ い て く る 季 節 風 の 影 響 を う け て,一 年 中 で も っ

と も 寒 い 季 節 に な る 。 明 方 に は,気 温 が 摂 氏14～15度 ま で さ が る 日 も あ り,寒 さ の た

め に 安 眠 の で き な い 日 が つ づ く 。

こ の 寒 さ はsつ ぎ の よ う な 表 現 で い い あ ら わ さ れ る 。 そ の ひ と つ は,ウ ン ビ ・ル イ,

デ ヌ ・ ウ ォ ン ガumbilui,denuwongaで あ り,寒 さ の た め に 皮 膚 が タ ム シ(umbi)を

わ ず ら っ た よ う に む け(lui),ヒ ロ バ ノ ジ ア オ イ(リ オ 語 名:denu;学 名:Erythrina

indica)の 花 が 咲 く(wonga)と い う の が,こ の 表 現 の 意 味 で あ る 。 も う ひ と つ は,ン
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ガ ー ・ ゴ モ ・ ウ ヴ ィnggagOmOuwiで あ り,こ れ は,ヤ ム イ モ(Uwi)の 収 穫 が お こ な

わ れ る 季 節 の 寒 さ(ngga)と ヤ ム イ モ が ほ ら れ た あ と に あ く 穴(gomo)を か け た 表 現

で あ る 。 ヤ ム 芋 は,6月 か ら 約3箇 月 に わ た っ て 収 穫 さ れ る 。

6・7・2ン バ マ 儀 礼 の 告 知(レ ラ ・ン バ マ)

祭 祀 畑 を 対 象 と す る ン バ マ 皿bamaと よ ば れ る 儀 礼(の ち ほ ど の べ る ン バ マ ・カ ー ・

コ ェmbamakakoeと ン バ マ ・カ ー ・ウ ェ サmbamakawesaの 双 方 を ふ く む)の ま え に

は,6日 後 に ン バ マ が お こ な わ れ る こ と を 告 知 す る,レ ラ ・ ン マ バrera皿bama(ン バ

マ を 知 ら せ る)と よ ば れ る 儀 礼 が お こ な わ れ る 。 ン バ マ の 開 催 日 は,村 落 共 同 体 の 長

で あ る ヤ コ ブ ・ ン ド リ ・ワ ン ゲ に よ っ て 決 定 さ れ る 。

1983年7月3日10時00分:ヨ セ ブ ・ボ カ が,ワ ン ゲ ・ ン ベ テWanggeMbete(図7参

照)の 遺 骨 箱(bhaku)が 安 置 さ れ て い る オ ネ ・ リ ア の 中 二 階 に ハ シ ゴ を か け て の ぼ

る 。 ま ずs米 を 遺 骨 箱 に ふ り か け,つ ぎ に,ベ テ ル チ ュ ー イ ン グ(nata)を お こ な う

の に 必 要 な ビ ン ロ ウ の 種 核(mota),キ ン マ の 果 穂(heu),石 灰(oka)を レ ン バ ・

ナ タre皿banata(編 み 箱)か ら と り だ し て,遺 骨 箱 と そ の わ き の 石 の 上 に お き,つ ぎ

の よ う に 言 上 す る 。

karu'esaiWanggeMbeteina.

taungguambamamiuwengilimaesa.

susungguaLeuDu'a,

namabapuWodaKumiMera.

patidoka,ti'idorueina.

gagabo'o,kewiae.

pensnge,westnuwa.

tedoditembu,wesadiwelawe'e.

mbasai,gepagena.

10rasambu,dugaduawe'e.

さ あ,お 食 べ くだ さい ワ ンゲ ・ンベ テ 。

6日 後 に ンバ マ を お こな い ます 。

レウ ・ ドゥア の御 世 か らの 儀 礼 をお こ ない,

ウ ォ ダ ・ク ミ ・メ ラ(図4参 照)の 御 世 か ら

の 儀 式 を遂 行 します 。

食 べ 物 をお供 え い た します。

豊 作 にな ります よ う に。

家 畜 が ふ え ます よ う に。

作 物 が 順調 に成 長 します よ うに。

願 い 事 が か な い ます よ う に。

す べ てが 成就 します よ う に。

'10時5分
:っ ぎ に,下 に お り て,オ ネ ・ リ ア の ウ ィ ス ・ル ル(祖 霊 の 座)に 米 を ま

き,ウ ィ ス ・ル ル に お か れ て い る 石 の 上 に,ベ テ ル チ ュ ー イ ン グ を お こ な う た め の 品

・ ・



々(ビ ン ロ ウの 種 核,キ ン マ の果 穂,石 灰)を お き ,つ ぎ の よ う に言 上 す る 。

ka,-ruesai,さ あ,お 食 べ く だ さ い
,

WISIIlulunitupa'iina.ウ ィ ス ・ル ル の 祖 霊 た ち よ
。

rerameanosidoina.言 上 も う し あ げ ま す
。

wengilimaesataumbama.6日 後 に ン バ マ を お こ な い ま す
。

mbasai,gepaguna,願 い 事 が か な い ま す よ う に
,

lorasambu,dugaduawe'e.す べ て が 成 就 し ま す よ う に 。

gagabo'o,kewiae.豊 作 に な り ま す よ う に,

peninge,wesinuwa.,,wee.家 畜 が ふ え ま す よ う に 。

tedotembu,wesadiwela.作 物 が 順 調 に 育 ち ま す よ う に
。

teboma'edego,lo,-maeleko.健 康 で あ り ま す よ う に 。

buru,・maesapu'u,haka,.maesabege.病 気 に な り ま せ ん よ う に 。

り チ ク リ

tu"angeresu'a,

makungerewatu.

toma'ele,

ノ リノ グ
werumaenggenggu.

鉄 の よ う に か た く,

石 の よ う に じ ょ う ぶ に な り ま す よ う に 。

た た い て もrう こ か ず,

ゆ さ ぶ っ て もsび く と も し ま せ ん よ う に 。

10時8分:オ ネ ・ リ ア か ら 外 に で て,WanggeMbeteの 息 子 で あ るNdoriWanggeの 墓

の と こ ろ に ゆ き(図7,図14参 照),お な じ よ う に 墓 に 米 を ふ り か け,ベ テ ル チ ュ ー

イ ン グ を お こ な う た め の 品 々(ビ ン ロ ウ の 種 核,キ ン マ の 果 穂,石 灰)を お き,つ ぎ

の よ う に 言 上 す る 。

karuesai,mamoNdoriina.さ あ,お 食 べ く だ さ い,ン ド リ ・ ワ ン ゲ 。

taumeanosidoina.言 上 も う し あ げ ま す 。

taungguambamala'ewengilimaesa.6日 後 に ン バ マ を お こ な い ま す 。

tedoditembu,wesadiwela.作 物 が 順 調 に 育 ち ま す よ う に 。

gagabo'o,kewia"e.豊 作 に な り ま す よ う に 。

Peninge,wesinuwa.家 畜 が ふ え ま す よ う に 。

mbasai,gepagena.目 的 が か な い ま す よ う に 。

10rasa皿bu,dugaduaw6'e.す べ て が 成 就 し ま す よ う に 。

taususungguaLeuDu'a,レ ウ ・ ド ゥ ア の 御 代 か ら の 儀 礼 を お こ な い,

0
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namabapuWodaKumiMera. ウオ ダ ・ク ミ ・メ ラ(図4参 照)の 御 代 か ら

の儀 式 を遂 行 します 。

10時11分:NdoriWanggeの 息 子 で あ るWanggeNdoriの 墓 の と こ ろ に ゆ き(図7,14

参 照),墓 に 米 を ふ り か け,ベ テ ル チ ュ ー イ ン グ を お こ な う た め の 品 々(ビ ン ロ ウ の

種 核,キ ン マ の 果 穂,石 灰)を お き,っ ぎ の よ う に 言 上 す る 。

グ　
karu'esaimamoWanggeina.

meanosidoina.

1a'awengilimaesa _taumbama.

susungguaLeuDu'a,

namabapuWodaKumiMera.

tedotembu,wesadiwela.

gagabo'o,kewiae.

pensnge,westnuwa.

tedotembu,wesawelawe'e.

mbasai,gepagena.

10rasambu,dugaduawe' _e.

さ あ,お 食 べ くだ さい,ワ ンゲ ・ン ドリ。

言 上 も う しあ げ ます 。

6日 後 に,ン バ マ儀 礼 をお こない ます 。

レウ ・ ドゥアの御 世 か らの儀 礼 を お こな い,

ウ ォ ダ ・ク ミ ・メラ(図4参 照)の 御 世 か ら

の 儀 式 を遂行 します。

作 物 が順 調 に育 ち ます よ う に。

豊 作 にな ります よ うに。

家 畜 が ふ え ます よ う に。

作 物 が 順調 に育 ち ます よ うに。

願 い事 が か ない ます よ う に。

す べ てが 成就 します よ う に。

10時14分:最 後 に ヨ セ ブ ・ボ カ は,ウ ォ ロ ・ レ レ 村 の ハ ン ガ(円 形 広 場)の 中 央 に

た ち,ム ス ・マ セ 皿usumace(石 柱,図14参 照)に 米 を ま き,つ ぎ の よ う に 「大 声 で

さ け ぶ 」(paibewa)。

so!wengilimaesambama!

potonakel

ソ ー!6日 後 に ン バ マ!

肉 を も っ て こ い!

6・7.3ミ ー ・ア レ 儀 礼

稲 刈 り は,か な り 以 前 に 終 了 し て い る が,新 米(paremuri)は,す ぐ に 食 べ は じ

め ら れ る わ け で は な い 。 ト ゥ カ の 成 員 と ト ゥ カ の 関 係 者 は,ト ゥ カ の 長 が ミ ー ・ア レ

皿iare(飯 を 甘 く す る)と よ ば れ る 儀 礼 を お こ な う こ と に よ っ て は じ め て,新 米 を 食
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す ことが 可 能 にな るの であ る126)。

1983年7月8日19時36分:ク リス テ ィナ ・パ レに よ ってオ ネ ・リアの 右 側 の炉 で準 備

され た新 米 の 飯 と豚 肉(オ ネ ・リア に保 存 さ れ て いた乾 燥 肉)の コ コナ ツ ミル ク煮 が ,

蓋 つ きの 小 さな 飯 カ ゴ につ め られ る。 そ れ を も って,マ ル テ ィヌス ・バ サMartinus

Basa(図7参 照)が,ワ ンゲ ・ンベ テWanggeMbete(図7参 照)の 遺 骨 箱 が安 置 され

て いる オ ネ ・リアの 中二 階 にの ぼ る。

本 来 な らば ヨセ ブ ・ボ カ が くるの だ が,病 気 だ った ため に,代 役 と して マル テ ィヌ

ス ・バ サ が よ ばれ たの で あ った。 マル テ ィヌ ス ・バサ が オ ネ ・リアで お こなわ れ る 儀

礼 に参加 す る ことは きわ め て まれ であ る。

マ ル テ ィ ヌ ス ・バ サ が,飯 と肉 を遺 骨箱 と その わ きの 石 の上 にの せ ,つ ぎの よ うに

言 上 す る。 しか しな が ら,マ ル テ ィヌ ス ・バ サ は,祝 詞 を言 上 す る こ とに慣 れ て い な

い の で,最 後 の1行 は,ヤ コ ブ ・ン ドリ ・ワ ンゲ に教 え られ た もの で あ る。

karu'asaiWanggeMbete.

kobeinamiare.

ba'imi,belangesa.

さ あ,お 食 べ く だ さ い ワ ン ゲ ・ン ベ テ 。

今 夜 は ミ ー ・ア レ の 儀 礼 で す 。

苦 き は 甘 く,渋 き は 旨 く な り ま す よ う に 。

19時39分:ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の座)に は,飯 の も られ た飯 カ ゴ(kidha)が2っ,

豚 肉の コ コナ ヅ ミル ク煮 の は い った ユ ウガ オ の 椀が2つ おか れ て い る。 マ ル テ ィヌ ス

・バ サ が
,中 二 階 か らお りて き て,ウ ィス ・ル ル にす わ り,飯 と豚 肉 を,少 しずつ ウ

ィス ・ル ル の 石 の上 にの せ て ゆ く。そ して,祝 詞 を言 上す る が,あ ま りに下 手 な の で,

ヤ コブ ・ン ドリ ・ワ ンゲ に冷 や か され,マ ル テ ィヌス ・バ サ の声 は,ほ とん ど聞 こえ

な くな っ て しま う。

この ヤ コ ブ ・ン ドリ ・ワ ンゲ の態 度 は,か な り冷笑 的 であ る よ う に筆 者 に は感 じ ら

れ た 。 す で にの べ た よ う に,マ ル テ ィヌ ス ・バ サ の妻 は,真 正 の妖 術 者 と して お それ

られ て お り,妻 か らの 影 響 をう けて,マ ル テ ィ ヌス ・バ サ 自身 も なか ば 妖術 者 に な っ

て い る の だ と いわ れ る 。 ヤ コ ブ ・ン ドリ ・ワ ンゲ は,し ば しば妖 術 者 に対 して冷 た く

あ た っ た り,相 手 が 妖 術者 で あ る こ と をほの め か す皮 肉 をい った りす る が,こ れ は,

そ の 具体 例 の ひ とつ だ とい え るか も しれ ない 。

19時42分:ウ ィス ・ル ル でマ ル テ ィヌス ・バ サ が供 物 の の こ りを,手 で4口 食 べ た

の ち,オ ネ ・リアの居 間の 中央 で,男 たち が 新 米 の飯 を食 べ は じめ る 。 女 と子 ど もの

食 事 は,男 た ち の 食 事が おわ った あ とで,よ うや くは じめ られ る。
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い つ も な ら ば,ヨ セ ブ ・ボ カ が 帰 宅 す る と き に,飯 と 肉 を つ め た2つ の 小 さ な 蓋 つ

き の カ ゴ が オ ネ ・ リ ア か ら も っ て で ら れ,ン ド リ ・ワ ン ゲNdoriWanggeの 墓(図7,

図14参 照)と ト コToko(図7参 照)の 墓 に 供 え ら れ る わ け で あ る が,今 日 の ミ ー ・ア

レ で は,こ の よ う な こ と が お こ な わ れ な か っ た 。

6・7・4ン バ マ 儀 礼(ン バ マ ・カ ー ・コ エ)

新 畑 の 儀 礼 体 系 で は,ン バ マ ・カ ー ・コ エmba皿akakoeと ン バ マ ・カ ー ・ ウ ェ サ

皿bamakawesaと よ ば れ る2種 類 の ン バ マ が お こ な わ れ る 。 こ れ に 対 し て,旧 畑 の 儀

礼 体 系 で は,ン バ マ ・カ ー ・ ウ ェ サ と お な じ 儀 礼 内 容 を も っ,ン バ マ 皿bamaと よ ば れ

る 儀 礼 が1回 だ け お こ な わ れ る 。 以 下 で は,ま ず,ン バ マ ・カ ー ・コ エ か ら み て ゆ く

こ と に し よ う 。

な お,ン バ マ ・カ ー ・コ エ の4日 ま え に は,祭 祀 畑 を 対 象 と す る ピ レ ・ ウ マ が お こ

な わ れ て い る が,そ の 儀 礼 内 容 は,ペ サ ・ ウ タ の ま え に お こ な わ れ る ピ レ ・ ウ マ と ま

っ た く お な じ な の で,こ こ で は 省 略 す る 。

1983年7月9日11時50分:マ リ ア ・ウ タ が,マ リ ア ・イ メ ル ダ(表10参 照)に 手 つ

だ っ て も ら い,オ ネ ・ リ ア の 居 間 で 金 の 耳 飾 り を つ け る 。 こ の 金 の 耳 飾 り は,オ ネ ・

リ ア に 保 管 さ れ て い る ン ボ ラ ・カ ド(タ ナ ・ ワ ト ゥ に あ た え ら れ た 金)の 一 部 を な す

も の で あ る 。

12時10分:マ リ ア ・ウ タ と ク リ ス テ ィ ナ ・パ レ が オ ネ ・ リ ア を 出 発 し,野 菜 を 収 穫

す る た め に 祭 祀 畑 へ む か う(mbaworouta)。2人 は,オ ネ ・ リ ァ に も ど っ て く る ま

で の あ い だ,だ れ と も 口 を き い て は な ら な い 。

12時26分:テ ボ ・ラ カ 村(図5参 照)か ら 南 に 歩 い て 数 分 の 距 離 に あ る 祭 祀 畑 に 到

着 す る 。 祭 祀 畑 に は,1本 の ト ウ モ ロ コ シ の 木 が 植 え ら れ て お り,ま た4本 の ト ウ モ

ロ コ シ,数 片 の シ ョ ウ ガ,十 数 粒 の シ ャ ロ ッ ト,2本 の キ ュ ウ リ,数 枚 の シ カ ク マ メ

の 葉,そ れ に ヒ メ ボ ウ キ な ど が は い っ た 儀 礼 用 の 肩 か け 編 み カ ゴ(皿bola)が お か れ

て い る127)。 祭 祀 畑 の 作 物 は,害 虫 や 鳥 獣 に 食 い あ ら さ れ て し ま っ て い る の で,こ れ

ら の 野 菜 は,午 前 中 に,ほ か の 畑 か ら も っ て こ ら れ た も の で あ る 。

儀 礼 畑 と は こ と な り,祭 祀 畑 に は,畑 の 上 端 と 下 端 の そ れ ぞ れ に カ オ ・ ウ ィ ニkao

wini(畑 の 祭 場)が も う け ら れ て い る が(図40参 照),前 者 の す ぐ わ き に た て ら れ て

い る 木 に は,小 さ い 土 釜 が か ぶ せ ら れ て い る 。 こ れ は,す で に ピ レ ・ウ マ が お こ な わ

れ た こ と を し め し て い る(6・3・3お よ び6・3・4参 照)。
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マ リ ア ・ ウ タ が ナ イ フ を つ か っ て ト ウ モ ロ コ シ を 根 本 か ら 切 り,そ れ を 右 肩 に か つ

ぎ,ク リ ス テ ィ ナ ・パ レ は,野 菜 類 の は い っ た 編 み カ ゴ を 肩 に か け る 。 そ し て,す ぐ

に オ ネ ・ リ ア に む か っ て 出 発 す る 。2人 は 終 始 無 言 で あ る 。

12時55分:マ リ ア ・ウ タ と ク リ ス テ ィ ナ ・パ レ が,オ ネ ・ リ ア に 到 着 す る 。2人 は,

す ぐ に オ ネ ・ リ ア に は い り,は こ ん で き た ト ウ モ ロ コ シ の 木 を ウ ィ ス ・ル ル(祖 霊 の

座)に た て か け,野 菜 の は い っ た 編 み カ ゴ を ウ ィ ス ・ル ル 近 く の 竹 床 の 上 に お く 。

14時34分:オ ネ ・ リ ア の 戸 を し め,マ リ ア ・ ウ タ,ア ナ ス タ シ ア ・ム ク,ク リ ス テ

ィ ナ ・パ レ,エ リ ザ ベ ス ・パ ウ,マ ル ガ レ ー タ ・ウ ェ ア,フ ェ ロ ニ カ ・ウ ィ ニ,テ レ

シ ァ ・コ リ(表10参 照)が,オ ネ ・ リ ア の 右 側 の 炉(wajanggana)と 左 側 の 炉(waja

nggeu)の 上 の 土 釜 を 保 管 し て お く 場 所(olawelupodombama,図24参 照)か ら ポ ド

・ ン バ マpodo皿ba皿a(ン バ マ 儀 礼 専 用 の 土 釜),土 鍋(hawa)
,ユ ウ ガ オ の 壷(kobho),

ユ ウ ガ オ の 椀(hena),ヤ シ 殻 の 椀(hea),飯 を 炊 く と き に つ か う 棒(kou),4つ

の 大 き な 編 み カ ゴ(bengaria),多 数 の 飯 カ ゴ(kidha)を お ろ し は じ め る 。 女 た ち

は,終 始 無 言 で 作 業 を す す め る 。

14時45分:上 記 の も の の う ち,ユ ウ ガ オ の 壷(6つ あ る が,そ の う ち の4つ は こ わ

れ て い る),ユ ウ ガ オ の 椀,飯 炊 き 棒(6本),ヤ シ 殻 の 椀(約20個)を も っ て,4

人 の 女 た ち が 近 く の 小 川(LowoWoa)に む か っ て 出 発 す る(写 真8参 照,図35参 照)。

こ わ れ て い な い ユ ウ ガ オ の 壷 を も つ マ リ ア ・ ウ タ を 先 頭 に,こ わ れ て い な い ユ ウ ガ オ

の 壷 を も つ ア ナ ス タ シ ア ム ク,ユ ウ ガ オ の 椀 と こ わ れ た ユ ウ ガ オ の 壷 を も つ ク リ ス テ

ィ ナ ・パ レ128),飯 炊 き 棒 と ヤ シ 殻 の 椀 が は い っ た カ タkata(コ コ ヤ シ の 葉 の 編 み カ

ゴ)を も つ エ リ ザ ベ ス ・パ ウ と い っ た 順 で 川 へ 歩 い て ゆ く 。

14時51分:川 に 到 着 し て,川 の 水 で も っ て き た も の を 「洗 う 」(lego)。 女 た ち は,

オ ネ ・ リ ア に か え っ て く る ま で の あ い だ,道 ゆ く 人 と ロ を き い て は な ら な い 。

そ の あ い だ にLオ ネ ・ リ ア で は,フ ェ ロ ニ カ ・ウ ィ ニ が 右 側 の 炉 と 左 側 の 炉 の 清 掃

を お こ な う 。 つ ま りs炉 の 灰 を あ つ め て,外(オ ネ ・ リ ア の 左 側 後 方)に す て る 作 業

を お こ な う 。

14時56分:女 た ち が,オ ネ ・ リ ア に か え っ て く る 。 女 た ち は,す ぐ に オ ネ ・ リ ア に

は い り,川 で 洗 っ て き た も の を ウ ィ ス ・ル ル(祖 霊 の 座)に 近 い 竹 床 の 上 に お く ・ そ

の 後,女 た ち は,ベ テ ル チ ュ ー イ ン グ(nata)を お こ な い な が ら,し ば ら く の あ い だ

休 憩 す る 。 た だ し,フ ェ ロ ニ カ ・ ウ ィ ニ だ け は,さ き ほ ど 土 釜 を 保 管 し て お く 場 所 か

ら お ろ さ れ た 編 み カ ゴ と 飯 カ ゴ を 外 へ も ち だ し て,付 着 し て い る ほ こ り を お と す 作 業

を は じ め る 。 た た き 合 わ せ た り,ホ ウ キ(ngoni)を つ か っ て ほ こ り を お と し て ゆ く が,
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水 は つ か わ な い 。

17時18分:マ リア ・ウ タが オ ネ ・リアの 右 側 の炉 にす わ り,マ キ ・ン ドリ ・ワ ンゲ

の 長 で あ る ヤ コ ブ ・ン ドリ ・ワ ンゲの 所 有 す る ポ ド ・プ ウpodopu'u(根 本 の土 釜)

と よ ばれ る土 釜 を火 にか ける 。 そ して,た だ ち に水 をそ そ ぎ こむ。 こう して,飯 炊 き

が は じま るの で ある 。 マ リア ・ウタ は,ヤ コ ブ ・ン ドリ ・ワ ンゲの 所 有 す る6つ の 土

釜(ポ ド ・プ ウ をふ くむ)で 飯 を炊 くが,ひ とたび 右側 の 炉 に すわ る と,儀 礼 が 終 了

す る ま で,オ ネ ・リア か ら外 に で る ことは お ろ か,飲 食 を お こな う こ とも,話 をす る

こ とも で き な くな る 。

ここで 飯 炊 きの 過 程 と所 要 時 間 につ い てふ れ て お く と,飯 炊 きは,つ ぎ の よ うに お

こな わ れ る。

a)土 釜 を炉 の 三 っ 石 の上 に お いて,火 に か ける 。

b)水 を土 釜 の な か に そ そ ぎ こむ 。

c)ビ ン ロ ウヤ シの葉 鞘 でつ くった 団 扇状 の もの で風 をお く り,火 を強 め る(4分

経 過)。

d)米 を沸騰 した湯 の なか に いれ る(30分 経 過)。

e)飯 炊 き棒 をつ か って か き まぜ,煮 え ぐあい をみる(40分 経 過)。

f)火 に水 をか け,火 勢 を よわ め る。 土 釜 を三 つ石 か らおろ し,火 の そ ば に お く

(50分 経 過)。

g)土 釜 を炉 か ら床 の 上 に おろ す(1時 間30分 経 過)。

18時20分 ご り:ニ ワ ト リ(す で に 羽 毛 が む し り と ら れ,内 臓 も ぬ か れ て い る)や 串

刺 し の 豚 肉(長 さ50c皿 ほ ど の 竹 の 串 に10切 れ 前 後 の 豚 肉 を さ し た も の)を も っ た 人 々

が,つ ぎ つ ぎ と オ ネ ・ リ ア に は い っ て く る(写 真9参 照)。 村 落 共 同 体 に 居 住 す る す

べ て の 世 帯 主 は
,ン バ マ の と き に1羽 の ニ ワ ト リ(manusaeko)か1串 の 豚 肉(Hake

wawisadepa)を も っ て く る(potonake)こ と が 義 務 づ け ら れ て お り129》,こ の よ う

な 肉 は,ナ ケ ・ ン バ マnakembama(ン バ マ 儀 礼 の 肉)と 総 称 さ れ る130)。

ナ ケ ・ ン バ マ を も っ て き た 世 帯 主 は,図7,図8t図9,図10,図11に し め さ れ て

い る と お り で あ る が131,,こ れ ら の 図 を く わ し く な が め る な ら ば,マ キ ・ン ド リ ・ワ

ン ゲ に 居 住 し て い な い 者 が,若 干 名 ふ く ま れ て い る こ と に 気 づ く は ず で あ る 。 そ の 大

半 は,ウ ェ ワ ・ン ド リ ・ワ ン ゲ の 成 員 で あ り,ン バ マ が お こ な わ れ る こ と を つ た え き

き,里 が え り を か ね て や っ て き た の で あ る 。
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ベ ン ガ ・ トコ の 前 に す わ っ た ソ ロ モ ン ・ウ ォ ダ が
,ニ ワ ト リ の 大 き さ や 豚 肉 の 量 が

適 当 か ど う か を 判 断 し た う え で132),だ れ が も っ て き た か を ノ ー トに 書 い て ゆ く 。 そ

れ が す む と,ニ ワ ト リ や 串 刺 し の 豚 肉 は,オ ラ ・テ オolateo(居 間 の 中 央 に 棟 木 か ら

つ る さ れ て い る 物 を か け て お く た め の 鹿 の 角)に か け ら れ た り ,ベ ン ガ ・ トコbenga

tokoと よ ば れ る 彫 刻 の ほ ど こ さ れ た 板 壁 の 上 の 中 二 階(lena)に お か れ る(図16参 照)。

19時00分:左 側 の 炉(wajangSeu)に 火 が い れ ら れ,ヤ コ ブ ス ・ワ サYacobusWasa

の 妻 が 飯 を 炊 き は じ め る 。

ウ ェ ワ の 成 員 の う ち,表11と 図7に 記 載 さ れ て い る32人 の 者 は,ポ ド ・ ン バ マpodo

mbama(ン バ マ 儀 礼 専 用 の 土 釜)を も っ て お り,ン バ マ が お こ な わ れ る と き に は,ポ

ド ・ ン バ マ,米,水,薪 を オ ネ ・ リ ア に も っ て こ な け れ ば な ら な い133)。 そ し て,そ

の 妻 に は,持 参 し た ポ ド ・ ン バ マ,米,水,薪 を っ か っ て,飯 を 炊 く 義 務 が 課 さ れ る 。

だ れ が,ど の 炉 を,ど の よ う な 順 番 で つ か う か に つ い て は,表11を 参 照 さ れ た い134)。

図7を み れ ば わ か る よ う に,ポ ド ・ ン バ マ は,上 位 世 代 か ら 下 位 世 代 へ と 相 続 さ れ

る も の で あ り,ポ ド ・ン バ マ が こ わ れ る と,こ わ れ た 釜 を あ た ら し い 釜 と と り か え る,

ラ ー ・ポ ドrapodo(釜 に 血 を つ け る)と よ ば れ る 儀 礼 が お こ な わ れ る 。 こ の 儀 礼 に

つ い て は,の ち ほ ど6・9・4に お い て ン バ マ ・カ ー ・ウ ェ サ と の 関 連 で の べ る こ と

に す る 。

19時10分:レ ン ドの 炉(図16参 照)に 火 が い れ ら れ る 。 そ し て,コ コ ヤ シ の 実 を 割

り(kelanio),ニ ワ ト リ を 切 り わ け る 役 目(atagetonake)の ラ ン ベ ル ト ゥ ス ・

ウ ォ ロLambertusWolo(図7,表11参 照)に,の ち ほ ど 供 さ れ る 飯 が 炊 か れ は じ め る 。

炊 か れ る 米 は,ヤ コ ブ ・ン ド リ ・ ワ ン ゲ か ら 提 供 さ れ る こ と が な ら わ し に な っ て い る 。

19時40分:下 流 後 方 の 炉 に 火 が い れ ら れ,ニ コ ラ ウ ス ・ダ レNikolausDale(図7,

表11参 照)の 妻 が 飯 炊 き を は じ め る 。

19時50分:ラ ン ベ ル ト ゥ ス ・ ウ ォ ロ が,コ コ ヤ シ の 実 を 割 る 作 業(kelanio)を お

こ な う(図25参 照)。 外 果 皮 と 中 果 皮(と も にfunaと よ ば れ る)を と り さ っ た コ コ ヤ

シ の 実 を 床 に お き,手 で お さ え な が ら 山 刀(topo)を ふ り お ろ す 。 も し,一 刀 の も と

に 割 る こ と が で き な い と,そ れ は,な に か 悪 い こ と が お こ る 凶 兆(sage)と み な さ れ

る 。 コ コ ヤ シ の 実 か ら で た 胚 乳 液(aenio)は,素 焼 き の 水 い れ(geloae)に あ け

ら れ る 。

コ コ ヤ シ の 実 が 割 ら れ る と,す ぐ に フ ェ ロ ニ カ ・ ウ ィ ニ が,フ ォ エ ・ニ オfoenio

(コ コ ヤ シ 削 り)と よ ば れ る 道 具 を っ か っ て,コ コ ヤ シ の 実 の 胚 乳 層(isinio)を す

り お ろ し は じ め る(図25参 照)。
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20時8分:ラ ンベ ル トゥス ・ウ ォ ロが,足 つ きの 素焼 きの 器(paneha'ibewa)に

も られ た 飯 を,手 をつ か って 食 べ る。 しか しなが ら,副 食 物 とな る菜(uta)は な に

も な く,ラ ンベ ル トゥス ・ウ ォ ロは,こ の よ うなあ つ か い に文 句 をつ ける 。 す で に の

べ た よ う に,ラ ンベ ル トゥス ・ウォ ロの妻 は,妖 術 者 と して おそれ られ て お り ,そ の

妻 に影 響 を うけ て,ラ ンベ ル トゥス ・ウ ォロ も なか ば妖 術 者 にな っ て いる の だ とい わ

れ る 。 菜 が 用 意 され なか った 背 景 に は,妖 術 者 に対 す る 暗黙 の 憎悪 が あ るの か も しれ

な い。 だ が,こ れ は,あ くまで も筆 者 の 推測 にす ぎな い。

21時00分:フ ェロ ニカ ・ウ ィニ が,す りお ろ した ココ ヤ シの胚 乳層 と水 を まぜ,コ

コナ ヅ ミル ク(aenio)を つ く りは じめ る 。 つ ま り,コ コヤ シの 実か らで た 胚 乳 液 が

は い って い る 素焼 の 水 いれ に湯(aepetu)と 「す りお ろ され た コ コ ヤ シの 胚 乳 層 」

(niofoe)を くわ えて,手 で よ くまぜ る 。 そ して漏 斗状 の 濾 し器(kedho)を も ち い

て,白 濁 した 濃 い液 体 を こ してsべ つ の 素焼 きの 水 いれ に ため て ゆ く。

21時30分:ニ ワ トリや 串刺 しの豚 肉 をも っ た人 々の第2波 が や っ て くる 。

21時40分=上 流 後 方 の 炉 に火 が いれ られ,ス テ フ ァヌス ・ワサStefanusWasa(図

7,表11参 照)の 妻 が 飯 炊 き をは じめ る(図25参 照)。

1983年7月10日1時OO分:円 形 広 場 で は若 者 たち が あつ ま って,ガ ウ ィgawi(人 々

が 螺 旋 形 に 手 をつ な いで お どる ダ ンス)が お こなわ れ て いる 。 だ が,ソ ダsodha(ガ

ウ ィの とき に うたわ れ る 歌)の 歌 い手(atasodha)が 招 待 され なか った の で,夜 を

徹 して お こな われ る はず の ガ ウ ィは も りあ が りにか け,1時 半 ごろ に な る と若 者 た ち

は 踊 り をや め て しま う。

ソダ の 歌 い 手 が よば れ な か った理 由は,ン バ マ ・カ ー ・コエ の とき に盛 大 な ガ ウ ィ

を お こな う必 要 は な い とい う こ とであ った。 換 言 す る な らば,ン バ マ ・カ ー ・ウ ェサ

は,ン バ マ ・カー ・コエ よ りも盛 大 に お こな われ る わ け であ る が,ン バ マ ・カ ー ・コ

エ(ほ りお こ して食 べ る ンバ マ)と ンバ マ ・カー ・ウ ェサ(ま き ち ら して食 べ る ンバ

マ)と い う名称 は,こ う した盛 大 さの 度合 い と関 連 づ け て解 釈 され るべ き なの か も し

れ な い 。

1時30分:オ ネ ・リァ で は,飯 炊 きが ま だ延 々 とつ づ いて い る 。

4時30分:ベ ンガ ・ トコの 前 で,ラ ンベ ル トウス ・ウ ォ ロが 串 か ら豚 肉 をぬ き と り,

ポ リバ ケ ヅ や ヤ シの 葉 の 編 み カ ゴ(kata)に いれ る 作業 をお こな っ て いる(図25参 照)。

この 作業 が お わ る と,ラ ン ベル トゥス ・ウォ ロは,山 刀(topo)と ま な板(liti)を

つ か って,ニ ワ トリを切 る 作業(getonakeも しくはgetomanu)を は じめ る。 この作

業 で は,ま ず胴 体 か ら,頭,つ ま先,手 羽先,脂 尻,も も を切 りは な す。 そ して,胴
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体 を4つ に 切 る 。 つ ま り,側 面 か ら 背 骨 と 平 行 に 切 断 し て 胸 部 と 背 部 に わ け,そ の そ

れ ぞ れ を2つ に 切 る 。 こ の 作 業 を と お し て,ニ ワ ト リ は,頭(holo),っ ま 先(kuku),

手 羽 先(皿baku)・ ・脂 尻(10ge,mburi),も も(ha'i),胸(kasa),背(!onggo)と

い っ た7種 類 の 部 位 に 分 類 さ れ る 。

ニ ワ ト リ を 切 る 作 業 が お わ る と,ラ ン ベ ル ト ゥ ス ・ ウ ォ ロ が
,カ ー ・ゲ ト ・ナ ケka

getoHake(肉 切 り の 食 事),つ ま り ニ ワ ト リ を 切 る 作 業 を お こ な っ た 者 に ふ る ま わ

れ る 飯 と 肉 の 料 理 を 食 べ る(だ が,筆 者 は,し ば ら く の あ い だ オ ネ ・ リ ア を は な れ て

い た の で,実 見 す る こ と は で き な か っ た)。 こ の 食 事 に つ い て は ,の ち ほ ど ン バ マ ・

カ ー ・ ウ ェ サmbamakawesaと の 関 連 で く わ し く の べ る こ と に し た い 。

ま た,モ セ ス ・ハ ル(表10参 照)が,オ ネ ・ リ ア に は い っ て き て,ア タ ・ ピ レata

pire(禁 忌 の 人,後 述)た ち が オ ネ ・ リ ア に も っ て き た ナ ケ ・ン バ マ(ン バ マ 儀 礼 の

た め の 肉)を,オ ネ ・ア レ ・ ピ レonearepire(飯 の 禁 忌 の 家)に も っ て ゆ く 。 こ の

よ う な こ と を モ セ ス ・ハ ル が お こ な う 理 由 は,か れ 自 身 が ア タ ・ピ レ だ か ら で あ る 。

ア タ ・ ピ レ と は,ン バ マ に さ い し て オ ネ ・ リ ア で 飯 を 食 べ る こ と が で き な い,ク ネ

・マ ラ 人(AtaKuneMara)
,ン ビ ピ 氏 族(EmbuMbipi),ジ ェ ケ 氏 族(EmbuJeke)

と い っ た,ラ シ 氏 族(E皿buRasi)と 奴 隷 層 以 外 の 者 で あ り 一 一 ク ネ ・マ ラ 人,ン ビ

ピ 氏 族,ジ ェ ケ 氏 族,ラ シ 氏 族 の 相 互 関 係 に つ い て は 図3,図4を 参 照 さ れ た い 一 一,

か れ ら は,オ ネ ・ リ ア の む か い に た て ら れ て い る オ ネ ・ア レ ・ ピ レ で,独 自 に 飯 と ナ

ケ ・ン バ マ を 料 理 し て 食 べ る 。 こ の 飯 に か か わ る 禁 忌(pireare)を ま も ら な い と,

ア タ ・ピ レ は,ネ カ ・ ラ ーnekara(血 の で る よ う な 傷)に 苦 し む こ と に な る の だ と

い わ れ る 。

し か し な が ら,か れ ら は,ン バ マ 儀 礼 か ら 排 除 さ れ て い る わ け で は な い 。 な ぜ な ら

ば,か れ ら も ま た,ナ ケ ・ン バ マ を オ ネ ・ リ ア に も っ て く る こ と が 義 務 づ け ら れ て お

り,オ ネ ・ ピ レ で 炊 か れ る 米 は,ヤ コ ブ ・ン ド リ ・ワ ン ゲ(表10参 照)が 提 供 す る こ

と に な っ て い る か ら で あ る 。

7時00分:ま だ 飯 炊 き が っ つ け ら れ て い る の は 左 側 の 炉 だ け で あ る 。 右 側 の 炉,上

流 後 方 の 炉,下 流 後 方 の 炉 の 付 近 に は,そ れ ぞ れ の 炉 で 炊 か れ た 飯 が,土 釜 に は い っ

た ま ま の 状 態 で お か れ て い る 。

9時00分:ラ ン ベ ル ト ゥ ス ・ ウ ォ ロ が,オ ラ ・テ オolateo(棟 木 か ら つ り さ げ ら

れ て い る,さ ま ざ ま な 物 を か け て お く た め の 鹿 の 角,図16参 照)に つ る さ れ て い た 大

型 の 野 ネ ズ ミ(dheke)を は ず し,山 刀 を つ か っ て マ ナ 板(1ata)の 上 で そ の 右 後 足

(左 後 足 で も よ い が,か な ら ず 後 足 で な け れ ば な ら な い)を 切 断 す る 。 そ し て,そ れ
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を3切 れ の 豚 の 脂 身 で つ つ ん で,ひ も で し ば る 。 大 型 の 野 ネ ズ ミ の の こ っ た 部 分 は,

ふ た た び オ ラ ・テ オ に か け ら れ る が,こ れ は,後 日,ヤ コ ブ ・ン ド リ ・ ワ ン ゲ と そ の

家 族 に よ っ て 食 べ ら れ る135)。

大 型 の 野 ネ ズ ミ は,ン バ マ に な く て は な ら な い も の で あ り,大 型 の 野 ネ ズ ミ を も っ

て き た 者 は,ニ ワ ト リ も し く は 豚 肉 を オ ネ ・ リ ア に も っ て く る 義 務 を 免 除 さ れ る 。 し

た が っ て,レ ラ ・ン バ マ(6・7・2参 照)が あ る と,人 々 は,わ れ さ き に 大 型 の 野

ネ ズ ミ を 捕 獲 し,内 臓 を と り だ し て 乾 燥 肉 に し た も の(labidheke)を オ ネ ・ リ ア に

と ど け る の で あ る 。 今 回,こ の 大 型 の 野 ネ ズ ミ を も っ て き た の は,カ ジ ュ ・マ ニ 村 に

ず む レ オ ・オ ナ(表10参 照)で あ っ た 。

9時13分:ラ ン ベ ル ト ゥ ス ・ウ ォ ロ が,山 刀 を つ か っ て,つ ま 先,手 羽 先,頭 を 切

り お と し た1羽 の ニ ワ ト リ を マ ナ 板 の 上 で た た い て(ndota),ミ ン チ 肉(nakendota)

を つ く る 。

9時19分:ハ ワ ・プ ウhawapu'u(根 本 の 鍋)と よ ば れ る 土 鍋 が,右 側 の 炉 に か け

ら れ る 。 そ の な か に,大 型 の 野 ネ ズ ミ の 右 後 足 を 豚 の 脂 肉 で つ っ ん だ も の が い れ ら れ,

っ つ い て,水 が そ そ ぎ こ ま れ る 。 肉 の 料 理 は,男 性 に よ っ て お こ な わ れ,右 側 の 炉 で

は,マ リ ウ ス ・ウ ォ ゲMariusWogeと ドナ ト ゥ ス ・マ リDonatusMali(図7参 照)が

料 理 人 と な る 。

9時20分:ニ ワ ト リ の も もs胸s背 の 部 位 が ハ ワ ・プ ウ に い れ ら れ,コ コ ナ ヅ ミ ル

ク が く わ え ら れ る 。 だ が,調 味 料 は な に も つ か わ れ な い 。

9時27分:ラ ン ベ ル ト ゥ ス ・ウ ォ ロ が,シ ャ ロ ッ ト と シ ョ ウ ガ を マ ナ 板 の 上 で き ざ

ん で,さ き ほ ど の ニ ワ ト リ の ミ ン チ 肉,フ ェ ロ ニ カ ・ ウ ィ ニ が つ く っ て お い た コ コ ヤ

シ の 胚 乳 層 を す り お ろ し た も の(niofoe),コ コ ナ ッ ミ ル ク(aenio),塩(皿esi),

乾 燥 小 魚(ikaewe),ト ウ ガ ラ シ(horo)を 小 さ い 土 鍋(hawalo'o)に い れ る 。 そ し

て,右 側 の 炉 の 三 つ 石 の そ ば に お く 。 こ の 料 理 はrポ ロ ・ン ゲ タhorongeta(ト ウ

ガ ラ シ の ま ぜ も の)と よ ば れ る 。

9時30分:右 側 の 炉 で は,ニ ワ ト リ の も も,胸,背 の は い っ た ハ ワ ・プ ウ(根 本 の

土 鍋)が 火 に か け ら れ て い る 。 炉 の 配 置 に つ い て は 図25を 参 照 。

左 側 の 炉 で は,ピ ウ ス ・ラ シPiusRasi(PiusRasiWanggeと は べ つ の 人 物,図7

参 照),ベ ネ デ ィ ク ト ゥ ス ・ン ベ テBenediktusMbete(図7参 照)が 大 き な 鉄 鍋 で

豚 肉 を 煮 て い る 。

下 流 後 方 の 炉 で は,マ ク シ ム ス ・テ ィ ボMaksi皿usTibo(図11参 照)が ニ ワ ト リ の

頭,手 羽 先 を 煮 て い る 。
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上流 後 方 の 炉 で は,左 側 の 炉 の鉄 鍋 には い りき らな い豚 肉 を,ア ン ドレア ス ・バ イ

AndreasBa'i(図7参 照)が 煮 る こと にな っ て い るが,こ の 炉 は,今 回 の ンバ マ では

っ か われ なか った 。

レン ドの 炉 で は,ベ ル ナ ドゥス ・ワ ンゲBernadusWangge(図7参 照)が,ニ ワ ト

リの脂 尻 を煮 る こ とに な って い た が,実 際 には煮 られ な か った よ うで あ る 。 この 脂 尻

は,分 配 され ず に,ヤ コ ブ ・ン ドリ ・ワ ンゲ が うけ とる ことが な らわ しに な って い る。

ま た,マ ガ ・ベ ー ワの 炉 で は,ニ ワ トリの つ ま先 が 煮 られ,あ とで 子供 た ち に あ た

え られ る こ と にな っ て いた が,実 際 には 料理 され なか った。

9時48分:三 つ 石の 上 に おかれ て いな い に も かか わ らず,小 さな 土 鍋 に いれ られ た

ポ ロ ・ンゲ タが,ま わ りか らの熱 気 で グヅ グ ツ と煮 え は じめ る 。

9時50分:9時30分 の 時 点 で はみ お と して い たが,左 側 の 炉 とそ の 周辺 に は,豚 肉

の は い った 鉄 鍋 の ほか に2つ の 土鍋 と2つ の 土釜 が おかれ てい る 。 土 釜aに は,祭 祀

畑 の種 籾 を炊 い た飯 が は い って お り,土 釜bに は,プ リプス ・ンベ テ の妻 が炊 い た飯

が は い って いる 。 土鍋cで は,昨 日,祭 祀畑 か ら収 穫 して こ られ た シカ ク マ メの 葉 で

っ っん だ豚 の 脂 身 が煮 られ て お り,こ れ は,の ち ほ ど土釜aの 飯 と とも に ウ ィス ・ル

ル に供 え られ る 。 そ して,土 鍋dで は,の ち ほ ど土 釜bの 飯 と と も に ウ ィス ・ル ル に

供 え られ る 豚 の脂 身が 煮 られ て い る。 これ らの飯 と肉 は,ン バ マ ・リア皿bamaria(後

述)が 終 了 す る ま で,手 をつ けず に と って お かれ る 。

10時29分:右 側 の炉 に水 が か け られ,火 勢 が弱 め られ る。 そ して,ハ ワ ・プ ウ(根

本 の土 鍋)で 煮 られ た 肉 の 一 部 が ユ ウガ オの 壷 に いれ られ,そ の な か には い りき らな

い もの は,コ コ ヤ シの 葉 の 編 み カ ゴ(kata)の なか にいれ られ る 。 また,左 側 の 炉 や

下流 後 方 の 炉 で料 理 され た 肉 も,ポ リバ ケ ヅ や コ コヤ シの 葉 の 編 み カ ゴ に う っ され る。

肉 のつ め られ た ユ ウガ オ の 壷 は,ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の座)に おか れ る が,そ れ 以 外

の 肉は,す べ て居 間の 中央 部 に おか れ て い る。

10時58分:肉 を分 類 す る 作 業が は じまる。 豚 肉は,a)肉(isi),b)脂 肉(ura),

c)骨(toko)の3種 類 に分 類 され,ニ ワ トリの 肉 は,a)背(longgo),b)足(ha'i)

+胸(kasa),c)頭(holo)+手 羽 先(mbaku)の3種 類 に分 類 され る 。分 類 され

た 肉は,オ ネ ・リァの 居 間 の 左後 方 に おかれ る。

11時17分:マ リア ・ウタ が,大 きな おた ま(gaberia)を つ か って ポ ド ・プ ウ(根

本 の土 釜)か ら飯 をだ し,ユ ウガオ の 壷 に 山 も りにな る ま でい れ る 。 この ユ ウガ オ の

壷 は,ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の座)に も っ て い かれ る 。

これ と同 時並 行 して,女 た ちが オ ネ ・リア に は い って き て,自 分 が 炊 い た 土釜 か ら,
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大 き な お た ま を つ か っ て,飯 を 飯 カ ゴ(kidha)に だ し は じ め る(写 真10参 照)。

11時40分:飯 カ ゴ に だ さ れ た 飯 は,ベ ン ガ ・ トコ の 前 に お か れ て い る4つ の 大 き な

編 み カ ゴ(bengaria)に う つ さ れ る が(図26参 照)136》,そ の 作 業 は,っ ぎ の よ う

に お こ な わ れ る 。

a)土 釜 か ら の 飯 が つ め ら れ た 飯 カ ゴ が 大 き な 編 み カ ゴ の 前 ま で も っ て こ ら れ る 。

b)そ の 飯 カ ゴ の 飯 が,大 き な 編 み カ ゴ と ベ ン ガ ・ トコ の あ い だ に た っ て い る サ フ

ェ リ ウ ス ・セ ン ダSaveriusSenda(図7参 照)の も つ 飯 カ ゴ(kidharia)に

山 も り に な る ま で い れ ら れ る 。

c)そ の 飯 が,大 き な 編 み カ ゴ に あ け ら れ る 。

d)お な じ こ と が も う 一 度 く り か え
.され る 。 た だ し,サ フ ェ リ ウ ス ・セ ン ダ は,さ

き ほ ど の 飯 カ ゴ と く ら べ て,ひ と ま わ り 小 さ い 飯 カ ゴ(kidhalo'o)を も ち い

る 。

した が っ て,ポ ド ・プ ウ をの ぞ く,す べ て の土 釜 か らは,お な じ量 の飯 が大 きな 編

み カ ゴ に うつ され るの で あ る(の こ った飯 は 土釜 に いれ た ま ま,儀 礼 の終 了後,家 に

も ち か え られ る)。 こ う して,ベ ンガ ・トコ の 前 に おかれ て いる4つ の 大 き な編 み カ

ゴ に飯 が 山 も りにつ め られ て ゆ く。 この作 業 が おわ る と,マ リア ・ウ タ を の こ して,

女 た ち は全 員オ ネ ・リア か らで てゆ く。

12時8分:マ リア ・ウタ に よ って ポ ド ・プ ウ(根 本 の土 釜)の 底 か ら焦 げ飯(ngudu

皿ba皿a)が だ され137),そ れ が,ウ ィス ・ル ル に おか れ て いる 飯 の は い っ た ユ ウガ オ の

壷 の 上 と,ベ ンガ ・ トコの前 に おか れ て い る4つ の 編 みカ ゴの な か で,も っ と も大 き

い も の の上 に おか れ る(図26参 照)。

12時19分:ヤ コブ ・ン ドリ ・ワ ンゲ が,ラ ギragi(男 性 用 の 腰 布),レ ス1esu(頭

に ま く布),ル カluka(肩 か け)と い った 「伝 統 衣 装 」 を身 につ け,首 長 と して の 地

位 を表 象 す る ス ケseke(象 牙 の 腕 輪)を 両 腕 には め る。

12時27分:昨 晩,ナ ケ ・ンバ マnakemba皿a(ン バ マ儀 礼 の 肉)を も っ て き た男 た ち

が,鍋 と蓋 つ き の 飯 カ ゴ を も って オ ネ ・リア には い っ て くる 。 オ ネ ・リア の居 間,マ

ガ ・ベ ー ワ,ル ル が 男 たち で い っぱ い にな る 。 全 員 が は いる と,戸 が しめ られ る た め

に,家 の なか は うす 闇 につ つ まれ る。 そ して,人 々は,沈 黙 状 態 をた も た な けれ ば な

らな くな る。

12時28分:ポ ロ ・ンゲ タが 小 さな土 鍋 か ら,約20個 の ヤ シ殻 の 椀(昨 日川 で 洗 われ,
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ウ ィス ・ル ル に おか れ て い た もの,図26参 照)に わ け られ,男 た ち に くば られ て ゆ く。

12時30分:ヤ コ ブ ・ン ドリ ・ワ ンゲが た っ た ま ま,大 きな 編 み カ ゴの 上 に おかれ て

い た焦 げ飯 をつ か ん で1口 食 べ,そ れ をル ル にす わ っ て いる 男 た ち にわ た す 。 それ と

同 時 に,ユ ウガ オ の 壷 の 上 に おか れ て い た焦 げ飯 も,男 た ち に わ た され て ゆ く。

男 た ち は,ポ ロ ・ン ゲ タ と と もに,こ の 焦 げ飯 を沈 黙 状 態 の なか で 食 べ る。 マ ガ ・

ベ ー ワ とル ル にす わ っ て い る男 た ち は,す わ って食 べて い る が ,居 間 にい る 男 た ちは,

た って 食 べ て い る も の も い る。 だ が,ン バ マ ・カ ー ・コエ に お いて,人 々が も っ と も

緊 張 す る の は,こ の焦 げ飯 を食 べ る瞬 間 で あ り,飯 にむ せ て(subhu),食 べ て い る

も の を 口の 外 にだ す よ う な こ とが あ る と,そ れ は重 大 な 凶 兆(sage)と み な され,飯

に む せ た 者 には,ほ ど な く死 が お とず れ る の だ といわれ る 。

12時35分:小 さ な蓋 つ きの 飯 カ ゴが6つ だ され,そ の な か にベ ン ガ ・トコの 前 に お

か れ て い る 大 き な編 み カ ゴか ら飯 が つ め られ る。 そ して,そ の 上 にハ ワ ・プ ウ(根 本

の 土 鍋)で 煮 られ,オ ネ ・リア の居 間 の左 後 方 に おかれ て いた ニ ワ トリの 肉が 一 切 れ

の せ られ る 。つ いでsそ れ ぞれ の 飯 カ ゴ に蓋 がか ぶせ られ る 。

12時43分:プ リプス ・ンベ テが,そ の ひ とつ をも っ て,ワ ンゲ ・ンベ テの 遺 骨 箱 が

安 置 され て いる 中二 階 にの ぼ っ てゆ く。 そ して,遺 骨箱 の 上 とそ のわ きの 石(図26参

照)に 飯 と 肉 を少 しず つ のせ,つ ぎ の よ う に言 上 す る(写 真11参 照)。 以 下 の 人 物 名

に つ い て は,図7を 参 照 の こと。

ka,.ruesaimamoTokoghawamai138),さ あsお 食 べ く だ さ い,ト コ,

MbeteWangBe,NdoriWangge.ン ベ テ ・ ワ ン ゲ,ン ド リ ・ ワ ン ゲ 。

kabou,pesamondosaighaina.あ っ ま っ て,お 食 べ く だ さ い 。

kamisusudonggua,ウ ォ ダ ・ ク ミ ・ メ ラ の 御 世 か ら の

namadobapuWodaKumiMera.儀 礼 を お こ な い,儀 式 を 遂 行 し ま す 。

gagadibo'o,kewidiae.豊 作 に な り ま す よ う に 。

peninge,wesinuwa.家 畜 が ふ え ま す よ う に 。

teboditemudego,10dite皿uleko.健 康 で あ り ま す よ う に 。

burndima'asapu'u,

hakadima'asabege.

teboditu'angeresu'a,

lodi皿akungerewatu.

toma'ele,weruma'anggenggu.

病 気 にな りませ ん よ う に。

身 は 鉄 の よ うに か た く,

体 は 石 の よ うに じ ょうぶ にな り ます よ う に。

ゆ す ぶ って も,び くとも しませ ん よ う に。
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っ ぎ に,サ ガ ・'ウラ ・レジ ヤsagawulaleja(ウ ラ ・レジ ャの よ り しろ)と,そ の

近 くに おか れ て いる 石 の上 に飯 と肉 をのせ る(図26参 照)。

この 間 に,飯 と肉 をつ め た5つ の 小 さ な蓋 つ きの飯 カ ゴがsオ ネ ・リアの 外 にひか

え て い る,ン バ マ にま だ参 加 してい な い若 者 た ち にわ た され る 。5つ の 飯 カ ゴは,オ

ネ ・リアの 戸 口の す ぐ前 に あ るサ ガ ・タ ナ ・ワ トゥsagatanawatu(タ ナ ・ワ トゥの

よ り しろ,図25参 照),オ ネ ・リアの 背後 に あ る ワ トゥ ・ジ ュー ・ア ン ギ,オ ネ ・リ

ア の前 庭 に あ る ワ ンゲ ・ンベ テWanggeMbeteの 墓,村 の広 場 の ン ドリ ・ワ ンゲNdori

Wanggeの 墓(図13参 照),そ れ にテ ボ ・ラカ 村 に ある トコTokoの 墓 にも っ て いか れ,

そ こに 内容 物 が あ け られ る 。

12時45分:昨 日フ ェ ロニ カ ・ウ ィ ニが ほ こ り をは ら って い た飯 カ ゴが,オ ネ ・リア

の 居 間 の床 一 面 に な らべ られ,ウ ィス ・ルル に おかれ て い る ユ ウガ オ の 壷(図26参 照)

か らsそ れ ぞれ の飯 カ ゴの な か に,ひ とつ か み の飯 が い れ られ る。 つ ぎ に,ベ ンガ ・

トコの 前 に お かれ てい る 大 き な編 み カ ゴ(図26参 照)か らの飯 が 山 も り にな る ま でい

れ られ る 。 そ して,こ の2種 類 の飯 をつ め た 飯 カ ゴが,っ ぎっ ぎ と男 た ち に くば られ

て ゆ く(写 真12参 照)。 男 た ち は,持 参 した 蓋 つ きの 飯 カ ゴ に飯 をつ め か え,あ いた

飯 カ ゴ をも ど して くる 。

13時5分:飯 の分 配 が 終 了 し,つ ぎ に 肉の 分 配 が は じまる(写 真13参 照)。 男 たち

の 持参 した 小 さ な鍋 が 居 間 の 床 一 面 に な らべ られ る。 ウ ィス ・ルル に おか れ て い る ユ

ウガ オ の 壷(図26参 照)か ら肉 が だ され,そ れ ぞ れの 鍋 の な か に 肉が 一 切 れ ず つ いれ

られ る 。 つ ぎ に,合 計6種 類 に分類 され た う えで 居 間の 左 後 方 に お かれ て い た 肉 が,

や は り均 等 に分 配 され る。

13時22分:肉 をす べ ての 鍋 にいれ る作 業 が 終 了す る。 それ ぞ れ の鍋 に は,平 均7～

8個 の 肉 が は い って お り,肉 の は い った鍋 が,そ れ ぞれ の 所 有 者 に わ た され て ゆ く。

13時27分:以 上 の作 業 が す べ て 終 了 す る と,男 た ち は,い っせ い に ウ ォー と い う奇

声 をあ げ る(dera)。 そ して,飯 と肉 の料 理 の はい っ た鍋 や 蓋 つ き の飯 カ ゴ を も って

オ ネ ・リア か らつ ぎ つ ぎ とで てゆ く。 この飯 と肉の 料理 は,家 にも ち か え られ,世 帯

員 にわ けあ た え られ る139)。

ここ まで の 儀 礼 は,ン バ マ ・リア(大 き な ンバ マ)と よ ばれ,ひ き つづ いて お こな

わ れ る,以 下 の よ うな儀 礼 は,ン バ マ ・ロオmbamalo'o(小 さな ンバ マ)と よば れ る。

13時37分:プ リプ ス ・ンベ テが,ユ ウガオ の椀 にも られ た飯 と肉 を ウ ィス ・ル ル に

お かれ て い る 石 の上 に少 しず つ の せ て ゆ く。 そ して,祝 詞 が言 上 され る(だ が,カ セ

ッ ト ・レコー ダー の調 子 が 悪 く,録 音 に 失敗 す る)。 この とき に供 え られ た飯 と肉 は,
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上 記 の 土 釜aと 土 鍋cか らの も の であ り,し た が っ て,こ こで は じめ て,祭 祀 畑 を対

象 とす る ペ サ ・ウ タ(2・3・4参 照)が お こなわ れ た こ とに なる 。

祝 詞 が言 上 され る と,プ リプ ス ・ンベ テ が,手 をつ か っ て飯 を4口 食 べ,そ れ につ

づ い て,さ き ほ ど 肉 を料 理 して い た男 た ちや,ま わ りにい た男 た ち が ,ユ ウ ガオ の 椀

に の こっ て い る飯 と肉 を食 べ る。

13時47分:プ リプ ス ・ンベ テが,ふ た たび ユ ウガ オ の椀 にも られ た飯 と 肉 を ウ ィス

・ル ル に おか れ て い る 石の 上 にの せ て ゆ く。 この 飯 と肉 は,上 記 の土 釜bと 土 鍋dか

らの もの であ り,こ う して,ロ ウ ォ ・コ レ人 の 代 役 で ある プ リプ ス ・ンベ テ(2・6

参 照)の 飯 と肉 が,ウ ィス ・ル ル に供 え られ るの で あ る。 祝 詞 が言 上 され る こ とは な

い。 プ リプ ス ・ン ベ テ が手 で4回 食 べ たあ と,先 ほ どと おな じメ ンバ ー が,ユ ウガ オ

の 椀 にの こ って い る飯 と 肉 を食 べ る。

14時1分:男 の子 供 たち が,オ ネ ・リア に は い っ て くる よ う に よばれ る 。 その 数 は,

8人 で あ る 。 子供 た ち は,ユ ウガ オの 壷 な ど にの こって い た飯 をあ た え られ,た だ黙

々 と食 べ る 。 ニ ワ トリの つ ま先 も あ たえ られ る が,生 で あ る ため に,も ち か え られ る

こ と にな っ た 。

14時9分:プ リプス ・ン ベ テ とと も に,子 供 た ちが 大 き な奇 声 をあ げ て ンバ マ ・ロ

オ が おわ る。 床 には,飯 が 一 面 に ち らば り,ヤ コ ブ ・ン ドリ ・ワン ゲの 飼 っ て いる 犬

が オ ネ ・リア には い って き て,あ た り をなめ まわ る 。

6・8農 閑 期(7月 ～8月)

7月 か ら8月 にか け ての 時 期 は,人 々が1年 の うち で,も っ と も 自由な 時 間 の あ る

季 節 であ る 。 この こ とは 「月」 の 名称 にも あ らわ れ て お り,7月 か ら8月 にか け て の

時 期 は,ベ ボ ・ガ ガbebogaga,つ ま り 「開 墾(gaga)を ま だ知 らな い(bebo)」 と

よ ばれ る 。 ま た,米 をは じめ とす る食 料 も豊 富 に あ り,こ の豊 富な 食 料 と 自 由な 時間

を利 用 して,ベ ボ ・ガ ガ には,婚 姻 連 帯 を と りむす ぶ た め の交 換 儀 礼(婚 資 の支 払 い

な ど)や,婚 姻 連 帯 を と りむ すん で いる者 の あ い だで の 交換 儀 礼(一 連 の葬 送 儀 礼 を

しめ く くる ケ レkeleと よばれ る儀 礼 な ど)が さかん に お こなわ れ る 。

ウ ォ ロ ・レ レ村 に おけ る1984年 の8月 の 雨 量 は,7月 の雨 量 よ りも上 回 っ て いる が,

例 年 な らばr雨 量 は,7月 か ら8月 にか け て減 少 して ゆ くもの と思 われ る。 気 温 は 少

しず つ上 昇 す る 傾 向 に あ る(表6,7参 照)。
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6・9伐 採 の 季節(8月 ～9月)

6・9・1季 節 現 象

ヘ ラheraと よばれ る8月 か ら9月 にか け て の 時期 は,一 年 中で も っ とも雨 量 の 減 少

す る 時 期 で あ る 。筆 者 が測 定 した ウォ ロ ・レ レ村 に おけ る1984年 の8月 と9月 の 月 間

雨 量 は,そ れ ぞ れ190㎜ と178mmで あ り(表6参 照)s7月 の 雨 量 よ りも多 くな って

い る 。 しか しな が ら,「 今 年 は 雨 が多 い」 とい う人 々の 評価 と,ウ ォ ロ ・ワル に おけ

る8年 間 の 雨 量 の 統 計 を考 え あわ せ る な らば,ウ ォロ ・レ レ村 に おけ る1984年 の8月

と9月 に お け る雨 量 は,異 例 であ った とい うべ きで あ ろ う。気 温 は7月 に1年 中 で も

っ と も低 下 し,8月 か ら9月 にか けて 上昇 を は じめ る(表7参 照)。

この 気 温 の 上 昇 に とも な っ て,ポ ロ ・ヘ ラboroheraと よ ばれ る乾 いた 強 い風 が ふ

く。 ヘ ラ と は8月 か ら9月 にか けて の 時期 と,ち ょ うどそ の 時期 に鮮 紅 色 の 花 をさか

せ る デ イ コ(Erythrinaindica)の 双 方 を意 味 しsポ ロ とは 風 が な にか を ざわ め かせ

る こ と を意 味 す る。 した が って,ポ ロ ・ヘ ラ とは,乾 季 の さな か に さ くデ イ コの 花 を

ざ わ め かせ る 強 い風 の こ とで あ り,こ の風 の ため に,す で に紅葉 して い た落 葉 樹 の葉

は,た ち ま ち の うち にふ きは らわれ て,あ た りの風景 は まる で 晩秋 の よ う にな る 。

ヘ ラの お わ り ころ には,高 い 山が そび え る モ ニ地 域(TanaMoni)の 方角 か ら(図

2参 照),は や くも雨 季(wulaujaae)の 到 来 をつ げ る雷 の 音(tegunggu)が 聞

こえ は じめ る 。 この遠 雷 の 音 は,マ パ ・モニmapaMoni,つ ま り 「モ ニ地 域 の マ パ 」

と よば れ る 。 つ ま り,モ ニ地 域 で はす で にヘ ラが おわ りsマ パ皿apa(ヘ ラ につ づ く月)

が は じま った とい われ るの であ る 。

ヘ ラ には い る と,人 々 は,農 作 業 にふ たた び 精 をだす よ うに な り,開 墾 地 を は じめ,

村 か ら遠 くは な れ た場 所 で仕 事 を お こな う機 会 が 多 くなる 。 だが,こ の 時 期 に な る と,

人 々 はsイ ネ ・レケinelekeと よば れ る存 在 に恐 れ を いだ くよ う にな る(1・3・3

参 照)。

イネ ・レケ は,非 常 に危 険 な存 在 で あ り,話 を した り,食 物 を も らった り した だ け

で も,人 間 は,死 にい た る の だ と いわ れ る[cf.杉 島1987e,1988b]・ これ に くわ

え,イ ネ ・レケ は,友 人,知 人,配 偶 者 の姿 に変 身 す る ことが で き るの で,イ ネ ・レ

ケ か ら身 をま も る こ とは,き わ め てむ ず か しい もの とな る。

た だ し,つ ぎの よ うな 点 に よ く注 意 をは ら って いる な らば,イ ネ ・レケ と人 間 を区

別 す こ とが で き るの だ と いわ れ る。 その 第1は,か れ らの体 毛(sambero'a)で あ り,

イ ネ ・レケ の体 毛 は,人 間 の 体 毛 と は 「さか さま には え て いる 」(bhalesala)。 ま

た,そ の 第2は, 、ホ ク ロ(nawa)で あ り,か れ らは,人 間 に変 身 した つ も りで もs額
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や 頬 に(lekanianoOpipi)み の が す こ と の で き な い ホ ク ロ が あ る 。 ま た,そ の 第

3は,臭 い(wau)で あ り,イ ネ ・ レ ケ が あ ら わ れ る ま え に は,バ ン ガ ジ ュ ヅ(リ オ

語 名:seku;学 名:Kae叩feriarotunda)の よ う な 芳 香 が あ た り に た だ よ う の で あ る

[杉 島1988b]。

イ ネ ・ レ ケ が,一 年 中 で も っ と も さ か ん に や っ て く る の は,8月 か ら10月 に か け て

の 時 期 で あ る と い う 点 で,人 々 の 見 解 は 一 致 し て い る 。 だ が,こ の 時 期 を す ぎ て も,

油 断 は 禁 物 で あ り,イ ネ ・ レ ケ は,稲 刈 り が 終 了 す る 翌 年 の5月 ご ろ ま で,し ば し ば

姿 を み せ る の だ と い わ れ る140)。

6・9・2伐 採 の 準 備

開 墾(gaga)は,ほ ぼ2年 ご とに お こなわ れ る が,開 墾 を計 画 す る も の は,1年 中

で 雨 量 が も っ とも減 少 す るヘ ラの 期 間 に 開墾 をは じめ る 。 しか しな が ら,開 墾 は,多

分 に危 険 性 をは らん だ仕 事 だ と考 え られ て お り,そ の た め に,人 々は,卜 占 を お こな

うば か りで な く,予 兆(Perapati)に も注 意 をは らう。

開 墾 の 予 定地 が き まる と,ソ ー ・ボ カ ・ア ウsobhokaauが お こな われ る。 ソー ・

ボ カ ・ア ウ とは,ア ウauと よば れ る か た い竹 の 「先端 部 」(bhoka)を 火 で あぶ って

破 裂 させ,そ の亀 裂 の か た ちで 予 定 され て い る 行為 の 「可 否」(皿olodiiwa)を う

らな う方 法 で あ る。 も し亀 裂 が 繊維 に そ って まっ す ぐに走れ ば,予 定 され て いる 行 為

(た とえ ば,予 定 の 場 所 での 開墾 をお こな う こ と)は 実 行 に うつ さ れ る が,そ うで な

い 場 合 に は,み あわ され る こ と にな る。

も しソー ・ボ カ ・ア ウの 結 果 が よ けれ ば,つ ぎ に お こな われ る の は夢 見 に よる 判 断

(nipitei)で あ る。 開墾 の 予 定 地 か らタイ ・フ ァカta'ifaka,す な わ ち 土の 上 に

も りあ が って い る ミ ミズ(hati)の 排泄 物(ta'i)を ひ ろ っ て きて,抱 い てね てみ る

わ けで あ る が,悪 い夢(nipire'e)を み た とき に は,ソ ー ・ボ カ ・ア ウ の場 合 と お

な じよ う に,予 定 して い た場 所 で の 開墾 はみ あ わ され る 。

以 上 の よ うな ト占が す べ て 「可 」(皿olO)と で た場 合,人 々は,い よ い よ 開墾 の 作

業 に と りか か る 。最 初 の4日 間 の 作業 は,ン グテ ィngetiと よば れ,開 墾 予定 地 の 周

囲 を伐 採 し,畑 地 の境 界 を確 定 す る作 業 を お こな う。 この ン グ テ ィの 作業 は,少 しず

つ お こな わ れ な けれ ばな らず,10時 ごろ まで 働 い た だ けで 家 にか え り,昼 食 は 家 にか

え って 食 べ る 。 そ して,午 後 は 伐 採 の作 業 を さ しひ かえ る 。

この よ う に,ン グ テ ィの 仕 事 が ゆ っ く りと した ペ ース で お こなわ れ る 理 由は,開 墾
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の 予 定 地 が,ラ ウ ェlawe(危 険 な土 地)で あ る とい う疑 い を,人 々が ま だす て て い な

い か らで あ る 。つ ま り,ラ ウ ェであ る こと を知 らず に,い きな り伐 採 を お こな うな ら

ば,突 然 の 死 が お とず れ る の だ とい われ るldl)。 だ が,開 墾 予 定地 の周 囲 を少 しず つ

伐 採 し,夢 見 の 内容 にた え ず注 意 をは らって い るな らば,大 き な危 険 に 直面 せ ず に す

む こ とが で き るの で あ る 。

6・9・3伐 採

ング テ ィ が おわ る と,伐 採 の 作 業 は い よい よ本 格化 す る。 ま ず,山 刀(topo)を つ

か って潅 木,竹,そ れ に 草 を切 りた おす ガ ガgagaと よ ばれ る作 業 が お こな わ れ る 。 そ

して,ガ ガが 終 了 す る と,大 きな 山 刀(toporia)や 斧(taka)を つ か って 大 き な 木

を 切 りた おす ポ カpokaと よ ばれ る 作業 が お こな われ る142)。 ガ ガ もポ カ もか な りの重

労 働 で あ り,作 業 をお こな うの は,も っぱ ら男 性 で ある 。

伐 採 にか ぎ らな い が,一 度 に多量 の 労 働 力 を必要 とす る とき には,村 の 家 々 をま わ

っ て手 助 け をね が っ た り,友 人 に援 助 をも う しで る。 そ して,働 き に きて くれ た人 に

は,休 憩 時 間 にタ バ コや ベ テ ル チ ュー イ ング を お こな うた めの 品 々(ビ ン ロ ウの 実や

キ ン マの 果 穂,石 灰)を 供 し,じ ゅ うぶ ん な 食 事 をふ る ま うよ う にす る 。 この よ う な

労 働 力調 達 の 方 法 は,ガ タ ・ガ キgatagakiと よ ばれ る 。 ま た,た が い に労 力 を提 供

しあ う少 人 数 の 集 団 をつ く り,そ の メ ンバ ー の なか で 順 番 に労 働 力 を提 供 しあ う こ と

(kemagili)も お こな わ れ な い では な い が,こ の 方 法 は,か な らず しも 一般 的 と は

い えな い 。

伐 採 の 作 業 は,さ ま ざ まな 予 兆 に注 意 をは らい なが らす すめ られ る 。 た とえ ば,伐

採 の 過 程 で モ ダ マ(リ オ 語:leke,hobaleke;学 名:Entadaphaseoloides)が 行 く

手 を さえ ぎ る ほ ど繁 茂 して い る のが 発 見 され た場 合,開 墾 は ただ ち に中 止 され る。 モ

ダマ は,リ オ 語 で レケlekeと よ ばれrま た,8月 ～10月 にか けて の 時 期 には,イ ネ ・

レケ(モ ダ マ の母)と よば れ る危 険 な 存 在 が や っ て くる(6・9・1参 照)。 これ ら

の こ と を考 え あわ せ る な らば,モ ダマ が 繁茂 して いる 場 所 の危 険 性 は,イ ネ ・レケ の

危 険 性 と密 接 な関 連 をも っ て い る よ うに思 わ れ て くる 。

また,ム デ ・ンバ ンガmude皿bangga(和 名:コ ブ ミカ ン も しくは ス ワ ン ギ,学 名

:Citrushystrix)の 葉 とよ く似 たtウ ヌ ・ンバ ンガwunumbangga(コ ブ ミカ ンの

葉)と よ ばれ る昆 虫 をみ つ け た場 合 に は,そ れ を儀 礼 的 な 方法 で 追 い は らわ な け れ ば

な らな い。 それ とい うの も,ウ ヌ ・ンバ ンガ を追 い は らっ て おか な い と,た とえ 収 穫
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が よ く て も,開 墾 を お こ な っ た 者 も し く は 世 帯 員 の だ れ か が 死 ぬ こ と に な る か ら で あ

る143)。

ウ ヌ.ン バ ン ガ を 「追 い は ら う 」(joka)に は,ニ ジ ョ ・ウ ヌ ・ ン バ ン ガnijowunu

mbanggaと よ ば れ る 呪 文 が 必 要 と さ れ る 。 そ こ で ,人 々 は,ニ ジ ョ ・ウ ヌ ・ ン バ ン ガ

を 知 っ て い る 者(呪 医)を よ ん で き て,そ の 呪 文 を ウ ヌ ・ ン バ ン ガ に さ さ や い て も ら

う 。 こ う す る こ と に よ っ て は じ め て,ウ ヌ ・ ン バ ン ガ を 開 墾 地 の 外 に な げ す て る こ と

が 可 能 に な る の で あ る 。 つ ぎ に の べ る の は,マ キ ・ン ド リ ・ワ ン ゲ に お い て 知 ら れ て

い る,数 少 な い ニ ジ ョ ・ウ ヌ ・ン バ ン ガ の ひ と つ で あ る 。

bereno'oae,koluno'omesi.

molulau,worabata.

re'edagharu,ji'edagha.

wunumbangga,inekaipoloria.

水 と と も に 流 れ,潮 と と も に 沈 め 。

海 に 沈 み,波 の 泡 に な れ 。

悪 し き は む こ う へ,良 き は こ ち ら へ 。

ウ ヌ ・ン バ ン ガ,そ の 「源 」 は ポ ロ ・ リ ァ

(大 妖 術 者)。

予 兆 に は,以 上 で の べ た ア ジ ェ ・ レ ケ や ウ ヌ ・ ン バ ン ガ と い っ た 悪 い 予 兆(pera

patieore'e)の ほ か に,開 墾 地 に 稲 が 自 生 し て い る の を 発 見 し た り,女 性 と の 性 交

や 子 供 の 夢 を み る と い っ た,良 い 予 兆(Perapatieoji'e)も あ る 。

6・9・4ン バ マ儀 礼(ン バ マ ・カ ー ウ ェサ)

す で にの べ た よ う に,新 畑 の儀 礼 体 系 では,ン バ マ ・カ ー ・コ エが 終 了 す る と,ン

バ マ ・カー ・ウ ェサ皿bamakawesaと よ ばれ る儀 礼 が お こな われ る。 これ に対 して,

旧畑 の 儀 礼 体 系 で は,ン バ マmbamaと よばれ る儀 礼 は1回 しか お こな われ な い。 だ が,

この 儀 礼 は,ン バ マ ・カー ・ウ ェサ と おな じ儀 礼 内容 をも っ て いる 。 した が っ て,以

下の 記 述 は,新 畑 の儀 礼 体 系 に属 す ンバ マ ・カ ー ・ウ ェサ に 関す る も の で は ある が,

旧畑 の 儀 礼 体 系 に属 す ンバ マ の記 述 をかね る も の で もあ る。

す で にの べ た よ う に,ポ ド ・ンバ マ(ン バ マ儀 礼 専用 の 土 釜)が こわれ る と,あ た

ら しい 土 釜 をわれ た土 釜 と おきか える,ラ ー ・ポ ドrapodo(土 釜 に 血 をつ ける)と

よば れ る儀 礼 が お こな われ る 。 この 儀礼 は,通 常,ン バ マ(ン バ マ ・カ ー ・コエ,ン

バ マ ・カー ・ウ 等サ ,ン バ マ)が お こなわ れ る 日の 午前 中 に お こな われ る。 ンバ マ ・

カ ー ・ウ ェサ の 記 述 へ とす す ん で ゆ くまえ に,以 下 では,ま ず ラ ー ・ポ ドの 儀 礼 につ
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い て の べ る こ とに しよ う。

1983年8月27日9時37分:ヨ セ ブ ・ボ カ(表10参 照)が,米 の は い った 手 さげ の編

み カ ゴ(huko)と ベ テル チ ュー イ ング を お こな うた めの 品 々(ビ ン ロ ウの 実,キ ン マ

の 果 穂,石 灰)の は い っ た レンバ ・ナ タrembanata(編 み 箱)を も って,ワ ンゲ ・ン

ベ テWanggeMbete(図7参 照)の 遺 骨箱 が 安 置 され て いる オ ネ ・リアの 中二 階 に の

ぼ る 。ポ ド ・ンバ マ の所 有 者 で ある マ ル クス ・セ ラMarkusSela(図7,表11参 照)

が,持 参 した小 さな 豚(身 動 き で きな い よ う に4本 の 足 が しば られ て い る)を ヨセ ブ

・ボ カ に わ たす 。 そ して,み ず か らも 中二 階 にの ぼる 。 っつ いて,洗 面器 が マル クス

・セ ラ に わ た され る 。

9時38分:ヨ セ ブ ・ボ カ が 豚 の 首す じにナ イ フ をつ き 刺 し,あ ふ れ で る血 をマル ク

ス ・セ ラ が 洗 面器 で う ける 。 マ ル ク ス ・セ ラは,あ ば れ る 豚 を しっか り と おさ え る。

9時40分:ヨ セ ブ ・ボ カ が,上 記 の手 さげ の 編 み カ ゴか ら,米 をつ まん で ワンゲ ・

ンベ テ 遺 骨 箱 とそ の わ きの 石 の 上 にお き,っ つ い て,石 の 上 に ビン ロ ウの 実,キ ン マ

の 果 穂,石 灰 を お く。 そ して,豚 の 血 を遺 骨 箱 とそ のわ きの 石 に なす りつ け,つ ぎ の

よ うに言 上 す る 。

karu'asaiWanggeMbete.

podoeoSela,

pusieomuri,peaeo_meta.

susungguaLeuDu'a,

namabapuWodaKumiMera.

roji'e,bajapawewe'e.

petuketa,rangonova.

teboma'adego,toma'eleko.

tebotu'angeresu'a,

tomakungerewatu.

toma'ele,

ノ リノ ノ
WerU皿aenggenggU.

patidoka,ti'idoru'eina.

さ あ,お 食 べ く だ さ い,ワ ン ゲ ・ン ベ テ 。

マ ル ク ス ・セ ラ の 土 釜 を,

あ た ら し い も の と と り か え ま す144)。

レ ウ ・ ド ゥ ア の 御 世 か ら の 儀 礼 を お こ な い,

ウ ォ ダ ・ク ミ ・ メ ラ の 御 世 か ら の 儀 式 を 遂 行

し ま す(図4参 照)。

病 気 が な お り ま す よ う に145)。

熱 い も の が 冷 た く な り ま す よ う に146)。

健 康 で あ り ま す よ う に 。

身 は 鉄 の よ う に か た く,

体 は 石 の よ う に じ ょ う ぶ に な り ま す よ う に 。

た た い て も,う こ か ず,

ゆ さ ぶ っ て も,び く と も し ま せ ん よ う に 。

食 べ 物 を お 供 え い た し ま す 。

pusiwaloeomuri,

pejawaloeometaina. あ た ら しい もの と と りか え ます 。
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podoSelaJara. セ ラ ・ジ ャ ラ(マ ル ク ス ・セ ラ)の 釜 を 。

9時42分:ヨ セ ブ ・ボ カ とマル クス ・セ ラが 中二 階 か らお り,豚 は,オ ネ ・リア の

外 に だ され る 。 ヨセ ブ ・ボ カ が,オ ネ ・リアの 居 間 に おか れ て い る マル クス ・セ ラ の

あ た ら しい土 釜 に,洗 面 器 には い って い る豚 の 血 を少量 こす りつ け る。

ユ リウ ス ・ラ トゥ(表10参 照)が,オ ネ ・リアの 左 わ きで 火 を燃 や し,豚 の 毛 を焼

い て こそ ぎ お とす 作 業 を お こな い,そ れ がす む と,豚 は ただ ち に解 体 され る。

11時15分:マ リア ・ウ タが オ ネ ・リア の左 側 の炉 で 準備 して い た飯 と肉 の料 理 が よ

う や くで き あが る。 飯 は,マ ル クス ・セ ラが 持参 した 米 を炊 いた も の で あ り,肉 の 料

理 は,さ き ほ ど屠 殺(wela)さ れ た豚 の 肉 を煮 た もの で あ る。 そ して,テ レシ ア ・コ

リが,飯 と肉 を足 つ きの 素 焼 き の食 器(paneha'ibewa)に も りっ け る 。

11時17分:足 つ きの 素 焼 き の食 器 にも られ た飯 と肉 の料 理,そ れ に 洗 面器 に いれ ら

れ た 生 の プ ス ・レマpusule皿a(直 訳:心 臓 ・舌;説 明:心 臓,舌,そ れ に肺 臓 の 一一

部 をつ け た ア ゴか ら下腹 部 にか け ての 肉 で あ り,も っ とも価 値 の あ る 肉 とされ る)が,

ワ ンゲ ・ンベ テの 遺 骨 箱 の と ころ に おかれ る147)。 ヨセ ブ ・ボ カ が,飯 と肉の 料 理 を

遺 骨 箱 とそ の わ きの 石 の 上 に お く。 つ ぎ にプ ス ・レマ をナ イ フで 少 し切 り と り,そ れ

を遺 骨 箱 とその わ きの 石 の 上 にお く。 そ して,つ ぎの よ う に言 上 す る 。

karu'esaiWangSeMbete.さ あ,お 食 べ く だ さ い,ワ ン ゲ ・ ン ベ テ 。

patidoka,ti'idoru'eina.食 べ 物 を お 供 え い た し ま す 。

pusidoeomuri,pejawaloeometa.あ た ら し い も の と と り か え ま す 。

podoSelaJara.セ ラ ・ ジ ャ ラ(マ ル ク ス ・ セ ラ)の 土 釜 を 。

ro,・jie,bajaPace.病 気 が な お り ま す よ う に 。

petuketa,rangonowa,,,wee.熱 い も の が 冷 た く な り ま す よ う に 。

buruma'esapu'u,

hakama'esabege.病 気 に な り ま せ ん よ う に 。

teboditu'angeresu'a,身 は 鉄 の よ う に か た く,

10dimakungerewatu.体 は 石 の よ う に じ ょ う ぶ に な り ま す よ う に 。

t'ema'ele,た た い て も,う こ か ず,

weruma'enggenggu.ゆ さ ぶ っ て も,び く と も し ま せ ん よ う に 。

11時22分:遺 骨 箱 に供 え られ た飯,肉 の料 理,プ ス ・レマ が 中 二 階か らおろ され る。
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こ の プ ス ・ レ マ は,ヤ コ ブ ・ン ド リ ・ ワ ン ゲ に あ た え ら れ る も の と な る 。 ヨ セ ブ ・ボ

カ は,足 つ き の 素 焼 き の 食 器 に の こ っ て い る 飯 と 肉 の 料 理 を 食 べ,他 の 者,つ ま り マ

ル ク ス ・セ ラ,ソ ロ モ ン ・ウ ォ ダ,ユ リ ウ ス ・ラ ト ゥ,テ レ シ ア ・ コ リ,マ リ ア ・ ウ

タ(表10参 照)は,鍋 や 釜 に の こ っ て い る 飯 と 肉 の 料 理 を 皿 に と り わ け て 食 べ る 。 こ

う し て,ラ ー ・ポ ドの 儀 礼 が 終 了 す る 。

12時48分:ン バ マ ・カ ー ・ウ ェ サ の 儀 礼 が は じ ま る 。 マ リ ア ・ ウ タ がs金 の 耳 飾 り

を つ け る 。 こ の 金 の 耳 飾 り は,オ ネ ・ リ ア に 保 管 さ れ て い る ン ポ ラ ・カ ド(タ ナ ・ ワ

ト ゥ に あ た え ら れ た 金)の 一 部 を な す も の で あ る 。

13時50分:オ ネ ・ リ ア の 戸 が 閉 め ら れ,マ リ ア ・ウ タ,ア ナ ス タ シ ア ・ム ク,マ ル

ガ レ ー タ ・ ウ ェ ア,ク リ ス テ ィ ナ ・パ レ,テ レ シ ア ・コ リ(表10参 照)が,オ ネ ・ リ

ア の 炉 の 上 に あ る 物 置 き(01awelupodomba皿a)か ら(図24参 照),土 釜,ユ ウ ガ

オ の 壷,ユ ウ ガ オ の 椀,ヤ シ 殻 の 椀,飯 炊 き 棒,飯 カ ゴ,大 き な 編 み カ ゴ な ど を お ろ

す 。

14時00分:マ リ ア ・ウ タ,ア ナ ス タ シ ア ・ム ク,マ ル ガ レ ー タ ・ウ ェ ア,ク リ ス テ

ィ ナ ・パ レ が,ユ ウ ガ オ の 壷,ユ ウ ガ オ の 椀,飯 炊 き 棒,ヤ シ 殻 の 椀 を も っ て,近 く

の 川(LowoWoa,図35参 照)に む か う 。

14時8分:川 で 上 記 の よ う な 食 器 や 道 具 類 を 洗 い お わ り,オ ネ ・ リ ア に む か っ て 出

発 す る 。

14時13分:オ ネ ・ リ ア に 到 着 し,た だ ち に 洗 っ て き た も の を ウ ィ ス ・ル ル(祖 霊 の

座)に 近 い 竹 床 の 上 に お く 。

14時59分:マ ル ガ レ ー タ ・ ウ ェ ァ が,オ ネ ・ リ ア の 右 側 の 炉 を 清 掃 し,オ ネ ・ リ ァ

の 外(左 側 後 方)に す て る 作 業 を お こ な う 。

16時16分:女 た ち が,コ ー ヒ ー を 飲 み な が ら 休 憩 す る 。 そ れ に,は や ば や と や っ て

き た ラ ン ベ ル ト ゥ ス ・ ウ ォ ロLa皿bertusWolo(図7参 照)が く わ わ る 。

16時23分:マ ル ガ レ ー タ ・ウ ェ ァ が,左 側 の 炉 か ら 火 だ ね を も っ て き て,右 側 の 炉

で 火 を 燃 や し は じ め る 。

16時25分:オ ネ ・ リ ア か ら,飯 カ ゴ(kidha)と 大 き な 編 み カ ゴ(bengaria)が 外

に だ さ れ,ほ こ り を は ら う 作 業 が お こ な わ れ る 。

16時32分:マ リ ア ・ウ タ が,オ ネ ・ リ ア の 右 側 の 炉 に す わ り,ポ ド ・プ ウ(根 本 の

土 釜)を 炉 の 三 つ 石 の 上 に か け,た だ ち に 水 を い れ る 。 飯 炊 き の は じ ま り で あ る 。

16時36分:ラ ン ベ ル ト ゥ ス ・ ウ ォ ロ が,コ コ ヤ シ の 実 を 割 る 作 業 を お こ な う 。

16時50分:フ ェ ロ ニ カ ・ ウ ィ ニ が,割 ら れ た コ コ ヤ シ の 胚 乳 層 を す り お ろ す 。
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17時18分:コ コ ヤ シの 実 を割 る作 業 を おえ た ラ ンベ ル トゥス ・ウ ォ ロが,足 の つ い

た 素 焼 きの 食 器(paneha'ibewa)に も られ た飯 を手 で 食 べ るが,副 食 物 とな る 菜 は

な に も な い。

17時32分:コ コヤ シ の胚 乳 層 をす りお ろす 作 業 をお え,コ コナ ヅ ミル ク作 りが は じ

ま る 。

18時4分:ニ ワ トリや 串刺 しの 豚 肉 をも っ た人 々が大 勢 や っ て くる。 ンバ マ ・カ ー

・コエ の とき と おな じよ う に,だ れ が 肉 をも っ て きた か を,ソ ロ モ ン ・ウ オダ が ノー

トにひ か え る。

20時39分:右 側 の 炉 で は,6番 目の 釜(ヤ コ ブ ・ン ドリ ・ワン ゲの 所 有 す る6つ の

土 釜 の 最 後 の もの)が 火 にか け られ てい る 。 左側 の 炉 で は,1番 目の釜 が 火 にか か っ

て いる 。 上 流後 方の 炉 と下 流 後 方 の炉 には 火 も は い って い な い。 だれ が,ど の 炉 をど

の よ うな 順 番 で つ か うか につ いて は,表11を 参 照 され た い 。

村 の 円形 広 場Zは,に ぎや か にガ ウ ィgawi(人 々 が螺 旋状 に手 をつ な い で お どる ダ

ンス)が お こな われ て い る。 今 回 の ンバ マ で は,ソ ダsodha(ガ ウ ィの とき に うた わ

れ る歌)の 歌 い 手 が よん で こ られ たの で,遠 くの 村 か らも 若者 たち が や っ て きて 踊 り

に くわ わ る 。 蓄 電 池 を電 源 とす る 拡声 器 か らア タ ・ソダatasodha(歌 い 手)の 歌 声

が ひび きわ た り,人 々が地 面 をふ み しめ る たび に,地 響 きが オネ ・リア に までつ たわ

っ て くる 。 ガ ウ ィは,熱 気 をは らん で,夜 を徹 して お こな わ れ る。

8月28日3時:カ ロル ス ・タ リKarolusTali(図7参 照)が,ベ ンガ ・ トコの 前 で

ニ ワ トリ を切 る作 業 をは じめ る。 そ の 方 法 や ニ ワ トリの部 位 の 分類 は,7月10日 に お

こな われ た ンバ マ ・カ ー ・コ エ の とき と,ま った くおな じで あ る 。

4時55分:ニ ワ トリの 大 半 を切 りおわ る 。 ランベ ル トゥス ・ウ ォロ もひ か え て は い

た が,ほ とん どの 作 業 は,カ ロルス ・タ リに よっ て お こなわ れ た 。

5時00分:ラ ンベ ル トゥス ・ウォ ロ とカ ロル ス ・タ リが上 流 後 方 の炉 の近 くにす わ

り,足 つ き の 素焼 きの 器 に も られ た飯 と肉 の 料 理 を食 べ る 。 この 食 事 は,カ ー ・ゲ ト

・ナ ケkagetonake(肉 切 りの 食 事)と よば れ,ニ ワ トリ を切 る作 業 を お こな った 者

にふ る まわ れ る 。飯 は,ヤ コ ブ ・ン ドリ ・ワ ンゲ の提 供 した米 を炊 い た も の で あ り・

ま た,肉 の 料 理 は,人 々が も って き た 肉(nakembama)の 一部 を失 敬 した もの であ る 。

5時25分:右 側 の炉 では,12個 の釜 が 炊 き あが り,左 側 の炉 で は,12番 目の釜 が 火

に かか って い る 。 この12番 目の 釜 は,プ リプ ス ・ンベ テの もの で あ る(表11に 記 載 さ

れ て いる 順 番 が まも られ て い ない わ け で あ る が,そ うな っ て しまっ た理 由は わ か らな

い)。 そ して,上 流 後 方 の炉 と下 流後 方の 炉 は,す で に すべ て の 釜 を炊 き あげ,も は
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や つ か わ れ て い な い 。

6時28分:マ テ ィア ス ・テ ィ ロMatiasTiro(図7参 照)が オ ネ ・リアの 前 庭 に た

ち,ガ ウ ィ(人 々が螺 旋 状 に手 をつ な いで お どる ダ ンス)が お こなわ れ て いる 円形 広

場 の 方 をむ い て,つ ぎの よ う に さけぶ 。

o!Wolo!

getonake!

オ ー!ウ ォ ロ(ラ ン ベ ル ト ゥ ス ・ ウ ォ ロ)

肉 切 り を し ろ!

こ の 行 為 は,パ イ ・ゲ ト ・ナ ケpaigetonake(肉 切 り を よ ぶ)と よ ば れ る が,ラ

ン ベ ル ト ゥ ス ・ ウ ォ ロ は,す で に オ ネ ・ リ ア の な か に い る 。 パ イ ・ゲ ト ・ナ ケ は
,ラ

ン ベ ル ト ゥ ス ・ ウ ォ ロ が,オ ネ ・ リ ア の な か に い る か ど う か に か か わ り な く お こ な わ

れ る の で あ る 。7月10日 の ン バ マ ・カ ー ・コ エ で は,マ テ ィ ア ス ・テ ィ ロ が い な か っ

た の でsパ イ ・ゲ ト ・ナ ケ は お こ な わ れ な か っ た 。

6時38分:ラ ン ベ ル ト ゥ ス ・ ウ ォ ロ の 指 示 で,カ ロ ル ス ・タ リ が,切 ら れ ず に の こ

っ て い た ニ ワ ト リ を 切 り は じ め る 。

ン バ マ ・カ ー ・コ エ の と き と お な じ よ う に,モ セ ス ・ハ ル(表10参 照)が オ ネ ・ リ

ア に は い っ て き て,ア タ ・ ピ レ(ン バ マ の と き に オ ネ ・ リ ア で 飯 を 食 べ る こ と が で き

な い 人)た ち が オ ネ ・ リ ア に も っ て き た 肉 を,オ ネ ・ピ レ に も っ て ゆ く 。 ア タ ・ピ レ

と オ ネ ・ ピ レ に つ い て は,6・7・4に お い て す で に 説 明 し た の で,こ こ で は く り か

え さ な い 。

6時40分:ポ ロ ・ン ゲ タ と よ ば れ る 料 理 の 材 料 と し て,カ ロ ル ス ・タ リ が,頭,手

羽 先,爪 先 を 切 り お と し た ニ ワ ト リ を,ま な 板 の 上 で た た い て ミ ン チ 肉 を つ く る 。 そ

の 後,ポ ロ ・ン ゲ タ を つ く る 作 業 が お こ な わ れ が,つ く り 方 に つ い て は,6・7・4

に お い て く わ し く の べ て お い た の で,こ こ で は く り か え さ な い 。

6時42分:オ ラ ・テ オ(居 間 の 中 央 に 棟 木 か ら つ り さ げ ら れ て い る 物 を か け て お く

た め の 鹿 の 角)か ら 大 型 の 野 ネ ズ ミ を は ず し て,そ の 左 後 足 を 切 断 す る(ン バ マ ・カ

ー ・コ エ で は
,右 後 足 が 切 ら れ た こ と か ら も わ か る よ う に,切 ら れ る の は,右 足 で も

左 足 で も よ い 。 だ が,か な ら ず 後 足 で な け れ ば な ら な い)。 そ し てsの こ り の 部 分 は,

ふ た た び オ ラ ・テ オ に も ど さ れ る 。 そ し て,大 型 の 野 ネ ズ ミ の 左 後 足 を2切 れ の 豚 の

脂 身 で つ つ ん で,ヒ モ で し ば る 。 ン バ マ ・カ ー ・ウ ェ サ の と き に の こ さ れ た 大 型 の 野

ネ ズ ミ の 肉 は,後 日,ミ ー ア エ 皿iaeと ピ グ ・ ウ マ ・ ン グ ア ・バ プpiguumanggua

bapuと よ ば れ る 儀 礼 に お い て 消 費 さ れ る 。
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6時55分:ハ ワ ・プ ウ(根 本 の 土 鍋)が 右 側 の 炉 に か け ら れ
,そ の な か に,大 型 の

野 ネ ズ ミ の 後 足 を 豚 の 脂 身 で く る ん だ も の が い れ ら れ る 。 そ し て ,す ぐ に コ コ ナ ヅ ミ

ル ク と ニ ワ ト リ の 胸 と 足 が く わ え ら れ る 。 料 理 人 は,ド ナ ト ゥ ス ・マ リDonatusMali

と ピ ウ ス ・ラ シPiusRasi(PiusRasiWanggeと は べ つ の 人 物,図7参 照)で あ る 。

7時3分:マ テ ィ ア ス ・テ ィ ロ が,オ ネ ・ リ ア の 前 庭 に た っ て,つ ぎ の よ う に 男 の

料 理 人 た ち を よ ぶ 。

o!atakakimaisai! オ ー!男 ど も こ っ ち へ こ い!

7月10日 に お こ な わ れ た ン バ マ ・カ ー ・コ エ で は,マ テ ィ ア ス ・テ ィ ロ が い な か っ

た の で,大 声 で 男 た ち が よ ば れ る こ と は な か っ た 。

7時5分:左 側 の 炉 に 鉄 の 大 鍋 が お か れ,そ の な か に コ コ ナ ヅ ミ ル ク と 水 が そ そ ぎ

こ ま れ,っ つ い て 豚 肉 が い れ ら れ る 。 料 理 人 は,ベ ネ デ ィ ク ト ゥ ス ・ン ベ テBenedi-

ctusMbete(図7参 照)と ス テ フ ァ ヌ ス ・ス ラStefanusSura(図9参 照)で あ る 。

7時16分:上 流 後 方 の 炉 で は,左 側 の 炉 の 鉄 鍋 に は い り き ら な か っ た 豚 肉 が 煮 ら れ,

下 流 後 方 の 炉 で は,ニ ワ ト リ の 頭,手 羽 先,背 が 煮 ら れ る 。 料 理 人 は,ア ン ド レ ァ ス

・バ イAndreasBa'i(図7参 照)で あ る
。

7時35分:レ ン ドの 炉 で,ベ ネ デ ィ ク ト ゥ ス ・ン ベ テ が ニ ワ ト リ の 脂 尻 を 煮 は じ め

る 。 マ ガ ・ベ ー ワ の 炉 で は,ス テ フ ァ ヌ ス ・ス ラ が ニ ワ ト リ の つ ま 先 を 煮 は じめ る 。

7時42分:オ ネ ・ リ ア か ら,プ リ プ ス ・ン ベ テ と サ ミ ュ エ ル ・ レ バ(表10参 照)が

祭 祀 畑 に む け て 出 発 す る148)。 か れ ら は,オ ネ ・ リ ア に か え っ て く る ま で の あ い だ,

道 ゆ く 人 と 口 を き い て は な ら な い 。

プ リ プ ス ・ ン ベ テ は,ウ ィ ス ・ル ル(祖 霊 の 座)に お か れ て い た 斧 を 右 手 に も ち,

こ わ れ て い る ユ ウ ガ オ の 壷(kobholo'o)を 左 手 に も つ 。 こ の ユ ウ ガ オ の 壷 は,昨 日s

川 で 洗 わ れ た も の の ひ と つ で あ り,本 来 な ら ば,そ の な か に は,ク ク イ ノ キ の 実 を す

り つ ぶ し て 水 と ま ぜ た ア エ ・フ ェ オa"eifeo(ク ク イ ノ キ の 実 の 水)と よ ば れ る も の が

は い っ て い な け れ ば な ら な い 。 サ ミ ュ エ ル ・ レ バ は,オ ネ ・ リ ア の ウ ィ ス ・ル ル(祖

霊 の 座)に つ る し て あ っ た 儀 礼 用 の 肩 か け 編 み カ ゴ(皿bola)を 肩 に か け,右 手 に は タ

イ マ ヅ(ila)を も っ て い る 。 儀 礼 用 の 肩 か け 編 み カ ゴ に は,ナ イ フ,干 飯(hibi)の

は い っ た 手 さ げ の 編 み カ ゴ(huko),石 灰 の は い っ た 石 灰 い れ(supaoka)sビ ン ロ

ウ の 実,キ ン マ の 果 穂sレ ン バ ・ナ タre皿banata(ベ テ ル チ ュ ー イ ン グ を お こ な う た

め に 必 要 な も の を の せ る 真 鍮 製 の 皿)が は い っ て い る 。
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ンバ マ儀 礼 の 進 行 は,多 量 の 飯 を炊 か な け れ ば な らな い ため に,ど う して も お くれ

が ち に な る。 そ の た め に,プ リプ ス ・ンベ テ とサ ミュエル ・レバ が祭 祀 畑 に 出発 す る

こ ろ には,も は や タ イ マ ヅ をつ か う必 要 の な い 時刻 とな っ て いる 。 だ が,祭 祀 畑 に い

く とき には,か な らず タ イマ ツ をも って い か な けれ ば な らな い。 したが っ て,実 際 の

時 刻 は ど うで あ れ,か れ らは,「 夜 」 の うち に祭 祀 畑 に 出発 しな けれ ば な らな い の で

あ り,さ らにい うな らば,ン バ マ儀 礼 は,「 夜 」の あ い だ に お こな われ る儀 礼 な の で

あ る。 他 の 村 落 共 同体 では,こ の こと を強調 す るか の よ う にsた とえ あか る くな っ て

も,ン バ マ が 終 了 す る まで の あ い だ,オ ネ ・リアの 居 間 に 明か りが とも して おか れ る

の で ある 。

7時56分:ウ ォ ロ ・フ ァ イ村 とテボ ・ラカ 村 の 中間地 点 まで き た とき,サ ミュエ ル

・レバ が
,コ コヤ シの木 に登 り,若 い コ コヤ シの実(niongura)を も ぎ と って くる 。

そ して,プ リプス ・ンベ テ と合 流 して祭祀 畑 にむか ってす す ん で ゆ く。

8時7分:祭 祀 畑 に到 着 す る 。祭 祀 畑 には,す で にの べ た よ うに,畑 の 上 端 と下 端

の それ ぞ れ にカ オ ・ウィニkaowini(畑 の祭 場)が あ るが(図40参 照),畑 の 下 端 の

カ オ ・ウ ィニ にた て られ て いる ヒロバ ノ ジア オ イの 木(tebodenu)の 上 に,サ ミュエ

ル ・レバ が 飯 干(hibi)を の せ る 。

っ ぎ に プ リプ ろ ・ンベ テ が,斧 で コ コヤ シ の 実 をた た き割 る と,胚 乳 液 が あた りに

飛 び ち る(図27参 照)。 つ づ い て,サ ミ ュエ ル ・レバ が,ナ イ フ をつ か っ て コ コヤ シ

の 実 を完 全 に割 る。 本 来 な らば,こ こで,コ コ ヤ シの 実か らで た胚 乳液 を アエ ・フ ェ

オ と まぜ て,畑 に散 布 す る(wesa)す る わ け で あ るが,先 述 の よ うに ユ ウ ガオ の 壷 が

こわ れ て い る ため に,こ の ウ ェサwesaを お こな う こ とは で きな か っ た149)。 だ が,プ

リプス ・ンベ テ とサ ミュエ ル ・レバ は,ア エ ・フ ェオ を祭 祀 畑 に散 布 す る役 割 を にな

って い る の で,ン バ マ儀 礼 の 文脈 に おい て ア タ ・ウ ェサatawesa(散 布 す る人)と よ

ば れ る 。

レンバ ・ナ タrembanata(ベ テル チ ュー イ ン グ を お こな うた め に必 要 な もの をの せ

る 皿)に おかれ て いる ビ ン ロ ウの 実,キ ン マ の果 穂,石 灰 で,プ リプ ス ・ンベ テ とサ

ミュエ ル ・レバ がベ テル ・チ ュー イ ング をお こな う。唾 液 が 赤 くな る と,口 の な か に

あ る もの を,割 っ た コ コヤ シの 実(図27参 照)の なか にす べ て は き だ す。 その 後,お

な じこ と をも う一 度 くりか え す。

8時12分:儀 礼 用 の 肩 か け編 み カ ゴに,レ ンバ ・ナ タ,石 灰 いれ,手 さ げの 編 み カ

ゴな ど をい れ て,か え り じた くをす る 。祭 祀 畑 にや って き た とき とお な じよ う に,プ

リ プス ・ンベ テが 斧 とユ ウガ オの 壷 をも ち,サ ミュエル ・レバ が タイ マ ヅ と儀 礼 用 の
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肩 か け編 み カ ゴ をも つ 。

これ 以 後,つ ま り,8月27日 の 夜 か ら数 え て,4晩 の あ い だ祭 祀 畑 へ の 立 ち入 りが

禁 止 され る。 実 際 の 時刻 か らす れ ば,す で に8月28日 にな っ てい る わ け で あ るが,儀

礼 的 に は,プ リプス ・ンベ テ とサ ミ ュエル ・レバ が畑 にゆ くの は,8月27日 の 夜 で な

けれ ば な らな いの で あ る 。

8時42分:プ リプ ス ・ンベ テ とサ ミ ュエル ・レバ が オ ネ ・リア に到着 す る。 だ が,

かれ らは,す ぐには オ ネ ・リアの な か に はい らず,し ば ら くの あ い だ マ ガ ・ロオ皿aga

lo'o(図25参 照)に す わ っ て い る。

9時14分:土 葦 か ら飯 を だ して,ベ ン ガ ・ トコ と よば れ る板 壁(図16参 照)の 前 に

お かれ て い る4つ の 大 き な編 み カゴ に いれ る 作 業 が お こなわ れ る 。

10時2分:ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の座)に おか れ て いる ユ ウガ オ の壷 に は,す で に飯

と 肉の 料 理 が つ め られ,ベ ン ガ ・ トコ の前 に おかれ て い る4つ の 大 き な編 み カ ゴ にも,

飯 が 山 も りに は い って い る。9時14分 か らこの 段 階 にい た る まで の作 業 は,6・7・

4で の べ た ンバ マ ・カ ー ・コエ の 場合 と ま った くおな じなの で,こ こで は,く わ しい

記 述 を省 略す る。

10時6分:ヤ コプ ・ン ドリ ・ワ ンゲがsラ ギ(男 性 用 の腰 布),レ ス(頭 に ま く布),

ル カ(肩 か け)と い った 「伝 統 衣 装」 を身 につ け,首 長(リ ア ・ベ ー ワ,村 落 共 同 体

の長)と しての 地位 を表 象 す る ス ケ(象 牙 の 腕 輪)を 両腕 には め る 。

10時7分:マ テ ィア ス ・テ ィ ロが オ ネ ・リア の 前庭 にた って,つ ぎ の よ う に大 声 で

さ けぶ 。

o!atahakimaisai! オ ー!男 ど も や っ て こ い!

す る と,男 た ち が,鍋 と蓋 つ きの飯 カ ゴ をも っ て,つ ぎつ ぎ とオ ネ ・リア には い っ

て くる。

10時15分:オ ネ ・リア にか え って き ては い た もの の,マ ガ ・ロオ(図25参 照)に す

わ っ て い た プ リプ ス ・ンベ テ とサ ミュエ ル ・レバが は い っ て きて,祭 祀 畑 か らも ち か

え っ た ユ ウガ オ の壷(kobholo'o)を ウ ィス ・ル ル の 近 くの 床 に おき,儀 礼 用 の 肩 か

け編 み カ ゴ を ウ ィス ・ル ル の 壁 にか け る。

10時24分:オ ネ ・リアの 戸 が しめ られ た の ち,6つ の 小 さな 蓋 つ き の飯 カ ゴが 用 意

され,そ の そ れ ぞれ に,ベ ンガ ・トコの 前 に おかれ て い る大 き な編 み カ ゴ か ら飯 が つ

め られ る。 そ して,そ の 飯 の 上 に,肉(ハ ワ ・プ ウで 煮 られ た ニ ワ トリの 足 も し くは
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胸 で あ り,居 間の 左 後 方 に お かれ て い た)が のせ られ,蓋 が か ぶせ られ る 。

10時31分:ワ ンゲ ・ンベ テ の遺 骨 箱 が安 置 され て い る 中二 階 に,プ リプ ス ・ンベ テ

が の ぼ る と,飯 と肉 をつ め た 小 さな 蓋 つ き飯 カ ゴの ひ とつ が 手 わ た され る 。 プ リプス

・ンベ テ は ,飯 カ ゴの 蓋 をあ け て,ワ ンゲ ・ンベ テ の遺 骨 箱,そ の わ き にあ る石,ウ

ラ ・レジ ャ の よ り しろ(SagaWUIaleja),そ の わ き の石 とい う順 序 で飯 と肉 を少 し

ず つ のせ て ゆ く。 そ して,つ ぎの よ う に言 上 す る(図26参 照)。 人 名 につ い て は,図

7を 参 照 され たい 。

karu'esaiWanggeMbeteina.さ あ,お 食 べ く だ さ い,ワ ン ゲ ・ ン ベ テ 。

WanggeMbete,WanggeNdori,ワ ン ゲ ・ ン ベ テ,ワ ン ゲ ・ ン ド リ,

TaniNdori,NdoriWang$e.タ ニ ・ ン ド リ,ン ド リ ・ ワ ン ゲ 。

kabou,pesamondoghaina.こ こ に あ つ ま っ て,お 食 べ く だ さ い 。

kamisusudonggua,ウ ォ ダ ・ ク ミ ・ メ ラ の 御 世 か ら の 儀 礼 を お こ

namadobapuWodakumiMera.な い,儀 式 を 遂 行 し ま す 。

kamigagadibo'o,kewidiae.豊 作 に な り ま す よ う に 。

peninge,wesinuwa�,wee.家 畜 が ふ え ま す よ う に 。

teboditemusaidego,

loditemusaileko.健 康 で あ り ま す よ う に 。

burudima'asapu'u,

hakadi,・maesabege.病 気 に な り ま せ ん よ う に 。

worasaWIW1,nunusalemawe'6159).人 々 の 結 束 が か た く な り ま す よ う に 。

teboditu'angeresu'a,身 は 鉄 の よ う に か た く,

lodimakungerewatu.体 は 石 の よ う に じ ょ う ぶ に な り ま す よ う に 。

t'e皿ae1"e,た た い て も,う こ か ず,

weru,-maenggenggu.ゆ さ ぶ っ て も,び く と も し ま せ ん よ う に 。

gagadibo'o,kewidiae.,.wee.豊 作 に な り ま す よ う に 。

プ リ プ ス ・ン ベ テ が 祝 詞 を 言 上 し て い る あ い だ に,飯 と 肉 を つ め た5つ の 小 さ な 蓋

つ き の 飯 カ ゴ が オ ネ ・ リ ア か ら,外 に ひ か え て い る 若 者 た ち に わ た さ れ る 。 こ の5つ

の 飯 カ ゴ は,オ ネ ・ リ ア の 戸 口 の す ぐ 前 に あ る タ ナ ・ワ ト ゥ の よ り し ろ(sagatana

watu),オ ネ ・ リ ア の 背 後 に あ る ワ ト ゥ ・ ジ ュ ー ・ア ン ギ(5・2参 照),オ ネ ・ リ

ア の 前 庭 に あ る ン ベ テ ・ ワ ン ゲ の 墓,村 の 広 場 に あ る ン ド リ ・ワ ン ゲ の 墓(図13参 照),

一126一



そ れ にテ ボ ・ラ カ村 にあ る トコの墓 にも って いか れ,そ こに供 え られ る。

10時33分:オ ネ ・リアの な か で は,男 た ち が,ポ ド ・プ ウ(根 本 の釜)の 焦 げ飯 を

ポ ロ ・ング タ と とも に食 べ る 。 その 食 べ 方 は,6・7・4で の べ た ンバ マ ・カ ー ・コ

エ の 場 合 と おな じなの で,く わ しい記 述 は省 略 す る。飯 に むせ る こ と を凶兆 とす る信

念 も,ン バ マ ・カ ー ・コエ の 場 合 とま った く おな じで あ る。

10時36分:昨 日川 で 洗 わ れ ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の 座)に おか れ て い たユ ウガ オの 椀

が ひ とつ と られ,ベ ンガ ・ トコの 前 に おかれ て い る大 き な編 み カ ゴか ら飯 が も られ る。

この ユ ウガ オ の椀 は,ウ ィス ・ルル に おかれ る。

10時37分:飯 カ ゴが 居 間 の 床 一面 にひ ろ げ られ る。 そ して,こ れ らの 飯 カ ゴ に,ウ

ィス ・ル ル にお かれ て い る ユ ウガ オの 壷 の飯 とベ ンガ ・トコの 前 の 大 き な編 み カ ゴの

飯 が つ め られ て ゆ く。 そ して,こ の2種 類 の 飯 がつ め られ た飯 カ ゴが男 たち に くば ら

れ てゆ く。 この飯 の 分 配 法 は,6・7・4で の べ た ンバ マ ・カ ー ・コ エの 場 合 とま っ

た くおな じで あ る。

10時43分:プ リプス ・ンベ テ が,10時36分 に準 備 され た ユ ウガ オ の椀 か ら飯 を と り,

ユ ウガ オ の 壷 に も られ て い る 肉 をち ぎ り,豊 穣 をもた らす ワ トゥ ・ニパwatunipa(蛇

石)の は い った肩 か けバ ッグ と ウ ィス ・ルル におか れ て い る石 の 上 にの せ てゆ く。祝

詞 の 言 上 は お こなわ れ な か った 。 ンバ マ ・カ ー ・コエ の とき にも,こ れ と おな じこと

が お こな われ た と い う説 明 を聞 い たが,調 査 期 間 中 に ンバ マ ・カ ー ・コ エは,1回 し

か お こな われ なか った の で,こ の情 報 の 真偽 を確 認 す る ことは で き なか っ た。

11時2分:肉 の 分 配 が は じま るが,そ の 方 法 は,ン バ マ ・カ ー ・コ エの 場 合 とま っ

た くおな じなの で,く わ しい 記述 は 省 略 す る。

11時29分:男 た ちが い っせ い に大 き な 奇声 をあ げて,こ こで ンバ マ ・リアが おわ る。

ひ きつ づ い て,ン バ マ ・ロオ が は じまる が,こ れ も また,ン バ マ ・カー ・コエ の場 合

と おな じで あ る。 男 た ち は,肉 と飯 の は い っ た鍋 や 蓋 つ きの 飯 カ ゴ をも って,オ ネ ・

リ アか らつ ぎつ ぎ とで て ゆ く。

11時38分:プ リプス ・ンベ テの 土 釜 か ら飯 が ユ ウガ オ の椀 に も られ,ウ ィス ・ル ル

に も って こ られ る。 また,左 側 の 炉 で 料 理 され た豚 肉 の料 理 一 一プ リプス ・ンベ テの

所 有 す る 土釜 と対 の 関 係 にあ る鍋 で 料 理 され た もの で あ り,大 きな鉄 鍋 で料 理 され た

も の とは こと な る(6・7・4参 照)一 一が,ユ ウガ オ の椀 に いれ られ て ウ ィス ・ル

ル にも っ て こ られ る 。 プ リプ ス ・ンベ テ が,こ の 飯 と肉 の料 理 を ウ ィス ・ル ル の 石の

上 に少 しず つの せ て ゆ く。 祝詞 の 言 上 は な い。 プ リプ ス ・ンベ テが 手 をつ か って飯 を

4口 食 べ,さ きほ ど肉 を料理 してい た 男 た ちや,ま わ り にい た男 たち が あ つ ま って,
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ユ ウガ オ の 椀 にの こ って い る飯 と肉の料 理 を食 べ る。

11時46分:右 側 の 炉 にか け られ てい るハ ワ ・プ ウ(根 本 の土 鍋)か ら と りだ され た

大 型 の 野 ネ ズ ミの 肉が,ユ ウガ オの 椀 にいれ られ,ウ ィス ・ル ル にも っ て こ られ る。

また,ユ ウガ オの 椀 に も られ た ポ ド ・プ ウの 焦 げ飯 が ウ ィス ・ル ル に おかれ る 。 そ し

て,焦 げ 飯 と大型 の 野 ネ ズ ミの 肉が ウ ィス ・ル ル の石 の 上 に少 しず つ お かれ る 。 この

儀 礼 行 為 は,ク ウ ィ ・ンゲ ドゥ ・ンバ マ ・ロ オkuwingedumbamalo'o(ン バ マ ・ロ

オ に おい て 焦 げ飯 を供 える)と よばれ る 。祝 詞 の言上 はな い 。ふ た た び11時38分 と お

な じメ ンバ ー で食 事 と な る。

11時55分:ユ ウガオ の 壷 にの こっ て いた飯 が,ユ ウガオ の椀 にあ け られ る。 そ して,

男 の 子 供 た ち が オ ネ ・リア に よび いれ られ る。 子 供 た ちが ウ ィス ・ル ル にや っ て きて,

ユ ウガ オ の 椀 か ら飯 を食 べ は じめ る。 そ して,ニ ワ トリの つ ま先 を う け とる。

12時00分:プ リプス ・ンベ テ と子 供 たち が 大 き な奇声 をあ げ てrン バ マ ・ロオ が 終

了 す る 。

6・9・5ミ ー ・ア 工儀 礼

新 畑 の 儀 礼 体 系 で あ る な らば ンバ マ ・カ ー ・ウ ェサ,旧 畑 の儀 礼 体 系 で あ る な らば

ンバ マ が お こな わ れ た夜 か ら数 え て4晩 め の 夜 に,ミ ー ・アエ(水 を甘 くす る)と よ

ば れ る 儀 礼 が,ウ ォ ロ ・フ ァ イWoloFai村 にあ るオ ネ ・ウマ ・ング ア ・バ プoneuma

ngguabapu(祭 祀畑 の 家)と よば れ る家 で お こなわ れ る 。

オ ネ ・ウマ ・ング ア ・バ プ は,祭 祀 畑 と関 連 す る い くつか の 儀礼 が お こな われ る小

さ な家(one)で あ り,そ こに常 時 すん で いる 者 は いな い 。他 の 村 落共 同体 には オ ネ ・

ウ マ ・ン グ ア ・バ プ が 存在 しな いの で,農 耕 儀 礼 を お こな う うえ で,こ の よ うな 家が

必 要 不 可 欠 と い うわ け で は な い。 想像 を た く ま しくす る な らば,オ ネ ・ウ マ ・ン グ ァ

・バ プは
,ン ドリ ・ワン ゲが 追 いは らっ た とい われ る ロウ ォ ・コ レ人 がす ん で い た 家

の 「な ご り」 な の だ とも考 え られ る が,こ の よ うな説 明 は,一 度 と して 聞か れ な か っ

た。

オ ネ ・ウマ ・ング ァ ・バ プ は,図15に え が か れ て いる オ ネ(通 常 の 民 家)よ りも さ

らに小 さ な家 で あ り,マ ガ は な く,ま た居 間(one)に は,ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の座)

と右 側 の 炉 だ けが 存在 す る(図15参 照)。

1983年8月30日18時29分:オ ネ ・ウ マ ・ン グア ・バ プの炉 に土 釜 が か け られ て い る ・

炉 に は,マ リア ・ウタ が す わ っ てい る。
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18時53分:マ リア ・ウ タが,オ ネ ・リアか らも っ て こ られ た乾 燥豚 肉 を湯 の な か で

も み あ らい をす る 。

18時55分:エ リザベ ス ・パ ウが オ ネ ・リア か らも って き た編 み カ ゴか ら米 をだ し ,

マ リア ・ウ タが,そ の米 を土 釜 の な か にい れ る 。

18時57分:ア ナ ス タ シ ア ・ム クが,コ コヤ シの 実の胚 乳 層 をお ろす 。

19時14分:サ ミュ エル ・レバ が や って き て,オ ネ ・ウマ ・ング ア ・バ プ の ウィス ・

ル ル に お かれ て い るベ ンガ ・ピグbengapigu(翌 朝の ピグ儀 礼 で つ か われ る編 み カ

ゴ)の な か に,ア ウ竹 で つ く った稲 刈 り用 の フ ィ アfi'a(ナ イ フ)を6本 いれ る 。

19時28分:釜 が 炉 の 三 つ 石 か らお ろ され る。 そ して,水 と乾 燥 肉 をいれ た鍋 が 火 に

か け られ る。

19時34分:ン バ マ ・カ ー ・ウェサ で の こ して おかれ た 大型 の 野 ネ ズ ミが 半 分 にき ら

れ,そ の 一 方 が 鍋 の な か に いれ られ る 。 も う半 分 は,明 日お こな わ れ る祭 祀 畑 の ピグ

で つ か わ れ る。

19時52分:マ リア ・ウタが,コ コナ ツ ミル ク をつ くりおわ り,肉 の煮 え て い る鍋 の

な か に いれ る 。

20時15分:飯 と肉 の料 理 が で き あ が った の で,マ リア ・ウタ が ユ ウガ オ の 椀 に もる 。

20時20分:ヨ セ ブ ・ボ カ が,飯 と肉の 料 理 をウ ィス ・ル ル の石 の 上 に少 しず つの せ

て,つ ぎ の よ うな祝 詞 を言 上 す る 。以 下 の人 名 につ い て は,図7を 参 照 の こ と。

karu'asai,WanggeMbete,

NdoriWangge,Wang$eNdori,

EmaSeke,WodaWangge,

WanggeMbetewalo.

karapabou,

pesarapamondoghaina.

ghasusungguaLeuDu'a,

namabapuWodaKumiMera.

gagadibo'o,kewidiae.

pensnge,westnuwa.

tedotembu,wesavela.

mbasai,gepagena.

lorasambu,dugaduawe'e.

さ あ,お 食 べ く だ さ い,ワ ン ゲ ・ン ベ テ,

ン ド リ ・ ワ ン ゲ,ワ ン ゲ ・ ン ド リ,

エ マ ・セ ケ,ウ オ ダ ・ ワ ン ゲ,

ワ ン ゲ ・ン ベ テ(AtaNgga'e)。

あ つ まっ て,お 食 べ くだ さ い。

レウ・ドゥアの御 代 か らの儀 礼 を お こな い,

ウォダ ・クミ・メラの御 代 か らの儀 式 を遂 行 します 。

豊 作 にな ります よ う に。

家 畜 がふ え ます よ う に。

作 物 が順 調 に育ち ます よ う に。

目的 が か な い ます よ うに。

す べ てが 成就 します よ うに。
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patimiuka,ti'idoru'eina. 食 ぺ 物 を お供 え い た しま す 。

ヨ セ ブ ・ボ カ と サ ミ ュ エ ル ・ レ バ が,ウ ィ ス ・ル ル に 供 え ら れ て い る 飯 と 肉 の 料 理

を 食 べ は じ め る 。

20時48分:ヨ セ ブ ・ボ カ と サ ミ ュ エ ル ・レ バ が 食 事 を お わ る と,女 た ち(マ リ ア ・

ウ タ,ア ナ ス タ シ ア ・ム ク,エ リ ザ ベ ス ・パ ウ,テ レ シ ア ・コ リ)が 食 事 を す る 。

ミ ー ・ア ェ は,ロ ウ ォ ・ コ レ 人 の 女 で あ る,マ リ ア ・ ウ タ と 密 接 な 関 係 を も つ 儀 礼

で あ り,マ リ ア ・ ウ タ(と そ の 助 手 で あ る ア ナ ス タ シ ア ・ム ク,ク リ ス テ ィ ナ ・パ レ)

は,ミ ー ・ア エ の ま え に,ヤ ム イ モ,ン デ ロndelo(ヤ ム イ モ の 一 種),モ デ ィ 皿odi

(ヤ ム イ モ の 一 種)を 食 べ る こ と が で き な い 。 こ の 禁 忌 を や ぶ る と,彼 女 た ち は,血

便 の で る 下 痢(ta'ira)や 血 の で る よ う な 傷(nekara)に 苦 し む こ と に な る の だ と

い わ れ る 。 だ が,ミ ー ・ア エ が お わ る と,こ の 禁 忌 は と け,彼 女 た ち は,自 由 に 各 種

の ヤ ム イ モ を 食 べ る こ と が で き る よ う に な る 。

6・9・6祭 祀 畑 の ピ グ儀礼

ミー ・アエ が終 了す る と,そ の翌 朝 には,ピ グpigu(つ か ま え る)と よば れ る祭 祀

畑 の稲 刈 りに とも な う儀 礼 が お こなわ れ る 。 この儀 礼 は,村 落 共 同体 に お ける最 後の

稲 刈 りに な って い る 。

1983年8月31日7時41分:ウ ォ ロ ・フ ァイWoloFai村 に ある ヤ コ ブ ・ン ドリ ・ワ ン

ゲ の 所有 す る穀 物 倉 の 前庭(hanga)で は,大 き な雑 草 をぬ き,地 面 をな らす 作 業 が

お こな わ れ て い る。 そ こに は,サ ガ ・ウ ラ ・レジ ャ(天 空 神の よ り しろ)と よ ばれ る

ア ウ竹 が 植 え られ て お り,そ のわ き には平 た い石 が おか れ て い る(図29参 照)・

オネ ・ウマ ・ン グ ア ・バ プ(祭 祀 畑 の 家,6・9・5参 照)で は,マ リア ・ウ タ と

ア ナス タ シア ・ム クが,飯 を炊 き,大 型 の 野 ネ ズ ミ(ン バ マ ・カー ・ウ ェサ と ミー ・

ア エ に お いて の こ して おか れ た もの)の ココ ナ ツ ミル ク煮 をつ くっ て いる 。

7時59分:儀 礼畑 か ら収 穫 され,編 み カ ゴ には い った ま ま にな って いる 稲 穂 の 一 部

を,6つ の 編 み カ ゴにつ め か え る作 業 が,穀 物 倉 の なか で お こな われ る・ 作 業 にあ た

って い るの は,プ リプ ス ・ンベ テ,サ ミュエ ル ・レバ ・ テ レシ ア ・コ リの3人 で あ る ・

祭 祀 畑 の作 物 は,害 虫や 鳥 獣 に くい つ くされ て しま って お り・収 穫 物 をえ る ことが で

き な いの で,こ の6つ の編 み カ ゴが,の ちほ ど祭 祀畑 に も って い かれ る の で あ る。

8時7分:稲 穂 をつ め た6つ の 編 み カ ゴが 穀 物 倉 か ら,オ ネ ・ウマ ・ン グァ ・バ プ
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(祭 祀 畑 の 家)の マ ガ ・ロ オ(家 の 前 の軒 下 にあ る露 台,図15参 照)に も って こ られ

る。

8時21分:オ ネ ・ウマ ・ン グ ア ・バ プの マ ガ ・ロオ で,こ れ か ら祭 祀 畑 の 稲刈 りに

ゆ くマ ク シ ムス ・テ ィボMaksimusTibo(図11参 照),ア ン ドレアス ・バ イAndreas

Ba'i(図7参 照),ア ンセ ル ム ス ・ク ワAnselmusKuwa(図11参 照),ヤ コブ ス ・ワ

ン ゲYacobusWangge(図7参 照),ベ ネ デ ィ ク トゥス ・ペ カBenediktusPeka(図7

参 照)が 飯 と大 型 の 野 ネ ズ ミの 肉の コ コナ ヅ ミル ク煮 を食 べ る。 か れ らは,た ま た ま

村 に い たの で儀 礼 に参 加 す る よ う にい われ た だ けで あ り,祭 祀 畑 の ピ グ にい つ も参 加

す るわ け で はな い。
璽

オ ネ ・ウ マ ・ン グア ・バ プ では,プ リプス ・ンベ テが,ユ ウ ガオ の 椀 にも られ た飯

と ヤ シ殻 の 椀 に も られ た 大型 の野 ネ ズ ミの 肉 を,ウ ィス ・ルル(祖 霊 の 座)の 石 の上

に少 しず つ の せ る 。 そ して,の こっ た飯 と 肉 をサ ミュ エル ・レバ,ヨ セ ブ ・ボ カ とと

も に食 べ る。

8時35分:オ ネ ・ウマ ・ン グ ア ・バ プ に昨 夜 か らおか れ て い た,ベ ンガ ・ピグ ・プ

ウbengapigupu'u(ピ グ儀 礼 の た め の根 本 の 編 み カ ゴ)と よ ばれ る 編 み カ ゴ をプ リ

プ ス ・ンベ テが もち,ベ ン ガ ・ピグ ・ダ イbengapigudai(ピ グ儀 礼 の た め の 供 の編

み カ ゴ)と よば れ る 編 み カ ゴ をサ ミュ エル ・レバ とエ リザベ ス ・パ ウ(表10参 照)が

も っ て,祭 祀 畑 に 出発 す る。 他 の6人 は,稲 穂 の は い った編 み カ ゴ を も って,か れ ら

の あ と につ づ く。

8時40分:祭 祀 畑 に到着 す る。 た だ ち に畑 の 上 方(ghele)を む い て た ち,図28の

よ う な配 置 とな る 。 プ リプス ・ンベ テが,稲 穂 の は い った編 み カ ゴか ら6つ の稲 穂 を

つ まみ と って,エ リザ ベ ス ・パ ウの 毛髪 で しば り,ベ ンガ ・ピ グ ・プ ウ にい れ る。 本

来 な らば,こ の よ うな儀 礼 行 為 はs祭 祀 畑 に生 育 す る稲 を対象 と して お こな われ わ け

で あ るが(6・6・2参 照),祭 祀 畑 の 作 物 は,鳥 獣 や 害 虫 に食 いつ くされ て い るの

で,こ の よ うな こ とが,や む をえ ず お こ なわ れ る の であ る 。

っつ いて,プ リプ ス ・ンベ テが,ベ ンガ ・ピグ ・プ ウか ら,ア ウ竹 で つ くっ た稲 刈

り用 の ナ イ フ(fi'a)を と りだ し,そ れ を6人 に1本 ず つ わ たす 。

8時44分:6人 は,祭 祀 畑 の 下端 に ゆ き,稲 刈 りを お こな う動 作 を しな が ら,上 方

に むか っ てす す ん で くる。 だが,祭 祀 畑 には ほ とん ど稲 が な く,わ ず か 数 本 の稲 穂 が

収 穫 され る だ けで あ る 。人 々 は,終 始沈 黙 した 状態 で仕 事 をお こなわ な け れ ば な らな

い が,稲 刈 りの 動作 をまね る とい う滑 稽 な 状 況 にた え られ な くな り,ふ き だ す若 者 も

い る。 す る と,ふ ざ け て仕 事 をす る と 「血 の で る よ う な傷 を うけ るぞ 」(genanekara)
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と い って,プ リプ ス ・ンベ テが た しなめ る 。

収 穫 され た 稲穂 をプ リプス ・ンベ テが うけ と り,ベ ンガ ・ピグ ・プ ウの な か に いれ

る ・ っ つ い て,稲 穂 の は い った 編 み カ ゴか ら稲 穂 を少 しず つ とっ て,ベ ンガ ・ピグ ・

プ ウ と2つ の ベ ン ガ ・ピ グ ・ダイ に いれ て ゆ く。 こう して ,稲 穂 の は い った9つ の 編

み カ ゴ が で き あが る151)。

8時52分:こ の 作 業 が 終 了 す る と,プ リプ ス ・ンベ テ が ,ベ ンガ ・ピグ ・プ ウか ら

か ら6つ の 稲 穂 をつ まん で,稲 刈 用 の ナ イ フ で穂 首 を切 る し ぐさ をす る。 これ も また ,

本 来 な らば,祭 祀 畑 に成 育 す る稲 を対 象 と して お こな われ るわ け で あ るが(6・6・

2参 照),祭 祀 畑 の 作 物 は,鳥 獣 に食 い つ くされ て い る の で ,こ の よ うな ことが や む

を えず お こ なわ れ る の で あ る 。

そ の後,ベ ンガ ・ピグ ・プ ウ を頭 にのせ た プ リプ ス ・ンベ テ を先頭 に,穀 物 倉 にむ

か っ て 出発 す る 。ベ ンガ ・ピグ ・ダイ を も っ たサ ミ ュエル ・レバ と エ リザ ベ ス ・パ ウ,

そ れ に通 常 の 編 み カ ゴ を も っ た者 が,そ の あ と にっつ く。 プ リプス ・ンベ テ は,川 を

わ た る た び に,手 さ げの 編 み カ ゴ(huko)に は い っ て いる 米 を川 に な げい れ る。 儀 礼

畑 の ピグ の 場 合 とお な じ く,こ れ は,収 穫物 が 流れ さ って しまわ な い よ うに(ae皿a'

ela)す る た め なの だ とい わ れ る 。

9時2分:オ ネ ・ウマ ・ング ア ・バ プ(祭 祀 畑 の 家)に 到 着 して,ベ ン ガ ・ピグ ・

プ ウ とベ ン ガ ・プ グ ・ダ イ を家 の なか にいれ る。 他 の6つ の 編 み カ ゴは,マ ガ ・ロオ

(家 の 前 の 軒 下 にあ る 露 台)に おか れ る 。

9時16分:こ こで ふ た た び食 事 とな る。 食 され る も の は,8時21分 に食 され た もの

と お な じで あ り,ま た,メ ンバ ー も おな じで ある 。

9時22分:ン ゴル ・ン グ レngorungureが お こ らな い よ う にす る ため に,穀 物 倉 の

前 庭 に穴 をほ り,そ の なか に ニ ワ トリの卵(telo皿anu)と 鉄 の ナ イ フ(piso)152)が

うめ られ る 。 す で に の べ た よ う に,ン ゴル ・ン グ レ とは,収 穫物 が トゥカ ・タナ .tuka

tana(土 地 の 子 宮)に と り こまれ る ため に,収 穫 量 が少 な くな っ て しま う こ と を意 味

す る 。

ニ ワ トリの卵 と鉄 の ナ イ フが うめ られ る と,そ の上 にム シ ロ(te'e)が ひ ろ げ られ

る。

プ リプ ス ・ンベ テ が,ベ ンガ ・ピ グ ・プ ウ をも って,穀 物 倉 の 前 庭 にむ か う。 ベ ン

ガ ・ピグ ・ダ イ を も った サ ミ ュエル ・レバ と エ リザ ベ ス ・パ ウ,通 常 の編 み カ ゴ を も

っ た6人 が,そ の あ とに つ づ く。

ベ ン ガ ・ピ グ ・プ ウ,ベ ン ガ ・ピグ ・ダイ,通 常 の 編み カ ゴ とい う順 で,ム シ ロの
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上 に 稲 穂 を あ け,ム シ ロ の 中 央 に あ つ め る 。 そ の 後sす べ て の 編 み カ ゴ を よ こ だ お し

に す る 。

9時28分=ヨ セ ブ ・ボ カ が,つ ぎ の よ う な ソ ダsodha(歌)を う た い,男 た ち が 時

計 と 反 対 方 向 に ま わ り な が ら,足 で 稲 穂 を ふ み つ け て 脱 穀(todo)を お こ な う(写 真

14参 照)。 こ の 作 業 に は,祭 祀 畑 か ら か え っ て き た マ ク シ ム ス ・テ ィ ボ,ア ン ド レ ア

ス ・バ イ,ア ン セ ル ム ス ・ク ワ,ヤ コ ブ ス ・ワ ン ゲ,ベ ネ デ ィ ク ト ゥ ス ・ペ カ,そ れ

に,た ま た ま 村 に い た カ ロ ル ス ・タ リKarolusTaliと マ テ ィ ア ス ・テ ィ ロMacias

Tiro(図7参 照)が 参 加 し た 。 な お()内 は,脱 穀 の 作 業 に 参 加 し た 男 た ち に よ る

合 い の 手 で あ る 。

saramondo,ha,maimondogha.

(o,mondo,ha】nai皿ondogha.)

皿aimondo,ha,皿ai皿ondogha.

(o,mondo,hamaimondogha.)

saramondo,hamaimondogha.

(o,mondo,hamaimondogha.)

maimondo,hamaimondogha.

(o,皿ondo,hamaimondogha.)

mondo,takagege.

(o,mondo.)

mondose'ano'okilabela.

(o,mondo.)

mondosisono'opepanio.

(o,mondo.)

mondoletano'ohobaneta

(o,mondo.)

o,ghamaimondogha.

(o,mondo.)

mondonduno'osusumuru.

(o,mondo.)

あ つ ま れ,さ あ,こ こ に あ つ ま っ て こ い 。

(オ ー,あ つ ま っ て こ い 。)

こ い,さ あ こ こ に あ つ ま っ て こ い 。

(オ ー,あ っ ま っ て こ い 。)

あ つ ま れ,さ あ こ こ に あ つ ま っ て こ い 。

(オ ー,あ つ ま っ て こ い 。)

こ い,さ あ こ こ に あ つ ま っ て こ い 。

(オ ー,あ っ ま っ て こ い 。)

あ つ ま れ,斧 が よ ち よ ち 歩 き を す る 者 の 手 を

ひ い て く る 。

(オ ー,あ つ ま っ て こ い 。)

稲 妻 と と も に や っ て こ い 。

(オ ー,あ っ ま っ て こ い 。)

あ っ ま れ,コ コ ヤ シ の 葉 を つ た っ て こ い 。

(オ ー,あ つ ま っ て こ い 。)

あ つ ま れ,ア ナ ミ ル タ(Anamirtacocculus)

の 蔓 の 上 を わ た っ て こ い 。

(オ ー,あ っ ま っ て こ い 。)

オ ー,こ こ に あ つ ま っ て こ い 。

(オ ー,あ っ ま っ て こ い 。)

川 エ ビ の あ と を つ い て こ い 。

(オ ー,あ つ ま っ て こ い 。)
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皿ondotakagege.

(o,mondo.)

o,ghamaimondogha.

(o,mondo.)

皿ondosisono'opepanio.

(o,mondo.)

mondose'ano'okilabela.

(o,mondo.)

o,ghamaimondogha.

(o,皿ondo.)

mondonggorono'osokulo.

(o,mondo.)

o,ghamaimondogha.

(o,mondo.)

mondo皿aino'oujaangi.

(o,mondo.)

o,ghamaimondogha.

(o,mondo.)

あ つ ま れ,斧 が よ ち よ ち 歩 き を す る 者 の 手 を

ひ い て く る 。

(オ ー,あ っ ま っ て こ い 。)

オ ー,こ こ に あ つ ま っ て こ い 。

(オ ー,あ つ ま っ て こ い 。)

あ つ ま れ,コ コ ヤ シ の 葉 を つ た っ て こ い 。

(オ ー,あ つ ま っ て こ い 。)

稲 妻 と と も に や っ て こ い 。

(オ ー,あ つ ま っ て こ い 。)

オ ー,こ こ に あ つ ま っ て こ い 。

(オ ー,あ っ ま っ て こ い 。)

あ つ ま れ,ソ ク ・ロ ー と い う 屋 根 の 部 材 を す

べ り お り て こ い153)。

(オ ー,あ っ ま っ て こ い 。)

オ ー,こ こ に あ つ ま っ て こ い 。

(オ ー,あ つ ま っ て こ い 。)

あ つ ま れ,雨 風 と と も に や っ て こ い 。

(オ ー,あ っ ま っ て こ い 。)

オ ー,こ こ に あ つ ま っ て こ い 。

(オ ー,あ っ ま っ て こ い 。)

9時32分:籾 こ き が 終 了 す る 。 藁 と 籾 米 を わ け,藁 を ム シ ロ の 外 に だ し,籾 米 を ム

シ ロ の 中 央 に あ つ め る 。

9時37分:オ ネ ・ウ マ ・ン グ ア ・バ プ か ら,2枚 の 箕(kidhe)と シ ョ ウ ガ が も っ

て こ ら れ,ム シ ロ の わ き に お か れ る 。

9時38分:プ リ プ ス ・ ン ベ テ と ヨ セ ブ ・ボ カ が 藁 と 箕 を に ぎ り,時 計 と お な じ 方 向

に4回 ま わ り な が ら,箕 の 底 で 籾 米 の 山 を な ら す 。 こ の 所 作 は,ン ゲ レnggele(ま わ

る)と よ ば れ る(写 真15参 照)。

9時40分:ヨ セ ブ ・ボ カ が,ク リ ・マ エ ・パ レkeri皿aepare(稲 の 霊 魂 を よ ぶ)

も し く は テ ピ ・ケ リtepikeriと よ ば れ る,つ ぎ の よ う な 行 為 を お こ な う 。 箕 で 籾 米

を す く い と っ て,籾 米 の 山 に す わ る 。 そ し て,両 手 で も っ た 箕 を 上 下 に す ば や く う こ

か し(tepi)な が ら,っ ぎ の よ う な 言 葉 を と な え る 。 籾 米 は,ザ ッ と い う 音 と と も に
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箕 の な か に おち る(写 真16参 照)。

keripare!

deltakamba,deltajara,

degawea,degamanusia.

こ っ ち へ お い で,稲!

水 牛 の よ う な,馬 の よ う な,

金 の よ う な,奴 隷 の よ う な 稲 よ 。

これ とお な じこ とが,時 計 と反 対 方 向 に ま わ りな が ら,4回 く りか え して お こな わ

れ る 。 な お,上 記 の デ ガdegaと い う言 葉 は,「 ～ の よ うな音 が す る 」 と翻 訳 す る こ と

も で き る 。

9時42分:ヨ セ ブ ・ボ カ が,ム シ ロの わ き に おかれ て い た シ ョウガ をか み,籾 米 の

山か らひ と にぎ りの 籾 米 を と りsそ れ に シ ョ ウガ をふ き っ け る。 この 儀 礼行 為 は,プ

プ ・レアpupulea(シ ョウガ をふ きつ ける)と よばれ,4回 く りか え して お こなわ れ

る 。

9時44分:ヨ セ ブ ・ボ カ とプ リプ ス ・ンベ テが,箕 で 籾 米 の 山 をあ おぎ な が ら籾 米

の 山の 周 囲 を時 計 とお な じ方 向 に4回 まわ る 。 この所 作 は,ワ ウ ェ ・パ レwawepare

(籾 米 をあ お ぐ)と よ ばれ る 。

9時47分:プ リプ ス ・ンベ テが,ベ ン ガ ・ピグ ・プ ウ を籾 米 の 山 の方 にむ け,そ の

な か に籾 米 をい れ る 。 っ ぎ に,ベ ンガ ・ピグ ・ダイ にも籾 米 をいれ る。 籾 米 は ム シ ロ

に少 しの こ って い る がsそ れ は,パ レ ・ル ゲ ・テエparelugete'e(ム シ ロ を まる め

る 米)と して エ リザ ベ ス ・パ ウ にあ た え られ る。

9時55分:ヨ 毛 プ ・ボ カ が,サ ガ ・ウラ ・レジ ヤsagawulaleja(天 空 神 の よ り し

ろ)と よば れ る ア ウ竹(図29参 照)に か け られ て いる,ヒ ロバ ノ ジア オ イの 枝 か ら4

枚 の葉 を む し りとる 。 そ して,オ ネ ・ウマ ・ング ア ・バ プ で用 意 され た 小 さ な蓋 つ き

の飯 カ ゴか ら飯 と大 型 の 野 ネ ズ ミの 肉 をつ ま み と り,ヒ ロバ ノ ジア オ イ の葉4枚 の 上

に のせ,そ れ をム シ ロの 四 隅 に も っ てゆ く。 っ つ い て,オ ネ ・リアか らも っ て こ られ

た 肩 か けバ ッグ ー 一そ の な か に は豊 穣 をも た らす ワ トゥ ・ニパwatunipa(蛇 石)が

は い っ て い る 一 一 と,サ ガ ・ウラ ・レジ ャの わ き に おか れ て い る石 に,飯 と大型 の 野

ネ ズ ミの 肉 を供 え てか ら,っ ぎ の よ う に言 上 す る 。以 下 の 人 名 につ いて は 図7を 参 照

され た い 。

karu'asaiina.

gh唖…1'eNdoriWang$el54),

さ あ,お 食 べ く だ さ い 。

ン ド リ ・ ワ ン ゲ,
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WanggeMbete,ワ ン ゲ ・ ン ベ テ,

nitupa'iatamata,祖 霊 た ち よ,

nitu,・paiatamata,eobeueo,,,wee,遠 い 祖 霊 も,近 い 祖 霊 も,

kabou,pesamondoghaina.こ こ に あ つ ま っ て,お 食 べ く だ さ い 。

tetotembuwesadiwela.作 物 が 順 調 に 育 ち ま す よ う に 。

gagabo'o,kewiae.豊 作 に な り ま す よ う に 。

peninge,wesinuwa�.wee.家 畜 が ふ え ま す よ う に 。

patidoka,ti'ido,・rueina.食 べ 物 を お 供 え い た し ま す 。

tausawedowangguaura皿iuina.こ れ で 貴 方 が た の 儀 礼 は す べ て 終 了 し ま す 。

サ ガ ・ウラ ・レジ ャ(天 空 神 の よ り しろ)と よ ばれ る ア ウ竹 には,ヒ ロバ ノ ジァ オ

イ の 枝(ngga'adenu)の ほ か に,米 をい れ て お くため の手 さ げの編 み カ ゴ(huko),

レ コ ・モ ケlekomoke(サ トウヤ シの 樹液 を いれ て お くため の 竹筒 の容 器)が か け ら

れ て い る 。 これ らの 儀 礼 用 具 は,そ の ま まの 状態 で4日 の あい だ放 置 して おか な け れ

ば な らな い 。手 さ げの 編 み カ ゴは,さ き ほ ど 川 の なか に な げい れ た米 が は い って い た

も の で あ る 。 ま た,レ コ ・モ ケ に は な にも は い っ て いな か った が,本 来 な らば モケ ・

バ イmokeba'i(直 訳:苦 い サ トウ ヤ シの樹 液;意 訳:サ トウヤ シの樹 液 を醸 した 酒)

をい れ て おき,サ ガ ・ウ ラ ・レジ ャの わ き に あ る石 にモ ケ ・バ イ をそ そ ぎ,中 味 をか

ら に した も の をサ ガ ・ウ ラ ・レ ジャ にか け る の で あ る。

以 上 の よ うな儀 礼 が 終 了す る と,籾 米 の は い っ たベ ン ガ ・ピ グ ・プ ウ とベ ンガ ・ピ

グ ・ダ イ は,穀 物 倉(kebo)の な か に しまわ れ る 。 しか しなが ら,か つ て は,ウ ォ ロ

・フ ァイ 村 に祭 祀 畑 専 用 の 穀 物倉(kebolabo)が あ り ,祭 祀 畑 の 収穫 物 は,す べ て

そ こ に しまわれ て い たの であ った 。

6・10火 入れ の 季節(9月 ～10月)

6・10・1季 節 現 象

1984年 の10月 の場 合,降 雨 量 は年 間最 低 とな り,暑 くか わ い た晴 天 の 日が っつ い て

い た が,ウ ォ ロ ・ワル に お ける9年 間の 統 計 をみ る な らば,雨 量 は9月 か ら10月 にか

け て しだ い に増 加 す るの が 普 通 だ と いえ る(表6参 照)。 つ ま り,9月 か ら10月 にか

け て の マ パmapaと よ ばれ る時 期 は,乾 季 が 雨 季 に 転換 しは じめ る季 節 な の で あ り,だ

か らこそ,マ パ は,別 名 マ パ ・キ タmapakita(わ れ わ れ の マ パ)と も よば れ,先 ほ
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どの べ た マ パ ・モニ(モ ニ 地域 の マパ)と 対 比 され る の で ある 。

また,マ パ には,各 種 の セ ミ(naju)が 地 中 か らで て き て鳴 きは じめ る よ う にな る。

この セ ミの 鳴 声 は,11月 の お わ りころ まで 聞 かれ る 。

6・10・2乾 燥 と火 入れ

ヘ ラか らマ パ にか け て 切 りた お され た 草木 は,し ば ら くの あ い だ 乾燥 の ため に放 置

され る 。 この 乾 燥 の 過 程 は,ワ リwari(乾 燥 させ る)と よば れ る 。 そ して,切 りた お

され た 草 木 が じφ うぶん に乾 燥 す る と,火 入 れ(jengi)が お こな われ る。 火 入 れ は,

延 焼 が お こ らな い よ うに,周 囲の 森 との あ い だ に防 火線 を も うけ た う えで,畑 の 下 方

か ら上 方 にむ け て お こなわ れ る。

周 囲 の 森 を延焼(apinora)さ せ て しま う ことは,タ ナ ・タ ガ ・ラ ラ,ワ トゥ ・ピ

ピ ・テ キtanatagarara,watupipiteki(タ ナ の ふ くらは ぎ を枯 れ て 黄 色 くさせ,

石 の 頬 をひ き は がす)と よ ばれ,延 焼 をひ き お こ した者 は,ポ オ ・リァpo'oriaと よ

ば れ る儀 礼(後 述)に お い て,豚 を屠 殺 し,タ ナ ・ワ トゥの ゆ る しを こわ な けれ ば な

らな い 。

火 入 れ は,マ パ の なか ごろ にも っ と も さか ん にお こなわ れ,時 間 帯 と して は午 後 お

そ くは じめ られ る場 合 が 多 い 。 そ の ため に,火 入れ が さか ん に お こな われ る 時期 の 夕

刻 には,濃 い煙 の 柱 が,澄 ん だ 大気 の なか に い く本 も たち の ぼ り,し ば ら くす る と,

夜 の 闇 の な か に,懊 火 の あ りか を しめ す 暗 赤 色 の 光 りが 点 々 と うか ぶ よ うに な る。

ち ょ う どそ ん な夜,タ ナ ・ワ トゥ(土 地 神)が,そ の 住処 で ある 土 地 か らで て,ガ

カgakaと よ ばれ る特 有 の 鳴 声 をあ げ なが らあ た りを飛 び まわ る現 象 が お こる よ う にな

る。 この よ う な現 象 は,一 般 的 に は タナ ・ワ トゥ ・ガ カ とよば れ る が,マ パ に お ける

ガ カ はsと くに タナ ・ワ トゥ ・ラ イ ・ラ トゥ ・ア ピtanawatura'iratuapi(タ ナ

・ワ トゥが燃 えの こ った も の をなめ る)と よ ばれ る。 そ して,こ の タナ ・ワ トゥ ・ラ

イ ・ラ トゥ ・ア ピが ひ ん ぱ ん に発 生 す る ころ には,病 気 や死 が 多 くな る の だ といわ れ

る。 ま た,こ の 時 期 には,タ ナ ・ワ トゥの配 下 で ある 妖術 者 の 活 動 も活 発化 す る。

6・10・3ポ オ 儀 礼 の 告知(パ イ ・ポオ)

火入 れ が おわ りに近 づ く ころ,ポ オpo'oと よば れ る6日 間 にわ た る 儀 礼 が お こな わ

れ る155)。 だが,そ の6日 ま え には,ポ オ が いつ か らお こなわ れ る か を リセ ・ンゴ ン
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デ ・ リ ア の 住 民 に 告 知 し,ラ テ ・ン ゴ ジRateNggoji村 に す む モ サ ・ ラ キ ・プ ウ 皿osa

lakipu'u(根 本 の 首 長)と フ ァ タ ・ン ドポFataNd。po村 に す む モ サ ・ラ キ ・ イ ネ

・ ア メmosalakiineame(妻 の 与 え 手 の 首 長)を ポ オ ・ リ ア(後 述)に 招 待 す る た

め に,パ イ ・ポ オpaiPO'o(ポ オ を よ び 知 ら せ る)と よ ば れ る 儀 礼 が お こ な わ れ る 。

1983年9月18日6時51分:ヨ セ ブ ・ボ カ と ア ル ノ ル ド ゥ ス ・ メ コArnoldusMeko(図

7参 照)が,オ ネ ・ リ ア に お い て,飯 カ ゴ(kidha)に も ら れ た 飯,足 つ き の 素 焼 き の

器(paneha'ibewa)に も ら れ た 飯 と 豚 肉(オ ネ ・ リ ア に 保 存 さ れ て い た 乾 燥 肉)の

コ コ ナ ヅ ミ ル ク 煮 を 手 で 食 べ る 。 ヨ セ ブ ・ボ カ は ,毎 年 の よ う に パ イ ・ポ オ を お こ な

う が,そ の 従 者 は,特 定 の 人 物 で あ る 必 要 は な い ユ56)。

7時40分:ラ テ ・ ン ゴ ジ 村 を め ざ し,ヨ セ ブ ・ボ カ と ア ル ノ ル ド ゥ ス ・メ コ が,ウ

ォ ロ ・ レ レ 村 の オ ネ ・ リ ア を 出 発 す る 。

8時5分:カ ジ ュ ・マ ニ 村 に 到 着 す る 。 数 分 の あ い だ 休 憩 し て,ふ た た び 歩 き は じ

め る 。

9時39分:マ キ ・ン ド リ ・ ワ ン ゲ 内 の ノ ヌNonuと い う 廃 村 に 到 着 す る 。 行 政 村Desa

WoloLeleAの 村 長(YohanisWang$e,図7,表10参 照)の つ よ い す す め で,ノ ヌ 村

の 人 々 は,最 近 ウ ォ ロ ・ボ アWoloBoaと い う カ ジ ュ ・マ ニKajuMani(図5参 照)村

の 近 く に 移 住 し た 。 そ の た め に,現 在 ノ ヌ 村 に は だ れ も す ん で い な い 。

こ の 無 人 の 村 で 一 息 い れ た の ち,ラ テ ・ン ゴ ジ 村 を め ざ し て,ふ た た び 歩 き は じ め

る 。 パ イ ・ポ オ の と き に つ か わ れ る 道 は,現 在 で は ほ と ん ど つ か わ れ な く な っ て し ま

っ た,ふ る い 道 で あ り,い た る と こ ろ で 歩 行 は 困 難 を き わ め る 。 た け 高 く し げ っ た 草

の ト ン ネ ル を く ぐ り ぬ け,密 林 の な か を 文 字 通 り は う よ う に し て す す む 。

14時00分:ラ テ ・ ン ゴ ジ 村 に 到 着 す る 。 モ サ ・ ラ キ ・プ ウ(根 本 の 首 長)で あ る デ

ド ・バ バDedoBaba(図4参 照)の す む オ ネ ・ リ ア で 食 事 を と り,し ば ら く の あ い だ

休 憩 す る 。

15時30分:オ ネ ・ リ ア を 出 発 し,ラ テ ・ ン ゴ ジ 村 の す ぐ 近 く に あ る 小 川 で 水 浴 を し

て,汗 を 流 す 。 水 浴 を お え,身 じ た く を と と の え た の ち,最 終 の 目 的 地 で あ る フ ァ タ

・ン ド ポ 村 に む か っ て 歩 き は じ め る
。

16時37分:フ ァ タ ・ン ドポ 村 に 到 着 す る 。 た だ ち に モ サ ・ ラ キ ・イ ネ ・ア メ(妻 の

与 え 手 の 首 長)で あ る ウ ェ リ ・ ワ ン ゲWeriWangge(図4参 照)の す む オ ネ ・ リ ア に

ゆ き,オ ネ ・ リ ア の マ ガ ・ロ オ(家 の 前 の 軒 下 に も う け ら れ て い る 露 台)で,タ バ コ,

ベ テ ル チ ュ ー イ ン グ を お こ な う た め の 品 々(ビ ン ロ ウ の 実,キ ン マ の 果 穂,石 灰),

そ れ に コ ー ヒ ー の も て な し(natabakoあ る い はnataa"e)を う け る 。
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19時30分:オ ネ ・リアの マ ガ ・ベ ー ワに あ が り,そ の 左側 の部 分 で 食 事 とな る157)。

足 つ きの 素 焼 きの 器(paneha'ibewa)に も られ た飯 と鶏 肉 の コ コナ ヅ ミル ク煮 が 供

され る。 その 夜 は,オ ネ ・リア の す ぐわ き に あ る 家 に宿 泊 させ て も ら う。

9月19日7時H分:オ ネ ・リア のマ ガ ・ベ ー ワにあ が り,足 つ きの 素 焼 きの 器 に も

られ た飯 と豚 肉の 汁物 を食 べ る 。

7時41分:モ サ ・ラ キ ・イネ ・ア メ(妻 の 与 え手 の 首 長),ヨ セ ブ ・ボ カ,ア ル ノ

ル ドゥス ・メ コが,フ ァ タ ・ン ドポ村 の 中央 の広 場 にあ るヘ ダheda(集 会 所)に むか

う。 そ して,ヘ ダの 主柱(mngu)に と りつ け て られ て い る サ ガ ・ゴナsagaBonaと よ

ば れ る木 製 の 筒 一 一 このサ ガ ・ゴナ は,ウ ォ ロ ・レレ村 のヘ ダ には と りつ け られ て い

な い。 質 問 をす る 時 間 が な く,サ ガ ・ゴナ に つ い て じゅ うぶん な情 報 をえ る こ とは で

き な か っ た 一 一 に少 量 の米 をい れ,つ ぎ に,広 場 の 中央 に あ るム ス ・マ セ(石 柱)に

も 米 を数 粒 お き,モ サ ・ラ キ ・イ ネ ・ア メ(妻 の与 え 手 の 首長)が,つ ぎ の よ うに 大

声 で さ けぶ(paibewa)。

so!ghawaLiseNggondeRial58),

wengilimaesapo'o!

ソ ー!下 方 の リ セ ・ン ゴ ン デ ・ リ ア で は,

6日 後 に ポ オ!

8時4分:モ サ ・ラ キ ・イ ネ ・ア メ に わ か れ を つ げ て,フ ァ タ ・ ン ドポ 村 を 出 発 す

る 。

8時43分:ラ テ ・ン ゴ ジ 村 に つ い て,オ ネ ・ リ ア の マ ガ ・ベ ー ワ で 休 憩 を と っ て い

る と,モ サ ・ ラ キ ・イ ネ ・ア メ の 代 行 者 と し て,ワ ラ ・マ リWaraMariと い う 名 の 人

物 が や っ て く る 。

9時11分:モ サ ・ラ キ ・プ ウ(根 本 の 首 長),ワ ラ ・マ リ,ヨ セ ブ ・ボ カ,ア ル ノ

ル ド ゥ ス ・メ コ が,ラ テ ・ン ゴ ジ 村 の 中 央 に あ る 広 場 へ と む か う 。 モ サ ・ ラ キ ・プ ウ

が,広 場 に あ る テ ィ ボ ・ウ ォ ダTiboWoda,バ バ ・テ ィ ボBabaTibo,タ ニ ・ ウ ォ ダ

TaniWodaの 墓(図4参 照)と ム ス ・マ セ(石 柱)の 順 で 米 を お い て ゆ き,タ ニ ・ウ

ォ ダ の 墓 の 上 に す わ る 。 祝 詞 が 言 上 さ れ る こ と は な か っ た が,心 の 中 で と な え ら れ た

よ う な 雰 囲 気 が あ っ た 。

11時21分:オ ネ ・ リ ァ で 食 事 を ふ る ま わ れ た の ち,リ セ ・ン ゴ ン デ ・ リ ア を め ざ し

て 出 発 す る 。 強 烈 な 日 射 し の な か を,た だ 黙 々 と 下 を む い て 歩 く 。

15時4分:昨 日 歩 い て き た 道 を ひ き か え し て き た わ け で あ る が,森 の な か で 道 に ま

よ う 。 ア ル ノ ル ド ゥ ス ・メ コ はsタ ナ ・ワ ト ゥ(土 地 神)が 「同 意 し て い な い 」(iwa
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si皿o)か ら,こ の よ う な こ と に な っ た の だ,な ど と い い は じ め る 。 し ば ら く の あ い だ

森 の な か を さ ま よ い 歩 い た の ち,よ う や く ウ ォ ロ ・ガ イWoloGaiと い う 見 晴 し の き く

場 所 に で る 。 そ し て,大 き な 岩 の 上 で,ヨ セ ブ ・ポ カ と ア ル ノ ル ド ゥ ス ・メ コ が 交 互

に,つ ぎ の よ う に さ け ぶ 。

so!wengilimaesapo'o.

so!wengilimaesapo'o.

so1wengilimaesapo'o.

so!wengilimaesapo'o.

ソ ー!6日 後 に ポ オ 。

ソ ー!6日 後 に ポ オ 。

ソ ー!6日 後 に ポ オ 。

ソ ー!6日 後 に ポ オ 。

2人 の さ け び 声 が,山 々 や 深 い 谷 間 に こ だ ま す る 。 こ れ が パ イ ・ポ オpaipo'o(ポ

オ を よ ぶ)で あ り,こ の よ う な 方 法 で,ポ オ の 儀 礼 が,あ と6日 で お こ な わ れ る こ と

を 告 知 す る の で あ る 。 ウ ォ ロ ・ガ イ か ら 南 に む か っ て 歩 き な が ら,ヨ セ ッ プ ・ボ カ と

ア ル ノ ル ド ゥ ス ・メ コ は,こ の パ イ ・ポ オ を 断 続 的 に お こ な う 。

15時58分:ノ ヌNonu村 に 到 着 す る 。 ウ ォ ロ ・ボ ア に 移 住 し た 村 人 が,飯 と 肉 の 料 理

を 準 備 し て,ヨ セ ブ ・ボ カ と ア ル ノ ル ド ゥ ス ・ メ コ の 到 着 を ま っ て い る 。 食 事 の あ と,

し ば ら く の あ い だ 休 憩 す る 。

17時3分:マ キ ・ ン ベ テ ・ ワ ン ゲ 内 の ウ ォ ロ ・ベ トWoloBheto村(図5参 照)に 到

着 す る 。 ン ベ テ ・ ワ ン ゲMbeteWangg2(図4参 照)の 墓 の 上 で,上 記 の よ う な パ イ

・ポ オ を4回 お こ な う
。 サ ト ウ ヤ シ の 樹 液(moke皿i)と 水gが 供 さ れ,そ れ を 飲 ん

だ の ち,ふ た た び 歩 き は じ め る 。

17時20分:や は り,マ キ ・ン ベ テ ・ ワ ン ゲ 内 の パ ウ ・ベ ー ワPauBewa村(図5参 照)

に 到 着 す る 。 パ イ ・ポ オ を 断 続 的 に お こ な う だ け で 休 憩 は と ら な い 。

17時39分:マ キ ・セ ン ダ ・ ワ ン ゲ 内 の ウ ォ ロ ・ レ レ ・ ロ オWoloLeleLo'o村(図5

参 照)に 到 着 す る 。 マ キ ・セ ン ダ ・ ワ ン ゲ の 長 で あ る,ヨ セ ブ ・ ロ ワYosepRowa(1

・2・2参 照)が で て き て
,水 と タ バ コ を す す め て く れ る 。 一 服 し た の ち,パ イ ・ポ

オ を く り か え し な が ら,ウ ォ ロ ・レ レ ・ロ オ 村 か ら い っ き に 坂 道 を 南 に か け お り て ゆ

く 。

18時15分:ハ ゴ ・ ワ ウ ォ(2・4参 照)の す む ウ ォ ロ ・マ ゲWoloMage村 一 ‐Desa

DetuPera(図2参 照)内 に 存 在 す る 一 一 に 到 着 す る 。 た だ ち に,ハ ゴ ・ワ ウ ォ の 夫

が 応 対 に で て,ヶ ワ ・ウ ォ ダKewaWoda(図4参 照)の 遺 骨 箱 が 安 置 さ れ て い る バ ク

bhakuと よ ば れ る 建 物 に 案 内 さ れ る 。
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こ の バ ク で,ま ず,タ バ コ と ベ テ ル チ ュ ー イ ン グ を お こ な う た め の 品 々(ビ ン ロ ウ

の 実,キ ン マ の 果 穂,石 灰)が だ さ れ,っ ぎ に コ ー ヒ ー が も っ て こ ら れ る(natabako

あ る い はnataae)。

だ が,こ の ウ ォ ロ ・マ ゲ 村 で,お く れ て い た 旅 程 が さ ら に お く れ る 。 そ れ と い う の

も,料 理 に 手 間 ど りsた だ ち に 供 さ れ る べ き 食 事 が,な か な か だ さ れ な か っ た か ら で

あ る 。

21時15分:3時 間 ほ ど ま っ て,よ う や く 飯 と ニ ワ ト リ の コ コ ナ ヅ ミ ル ク 煮 が バ ク に

も っ て こ ら れ る 。

21時45分:本 来 な ら ば,ウ ォ ロ ・マ ゲ 村 で 食 事 す ま せ た の ち,ヨ セ ブ ・ボ カ と ア ル

ノ ル ド ゥ ス ・ メ コ は,ワ ト ゥ ・ネ ソWatuNeso村(図2参 照)に む か っ て 出 発 し な け

れ ば な ら な い 。 だ が,足 が 痛 い う え に,暗 く て 夜 道 を 歩 く こ と が で き な い,大 幅 に お

く れ て し ま っ た の で,ワ ト ゥ ・ネ ソ 村 に い っ た と し て も,も う だ れ も ま っ て い な い,

な ど と い っ た 理 由 を つ け て,ヨ セ ブ ・ボ カ と ア ル ノ ル ド ゥ ス ・ メ コ は,足 を ひ き ず る

よ う に し て テ ボ ・ ラ カ 村 に か え っ て ゆ く 。

6・10・4ピ グ ・ウ ェ ラ儀 礼

ポ オ 儀 礼 にさ き だち,儀 礼畑 の ピ グで 収穫 され た稲 の 霊魂 をふ くむ 稲 穂 を対象 とす

る ピ グ ・ウ ェラpiguweraと よ ばれ る儀 礼 が お こなわ れ る 。す で にの べ た よ うに,ピ

グ とは,「 つ か ま え る」 とい う意 味の 動 詞 で あ る が,そ れ と同 時 に,稲 刈 りに とも な

う さ ま ざ まな儀 礼 をも意 味す る 。 ま たsウ ェ ラ とい う言 葉 は,ngi'iwera(も っ とも

奥 に ある 歯),anawera(妖 術 者 の霊 魂)と い った 文脈 で つ か われ る。 これ らの こ と

を考 えあ わ せ る な らば,ピ グ ・ウ ェラ とは,稲 の 霊 魂 と関 係 す る,最 終 の 儀 礼 と解 釈

して大 過 は ない よ うに思 わ れ る。

1983年9月21日7時34分:ウ ォ ロ ・フ ァ イWoloFai村 にあ る ヤ コブ ・ン ドリ ・ワ ン

ゲ の穀 物 倉 か ら,ベ ン ガ ・ピグ ・プ ウ(ピ グ儀 礼 専 用 の根 本 の 編 み カ ゴ)と ベ ンガ ・

ピグ ・ダ イ(ピ グ儀 礼 専 用 の供 の 編 み カ ゴ)に は い った稲 穂 が だ され る 。 これ は,儀

礼 畑 の稲 刈 りの 第1日 目に収穫 され た 稲 穂 で あ り(図21参 照),ベ ンガ ・ピグ ・プ ウ

の 上 には,儀 礼 畑 の 稲 刈 りの 最終 日には こん で こ られ た,ト ウ モ ロ コ シの皮 につ つ ま

れ た 「稲 の 霊魂 」(maepare)が おか れ て い る 。

穀 物 倉 の 前庭 に は,ム シ ロが しかれ て お り,そ の 下 には,ニ ワ トリの 卵 と鉄 の ナ イ

フ が うめ られ て い る。 そ の 目的 は,祭 祀 畑 の ピ グの場 合 と おな じく,ン ゴル ・ン グ レ
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ngorungure(収 穫 物 が 「土 地 の子 宮 」 に と り こまれ る た め に,収 量 が少 な くな って

しま う こ と)を ふ せ ぐ こと にあ る 。

穀 物 倉 か らだ され たベ ン ガ ・ピグ ・プ ウ とベ ン ガ ・ピグ ・ダイ が ム シ ロの と ころ に

も って こ られ る 。

7時41分:ト ウモ ロ コ シの 皮 か ら 「稲 の霊 魂 」 がだ され,ム シ ロの 中 央部 に おか れ

る 。 そ の 上 に,ベ ンガ ・ピグ ・プ ウ とベ ンガ ・ピグ ・ダ イ の 中身 が あ け られ る 。

ヨセ ブ ・ボ カ が,ソ ダ(歌)を うた い,マ テ ィアス ・テ ィロMatiasTiro(図7参

照),ベ ネ デ ィク トゥス ・ペ カBenediktusPeka(図7参 照),ア ン トニ ウス ・ウ ィ ク

AntoniusWiku(表10,図11参 照),マ リウス ・ウ ォゲMariusWoge(図7参 照),ス

テ フ ァヌ ス ・ス ラStefanusuSura(図9参 照)が 時計 と反 対方 向 に まわ りなが ら,足

で 稲 穂 をふ み つ けて 脱穀 をお こな う。 これ は,す で にの べ た祭 祀 畑 の ピグ に お ける や

り方 と ま った くおな じで あ る(6・9・6参 照)

ヨセ ブ ・ボ カ をの ぞ き,脱 穀 の 作業 に参 加 した 男 たち は,た また ま村 にい たの で 手

つ だ う よ う に いわ れ た ま で で あ り,つ ね に ピ グ ・ウェ ラ に参加 す る こ と を義 務 づ け ら

れ て いる わ けで は な い 。

ソ ダの 歌 詞 は,祭 祀 畑 の ピグ に おけ る ソダ の 歌 詞 と おな じなの で,こ こで は省 略す

る(6・9・6参 照)。

7時49分:脱 穀 の 作 業 が終 了す る 。藁 をム シ ロの外 にだ し,籾 米 をム シ ロの 中央 に

あ つ め る159)。

7時54分:オ ネ ・ウマ ・ン グ ァ ・バ プ(祭 祀 畑 の家)か ら,シ ョウガ と2枚 の 箕 が

も っ て こ られ る 。

7時56分:ヨ セブ ・ボ カ が,シ ョウガ を 口の な か で よ くか む。 そ して,籾 米 をつか

み と りsそ れ に シ ョウガ を吹 きっ ける 。 この 動 作 は,4回 く りか え して お こな われ る。

7時57分:ヨ セ ブ ・ボ カ とマ リウス ・ウ ォゲ が,時 計 と おな じ方 向 に4回 まわ りな

が ら,箕 の 底 で 籾 米 の 山 をな で る動 作 をお こ な う。

7時58分:ヨ セ ブ ・ボ カ が,ク リ ・パ レを お こな う。 そ の 方 法 は,祭 祀 畑 の ピグの

と き とお な じで あ り,時 計 と反 対 方 向 に まわ りな が ら,4回 く りか え され る 。

7時59分:オ ネ ・ウマ ・ン グ ア ・バ プか ら,小 さな蓋 つ き の飯 カ ゴ には い っ た飯 と

豚 肉(オ ネ ・リア に保 存 さ れ て いた 乾 燥 肉)の コ コナ ヅ ミル ク煮 が も って こ られ る。

ヨ セ ブ ・ボ カが,サ ガ ・ウラ ・レジ ャ(天 空 神 の よ り しろ)と よ ばれ る ア ウ竹 につ る

さ れ て い る ヒロバ ノ ジア オ イ の枝 か ら葉 を4枚 と り,そ の 上 に飯 と豚 肉の コ コナ ヅ ミ

ル ク煮 を少 しず つ の せ る 。 そ して,そ れ をム シ ロの 四 隅 に も って ゆ く(図29参 照)。

一142一



8時00分:オ ネ ・ ウ マ ・ ン グ ア ・バ プ か ら,ユ ウ ガ オ の 椀 に い れ ら れ た 飯 と 豚 肉 の

コ コ ナ ヅ ミ ル ク 煮 が も っ て こ ら れ る 。 ヨ セ ブ ・ボ カ が
,こ の 飯 と 肉 を ア ウ 竹 の 近 く の

石 と オ ネ ・ リ ア か ら も っ て こ ら れ た 肩 か け バ ヅ グ ー 一 こ の な か に は 豊 穣 を も た ら す ワ

ト ゥ ・ニ パwatunipa(蛇 石)が は い っ て い る 一 一 に 少 し ず つ お き,っ ぎ の よ う に 言

上 す る 。

karu'esaiina.さ あ,お 食 べ く だ さ い 。

tododobotePiguina.こ の 編 み カ ゴ の 稲 穂 を 脱 穀 し ま し た 。

gagadibo'o,kewidiae.豊 作 に な り ま す よ う に 。

tedoditembu,wesadivelawe'e.作 物 が 順 調 に 育 ち ま す よ う に 。

patidoka,ti'idoru'6.食 べ 物 を お 供 え い た し ま す 。

tanawatu,タ ナ ・ ワ ト ゥ(土 地 神)よ,

nitu,・paieobeboeombe'o,知 っ て い る 祖 霊 もs知 ら な い 祖 霊 も,

eobeu,eow6'e,遠 い 祖 霊 も,近 い 祖 霊 も,

karapaboupesarapamondoghaina.こ こ に あ つ ま っ て,お 食 べ く だ さ い 。

脱穀 の作 業 に参 加 した 男 た ち が,供 物 の の こ りを食 べ る。 だ が,す ぐにな くな って

しま うの で,オ ネ ・ウマ ・ング ァ ・バ プ(祭 祀 畑 の 家)か ら,お かわ りと して 飯 と肉

の 料 理 を も っ たユ ウガ オ の椀 が も って こ られ る。

8時15分:ベ ンガ ・ピグ ・プ ウの な か に ム シ ロの 上 の籾 米 が いれ られ る 。

8時24分:ベ ンガ ・ピグ ・プ ウ にいれ おわ った 籾 米が 穀 物 倉 の なか に しまわ れ る。

ム シ ロの 上 にわ ず か に の こっ た籾 米 は,パ レ ・ル ゲ ・テテ(ム シ ロ を まる め る 米)と

して,エ リザ ベ ス ・パ ウ(表10,図11参 照)に あ た え られ る 。

6・10・5ミ ー ・ア レ儀 礼

儀 礼 畑 の ピグ ・ウ ェ ラが おわ る と,祭 祀 畑 の ピグ に おい て脱 穀 され た籾 米 と,儀 礼

畑 の ピグ ・ウ ェラ に お いて 脱 穀 され た籾 米 を対 象 とす る ミー ・ア レ皿iare(米 を甘 く

す る)と よ ば れ る儀 礼 が お こな われ る。 祭 祀 畑 の ピグで脱 穀 され た 籾 米 と儀 礼 畑 の ピ

グ ・ウ ェラ で脱 穀 され た 籾 米 は,そ れ ぞ れ祭 祀 畑 と儀 礼畑 に まか れ る種 籾 に な る。 だ

が,そ の 一部 は, .精 米 され て,ポ オ の 儀 礼 に おい て消 費 され る米 とな る 。 ミー ・ア レ

は,こ の ポ オ に おい て 消 費 され る米 を食 用 可 能 にす る儀 礼 に ほか な らな い。
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1983年9月21日18時32分:オ ネ ・リア の右 側 の炉 で 料理 がっ つ く。 料理 人 は,マ リ

ア ・ウ タ であ り,ク リステ ィナ ・パ レ,ア ナ ス タ シ ア ・ム クが 仕 事 を手 つ だ って い る 。

19時45分:料 理 が で き あが る と,3つ の 小 さな蓋 つ き の飯 カ ゴが だ され,そ れ に2

種 類 の飯 が つ め られ る。 ひ とつ は,祭 祀 畑 か ら収 穫 され た米(つ ま り8月31日 に脱 穀

され た籾 米 を精 米 した もの)を 炊 い た飯 で あ り,も うひ とっ は,今 朝 ほ ど ピ グ ・ウ ェ

ラ に お い て脱 穀 され た籾 米(を 精米 した 米)を 炊 いた 飯 で あ る。 そ して,飯 の 上 には,

豚 肉 の コ コナ ヅ ミル ク煮 が の せ られ る。 この3つ の 飯 カ ゴ は,ワ ンゲ ・ンベ テWangge

Mbete,ン ドリ ・ワン ゲNdoriWangge,ワ ン ゲ ・ン ドリWanggeNdori(図7参 照)の

た め の もの であ る 。

19時50分=ヨ セ ブ ・ボ カ が,飯 と肉の つ め られ た小 さな蓋 っ きの 飯 カ ゴ をひ とつ も

ち,ワ ンゲ ・ンベ テ の遺 骨 箱 が 安置 され て い る オネ ・リアの 中二 階 にの ぼ る。 飯 カ ゴ

の 蓋 をあ け,遺 骨箱 の上 とそ の わ きの 石 に飯 と肉 を少 しずつ の せ,つ ぎ の よ う に言 上

す る 。人 名 につ い て は,図7を 参 照 され た い。

karu'esaiWanggeMbeteina.

ba'imi,belangesadoina.

umangguabapu,

umapiguwera,umaria.

nitupa'iata皿ataeobeueowee.

MbeteWanggeghele,

NdoriWangge,WanggeNdori.

karapabou,

pesarapamondoghaina.

kuwido,midoareina.

さ あ,お 食 べ く だ さ い,ワ ン ゲ ・ン ベ テ 。

苦 き は 甘 く,渋 き は 旨 く な り ま す よ う に 。

祭 祀 畑(か ら の 米)も,

儀 礼 畑,つ ま り 大 き な 畑(か ら の 米)も 。

遠 い 祖 霊 も,近 い 祖 霊 も,

ン ベ テ ・ワ ン ゲ(EmaSeke),

ン ド リ ・ワ ン ゲ,ワ ン ゲ ・ ン ド リ 。

こ こ に あ つ ま っ て,お 食 べ く だ さ い 。

お 供 え も の を し ま す,米 は 甘 く な り ま し た 。

19時56分:供 物 が 図30の よ うに ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の座)に な らべ られ て いる 。 ヨ

セ ブ ・ボ カ が,そ の それ ぞ れ か ら,飯 と肉 を とっ て,ウ ィス ・ル ル の石 と豊 饒 を もた

らす ワ トゥ ・ニ パ(蛇 石)の は い った 肩 か け バ ッグ に少 しず つ おい て ゆ く。 そ して,

っ ぎ の よ う に言 上す る。

karu'esai,さ あsお 食 べ く だ さ い 。

wisululu,nitupa'iatamataina.ウ ィ ス ・ル ル の 祖 霊 た ち よ 。
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kuwidoumangguabapuina.

ba'imibelangesadoina.

gagabo'ok2wiae.

pensnge,westnuwa.

tedotembu,wewawelawe'e.

祭祀 畑 の収 穫 物 をお供 え いた しま す 。

苦 き は 甘 く,渋 き は 旨 くな りま す よ う に。

豊作 にな ります よ う に。

家 畜 が ふ え ます よ う に。

作物 が順 調 に育 ち ます よ う に。

burnma'asapu'u,

hakama'asabege.

teboditu'angeresu'a,

lodi皿akungerewatu.

toma'ele,

ク リノ ク
werumaenggenggu.

tebodima'adego,

kamikunuNdoriWanggeleisawe.

病 気 にな りませ ん よ う に。

身 は 鉄 の よ う にか た く,

体 は 石 の よ う に じょうぶ にな り ます よ う に。

た た いて も,う こかず,

ゆ さぶ って も,び くと も しませ ん よ うに。

健 康 で あ ります よう に。

私 た ち ン ドリ ・ワンゲ の クヌ(マ キ ・ン ドリ

・ワ ンゲ に居 住 す る もの)す べ て が 。

いっ もの よ う に,ヨ セ ブ ・ボ カ が ウ ィス ・ル ル に おか れ て い る飯 と肉 の 料 理 を手 を

つ か って4口 食 べ た の ち,居 間 にい る男 た ち が ウィス ・ルル に おか れ て い る の とおな

じ飯 と 肉の 料 理 を食 べ る 。女 たち の食 事 は,男 た ちの 食 事 が おわ った あ とで お こな わ

れ る。

6・10・6ポ オ ・ リ ア 儀 礼

ポ オ の 第1日 目 に は160),ム ラ ・ワ ト ゥ 村 の 近 く に あ る フ ァ タ ・マ リFataMariと

よ ば れ る 川 辺 の 森 で,ポ オ ・ リ アpoOria(大 き な ポ オ)と よ ば れ る 儀 礼 が お こ な わ

れ る 。 こ の 儀 礼 に は,ラ テ ・ン ゴ ジ 村 に す む モ サ ・ラ キ ・プ ウ(根 本 の 首 長)と フ ァ

タ ・ン ドポ 村 に す む モ サ ・ラ キ ・イ ネ ・ ア メ(妻 の 与 え 手 の 首 長)が 列 席 し,リ セ ・

ン ゴ ン デ ・ リ ア に す む す べ て の 住 民 が 参 集 す る こ と が な ら わ し に な っ て い る 。

だ が,モ サ ・ ラ キ ・プ ウ(根 本 の 首 長)と モ サ ・ラ キ ・イ ネ ・ア メ(妻 の 与 え 手 の

首 長)は,か な り 高 齢 な の で,代 理 人 を お く っ て く る 場 合 が 多 い 。 ま た,首 長(リ ァ

・ベ ー ワ
,モ サ ・ ラ キ,そ れ に ハ ゲ)以 外 の 一 般 民 は,少 な く と も 現 在 で は,ポ ォ ・

リ ア に 参 加 す る こ と を き び し く 義 務 づ け ら れ て は い な い の で,リ セ ・ ン ゴ ン デ ・ リ ァ

の 全 住 民 が フ ァ タ ・マ リ に あ つ ま っ て く る わ け で は な い 。
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な お,ポ オ と は,6日 間 に わ た っ て お こ な わ れ る 儀 礼 の 全 体 を 意 味 す る が,そ れ と

同 時 に,ポ オ と い う 言 葉 は,水 の 運 搬 と 貯 蔵 の た め に も ち い ら れ る 竹 筒,ポ オ の 儀 礼

に お け る 竹 筒 を も ち い た 飯 炊 き 方 法 を も 意 味 す る 。

1983年9月25日8時:ウ ォ ロ ・ レ レ 村 の オ ネ ・ リ ア で は,テ レ シ ア ・コ リ と マ リ ア

・イ メ ル ダ(図7
,表10参 照)が,ポ オ ・ リ ア に も っ て ゆ く 米 を6つ の 大 き な 蓋 つ き

の 編 み カ ゴ(sindu)に 米 を つ め て い る 。 こ の 米 は,ミ ー ・ア レ の 儀 礼(6・10・5参

照)に よ っ て 食 用 可 能 に さ れ た2種 類 の 米 を ま ぜ あ わ せ た も の で あ る 。

ポ オ ・ リ ア に も っ て ゆ く 米 の 準 備 は,ウ ォ ロ ・レ レ 村 の オ ネ ・ リ ァ ば か り で な く,

ポ オ ・ リ ア に 参 加 す る す べ て の 家 で お こ な わ れ て い る が,首 長 の 場 合,米 を つ め た 蓋

っ き 編 み カ ゴ の 数 は,6,3,1の い ず れ か で な け れ ば な ら な い(表12参 照)。 こ の

6つ の 編 み カ ゴ に つ め ら れ る 米 の う ち,の ち ほ ど の べ る パ レ ・イ シ ・ リ ア ・ル アpare

isiriaruaの た め の 米 は,水 田 で と れ た 米(pareumaae)で あ っ て も よ い がsそ

れ 以 外 の 米 は,か な ら ず 畑 で と れ た 米(paretanamaja)で な け れ ば な ら な い 。

10時 ご ろ:ウ ォ ロ ・ レ レ 村 の 住 人 た ち が,三 々 五 々,フ ァ タ ・マ リ に む け て 出 発 す

る 。 各 世 帯 ご と に,大 き な 蓋 つ き の 編 み カ ゴ(sindu)に い れ た 米,ベ ラbelaと い う

竹 で つ く っ た,何 本 か の ボ クbhoku(節 の 部 分 が 底 に な る よ う に つ く っ た 竹 の 容 器),

そ れ に 薪(kajuapi)を 用 意 し て も っ て ゆ く(写 真17参 照)。

10時30分:人 々 が,ぞ く ぞ く と フ ァ タ ・マ リ に あ つ ま っ て く る 。 人 々 の 服 装 は,ふ

だ ん よ り も 上 等 な,い わ ば 「よ そ ゆ き 」 で あ り,と く に 首 長 た ち は,ラ ギragi(黒 地

に 横 縞 の は い っ た 男 性 用 の 腰 布),ル カluka(肩 掛 け),レ スlesu(頭 布)を 身 に つ

け て お り,ま た 妻 た ち は,ラ ウ ォlawo(女 性 用 の 腰 布)と ラ ン プlambu(女 性 用 の 上

体 衣)を 身 に つ け,髪 を き ち ん と ゆ い あ げ て い る 。

10時38分1真 紅 の ラ ン プ(女 性 用 の 上 体 衣)を 身 に つ け た ハ ゴ ・ ワ ウ ォ(女 性 の 首

長,2・4参 照)が2つ の 大 き な 平 カ ゴ(kidharia),ヘ ナ ・セ ン ガ ・ ジ ェ ブhena

senggajebu(豚 が 出 産 の と き に つ く る 巣 を 攻 撃 す る ユ ウ ガ オ の 椀),ヘ ナ ・サ ワ ・

タ カhenasawataka(斧 の 木 く ず の ユ ウ ガ オ の 椀),ヘ ナ ・ハ ゴ ・ ワ ウ ォhenahago

wawo(ハ ゴ ・ ワ ウ ォ の ユ ウ ガ オ の 椀)と 名 づ け ら れ た3つ の ユ ウ ガ オ の 椀 を は こ ん で

き て,ロ カ ・ ラ ウlokarau(ポ オ の 祭 場)の な か の 所 定 の 位 置 に す わ る161)。 そ し てs

大 き な 平 カ ゴ と3種 類 の ユ ウ ガ オ の 椀 を 図31の よ う に 配 置 す る 。

ハ ゴ ・ ワ ウ ォ は,オ ネ ・ リ ア で 料 理 を お こ な う ロ ウ ォ ・ コ レ 人 の 女(マ リ ア ・ウ タ)

と お な じ く,一 度 す わ る と 儀 礼 が お わ る ま で,た つ こ と も,話 を す る こ と も で き な く

な る 。
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と い う こ と は,大 便(ta'i)や 小 便(hoga)を も よ お し て も,ハ ゴ ・ ワ ウ ォ は,そ

の 場 で 用 を た さ な け れ ば な ら な い わ け で あ る が,も し 小 便 を す る な ら ば,そ の 年 は 雨

が ふ り っ づ き(ujaaelemba),大 便 を す る な ら ば 豊 作(kemabo'o)に な る の だ と い

わ れ る 。

ハ ゴ ・ワ ウ ォ が 所 定 の 位 置 に す わ る と,ウ ォ ロ ・マ ゲ 村 の 若 者 が ,図31に え が か れ

て い る 場 所 で 火 を 燃 や し は じめ る 。 火 種 は,ウ ォ ロ ・マ ゲ 村(DesaDetuPeraに 存 在

す る)の ハ ゴ ・ ワ ウ ォ の 家 か ら も っ て こ ら れ た も の で あ る 。

こ の 火 を つ か っ て,の ち ほ ど ア ン ト ン ・デ キAntonDeki--DesaDetuPera内 の

W。1。Nl。 村 に す む,Nd。P。Mbete(図4参 照)の 子 孫 で あ り,ポ オ.リ ア の と き に 副

食 とな る菜(uta)を 準備 す る役 割 をにな う 一一 が菜 を料理 す る。 今 回 の ポ オ ・リア

ト

で は,フ ァ タ ・マ リ の 中 央 を 流 れ る 川(図33参 照)で と れ た エ ビ(kuraな い し はsusu

皿uru)を つ か っ て,エ ビ 汁(utakuraな い し はutasusu皿uru)が っ く ら れ た が,菜 は

か な ら ず エ ビ 汁 だ け と い う わ け で は な い 。 つ ま り,火 入 れ の と き に 森 を 延 焼 さ せ た 者

が,タ ナ ・ ワ ト ゥ の ゆ る し を こ う た め に 豚 を 屠 殺 す る と,こ の 豚 も ま た 菜 と し て 料 理

さ れ る の で あ る162)。

11時36分:首 長 た ち の 持 参 し た 米 を 計 量 す る ク ラ ・ヘ ナkulahena(ユ ウ ガ オ の 椀

で 計 る)と よ ば れ る 儀 礼 が は じ ま る(写 真18参 照)。

米 の 計 量 を お こ な う た め に,ロ カ ・ ラ ウ(ポ オ の 祭 場)に す わ っ て い る の は,ハ ゴ

・ ワ ウ ォ
,ダ ワ ・デ ト ゥDawaDetu,タ ニ ・ダ ワTaniDawa,ワ ラ ・マ リWaraMari,

ロ ゴ ・ワ ン ゲLoghoWangge,ウ ォ ラ ・ ワ ラWoraWaraと い っ た 面 々 で あ る 。 ダ ワ ・デ ト

ゥ は,ハ ゴ ・ ワ ウ ォ の 夫,タ ニ ・ダ ワ は,ラ テ ・ン ゴ ジRateNggoji村 か ら や っ て き

た モ サ ・ ラ キ ・プ ウmosalakipu'u(根 本 の 首 長)の 代 理 人,ワ ラ ・マ リ は,フ ァ タ

・ ン ドポFataNdopo村 か ら や っ て き た モ サ ・ラ キ ・イ ネ ・ア メmosalakiineame

(妻 の 与 え 手 の 首 長)の 代 理 人,ロ ゴ ・ ワ ン ゲ は,ワ ト ゥ ・ネ ソWatuNeso村 に す む

モ サ ・ ラ キ ・へ 苓 ・サ ニmosalakihebesani(最 下 流 域 の 首 長)で あ る(図4参 照)。

ま た,ウ ォ ラ ・ワ ラ は,DesaWoloSa皿bi(図2参 照)内 の ウ ォ ロ ・サ ン ビWoloSambi

村 に す む ク ネ ・マ ラ 人(AtaKuneMara,図4参 照)の 成 員 で あ り,の ち ほ ど の べ る

よ う に,ジ ョ カ ・サ ワ ・タ カjokasawatakaに お い て も 重 要 な 役 割 を は た す が,こ の

よ う な 役 割 が あ た え ら れ る に い た っ た 歴 史 的 な い き さ つ に つ い て,く わ し い 情 報 を え

る こ と は で き な か っ た 。

ク ラ ・ヘ ナ に は,3つ の 方 法 が あ り,ど の 首 長 に は,ど の 方 法 が も ち い ら れ な け れ

ば な ら な い か が き ま っ て い る 。 ま た,ど の 方 法 が も ち い ら れ る か に よ っ て 持 参 さ れ る
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米 の 量 も き ま って お り,タ イ プ1の 場合 には,米 の は い った 大 き な蓋 つ き カ ゴ(sindu)

が1つ 持 参 され,タ イ プ2の 場 合 には3つ,タ イ プ3の 場 合 に は米 の は い った大 きな

蓋 つ きカ ゴが6つ 持 参 され る。 以 下 の記 述 は,表12と 図32を 参 照 しな が らよん で いた

だ きた い163⊃ 。

タ イ プ1:

a)首 長 の 妻 が 持 参 し た 大 き な 蓋 つ き カ ゴ(sindu)① か ら
,ダ ワ ・デ ト ゥ の 近 く

に お か れ て い る 平 カ ゴ(kidha)に 米 を い れ る 。

b)こ の 米 を ワ ラ ・マ リ が ヘ ナ ・サ ワ ・タ カ に 山 も り に な る ま で い れ る 。

c)ヘ ナ ・サ ワ ・ タ カ に い れ ら れ た 米 が,ロ ゴ ・ワ ン ゲ と ウ ォ ラ ・ワ ラ の 手 を 介 し

て,a群 の 編 み カ ゴ(benga)に あ け ら れ る 。 こ の 米 は,パ レ ・イ シ ・ リ ア ・

ル アpareisiriarua(2人 の リ ア ・ベ ー ワ の 米)と よ ば れ,ウ ォ ロ ・ レ レ

村 と ム ラ ㌦ ワ ト ゥ 村 に 居 住 す る2人 の リ ァ ・ベ ー ワ(表2,図4参 照)に あ た

え ら れ る 。

タ イ プ2:

a)首 長 の 妻 が,持 参 し た 大 き な 蓋 つ き カ ゴ ② か ら,ダ ワ ・デ ト ゥ の 近 く に お か れ

て い る 平 カ ゴ(kidha)に 米 を い れ る 。

b)こ の 米 を ワ ラ ・マ リ が ヘ ナ ・セ ン ガ ・ ジ ェ プ に 山 も り に な る ま で い れ る 。

c)山 も り に な っ て い る 部 分 を ハ ゴ ・ ワ ウ ォ が 両 腕 を つ か っ て,ヘ ナ ・ハ ゴ ・ ワ ウ

ォ の お か れ て い る 大 き な 平 カ ゴ(kidharia)に 移 す 。 こ の 行 為 は,ハ ゴ ・ ワ ウ ォ

・ ト ウ ・ ン ボ ト ゥhagowawo
,to'umbotu(上 の 部 分 を と り,山 の 部 分 を つ ま

む)と よ ば れ る 。 ま た,ヘ ナ ・ハ ゴ ・ ワ ウ ォ の お か れ て い る 大 き な 編 み カ ゴ に

移 さ れ た 米 は,パ レ ・イ シ ・ハ ゴ ・ワ ウ ォpareisihagowawo(ハ ゴ ・ ワ ウ ォ

の 米)と よ ば れ,ハ ゴ ・ ワ ウ ォ に あ た え ら れ る 。

d)ヘ ナ ・セ ン ガ ・ジ ェ ブ に の こ っ て い る 米 を 首 長 の 妻 に 返 却 す る 。

e)首 長 の 妻 が,持 参 し た 大 き な 蓋 つ き カ ゴ ① か ら,ダ ワ ・デ ト ゥ の 近 く に お か れ

て い る 飯 カ ゴ に 米 を い れ る 。

f)ワ ラ ・マ リ が,そ の 米 を ヘ ナ ・サ ワ ・タ カ が 山 も り に な る ま で い れ る 。

g)ヘ ナ ・サ ワ ・ タ カ に は い っ て い る 米 が,ロ ゴ ・ ワ ン ゲ と ウ ォ ラ ・ワ ラ の 手 を 介

し て,a群 の 編 み カ ゴ に あ け ら れ る 。 こ の 米 は,ウ ォ ロ ・ レ レ 村 と ム ラ ・ ワ ト

ゥ 村 に 居 住 す る2人 の リ ア ・ベ ー ワ に あ た え ら れ る パ レ ・イ シ ・ リ ア ・ル ア と
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なる 。

h)首 長 の 妻 が,持 参 した大 きな蓋 つ きの 編 み カ ゴ③ か ら ,ダ ワ ・デ トゥの近 く に

おか れ て い る 編 み カ ゴ に米 をいれ る 。

i)こ の 米 を ワラ ・マ リが ヘ ナ ・サ ワ ・タ カ にWも りにな る まで い れ る 。

j)ヘ ナ ・サ ワ ・タ カ には い って いる 米 を首長 の 妻 に返却 す る 。 首長 の妻 は,dと

jに おい て返 却 され た 米 を炊 いて ア レ ・ポオarePO'0(ポ オ の 飯)と よば れ る

料 理(後 述)を つ くる が,ポ オ ・リア で つか わ れ る の は,dに おい て返 却 され

た 米 で あ り,jに おい て 返却 され た 米 は,ポ オ ・ロオpoOlo'o(後 述)で つ か

わ れ る 。

タイ プ3:

上 記 のaか らjに い た る行 為 が,2度 く りか え され る。 そ の た び ごと に,持 参

した6つ の大 きな 蓋 つ き のカ ゴ米(① ～⑥)か ら,ダ ワ ・デ トゥの 近 くにお か

れ て い る 平 カ ゴ に米 をいれ る。 首長 の 妻 は,2回 のdとjに お い て返 却 され た

米 を炊 い て ア レ ・ポ オ をつ くる 。 タ イ プ2の 場 合 と おな じく,dに お いて返 却

され た米 は,ポ オ ・リァ でつ か われ,jに おい て返 却 され た 米 は,ポ オ ・ロオ

で も ち い られ る 。

米 の は い っ た蓋 つ きカ ゴ(sindu)の 数 と ク ラ ・ヘ ナ との 相 互 関係 につ いて は 図32を,

首 長 たち が 所 属 す る 集 団 間 の 関係 につ い て は 図3と 図4を 参 照 され た い。 な お,表12

の なか に記 載 され て い る ア タ ・ン ドン ドAtaNdondo(ン ドン ド人)と は,行 政村Desa

KotaBaru(図2参 照)と 隣接 す る 政治 共 同体,ン ドン ド地 域(TanaNdondo,図12で

は,Dondoと 表 記 され て い る)に 出 自を もつ 者 の こ とで ある 。

12時6分:ハ ゴ ・ワウ ォの 前 に おかれ て い る大 き な 平 カ ゴか らあ ふれ そ う にな っ た

米 がb群 の 編 み カ ゴに あ け られ る 。 この米 は,ク ラ ・ヘ ナ をお こな う過 程 で ヘ ナ ・セ

ン ガ ・ジ ェブ や ヘ ナ ・サ ワ ・タカ か ら こぼ れ おち た 米 で ある 。

13時14分:再 度,ハ ゴ ・ワ ウ ォの 前 に おか れ て い る 大 きな 平 カ ゴ にた ま って いた 米

をb群 の 編 み カ ゴ に あ け,ク ラ ・ヘ ナ の 儀 礼 がす べ て終 了す る 。a群 の 編 み カ ゴ もb

群 の 編 み カ ゴも,米 で満 杯 にな って い る。

ア レ ・ポ オarepo'o(ポ オ の飯)を 炊 く作 業(poOare)は,適 宜 は じめ られ る こ

と にな って い るの で,ク ラ ・ヘ ナが 終 了 す る ころ に は,大 多 数 の人 々が,す で に ア レ

・ポ オ を炊 き は じめ て い る(写 真19参 照) 。 ア レ ・ポオ は,っ ぎ の よ う に して炊 か れ
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る 。

a)ま ず あ た りに落 ち て い る大 き な石 をあ っ め,そ れ を約60～70セ ン チ メー トル ほ

どの 高 さ につ み あ げ る。 この よ うな 石 山を数 メー トル の 間 隔 を も たせ て2つ 作

る。

b)そ して,こ の 石 山 に,丸 太(gega)を のせ,2つ の 石 山に いわ ば橋 をか け る よ

う にす る 。 この よ う に して つ く られ た もの の 全体 は,マ ロ皿aroと よば れ る 。 な

お,マ ロは,い くつか の 世帯 が共 同 で つ くる 場合 が 多 く,お な じ村 落 共 同体 に

す む 人 々は,た が い に近 接 した場 所 に マ ロ を設 置 す る 。 マ ロが つ く られ る 場所

の 概 略 につ い て は 図33を 参 照 され た い。

c)こ の 作 業 と同 時平 行 して,女 たち が,つ ぎの よ うな 作業 を お こな う。 持参 した

竹 筒(bhoku)の なか に,シ マオ オ タ ニ ワ タ リ(リ オ 語 名:kore;学 名:Asple-

niumnidus)の な が い葉 を さ しこみ,竹 筒 の 内側 には りつ かせ る。

d)つ ぎ に,米 とコ コナ ツ ミル ク を竹筒 の なか にいれ る 。

e)こ の 竹筒 を丸 太 にた て か け る。

f)竹 筒 の わ き で,持 参 した薪 をもや す 。 火種 はs10時38分 に燃 や しは じめ られ た

火 か らと って くる の が原 則 で あ る。 竹 筒 が 青 い まま だ った り,あ る い は燃 え だ

した り しな い よ う に,火 加 減 に注 意 しな が ら作 業 をす す め る164》 。

16時14分:ア レ ・ポ オ が ロカ ・ラ ウ(ポ オ の祭 場)に あつ め られ る。 一 般 民 も首 長

た ち も,各 世 帯 につ き,最 低 限1本 の ア レ ・ポ オ を供 出す る こ とが な らわ しにな って

お り,筆 者 の 知 る か ぎ り,首 長 た ち といえ ども,1本 以上 の ア レ ・ポ オ を供 出 した 者

は,ほ とん どい な か っ た よ うで あ る。

ク ラ ・ヘ ナ に おい て,タ イ プ2と タイ プ3の 方 法 が適 用 され た 首長 たち は,dに お

い て返 却 され た 米 で ア レ ・ポ オ をつ くる わ け で あ るが,こ の 米 で ア レ ・ポ オ をっ くる

と,数 本 の ア レ ・ポ オ が で きる 。 したが って,か れ らは,ロ カ ・ラ ウ に も って くる 必

要 の な い ア レ ・ポ オ を複 数 本 も って いる わ け で ある が,こ れ らの ア レ ・ポ オ は,帰 宅

す る まえ に,フ ァタ ・マ リで 食 べ られ,そ の とき にあ ま った も の は,村 にも ち か え ら

れ る 。

とも あ れ,1984年 の ポ オ ・リアで は,156本 の ア レ ・ポ オ が ロ カ ・ラ ウ にあつ め ら

れ た 。

16時28分:4本 の ア ウ竹 が,ム ス ・マ セ(石 柱)の わ きの 大木(図31参 照)に た て
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か け ら れ,ノ キ ・ア レ ・ポ オnokiarepo'o(ア レ ・ポ オ の 棚)が つ く ら れ る 。 そ し

て,ロ カ ・ ラ ウ に も っ て こ ら れ た ア レ ・ポ オ が,そ の な か に つ み あ げ ら れ る(写 真20

参 照)。 ノ キ ・ア レ ・ポ オ に つ み あ げ ら れ た ア レ ・ポ オ は,ア レ ・ア エ ・ ウ ジ ャare

aeuja(雨 水 の 飯)と よ ば れ る よ う に な る 。

16時33分:ア ン トン ・デ キ が,エ ビ 汁 を ヤ シ 殻 の 椀 に よ そ っ て
,近 く に い る ウ ォ ラ

・ ワ ラ に わ た す
。'ウ ォ ラ ・ワ ラ は,ビ ン ロ ウ ヤ シ の 葉 鞘(皿ba'o)を お り ま げ て つ く っ

た 長 さ 約40c皿 ほ ど の 舟(kowa)と ウ ォ ロ ・マ ゲ 村 の マ ロ(ア レ ・ポ オ が 炊 か れ る 場 所)

で 炊 か れ た ア レ ・ポ オ の1本 を も っ て い る 。 舟 の な か に は,な に も は い っ て い な い が,

本 来 な ら ば,開 墾 地 か ら も っ て こ ら れ た サ ワ ・タ カsawataka(直 訳:斧 の 木 く ず;

意 訳:燃 え の こ っ た 木 の く ず)が は い っ て い な け れ ば な ら な い の だ と い わ れ る165)。

16時36分:ウ ォ ラ ・ ワ ラ が,エ ビ 汁,舟,ア レ ・ポ オ を も っ て,川 に む か っ て 歩 い

て ゆ く 。 そ し て,子 供 た ち が,そ の 後 を 追 っ て ゆ く 。 道 々,人 々 が ひ と に ぎ り の 米 を

舟 の な か に い れ る 。

16時40分:川 に 到 着 し,竹 筒 を 割 っ て ア レ ・ポ オ を だ し,エ ビ 汁 と と も に 舟 の な か

に い れ る 。 そ し て,つ ぎ の よ う な 呪 文 を さ さ や く が,イ ネine(「 源 」)と よ ば れ る

呪 文 の キ ー タ ー ム は 声 に だ さ れ な い 。

nuno'orubu,雲 と と も に 彼 方 へ む か い,

lelano'oangi.,風 と と も に 飛 び さ れ 。

miuakujokadoina.私 は お ま え を 追 い は ら う 。

miulorawola皿basaidaghawalau.海 に む か っ て ま っ す ぐ に か え っ て ゆ け 。

t'e'u,hego,wuga,ネ ズ ミ,ヘ ゴ 虫,ウ ガ 虫166),

tekuku,anah"e,山 鳩,ス ズ メ よ,

bhalewalo.か え っ て ゆ け 。

そ し て,舟 を,竹 筒 に の っ て い る ア レ ・ポ オ と と も に 川 に な げ す て る 。 す る と 子 供

た ち が,い っ せ い に 石 を な げ っ け,舟 は,ま た た く ま に 水 の な か に 沈 ん で し ま う 。 以

上 の よ う な 儀 礼 行 為 は,ジ ョ カ ・サ ワ ・タ カjokasawataka(燃 え の こ っ た 木 の く ず

を 追 い は ら う)と よ ば れ る 。

な お,こ の ジ ョ カ ・サ ワ ・タ カ が お こ な わ れ る 川 は,フ ロ ー レ ス 島 の 南 に ひ ろ が る

メ シ ・ア タ ・ハ キ 皿esiatahaki(直 訳:男 の 海;意 訳:サ ブ 海)に む か っ て 流 れ て

い る 。
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16時39分:ノ キ ・ア レ ・ポ オ の 前 に バ ナ ナ の 葉(wunumku)が し き つ め ら れ る 。

そ し て,竹 筒 を 山 刀 で 割 っ て,ア レ ・ ア エ ・ ウ ジ ャ(雨 水 の 飯)を バ ナ ナ の 葉 の 上 に

だ す 作 業(kelaarepo'o)が お こ な わ れ は じ め る 。 た だ し,竹 筒 か ら だ さ れ る の は,

ノ キ ・ア レ ・ポ オ に つ み あ げ ら れ た ア レ ・ア エ ・ウ ジ ャ の 一 部 で あ る 。

16時52分:ア ン ト ン ・デ キ が,ア レ ・ア エ ・ウ ジ ャ(雨 水 の 飯)を 手 で 適 当 な 大 き

さ に お っ て,2つ の ユ ウ ガ オ の 椀(ヘ ナ ・セ ン ガ ・ジ ェ ブ と ヘ ナ ・サ ワ ・タ カ)に も

る 。 そ し て,2つ の ヤ シ 殻 の 椀 に よ そ っ た エ ビ 汁 と と も に,ロ カ ・ ラ ウ に あ る ム ス ・

マ セ(石 柱)の と こ ろ に も っ て く る(図34参 照)。

16時54分:ワ ラ ・マ リ が,手 を つ か っ て ア レ ・ア エ ・ ウ ジ ャ(雨 水 の 飯)と エ ビ を

ム ス ・マ セ(石 柱)の 上 に お く 。 つ づ い て 図34の な か に え が か れ て い る 他 の 首 長 た ち

が,お な じ よ う な 方 法 で ア レ ・ ア エ ・ウ ジ ャ と エ ビ を 石 柱 の 上 に お い て ゆ き(ム ス ・

マ セ の ま わ り に す わ る 首 長 た ち の 構 成 は,毎 年 少 し ず つ こ と な る),最 後 に モ ケ 皿oke

(サ トウ ヤ シ の 樹 液 を 醸 し た 酒)を 注 ぎ か け る 。 そ し て,ワ ラ ・マ リ が,つ ぎ の よ う

な 祝 詞 を 言 上 す る 。

uleagelekalialubueobewa.

mbasaibeubeu,

sigabewabewa.

ghelemaitenukeli,

laumaitenumau,

umalo'oumaria,

bo'oleisawe.

pirelejalimarua,

ma'amekoma'eheri.

ふ か い洞 穴か らの鳥 よ。

遠 くへ ゆ き な さい 。

か な たへ飛 び さ りな さ い。

山の 方 で も,

海 の 方で も,

小 さ い畑 も,大 きな畑 も,

み ん な豊 作 に なれ 。

7日 の あ い だ は禁 忌167)。

動 い た り,さ わ が し くす る な。

1984年 の ポ オ ・ リ ァ で は,お な じ 文 脈 で,つ ぎ の よ う な 祝 詞 が,モ サ ・ ラ キ ・ヘ ベ

・サ ニmosalakihebesani(最 下 流 域 の ま も り を か た め る 首 長)で あ る ロ ゴ ・ワ ン

ゲLoghoWannge(図4参 照)に よ っ て 言 上 さ れ た168)。

du'aghetaluluwula,

ngga'eghalewenatana.

リ ロ リ

wa-usaino-omanguau.

月の 上 の 天 空神 よ。

土 の 下の 土 地神 よ。

ア ウ竹 の 主柱 をお りて き て くだ さ い。
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wa'usaino'otangilimaesa.

pa'ati'idilekaka.

pa'ati'idilekapesa.

lekaFataMari,

gheleno'olauno'o,

ghaleno'omenamai,

6段 の 梯 子 を お り て き て く だ さ い169)。

飯 を お 供 え い た し ま す 。

肉 を お 供 え い た し ま す 。

フ ァ タ ・マ リ に,

maisawedowa,

kitametadosamasama.

kamiTinawalolekakau,

patiwalokamihiwaina.

gagadibo'o,kewidiae.

penidinge,wesidinuwa.

rinalekakau.

du'aghetaluluwula,

ngga'eghalewenatana.

四方 八 方か ら170),

や っ て き て,

い っ しょにす わ って お りま す。

お願 い い た します,

今年 も ま た,お あた え くだ さ い ます こ と を。

豊 作 にな ります こ と を,

家 畜 がふ え ます こ と を,

お願 い も う しあ げ ます 。

月 の上 の 天 空神 よ,

土の 下の 土地 神 よ。

祝 詞 の 言 上 が お わ る と,ム ス ・マ セ(石 柱)の ま わ り に し ゃ が ん で い る 首 長 た ち が,

ユ ウ ガ オ の 椀 と ヤ シ 殻 の 椀 に の こ っ て い る ア レ ・ア エ ・ ウ ジ ャ(雨 水 の 飯)と エ ビ 汁

を 手 づ か み で 食 べ る 。

こ れ と 同 時 並 行 し て,ハ ゴ ・ワ ウ ォ に も ア レ ・ア エ ・ ウ ジ ャ(雨 水 の 飯)と エ ビ 汁

が あ た え ら れ る 。 ハ ゴ ・ ワ ウ ォ は,す わ っ て い る 場 所 の す ぐ 前 に あ る 石 一 一 ハ ゴ ・ワ

ウ ォ の 説 明 に よ る と,こ の 石 の よ う に み え る も の はsほ と ん ど 土 の な か に う ず ま っ て

い る が,れ っ き と し た ム ス ・マ セ(石 柱)な の だ と い わ れ る 一 一 の 上 に ア レ ・ア ェ ・

ウ ジ ャ と エ ビ を 供 え た う え で,そ の の こ り を 食 べ て い る 。

17時3分:ム ス ・マ セ の ま わ り に す わ っ て い た 首 長 た ち が,食 事 を お え て,た ち あ

が る 。 す ぐ に,ユ ウ ガ オ の 椀 の な か に の こ っ て い た ア レ ・ア エ ・ ウ ジ ャ が,近 く に い

た 子 供 た ち に わ け あ た え ら れ る 。

17時5分:竹 筒 か ら だ さ れ ず に,ノ キ ・ア レ ・ポ オ に つ ま れ た ま ま に な っ て い た ア

レ ・ア エ ・ウ ジ ャ(雨 水 の 飯)が,首 長 た ち に 分 配 さ れ る 。1984年 の ポ オ ・ リ ァ で は,

リ ア ・ベ ー ワriabewaに10本 ず つ,モ サ ・ラ キmosalaki(mosalakipu'uとmosa

lakiineameの 代 理 人sそ れ にmosalakihebesani)に5本 ず つ,ハ ゲhage(hage

lo'oとhageriaを ふ く む)に1本 ず つ ア レ ・ア エ ・ウ ジ ャ が 分 配 さ れ た 。 首 長 た ち の
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地 位 に つ い て は,表12を 参 照 さ れ た い 。

こ れ と 同 時 平 行 し て,a群 の 編 み カ ゴ に は い っ て い た 米(pareisiriarua)が 半

分 に わ け ら れ,2人 の リ ア ・ベ ー ワ に あ た え ら れ る 。 そ し て,ハ ゴ ・ワ ウ ォ は,b群

の 編 み カ ゴ に は い っ て い た 米(pareisihagowawo)を も ち か え る 。

人 々 は,か え る 準 備 が で き し だ い,っ ぎ っ ぎ と フ ァ タ ・マ リ を さ っ て ゆ く 。 そ れ と

い う の も,暗 く な る と,タ ナ ・ ワ ト ゥ が ア レ ・ア ェ ・ ウ ジ ャ(雨 水 の 飯)を も と め て

や っ て く る か ら で あ り,ポ オ ・ リ ア が お こ な わ れ た 夜,人 間 は,フ ァ タ ・マ リ に 近 よ

っ て は な ら な い の だ と い わ れ る 。

19時30分:フ ァ タ ・マ リ か ら ウ ォ ロ ・ レ レ 村 へ む か う 途 中tあ た り は 薄 闇 か ら 漆 黒

の 闇 に か わ る 。 そ の な か を 手 さ ぐ り 状 態 で 山 道 を の ぼ り つ め,三 々 五 々,村 人 た ち が

ウ ォ ロ ・ レ レ 村 に 到 着 す る 。 オ ネ ・ リ ア で は,す ぐ に 女 た ち が 副 食 物 と な る 菜(uta)

の 料 理 を は じ め る 。 菜 は,塩 魚 の コ コ ナ ヅ ミ ル ク 煮(utaika)と カ ボ チ ャ 汁(uta

besi)で あ っ た が,そ の 内 容 に き ま り が あ る わ け で は な い 。

21時00分:こ れ ら の 菜 と フ ァ タ ・マ リ か ら も ち か え ら れ た ア レ ・ア エ ・ ウ ジ ヤ(雨

水 の 飯)が,足 つ き の 素 焼 き の 器(paneha'ibewa)に も ら れ,オ ネ ・ リ ア の 前 庭 に

あ る ワ ン ゲ ・ ン ベ テWanggeMbete(AtaNgga'e)の 墓 と,オ ネ ・ リ ア の 左 前 方 に あ る,

そ の 息 子 の ン ベ テMbeteの 墓 に10分 間 ほ ど 供 え ら れ る(図7参 照,図14参 照)。

そ の あ とsこ れ ら の 供 え 物 の が オ ネ ・ リ ア の マ ガ ・ロ オ(図16参 照)に も っ て こ ら

れ,ヤ コ ブ ・ ン ド リ ・ ワ ン ゲ と ソ ロ モ ン ・ ウ ォ ダ(表10参 照)に よ っ て 食 さ れ る 。 そ

れ と 同 時 に,オ ネ ・ リ ア に す む 他 の 人 々 も,べ つ の 器 に も ら れ た ア レ ・ア エ ・ウ ジ ャ

(雨 水 の 飯)を は じ め と す る ア レ ・ポ オ と 菜 を マ ガ ・ロ オ で 食 べ る 。 ワ ン ゲ ・ン ベ テ

と ン ベ テ の 墓 に だ け 供 物 が お か れ た 理 由 を く わ し く は た ず ね な か っ た が,そ の 理 由 と

し て は,マ ガ ・ロ オ と 墓 と の 近 さ や ン ベ テ の 妻 が オ ネ ・ リ ア に 住 ん で い る(表10参 照)

こ と な ど が あ げ ら れ よ う 。

フ ァ タ ・マ リ か ら も ち か え ら れ た ア レ ・ア エ ・ウ ジ ャ を は じ め と す る ア レ ・ポ オ は,

オ ネ ・ リ ア に か ぎ ら ず 通 常 の 家 屋 の 場 合 で も,家 の な か に も ち こ む こ と が 禁 じ ら れ て

い る の で,食 事 は,マ ガ ・ロ オ(図16参 照)も し く は 地 面 の 上(ghaletana)で お こ

な わ な け れ ば な ら な い の で あ る 。

6・10・7.ず オ の 禁 忌

ポ オ ・ リ ア が お わ る と,6日(lejali皿aesa)の あ い だ リ セ ・ ン ゴ ン デ ・ リ ア の 住

一154一



民 に は,ピ レ ・ポ オpirePO'O(ポ オ の 禁 忌)と 総 称 さ れ る,つ ぎ の よ う な 禁 忌 が 課

さ れ る171)。a)畑 仕 事 の 全 面 的 な 禁 止(pirekemau皿a)。b)ホ ウ キ で 掃 除 を す る

こ と の 禁 止(pirengoni)。c)ひ げ 剃 り の 禁 止(pirehonggaku皿i)。d)髪 の 毛 を

く し け ず る こ と の 禁 止(piresubifu)。e)毛 髪 を 切 る こ と の 禁 止(piregutifu)。

f)顔 を 洗 う こ と の 禁 止(pirepounia)。g)水 浴 の 禁 止(pirerioae)172)。

こ れ ら の 禁 忌 が ま も ら れ な い と,作 物 は 鳥 獣 や 害 虫 の 被 害 を う け た り173),凶 作 に

な る の だ と い わ れ,と く に ク ラ ・ヘ ナ に 参 加 し た 首 長 た ち は,禁 忌 を お か さ な い よ う

に つ と め な け れ ば な ら な い 。

6・10・8ハ ゴ ・ ワ ウ ォ の 儀 礼 行 為

フ ァ タ ・マ リ か ら か え っ た の ち,ハ ゴ ・ワ ウ ォ の 家 で は,っ ぎ の よ う な 儀 礼 が お こ

な わ れ る 。 ま ず,ハ ゴ ・ ワ ウ ォ の 家 の 前 庭 で 火 を た き,そ こ で 副 食 物 と な る 菜(お そ

ら く は 肉)が 料 理 さ れ る 。 菜 が で き あ が る と,ウ ォ ロ ・マ ゲ 村 の 家 々 に と も さ れ て い

る す べ て の 明 か り を 消 し,初 代 の ハ ゴ ・ワ ウ ォ で あ る ケ ワ ・ ウ ォ ダ(2・4参 照)の

遺 骨 箱 と ワ ト ゥ ・エ コ ・ リ マ ・ル アwatuekolimarua(7匹 の 石)と よ ば れ る7つ

の 石 に ア レ ・ア 午 ・ ウ ジ ャ(雨 水 の 飯)と 菜 が 供 え ら れ る 。 筆 者 は 実 見 し な か っ た が,

ワ ト ゥ ・エ コ ・ リ マ ・ル ア はsケ ワ ・ ウ ォ ダ の 遺 骨 箱 が お さ め ら れ て い る バ クbhaku

と よ ば れ る 建 物 の 近 く に あ る と い う 説 明 を き い た 。

そ の 後,ハ ゴ ・ ワ ウ ォ の 家 に す む 人 々 が マ ガ(図15参 照)に あ つ ま っ て,ア レ ・ア

エ ・ ウ ジ ャ を は じ め と す る ア レ ・ポ オ(竹 筒 で 炊 か れ た 飯)を 菜 と と も に 食 べ る 。

ま たsハ ゴ ・ワ ウ ォ は,フ ァ タ ・マ リ か ら も ち か え っ た パ レ ・イ シ ・ハ ゴ ・ ワ ウ ォ

(ハ ゴ ・ワ ウ ォ に あ た え ら れ た 米)を,ポ オ の 期 間 中 に 食 べ つ く さ な け れ ば な ら な い

が174),パ レ ・イ シ ・ハ ゴ ・ ワ ウ ォ を 食 べ る と き に は,つ ぎ の よ う な 禁 忌(pire)が

課 さ れ る 。

a)パ レ ・イ シ ・ハ ゴ ・ワ ウォ は,家 の な か に もち こむ ことが で き な いの で,家 の

前 庭 で 炊 か な けれ ば な らな い。

b)お な じ理 由か ら,食 事 は つね にマ ガ(図15参 照)で お こなわ れ な けれ ば な らな

い 。

c)日 常 生 活 に お いて,竹 床 に こぼれ おち た食 物 は,ホ ウキ をっ か って 床 下 には き

お と され る(ngoni)。 だ が,パ レ ・イ シ ・ハ ゴ ・ワ ウォ を は き お とす ことは 禁
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忌 な の で,ポ オ の 期 間 中 は,竹 床 が 飯 粒 で よ ご れ る と 犬 を よ ん で き て な め さ せ

る(la'i)。

d)パ レ ・イ シ ・ハ ゴ ・ ワ ウ ォ を 洗 い 流 す(lego)こ と は 禁 忌 な の で,食 事 が す む

と 食 器 類(pane)や ス プ ー ン(gabe)は,手 で ふ き と っ た だ け で(puinoO

uralima),マ ガ に ふ せ て お か れ る 。 ま た,お な じ 理 由 か ら,釜 や 鍋 を 洗 う こ

と も 禁 じ ら れ て い る 。

e)ポ オ の 期 間 中,ハ ゴ ・ワ ウ ォ は,飯 以 外 の も の を 主 食 に し て は な ら な い 。

f)ポ オ の 期 間 中,ハ ゴ ・ワ ウ ォ は,炊 事(ringgoranggo)を お こ な っ て は な ら な

い175)。

以 上 の よ う な 禁 忌 を お か す な ら ば,日 照 り が つ づ い て 作 物 が 全 滅 し た り(parejawa

moemadelejaria),鳥 が 作 物 を 食 い あ ら し た り(uleagekoruno'onggae),大 風

(angiria)や 土 砂 く ず れ(koraberg)が お こ り,作 物 を 流 し さ っ て し ま う(ngoau皿a

rema)の だ と い わ れ る 。

ま た,ハ ゴ ・ ワ ウ ォ は,ポ オ の 期 間 に,家 の な か(居 間)に は い る こ と が で き な く

な り,夜 も マ ガ(図15参 照)で 寝 る よ う に な る 。 だ が,リ オ 族 の 社 会 に お い て,女 性

は 居 間 で 寝 る の が 普 通 で あ り,マ ガ で 寝 る こ と は ま ず あ り え な い 。 し た が っ て,こ の

よ う な ハ ゴ ・ ワ ウ ォ の 行 為 は 異 常 だ と い え る が,こ れ は,数 世 代 ま え ま で お こ な わ れ

て い た 乱 交 の な ご り な の だ と い わ れ る 。 す な わ ち,ハ ゴ ・ ワ ウ ォ は,ポ オ の 期 間 中,

不 特 定 多 数 の 男 性 を ま ね き い れ,マ ガ に お い て 性 的 な 交 渉 を お こ な っ て い た と い う 伝

承 が あ り,こ の よ う な ハ ゴ ・ ワ ウ ォ の 行 為 は,テ エ ・タ ナ,ラ ニ ・ワ ト ゥte'etana,

laniwatu(寝 ゴ ザ は 土,枕 は 石)と 表 現 さ れ る 。

し か し な が ら,現 在 の ハ ゴ ・ ワ ウ ォ に は 正 式 の 夫(ダ ワ ・デ ト ゥDawaDetu)が お

り(2・4,表12参 照),ポ オ の 期 間 中,ハ ゴ ・ワ ウ ォ は,ダ ワ ・デ ト ゥ と と も に マ

ガ で 就 寝 す る 。

筆 者 は,ポ オ ゐ 期 間 中,ハ ゴ ・ワ ウ ォ の 家 に 泊 め て も ら い,か れ ら と と も に マ ガ で

寝 る こ と が で き た 。 マ ガ に は 棚 が つ く ら れ,そ の 棚 に は,ク ラ ・ヘ ナ の と き に っ か わ

れ た 大 き な 平 カ ゴ(kidharia)と ヘ ナ ・ハ ゴ ・ ワ ウ ォ が お か れ て い た 。 そ し て,ハ

ゴ ・ ワ ウ ォ は,ポ オ の 期 間 中,マ ガ で 寝 な け れ ば な ら な い 理 由 を 「大 き な 平 カ ゴ の 番

を す る こ と 」(daikidharia)に も と め て い た 。 し か し な が ら,リ セ ・ ン ゴ ン デ ・ リ

ア に お い て 一 般 に 流 布 さ れ て い る の は,こ の よ う な 説 明 で は な く,上 記 の よ う な 伝 承

な の で あ る 。 誤 解 の な い よ う に の べ て お く が,筆 者 は,こ の よ う な 伝 承 を 事 実 と し て

一156一



う け とめ て い る わ け で は な い。 の ち ほ どの べ る よう に ,こ の よ うな伝 承 が 事 実 で あ っ

た か ど うか を問 う こ とは,ま った く無 意 味 な の で ある 。

6・10・9ポ オ ・ロ オ 儀 礼

ポ オ の 期 間 中 に,リ セ ・ ン ゴ ン デ ・ リ ア 内 の い く つ か の 場 所 で ,ポ オ ・ロ オpo'o

lO'0(小 さ な ポ オ)と よ ば れ る 儀 礼 が お こ な わ れ る 。 こ の ポ オ ・ロ オ は,も っ と も ゲ

タ(上 流 ・山)な い し は ゲ レ(斜 め 上)の 方 向 に あ る 村 落 共 同 体 か ら,も っ と も ラ ウ

(下 流 ・海)な い し は ガ ワ(斜 め 下)の 方 向 に あ る 村 落 共 同 体 へ と,っ ぎ っ ぎ と 日 に

ち を ず ら し て お こ な わ れ て ゆ く 。 し た が っ て,リ セ ・ ン ゴ ン デ ・ リ ア の な か で,も っ

と も ゲ タ な い し は ゲ レ の 方 向 に あ る マ キ ・ ン ド リ ・ワ ン ゲ(2・5参 照)で は,ポ オ

・ リ ア の 翌 日
,た と え ば1983年 の 場 合 で あ る な ら ば,9月26日 に ポ オ ・ロ オ が お こ な

わ れ,も っ と も ラ ウ な い し は ガ ワ の 方 向 に あ る ワ ト ゥ ・ネ ソWatuNeso村 の 周 辺 で は,

9月30日 に ポ オ ・ ロ オ が お こ な わ れ た 。

し か し な が ら,お な じ 日 に ポ オ ・ロ オ を お こ な う と は い え,村 落 共 同 体 に 居 住 す る

す べ て の 人 々 が,ひ と つ の 場 所 に あ っ ま っ て ポ オ ・ ロ オ を お こ な う の で は な い 。 つ ま

り,お な じ 村 落 共 同 体 の な か に あ り,か つ 川 や 山 で か こ ま れ た(tanasOnO'OlOwO

no'owolo)地 域 に あ る 村 々 が あ つ ま っ て,ポ オ ・ ロ オ を お こ な う の で あ る 。 マ キ ・

ン ド リ ・ワ ン ゲ(2・5参 照)を 例 に と る と,ウ ォ ロ ・ レ レ 村,ア エ ・ ト ゥ ン グ 村,

ウ オ ロ ・フ ァ イ 村,テ ボ ・ラ カ 村,ウ ォ ロ ・ ム デ 村,オ ト ・パ ウ 村 の 人 々 は,ア エ ・

ラ ボA"eLaboと よ ば れ る 場 所 でsカ ジ ュ ・マ ニ 村 の 人 々 は,デ ト ゥ ・ ド ゥ リDetuDu-

1iと よ ば れ る 場 所 で,ウ ォ ロ ・ボ ア 村 の 人 々 は,リ ア ・サ ン ベLiaSambeと よ ば れ る

場 所 で,そ れ ぞ れ ポ オ ・ロ オ を お こ な う の で あ る 。

1983年9月26日10時30分 ご ろ:ウ ォ ロ ・ レ レ 村,ウ ォ ロ ・フ ァ イ 村,テ ボ ・ ラ カ 村,

ア エ ・ ト ゥ ン グ 村,ウ ォ ロ ・ム デ 村,オ ト ・パ ウ 村 の 人 々 が,ウ ォ ロ ・ レ レ 村 の そ ば

に あ る ウ ォ ア 川(LoboWoa)に 近 い ア エ ・ラ ボA"eLaboと よ ば れ る 場 所 に あ つ ま り,

図35の よ う に マ ロmaro(ア レ ・ポ オ を 炊 く 場 所)を 設 置 し,ア レ ・ポ オ を 炊 き は じ め

る 。 ア レ ・ポ オ の つ く り 方 は,ポ オ ・ リ ア の 場 合 と ま っ た く お な じ で あ る 。 だ が,ポ

オ ・ ロ オ で は,ク ラ ・ヘ ナ に 類 す る 儀 礼 は お こ な わ れ な い 。

15時18分:炊 き あ が っ た ア レ ・ポ オ が,マ ロ か ら ム ス ・マ セ(石 柱)の あ る ロ カ ・

ラ ウ(ポ オ の 祭 場)に も っ て こ ら れ る 。 ポ オ ・ リ ア の 場 合 と お な じ く,ロ カ ・ラ ウ に

も っ て こ ら れ た ア レ ・ポ オ は,ア レ ・ア エ ・ ウ ジ ャ(雨 水 の 飯)と よ ば れ る よ う に な
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る 。

15時32分:ア レ ・ポ オ を も っ て き た 者 の 名 前 を,ソ ロ モ ン ・ ウ ォ ダ が ノ ー ト に ひ か

え る 。 ポ オ ・ リ ア の ク ラ ・ヘ ナ に 参 加 し た 者 も 一 般 民 も,各 世 帯 ご と に 最 低1本 の ア

レ ・ポ オ を 供 出 す る こ と が な ら わ し に な っ て お り,筆 者 の 知 る か ぎ り,1本 以 上 の ア

レ ・ポ オ を 供 出 し た 者 は,ほ と ん ど い な か っ た よ う で あ る 。

ク ラ ・ヘ ナ に 参 加 し,タ イ プ2と タ イ プ3の 方 法 で 米 が 計 量 さ れ た 者 た ち は,jに

お い て 返 却 さ れ た(6・10・6参 照)米 で ア レ ・ポ オ を つ く る わ け で あ る が,こ の 米

で ア レ ・ポ オ を つ く る と,数 本 の ア レ ・ポ オ が で き る 。 し た が っ て,か れ ら は,ロ カ

・ ラ ウ に も っ て く る 必 要 の な い ア レ ・ポ オ を 複 数 本 も っ て い る わ け で あ る が,こ れ ら

の ア レ ・ポ オ は,帰 宅 す る ま え に 食 べ ら れ た り,食 べ き れ な か っ た も の は,村 に も ち

か え ら れ る 。

と も あ れt1984年 度 の ポ オ ・ロ オ で は,総 計 は105本 の ア レ ・ポ オ が ロ カ ・ラ ウ に

あ つ め ら れ た 。

15時39分:ヨ セ ブ ・オ ナYosepOna(図8参 照)が,ビ ン ロ ウ ヤ シ の 葉 鞘 で つ く っ

た 舟 と ヤ シ 殻 の 椀 に い れ た エ ビ 汁(utakura)一 一 こ れ は ヤ コ ブ ・ン ド リ ・ ワ ン ゲ の

マ ロ で っ く ら れ た も の で あ る 一 一 を も ち,ニ コ ラ ウ ス ・ダ レNikolausDale(図7参

照)が1本 の ア レ ・ポ オ を も っ て,ウ ォ ア 川(LoboWoa)に む か う 。 舟 の な か に は,

鶏 卵1個 と ひ と に ぎ り の 米 が は い っ て い る 。 だ が,本 来 な ら ば,開 墾 地 か ら も っ て こ

ら れ た サ ワ ・タ カsawataka(直 訳:斧 の 木 く ず;意 訳 ・燃 え の こ っ た 木 の く ず)が,

舟 の な か に は い っ て い な け れ ば な ら な い 。

15時40分:ウ ォ ア 川 に 到 着 し,ニ コ ラ ウ ス ・ダ レ が ア レ ・ポ オ を 割 り,中 身 を だ し

て 舟 の な か に い れ る 。 ま た,ヨ セ ブ ・オ ナ は,エ ビ を 舟 の な か に い れ る 。 そ し て,舟

に む か っ て,つ ぎ の よ う な ニ ジ ョ ・ヘ ゴnijohego(ヘ ゴ と い う 作 物 に 被 害 を お よ ぼ

す 害 虫 の 呪 文)を さ さ や き か け る 。

10rakaulau皿atama'u.海 岸 に む か っ て ゆ け 。

ragohoesaiule.虫 を 追 い は ら う 。

皿basaibeubeu,は る か 遠 く に ゆ け,

lorasaibewabewa.は る か 彼 方 に ゆ け 。

ragohoebewabewa.は る か 彼 方 に 追 い は ら う 。

bhalewalosaidalau.海 に か え っ て ゆ け 。

inekaikera.そ の 「源 」 は 海 亀 。
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ヨ セ ブ ・オ ナ と ニ コ ラ ウ ス ・ダ レ が,竹 筒 に の こ っ て い る ア レ ・ポ オ と ヤ シ 殻 の 椀

に の こ っ て い る エ ビ 汁 を 食 べ る 。

15時43分:つ づ い て,ヨ セ ブ ・オ ナ が,つ ぎ の よ う な ニ ジ ョ

さ さ や き か け る 。

・ヘ ゴ を 舟 に む か っ て

uleageeolauma'u,

uleageeoghelekelimai.

nuno'orubu,

lelano'oangi.

tondatu,

medipati.

walosaidalainma'u.

inekaulekakera.

海か らの 鳥 よ,

山か らの 鳥 よ。

雲 と とも に彼 方 へ む か い,

風 と とも に飛 び さ って ゆ け。

ど こか に も って い って,

他 所 に あた え て くだ さ い。

海 に か え って ゆ け。

お ま えの 「源 」 は 海 亀 。

呪 文 を さ さ や き お え る と,ヨ セ ブ ・オ ナ が 舟 を 川 の な か に な げ す て る 。 す る と 子 供

た ち が,石 を な げ つ け て,舟 を 水 の な か に 沈 め て し ま う 。 ポ オ ・ リ ア の 場 合 と お な じ

く,こ の よ う な 儀 礼 行 為 は,ジ ョ カ ・サ ワ ・タ カjokasawataka(燃 え の こ っ た 木

の く ず を 追 放 す る)と よ ば れ る 。

な お,ジ ョ カ ・サ ワ ・タ カ が お こ な わ れ る ウ ォ ア 川 は,フ ロ ー レ ス 島 の 南 に ひ ろ が

る メ シ ・ア タ ・ハ キmesiatahaki(直 訳:男 の 海;意 訳:サ ブ 海)に む か っ て 流 れ

て い る 。

ヨ セ ブ ・オ ナ が,ポ オ ・ ロ オ に お い て,こ の よ う な 役 割 を は た す 理 由 は,ヨ セ ブ ・

オ ナ の 祖 先 で あ る レ バ ・ン ゴ オLebaNggo'o(図8参 照)が,ン ド リ ・ ワ ン ゲNdori

Wangge(図7参 照)に よ っ て,「 烏 の 見 張 り 役 」 に 任 命 さ れ た か ら な の だ と い わ れ る 。

こ の こ と は,儀 礼 言 語 で っ ぎ の よ う に 表 現 さ れ る 。

sissingiWoda,

we'embirima'ehisi.

masawenaWangge,

we'awekama'akare.

mluユna,

tauonggaloka,

ウ ォ ダ ・プ ラ の 畑 の わ き を 境 界 づ け よ176)s

ン ビ リ 鳥 が 中 味 を 食 べ な い よ う に 。

ワ ン ゲ ・ ン ベ テ の 畑 の 下 端 を 境 界 づ け よ177),

ウ ェ カ 鳥 が か み き ら な い よ う に178)。

お ま え は,

ロ カ ・ラ ウ(ポ オ の 祭 場)に お け る 長,
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taulakilowo. 川 に おけ る首 長 。

15時50分:ム ス ・マ セ(石 柱,図35参 照)の わ き にバ ナナ の 葉 を しき ,山 刀 で 竹 筒

を割 っ て ア レ ・ポ オ をだす 作 業 が お こな われ る。

この 作 業 が おわ る と,図36の よ うにム ス ・マ セ(石 柱)の まわ りに供 物 が 配 置 され

る 。 ヨセ ブ ・オ ナ が,ア レ ・ア エ ・ウ ジ ャ(雨 水 の飯)と エ ビ汁 の エ ビをム ス ・マ セ

(石 柱)の 上 にのせ,つ ぎの よ うに言 上 する 。

karu'esai,limabuatanawatu.

uluelaghataupo'obhoroina.

jawadiji'e,paredimbalewe'e.

penidinge,wesidinuwa.

gagadibo'o,kewidiae.

ujadima'eduna,

lejadima'apate.

お食 べ くだ さ い,タ ナ ・ワ トゥ(土 地神)よ 。

ここ で こ う して ポ オ をお こな って お りま す 。

トウ モ ロ コシ も稲 も よ く実 ります よ うに。

家 畜 が ふ え ます よう に。

豊 作 にな ります よう に。

雨 が 不 足 しませ ん よ う に,

日照 りが つづ き ませ ん よ う に。

そ の 後,の こ っ た 供 物 を ヨ セ ブ ・オ ナ が 食 べ,バ ナ ナ の 葉 の 上 に お か れ て い た ア レ

・ア エ ・ウ ジ ャ が
,ロ カ ・ラ ウ に あ つ ま っ て い る 大 人 た ち に く ば ら れ る 。 そ し て バ ナ

ナ の 葉 の 上 に の こ っ た ア レ ・ア エ ・ウ ジ ャ が 子 供 た ち に あ た え ら れ る 。

っ ぎ に,10本 ほ ど の こ っ た,ま だ 割 ら れ て い な い ア レ ・ア エ ・ ウ ジ ャ が,ヤ コ ブ ・

ン ド リ ・ ワ ン ゲ,ソ ロ モ ン ・ ウ ォ ダ,ヨ ハ ニ ス ・ワ ン ゲ,モ セ ス ・ハ ル(表10参 照),

ヨ セ ブ ・オ ナ(図8参 照),ニ コ ラ ウ ス ・ダ レ(図7参 照),そ れ に ウ ォ ロ ・ レ レ 村

に あ る 小 学 校 の 先 生 た ち に く ば ら れ る 。

ポ オ ・ リ ア の 場 合 と お な じ く,ポ オ ・ ロ オ に お い て も,夜 に な る と ロ カ ・ ラ ウ に は,

ア レ ・ア エ ・ウ ジ ャ(雨 水 の 飯)を も と め て,タ ナ ・ワ ト ゥ が や っ て く る の だ と い わ

れ る 。 そ の た め に,人 々 は,儀 礼 が 終 了 す る と た だ ち に 村 に か え っ て ゆ く 。

ポ オ ・ ロ オ に お い て も,村 に も ち か え ら れ た ア レ ・ア エ ・ ウ ジ ャ(雨 水 の 飯)を ふ

く む ア レ ・ポ オ は,家 の な か に も ち こ む こ と が 禁 止 さ れ て お り,マ ガ ・ ロ オ も し く は

地 面 の 上 で 食 べ な け れ ば な ら な い 。
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6・10・10ラ ゴ ・ポ オ 儀 礼

ポ オ と よば れ る6日 間の 儀 礼 が終 了 す る と,ラ ゴ ・ポオ と よばれ る儀 礼 が,そ れ ぞ

れ の村 ごと に お こな われ る 。 以 下 では,ま ず ウォ ロ ・レ レ村 にお け る ラ ゴ ・ポ オ をみ

て み る こと に しよ う。

1983年10月2日O時40分:暗 闇 のな か に,突 如,ゴ ン グ(nggo)と 太 鼓(wani)の

音 が と ど ろ きは じめ る。 ウ ォ ロ ・レ レ村 のヘ ダ(集 会所)で,村 の 男 たち が,ゴ ング

と 太鼓 を うち 鳴 ら しは じめ たの で あ る。 目 を さま した子 供 た ち が,っ ぎっ ぎ と村 の 中

央 に あ るヘ ダ(集 会所)に あつ まっ て くる。 村の 男 た ち は,空 が 白み は じめ る まで,

ゴ ン グ と太 鼓 を鳴 ら しつ づ けな けれ ばな らな い。

2時30分:子 供 た ち と と も に,数 人 の 大人(ト ビア ス ・ドシTobiasDOS1,そ の妹,

ヨバ ニス ・ワ ンゲ の妹,モ セ ス ・ハ ル,図7と 表10参 照)が,ア レ ・ポ オ の 竹筒 をも

っ て村 の 「頭 」 一 一村 の な か で,も っ ともゲ タgheta(上 流 ・山の 方 向)あ る い は ゲ

レghele(斜 め 上)の 部 分(1・4・1と1・4・2参 照)一 一 にあ る 家 の まえ に あ

つ ま る。 そ してs家 の 前 に おかれ てい る竹 を 半分 に割 った もの を,ア レ ・ポ オ の竹 筒

で た た きな が ら,つ ぎの よ うな歌 を うた い は じめ る 。 この ア レ ・ポ オ の 竹 筒 は,飯 を

だ したあ との 竹 筒 で あ り,ま た,竹 を半分 に割 った もの は,そ れ ぞれ の 家 で 前 日(10

月1日)の 夕 方 に準 備 され た も の であ る(写 真21参 照)。

な お,以 下 の歌 詞 には,ダ ・ラ ウdalau(海 にむ か って)と い う語 句 が 頻 出す る が,

この 「海 」 とは,具 体 的 には,ウ ォ ロ ・レ レ村 か らみ て,ラ ウ(下 流 ・海)も し くは

ガ ワ(斜 め 下)の 方 向 にあ る メシ ・ア タ ・ハ キmesiatahaki(直 訳:男 の 海;意 訳

:サ ブ海,図2参 照)で あ る 。

o,loludalauwe'e,

o,loludalauwe'e.

laulekapareeolandolite,

laulekajawaeodupagiPe.

o,loludalauwe'e,

o,loludalauwe'e.

laulekaloloeolobotobo,

laulekabueeohegokema.

o,loludalauwe'e,

o,loludalauwe'e.

オ ー,海 に む か っ て ゆ く,

オ ー,海 に む か っ て ゆ く 。

枯 れ て し ま っ た 稲 の あ る 海 へ,

実 の な い ト ウ モ ロ コ シ の あ る 海 へ 。

オ ー,海 に む か っ て ゆ く,

オ ー,海 に む か っ て ゆ く 。

芽 の 切 ら れ た モ ロ コ シ の あ る 海 へ,

ヘ ゴ 虫 に や ら れ た 豆 の あ る 海 へ 。

オ ー,海 に む か っ て ゆ く,

オ ー,海 に む か っ て ゆ く 。
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tokukudilolulau,テ ・ ク ク 鳥 が 海 に む か っ て ゆ く179),

anah"edilolulau.ス ズ メ が 海 に む か っ て ゆ く 。

o,loludalauwe'e,オ ー,海 に む か っ て ゆ く,

o,loludalauw6'e.オ ー,海 に む か っ て ゆ く 。

wugahegodilolulau,ウ ガ 虫 と ヘ ゴ 虫 が 海 に む か っ て ゆ く180),

nipalakodilolulau.蛇 と 犬 が 海 に む か っ て ゆ く181)。

o,loludalau,,,wee,オ ー,海 に む か っ て ゆ く よ,

o,loludalau-,.wee.オ ー,海 に む か っ て ゆ く よ 。

hutudhekedilolulau,山 あ ら し と 大 型 の 野 ネ ズ ミ が 海 に む か う182),

te'uro'adiloユulau.小 型 の 野 ネ ズ ミ と 猿 が 海 に む か っ て ゆ く183)。

o,loludalauwe'e,オ ー,海 に む か っ て ゆ く,

o,loludalauwe'e.オ ー,海 に む か っ て ゆ く 。

hatalododiloユulau,ハ タ 鳥 と ロ ド鳥 が 海 に む か っ て ゆ く184),

皿ukelododilolulau.ム ケ 鳥 と ロ ド鳥 が 海 に む か っ て ゆ く185》 。

o,loludalau�,wee,オ ー,海 に む か っ て ゆ く,

o,loludalau�,wee.オ ー,海 に む か っ て ゆ く 。

ka皿banai,-maesalatangi,水 牛 よ,ま ち が っ た 階 段 を の ぼ る な,

ka皿basedama'esalawewa.水 牛 よ,ま ち が っ た 戸 口 に は い る な 。

o,loludalau�,Wee,オ ー,海 に む か っ て ゆ く よ,

o,loludalau�,wee.オ ー,海 に む か っ て ゆ く よ 。

1aulekahaleeombo'a皿ora,と ま っ て い た ハ エ さ え お ち る 海 の 方 へ,

laulekakubeeoraga.む ら が っ て い た 黒 ア リ さ え お ち る 海 の 方 へ 。

o,loludalau�,wee,オ ー,海 に む か っ て ゆ く よ,

o,loludalau�,wee.オ ー,海 に む か っ て ゆ く よ 。

laulekatiwueotedatelu,三 段 の 湖 の あ る 海 の 方 へ,

laulekandekueomekomesu.ゆ す れ ば お ち る 枝 先 の 海 の 方 へ 。

子 供 た ち は,村 の 家 を 一 軒 ず っ ま わ っ て,こ の よ う な 歌 を う た う わ け で あ る が,少

し ず つ,村 の 「尾 」 一 一 村 の な か で,も っ と も ラ ウ(下 流 ・海 の 方 向)あ る い は ガ ワ

(斜 め 下)の 部 分(5・1と5・2参 照)一 一 の 方 向 に 移 動 し て ゆ く 。 そ し て,「 尾 」

の 部 分 に く る と,ア レ ・ポ オ の 竹 筒 を 村 の 外 に な げ す て,村 の 「頭 」 に も ど っ て ゆ く 。

ア レ ・ポ オ の 竹 筒 が な く な る ま で,こ れ が 何 度 も く り か え さ れ る の で あ る 。

5時30分 ご ろ:ど こ の 家 で もsホ ウ キ を つ か っ て1週 間 の あ い だ に た ま っ た ゴ ミ の

一162一



類 を掃 除 して い る 。

6時30分:村 の 男 た ち が,太 鼓 とゴ ン グ を うち やめ る 。 この瞬 間 か ら,1週 間 の あ

い だ禁 止 され て い た畑 仕 事 を再 開す る ことが 可 能 になる の で あ る。

6・10・11ワ トゥ ・ネ ソ村 の ラ ゴ ・ポ オ 儀 礼

1983年10月3日4時9分:暗 闇の な か を,二 手 に分 か れ た子 供 た ち の集 団が,ワ ト

ゥ ・ネ ソWatuNeso村(図2参 照)の 「頭 」 と 「尾 」の あ い だ を い った りき た り して

い る。 村 の 「頭 」 にむ か う とき には,音 をた てず に沈 黙 状 態 で歩 いて ゆ か な けれ ば な

ら な いが,「 尾 」 にむ か う とき には,両 手 に も った ア レ ・ポ オの 竹 筒 をた た きあ わ せ

な が ら,つ ぎの よ うな 歌 を うた う。

ao,1auWe'e.

o,lau,o,lauwe'e.

ao,1auwe'e.

ア オ ー,海 へ(約17回 く り か え す)。

オ ー,海 へ,オ ー,海 へ(約8回 く り か え す)。

ア オ ー,海 へ(約17回 く り か え す)。

4時43分:子 供 た ち の 集 団 が,村 か らで て,メ シ ・ア タ ・ハ キmesiatahaki(直

訳:男 の 海;意 訳:サ ブ海,図2参 照)に む か って歩 きは じめ る。 途 中 まで は,歌 も

つ づ い て に ぎや か だ った 。

5時50分:メ シ ・ア タ ・ハ キ(サ ブ 海)に で る。 す で に大勢 の子 供 た ち が,途 中で

村 にひ きか え し,海 にっ い た 時 には,20～30人 だ けに な って い た。 そ して本 来 な らば,

ア レ ・ポ オ の 竹 筒 を割 った も の を海 にす て な けれ ば な らない にもか か わ らず,多 くの

子 供 た ちは,海 にっ い た とき,な に もも っ て い なか っ た。

この ワ トゥ ・ネ ソ村 に おけ る ラ ゴ ・ポ オ を も って,ゲ タ(上 流 ・山)あ る い はゲ レ

(斜 め 上)か らラ ウ(下 流 ・海)の 方 向 へ と 流 され つ づ けて き た もの は,つ い に メ シ

・ア タ ・ハ キmesiatahaki(直 訳:男 の海;意 訳:サ ブ海)に 到 達 し,リ セ ・ン ゴ

ン デ ・リア に お ける ポ オ の儀 礼 はす べ て終 了 す る。

6・11開 墾 を 仕 上 げ る 季 節(10月 ～11月)

6・11・1季 節 現 象

ン ド ゥ ル と よ ば れ る10月 か ら11月 に か け て の 時 期 に な る と,雨 は し だ い に 多 く な り,
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気 温 は わ ず か に さ が る ・ こ の こ ろ,ン ド ゥ ル ・ル ビ ・ヌ ト ゥndururupinutuと よ ば

れ る 北 西 の 風 が ふ く 。 ル ビ と は 「息 を ふ き つ け る 」 と い う 意 味 で あ り
,ヌ ト ゥ と は,

「火 入 れ の と き 燃 え の こ っ た 木 の 枝 な ど を あ つ め た 山 」 を 意 味 す る
。 つ ま り,ン ド ゥ

ル ・ル ビ ・ヌ ト ゥ と は,ヌ ト ゥ を 一 気 に 燃 え あ が ら せ る よ う な
,ン ド ゥ ル に ふ く 風 の

こ と な の で あ る ・ ま た,雨 が ふ っ た あ と に ン ド ゥ ル ・ル ビ ・ヌ ト ゥ が ふ い た 場 合 ,風

に 先 だ つ 雨 は,ウ ジ ャ ・パ ラ ・ア ン ギUjapalaangi(風 を 招 待 す る 雨)と よ ば れ る 。

マ ン ゴ ー(pau)や パ イ ナ ッ プ ル(reajawa)が 熟 し は じ め る が
,子 供 た ち は 未 熟

な 果 物 で も む や み に 食 べ る の で,血 便 の で る 下 痢(ta'ira)を お こ す よ う に な る 。

ま た,傷 が 化 膿 す る こ と も 多 く な り,あ る 村 人 は,こ の よ う な 季 節 の こ と を ウ ラ ・パ

ウ ・ノ オ ・ロ ー 兜 ブ ネ ・モ ソnpauno'orobungmoso(化 膿 し て 腐 る マ ン ゴ ー の

季 節)と 表 現 し て い た 。 ま た,べ つ な 村 人 は,マ ン ゴ ー を 食 べ る こ ろ に な る と,身 体

が よ ご れ た よ う な 感 じ が す る と 語 っ て い た 。 な お,果 実 が 熟 す 時 期 は,高 度 に よ っ て

多 少 こ と な る の で,マ ン ゴ ー の 季 節 を マ パ(9月 か ら10月 の 時 期)に ふ く め る こ と も

可 能 で あ る 。

S

6・11・2生 業 活 動

10月 に は い っ てか らも,晴 れ た 日に は火 入 れ が さか ん に お こなわ れ る 。 しか しなが

ら,火 入れ は,燃 えの こっ た もの を対象 に して お こ なわれ る小規 模 な もの にか わ っ て

ゆ く。つ ま り,1回 目の 火 入れ の とき に燃 え の こった 小枝 な ど をあつ め て ヌ トゥnutu

(火 入 れ の と き燃 え の こっ た木 の枝 な ど をも った小 山)を い くつ も作 り,そ れ を燃 や

して ゆ くの であ る 。 また,燃 えの こった 太 い枝 や 幹 は,土 砂 の流 失 止 め(後 述)の 材

料 と して もち い うれ る の で,適 当な場 所 に う つ され た り,ま た,適 当な 大 き さ に切 っ

て 村 にも ち か え り,薪 と して も利 用 され る。 以 上 の よ うな作 業 は,一 括 してパ ウpa'u

(捨 て る)と よばれ る。

パ ウの 作 業 が おわ る と,土 砂 の 流 出止 め(hebe)を つ くる トカ ・ヘベtokahebeと

よ ば れ る作 業 が お こな わ れ る 。つ ま り,上 記 の 太 い枝 や 幹 を等 高線 状 にな らべ,そ の

下 方 に数 十 セ ンチ の 間 隔 で 「クイ を しっか り と打 ち こむ 」(toka)の であ る 。 こ うす る

こ とに よ っ て,畑 地 にな らべ られ た 木の 枝 や 幹 は,上 方 か らの 土砂 を うけ とめ る 強度

を もつ よ う に なる 。

ま た2年 目の 畑 で は,繁 茂 して い る雑 草 を と り,そ れ をあ つ め て焼 いた の ち,お そ

くと も10月 の 末 ごろ ま で に トウモ ロ コ シの種 ま き をお こなわ な けれ ば な らな い 。 それ
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とい うの も,10月 中 に種 ま き をお こな うな らば,12月 には す で に実 が は い っ て お り,

た とえ 強 風 が や って き て も最 低 限 の収 穫 は確 保 す る ことが で き るか らで あ る。 しか し

な が ら,11月 にな って か ら種 ま き をお こな うな らば,ま った く収 穫 を期 待 す る こ とが

で きな くなる 。 この10月 中 に まか れ る トウモ ロコ シは,ジ ャワ ・デガjawadegaと よ

ば れ,翌 年 の1月 に収 穫 が 可能 にな る。

この ジ ャ ワ ・デガ にか ぎ らな いが,ト ウモ ロ コシの 種 ま き をお こな う時 期 の 夕暮 れ

時 に,ヒ ゲ の長 い 山羊 の か た ち を した雲 が 東 の 空 にあ らわれ る と,ト ウ モ ロコ シが 豊

作 に な る の だ とい われ る 。

6・12播 種 の 季 節(11月 ～12月)

6・12・1季 節現 象

雨 は さ ら に多 くな り,雷 を とも な っ た激 しい雨 が,夜 間 一 時 的 にふ り,日 中 は晴 れ

とい う 日が つ づ くよ うに な る。 気 温 は ゆる や か に さが りつ づ け る。

雨 が 多 くな る につ れ て,落 葉 樹 は,し だい に若葉 で お おわ れ る よ う にな り,い た る

と ころで 雑 草 が芽 ぶ き は じめ る。 そ の ため に,畑 地 は,新 畑 にせ よ 旧畑 にせ よ,雑 草

の ま た と な い 生 育地 にな って しま う。

ち ょ う どそ の ころ,夕 方 か ら夜 にか け て,膨 大 な数 の 羽蟻(羽 根 をつ けた 白蟻)が

突 然 に あ らわれ,あ た りを飛 び まわ る 日が数 日の あ いだ つ づ く。 羽蟻 は 明か り をも と

め て,家 の な か に侵 入 して くる の で,数 日間,ラ ンプの まわ りは,羽 根 を脱 落 させ よ

う とも が く 白蟻 で い っ ぱ い にな る。 この 羽蟻 の 出現 は,種 ま きの 季 節 が 到来 した こ と

の 証 と して 認 識 され て い る。 な お,羽 蟻 はハ ルhaluと よば れ,木 材 な どに巣 くって い

る 時 の 白蟻 は ア ナ ・ン ガナananganaと よばれ る。

また,種 まき の 時期 が到 来 した こ とは,ウ ヌWunuと ワ ウ ォ ・トロWawoToroと よば

れ る星 を観 察 す る こ とに よ っ て も知 る ことが で き る186)。 な お,ウ ヌ とは ・ プ レァデ

ス で あ り,ワ ウ ォ ・ トロ とは,ア ンタ レス の こ とであ る。 ウヌ とワ ウ ォ ・ トロに は,

つ ぎの よ う な神 話 が 付 随 して い る。

ウ ヌ は,ワ ウ ォ ・ トロの 本 当の 姉 妹(wetadhembi)で あ り・ か れ らは ・子 供 の ころ ・

フ ロー レス 島の 東 端(holotana)に す ん で い た。 その ころ,か れ らは ・ い っ しょ に夜

空 にあ らわれ て い た。 と ころ が,キ ョ ウダ イ 喧嘩 を して い る う ち に・ ウヌ は ・ 山刀 を

ワ ウォ ・ トロの頭 にふ りおろ し,ワ ウ ォ ・トロ を殺 して しまっ た。

こ う して,ワ ウォ ・トロは,フ ロー レスの 西端(ekotana)に す み ・ ウヌ は ・ プ ロ
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一 レス 島の 東 端 にす む こと にな っ た。 そ の た め に,大 人 にな った とき,2人 は,お た

が い に顔 が ま った くわ か らな くな っ て いた 。

あ る 日の こ と,成 人 した ワ ウ ォ ・トロは,妻 となる 女性 をみ つ け る ため にフ ロー レ

ス の 西端 か ら旅 にで た 。 さん ざん 歩 き まわ っ た あ げ く,ワ ウ ォ ・ トロ は,フ ロー レス

の 東端 で美 しい女 性 とで あ い,彼 女 と結 婚 す る こと にな っ た。 そ して,か れ らは 結 婚

し,コ ベ ・ス トゥkobesutu(直 訳:4晩;意 訳:新 婚 夫婦 が は じめ て床 を とも に す

る 初夜 の4晩)を む か え た 。

だ が,コ ベ ・ズ トゥの 期 間 中 に,ワ ウ ォ ・ トロは頭 が か ゆ くな り,妻 に シ ラ ミを さ

が して くれ る よ う にた の ん だ 。妻 は,シ ラ ミを さが しは じめ たが,突 然,お どろ きの

あ ま り,夫 をつ きは な して して しま った。 「ワ ウ ォ ・トロ!」

ウヌ が み た の は,ま ぎ れ も な く 自分 が ワ ウ ォ ・ トロ に おわせ た,ふ か い傷 で あ った 。

ウヌ と ワ ウォ ・トロは,知 らぬ ま に,近 親 相 姦 とい う重 大 な あや まち をお か して いた

(niamilamatakeo)の で あ り,か れ らは,こ の こと を恥 ずか し く思 い,2度 と会

う こ とが な い よ う に,ふ た た び フ ロー レス 島の 東 端 と西 端 に わ かれ て す む こ とに な っ

た 。

こ う して,ウ ヌが み えな くな る と,ワ ウォ ・トロが あ らわ れ,ワ ウ ォ ・ トロが あ ら

わ れ れ ば,ウ ヌ が き え る こと にな っ たわ け で あ るが,昔 か ら,ワ ウ ォ ・ トロが み え は

じめ る と,種 まき をお こな う時 期 に な った の だ といわれ る。

ま た,種 まき の 季節 との 関 連 で も うひ とつ の べ て おき た いの は,種 ま きの 季 節 に な

る と,ト マtomaと よ ばれ るゲ ー ム が禁 止 され る ことで あ る。 これ は,mancalaと 総称

され る遊 技 の 一 種 で あ り[cf.Barnes1975]187),多 数 の石 と16個 の 穴 を うが った 長

さ60c皿 ほ どの 板 が も ち い られ る こ とも ある が,土 に 穴 をほ って お こな われ る こ と もあ

る。

トマの ル ー ル は 単純 で あ り,2人 の人 間 が,反 時計 まわ り(gilinggana)で,っ ぎ

っ ぎ と石 を 穴の な か にいれ て ゆ き,4つ 目の 石 を穴の なか に いれ た 者 が,そ の 穴 には

い っ て い る4つ の 石 す べ て を と りだ して,自 分 の もの にす る こ とが で き る 。 これ は,

「尾 」(eko)と よば れ,「 尾 」 を よ り多 くえ た者 が勝 者 とな る。 ゲ ー ム は,手 も ちの

石(た だ し 「尾 」 とな った 石 はの ぞ く)が な くなる ま でつ づ け られ,最 後 の 石 が 穴の

な か には い る とゲ ー ム セ ッ ト(mata)と なる 。 そ して,た が い に 「お まえ の 魚 は なん

匹 にな った 」(kauikaekopija?)と たず ね あ う。

トマ を お こな う禁 忌 は,作 物 の収 穫 が すべ て終 了 す る まで つ づ くが,あ る イ ンフ ォ

ー マ ン トは ,禁 忌 が 課 され る理 由 につ い て,「 作 物 をほ っ て,ひ き ぬ く こと にな る か
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ら 」(olakoekedhu)と 説 明 し て い た 。

6・12・2パ キ儀 礼

だが,種 まき の 時期 をむ か え たか らと い っ て,人 々は,す ぐに種 まき を お こな う こ

とが で き る わ け で はな い。 つ ま り,ま ず パ キpakiと よばれ る最 初 の種 ま きが お こな わ

れ な けれ ば な らな いの で あ り,そ の あ とで は じめ て,リ セ ・ン ゴン デ ・リアの 住 民 は,

種 まき をお こな う こ とが 可能 にな る ので あ る 。 したが っ て,リ セ ・ン ゴ ン デ ・リア の

住 民 は,パ キが お こな われ た とい う知 らせ を まち なが ら,毎 日 をす ごす こ と にな る 。

リセ ・ン ゴ ンデ ・リアの 場 合,パ キ を お こな う権 利 をもっ の は,ウ ォ ロ ・レ レ村 に

す む リア ・ベ ー ワ(ヤ コ ブ ・ン ドリ ・ワ ンゲ)で あ り,リ ア ・ベ ー ワは,A氏(こ の

A氏 はマ キ ・ン ドリ ・ワ ンゲ に居 住 す る者 で あ るが,理 由あ っ て系 譜 上 の 地位 も氏 名

も 公表 す る こ とは で きな い)に 命 じてパ キ を お こなわ せ る 。 な お,パ キ を お こな う こ

と は,儀 礼 言 語 で は,パ キ ・タナ,デ タ ・ワ トゥpakitana,detawatu(土 に傷 をっ

け,石 に印 しをつ ける)と よ ばれ る 。

筆 者 が 調 査 をお こな って い るあ い だ に,パ キは2回 お こなわ れ た わ け で あ るが(表

8参 照),筆 者 は,そ の2回 と も実 見す る こ とが で きな か った 。 つ ま り,パ キの 日程

や 場所 が知 らされ な か っ たわ けで あ るが,こ れ は,い わ ば 当然 の あ つ か いだ とい え る。

そ れ と い うの も,パ キ は,非 公 開 の儀 礼 で あ り,終 了 した あ とで は じめ て,パ キ が お

こ なわ れ た こ とが 知 らされ る だ け だか らで あ る。 しか しな が ら,非 公 開の 儀 礼 で あ る

と は いえ,リ セ ・ン ゴ ン デ ・リアの パ キ に は,秘 儀 的 な要 素 は ふ くまれ て い な い よ う

で ある 。

す で にの べ た よ う に,パ キ を お こな う畑 は,ウ マ ・パ キumapaki(パ キ をお こな う

畑)と よば れ,広 さは1平 方 メー トル程 度 の きわ め て小 さな畑 であ る 。 この パ キ畑 は,

毎 年 開 墾 され る ため に,他 の畑 の よ うに,数 年 にわ た って使 用 され る こ とは な い。

パ キ畑 の場 合,開 墾 や種 ま き に とも な う儀 礼 行為 は い っ さ いな く,開 墾 が お こな わ

れ る とす ぐに,種 まき が お こ なわれ る。 また,収 穫 や 収穫 物 を食 べ る ため の儀 礼 行 為

も い っ さ い な く,か りに収 穫 物 が あ るな らば,そ れ は,A氏 とそ の 家族 に よ って 食 さ

れ る と い う説 明 を聞 い たが,詳 細 は不 明 で あ る 。

以上 の よ う に,リ セ ・ン ゴ ンデ ・リア のパ キ は,ま こと に簡 素 な儀 礼 だ と いえ る が,

他 地 域 の パ キは か な らず しも そ うで は な い。

リセ ・ロ ヴォ ボボ ラLiseLowoBoraの 場 合,パ キ は,ベ ラ ・ン ゴ村 に居 住 す る モ

一167一



サ ・ラ キ(表2参 照)が,B氏(ベ ラ ・ン ゴ村 にす む ワ ンゲ 氏族 の 成 員)に 命 じて お

こなわ せ て い る。

パ キ は ・ 真 夜 中 に お こ な わ れ る の で,B氏 は ,昼 間 の う ち に パ キ 畑(u皿apaki)の

開 墾 を す ま せ て お く 。

夜 に な る と,B氏 の 家 で,飯 が 小 さ な 土 釜(podolo'o)で 炊 か れ る 。 こ れ と 同 時

平 行 し て,豚 も し く は ニ ワ ト リ が 屠 殺 さ れ,そ の 血 が ス ア ・パ キsu'apaki(ア ウ 竹

で つ く っ た パ キ 儀 礼 専 用 の 掘 り 棒)に つ け ら れ る 。 そ し て,そ の 豚 な い し は ニ ワ ト リ

が 料 理 さ れ る 。

料 理 が で き る と,飯 と 肉 を ユ ウ ガ オ の 椀 に も っ て,ウ ィ ス ・ル ル(祖 霊 の 座)に 供

え る 。 そ し て,ガ ガ ・ボ オ ・ケ ウ ィ ・ア エ,ペ ニ ・ン ゲ ー ・ウ ェ シ ・ヌ ワgagabo'o

kewia"e,Peningewesinuwa(豊 作 に な り ま す よ う に,家 畜 が ふ え ま す よ う に)な

ど と 祝 詞 を 言 上 す る 。

B氏 は,供 物 の の こ り を 少 し だ け 食 べ,そ の 大 半 を 妻 に あ た え る 。 大 き な 土 釜(2≦ と

doria)で も 飯 を 炊 く が,こ れ は,B氏 の 家 に あ つ ま っ て い る 村 人 た ち の た め の も の

で あ り,B氏 の 家 に あ つ ま っ た 村 人 た ち は,こ の パ キ の 飯 を た べ る(kaarepaki)。

そ の 後,B氏 の 家 に あ つ ま っ て い た 人 々 が 帰 宅 し,眠 り に つ く と,B氏 は,一 人 だ

け お き だ し て パ キ 畑 に む か う 。 そ し て,裸 に な っ て 種 ま き を お こ な う 。

B氏 は,種 ま き を お こ な う と き に,裸 に な る こ と は け っ し て な い と 筆 者 に 断 言 し て

い た 。 だ がrベ ラ ・ ン ゴ 村 の 人 々 や 他 村 の 住 人 は,B氏 が 裸 に な る こ と を 確 信 し て い

る 。 そ れ と い う の も,B氏 の 妻 が,あ ち こ ち でB氏 が 裸 に な る こ と を 吹 聴 し て い る か

ら で あ る 。 つ ま り,も っ と も 身 近 に い る 者 が い う の だ か ら,信 じ ざ る を え な い と い う

わ け で あ る 。

こ れ に く わ え,パ キ を お こ な う 男 性 が 裸 に な る と い う 話 は,B氏 の お こ な う パ キ だ

け に 付 随 し て い る の で は な い 。 た と え ば,ウ ォ ウ ォWowo村 一 一 リ セ 地 域 の タ ナ ・ロ オ

で あ る タ ナ ・ウ ォ ウ ォTanaWowo(表1参 照)の 本 村 一 一 や ウ ォ ロ ・ソ コWoloSoko

村 一 一 リ セ ・デ ト ゥ 地 域(TanaLiseDetu)内 の タ ナ ・ロ オ で あ る タ ナ ・ ウ ォ ロ ・ソ

コTanaWoloSokoの 本 村 一 一 で も,パ キ を お こ な う 男 性 は,裸 に な る と い う 話 が き か

れ る 。 そ し て,パ キ を お こ な う 男 性 自 身 が,こ の こ と を 告 白 し て く れ た 例 も あ る188)。

だ が,B氏 が 裸 に な る に せ よ,な ら な い に せ よ,そ の 夜,人 々 は,ど う い う わ け か

熟 睡 し て し ま うCrokendate)の だ と い わ れ る 。 そ の た め に,だ れ ひ と り と し て,パ

キ 畑 に む か うB氏 の す が た を み か け た 者 は い な く,ま た,た と え み た と し て も 話 し か

け る こ と は 禁 忌 と な っ て い る 。

・:



B氏 は ・ ス ア 乳パ キsu'apaki(ア ウ竹 で つ くったパ キ儀 礼 専用 の 掘 り棒)と 作 物

(稲,ト ウモ ロ コ シsシ ャロ ッ ト,シ ョウガ)の 種 をも って パ キ畑 にむ か う。パ キ畑

に つ く と,ま ず,ス ア ・パ キ で4つ の 穴 をほ りsそ の なか に種 籾 をい れ る が,こ の と

き 目は と じて い な けれ ば な らな い。 あ とは 目をあ け て種 まき をお こな う。B氏 に よれ

ば,あ た りは漆 黒 の 闇 に つ つ まれ て い る に もか か わ らず,な ぜ かパ キ畑 だ け は真 昼 の

よ うに あ か る くみ え る の だ と い う。

種 ま きが おわ る と,た だ ち に帰 途 に つ く。 ス ァ ・パ キ(ア ウ竹 でっ くっ たパ キ儀 礼

専 用 の掘 り棒)は 家 にも ちか え られ,ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の座)に た て か け て おか れ

る。 ス ア ・パ キ にみ だ りにふ れ る こ とは禁 止 され て お り,子 供 が さわ っ た り しな い よ

う に注 意 が は らわ れ る 。 ま た,こ の ス ア ・パ キは,祭 祀 畑 に お け る種 まき で も もち い

られ,種 ま きが おわ る と,カ オ ・ウィ ニ(祭 祀 畑 の祭 場)の 近 くに よ こた え られ る(

sorosu'a)o

6・12・3儀 礼 畑 に お ける 播種 の 準 備

す で にの べ た よ うに,新 畑 にせ よ 旧畑 にせ よ,種 ま きま えの 畑 には,雑 草 が繁 茂 し

て いる 。 そ の た め に,種 ま きの まえ には,雑 草 を除去 し,耕 地 をな らす作 業(ngoro)

が お こな わ れ る 。 この作 業 を お こな う とき に は,ア ウ竹 や木 に鉄 製 の 先端 部 を と りつ

け た掘 り棒(su'a)の ほか に,鍬(ta皿bi)が も ち い られ るユ89)。

儀 礼 畑 の 場 合,草 と りが おわ る と,畑 の 中 心部 の 地 面 を少 しほ りさ げ,1,5メ ー ト

ル 四方 の た い らな場 所 をつ くる,コ エ ・カ オ ・ウ ィニkoekaowini(カ オ ・ウ ィニ を

ほ る)と よばれ る作 業 が お こな われ る。 この 場所 は,カ オ ・ウ ィニkaowini(籾 を汲

む)と よば れ,さ ま ざ まな 儀 礼 が お こな われ る畑 の 祭 場 と なる 。

6・12・4儀 礼 畑 の ケ デ ・コ レ儀 礼

儀 礼 畑 で の種 ま きが 予 定 され て いる 日の前 日,作 物 の種 を準 備 す る ケ デ ・コ レkede

kolesつ ま り 「1作 物 の種 を)盛 って,据 え て お く」 とよば れ る儀 礼 が オ ネ ・リア で

お こな われ る。

1984年12月9日19時41分:ク リス テ ィナ ・パ レに よっ てオ ネ ・リアの 右 側 の 炉 で料

理 され た飯 と豚 肉(オ ネ ・リァ に保 存 され て い た乾 燥 肉)の コ コナ ヅ ミル ク煮 が,3

つ の 小 さ な蓋 つ きの 飯 カ ゴ につ め られ る。 そ れ につ づ い て,2つ の ユ ウ ガオ の 椀 に は
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飯 が も られ,2つ の ヤ シ殻 の椀 に豚 肉 の コ コナ ヅ ミル ク煮 が も りつ け られ る 。

ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の 座)に は,儀 礼 用 の 肩 か け カ ゴ(皿bola)に つ め られ た稲,

トウ モ ロ コ シ,モ ロ コ シ,シ ャロ ッ ト,シ ョ ウガ,キ ュ ウ リ,カ ボ チ ャな ど とい った

作 物 の 種 が おか れ て いる 。 た だ し,種 籾 だ け は,手 さ げの編 み カ ゴ(huko)の な か に

い れ られ て い る(図37参 照)。

19時44分:ヨ セ ブ ・ボ カ が,飯 と肉 の料 理 をつ め た小 さ な蓋 つ き の 飯 カ ゴ のひ とつ

を も っ て,ワ ンゲ ・ンベ テ の遺 骨 箱 が おか れ てい る 中二 階(lena)に の ぼ り,遺 骨 箱

と その わ き の 石 に飯 と肉 を少 しず つ のせ る。 そ して,つ ぎ の よ う に言 上 す る 。

karu'asai,WanggeMbeteina.

patidoka,ti'idoru'eina.

wi'isiatedokemaumaria.

gagabo'o,kewiae,

pensn$e,wesinuwa.

tedoditembu,wesadiwelawe'e.

hoesaibeubeu,

ragosaibewabewa,

anaheuleage.

皿basai,gepagena.

10rasambu,deltaduawe'e.

patidoka,ti'idoru'eina.

さあ,お 食 べ くだ さ い,ワ ンゲ ・ンベ テ。

食 べ 物 をお供 え い た します 。

明 日は,大 きな畑 の種 まき で す 。

豊 作 にな ります よ うに。

家 畜 が 繁殖 します よ う に。

作 物 が 順調 に育 ち ます よ う に。

遠 くへ 追 い は らい,

彼 方 へ 追放 して くだ さい,

ス ズ メや鳥 た ち を。

願 い 事 がか な い ます よ う に。

す べ て が成 就 します よ う に。

食 べ 物 をお供 え い た しま した 。

19時47分:中 二 階 か らお りて,ウ ィス ・ル ル に供 え られ て いる飯 と豚 肉 の コ コナ ヅ

ミル ク煮 を,肩 か けバ ッグ(rembi)に は い った豊 穣 をも た らす 石(watunipa)と

ウ ィス ・ル ル の 石 の上 に少 しず つ おき,っ ぎ の よ うに言 上 す る(以 下 の人 名 につ い て

は 図7を 参 照 の こ と)。

karu'esai.

nitupa'iwisululuatamataina.

ghelemaiNdoriWangge,

WanggeNdori,

ghelemaiMbeteWangge,

さ あ,お 食 べ く だ さ い 。

ウ ィ ス ・ル ル に あ つ ま る 祖 霊 た ち よ 。

ン ド リ ・ワ ン ゲ,

ワ ン ゲ ・ン ド リs

ン ベ テ ・ワ ン ゲ(EmaSeke),
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皿enababoAtaNgga'e,

ghelemairiabewa,Dhego,

maikaboupesa・ 皿ondoghaina.

ghataususungguaLeuDu'a,

namabapuWodaKumiMera,

tedodite皿bu,wesadiwela.

gagabo'o,keweae.

pensnge,westnuwa.

mbasai,gepagena.

10rasambu,dugaduawe'e.

patidoka,ti'idoru'eina.

tedoke皿au皿aria皿ena191).

ア タ ・ンガ エ(ワ ンゲ ・ンベ テ)

リア ・ベ ー ワ,デ ゴ190),

あつ ま って お食 べ くだ さい 。

レウ・ド ゥアの御 代 か らの儀 礼 を お こな い,

ウオダ ・クミ・メラの御 代 か らの儀 式 を遂 行 します 。

作物 が順 調 に育 ち ます よ うに。

豊作 にな ります よ う に。

家 畜 がふ え ます よ うに。

願 い 事が か な い ます よ う に。

すべ てが 成就 します よ う に。

食 べ 物 を お供 え い た します 。

大 き な畑 の種 まき をいた しま す 。

19時52分:ヨ セ ブ ・ボ カ が,ウ ィス ・ル ル で 供物 の の こ りを食 べ る。 それ にひ き つ

づ き,オ ネ ・リア の居 間の 中央 で は,男 た ち が,飯 と豚 肉の ココ ナ ヅ ミル ク煮 を食 べ

は じめ る 。 そ して,男 たち の 食 事 が おわ る と 女 た ちの食 事 とな る。

飯 と豚 肉 の コ コナ ヅ ミル ク煮 をつ め た2つ の 飯 カ ゴが の こっ て いる が,こ れ は,ヨ

セ ブ ・ボ カ が 帰 宅 す る と き に,テ ボ ・ラカ 村 にあ る トコToko(図7参 照)の 墓 と ウ ォ

ロ ・レ レ村 にあ る ン ドリ ・ワ ンゲ(図7,図13参 照)の 墓 に供 え られ る 。

6・12・5儀 礼 畑 の 播 種 儀 礼

1984年12月10日7時10分:ウ ォ ロ ・ レ レ 村 の オ ネ ・ リ ア か ら 出 発 し た,ア グ ネ ス ・

ジ ャ ワAgnesJawa(図7参 照),ヨ セ ブ ・ボ カ(表10参 照),シ プ リ ア ヌ ス ・テ ィ ボ

SiprianusTibo(図11参 照),レ オ ・ ドオLeoDo'o(図7参 照),モ セ ス ・ハ ル(表

10,図7参 照),マ ル ガ レ ー タ ・ウ ェ ア(表10,図7参 照)が 儀 礼 畑 に 到 着 す る 。 こ

の5人 の う ち,儀 礼 畑 の 種 ま き(tedou皿anggua)に い つ も 参 加 す る の は,ア グ ネ ス

・ ジ ャ ワ と ヨ セ ブ ・ボ カ で あ り
,他 の3人 は,た ま た ま 手 が あ い て い た の で,種 ま き

を 手 っ だ い に き 為 の で あ る 。

一 行 は
,レ オ ・オ ナ(表10,図9参 照)が カ ジ ュ ・マ ニ 村 か ら 到 着 す る の を ま つ 。

レ オ ・オ ナ は,さ ま ざ ま な 呪 文 を 知 っ て い る の で,儀 礼 畑 で 儀 礼 が お こ な わ れ る と き

に は,そ の 援 助 が い っ も こ わ れ る の で あ る 。
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7時27分:昨 日,地 面 を 掘 り さ げ て つ く っ て お い た カ オ ・ ウ ィ ニkaowini(畑 の 祭

場)で,レ オ ・オ ナ が 土 に 穴 を ほ る 。 そ し て,オ ネ ・ リ ア か ら も っ て こ ら れ た 米 を い

く 粒 か つ ま み と り,そ れ に ニ ジ ョ ・ ト ゥ カ ・タ ナ(土 地 の 子 宮 の 呪 文)を さ さ や き か

け る ・ こ う す る こ と に よ っ て,ン ゴ ル ・ン グ レ(作 物 が 「土 地 の 子 宮 」 に と り こ ま れ

る た め に,収 穫 物 が と ぼ し く な っ て し ま う こ と)を ふ せ ぐ こ と が で き る の だ と い わ れ

る 。

ニ ジ ョ ・ ト ゥ カ ・タ ナ の 内 容 は,6・6・2で 記 述 さ れ た も の と ま っ た く お な じ な

の で(表10参 照),こ こ で は 省 略 す る 。

レ オ ・オ ナ は,そ の 米 を 穴 の な か に い れ,そ こ に 皮 を む い た 長 さ30cm,直 径5c皿 ほ

ど の ヒ ロ バ ノ ジ ア オ イ の 木(denu)を た て る 。 こ の ヒ ロ バ ノ ジ ア オ イ の 木 は テ ボ ・デ

ヌtebodenu(ヒ ロ バ ノ ジ ア オ イ の 身 体)と よ ば れ る(図38参 照)。

そ し て,そ の す ぐ わ き に,サ ト ウ キ ビ(teWU),ア ダ ン(リ オ 語 名:rea;学 名:

Pandanustectorius),モ ダ マ(リ オ 語 名:hobaleke;学 名:Entadaphaseoloides),

セ バ ・ン ガ コsebanggako(学 名 不 明),レ ルlelu(学 名 不 明),ケ ラkela(学 名

不 明)と い っ た 植 物 を 植 え る 。 そ し て,あ た り に お ち て い た 平 た い 石 を テ ボ ・デ ヌ の

わ き に お く(図38参 照)。

そ の 後,レ オ ・オ ナ が ふ た た び 米 を つ ま み と り,そ の 米 に,も う 一 度 ニ ジ ョ ・ ト ゥ

カ ・タ ナ を さ さ や き か け,カ オ ・ ウ ィ ニ の ほ ぼ 中 央 部 に う め る 。 そ し て,そ の 上 に 種

籾 の は い っ た 編 み カ ゴ を お く 。 こ の 種 籾 は,テ ボ ・ラ カ 村 に あ る 穀 物 倉 か ら も っ て こ

ら れ た も の で あ り,昨 夜,オ ネ ・ リ ア の ウ ィ ス ・ル ル(祖 霊 の 座)に お か れ て い た 種

籾 で は な い 。

7時35分:レ オ ・オ ナ が 米 を い く 粒 か つ ま み と り,そ の 米 に,ニ ジ ョ ・イ ネ ・パ レ

(稲 の 母 の 呪 文)を さ さ や き か け る 。 ニ ジ ョ ・イ ネ ・パ レ は,6・3・3で 記 述 さ れ

た も の と ま っ た く お な じ な の で 省 略 す る 。

昨 夜,手 さ げ の 編 み カ ゴ に い れ て ウ ィ ス ・ル ル に お か れ て い た 種 籾 と と も に,こ の

ニ ジ ョ ・イ ネ ・パ レ の さ さ や か れ た 米 を,編 み カ ゴ に は い っ て い る 種 籾 に ま ぜ こ む 。

そ し て,オ ネ ・ リ ア か ら も っ て こ ら れ た デ ト ゥ ・ン ガ ジ ャDetuNggajaと い う 名 前 の

金 の 耳 飾 り を 種 籾 の 上 に お く 。 デ ト ゥ ・ン ガ ジ ャ と は,こ の 金 の 耳 飾 り の 固 有 名 で あ

り,種 ま き の と き に 種 籾 と ま ぜ あ わ さ れ る 金 の 装 飾 品 は,ゲ ウ ・ウ ィ ニgewuwini(種

籾 と 混 ぜ る)と 総 称 さ れ る 。

オ ネ ・ リ ア か ら も っ て こ ら れ た 飯 一 一 こ の 飯 は ア レ ・ ト ゥ カ ・タ ナaretukatana

(土 地 の 子 宮 の 飯)と よ ば れ る 一 一 と 豚 肉(オ ネ ・ リ ア に 保 存 さ れ て い た 乾 燥 肉)の
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コ コ ナ ヅ ミ ル ク 煮 を,ア グ ネ ス ・ ジ ャ ワ が ユ ウ ガ オ の 椀 に も り つ け る 。

そ の 飯 と 肉 を レ オ ・オ ナ が つ ま み と り,作 物 を 食 い あ ら す 鳥 獣 や 害 虫 に 効 果 の あ る

ニ ジ ョ ・ ソ キ ・セ ルnijosokiseru(ソ キ ・セ ル の 呪 文;補 足:ソ キ ・セ ル の 意 味

は 不 明)と よ ば れ る,っ ぎ の よ う な 呪 文 を さ さ や き か け る192)。

pue!kausokiseru.

inekaitokiseru.

プ エ!ソ キ ・セ ル よ 。

そ の 「源 」 は,ト キ ・セ ル(咬 ん で 引 い て く

る)と よ ば れ る ア シ ナ ガ バ チ 。

そ して,ヒ ロバ ノ ジア オ イ の樹 皮(hokodenu)を2っ にお っ た もの で,ニ ジ ョ ・ソ

キ ・セル を さ さや きか け た 飯 と肉 をつ つ み,カ オ ・ウ ィニ の す ぐ下 手 にあ る 土砂 の 流

出止 め の な か に うめ る。 この ヒロバ ノ ジア オ イの 樹皮 は,上 記 の ヒ ロバ ノ ジ アオ イ の

木 か らむ き と られ た もの で あ る 。

7時49分:ア グネ ス ・ジ ャ ワが,あ らた に飯 と豚 肉の ココナ ヅ ミル ク煮 を,飯 カ ゴ

(kidha)と ユ ウガ オ の 椀 によ そ う と,ヨ セ ブ ・ボ カが,そ の 飯 と肉 を少 しずつ ヒ ロ

バ ノ ジ アオ イの 木,そ の わ き の石,そ れ にオ ネ ・リアか らも っ て こ られ た肩 か けバ ヅ

グ には い っ た豊 穣 を もた らす ワ トゥ ・ニパ(蛇 石)の 上 に お いて ゆ く。 つ ぎ に,上 記

の6種 類 の 植 物 の 葉 を少 しず つ ちぎ り とって,飯 と肉 と とも に,編 み カ ゴの なか の 種

籾 の 上 に お く(写 真22参 照)。 そ して,つ ぎの よう に言上 す る(以 下 の人 名 につ い て

は,図7参 照)。

karu'esaiina.

lau皿aiWanggeMbete,

ma皿oNdoriWangBes

ghelemaiEmaSekel93),

baboAtaNgga'e,

riabewa,

karapabou,pesarapamondo,

tedoditembu,wesadiwela.

gagabo'o,kewiae.

の ノ ゆ ノク ク

pensn$e,wewinuwawee.

patidoka,ti'idoru'eina.

さ あ,お 食 べ く だ さ い 。

ワ ン ゲ ・ン ベ テ,

ン ド リ ・ワ ン ゲ,

エ マ ・セ ケ,

ア タ ・ン ガ エ,

リ ア ・ベ ー ワ(WodaWangge),

あ つ ま っ て,お 食 べ く だ さ い 。

作 物 が 順 調 に 育 ち ま す よ う に 。

豊 作 に な り ま す よ う に 。

家 畜 が ふ え ま す よ う に 。

食 べ 物 を お 供 え い た し ま す 。
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nitupa'iata皿ataeobeueo�,wee,遠 い 祖 霊 も,近 い 祖 霊 も,

karapabou,

pesarapamondoghaina. こ こ に あ つ ま っ て お 食 べ く だ さ い 。

以 上 の よ う な言 葉 を言 上す る と,ま ず ヨセ ブ ・ボ カが 飯 カ ゴ とユ ウガ オ の椀 に も ら

れ て い る飯 と 肉 を食 べ,そ の 後,レ オ ・オ ナ,シ プ リア ヌス ・テ ィボ,レ オ ・ドオ が

食 事 に くわわ る。 また,モ セス ・ハ ル や ア グネ ス ・ジ ャ ワも べ つの 皿 にも られ た飯 と

肉 を食 べ る 。

8時10分:食 事 が おわ る と,マ ル ガ レー タ ・ウ ェァが 食 器 類 をか たず ける 。

8時13分:レ オ ・オ ナ が,米 を い く粒 かつ まん で,ニ ジ ョ ・セ ウ ェ ・フ ング ・ハ イ

nijosewehunguha'i(つ ま先 をふ み しめ る 呪文)を さ さや き か け,そ の 米 を ヒロバ

ノ ジァ オ イ の木 の す ぐ下 方(ghawa)に しゃが ん でい る ア グネ ス ・ジ ャ ワ にわ たす 。 ア

グ ネ ス ・ジ ャ ワは,そ れ を右 足 で強 くふ みつ け る。 この呪 文 は,作 物 の 根 を しっ か り

さ せ(ha皿u皿,・aerera),作 物 を た おれ に く くす る効 力 をも って い るの だ と いわれ る 。

レオ ・オ ナ に よる と,上 記 の ニ ジ ョ ・ソキ ・セル とニ ジ ョ ・セ ウ ェ ・フ ン グ ・ハ イ

は,お な じ内容 を も って い る との こ とで あ っ たが,こ の よ う にの べ る こ とで,ニ ジ ョ

・セ ウ ェ ・フ ン グ ・ハ イ の 内容 を秘 密 に した 可能 性 も じゅうぶ ん に考 え られ る 。

そ の後,ア グネ ス ・ジ ャ ワが,種 籾 の上 に お かれ て い る デ トゥ ・ン ガ ジ ャ とい う名

前 の 金 の 耳飾 りを身 につ け る 。 これ と同 時並 行 して,レ オ ・オ ナ がふ た たび 米 をつ ま

み,ニ ジ ョ ・ボケ ・フ ェ ンゲ ・レエ(フ ェン ゲ ・レエ とよば れ る盗 み 食 い をす る 精霊

を追 い は らう 呪文)を さ さや き か ける 。 そ して,畑 の上 方(Steele)を む いて しゃ が

ん で い る ア グ ネス ・ジ ャ ワ にわ たす と,彼 女 は,後 をふ りか え らず に,そ の米 を畑 の

下 方,つ ま りガ ワghawa(斜 め 下)の 方 向 にな げす て る。

ニ ジ ョ ・ボ ケ ・フ ェ ンゲ ・レエの 内容 は,6・6・2で 記 述 され た も の と ま った く

お な じな の で,こ こで は 省 略 す る。

8時18分:ア グネ ス ・ジ ャ ワが,ア ウ竹 の 先端 を とが らせ てつ くっ た,種 ま き儀 礼

専 用 の掘 り棒(su'atedoau)で カ オ ・ウ ィニ(畑 の 祭 場)に 穴 を4っ ほ り,そ こ に

種 籾 を うめ る 。

これ が す む と,ア グネ ス ・ジ ャ ワが,ヤ シ 殻 の椀 をつ か っ て,編 み カ ゴ か ら人 々の

も って い る 肩 か けの 編 み カ ゴ(rembi)に 種 籾 を いれ て や る。 この 行 為 は,カ オ ・ウ

ィニkaowini(種 籾 を汲 む)と よば れ,畑 の 中 央 にあ る 祭場 は,こ の カ オ ・ウ ィニ が

お こな われ る場 所 で あ る か ら こそ,カ オ ・ウ ィニ と よば れ る の で あ る。
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ア グネ ス ・ジ ャ ワか ら種 籾 をう け とる と,人 々は,つ ぎ っ ぎ と畑 の 下 の 方(ghawa)

に む か っ て お りてゆ く。

8時25分:ア グネ ス ・ジ ヤ ワが,シ ャロ ヅ トと シ ョウガ をカ オ ・ウ ィニ の す ぐ上 方

の 部 分(10kasomulea)に うえる 。 畑の 下 の 方 にむか った 人 々が,右 手 に にぎ っ た

掘 り棒(こ の掘 り棒 は,村 か ら各 自が も って き たも の であ り,木 も し くは ア ウ竹 の 一

端 に鉄 製 の 先 端部 が と りつ け られ て いる)で 地 面 に穴 をあ け,左 手 で作 物 の 種 をいれ

な が ら,上 の 方(ghele)に む か ってす すん で くる。 ヨセ ブ ・ボ カ だ けは,ア ウ竹 の 先

端 を とが らせ た 掘 り棒(8時18分 に ア グネス ・ジ ャ ワがつ か った もの)を つ か って い

る194)。

8時30分:モ セ ス ・ハ ル が,ナ ン ギ ・ンダ レnangiNdale(ン ダ レの 哀 歌)と よば

れ る,イ ネ ・パ レ(稲 の 母)を 主題 とす る哀 歌 をうた い は じめ る 。 ナ ン ギ(哀 歌)と

は,お も に葬 儀 の 文脈 で うた わ れ る歌 の 総称 で あ り,ン ダ レとは,作 物 起 源 神 話 の な

か に登 場 す る ンダ レNdaleも しくは コ ジ ャ ・ンダ レKojaNdaleと よばれ る場 所 の 名 前

に 由来 す る と考 え られ る。 だが,種 ま きの と き にう たわれ るナ ンギ が,ナ ン ギ ・ンダ

レ とよば れ る 理 由は,か な らず しも あ き らか で は な い。

しば ら くす る と,ヨ セ ブ ・ボ カ もナ ン ギ ・ン ダ レを うた い は じめ,2人 の歌 声 が 畑

に響 きわ た る 。 チ ン ギ ・ン ダ レの歌 詞 は,各 自が ア ドリブ を くわ え な が らつ くっ てゆ

くも の であ り,さ だ ま っ た 内容 が あ るわ けで は な い。

人 々 は,肩 か け の編 み カ ゴ に種籾 が な くな る と,カ オ ・ウィ ニ にや って き て,ア グ

ネ ス ・ジ ャ ワ に種籾 を補 充 して も らい なが ら,種 ま き をす す め る。

また,オ ネ ・リア か らも っ て こ られ た トウ モ ロコ シ,モ ロコ シ,キ ュ ウ リ,カ ボ チ

ャ とい っ た作 物 の種 も,種 籾 と おな じ方 法 で 土 の なか に うめ られ てゆ く。

この 日は,イ ネ ・パ レ(稲 の 母)の 兄弟 と関 連 づ け られ る パ レ ・ラカpareLakaの

種 籾 が まか れ る こ とは な か っ たが,畑 の 下端 には,後 日,パ レ ・ラ カの 種 が まか れ な

け れ ば な らな い。 す で にの べ た よ う に,パ レ ・ラカ は,作 物 をさ ま ざ まな 外 敵 か らま

も って くれ るの だ とい われ る 。

種 まき は,1時 間 た らず で終 了す る 。

種 まき が お こなわ れ た 日の夜,オ ネ ・リア で は,つ ぎ の よ うな 儀 礼 が お こなわ れ る 。

19時12分:オ ネ ・リァで飯 と肉が 料 理 され,そ れ が2つ の ユ ウガ オ の椀 に も られ る 。

ヨセ ブ ・ボ カが ヂ ウ ィス ・ルル(祖 霊 の座)の 石 と豊 穣 を もた らす ワ トゥ ・ニパ(蛇

石)の は い っ た肩 か けバ ッグ に飯 と肉 をの せ,つ ぎ の よ う に言 上 す る(人 名 につ いて

は 図7参 照)。

一175一



karu'esaiina.

tauwakelobodoumariaina.

WanggeMbete,

NdoriWangge,

WanggeNdori,

EmaSeke,

riabewa,

mamoWanggeMbete.

karapabou,

pesarapamondoghaina.

teboma'adego,toma'eleko.

pareghama'elodu.

patidoka,ti'idoru'eina.

さ あ,お 食 べ く だ さ い 。

大 き な 畑 の 種 ま き を し ま し た 。

ワ ン ゲ ・ ン ベ テ,

ン ド リ ・ ワ ン ゲ,

ワ ン ゲ ・ ン ド リ,

エ マ ・セ ケ,

リ ア ・ベ ー ワ(WodaWangge),

ワ ン ゲ ・ン ベ テ(AtaNgga'e),

anaheuleage,

hoebeubeu,ragobewabewa.

あ つ ま って お食 べ くだ さい 。

健 康 で あ ります よ う に。

稲 が 枯 れ た り しませ ん よ うに。

食 べ 物 をお供 え い た しま す 。

ス ズ メや鳥 を,

遠 い 彼 方 に追 い は らって くだ さい 。

19時13分:ま ず,ヨ セ ブ ・ボ カ が供 物 の の こ りを食 べ,そ の 後,居 間 の 中央部 では

男 た ち が食 事 を お こ な う。 い つ もの ことで あ る が,女 と子 供 た ち の食 事 は,男 た ちの

食 事 が おわ っ てか らは じめ られ る195)。

6・13雨 期 が 本 格 化 す る 季節(12月 ～1月)

6・13・1ベ ケ ・リア の 季節 現 象

ベ ケ ・リァbekeria(大 き な ブケ)と よ ばれ る12月 か ら1月 にか けて の 時期 に は い

る と,雨 量 は ます ます増 加 し,毎 日の よ う に,強 風(angiria)を とも な っ た豪 雨 が

や っ て くる よ う にな る 。 だ が,風 雨 の な い静 か な夜 に は,無 数 の ホ タル(lepe)が い

た る と ころ で 飛 び か い,家 の なか に も小 さ な 青緑 色 の光 が 迷 い こん で くる よ う にな る 。

この 時 期 にな る と,畑 に お ける 種 まき も水 田 に おけ る 田植 も おわ り,人 々は 農 閑 期

を むか え る 。 しか しな が ら,と ぼ しくな っ て き てい た 日々の食 事 内容 は,さ らに不 足

の 度 を くわ え,ウ ラ ・ロ ワwulalowa(空 腹 の 季 節)が は じま る。 乾 燥 トウ モ ロ コ シ

を,や わ らか くな る ま で ゆ で た り(jawambombo),空 い り した り(jawaseo),空 い

り後 に粉 末 に した も の(hu'ujawa),そ れ に キ ャ ッサバ な どが,主 食 と して毎 日の よ
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う に 食 べ ら れ る よ う に な る 。 こ の ウ ラ ・ロ ワ は,ベ ケ ・ リ アbekeriaか ら,野 菜 類 の

収 穫 が 本 格 化 す る バ ル ・ レ エbalure'e(3月 か ら4月)ま で つ づ く 。

6・13・2パ イ ・ム ク 儀 礼

新 畑 の 儀 礼 体 系 で は,祭 祀 畑 の 火 入 れ(jengi)に と も な い,パ イ ・ム クpa'i皿uku

(バ ナ ナ と 夜 を あ か す)と ブ イ ・ム クbui皿uku(バ ナ ナ を 焼 く)と よ ば れ る 儀 礼 が お

こ な わ れ る 。 し か し な が ら,こ の2つ の 儀 礼 は,通 常 の 畑 と 儀 礼 畑 に お け る 種 ま き が

終 了 し て,約1箇 月 が す ぎ た1月 の 中 旬 に な っ て よ う や く お こ な わ れ る 。

1985年1月13日19時35分:ヨ セ ブ ・ボ カ と サ ミ ュ ェ ル ・ レ バ(表10参 照)が,ム ク

・ マ ー 皿uku皿aと よ ば れ る 焼 い て し か 食 べ ら れ る こ と の な い2房 の バ ナ ナ(mukuma

wolorua)と ム ク ・マ ー の プ ス ・ム クpusu皿uku(直 訳:バ ナ ナ の 心 臓;意 訳:バ ナ

ナ の 花 芯)を 木 に し ば り つ け て,オ ネ ・ リ ア に も っ て く る196》 。 そ し て,木 に し ば り

つ け た 状 態 の ま ま で,オ ネ ・ リ ア の ウ ィ ス ・ル ル(祖 霊 の 座)に つ る す(写 真23参 照)。

本 来,バ ナ ナ と プ ス ・ム ク は,ウ ォ ロ ・フ ァ イ 村 に あ る オ ネ ・ウ マ ・ン グ ア ・バ プ

(祭 祀 畑 の 家,6・9・5参 照)の ウ ィ ス ・ル ル(祖 霊 の 座)に つ る す の で あ る が,

老 朽 化 し て い た オ ネ ・ ウ マ ・ン グ ア ・バ プ が 倒 壊 し,つ か え な く な っ て し ま っ た の で,

オ ネ ・ リ ア に も っ て こ ら れ た の で あ る 。

20時 す ぎ:マ リ ア ・ウ タ が,飯 と 豚 肉(オ ネ ・ リ ア に 保 存 さ れ て い た 乾 燥 肉)の コ

コ ナ ツ ミ ル ク 煮 を 飯 カ ゴ(kidha)と ユ ウ ガ オ の 椀 に も り つ け る 。 い つ も の よ う に,

飯 と 肉 の 料 理 が ウ ィ ス ・ル ル に な ら べ ら れ,ヨ セ ブ ・ボ カ が,ウ ィ ス ・ル ル に お か れ

て い る 石 の 上 に 飯 と 肉 の 料 理 を の せ て ゆ く 。 そ し て,つ ぎ の よ う に 言 上 す る(以 下 の

人 名 に つ い て は 図7を 参 照)。

8

karu'esai.

nitupa'iwisululuina.

WanngeMbete,

NdoriWangge,

WanggeNdori,

ghel6皿aiEmaSeke197⊃,

AtaNgggae,

riabewa.

さ あ,お 食 べ く だ さ い 。

ウ ィ ス ・ル ル(祖 霊 の 座)の 祖 霊 た ち よ 。

ワ ン ゲ ・ ン ベ テ,

ン ド リ ・ ワ ン ゲ,

ワ ン ゲ ・ ン ド リ,

エ マ ・セ ケ,

ア タ ・ ン ガ エ,

リ ア ・ベ ー ワ(WodaWangge),
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karapabou,

pesarapamondoghaina.

patidoka,ti'idorueina.

ghatauhagetausorosu'a.

tauledapa'imukukobeina.

patidoka,ti'idoru'eina.

tedotembu,wesawela.

gagabo'o,kewiae.

ク ロ ノ 　 ノク ク

Peninge,westnuwawee.

あ つ まっ て,お 食 べ くだ さ い。

食 べ 物 をお供 え い た します。

アウ竹 の 掘 り棒 をよ こたえ よ う と して お りま す。

同時 に,今 夜 は パ イ ・ム ク も お こな い ます 。

食 べ 物 をお供 え い た します 。

作 物 が 順 調 に育 ち ます よ うに 。

豊 作 にな ります よ うに。

家畜 がふ え ます よ うに。

いつ もの よ う に,ヨ セ ブ ・ボ カ とサ ミュエ ル ・レバ は,ウ ィス ・ル ル に供 え られ た

飯 と 肉の 料 理 を食 べ る 。 そ して,男 たち が,居 間の 中央 で食 事 をお こな い,つ ぎ に女

た ち の食 事 とな る 。

儀 礼 の 名称 は,パ イ ・ム ク(バ ナナ 夜 をあ か す)で あ るが,本 当 に徹 夜 で 番 が お こ

な われ る わ け では な い 。 も っ と も,祖 霊 た ち が徹 夜 で 番 をす る と考 え る こ とは で き る

が。

6・13・3ブ イ ・ム ク儀 礼

パ イ ・ム ク が おわ る とsそ の翌 日には,祭 祀 畑 の火 入 れ に と もな うブ イ ・ム クbui

皿uku(バ ナ ナ を焼 く)と よば れ る儀 礼 が お こ なわ れ る。 伐採 は,し ば ら くま え に おわ

って い た の だ が,火 入れ は,こ の と き にな っ て は じめ て お こなわ れ る の で あ る。

1985年1月14日8時:サ ミュエル ・レバ,ア ン トニ ウス ・ウ ィ ク(表10参 照)が 伐

採 後 に放 置 され て い た樹 木 を祭 祀畑 の 中央部 に あつ め て,火 入れ を お こな う。 炎 が し

ず まる と,オ ネ ・リア か ら編 み カ ゴ にい れ て も って こ られ た バ ナナ と プス ・ム ク(バ

ナ ナ の 花 芯)を 火 の な か に な げ こむ。

8時37分:焼 き あ が っ たバ ナ ナ の皮 をむ い て,編 み カ ゴの な か に いれ て ゆ く・ それ

と 同 時並 行 して,ア ン トニ ウス ・ウ ィクが,鍬 をつ か っ て畑 の 上端 と 下端 の 部 分 を少

しほ りさ げ て,カ オ ・ウ ィニkaowini(畑 の 祭 場)を つ くる・ す で に のべ た よ うに ・

祭 祀 畑 の場 合 には,畑 の 上端 と下 端 のそ れ ぞ れ に カオ ・ウ ィニ が も うけ られ る ・

カ オ ・ウ ィニ をほ る 作 業 が おわ る と,儀 礼 畑 の種 ま きで つか わ れ た の とほぼ おな じ

大 き さ の樹 皮 をむ い た ヒ ロバ ノ ジァ オ イの 木 をカ オ ・ウ ィニ に たて る ・ だ が ・ この と

一178一



き ニ ジ ョ ・トゥカ ・タナ(土 地 の子 宮 の 呪文)が っ かわ れ る ことは な か った 。

8時41分:バ ナ ナ が焼 きあ が り,カ オ ・ウ ィニ をほ る作 業(koekaowini)も 終 了

す るが,オ ネ ・リアか ら,料 理 やベ テ ル チ ュ ー イ ング に必 要 な 品 々(ビ ン ロウの 実,

キ ンマ の 果 穂,石 灰)が も って こ られ な いの で祭 祀畑 にす わ っ て まつ 。 それ とい うの

も,こ れ らの も の がオ ネ ・リア か らも って こ られ な い と,タ バ コ をす う こ とも,ベ テ

ル チ ュー イ ン グ をお こな う こ とも で きな いか らで あ る。

9時35分:よ うや く,オ ネ ・リアか らマ リア ・ウタ とマ リア ・イ メ ル ダが や って く

る 。 まず,ベ テル チ ュー イ ング に必 要 な 品 々(ビ ン ロ ウの 実,キ ンマ の果 穂,石 灰)

が だ され,男 た ち は,ベ テ ル チ ュー イ ン グ を お こな いつ つ,タ バ コ をす う。 マ リア ・

ウ タは,ン ボ ラ ・カ ド(タ ナ ・ワ トゥに あた え られ た金)の 一 部 をな す金 の 耳飾 り を

っ け て い る。

オ ネ ・リアか らも って こ られ た 飯 と豚 肉(オ ネ ・リア に保 存 され て いた 乾 燥 肉)の

コ コナ ヅ ミル ク煮 をユ ウガ オの 椀 にも りつ け,畑 の 上 端 に ある カ オ ・ウ ィニ に供 え る。

ま た,編 み カ ゴ には い っ た焼 いた バ ナナ も カ オ ・ウ ィニ に おか れ る。

9時39分:サ ミュエル ・レバ が,飯,豚 肉 の コ コナ ヅ ミル ク煮,焼 きバ ナ ナ を ヒ ロ

バ ノ ジ アオ イ の 木 とそ の わ きの 石 の上 に供 え る 。 それ か らs参 加 者 全 員 が,カ オ ・ウ

ィ ニ にあ つ ま り,飯,豚 肉 の コ コナ ツ ミル ク煮,そ れ に焼 いた バ ナナ を食 べ る 。

10時:食 事 が おわ り,か え り じた くをは じめ る。

6・13・4祭 祀 畑 の ケ デ ・コ レ儀 礼

祭 祀畑 に おけ る 種 ま き は,村 落 共 同体 にお け る最 終 の種 まき であ りs儀 礼畑 に お け

る 種 まき の 場 合 とお な じ く,そ の 前 日には,ケ デ ・コ レkedekole,つ ま り(祭 祀 畑

に まかれ る種 を)「 盛 っ て,据 え て お く」 とよ ばれ る儀 礼 が お こな わ れ る 。

1985年1月14日20時00分:マ リア ・ウタ に よ って 準備 され た飯 と豚 肉(オ ネ ・リァ

に 保 存 され て い た乾 燥 肉)の ココ ナ ヅ ミル ク煮 が,3つ の 小 さな 蓋 つ き の飯 カ ゴ,ユ

ウ ガ オ の椀,飯 カ ゴ,そ れ にヤ シ殻 の 椀 に も りつ け られ る(図39参 照 〉。

20時8分:ヨ セ ブ ・ボ カ が 飯 と肉の つ め られ た 小 さな 蓋 つ きの 飯 カ ゴの ひ とつ をも

っ て,ワ ンゲ ・ンベ テ の 遺 骨 箱 が安 置 され て いる 中二 階 にのぼ る 。 そ して,遺 骨 箱 と

そ の わ きの 石 の 上 に飯 と肉 をお き,っ ぎの よ う に言上 す る。

karu'esai. さ あ,お 食 べ く だ さ い 。
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WanggeMbeteina.

taukedekoleumangguabapu.

gagabo'o,kewiae,

pensnge,westnuwa.

tedotembu,wesavelawe'e.

hoebeubeu,ragobewabewa,

uleageanahe.

patidoka,tゴidoru'6ina.

inahagesorosu'a.

ワ ンゲ ・ンベ テ。

祭 祀 畑 の ケ デ ・コ レ をお こな い ます 。

豊 作 に な ります よ う に。

家畜 がふ え ます よ う に。

作物 が順 調 に育 ち ます よ うに。

遠 い 彼 方 に追 い は らって くだ さ い,

鳥 や ス ズ メ を。

食 べ 物 をお供 え い た します 。

掘 り棒 をよ こたえ よ う とす る と ころ で す。

20時11分:中 二 階 か らお りて,ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の 座)に 供 え られ て い る食 物 を,

ウ ィス ・ル ル の 石 と豊 穣 をも た らす ワ トゥ ・ニパ(蛇 石)の は い っ て いる 肩 か けバ ッ

グ にの せ て ゆ き(図39参 照),つ ぎの よ うに 言上 す る 。

karu'esai.

コ り サ コ

nitopa-iina.

patidoka,ti'idoru'eina.

tedotembu,wesavela.

gagabo'o,kewiaewe'e.

mbasai,gepagena.

lorasambu,dugaduawe'e.

patidoka,ti'idoru'eina.

ク リ
inahagesorosu'a.

さ あ,お 食 べ くだ さい 。

祖霊 た ち よ。

食 べ 物 をお供 え い た します 。

作 物 が 順調 に育 ち ます よ う に。

豊 作 にな ります よ うに。

願 い事 が か な い ます よ う に。

す べ てが 成就 します よ うに。

食 べ 物 を お供 え いた します 。

掘 り棒 を よ こた え よ う とす る と こ ろ です 。

その 後,ヨ セ ブ ・ボ カが 供 物 の の こ り を食 し,居 間 の 中央 で 男 た ち が食 事 をは じめ

る。 い つ もの よ う に,女 たち の 食 事は,男 た ち の食 事 が おわ って か らは じめ られ る 。

飯 と 肉の は い った 小 さ な蓋 つ きの飯 カ ゴが2つ の こ って い るわ け で あ る が,こ れ は,

ヨ セ ブ ・ボ カ が 帰 宅 す る と き に,オ ネ ・リア か らも って で られ,ウ ォ ロ ・レ レ村 にあ

るNdoriWanggeの 墓(図7,図13)と テボ ・ラカ村 に あるToko(図7参 照)の 墓 に供

え られ る。
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6・13・5祭 祀 畑 に お ける 播種 儀 礼

ケ デ ・コ レが お こな われ る と,そ の翌 朝,祭 祀畑 の 種 ま き(tedoumangguabapu)

が お こな わ れ る。 した が っ て,1985年 の場 合,祭 祀 畑 の 種 ま きは,1月15日 に お こな

わ れ たわ け で あ るが,こ の ときの 種 まき は,ヨ セ ブ ・ボ カ が参 加 して い な か った た め

に,さ ま ざ ま な点 で異 例 で あ った。 した が っ て,以 下 では,1984年 に お こなわ れ た 祭

祀 畑 にお け る種 ま き を と りあ げ る こと に した い。

1984年1月23日8時13分:祭 祀畑 の 上 端 に あ るカ オ ・ウ ィニ(畑 の 祭 場)に,サ ト

ウ キ ビ,ア ダ ン,モ ダ マ,セ バ ・ンガ コsebanggako(学 名 不 明),レ ルlelu(学 名

不 明)sケ ラkela(学 名 不 明)と い った6種 類 の植 物 が 植 え られ る 。 とは い っ ても 前

年 の種 ま きの と き に植 え られ,枯 れ ず に成 育 をっ づ け てい る ア ダ ンは,そ の ま ま流 用

され,樹 皮 をむ い た ヒ ロバ ノ ジアオ イ の木 に して も,前 年 度 の もの が そ の ま ま も ち い

られ る 。祭 祀 畑 が 新 畑 であ る な らば,い うま で も な く,ヒ ロバ ノ ジ アオ イ の 木 と上 記

の6種 類 の植 物 は,す べ て あ らた に準 備 され る 。

8時14分:8時14分 か ら,9時29分 まで,な にも お こな う こ とが で き な い・ そ れ と

い うの も,豚 肉(オ ネ ・リア に保 存 され て い た乾 燥 肉)の コ コナ ヅ ミル ク煮 をオ ネ ●

リア にわ す れ て きた た め で あ る。 そ れ をフ ェ ロニ カ ・ウ ィニ が と りにか え る ・ マ リア

・ウタ ,ク リス テ ィナ ・パ レ,プ リプス ・ン ベ テ,ヨ セ ブ ・ボ カ,サ ミュエ ル ●レバ

(表10参 照)は,ベ テル チ ュー イ ン グ を お こな い,ま た男 たち は,タ バ コ も吸 い なが

ら,フ ェ ロニ カ ・ウ ィニが も ど って くるの を まつ。

9時30分:フ ェ ロニ カ ・ウ ィニ が も ど って きた の で,マ リア ・ウタ が ・オ ネ'リ ア

か らも って こ られ た 飯 一 一儀 礼 畑 の 種 ま きの と き とお な じよう に,こ の飯 は ・ ア レ'

トゥカ ・タナaretukatana(土 地 の 子 宮 の 飯)と よ ばれ る 一 一 と豚 肉の コ コ ナ ツ ミ

ル ク 煮 をユ ウガ オの 椀 に も りつ け,そ れ か らホ ー ロー の皿 にも よ そ う。 ホ ー ロー の皿

に よそ っ た飯 は供 物 で は な く,儀 礼 に参 加 した 者が,の ち ほ ど食 べ る ため の もの で あ

る 。

9時35分:図40の よ うに供 物 な どが,祭 祀 畑 の上 の方(ghele)に あ る カオ ●ウ ィニ

に おか れ る 。 そ して,ヨ セ ブ ・ボ カ が,飯 と豚 肉の コ コナ ツ ミル ク煮 を・ ヒ ロバ ノ ジ

ア オ イ の木,そ の わ き に おかれ て いる 石sオ ネ ・リア か らも って こ られ た ワ トゥ ・ニ

パ(蛇 石)の は い っ た肩 か けバ ッグの 上 にの せ てゆ く。 それ か ら,カ オ ・ウ ィニ に植

え られ て い る6種 類 の 植 物 の 葉 をち ぎ りと って,少 量 の飯 と豚 肉 と とも に種 籾 にまぜ

る 。 マ リア.ウ タ が,オ ネ ・リアか ら身 につ けて き たゲ ウ ・ウ ィニgewuwini(種 籾

と まぜ る)と よば れ る 金 の 耳飾 りをはず し,種 籾 の 上 に お く・
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9時37分:ヨ セ ブ ・ボ カ が,っ ぎの よ う に言 上 す る(人 名 につ いて は 図7参 照) 。

karu'esai,

gh{…16皿aiWang9{…Mbetet98),

NdoriWangge,

ghelemaibaboAtaNgga'e,

EmaSeke,

kabou,pesamondoghaina.

さ あ,お 食 べ く だ さ い,

ワ ン ゲ ・ン ベ テ,

ン ド リ ・ワ ン ゲ,

ア タ ・ン ガ ェ,

エ マ ・セ ケ,

こ こ に あ つ ま っ て お 食 べ く だ さ い 。

ghatautedokema

umangguabapuina.祭 祀 畑 の 種 ま き を す る と こ ろ で す 。

patidoka,ti'ido,-rue.食 べ 物 を お 供 え い た し ま す 。

gagadibo'o,kewidiae.豊 作 に な り ま す よ う に 。

peninge,wesinuwa.家 畜 が ふ え ま す よ う に 。

tedodite皿bu,wesadiwelawe'e.作 物 が 順 調 に 育 ち ま す よ う に 。

ujadi,-maeduna,雨 が た り な か っ た り,

lejadi,-ma2pate.日 照 り が つ づ い た り し ま せ ん よ う に 。

uleagehoebeubeu,rabobewabewa.鳥 を 遠 い 彼 方 へ 追 い は ら っ て く だ さ い 。

ヨセ ブ ・ボ カ が供 物 の の こ り を,手 で4口 食 べ たの ち,他 の 参 加者 た ちが ス プー ン

をつ か って,飯 と豚 肉の コ コナ ヅ ミル ク煮 を食 べは じめ る。

9時58分=食 事 が おわ り,種 まきが は じま る。 ク リス テ ィナ ・パ レがsア ウ竹 の 先

端 を とが らせ てつ くった 種 まき儀 礼 専用 の掘 り棒(su'atedoau)を つ か って,畑 の

上 端 に あ る カ オ ・ウ ィニ に4つ の 穴 をほ って 種 籾 をいれ る 。 そ して,こ の カ オ ・ウ ィ

ニ の す ぐ上 の場 所(lokaso皿ulea)に 数 多 くの 穴 をほ り,シ ャ ロ ッ トと シ ョ ウガ を

う め る(図40参 照)。 他 の人 々は,こ れ とほ ぼ 同 時平 行 して,種 籾 を祭 祀 畑 の全 体 に

ま い てゆ き,種 籾 をま き おわ る と,つ ぎ に トウモ ロコ シの 種 を ま いて ゆ く。

10時5分:ま た た くま に,種 まき が終 了 す る 。

10時7分:土 砂 の流 出止 め(hebe)の 下 に,そ れ と平 行 に なる よ うに,種 ま き儀 礼

専 用 の 掘 り棒(su'atedoau)を お しこむ(図40参 照)。 これ が,ク デ ・コ レの 儀礼

に おい て 言及 され て いた 「掘 り棒 を よ こた え る 」(sorosu'a)で あ り,こ う して,

す べ て の種 ま きが 終 了す る の で あ る。

この ア ウ竹 でつ く られ た種 ま き儀 礼 専用 の 掘 り棒 は,日 照 りが っ つ く と,祭 祀 畑 か
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らも ち だ され,川 の な か に沈 め られ る 。そ うす る と,ど うい うわ け か,雨 が ふ りは じ

め る の だ と い われ る。

この 日の種 ま き では,畑 の 下端 にあ る カオ ・ウ ィニ(畑 の祭 場)の 役 割 が 明 確 に な

らな か っ た が,こ の カオ ・ウ ィニは,パ レ ・ラカPareLakaの 種 が ま かれ る 場 所 と し

て 利 用 され る 。 パ レ ・ラカ とは,す で にのべ た よ うに,イ ネ ・パ レ(稲 の 母)の 兄弟

で あ る ラ カLakaと 関連 づ け られ る稲 で あ り,作 物 をさ まざ ま な外 敵 か らま も って くれ

る の だ とい わ れ る 。 したが って,パ レ ・ラカ の 種 は,後 日,畑 の 下 端 に まか れ ね ば な

らな い 。

種 まき が お こな われ た 日の 夜,オ ネ ・リア で は,つ ぎの よ うな 儀 礼 が お こなわ れ る 。

20時00分:サ ミ ュエル ・レバ(表10参 照)が,ウ ィス ・ルル にす わ り,ク リス テ ィ

ナ ・パ レが 料 理 した飯 と肉 を,ウ ィス ・ルル(祖 霊 の座)の 石 の 上 にの せ て ゆ く。 祝

詞 の 言 上 は,き わ め てみ じか く,ま た小 さな 声 で お こなわ れ たの で,録 音 す る ことは

で きな か った 。 シモ ン ・セ ン ダ(表10,図11参 照)が,サ ミ ュエル ・レバ の 「供 」 と

して,ウ ィス ・ル ル に供 え られ て い る飯 と豚 肉 の ココナ ヅ ミル ク煮 を食 べ る。

6・14ひ き っ つ く 雨 期(1月 ～2月)

ベ ケ ・ ロ オbekelo'o(小 さ な ベ ケ)と よ ば れ る1～2月 の 季 節 の は じ め に は,ア

ン ギ ・ ジ ョ ド ・ベ ケ ・ ロ オangijodhobekelo'o(ベ ケ ・ ロ オ を ま ね く 風)が ふ き,

例 年 な ら ば わ ず か に 雨 量 が 減 少 し,ベ ケ ・バ ラ ・ブ エbekebarabue(豆 を 乾 燥 さ せ

る ブ ケ)と よ ば れ る 数 日 間 の 晴 れ 間 が つ づ く の だ と い わ れ る 。

ウ ォ ロ ・ レ レ ・ア ー 村 に お け る1984年1月 の 雨 量 は,323mmで あ り,2月 の 雨 量 は,

1月 よ り も さ ら に 増 加 し て い る が,ウ ォ ロ ・ ワ ル に お け る8年 間 の 統 計 資 料 か ら 判 断

す る な ら ば,上 記 の よ う な 人 々 の 言 葉 は,当 を え て い る と い う べ き で あ ろ う(表6参

照)。 と は い っ て も,ブ ケ ・ロ オ が,強 風(angiria)を と も な っ た 豪 雨(ujaria)

に み ま わ れ る 雨 期 で あ る こ と に か わ り は な い 。

ブ ケ ・ ロ オ に は い る と,柑 橘 類 の 実 が,し だ い に 大 き く な っ て ゆ く 。 ザ ボ ン(リ オ

語 名:皿uderia;学 名:Citrus皿axima)や ヘ ソ ミ カ ン(リ オ 語 名:mudemi;学 名

:Citrussinensis)が 食 さ れ る よ う に な る の は,ま だ 先 の こ と で あ る が,ト ウ ガ ラ

シ(horo)や 塩 と ま ぜ ら れ た ラ イ ム(リ オ 語 名:mudetelo;学 名:Citrusauranti-

folia)が,食 卓 を か ざ る よ う に な る 。

ま た,ブ ケ ・ ロ オ に は,昨 年 の10月 に 種 を ま い た ト ウ モ ロ コ シ(jawadega)が 収
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穫 さ れ,「 空 腹 の 季 節 」(肌11alowa)に お け る 貴 重 な 食 料 と な る 。 と は い っ て も,雨

季 の 悪 天候 が わ ざわ い し,さ ほ どの収 穫 量 は 期待 で き な い。
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第7章 農 耕 儀 礼 の 解 釈

7・1予 備 的 考 察

前 章 で 記 述 され た 農耕 儀 礼 の 解釈 へ とす すん でゆ くま え に,い くつ か の 予 備 的 な考

察 を お こな って お く こ とに した い 。

山下 の 言 葉 をか りる な らば,儀 礼 は,「 多 次元 的 に構 成 され た複 雑 な 全 体 」[山 下

1988:148]で あ り,そ の 全 体 を一挙 に と りあ げ る こ とは不 可 能 に近 い。 したが って,

儀 礼 をい くつ か の要 素 に分 解 す る ことが 必要 にな って くる わ け で あ るが,リ オ族 の社

会 には,ン デ ンブ族 の チ ジ キ ジル(chijikijilu)に 相 当す る よ う な,儀 礼 の 構成 要

素 に関 す る 抽 象 的 な概 念 が み られ な い199)。 しか しな が ら,た とえ 明確 に概 念化 され

て いな くて も,儀 礼 をい くつ か の構 成 要 素 に分 解 す る ことは で き る はず で あ る 。 なぜ

な らば,リ オ 族 の人 々 は,儀 礼 を描 写 す る場 合,最 初 にaを お こな い,つ ぎ にbを お

こな い,最 後 にcを お こな う とい った 具合 に,儀 礼 をい くつ か の プ ロ ッ トにわ け て語

る ば か りで な く,儀 礼 に必 要 とされ る さま ざ まな 舞 台装 置 を列挙 す る こ とが で き る か

らで あ る292}。

す で にの べ た よ う に,農 耕儀 礼 は,首 長(村 落 共 同体 の 長)や トゥカ(ウ ェ ワー 一

首 長 を代 表 者 とす る父 系 リネ ー ジ ー 一の 下位 分 節 体)の 代 表者 に よ って 主 催 され る儀

礼 と,そ れ 以外 の 儀 礼 に分 類 され る 。 そ して,前 者 の儀 礼 には,a)飯 を炊 き(tabha

are),b)菜 を料 理 し(nasuuta),c)祖 霊 に飯 と副 菜 を供 え(kuwiroe),d)祖

霊 に祝詞 を言 上 し(meanosi),e)儀 礼 に参 加 した者 が 飯 と菜 を食 べ る(kaあ る い

はpesa)と い っ た,5つ の儀 礼 要 素 が ふ くまれ て い る。 だ が,こ れ らの 儀 礼 要 素 は,

農 耕儀 礼 が2つ の 種 類 に 区分 され る こ とを 明確 に認識 す る な らば,解 釈 の 対 象 か ら除

外 す る こ とが で き るは ず で あ る。 な ぜ な らば,こ の5つ の 儀礼 要 素 は,首 長 や トゥカ

の 代 表 者 に よ っ て主 催 され る個 々の 儀 礼 を特 徴 づ け る要 素 で は な いか らで あ る 。 た だ

し,ペ サ ・ウタ,ミ ー ・ア レ,ン バ マ ・カー ・コエ,ン バ マ ・カー ・ウ ェサ とい っ た

儀 礼 の よ うに,「 食 べ る 」 ことが 儀 礼 の 中心 的 な 構成 要 素 にな っ て いる 場 合,cとe

を解 釈 の 対象 か ら除 外 す る こ とは で き な い。 な ぜ な らば,cとeを 解 釈 の 対 象 か ら除

外 す る こ とは,儀 礼 の 中 心 的 な要 素 を捨 象 す る こ とにな る か らで あ る201)。

農 耕儀 礼 で は,特 定 の 目的 を達 成 す る ため の 手 段 と して,呪 文(nijo)が もち い ら

れ る 。 しか しなが ら,呪 文 は謎 の よ うな言 葉 にみ ち て お り,と りわ け イネineと よ ば
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れ る キ ー ・タ ー ム(前 章 で は,こ の イ ネ を 「源 」 と翻 訳 した)を 有 意 的 にす る こ とは

困難 で あ る 。 っ ま り,筆 者 が リオ 族 の文 化 につ い て知 って いる 手 も ち の知 識 を利 用 し

た だ け で は,呪 文 の 内容 を有 意 的 にす る仮 説 的 文脈 を思 い えが く こ とは不 可 能 に近 い

の で あ る。 想 像 をた くま しくす るな らば,事 情 は,リ オ族 の 人 々に とっ て も おな じで

あ り,呪 文 の もつ 効 力は,有 意 性 を確 立 す る こ とが 困難 で ある こ とに 由来 す る の か も

しれ な い。 したが って,以 下 では,呪 文 の 内容 を解 釈 す るの で は な く,呪 文 の 使 用 さ

れ る 目的 を解 釈 の 対 象 と して さだ め る こ とに す る。

以 下で は,前 章 で 記述 され た 農 耕儀 礼 を順 次 と りあ げ,そ の構 成 要 素 を解 釈 す る試

み が 展 開 され る 。 解 釈 の 対象 と して と りあ げ られ る要 素の リス トは,で きる だ け 網羅

的 であ る こ と を理 想 とす るが,さ ま ざ まな理 由か ら,こ の 理 想 を実 現 で きな い 場 合が

あ る こ と を,こ こで は っ き りとの べ て お くこ とに した い。

7・2ピ レ ・ウマ儀 礼

儀 礼 要 素:

a)作 物 の 大敵 であ る 野 ネ ズ ミの 肉 を,カ オ ・ウ ィニ(畑 の 祭 場)に 供 え,コ ブ

ミカ ン で こす る 。

b)ア エ ・フ ェオ(ク ク イ ノ キの 実 を 口の な か で ドロ ドロ にな る ま で かん で水 と

まぜ た 白 い液 体)が,カ オ ・ウ ィニ(畑 の祭 場)か ら畑 にま かれ る。

c)稲 が じょ うぶ に育 つ よ う に,ニ ジ ョ ・イ ネ ・パ レ(稲 の母 の 呪 文)を 米 粒 に

さ さや き,成 育 しつつ あ る稲 の 根 本 に うめ る。

d)4晩 の あ い だ,畑 へ の 立 ち 入 りが 禁 止 され る 。

ピ レ ・ウマ(畑 の禁 忌)は,種 ま き後 にお こなわ れ る最 初 の 儀礼 で あ り,ピ レ ・ウ

マ が お こな わ れ る ころ,畑 では,稲 をは じめ とす る さ まざ まな作 物 が 土 中か ら芽 をだ

し,生 長 をっ づ け て い る。 だが,畑 は た ん な る畑 では な く,作 物 は たん な る作 物 な の

で は な い。 開 墾 後 の畑 は,ブ ガ ・ラ カ ・ゲ レ ・ラ イ(畑 の 上 端 ま での 女 陰)と よばれ,

そ の 地 下 は,ト ゥカ ・タナ(土 地の 子 宮)と よばれ る(4・2参 照)。 そ して,そ こ

か ら芽 ば え て くる作 物 はs女 性 に ほか な らな い(3・5参 照)。

これ らの 知 識 を材 料 とす る な らば,タ ナ ・ワ トゥ(土 地 ・土地 神)が 作 物 を 出産 す

る イ メー ジ を思 い えが くこ とは,さ して 困難 で はな い といえ るが,畑 に お ける ア エ ・

フ ェオ の 散 布(bの 儀 礼 要 素)と 畑 へ の4晩 の 立 入禁 止(dの 儀 礼 要 素)を 有 意 的 に

す る の は,こ の よ うな イ メー ジ(仮 説 的文 脈)だ とい える 。 なぜ な らば,出 産 が おわ
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り,付 着 して いる 産 血 が水 で洗 い流 され る とs新 生 児 は,ア エ ・フ ェオ をぬ りこめ ら

れ(rioremono'oaefeo)た うえ で,母 と とも に,少 な く とも4晩 の あ い だ(家

の な か に)隔 離 され た 状 態 に お かれ る か らで ある 。

新 生 児が 少 な くと も4晩 の あ いだ 隔 離 され た状 態 に おか れ る のは,新 生 児 が きわ め

て脆 弱 な存 在 だ と考 え られ て い るか らで あ る。 新 生 児 は,噂 され る(dagu)だ けで も

落 ち つ か な くな り,夜 泣 き をは じめ る の だ と いわ れ る202)。 ま た,そ の 霊魂(mae)は,

身 体 か ら遊 離 しや す く203),妖 術 者(atapolO)の 攻 撃 を うけ る と,ひ とた ま りもな

く死 ん で しま うの だ と され る 。 この 脆 弱 な存 在 を保護 す る の は,父 の 役 割 で あ り,父

は,と な り近 所 の 人 々 と とも に,妖 術 者 か らの攻 撃 に そな え て4晩 の あ い だ徹 夜 で番

を し(,・paikobe),来 客 が あ る と 「他 所 に い っ て子供 の 噂 を しな い よ う」(,.ma2dagu

lekaatarewo)に 注意 をう なが す 。

作 物 の 場 合,こ れ とお な じよ うな 役割 をは たす の が,ポ ロ ・リァpoloria(大 妖 術

者)と よば れ る 存 在 で あ る。 現 在 で は,カ トリヅク教 会 か らの強 い指 導 の た め に2。4),

ほ とん どみ か けな くな っ て しま った が,過 去 に おい て は,ち ょ うど ピ レ ・ウマ が お こ

な わ れ る ころ(も しくは 同 時 に),サ ガ ・ポ ロ ・リァsagapoloria(大 妖 術者 の よ

り しろ)一 一 ア ウ竹 の 上 に楕 円形 に切 っ たバ ナナ の樹 皮(hokomuku)を の せ た もの

一 一 と よば れ る も の を畑 の 四 隅 にた て ,そ の 上 に肉 と飯 を供 え て,ウ ィ ウ ィ ・リウ ・

レ マ ・ンガ スwiwiriwu,lemangasu(千 の 口,百 の舌)か らの 保 護 をポ ロ ・リア に

願 っ たの で あ った 。 ウ ィウ ィ ・リウ ・ル マ ・ンガ ス とは,鳥 獣や 害 虫な ど によ って 作

物 が 被 害 を うけ る こ とや,噂 の 対 象 にされ る ため に205),作 物 の で きが 悪 くな って し

ま う こ と を意 味 す る 。

この 作 物 の 保 護 者 と しての ポ ロ ・リア につ いて,人 々は,く わ しい知 識 をほ とん ど

もち あ わ せ て い な い 。 だが,ポ ロ ・リアが 作 物 に対 して父 の よ う な役 割 をは たす こ と,

サ ガ ・ポ ロ ・リア の材 料 と して ウ ラ ・レジ ャの よ り しろで あ る ア ウ竹(5・3・2参

照)が もち い られ る こと,そ して,の ほ どの べ る よう に,作 物 の 成 長 が ウ ラ ・レジ ャ

(天 空 神)と タ ナ ・ワ トゥ(土 地 神)と の 性 的交 合 の結 実 と して解 釈 され る こと な ど

を考 えあ わ せ る な らば,ポ ロ ・リア が ウラ ・レジ ャ と同一 の 存在 と して 思 い えが か れ

る 可 能 性 は き わ め て 高 い と い える 。

そ うで あ る な らばsコ ブ ミカ ン を作 物 の 大 敵で あ る 野ネ ズ ミ(の 肉)に こす りつ け

る 行 為(aの 儀 礼 要 素)は,サ ガ ・ポ ロ ・リア をた て る行 為 と おな じよ うな 目的 を も

つ 行 為 と して 解 釈 され る こと にな ろ う。 な ぜ な らば,「 コ ブ ミカ ン の葉 」 とよ ばれ る

昆 虫 を追 い は ら う呪 文の なか で,「 コ ブ ミカ ンの 葉 」の 「源 」(ine)は,ポ ロ ・リア
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に も とめ られ て い る ばか りで な く(6・9・3参 照),の ちほ どの べ る よ う に,コ ブ

ミカ ンは,ア ウ竹 とお な じよ うな ウ ラ ・レ ジ ャの よ り しろ だ とい え る か らで ある 。

以 上 の よ うな論 述 か らあ き らか な よ う に,a,b,dの 儀 礼 要 素 を有 意 的 にす る 文

脈 に おい て,作 物 は,新 生 児 にも ひ と しい脆 弱 な存 在 と して思 い え が かれ る こ と にな

る わ け で あ る が,cの 儀 礼 要 素(稲 が じょ うぶ に 育つ よ う に,ニ ジ ョ ・イ ネ ・パ レ と

よば れ る 呪 文 を とな え る)を 有 意 的 にす る 文 脈 も,お そ ら くは,こ れ と お な じよ うな

内容 をも つ と考 え られ る。 そ れ とい うの も,こ の よ うな文 脈 と結 合 され る こと に よっ

て は じめ て,作 物 が じょ うぶ に育 つ よ う に,ニ ジ ョ ・イ ネ ・パ レ(稲 の母 の 呪文)を

とな え な け れ ば な らな い理 由が あ き らか にな る か らで あ る206)。

7・3ペ サ ・ウタ儀 礼

儀 礼 要 素:

a)ン ボ ラ ・カ ド(土 地 神 に あ たえ られ た金)を 身 につ け た 女性 が,野 菜(ウ タ)

を収 穫 して くる 。 だ が,こ の 儀礼 的 な収 穫 にさ きだ って 野菜 を食 べ た者 には,

ベ ラ ・ク ラ,イ ア ・シサ と よばれ る,落 雷 によ る突 然 の 死 が お と ずれ る 。

b)収 穫 され た 「野 菜 を食 べ る」(ペ サ)。

c)野 菜 と と も に,テ ラ(種 ま きの とき にの こ った種 籾 を炊 い た飯)を 食 べ る 。

す で に の べ た よ う に,野 菜 が イネ ・パ レ(稲 の 母)の 身 体 か ら発 生 した と い う神 話

は,か な り一般 的 に知 られ て い る。 また,食 べ る とい う行 為 と性 的 な行 為 との あ い だ

には,つ ぎ にの べ る よ うな 関連 が ある 。

女 性 と性 的 な関 係 を もつ こ との娩 曲語 法 と して,ペ サpesa(野 菜 や 肉 な どの 副 菜 を

食 べ る)あ る いは カーka(飯 をは じめ とす る 主食 や 果物 な ど を食 べ る)と い った 動 詞

が も ち い られ,ま た,こ れ と呼応 す る か の よ うに,ウ タuta(野 菜),ジ ャ ワjawa

(ト ウモ ロ コ シ).,パ レpare(稲),ロ ロlolo(モ ロコ シ),ベ シbesi(カ ボ チ ャ),

テ ィムtimu(キ ュ ウ リ),ソ ムso皿u(シ ャロ ッ ト),ス ンガsunga(ニ ン ニ ク)な ど

とい っ た作 物 の 名 前 や207),パ ウpau(マ ン ゴー),ム クmuku(バ ナナ)な ど とい っ

た 果 物 の 名 前が,女 性 の 一般 的 な名 前 と して も ち い られ て いる 。 した が っ て,ペ サ ・

ウタpesautaと い う表 現 は,「 野 菜 を食 べ る 」 と い う意 味で もち い られ る ばか りで な

く,「 ウ タ と い う名 前 の女 性 と性 的 な 関係 を もつ 」 こ とを も意 味 す る の で あ る208)。

こ う した 一連 の 知 識 を文脈 と して も ち い る な らば,bの 儀 礼 要 素 は,女 性 と して の

作 物 と性 的 な関 係 を もっ こ と と して 解釈 され る こ と にな ろ う。
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だが,こ の よ うな解 釈 は,野 菜 が女 性 や子 供 に よっ て も食 され る とい う事実 と ま っ

こ うか ら矛 盾 す る よ う に思 わ れ る 。 しか しな が ら,例 外 的 な 文脈 をの ぞ き ,食 べ る と

い う行 為 に おい て主 役 を演 ず る の は,男 た ち(そ の なか には s生 者 の 食 事 に さ きだ っ

て 食 物 の 供 え られ る男 性 祖 先 が ふ くまれ て い る)で あ る こ とに注 意 をは らう必 要 が あ

る。 つ ま り,女 と子 供 の 食 事 は,男 たち の食 事が 終 了 した 時点 で は じま るの で あ り,

か れ らは,男 た ちの 食 事 で の こ され た も の を食 べ るの で あ る。

リオ 族(リ セ地 域)の 社 会 で は,女 性 の母 に,婚 資(welingawu)と して金 の 装飾

品 を支 払 う こと に よ って は じめ て,男 女 間の 性 関 係 は合 法 的 なも の に な る。 婚 資 の 支

払 い を とも なわ ない 性 的 関 係 は,す べ てペ ラ ・パ ニPelapani(非 合 法 的 な性 関 係 の

総 称 で あ り,近 親 相 姦 や 強 姦 をふ くむ)と み な され,ペ ラ ・パ ニ をお か した 男 性 には,

女 性 側 の 関係 者 へ の 金 品 の 支払 い をふ くむ処 罰 が 課 され る(2・7,2・10参 照)。

こう した 一連 の 知 識 と結 合 され る な らば,aの 儀礼 要 素 は,っ ぎ の よ う に解 釈 され

る こ とに な ろ う。 す な わ ち,落 雷 によ る突 然 の 死 は,正 当 な手 続 き をふ まず に,女 性

と しての 作 物 と関 係 した者 に くだ され る,ウ ラ ・レジ ャ(天 空 神)も し くは ウ ラ ・レ

ジ ャ と 同一 視 され る ポ ロ ・リアか らの処 罰 と して解 釈 され,ン ボ ラ ・カ ドが タ ナ ・ワ

トゥに あ た え られ た 金 で あ る こと(5・3・2参 照)や,タ ナ ・ワ トゥ と作 物 が 母 と

娘 の 関 係 にあ る こ と(ピ レ ・ウマ を解 釈 す る こ とに よっ て構 成 され るイ メー ジ,7・

2参 照)を 考 え あ わせ る な らば,ン ボ ラ ・カ ドを身 につ けた 女性 に よる 野 菜 の 収穫 は,

母(タ ナ ・ワ トゥ)が 娘(作 物)を 婚 家 にみ ち び いて くる行 為 と して 解 釈 され る こと

に な ろ う。

こ う して,プ サ ・ウ タ と とも に新 耕 作 年 度 にお ける作 物 の収 穫 が は じまる わ け で あ

る が,そ れ に とも な っ て,収 穫 され っ っ あ る 作物 の種 は存 在理 由 を う しな う。上 記 の

cの 儀 礼要 素 は,こ の よ う に理 解 して お くの が も っ とも適 当で あ る よ う に思 われ る。

7・4儀 礼 畑 の ピ グ儀 礼 と トゥー ・マ エ ・パ レ儀 礼

稲 刈 りに とも な う ピ グ(っ か ま え る)と よ ばれ る儀 礼 は,稲 刈 りの 初 日に お こ なわ

れ る儀 礼(ピ グ)と 最 終 日 にお こなわ れ る儀 礼(ト ゥー ・マ ェ ・パ レ)か らな りた っ

て い る が,以 下 では,こ の2っ の儀 礼 を一括 しての べ る こ とに した い 。

儀 礼 要 素:

a)ン ゴル ・ン グ レー 一収 穫 物 が トゥカ ・タナ(土 地 の子 宮)に と り こまれ る た

め に,そ の 量 が少 な くな って しま う こ と 一一が お こ らな い よ う に,ニ ジ ョ ・
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トゥカ ・タナ(土 地 の子 宮 の 呪 文)を 米 粒 にさ さや き か け,そ れ を畑 の 祭 場,

出作 り小 屋(出 作 り小屋 は,食 事や 休 息 の 場 であ る ば か りで な く,脱 穀 をお

こな っ た り,作 物 を一 時 的 に保 管 して お く場所 と して も利 用 され る)の 床 下,

それ に穀 物 倉 の 床 下 に うめ る。

b)収 穫 され た稲 が,フ ェ ンゲ ・レエ(盗 み ぐい を常 習 とす る精 霊)に 盗 まれ な

い よ うに,ニ ジ ョ ・ボ ケ ・フ ェ ンゲ ・レエ(フ ェ ンゲ ・レエ を追 い は らうた

め の 呪 文)を つ か って,フ ェンゲ ・レエ を追 い は らう。

c)4つ の稲 穂 を女 性 の 毛 髪 で た ばね,編 み カ ゴの なか にた お しいれ,そ の 上 に

刈 り とっ た稲 穂 をつ め て ゆ く。

d)弩難 鷲 碧籍 漏 ∵ 幕論 ∴ こ鍛 驚 濫
.

e)稲 刈 りの最 終 日に,カ オ ・ウ ィニ(畑 の祭 場)で4っ の稲 穂 を女 性 の毛 髪 で

しば る こ とに よ って 稲 の霊 魂 を と らえ る。 そ して,そ れ を トウモ ロコ シの 皮

や 布 製 の袋 でつ つ ん だ うえ で,ア ウ竹 に しば りつ ける 。

f)稲 の 霊魂 を女 性 の 衣 服 につつ ん で 穀 物 倉 には こん で ゆ く。

2・7お よ び2・10で の べ た よ うに,男 性 は,女 性 の母 に婚 資 を支 払 う こ とに よ っ

て の み,女 性 と性 的 な 関係 を もっ こ とが 可 能 にな る。 しか しな が ら,そ うな った と し

て も,女 性 の 両 親(と りわ け母 親)は,娘 を手 放す こ と をいや が り,そ の た め に,娘

は,し ば ら くの あ い だ親 も と に と どま る。 した が っ て,夫 は,夜 は妻 の 実 家 にゆ き,

翌 朝 は 自分 の 家 に か え っ て くる とい う生 活(denge)を しい られ る こと にな る。 そ し

て,過 去 に おい て は,初 産 が 親 も とで お こな わ れ る こ とも まれ で は なか った 。

これ と呼 応 す る か の よ う に,作 物 を代 表 す る 存在 であ る稲 は,ペ サ ・ウ タの終 了後

に,パ レ ・ベ トゥ(直 訳:妊 娠;意 訳:穂 ば らみ)の 時期 をむ か え る 。そ して,稲 穂

は,稲 の 子 供 の よ うに あつ か わ れ,稲 穂 をつ つ ん で いる止 葉 は,ロ バ(産 着)と よ ば

れ る 。 また,籾 殻 の な か に炭 水 化 物 をふ くん だ 白い水 が た ま って ゆ く ことは,ア エ ・

ス ス ・ダ マ(直 訳:母 乳 が は いる;意 訳:登 熟)と 表 現 され る(3・5参 照)。 これ

に くわ え,稲 の ま わ りに は,そ の母 で あ る タナ ・ワ トゥ,父 の よ うな役 割 をは たす ポ

ロ ・リア(ウ ラ ・レジ ャ),そ れ に稲 の 兄 弟 と関連 づ け られ るパ レ ・ラ カ(3・4参

照)な どが い る 。

この よ うな 一 連 の 知識 を材 料 とす る な らば,妊 娠 と 出産 をへ た女 性 が,親 も と に と

ど ま って い る イ メー ジ を構 成 す る こ とは,さ して 困難 では な い と い える が,aの 儀 礼

要 素 を有 意 的 にす る の は,お そ らく,こ の よ うな 仮 説 的文 脈 だ と考 え られ る ・ なぜ な
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らば,こ う した仮 説 的文 脈 と結 合 され る こと に よ って は じめ て,ペ サ ・ウタ が終 了 し

て い る にも か か わ らず,ニ ジ ョ ・トゥカ ・タナ(土 地 の 子 宮の 呪 文)を つ か っ て ン ゴ

ル ・ング レ(収 穫 物 が 「土 地 の 子宮 」 に と り こまれ る ため に,収 穫 量 が少 な くな る こ

と)を ふ せ が な けれ ば な らない 理 由が あ き らか にな るか らで あ る。

だ が,ニ ジ ョ ・トゥカ ・タナ をつか って,稲 を タナ ・ワ トゥか らひ き は なす な らば,

稲 は,庇 護 者 の も と を は なれ る こと にな る。bとdの 儀 礼 要素 を有 意 的 に す るの は,

この よ うな 仮 説 的 文脈 だ と考 え られ る。 それ と い うの もsこ の よ うな仮 説 的 文脈 と結

合 され る こ とで,フ ェ ンゲ ・レエ(盗 み ぐい を常 習 とす る精 霊)を 追 い は らい,稲 が

流 れ さっ て しまわ な い よ う に,パ レ ・ライ ・アエ を川 にな げ いれ な けれ ば な らな い必

然 性 が あ き らか に な るか らで あ る 。

ピグ に おけ る稲 刈 り(keti)そ の もの は,通 常 の稲 刈 り と ことな って い る わ け では

な い(6・6・3参 照)。 しか しなが ら,ピ グ では,女 性 の髪 の 毛 で しば っ た4つ の

稲 穂 を,編 み カ ゴ に た お しいれ た うえ で(cの 儀 礼要 素),稲 刈 りが は じめ られ る。

す で に の べ た よ う に,稲 の 霊魂 は,幼 児や 女 性 の霊 魂 とお な じよ う に,身 体 か ら遊

離 しや す い の だ と いわ れ る(3・5参 照)。 また,髪 の 毛 を しば った り,か らみ あ っ

た 状 態 に して お くな らば,頭 にや どる霊 魂 が ひ よめ き(WllWll)を と お して ぬ け で るの

を 防 ぐ こ とが で きる とい う知識 も一 般 的 に知 られ て いる 。

これ らの知 識 と結 合 され る な らば,cの 儀 礼 行為 は,稲 の 霊 魂 を と らえ る行 為 と し

て 解 釈 され る こと にな る が,こ の よ うな解 釈 は,eの 儀 礼要 素 一 一稲刈 りの 最 終 日に,

カ オ ・ウ ィニ(畑 の 祭 場)で4つ の 稲穂 を女 性 の 毛髪 で しば り,稲 の霊 魂 を と らえ る

一 一 に よ っ て支 持 され る とい うべ きで あ ろ う。 なぜ な らば,eの 儀 礼要 素 は,実 際 上,

Cの 儀 礼 要 素 と おな じだ か らで ある229)。

fの 儀 礼 要 素 で は,稲 の霊 魂 が 女 性 の衣 服 で つ つ まれ,穀 物 倉 へ は こん で いか れ る

わ け で あ る が,こ の 儀 礼 要 素 を有 意 的 にす る の は容 易 で あ る。 そ れ とい うの も,作 物

が 女性 で あ る こと を考 え る な らば,fの 儀 礼 要 素 は,作 物 を女 性 と して処 遇 す る 当然

の 方 法 だ といえ る か らで あ る210)。

7・5ン バ マ 儀 礼 の 告 知(レ ラ ・ン バ マ)

ン バ マ(ン バ マ ・カ ー ・コ エ,ン バ マ ・カ ー ・ウ ェ サ)の ま え に は,レ ラ ・ン バ マ

と よ ば れ る 儀 礼 が お こ な わ れ る 。 こ の 儀 礼 は,ン バ マ が6日 後 に お こ な わ れ る こ と を,

ウ ェ ワ の 祖 先,タ ナ ・ワ ト ゥ,村 落 共 同 体 の 住 民 に 告 知 す る 儀 礼 で あ り,そ の な か に
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は,と りた て て解 釈 す べ き儀 礼 要 素 はふ くま れ て いな い よ う に思 われ る。

レラ ・ンバ マ で は,墓 や遺 骨箱 に米 が まか れ ,ベ テ ル チ ュー イ ン グ を お こな うため

の ビン ロ ウの 実,キ ンマ の果 穂,そ れ に石灰 が供 え られ るが,こ れ は ,儀 礼 が お こな

わ れ る こ と を祖 先 や 神 々 につ たえ る ため の,ご く一 般 的な 方 法 で ある 。

7・6ミ ー ・ア レ儀 礼

儀 礼 要 素:

a)儀 礼 畑 か ら収 穫 され,穀 物 倉 に保 管 され て い た新米 を炊 い て 食 べ る。 この 新

米 は,通 常 の 稲 刈 りによ って 収穫 され た もの で あ り,ピ グ に よ っ て収 穫 され

た米 の ミー ・ア レは,ポ オ の 直 前 に な ってか らお こなわれ る 。

b)ミ ー ・ア レ を お こな う ことに よ って,そ れ まで食 べ る こ との禁 止 され て い た

新 米 を食 べ る こ とが 可能 にな る。

な お,こ こ で ミー ・ア レ(米 を甘 くす る)の ア レareと い う言葉 に 説 明 を くわ え て

お くと,パ レpare(稲),パ レ ・イ シpareisi(米),ア レare(飯)の 区別 は,日

本 語 の 稲,米,飯 の 区別 よ りも はる か にゆ る や か であ り,日 常 的 な会 話 表 現 で は,こ

の 三 者 は,す べ て ア レareと い う言葉 で表現 され る場合 が 多 い 。

ミー ・ア レの 儀礼 に つ い て も,ペ サ ・ウタ の儀 礼 とおな じよ うな解 釈(7・3参 照)

を お こな う こ とが 可能 で あ る。 なぜ な らば,女 性 と性 的な 関係 を もつ こ とは,し ば し

ば カ ーka(飯 をは じめ とす る 主 食や 果 物 を食 べ る)と 表 現 され るば か りで な く,パ レ

pareは,女 性 の 名前 と して ご く一般 的 だ か らで ある 。

これ に くわ え,リ オ 族 の 社 会 には,女 性 を稲 にた とえた り,稲 を女 性 にた とえ た り

す る 表 現 が 数多 くみ られ る 。 た とえば,ア ナ ・ワ ウォ ・パ レanawawopare(稲 の 上

の 子)と い う表 現 は,稲 と して の女 性 に む らが り,そ れ をつ いば ん で 生活 す る アナ ・

ヘ ーanah"e(ス ズ メ)に も にた ム コ養子 の こ と を意 味 し,パ ア ・フ ァイ ・カ ウpa'a

faikau(お まえ の 妻 をつ け て いる)と い う表 現 は,食 事の とき に 口の まわ りに飯粒

を つ け て い る こと を意 味 す る。

ま た,ミ ー ・ア レ にお い て も,ペ サ ・ウタ の 場合 と おな じ く,バ イ ・ミー,ベ ラ ・

ン ゲサba'imi,belangesa(苦 きは甘 く,渋 き は 旨 くな る)と い う儀礼 言 語 で,食 物

とか か わ る禁 忌 の解 消 が表 現 され るが,バ イ(苦 い)が 男性 の 名 前 と して一 般 的 で あ

り,ミ ー(甘 い)が 女 性 の 名 前 と して 一 般 的 で ある こ とは,上 記 の よ うな解 釈 と関連

づ けて み る な らば,き わ め て 興 味 ぶか い 事実 だ とい え る。
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だ が,飯 を食 べ る とい う行 為 は,べ つ な か たち で も解 釈 す る ことが で き る。 稲 の 生

長 過程 に は,炭 水 化 物 をふ くむ 白い 水 が籾 殻 の な か にた ま ってゆ く時 期 が あ り,こ の

液 体 は母 乳(aesusu)に た とえ られ る(3・5参 照)。 したが って,米 は,あ る 意

味 で は母 乳 が 固 ま った もの な の であ る 。 そ して,タ ナ ・ワ トゥは,作 物 の 恵 み をあ た

え,人 間 を養 育す る 存 在 な の だ といわ れ る(4・2参 照)。 そ う であ る な らば,母 乳

と して の米 を人 間 にあ た え る タナ ・ワ トゥは,母 の よう な存在 で あ り,人 間 は,タ ナ

・ワ トゥか らの 授 乳 を う ける 子供 の よ うな存 在 だ とい うこ と にな る211) 。

この よ う な タナ ・ワ トゥの イ メー ジ と,妻 の 与 え手 と して の タナ ・ワ トゥの イ メー

ジは,け っ して矛 盾 す る もの で は な い。 なぜ な らば,リ オ 族 の社 会 では,妻 の 与 え手

は イ ネ ・ア メineame(母 ・父)と よば れ,妻 の受 け手 は アナ ・エ ン ブanae皿bu(子

・孫)と よ ばれ るか らであ る212)。 また,こ れ と呼応 す るか の よ うに ,妻 の 母 はs娘

の 夫 に言 及 す る とき に,か れ を 「赤 ん 坊 」(benge)と よぶ213)。

7・7祭 祀 畑 の ピ レ ・ウマ 儀 礼

旧畑 の儀 礼体 系 に お ける 祭 祀 畑 のべ サ ・ウタ は,ン バ マ ・カ ー ・コ エ と よ ばれ る儀

礼 の な か で お こなわ れ る。 その た め に,ン バ マ ・カー ・コ エの まえ に は,祭 祀 畑 を対

象 とす る ピ レ ・ウマ が お こ なわ れ る。 だが,そ の 内容 は,儀 礼 畑 を対象 とす る ピ レ ・

ウマ とほ とん どお な じで あ る。 した が って,こ こで あ らた め て祭 祀畑 の ピ レ ・ウマ を

と りあ げ,そ の儀 礼 要 素 を解 釈 す る必 要 は な い と考 え られ る。

7・8ン バ マ儀 礼(ン バ マ ・カ ー ・コエ)

儀 礼 要 素:

a)ン ボ ラ ・カ ド(タ ナ ・ワ トゥに あた え られ た金)を 身 につ け た ロ ウ ォ ・コ レ

人 の 女(マ リア ・ウ タ)が 祭 祀 畑 か ら野 菜 を収 穫 して くる。

b)ン ボ ラ ・カ ドを身 につ けた ロ ウ ォ ・コ レ人 の女 が ポ ド ・プ ウ(根 本 の釜)で

炊 いた 飯 を男 た ち が死 の 恐怖 を感 じなが ら食 べ る 。

c)飯 と とも に,肉 の料 理(ポ ロ ・ン グ タ)が 食 され る 。

d)肉 の 料 理 とポ1ド ・プ ウ(根 本 の釜)と は べ つの 釜 で 炊 かれ た飯 が,タ ナ ・ワ

トゥ(土 地 神),ウ ラ ・レジ ャ(天 空 神),イ ネ ・レケ(フ ロー レス 島 の東

端 か らや って くる 大妖 術 者)に 供 え られ る 。

一193一



e)デ ラ とよ ばれ る 奇 声 で ンバ マ ・リア(大 き な ンバ マ)が 終 了 す る 。

f)大 型 の 野 ネズ ミが 犠 牲 に され,そ の 肉が 食 され る 。

9)祭 祀 畑 か ら収 穫 され た 野菜 と とも に テ ラ(祭 祀 畑 の種 ま きの とき にの こ った

種 籾)を 炊 いた 飯 が食 され る 。

h)ン バ マ ・ロオ(小 さ な ンバ マ)に な って は じめ て,プ リプス ・ンベ テ の飯 と

肉の 料 理 が ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の座)に 供 え られ る。

i)オ ネ ・リア に よび いれ られ た子 供 たち が,ン バ マ ・リアの とき にの こ して お

か れ た飯 と肉 の料 理(ニ ワ トリの つ ま先)を 食 べ る。

j)ラ シ氏 族 と奴隷 層 以 外 の 者 は,オ ネ ・リア では な く,オ ネ ・ア レ ・ピ レ(飯

の 禁 忌 の 家)と よ ばれ る家 で飯 と 肉 を料理 して食 べる 。

ンバ マ ・カ ー ・コエ のaと9の 儀礼 要 素 は,ペ サ ・ウタ に おけ るa,b,cの 儀 礼

要 素(7・3参 照)と お な じで あ り,ン バ マ ・カ ー ・コエ は,別 名 ンバ マ ・ペ サ ・ウ

タmba皿apesauta(ペ サ ・ウ タの ンバ マ)と もよ ばれ る 。 そ うで あ る な らば,ン バ マ

・カ ー ・コエ は ,祭 祀 畑 の ペ サ ・ウタ をか ね た儀 礼 な の だ とい え よ う。 しか しな が ら,

ンバ マ ・カ ー ・コエ とペ サ ・ウ タ を同一 視 す る ことは で き ない 。 なぜ な らば,ン バ マ

・カ ー ・コエ に1ヰ,ペ サ ・ウタ にはみ られ な い,数 多 くの 儀 礼要 素が ふ く まれ て い る

か らで あ る 。

ンバ マ ・カー ・コエ が お こな われ る の は,野 菜 の収 穫 が 開 始 され て か らほ ぼ4箇 月

が す ぎ た7月 の 初 旬 で あ り,畑 の 野菜類 は あ らか た消 費 され,野 菜 の 季節(wulauta

a"e)は お わ りに近 づ いて い る。 そ して,ン バ マ ・カ ー ・コエ は,野 菜 の収 穫 に と もな

う最後 の儀 礼 に な って い る 。

この よ う な状 況 と野 菜 が女 性 で ある こ とと をむ すび あ わせ るな らば,野 菜 の 「死 」

を思 い え が く ことは,さ して 困難 では な い と いえ るが,ン バ マ ・カ ー ・コ エ に おけ る

b,c,d,eを 有 意 的 にす るの は,お そ ら く,こ の よ うな仮 説 的 文脈 だ と考 え られ

る。 それ と い うの も,こ れ と お な じよ うな 儀 礼 要 素は,一 連 の 葬 送 儀礼 を しめ く くる

ケ レkeleと よば れ る 儀 礼 に もふ くまれ て いる か らであ る 。

この 儀 礼 に おい て,妻 の 受 け手(死 者 の 子 や 孫)は,妻 の 与 え 手 集 団 を代 表 す る女

性(死 者 の 子 をエ ゴ とす るな らば,「 母 方 オ ジ」の 妻)が 料 理 した 飯 と肉 を,ム トゥ

山(KeliMutu)一 一 ム トゥ山は,別 名,ヌ ア ・リアnuaria(大 き な村)と も よば

れ,死 者 の 霊 魂 が あつ まる 「あ の 世」 とみ な され てい る 一 一 にむ か う死 者 の 霊 魂 と と

も に食 べ る 。

この 食 事 にお い て,妻 の 受 け 手 は,極 度 の 緊張 を しい られ る こ とに な る。 な ぜ な ら
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ば,飯 に むせ た者 には,ほ どな く死 が お とず れ る の だ と信 じ られ て い るか らで あ る。

この死 の 恐 怖 を と もな う食 事 は,ホ エ ・マ ヌhoemanu(ニ ワ トリを追 い は ら う)と よ

ば れ る儀 礼 行 為 に よ って 終 了 す る。 つ ま り,死 者 が男 性 の場 合 には,雄 の ニ ワ トリを,

死 者 が女 性 の 場 合 には,雌 の ニ ワ トリを準 備 して(注50参 照),そ れ をデ ラ(eの 儀

礼 要 素)に も に た奇 声 で 追 い は らうの で ある 。 また,ケ レで は,妻 の受 け手 が 飯 と肉

の 料 理 を準 備 し,妻 の 与 え 手 をもて な す こ と も お こなわ れ る214》 。

しか しなが らsン バ マ ・カ ー ・コエ で は,ケ レで はつ か われ る こ との な い大 型 の 野

ネ ズ ミが 犠 牲 に され る(fの 儀 礼 要 素)。 そ こで考 えて み な けれ ば な らな いの は,祭

祀 畑 に お け る作 物 の 生 育 状 況 で ある 。 ンバ マ ・カ ー ・コエ が お こな われ る ころ,祭 祀

畑 の 野菜 は,害 獣 や 害 虫 によ っ て食 い つ くされ て お り,祭 祀 畑 か らは,何 も収 穫 す る

こ とが で き な い。 だが,ン バ マ ・カ ー ・コエ で は,正 当な 方法 に よっ て 野菜 を収 穫 し

た 者 がs死 の 宣 告 に おび え る の であ る 。 そ うで あ る な らば,強 力な 歯 と爪 を もち,害

獣 の なか の 害 獣 と もい え る 大型 の 野 ネ ズ ミが,ン バ マ ・カ ー ・コエ に お い て犠 牲 に さ

れ るの は 当然 だ と いえ よ う。

以 上 の よ う な儀 礼 要 素 の ほ か に,ン バ マ ・カ ー ・コエ に は,h,i,jと い った 儀

礼 要 素が ふ くまれ てい る が,こ れ らの儀 礼 要 素 は,飯 の 共食 を と お して ウ ェ ワの 成 員

と ロウ ォ ・コ レ人 の 後 継 者 で あ る プ リプス ・ンベ テ(2・6参 照),扶 養 者 と被 扶 養

者,ラ シ 氏族 の 成 員 とそ れ 以 外 の者 と を区分 す る 儀礼 要 素 の よ う に思 われ る。 この よ

う な解 釈 につ い て は,再 考 の 余地 もあ るが,こ こで は と りあ えず,上 記 の よ うな 区分

が,か な らず しも絶 対 的 な も の では な い こ と を指 摘 して お く こと に した い。

ロ ウ ォ ・コ レ人 の 後 継 者 で あ る プ リプス ・ンベ テ の飯 と肉 の料 理 は,ン バ マ ・ロオ

に お い て釜 と鍋 か らだ され,ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の座)に も っ て こ られ る(hの 儀 礼

要 素)。 したが っ て,プ リプ ス ・ンベ テの 飯 と 肉の料 理 は,他 の 飯 や 肉 の料 理 と まぜ

あ わ され る こ と は ない わ け で あ るが,プ リプ ス ・ンベ テ は,後 者 の 飯 と肉 の料 理 を食

べ る ばか りで な く,ユ ウガ オ の壷 には い って いた 飯 や 肉の 料理 を蓋 つ き の飯 カ ゴ にい

れ て も ちか え りもす る 。 これ に くわ え,プ リプス ・ンベ テ の飯 と肉 の 料 理 は,ウ ィス

・ル ル に供 え られ たあ と ,ウ ェワの 成 員 に よ って も食 され る の であ る 。

ま た,iの 儀 礼 要 素(ン バ マ ・ロオ)で は,ン バ マ ・リア に参 加 す る こ との で きな

い子 供 た ち に,飯 と肉 の 料 理(ニ ワ トリの つ ま先)が あ た え られ る・ だ が,こ の 飯 と

肉 の料 理 は,子 供 たち の た め に ンバ マ ・リア に おい ての こ して お かれ たも の で あ る こ

と に くわ え,子 供 たち は,数 年後 には ンバ マ ・リア に参 加 す る よ うに なる とい う事 実

に も注 意 を は らう必 要 が あ る 。
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そ して,」 の 儀礼 要 素 で は,ラ シ氏 族(と 奴隷 層)以 外 の 者 が,オ ネ ・リア に おけ

る 共 食 か ら排 除 され るわ けで あ る が,か れ らは,け っ して ンバ マ ・カ ー ・コ エの 儀 礼

か ら排 除 され て い るわ け では な い 。 なぜ な らば,か れ らに も,オ ネ ・リア に 肉 をも っ

て くる義 務 が 課 され て お り,ま た,オ ネ ・ア レ ・ピ レで炊 か れ る 米 は,ウ ェ ワの代 表

者 で ある ヤ コブ ・ン ドリ ・ワ ンゲ が提 供 す る か らであ る。

7・9ン バ マ儀 礼(ン バ マ ・カ ー ・ウ ェサ)

構 成 要 素:

a)ロ ウ ォ ・コ レ人 の 後 継 者 であ る プ リプ ス ・ンベ テが 斧 をも って祭 祀 畑 にゆ き,

ア エ ・フ ェオ(ク クイ ノ キの 実 と水 をまぜ た 白い液 体)を 散布 す る。

b)4晩 の あ い だ,祭 祀 畑 へ の立 ち 入 りが禁 止 され る。

c)ン ボ ラ ・カ ド(タ ナ ・ワ トゥにあ た え られ た 金)を 身 につ け た ロ ウ ォ ・コ レ

人 の 女(マ リア ・ウ タ)が ポ ド ・プ ウ(根 本 の釜)で 炊 い た飯 を,男 た ち が

死 の 恐怖 を感 じな が ら食 べ る 。

d)飯 と とも に,肉 の 料 理(ホ ロ ・ン グ タ)が 食 され る 。

e)肉 の 料理 とポ ド ・プ ウ(根 本 の 釜)と はべ っ の釜 で 炊 かれ た飯 が,タ ナ ・ワ

トゥ,ウ ラ ・レ ジ ャ,イ ネ ・レケ に供 え られ る。

f)デ ラ とよ ばれ る 奇 声 で ンバ マ ・リア(大 きな ンバ マ)が 終 了 す る。

g)大 型 の 野 ネズ ミが 犠 牲 に され,そ の 肉が 食 され る。

h)ン バ マ ・ロオ(小 さな ンバ マ)に な っては じめ て,プ リプ ス ・ンベ テの 飯 と

肉 の料 理 が ウ ィス ・ルル(祖 霊 の座)に 供 え られ る。

i)オ ネ ・リア に よび い れ られ た 子供 た ちが,ン バ マ ・リア で の こ して おか れ た

飯 と肉 の料 理(ニ ワ トリの つ ま先)を 食 べ る 。

j)ラ シ氏族 以 外 の も の が,オ ネ ・ア レ ・ピ レにお い て肉 を料理 しs飯 を炊 い て

食 べ る。

ンバ マ ・カ ー ・ウ ェサ は,前 節(7・8)に お いて と りあ げた ンバ マ ・カ ー ・コエ

と数 多 くの 儀礼 要 素 を共 有 して お り,ン バ マ ・カー ・ウ ェサ のc,d,e,f,g,

h,i,jの 儀 礼 要 素 は,ン バ マ ・カ ー ・コ エのb,c,d,e,f,h,i,jの

儀 礼 要 素 とま っ た くおな じで あ る。 そ して,こ れ らの儀 礼 要 素 を有 意 的 にす る 文 脈 も,

き わ め て類 似 して いる よ うに思 わ れ る 。 なぜ な らば,ン バ マ ・カ ー ・ウ ェサ が お こな

わ れ る の は,畑 の 野 菜 類 が あ らか た 収穫 されs米 も またす で にか な りの 量 が消 費 され
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た8月 の 中旬 か ら下 旬 にか け てで あ り,祭 祀 畑 の稲 は,こ の ころ す で に鳥 獣 や 害 虫 に

よ っ て食 い あ らされ て い る か らで あ る。 した が って,ン バ マ ・カ ー ・ウ ェサ に おけ る

上 記 の よ う な儀 礼 要 素 は,ン バ マ ・カ ー ・コエ が お こな われ る 年(新 畑 の 儀 礼 体系)

で あ る な らば,稲 を対 象 とす るケ レ と して 解 釈 され よ う し,ン バ マ ・カー ・コエ が お

こ なわ れ な い年(1日 畑 の 儀礼 体 系)で ある な らば,野 菜 をふ くむ 作物 を対 象 とす る ケ

レと して解 釈 され る こ と にな ろ う。

しか しなが ら,ン バ マ ・カー ・ウ ェサ には,ン バ マ ・カー ・コ エ に はみ られ な い儀

礼 要 素 が ふ くまれ て い る 。 つ ま り,ン バ マ ・カ ー ・ウ ェサで は,ア エ ・フ ェオ が 散 布

され(aの 儀 礼 要 素),そ の後4晩 の あ いだ,祭 祀 畑 へ の立 ち 入 りが禁 止 され る(b

の 儀 礼 要 素)の で あ る 。 この2つ の儀 礼 要 素 を有 意 的 に する 文 脈 は,ピ レ ・ウマ にお

け る アエ ・フ ェオ の 散 布 と4晩 の 立 入禁 止 を有 意 的 にす る文 脈 とお な じ内容 をも っ て

い る と考 え られ る 。 な ぜ な らば,葬 送 儀 礼 の 過程 には,死 を再 生 の 出発 点 と して思 い

え がか せ る よ うな 儀 礼 行為 や 表 現 が数 多 くふ くまれ て い るか らで あ る(な お,ン バ マ

・カー ・ウ ェサ で は ,ア エ ・フ ェオ を畑 にま き に ゆ くとき に斧 が も って い か れ る が,

この 儀 礼 要 素 につ い て は,の ちほ どの べ る こ とに した い)。

た とえ ば,遺 体 は,埋 葬 に さ い して赤 子 の よ うに 「手足 をち ぢ め た姿 」(kuruku-

dhu)に され た うえ で,ト ゥカ ・タナ(直 訳:土 地 の 子 宮;意 訳:地 下)の な か に埋

葬 され る 。 そ して,こ の こ とは,し ば しば キ タ ・ワ ロ ・レカ ・タ ナkitawaloleka

tana(直 訳:わ れ わ れ は 土地 へ も どる;意 訳:わ れ われ は死 ぬ と,土 地 に帰 還 す る)

と表 現 され る 。 だ が,死 が 再 生 の 出発 点 で あ る こと をよ り鮮 明 に思 いえ が か せ るの は,

ナ イ ・レカ ・ トゥカ ・イ ネ ・カ イnailekatukainekai(母 の子 宮 には い った)と

い う表 現 で あ り(1・3・2参 照),こ れ は ケ レの 儀礼 が 終 了 した死 者 に適 用 され る。

そ れ と とも に,こ こで も うひ とつ指 摘 して お き たい の は,葬 送 儀 礼 には,ウ ラ ・レ

ジ ャ(天 空 神)が 死 と再 生 の 過 程 にふ か く関 与 して い る こ と を暗示 す る 表 現 や儀 礼 行

為 が 数 多 くふ くま れ て い る こ とで あ る。

ウ ラ ・レ ジ ャは,死 が間 近 にせ ま った 状 況 に お いて意 識 され は じめ,危 篤状 態 に あ

る 者 は,す で に ウラ ・レジ ャ によ って 「しっ か りと抱 かれ て い る」(gaonegi)の だ

と いわ れ る 。 した が っ て,危 篤 状態 にあ る者 をす くうに は,オ ネ ・リア に おい て トワ

・リマ ・ ドゥアtowalimadu'a(天 空 神 の手 をほ ど く)も しくは ソー レ ・テ ボsore

tebo(直 訳:身 体 を交換 す る;意 訳:身 代 わ りを さ しだす)と よ ばれ る 儀 礼 が お こな

わ れ る 。

過 去 に おい てs遺 体 は,埋 葬 され る まえ に少 な くとも4晩 の あ い だ家 に おかれ て い
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た と い わ れ る が,死 肉 に う え た 妖 術 者 が 遺 体 を う ば っ た り,犬 な ど が 遺 体 か ら し た た

り お ち る 屍 汁(nga)を な め た り し な い よ う に215),床 下 の 空 間(IUWU)は,遺 体 が

家 の な か に お か れ て い る あ い だ,コ ブ ミ カ ン の 枝(nggaamudembangga)で か こ わ

れ た の で あ っ た 。 こ の よ う な 死 者 と コ ブ ミ カ ン の 関 係 が,ピ レ ・ウ マ に お け る 作 物 と

コ ブ ミ カ ン の 関 係 と 酷 似 し て い る こ と は い う ま で も な い で あ ろ う 。

ま た,埋 葬 を お こ な う と き に は,ウ ラ ・ レ ジ ャ の よ り し ろ で あ る ア ウ 竹 で つ く っ た

ア ル ・ア ウaluauと よ ば れ る 掘 り 棒 で,妻 の 与 え 手 の 代 表 者 が,墓 掘 り の 作 業 を は じ

め る(pakitana,detawatu)こ と が な ら わ し に な っ て い る 。

そ し て,ケ レ の 儀 礼 で は,妻 の 与 え 手 の 代 表 者 が,タ カ ・ア ルtakaalu(斧 ・ア

ウ 竹 の 堀 り 棒)と よ ば れ る ア ウ 竹 の 掘 り 棒(aluau)と コ ブ ミ カ ン の 枝(ngga'amude

皿bangga)を,リ セ 地 域 の 西 方 に そ び え る ム ト ゥ 山(KeliMutu)の 方 角(図2参 照)

に な げ す て る が,そ れ に と も な っ て,死 者 の 霊 魂 は,ム ト ゥ 山 一 一 ム ト ゥ 山 は,別 名,

ヌ ア ・ リ アnuaria(大 き な 村)と も よ ば れ,死 者 の 霊 魂 が あ つ ま る 「あ の 世 」 と み

な さ れ て い る 一 一 を め ざ し て 出 発 す る の だ と い わ れ る 。 死 者 の 霊 魂 は,こ う し て 「母

の 子 宮 に は い る 」 わ け で あ る が,こ の こ と は,コ ル ・ノ オ ・ ウ ラ,モ ル ・ ノ オ ・ レ ジ

ャkoluno'owulasmoluno'oleja(ウ ラ=月 と と も に 土 に 埋 ま り,レ ジ ャ=太 陽

と と も に 地 に 没 す る)と も 表 現 さ れ る 。 し た が っ て,死 者 は,葬 送 儀 礼 の 最 終 段 階 に

い た る ま で,ウ ラ ・ レ ジ ャ(天 空 神)の 手 の な か に あ る の で あ り,コ ブ ミ カ ン の 枝 は,

ア ウ 竹 と お な じ よ う な 役 割 を は た す ウ ラ ・ レ ジ ャ の よ り し ろ な の だ と い う こ と が で き

る 。

7・10ミ ー ・ア エ儀 礼

儀 礼 要 素:

a)オ ネ ・ウマ ・ン グ ア ・バ プ(祭 祀 畑 の家)の ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の 座)に,

翌 朝 の 祭 祀 畑 の ピグ でつ か わ れ る編 みカ ゴが おか れ,そ の な か に,ア ウ竹 で

つ くった 稲 刈 り用 の ナ イ フが いれ られ る 。

b)ン バ マ(ン バ マ ・カ ー ・ウ ェサ)の とき にの こ して おか れ た 大型 の 野ネ ズ ミ

の 肉が 食 され る 。

c)ミ ー ・ア エ にい た る ま で ロ ウォ ・コ レ人 の 女(と そ の助 手 たち)が ま も って

き た ウ ウ ィuwi,モ デ ィ皿odi,ン デ ロndeloと い った各 種 のヤ ム イ モ を食 べ

る禁 忌 が と ける 。

・ ・



ミー ・ア レ儀 礼 との 関 連 での べ た よ う に,ミ ー(甘 い)と い う形 容詞 に は,「 食 物

に か か わ る禁 忌 が と ける 」 とい う含 意 が あ る(7・6参 照)。 そ うで あ る な らば,ミ

ー ・ア エ(水 を甘 くす る)と よばれ る儀 礼 の 中心 的な要 素 は
,cの 儀 礼 要 素 だ と い う

こ と にな る 。

す で にの べ た よ う に,ヤ ム イモ は,イ ネ ・パ レ(稲 の母)と 関連 づ け られ る こ との

な い 作物 の ひ とつ で あ った(3・4参 照)。 そ して,作 物 の 起 源神 話 で は,オ ン ドと

よ ば れ る ヤ ム イ モが イ ネ ・パ レ(稲 の 母)の 殺 され る以 前 か らす で に存 在 してい た こ

と が,は っ き りと語 られ もす る(3・2参 照)。 だ が,ヤ ム イ モ は,女 性 と無 関 係 な

も の と して よ りも,男 性 と密 接 な 関係 をも つ食 物 と して特 徴 づ け る必 要 が あ る よ う に

思 われ る 。 以 下の よ うな知 識 は,こ の こ と を明確 に示唆 して い る216)。

リセ地 域 の 人 々は,作 物 を盗 人か らまも る ため に,ル ウru'uと よ ばれ る呪 術 を もち

い る 。ル ウの か け られ て い る作物 を盗 む と,盗 人 には,な ん らかの 災 いが もた ら され

る の だ とい わ れ る が,災 いの 内容 は,ル ウの 種 類 によ って こ とな る。 ル ウ には 数 十 も

の 種 類 が あ る がsこ の文 脈 で 注 目され るの は,ル ウ ・ウ ウ ィru'uuwi(ヤ ム イ モ の ル

ウ)と よば れ る 呪術 で あ り,こ れ が か け られ て い る作 物 を盗ん だ者 は,ペ ニ ス の 激 痛

に苦 しむ の だ とい われ る。

ま た,男 た ち の あ い だで 語 られ る,つ ぎの よ うな狼 談 も,ヤ ム イ モ と男 性 との密 接

な 関 係 を示 唆 して い る。

これ は ボ ラ 地域(TanaPora)217)で 本 当 にお こった話 であ る 。 あ る 日,女 が畑

で ヤ ム イ モ をほ って い た 。 その 女 は,ま だ 独 身 であ った が,な に を思 った のか,ナ

イフ で ヤ ム イ モ をペ ニ ス の かた ち に けず り,そ れ をつ か っ て 自慰 をは じめ た。 だ が,

女 は あ ま りに も なが く 自慰 をっ づ け たた め に,し まい に は,ヤ ム イ モ が おれ て しま

った 。女 は,膣 の な か にの こった ヤ ムイ モ を と りだ そ うと懸 命 にな った が,ど う し

て も と りだす ことが で き なか った 。

そ の 一部 始終 を とな りの畑 か ら若 者 が み て い た。 若者 は,い った い な に をや っ て

い るの か と女 にた ず ね た が,む ろん,女 は,本 当の こ とを い うは ず が な い。 だ が,

あ た りは 夕 闇 につ つ まれ は じめ,お まけ に,女 は,つ よ く尿 意 をも よ お して いた 。

だ が,ヤ ム イ モが つ ま っ て いる ため に排尿 は 不可 能 で あ った 。 思 い あ ま っ て,女 は,

「私 と 関係 を も って 」(daujadino'oaku)と い っ て若 者 にた す け をも とめ た 。

若者 は,「 自分 には経 験 がな い か ら」 とい っ て一 度 は ことわ った もの の,女 は,な

おも若 者 に たす け をも とめ た 。
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若者 は・ 苦 労 の す え ・女 の 膣 か らヤ ム イ モ を と りだす こ とに成 功 した が,そ の あ

と で,自 分 の ペ ニ ス を 挿 入 す る に い た っ た 。 若 者 は,家 に か え り,「 あ の 女 と で き

て し ま っ た 」(jadidowano'okai)と 父 親 に 報 告 し た 。 若 者 と 女 は,結 婚 で き な

い 間 柄 に あ っ た が,周 囲 の 反 対 を お し き っ て 結 婚 し た 。

これ と類 似 す る話 は,ヤ ム イ モ を トー テム とす る母 系 氏族(tebuuwi)一 一詳 細 な

報 告 はべ つ の 機 会 に ゆず らな けれ ば な らない が,リ オ 族 の人 々は,父 系 的 な集 団 に帰

属 す る と とも に,非 地 縁 的 な 母系 トー テム 氏 族(tebu)に も帰 属 して い る 一 一の 起 源

神 話 にも 登 場 す る。

あ る 日の こと,1人 の 女 が ヤム イ モ をほ って いる と,突 如,ヤ ム イ モが 膣 の な か

には い って しま った 。 この 不意 の 性 交 によ って女 は妊 娠 し,子 供 を産 ん だ 。 テ ブ ・

ウ ウ ィtebuuwi(ヤ ム イ モ を トー テ ム とす る母 系 氏族)は,こ う して誕 生 した の で

あ り,そ れ ゆ え に,テ ブ ・ウ ウ ィの成 員 は,現 在 で もヤ ム イ モ を食 べ る こ とが禁 忌

にな っ て い るの で あ る 。

この よ う な ヤ ムイ モ とペ ニス の 関係 は,ヤ ム イ モの収 穫 をめ ぐる信 念 の な か にも み

られ る。 ヤム イ モ を収穫 す る とき に は,ほ る タ イ ミン グ をみ は か らわ な けれ ば な らな

い。 つ ま り,ヤ ム イ モ を ほ って み て,あ ま りに も小 さ い こ とが ある 。 そ の よ うな と き

に は,ほ りつ づ け る の をや め,少 しま ってみ る必 要が ある 。 なぜ な らば,ヤ ム イ モ は,

大 き くな った り,小 さ くな った りす るの で あ り,収 穫 の タイ ミン グが 正 しい か(meti

皿olO),誤 って い る(metisala)か によ っ て,ヤ ム イモの 収 穫 量 は,大 き く こと な

っ て くる か らで あ る。

また,リ セ地 域 の東 側 に隣 接 す る ブー地 域(TanaBu)で は,カ ー ・ウウ ィ(ヤ ム

イ モ を食 べ る)と よ ばれ る 儀 礼 が7月 の 中 ・下旬 に お こなわ れ る が,こ の儀 礼 も ヤ ム

イ モ と男 性 との密 接 な 関 係 を示唆 して い る。 そ れ とい うの も,カ ー ・ウウ ィで は,ヤ

ム イ モ を食 べ る ことが 中心 的 な儀 礼 要素 にな って お り,男 たち が まさ に ヤ ム イ モ を食

べ よ う とす る瞬 蘭 に,ン ボ ウ ・フ ァイ,ラ ン バ ・アナmboufai,ra皿baana(女 を う

ば いs子 供 を略奪 せ よ;意 訳:他 人 の女 房 と姦通 せ よ)と い う言葉 が とな え られ,ふ

だ ん の 生活 では 抑 制 され て いる 男性 の 性 的 な欲 望 が 高揚 され る か らで あ る。

以 上 での べ た よ うな知 識 を材 料 とす る な らば,ヤ ム イ モ を男 性 の性 と密 接 な関係 を

も つ も の と して イ メー ジす る こ とは,さ して 困難 で は な いが,こ の よ うな仮 説 的 文 脈
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と結 合 され る な らば,cの 儀 礼要 素 は,ロ ウ ォ ・コ レ人 の 女(と そ の助 手 たち)が ,

男 性 と性 的 に 交渉 しうる 状 態 に な った ことの 証 と して解 釈 され る こ とに な ろ う218)。

そ して,ミ ー ・ア エ(水 を甘 くす る)の アエ(水)と は,男 性 の性 的 な 「水 」,つ ま

り精 液 一一精 液 は,ア エ ・ダ ーaeda(滴 る水),ア エ ・ウ ォ ジaewoji(垂 れ る水),

ア エ ・ビタaebita(ベ タ ベ タす る 水)な ど と よばれ る 一一 に ほか な らな い とい う推

測 もな りた つ。 だが,ア タ ・ロ ウ ォ人 の女 が,こ れ まで の 儀礼 に お いて,タ ナ ・ワ ト

ゥ と同 一 視 され る よ うな 役 割 をは た して きた こ と を考 え る な らば,cの 儀 礼 要 素 はs

タ ナ ・ワ トゥが 生 殖 行 為 を再 開で き る状 態 にな っ た ことの 暗 示 と して も解 釈 され よ う。

この よ うな解 釈 は,一 見 す る と ころ荒 唐 無 稽 で あ る よ うに思 わ れ る。 だ が,子 供 の

無 事 な成 長 がみ と どけ られ る まで の あ いだ,夫 婦 間の 性 交 が禁 止 され る こ と219),翌

朝 お こな われ る祭 祀 畑 の ピグ は,収 穫 に とも な う最 後 の儀 礼 であ り,そ れ に とも な っ

て,タ ナ ・ワ トゥの 「母 」(つ ま り作 物 に対 す る母)と しての 役 割 が おわ り をつ げ る

こ と を考 え あわ せ る な らば,上 記 の よ うな解 釈 は,多 少 な りと も納 得 の ゆ くもの と な

る。 これ に くわ え,祭 祀 畑 の ピグ ・儀 礼 畑 の ピグ ・ウ ェラ,そ して ポ オ と い っ た儀 礼

に頻 出す る 「雨水 」の イ メー ジ を有 意 的 にす る には,上 記 の よ うな 解釈 を仮 説的 文 脈

と して もち い る こ とが不 可 欠 で あ る よ うに思 われ る。

7・11祭 祀 畑 の ピグ儀 礼

儀 礼 要 素:

a)女 性 の髪 の 毛 で4つ の稲 穂 を しば っ て編 み カ ゴ にい れ る 。

b)そ して,ア ウ竹 で つ くっ た稲刈 り用 の ナ イ フ(フ ィア)を つか っ て稲 刈 りを

お こな い,編 み カ ゴの なか に収 穫 物 をつ め る。

c)穀 物 倉 の 前 の広 場 に は,サ ガ ・ウ ラ ・レ ジ ャ(天 空神 の よ り しろ)と よ ば れ

る ア ウ竹 が 植 え られ て いる 。

d)穀 物 倉 め 前 の広 場 に 穴 をほ り,そ の な か に鶏 卵 と鉄(ナ イ フな ど)を うめ,

その 上 にム シ ロ を し く。 そ の 目的 は,ン ゴル ・ング レ(収 穫 物 が 「土地 の子

宮 」 に と り こまれ る ため に少 な くな って しま う こ と)を ふ せ ぐ こ とに あ る 。

e)ム シ ロの 上 に祭 祀 畑 か らは こん で き た稲 穂 をあ けs「 右 方 向 にま わ り」(反

時 計 まわ り)な が ら脱 穀 をお こな う。 この とき に ソダ と よば れ る歌 が う たわ

れ る 。

f)4回 「右 方 向 に まわ り」(時 計 ま わ り)な が ら,籾 の 山 をな らす 。
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9)「 右 方 向 に まわ り」(反 時 計 ま わ り)な が ら,ク リ ・マ エ ・パ レ(稲 の霊 魂

をよぶ)を4回 お こな う。

h)プ プ ・レア(シ ョ ウガ をふ き つ け る行 為)が4回 お こなわ れ る 。

i)箕 で籾 米 の 山 をあ お ぎ なが ら,籾 米 の 山の まわ りを4回 「右 方 向 に まわ る」

(時 計 まわ り)。

j)ン バ マ ・カ ー ・ウ ェサ の とき にの こ され た大 型 の 野ネ ズ ミの 肉 が つ かわ れ る 。

k)サ ガ ・ウ ラ ・レジ ャ(ウ ラ ・レジ ャの よ り しろ)と よば れ る ア ウ竹 につ る さ

れ て い る ヒ ロバ ノ ジ アオ イ の枝 か ら4枚 の葉 を とって,籾 米 の お かれ て いる

ム シ ロの 四 隅 に1枚 ず つ お き,そ の 上 に飯 と肉 の料 理 を お く(こ の籾 米 は,

祭 祀畑 の種 ま きが お こな われ る まで,種 籾 と して保 存 され る が,そ の 一 部 は,

ポ オ で消 費 され る)。

祭 祀 畑 の ピグ に お けるaの 儀 礼要 素 は,儀 礼畑 の ピグ に おけ るc,eの 儀 礼 要 素 と

基 本 的 に は お な じで あ り(7・4参 照),ま た,祭 祀 畑 の ピグ は,祭 祀 畑 に おけ る 最

初 で 最後 の稲 刈 りにほ か な らな い。 した が っ て,aの 儀 礼 要 素 に お いて 収 穫 され る の

は,霊 魂 をふ くん だ 稲 な の だ とい える 。 だ が,祭 祀畑 の ピ グで は,稲 刈 りを お こな う

とき に,ア ウ竹 で つ くった ナ イ フ(フ ィア)が もち い られ(bの 儀 礼 要 素),こ れ が

祭 祀 畑 の ピグ に お ける 稲 刈 り を特 徴 づ け る も の にな っ てい る 。

祭 祀 畑 の ピグは,ン バ マ ・ヵ一 ・ウ ェサ の4日 後 に お こなわ れ る 儀 礼 で あ り,ン バ

マ ・カー ・ウ ェサ には,作 物 を再 生 の 出発 点 にた つ死 者 と して思 いえ が かせ る よ う な

儀 礼 要 素 が ふ くまれ て い る。 これ に くわ え,jの 儀 礼 要 素(ン バ マ ・カ ー ・ウ ェサ の

と き にの こ して お か れ た大 型 の 野 ネ ズ ミの 肉が も ち い られ る)は,祭 祀 畑 の ピグが ン

バ マ ・カ ー ・ウ ェサ の延 長 部 で あ る こと を示 唆 して いる 。 これ らの 仮 説 的 文脈 と結 合

され る な らば,bの 儀 礼 要 素 は,作 物 を ウ ラ ・レジ ャの 手 にゆ だ ね る行 為 と して解 釈

され る こ と にな ろ う。 それ と い うの も,フ ィ ア(稲 刈 り用の ナ イ フ)は,ウ ラ ・レジ

ャの よ り しろ で あ る ア ウ竹 で つ くられ て い る こ とに くわ え,7・9で の べ た よ う に,

死 者 とは,ウ ラ ・レジ ャ に抱 か れ た存 在 だ か らであ る220)。

だ が,上 記 の よ う な仮 説 的 文脈 は,bば か りでな く,c,e,f,9,iの 儀 礼 要

素 を有 意 的 にす る 文 脈 と して も利 用 され る は ず であ る 。 なぜ な らば,一 連 の 葬 送儀 礼

を しめ く くる ケ レの 儀 礼 に お い て も,こ れ か ら 「ウラ ・レジ ャ とと も に地 下 に しずみ

ゆ く」(koluno'owula,皿01uno'oleja)死 者 の 霊魂 の 周 囲 を,呪 医(atanipi)

が4回 「右 方 向 に まわ る 」 か らであ る 。 そ して,こ の4回 の 「右 方 向 に まわ る 」所 作

が お こな わ れ る 場 所 の近 くに は,タ カ ・アル(斧 とア ウ竹 の 掘 り棒)と よば れ る ア ウ
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竹(と コ ブ ミカ ンの 枝)が た て か けて おか れ る。

しか しな が ら,祭 祀 畑 の ピ グに お ける 「右 方 向 に まわ る」 所 作 に は,こ み い った 問

題 が ふ くま れ て い る よ う に思 われ る。 それ と い うの も,実 際 には,「 時計 まわ り」 と

「反 時 計 まわ り」 とい う2種 類 の 回転 方 向が あ る にも かか わ らず ,そ れ らは,と も に

「右 方 向 に まわ る 」(gilinggana)と 表 現 され る か らであ る 。

だ が,こ れ は,ギ リ ・ンガ ナgilinggana(左 手 の 方 向か ら右手 の 方 向 に まわ る)

を 「右 ま わ り」(時 計 まわ り)と 混 同す る こと に 由来 す る・ 一種 の疑 似 問題 にほ か な

らな い 。 な ぜ な らば,ギ リ ・ンガナ で あ るか ど うか は,回 転 軌道 の 内側 か らみ る か,

外 側 か らみ るか に よ って き ま って くる か らで あ る。 つ ま り,eと9に お け る 「反 時 計

ま わ り」 は,回 転 軌 道 の 外 側 か らみ る か ら こそ,ギ リ ・ンガ ナ とな る の であ り,fと

iに お け る 「時計 まわ り」 は,回 転 軌 道 の 内側 か らみ るか ら こそ,ギ リ ・ンガ ナ とな

る の で あ る 。

この よ う な観 点 か らな が め る な らば,作 物(稲 の霊 魂)が よび よせ られ る 場 合 に か

ぎ っ て 「反 時計 まわ り」 の ギ リ ・ンガ ナが お こな われ る(eとgの 儀 礼 要 素)の は 当

然 だ とい え る。 な ぜ な らば,「 反 時 計 まわ り」 は,回 転 軌道 の外 側 に いる もの か らみ

て ギ リ ・ン ガナ とな る 回 転 方 向 だか らで ある 。

だ が,そ う であ る な らば,祭 祀 畑 の ピグ とケ レ との あい だ には,大 きな ち が い が あ

る こ とに な る。 なぜ な らば,ケ レで は,死 者 の 霊 魂 が 生者 とわ かれ をつ げる の に 対 し,

祭 祀 畑 の ピ グ では,稲 の 霊 魂 が よび よせ られ るか らで ある 。 しか しなが ら,こ の よ う

な 相 違 は,外 見 的 な もの にす ぎ な い とい うべ きで あ ろ う。 な ぜ な らば,稲 の 霊 魂 も,

死 者 の霊 魂 も,ウ ラ ・レ ジ ャに抱 か れ て い る とい う点 では,ま っ た くおな じだ か らで

あ る 。

この こ と を端 的 に しめ して い るの は,eで うた われ る ソダ(歌)の 内容 だ とい え る 。

ソ ダ に は,「 ソ ク ・ロー とい う屋 根 の部 材 をす べ りお りて こい」 と い う歌 詞 が ふ くま

れ て いる が,こ れ は,ウ ラ ・レジ ャ に降 臨 をね が う とき にも ち い られ る 儀 礼 言語 に ほ

か な らな い。 また,ソ ダ を うた う ヨセ ブ ・ボ カ は,「 ア ウ竹 でつ くった 家 の 主柱 をお

りて こ い」(wa'uno'omanguau)と い う表 現 を歌 詞 に くわ え て も よ い とい って い た

が,こ の 表 現 も また,ウ ラ ・レジ ャに 降臨 をね が う儀 礼 言 語 に ほか な らな い 。 これ に

くわ え,ソ ダ には 「雨風 と とも にや っ て こい 」,「 稲 妻 と とも にや って こい 」,「 コ

コ ヤ シの 葉 をつ た って こい」,「 ア ナ ミル タ の 蔓 の上 をわ た っ て こい」 の よ うに,天

か ら葉 や 蔓 木 にふ りそ そ ぐ雨 水 と とも に,作 物 が あつ ま って くる イ メー ジや,「 川 エ

ビの あ と をつ い て こい 」の よ う に,川 とな って 流れ さ る雨 水 の な か か ら,作 物(稲 の
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霊 魂)が や って くる よ う な イ メー ジ を喚起 す る歌 詞 も ふ くまれ て い る。 そ して,こ れ

と おな じこ とは,'「 あつ まれ,斧 が よち よち 歩 き をす る者 の 手 をひ い て くる 」 とい う

歌 詞 につ い て も い え るが,こ の点 につ い ては,の ち ほ どポ オ ・リア との 関 連 で の べ る

こ と に しよ う。

ソダ の 内容 をめ ぐる以 上 の よ う な解釈 は,9の 儀 礼 要 素(ク リ ・マ ェ ・パ レ)に も

あ て は ま る。 なぜ な らば,「 ク リ ・パ レ!」(こ っ ちへ おい でs稲!)と い っ て稲 の

霊 魂 をよび よせ るた び に,ソ ダの 歌 詞 を くりか え すの が 正 式 のや り方 な の だ といわ れ

る か らで あ る。

だ が,eとgの 儀 礼 要 素 を同一 視 す る こ とは で き な い。 それ と い うの も,gの 儀 礼

要 素 で は 「ク リ ・パ レ!」(こ っち へ おい で,稲!)と い う よび か け の の ち に,「 デ

ガ ・カ ンパsデ ガ ・ジ ャラ,デ ガ ・ウ ェ ア,デ ガ ・マ ヌ シア」(水 牛 の よ う な,馬 の

よ う な,金 の よ うな,奴 隷 の よ うな稲 よ)と い う言 葉 が つづ くか らで あ る。 したが っ

て,稲 は,水 牛,馬,金,奴 隷 とい った 貴重 な財 にた とえ られ て い る わ け で あ るが,

この 隠 喩 が 有 意 的 にな るの は,ポ オ ・リア の 文脈 に おい てで あ る よ うに思 わ れ る。

祭 祀 畑 の ピ グ には,以 上 の よ うな儀 礼 要素 の ほか に,ヒ ロバ ノ ジア オ イの 葉 をも ち

い るkの 儀 礼 要 素 が ふ くまれ て い る。 ヒ ロバ ノ ジ アオ イ は,グ ジ ュ ・レカ ・テボ ・デ

ヌ,ビ ラ ・レカ ・ロー ・ジ タgejulekatebodenu,bilalekalojita(ヒ ロバ ノ

ジ アオ イ の 身 か らあ らわ れ,ジ タ ノ キの体 か ら割 れ で た)221)と い う儀 礼 言 語 に登 場

し,こ の 儀 礼 言語 は,妻 の 受 け手 が,妻 の与 え手 か ら派 生 した こと を強 調 す る とき に

も ち い られ る 。

この よ うな 文脈 と結 合 され る な らば,kの 儀 礼 要 素 は,祭 祀 畑か ら収 穫 され た籾 米

を,ウ ラ ・レジ ャの 手 にゆ だ ね る行 為 と して 解 釈 され る よ うに思 わ れ る 。 そ れ とい う

の も,ウ ラ ・レジ ャは,作 物(妻)の 父 と して思 い えが か れ る よ うな 存 在 で あ る こ と

に くわ え,ヒ ロバ ノ ジア オ イ の葉 は,サ ガ ・ウ ラ ・レジ ャ(ウ ラ ・レジ ャの よ り しろ)

に か け られ て い る ヒ ロバ ノ ジアオ イ の枝 か ら と られ た もの だ か らで あ る 。 そ して,こ

の よ うな解 釈 を裏 づ け る か の よ う に,作 物(妻)の 母 で あ る タナ ・ワ トゥは,dの 儀

礼 要 素 に よ っ て籾 米 に接近 す る こ と をはば まれ て い る。

ま た,こ の 儀 礼 要 素 は,っ ぎの よう に解 釈 す る ことも で き る。 ヒ ロバ ノ ジ ア オ イは,

苦 い 味の す る木 と して 知 られ て お り,そ の樹 皮 は,サ トウヤ シ(リ オ 語:moke;学 名

:Aregapinnata)の 樹 液,モ ケ ・ミー 皿okemi(甘 い モ ケ)に つ け こん で,モ ケ ・

バ イmokeba'i(苦 い モ ケ)と よばれ る 発酵 酒 をつ くる た め に もち い られ る。 この よ

う な知 識 と結 合 され る な らば,kの 儀 礼要 素 は,ペ サ ・ウ タ や ミー ・ア レ を とお して
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「甘 く」 され て い た作 物 を,「 苦 く」 す る操 作 と して 解釈 され る こ とに なろ う。 この

「苦 く」状 態 は,ポ オ に おい て消 費 され る籾 米の 一 部 をの ぞき ,翌 年 のペ サ ・ウタや

ミー ・ア レの とき まで つ づ く(7・6参 照)。

7・12ポ オ儀 礼 の 告 知(パ イ ・ポ オ)

パ イ ・ポオ(ポ オ を よび 知 らせ る)と よ ばれ る儀 礼 は,ラ テ ・ン ゴ ジ村 に居 住 す る

モ サ ・ラ キ ・プ ウ(根 本 の 首 長)と フ ァタ ・ン ドポ 村 にす む モ サ ・ラ キ ・イ ネ ・ア メ

(妻 の与 え手 の 首 長)を ポ オ ・リア に招待 し,リ セ ・ン ゴ ンデ ・リアの 住 民 に6日 後

に ポ オ が お こなわ れ る か を告知 する 儀 礼 に ほ か な らな い。 レラ ・ンバ マの 場 合 とお な

じ く,こ の 儀 礼 に も,と りた て て解 釈 す べ き儀 礼 要 素 はふ くまれ て い ない よ うに思 わ

れ る 。

7・13ピ グ ・ウ ェ ラ儀 礼

儀礼 要 素:

a)穀 物 倉 の 前 の 広場 に 穴 をほ って ニ ワ トリの 卵 と鉄(ナ イ フ な ど)を うめ,そ

の 上 にム シ ロ を しく。 その 目的 は,ン ゴル ・ン グ レ(収 穫 物 が 「土 地 の子 宮 」

に と りこ まれ る た め に少 な くな っ て しま う こと)を ふせ ぐこ と にあ る 。

b)儀 礼 畑 の ピグ で収 穫 され た 稲 の霊 魂 をふ くむ稲 穂 を穀 物 倉 か らだ し,ム シ ロ

の 中央 に お く。

c)穀 物 倉 の 前 の広 場 に は,サ ガ ・ウ ラ ・レ ジャ(天 空神 の よ り しろ)と よ ばれ

る ア ウ竹 が植 え られ て いる 。

d)「 右 方 向 にま わ り」(反 時 計 まわ り)を しなが ら脱 穀 を お こな う。 この と き

に ソ ダ とよ ばれ る歌 が うた われ る。

e)4回 「右 方 向 に まわ り」(時 計 まわ り)な が ら,籾 の 山 をな らす 。

f)「 右 方 向 に ま わ り」(反 時 計 まわ り)な が ら,ク リ ・マエ ・パ レ(稲 の霊 魂

を よぶ)を4回 お こな う。

g)プ プ ・レァが4回 お こな われ る。

h)箕 で 籾 米 の 山 をあ お ぎな が ら,籾 米 の 山の まわ り を4回 「右 方 向 に まわ る」

(時 計 まわ り)。

i)サ ガ ・ウラ ・レジ ャ(ウ ラ ・レジ ャの よ り しろ)と よ ばれ る ア ウ竹 に つ る さ
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れ て い る ヒ ロバ ノ ジアオ イ の枝 か ら4枚 の葉 を とって,籾 米 の お かれ て い る

ム シ ロの 四隅 に1枚 ず つ おき,そ の 上 に飯 と肉 の料 理 を お く(こ の 籾 米 は ,

儀 礼 畑 の 種 まき が お こな われ る まで,種 籾 と して保 存 され る が,そ の 一 部 は,

ポ オ で消 費 され る)。

儀 礼 畑 の ピグ ・ウ ェラ を構 成 す る,上 記 のa,c,d,e,f,g,h,iの 儀 礼

要 素 は,祭 祀 畑 の ピ グ を構 成 す るc,d,e,f,g,h,i,kの 儀 礼 要 素 と ま っ

た くお な じであ り,両 者 の相 違 点 は,前 者 が 儀礼 畑 の ピグ に おけ る 収穫 物 を対 象 にす

る(bの 儀 礼 要 素)の に対 し,後 者 が祭 祀 畑 の ピグ に おける 収 穫 物 を対象 にす る こ と

だ け で あ る。 また,こ の両 者 を有意 的 にす る 文脈 が こ とな って い な けれ ば な らな い理

由 は存 在 しな い よ う に思 わ れ る 。 したが って,上 記 の よ うな 儀 礼 要 素 につ い て,こ こ

で く り返 し解 釈 を お こな う必 要 は な い と考 え られ る。

7・14ミ ー ・ア レ儀 礼

儀 礼 要 素:

a)ポ オ ・リア の前 日,祭 祀 畑 の ピグ で脱 穀 され た米 と儀礼 畑 の ピ グ ・ウ ェラ で

脱 穀 され た米 の 一 部 が精 米 され る(精 米 され なか った2種 類 の 籾 米 は,祭 祀

畑 と儀礼 畑 に おけ る 種 ま き にお い て種 籾 と して もち い られ る)。 そ して,ン

ボ ラ ・カ ド(タ ナ ・ワ トゥにあ た え られ た 金)を 身 につ けた ロ ウ ォ ・コ レ人

の 女 に よ っ て炊 か れ た,こ の2種 類 の米 が 食 され る 。

b)こ の 儀礼 を お こな う こと に よっ て,精 米 され たの こ りの 米 を,ポ オ に おい て

消 費 す る ことが 可 能 に なる 。

この ミー ・ア レ(米 を甘 くす る)と よ ばれ る儀 礼 は,そ れ ま で食 べ る こ とが禁 止 さ

れ て い た米 を食 用 可 能 にす る とい う点 に お い て も,ま た,食 べ る と い う行 為 にお い て

主役 を演 ず る のが 男 性 で あ る と い う点 に お い ても,ン バ マ の ま え に お こな わ れ る ミー

・ア レと類 似 して いる 。

だ が,ポ オの 前 日にお こなわ れ る ミー ・ア レがsン バ マ の ま え に お こな われ る ミー

・ア レと ま っ た くおな じよ う に解 釈 され る とは 考 え られ な い。 なぜ な らば,ポ オ の 前

日に お こなわ れ る ミー ・ア レで食 され る米 は,す で に祭祀 畑 の ピ グ と儀 礼畑 の ピグ ・

ウ ェ ラ を と お して ウ ラ ・レジ ャの 手 に ゆだ ね られ た もの だ か らで あ る 。 そ うで ある な

らば,ポ オ の 前 日に お こなわ れ る ミー ・ア レは,ウ ラ ・レジ ャが 独 占す る も のの 一 部

を,ウ ラ ・レ ジ ャ と人 間の 男性 との共 有 物 に転 換 す る儀 礼 な の だ と いえ よ う。
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7・15開 墾 の過 程

ポ オ ・リア へ と論 をす す め て ゆ くまえ に,開 墾 の 過 程 に注 意 をむ け て み る必 要 が あ

る 。 な ぜ な らば,ポ オ は,原 則 的 に は開墾 の 終 了後 に お こなわ れ る 儀 礼 で あ り,そ の

な か には,開 墾 の作 業 と関 連 す る儀 礼 要 素 が ふ くまれ て い るか らで あ る 。

開 墾 の 対象 とな る森 は,タ ナ ・ワ トゥの側 に属 し,か つ タナ ・ワ トゥ と一体 化 した

も の と して思 い えが か れ る こ とに な るは ず で あ る。 な ぜ な らば,火 入 れ の と き に森 を

延 焼 させ る こ とは,タ ナ ・タ ガ ・ラ ラ,ワ トゥ ・ピ ピ ・テ キtanatagarara,watu

pipiteki(タ ナ=土 の ふ く らは ぎ を枯れ さ せ,ワ トゥ=石 の 頬 をひ き は がす)と 表

現 され る ば か りで な く,森 を延焼 させ た 者 は,ポ オ ・リア に お いて 豚 を供 犠 し,タ ナ

・ワ トゥの許 し を こわ なけ れ ば な らな いか らで あ る。 す で にの べ た よ うに,人 々は,

開 墾 をお こな う こと に強 い 恐 怖感 を いだ くが,そ の 背 後 に は,開 墾 とい う行 為 を,タ

ナ ・ワ トゥ(も し くは タナ ・ワ トゥの 側 に属 す もの)に 対す る破 壊 行 為 とみ なす 解 釈

が あ る よ うに思 わ れ る。

しか しな が ら,人 々は,こ う した恐 怖感 に 素手 でた ち むか うの で は な い 。 なぜ な ら

ば,開 墾 は,ウ ラ ・レジ ャの 同意 を えた うえ で お こな われ る行 為 だ とい え るか らで あ

る。 す で に の べ た よ う に,開 墾 の予 定 地 が き ま る と,ア ウ竹 をつ か っ て ソー ・ボ カ ・

ア ウ とよ ばれ る ト占 を お こな い,開 墾 をお こな うこ との 可否 が う らな われ る。 ソー ・

ボ カ ・ア ウ は,現 在 では ほ とん どお こな われ な くな った ため に,じ ゅ うぶん な資 料 を

え る こ とは で き なか った が,ア ウ竹 が ウラ ・レジ ャの よ り しろ で あ る こと を考 え る な

らば,ソ ー ・ボ カ ・ア ウは,開 墾 を お こな う こ とに ウラ ・レジ ャが 同意 して いる か ど

う か を判 断す る ため の 方 法 で あ った の だ と推 測 され る 。

おな じ こと は,「 コブ ミカ ンの葉 」 とよ ばれ る昆 虫 に つ い て もい え る 。 開墾 の 過 程

で 「コ ブ ミカ ンの 葉 」 が み つ か る と,作 業 は と りあえ ず 中止 され る が,「 コ ブ ミカ ン

の 葉 」 を追 い は らう呪 文 にお い て,「 コブ ミカ ンの 葉 」 の 「源 」(ine)が ポ ロ ・リァ

に も とめ られ て いる こ と 一 一す で にの べ た よ うに,ポ ロ ・リア と ウ ラ ・レジ ャは 同 一

の 存 在 と解 釈 され る 可 能性 をも つ 一 一や,コ ブ ミカ ンが 立 ち入 りを禁 止 す る ウ ラ ・レ

ジ ヤの よ り しろ と して 解釈 され る こ と を考 え る な らば,「 コ ブ ミカ ンの葉 」の 出現 は,

ウ ラ ・レジ ャが 開墾 に同意 して いな い こ との 証 なの だ とい え る。

これ に くわ え,開 墾 に従 事 す る男 性 一一 開 墾 は男 性 によ っ ての み お こなわ れ る 仕 事

で あ る こと を想 起 され た い 一 一 は,ウ ラ ・レジ ャ と とも に 開墾 を お こな っ て いる よ う

な イ メ ー ジ を思 いえ が く こ とも で きる はず で あ る。 な ぜ な らば,タ カ(斧)は,伐 採

をお こな う ため の 道 具 で あ る ばか りで な く,っ ぎ にの べ る よ う に,ウ ラ ・レジ ャの よ

一207一



り しろ と して 解 釈 され る 一種 の 儀 礼用 具 だ と い え るか らで あ る。

す で にの べ た よ うに,一 連 の 葬送 儀 礼 を しめ く くる ケ レと よば れ る儀 礼 で は,妻 の

与 え手 の 代 表 者 が,タ カ ・アル(斧 ・ア ウ竹 の堀 棒)と よ ばれ る ア ウ竹 と コ ブ ミカ ン

の 枝 を,リ セ 地 域 の 西 方 に そび え る ム トゥ山 の 方角 にな げす て る 。 それ に とも な って,

死 者 の 霊 魂 は,ム トゥ山 に むか うわ けで あ る が,こ の こと は コル ・ノ オ ・ウ ラ,モ ル

・ノオ ・レ ジ ャ(ウ ラ ・レジ ャ と とも に地 中 に は いる)と 表 現 さ れ る
。 そ う で あ るな

らば,斧 は,実 際 に は な げす て られ ない に も か かわ らず222),ア ウ竹 や コ ブ ミカ ン と

お な じく,ウ ラ ・レジ ャの よ り しろ と して解 釈 され る こと にな ろ う。

ンバ マ ・カ ー ・ウ ェサ では,ア エ ・フ ェオ が祭 祀 畑 に散 布 され,そ の 後,4晩 の あ

い だ 祭 祀畑 へ の 立 ち入 りが 禁 止 され る が,こ れ と おな じよ うな儀 礼 要 素 は ,祭 祀 畑 の

ピ レ ・ウマ に も ふ くまれ て い る。 だが,こ の 両者 は,っ ぎの よ う な点 で こ とな って い

る 。 ン バ マ ・カ ー ・ウ ェサ の場 合 には,ア エ ・フ ェオ を散 布 す る と き に斧 が も って い

か れ る の に 対 し,ピ レ ・ウマ の場 合 には,斧 が っ か われ る こ とは な い。 これ と呼 応 す

る か の よ う に,ピ レ ・ウマ にお ける ア エ ・フ ェオ の散 布 と4日 間の 立 入 禁 止 は,作 物

の 誕 生 とか か わ る儀 礼 行 為 と して 解 釈 され,ン バ マ ・カ ー ・ウ ェサ に お ける ア エ ・フ

ェ オ の散 布 と4日 間 の 立 入禁 止 は,死 者 と して の作 物 を再 生の 出発 点 に お く儀 礼 行 為

と して解 釈 され た 。 そ して,死 と再 生の 過程 には,す で に のべ た よ う に,ウ ラ ・レ ジ

ャ が ふか く関 与 して い る(7・9参 照)。 そ うで あ るな らば,ン バ マ ・カ ー ・ウ ェサ

に お け る斧 の 使 用 は,作 物 を ウ ラ ・レジ ャ と関係 づ ける こ との 出発 点 と して 解 釈 され

る こと にな ろ う。

祭 祀 畑 の ピ グ と儀礼 畑 の ピグ ・ウ ェラで うた われ る ソダ には,作 物 が,天 か らふ り

そ そ ぐ雨 水 や ウ ラ ・レジ ャ(天 空神)と とも にや って くる イ メー ジ を喚起 す る数 多 く

の 歌 詞 が ふ くまれ て い る。 そ の なか にあ っ て,タ カ ・ゲー ・ゲ ー(斧 が よ ち よ ち歩 き

をす る 者 の 手 をひ い て くる)と い う歌 詞 だ け は,例 外 的 であ る よ うに思 わ れ た(7・

11参 照)。 だ が,斧 を ウ ラ ・レジ ャの よ り しろ と して思 い えが くな らば,こ の歌 詞 は,

他 の 歌 詞 とお な じよ うな イ メー ジ を喚 起 す る もの とな る。

リセ地 域 の作 物 起 源 神 話 には,ボ ビ とノ ン ビが 斧 で足 に けが を したの ち,死 へ の 旅

立 ち をす る とい う,不 可 解 な モ チー フ がふ くまれ て い る223)。 しか しなが ら,斧 を作

物 の 父 で あ る ウ ラ ・レジ ャの よ り しろ と考 え るな らば,こ の モ チ ー フ は,不 可 解 な も

の で は な くな る。 なぜ な らば,マ ンガ ラ イ族,リ オ 族の 西 部 地 域,シ ッ カ族,ラ マ ホ

ロ ッ ト族(図2参 照)に お け る作 物 の起 源 神 話 で は,作 物 を創 造 す る ため に殺 害 を お

こな っ た人 物 は,殺 害 さ れ た者 の 父 や 兄弟 で あ った ことが 語 られ る か らで あ る[Arndt

IS



1932:61-63;Burger1941:413-416;Petu1974:143;Suchtelen1921:161;山 口1983

:22,1989:485-486;Vatter1932:106]。 つ ま り
,マ ン ガ ラ イ 族,リ オ 族 の 西 部 地 域,

シ ッ カ 族,ラ マ ホ ロ ッ ト族 の 作 物 起 源 神 話 に お け る 殺 害 者 は ,イ ネ ・パ レ(稲 の 母)

が 殺 害 さ れ る き っ か け を つ く っ た も の に 姿 を か え て,リ セ 地 域 を ふ く む リ オ 族 の 東 部

地 域 に お け る 作 物 起 源 神 話 の な か に 登 場 し て い る の で あ る 。

以 上 の こ と を 念 頭 に お き な が ら,ポ オ ・ リ ア の 儀 礼 要 素 へ と 論 を す す め て ゆ く こ と

に し よ う 。

∫

7・16ポ オ ・リア儀 礼

前章 では,ポ オ ・リア,ハ ゴ ・ワ ウ ォの儀 礼 行 為,ポ オ に おけ る禁 忌 の そ れ ぞ れ に,

べ つ べ つ の 項 を も う けて 記 述 をお こな っ た が,以 下 で は,こ の 三 者 を一 括 して の べ る

こ とに した い。

儀 礼 要 素:

a)真 紅 の 上 体 衣 を身 に つ けた ハ ゴ ・ワ ウ ォ(女 の首 長)が 所 定 の 位 置 にす わ る。

ハ ゴ ・ワ ウ ォは ひ とたび す わ る と,儀 礼 が終 了す る まで たつ こ とが で き な く

な る 。

b)ハ ゴ ・ワ ウ ォ をは じめ とす る 首長 た ち に よっ て,ク ラ ・ヘ ナ(米 を計量 す る

儀 礼)が お こなわ れ る。 ヘ ナ ・セ ンガ ・ジェ ブ と名 づ け られ た ユ ウガオ の 椀

で 計量 され た米 の 一部 は,ハ ゴ ・ワ ウ ォが取 得 し,の こ りは,ポ オ ・リア に

おい て 炊 かれ る。

c)ヘ ナ ・サ ワ ・タ カ と名 づ け られ たユ ウガ オの 椀 によ る米 の 計 量 は2回 お こな

わ れ,1回 目に計 量 され た 米 は,ウ ォ ロ ・レレ村 に す む リア ・べ 一 ワ とム ラ

・ワ トゥ村 にす む2人 の リア ・ベ ー ワ(表2 ,図4参 照)に あ た え られ,2

回 目に 計量 され た米 は ポ オ ・ロオ(後 述)に おい て炊 か れ る 。

d)竹 筒 をつか っ て飯 を炊 き,ア レ ・ポ オ(ポ オ 儀 礼 の飯)を つ くる 。

e)開 墾 の とき に森 を延 焼 させ た者 が い る と,タ ナ ・ワ トゥの 許 しを こうた め に

豚 を供 犠 す る。

f)サ ワ ・タ カ(燃 え の こ った木 の くず)と よば れ る もの を 「舟 」 に いれ た うえ

で,川 に な げ こみ,ラ ウ(下 流 ・海)な い しは ガ ワ(斜 め 下)の 方 向 にあ る

サ ブ海 に追 いは ら う。 同様 に,作 物 を食 いあ らす 鳥獣 や 害 虫 をラ ウ(下 流 ・

海)な い しは ガ ワ(斜 め 下)の 方 向 に あ るサ ブ 海 に追 い は らう。 この 行 為 は,
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ジ ョカ ・サ ワ ・タ カ(燃 えの こ った 木 の くず を追 い は らう)と よば れ る 。

9)ア レ ・ポ オ をロ カ ・ラ ウ(ポ オ の 祭 場)に あつ め,ア ウ竹 でつ くった ノ キ ・

ア レ ・ポ オ とよ ばれ る 「棚 」 につ み あ げ る。

h)ア レ ・ア エ ・ウ ジ ャ(雨 水 の飯)の 中味 をバ ナ ナ の葉 の上 に だ し,川 エ ビ と

と も にム ス ・マ セ(石 柱)の 上 に供 え る 。

i)フ ァタ ・マ リか ら村 にも ちか え った ア レ ・ポ オ をマ ガ(マ ガ ・ロオ をふ くむ)

も しくは屋 外 で食 べ る 。

」)ポ オ の 期 間 中 には,さ まざ まな 禁 忌 が課 され る 。

k)ハ ゴ ・ワウ ォは,ポ オ の期 間 中,マ ガ で就 寝 しな けれ ば な らな い 。 そ して,

過 去 に お い ては,こ の とき に不 特 定 多数 の男 性 と性 的交 渉 を も った の だ とい

わ れ る 。

1)ハ ゴ ・ワ ウ ォは,ポ オ ・リアで あ た え られ た米 を,ポ オ の 期 間 中 に,し か も

マ ガ で食 べ つ くさな けれ ばな らな い。

米 の 計 量 をお こな う儀 礼(bの 儀 礼 要 素)で は,2種 類 の ユ ウガ オ の 椀 が も ち い ら

れ,そ の ひ とつ は,ヘ ナ ・セ ン ガ ・ジ ェブ(豚 の 産 巣 を破 壊 す る ユ ウガ オ の 椀)と よ

ば れ る 。 ジ ェブ とは,字 義 的 に は 「豚 が 出産 の ため につ くった 巣 」 を意 味 す る が,そ

れ と とも に,ジ ュ ドゥ ・フ ー,ジ ョガ ・ジ ェブjudhuhu,jogajebu(直 訳:蛇 の ぬ

け 殻 をつ つ き,豚 が 出産 の た め につ くった巣 をつ きあ げ る;意 訳:妻 の 与 え 手 に 無礼

をは た ら く こ と),と い った 儀礼 言 語 に おい て,妻 の 与 え手 の 隠 喩 的 表 現 と して も も ち

い られ る 。

そ うで あ る な らば,セ ン ガ ・ジ ェブ とはs「 妻 の 与 え手 を破 壊 す る 」 とい う意 味 に

な る わ け で あ るが,こ の よ うな意 味 に解 され たセ ンガ ・ジ ェブ とい う表 現 を有意 的 に

す る の は,7・15で の べ た 一連 の 仮 説 的 文脈 だ と いえ る。 そ れ とい うの も,タ ナ ・ワ

トゥは,女 性 と して の作 物 をあた え る妻 の 与 え手 で あ る こと に くわ え,開 墾 とい う破

壊 行 為 を こう む って も い る か らで あ る 。 したが って,ヘ ナ ・セ ンガ ・ジ ェブ に よ っ て

計 量 され る米 は,開 墾 とい う破 壊 行 為 をタナ ・ワ トゥに謝 罪 す る た め の 米 な の だ と い

え よ う。

この よ う な解 釈 は,祭 祀 畑 の ピグ と儀 礼 畑 の ピ グ ・ウ ェ ラの儀 礼要 素 に よ っ て支 持

され る。 なぜ な らば,「 妻 の与 え 手 に無 礼 をは た らい た」(ジ ュ ドゥ ・フ ー,ジ ョガ

・ジ ェ ブ)場 合
,妻 の受 け手 は,金 や 家畜 を支 払 う こと に よ って 妻 の 与 え手 の ゆ る し

を こわ な けれ ば な らな いが(2・10参 照),ヘ ナ ・セ ンガ ・ジ ェブ に よ っ て計 量 され

る米 は,祭 祀 畑 φ ピグや 儀 礼 畑 の ピグ ●ウ ェ ラ に おい て ・水 牛 ・ 馬 ・金 ・ 奴隷 と い っ
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た タナ ・ワ トゥ にあ た え る に ふ さわ しい 財 物 にた とえ られ て いる か らで あ る224)。

そ うで あ る な らば,ヘ ナ ・セ ン ガ ・ジ ェブ にも られ た米 の 一 部 を取 得 す る ハ ゴ ・ワ

ウ ォは,タ ナ ・ワ トゥ にも ひ と しい存 在 とみ な され る こと にな る わ け で あ る が,こ の

よ うな 解 釈 は,っ ぎ にの べ る よ うな3つ の 儀 礼 要 素 か らも導 きだ す こ とが で き る。

そ の 第1の 儀 礼 要 素 は,森 を延焼 させ た 当事 者 が,タ ナ ・ワ トゥの ゆ る しを こう た

め に お こな う豚 の 供 犠(eの 儀 礼要 素)で あ り,あ ふれ で た豚 の 血 は,す ぐ にハ ゴ ・

ワ ウ ォの 手 と,ロ カ ・ラ ウ にあ る ム ス ・マ セ(石 柱),ユ ウ ガオ の 椀(ヘ ナ ・セ ンガ

・ジ ェ ブ ,ヘ ナ ・サ ワ ・タカ,ヘ ナ ・ハ ゴ ・ワ ウ ォ),大 き な 平カ ゴ(kidharia)な

ど に塗 りつ け られ る。

第2の 儀 礼 要 素 は,ハ ゴ ・ワ ウォ に課 され る禁 忌(aの 儀 礼 要 素)で あ る 。 ハ ゴ ・

ワ ウ ォ は,ひ と たび 所 定 の 位 置 にすわ る と,小 便 も大便 も その 場 で しな け れ ば な らな

く な るが,も し小 便 をす れ ば,雨 がふ りつ づ くこ との 前 兆 と考 え られ,大 便 をすれ ば,

豊 作 が え られ る こ との 前 兆 とみ な され る。

第3の 儀 礼 要 素 は,ハ ゴ ・ワ ウォ,ト ウ ・ンボ トゥ と表 現 され る,ク ラ ・ヘ ナ(b

の 儀 礼 要 素)に お け るハ ゴ ・ワ ウ ォの行 為 で あ る。 上 記 の よ う に,ヘ ナ ・セ ンガ ・ジ

ェ ブ に よ っ て計 量 され る 米 は,開 墾 とい う破 壊 行 為 をタ ナ ・ワ トゥに謝 罪 す る た め の

米 と解 釈 され る が,リ オ 語 の ル サ ・ラサrusarasa(破 壊 され た)と い う表 現 には,

「物 が こわ れ た 」 とい う意 味の ほ か に,「 性 的 に 陵辱 され た 」 とい う意 味が あ る225)。

こ の よ うな 文 脈 と結 合 され るな らば,ク ラ ・ヘ ナ に おけ る ハ ゴ ・ワ ウ ォの 行 為(ハ ゴ

・ワ ウォ ,ト ウ ・ン ボ トゥ)は,「 陵辱 され た性 」 を うば い か えす 行 為 と して 解 釈 さ

れ る こ とに な ろ う。 それ とい うの も,ハ ゴ ・ワウ ォ,ト ウ ・ン ボ トゥと い う儀 礼 言 語

に は,す で に の べ た よ うに,「 処 女 を うば う 」 とい う意 味 が あ る か らで あ る(2・4

参 照)226)。

ク ラ ・ヘ ナ の 磯 礼(cの 儀 礼 要 素)で は,以 上 での べ た ヘ ナ ・セ ン ガ ・ジ ェ ブの ほ

か に,ヘ ナ ・サ ワ ・タ カ とよ ばれ る ユ ウガ オ の椀 が もち い られ る。 この ヘ ナ ・サ ワ ・

タ カ は,あ き らか にfの 儀 礼 要 素(ジ ョカ ・サ ワ ・タカ)と 関 連 をも っ て い る。 な ぜ

な らば,fの 儀 礼 要 素 で は,サ ワ ・タカ(直 訳:斧 の木 くず;意 訳:燃 えの こ った 木

の くず)と よ ば れ る も の が,ビ ン ロ ウの葉 鞘 で つ くった 「舟 」 にの せ て海 へ と ジ ョカ

(追 放)さ れ る か らで あ る 。 したが って,ヘ ナ ・サ ワ ・タ カ に よ る米 の 計 量 へ とす す

ん で ゆ く まえ に,fの 儀 礼 要 素 につ い て論 じて お く必 要 が あ る 。 な お,fの 儀 礼 要 素

で は,サ ワ ・タカ と とも に,作 物 を食 い あ らす 鳥獣 や 害 虫 が 海 に な が され るが,こ の

点 につ い て は ラ ゴ ・ポ オ との 関連 で の べ る こ とにす る。
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す で にの べ た よ う に,畑 は,女 性 と して の 作 物 が,母,父,兄 弟 な どの 庇 護 を う け

て 生 育 す る 場 所 で あ り(7・4参 照),ま た,女 性(と しての 作 物)を 外 敵 か ら保 護

す る 男 性(ボ ビ とノ ン ビの 兄弟 であ る ラカ と関 連 づ け られ る稲)は,人 間 の 住居 と お

な じよ う に,畑 の 下 端,す な わ ち畑 の な か で も っ とも ガ ワghawa(斜 め 下)の 場所 に

配 置 され て いる(3・4,5・3・1,5・4参 照)。

この よ う な知 識 を材 料 とす る な らば,畑 を作 物 の 住 居 と して思 い えが くこ とは,さ

して 困難 で はな い とい え る が,fの 儀 礼 要 素 を有 意 的 にす る の は,こ の よ うな 仮 説 的

文 脈 だ と考 え られ る 。 なぜ な らば,家 屋 を建 築 す る と き には,樹 木(建 材)に や どる

ニ トゥ(霊)を 追 いは ら うた め に,ジ ョカ ・サ ワjokasawa(木 くず を追 いは らう)

も し くは ジ ョカ ・ニ トゥjokanitu(霊 を追 い は らう)と よば れ る儀 礼 が お こな わ れ

る か らで あ る。 この 儀 礼 が お こな われ な い と,そ の家 にす む 者 は,た え ず病 気 にみ ま

わ れ る(wekiteborangoro)こ とに な る の だ とい われ る。

ジ ョカ ・サ ワの 儀 礼 では,家 の 各 部 か らけ ず り とっ た木 くず(sawa)に,つ ぎの よ

う な ニ ジ ョ ・ジ ョカ ・サ ワnijojokasawa(木 くず を追 い は らう呪 文)を さ さや きか

け た うえ で,そ の木 くず を村 の 外 にな げ す て る 。

nitubeu,nituwe'e,

inekaiTajono'okowalauma'u.

inekailauma'u.

近 い ニ トゥ,遠 いニ トゥ,

そ の 「源 」 は海 の 大 きな 船 と小 さ い 舟。

そ の 「源 」 は海 。

した が って,サ ワ ・タ カ と して海 に流 さ れ る の は,伐 採 され た樹 木 にや どる ニ トウ

も し くは ニ トゥ をふ くむ木 くず なの で あ り,サ ワ ・タカ が海 に流 され る の は,そ れ が

作 物 に有 害 な 影 響 を およ ぼす か らな の だ とい え よ う227》 。

だ が,タ ナ ・ワ トゥに無 断 で ジ ョカ ・サ ワ ・タカ(fの 儀 礼 要 素)を お こな う こ と

は で きな いは ず で あ る 。 そ れ とい うの も,ニ トゥの や どる樹 木 は,タ ナ ・ワ トゥの側

に属 し,タ ナ ・ワ トゥ と一体 化 した もの だ か らで ある(7・15参 照)。 この よ うな仮

説 的文 脈 と結 合 され る な らば,ヘ ナ ・サ ワ ・タ カ に よ って 計 量 され る米 は,海 に流 さ

れ るサ ワ ・タ カ に対 す る 代 償 と して解 釈 され る こ と にな ろ う。 それ とい うの も,ヘ ナ

・サ ワ ・タ カ に よ って 計 量 され る米 は ,ヘ ナ ・セ ンガ ・ジ ェブ に よ っ て計 量 され る 米

と お な じ く,祭 祀 畑 の ピグ と儀 礼畑 の ピグ ・ウ ェ ラ に おい て,水 牛,馬,金,奴 隷 と

い っ た,タ ナ ・ワ トゥにあ た え る にふ さわ しい財 物 にた とえ られ て い たか らであ る 。

た だ し,ヘ ナ ・サ ワ ・タカ に よる米 の 計 量 は2度 お こな わ れ,そ の うち の1回 で は,
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リァ ・ベ ー ワ にあ た え られ る 米 が 計量 され る 。 しか しな が ら,ヘ ナ ・セ ンガ ・ジ ェ ブ

で 計量 され た米(の 山 も り にな って いる 部 分)を うけ とるハ ゴ ・ワ ウ ォ とは こ とな り,

リア ・ベ ー ワ が タナ ・ワ トゥ と同一 視 され る こ とは な い よ う に思 わ れ る。 な ぜ な らば,

リア ・ベ ー ワ にあ た え られ る 米 は,水 田か ら収 穫 され た 米 で もか まわ な い と され る か

らで あ る。 だ が,タ ナ ・ワ トゥ と同一 視 され る こ とは な い にせ よ,タ ナ ・ワ トゥ と と

も にサ ワ ・タ カの 代 償 を うけ とる こと を と お して,リ ア ・ベ ー ワ は,タ ナ ・ワ トゥ と

ご く近 しい 関係 にあ る 者 と して思 い えが か れ る こ と にな ろ う。

っ ぎ に,dとgの 儀 礼 要 素 へ と論 をす す め てゆ くこ とに しよ う。 ク ラ ・ヘ ナ が お わ

る と,ヘ ナ ・セ ンガ ・ジ ェブ に よ って 計 量 さ れ た 米(た だ し,ハ ゴ ・ワ ウ ォ にあ た え

られ た米 は の ぞ く)は,竹 筒 をっ か って 炊 か れ,ア レ ・ポオ(ポ オ の 飯)が つ く られ

る 。 ま た,ポ オ ・リア には,多 数 の 一 般 民 も 参 加 して い るが,か れ ら も また,竹 筒 を

つ か って 飯 を炊 き,ア レ ・ポ オ をつ くる 。 そ して,こ れ らの ア レ ・ポ オ は,ロ カ ・ラ

ウ と よば れ る場 所 にあ つ め られ,ノ キ ・ア レ ・ポ オ(ア レ ・ポ オ の 棚)に つ み あ げ ら

れ る 。

ポ オ とは,6日 間 にわ た っ て お こな わ れ る 儀 礼 の総 称 で ある と とも に,水 を運 搬 し,

貯 蔵 す る た め につ か わ れ る竹 筒 を意 味 す る 。 した が っ て,ア レ ・ポ オ とは,「 水 筒 に

は い った 飯 」 と翻 訳 す べ き なの か も しれ な い。 この 「水筒 の 飯 」 は,ノ キ ・ア レ ・ポ

オ につ み あ げ られ る こ とに よ って,ア レ ・ア エ ・ウジ ャ(雨 水 の 飯)と よばれ る よ う

にな る が,ノ キ ・ア レ ・ポ オ は,ウ ラ ・レジ ャの よ り しろで あ る ア ウ竹 で つ く られ て

い る 。 この よ うな 知 識 を文脈 と して もち い る な らば,gの 儀 礼 要 素 は,ウ ラ ・レジ ャ

(天 空 神)の 手 にゆ だね る こと を と お して,「 水筒 の なか の 飯 」 を 「雨水 の飯 」 に転

換 す る 行為 と して解 釈 され る こ と にな ろ う。

ノ キ ・ア レ ・ポ オ に つみ あ げ られ た 「雨 水 の飯 」の 一 部 は,バ ナ ナ の葉 の 上 で 中身

をだ され,ム ス ・マ セ(石 柱)に 供 え られ る(hの 儀 礼 要 素)わ け で あ る が,こ の 行

為 は,「 雨 水 の飯 」 を タナ ・ワ トゥに供 え る行 為 と して 解 釈 され る こ とに な るは ず で

あ る 。 なぜ な らば,「 雨 水 の 飯 」 に は,ヘ ナ ・セ ンガ ・ジ ェブ で 計 量 され た米(す で

に の べ た よ う に,こ の米 は,タ ナ ・ワ トゥに あ た え られ た 米 にほ か な らな い)を 炊 い

た ア レ ・ポ オ が ふ くまれ て いる ば か りで な く,夜 にな る とタ ナ ・ワ トゥが 「雨 水 の 飯 」

を うけ と りに や っ て くる とい う信 仰 が あ るか らで ある(6・10・6参 照)。

そ して,こ れ と お な じ解 釈 は,iの 儀 礼 要 素 か らもみ ち び き だ す こ とが で きる 。 な

ぜ な らば,村 に も ちか え られ た 「雨 水の 飯 」 を は じめ とす る ア レ ・ポ オは,家 屋(one

)や 居 間(one)と い った人 間 の住 居 の 「内」(one)側 に も ち こ む こ とが 禁 じられ お り,
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マ ガ ・ロオ とい う 「外 」(sia)な い しは地 面 と境 をせ っす る 空 間(5・3・1参 照)

や 完 全 に屋外 の 地 面の 上 で(ghalesiaあ る い はghaletana)食 べ な けれ ば な らな い

か らで あ る 。

だ が,hの 儀 礼要 素 を め ぐる解 釈 は,こ れ に と どま る もの では な い 。 ウラ ・レジ ャ

と タナ ・ワ トゥは,女 性 で あ る作 物 の 父 と母 に相 当す る存 在 であ り,「 雨 水 の飯 」 は,

ウ ラ ・レジ ャか らタ ナ ・ワ トゥにあ た え られ る。 これ に くわ え,ミ ー ・ア エ(水 を甘

くす る)の 儀 礼 を とお して,す で に タナ ・ワ トゥが 男性 の性 的 な 「水 」 を受 容 で き る

状 態 に な って いる とい うイ メ ー ジが 構 成 され て も いる(7・10参 照)。 これ らの こ と

を総 合 す るな らば,「 雨 水 の 飯 」 を ウ ラ ・レ ジ ャか らタ ナ ・ワ トゥに あ た え られ る性

的 な 「水 」(精 液)と して 思 い えが く ことは,そ う困 難 で は な い とい え るが,こ の よ

う な イ メ ー ジ を仮 説 的 文 脈 と して も ち いる な らば,hの 儀 礼 要 素 は,ウ ラ ・レジ ャ と

タ ナ ・ワ トゥを性 的 に結 合 させ る行 為 と して 解 釈 され る こ と にな ろ う228)。

そ して,こ の 占 うな 解 釈 は,jの 儀 礼 要 素 に よ って 支 持 され る とい うべ きで あ ろ う。

なぜ な らば,a,b,eの 儀 礼 要素 を とお して,ハ ゴ ・ワ ウ ォは,タ ナ ・ワ トゥ にも

ひ と しい存 在 と して解 釈 され る わ け で あ るが,ハ ゴ ・ワ ウ ォは,ポ オ の期 間 中,マ ガ

とい う 「外 」 と境 をせ っす る 空 間 に寝 て,多 数 の 男性 と性 交 を お こな って い た(」 の

儀 礼要 素)と い われ る か らで あ る 。 そ して,こ のハ ゴ ・ワ ウ ォの 行 為 は,テ エ ・タナ,

ラ ニ ・ワ トゥte'etana,1aniwatu(寝 ゴザ は 土=タ ナ,枕 は 石=ワ トゥ)と よ ばれ

る。

だ が,ハ ゴ ・ワ ウ ォが,過 去 に おい て テ エ ・タ ナ,ラ ニ ・ワ トゥ を本 当 に お こな っ

て い た か ど うか を間 う ことは 無 意 味 だ とい え る 。 なぜ な らば,テ エ ・タナ,ラ ニ ・ワ

トゥは,食 べ る とい う行 為(1の 儀 礼 要 素)を と お して も な りた つ か らで あ る 。 ハ ゴ

・ワ ウ ォは ,ポ オ ・リア に お い てあ た え られ た米 を,ポ オの 期 間 中 に,し か も マ ガ で

食 べ っ くさな け らば な らな い 。 この 米 は,祭 祀 畑 の ピグ と儀 礼 畑 の ピ グ ・ウ ェラ に お

い て,ウ ラ ・レジ ャの手 に ゆ だね られ たも の で あ り,天 か らふ りそ そ ぐ雨 水 の イ メー

ジ が付 託 され て も い る 。 ま た,こ の 米 は,ポ オ ・リァ の 直 前 に お こ なわ れ る ミー ・ア

レ を と お して,ウ ラ ・レジ ャ と人 間の 男 性 との 共 有 物 にも な っ て い る。 そ うで あ る な

らば,1の 儀 礼 要 素 は,男 性(ウ ラ ・レジ ャ と人 間 の 男性)の 側 か らあた え られ る,

性 的 な 「水 」 を う け とる 行 為 と して解 釈 され る こ と にな ろ う。

した が っ て,ポ オ の 期 間 に おい て,神 々 と人 間 をへ だ て る境 界 は多 少 な りとも 曖 昧

に な り,男 性 と女 性 とい う性 的 な カ テ ゴ リー が顕 在 化 す る の だ とい え る。

この よ う な解 釈 は,」 の 儀 礼 要 素 に よ って 支 持 され る よ うに 思 わ れ る。 なぜ な らば,
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ハ ゴ ・ワ ウ ォ をは じめ とす る 首長 たち(と く にタ イ プ2と タイ プ3の 方 法 で 米が 計 量

され る 首 長)は,一 般 民 よ りもポ オ の 期 間 に 課 され る禁 忌 を厳 守 しな け れ ば な らない

と いわ れ る が,ポ オ の 期 間 に課 され る 禁 忌 は,コ ベ ・ス トゥkobesutu(4晩)と よ

ば れ る 初 夜 の 期 間 に新婚 夫 婦 に課 され る 禁 忌 とき わ め て類 似 して いる か らで あ る 。

以 上 で の べ た よ うな 解釈 との 関連 で,ペ トゥ神 父 によ るポ オ につ い て の 報 告 は,興

味ぶ か い 内容 をふ くん で い る 。ペ トゥ神 父 は,天 空 神(Du'a)と 土 地 神(Ngga'e)を,

そ れ ぞ れ 「男 性 原 理 も し くは 夫」 と 「女 性 原 理 も しくは妻 」 と規 定 した うえ で229),

ポ オの 儀 礼 につ い て,つ ぎ の よ う にの べ て い る 。

「ポ オ は,暗 くな って か らお こな わ れ る 儀 礼 で あ り,夕 方 か ら準 備 が は じめ られ

る。 ア レ ・ポ オ が 炊 かれ,炊 きあ が った も の は,汚 れ か ら遠 ざ けて お くた め に,木

にっ る され る。 あ た りが 暗 くな る と,モ サ ・ラキ ・プ ウ(根 本 の 首 長)が ウラ ・レ

ジ ャ と タナ ・ワ トゥ に来 臨 をね が い,ワ トゥ ・ポ オwatupoO(ポ オ の 石)と よ ば

れ る神 聖 な石 に ア レ ・ポ オ をのせ る 。 だ が,そ れ と同 時 に,ワ トゥ ・ポ オ は,バ ナ

ナ の 葉 で お おわ れ て しま う 。 これ は,天 空 神 と土 地 神 との 性 交 をか くす た め で あ り,

こう して 豊 穣 の 源 泉 で あ る 宇宙 的 な 交 合 が は た され る の であ る 。 」[Petu1982:147

-150]230)

ペ トゥ神 父 にあ って確 か め た と ころ で は,こ の ポ オ は,リ セ 地 域 で お こな われ るポ

オ では な く,ま た,上 記 の よ う な説 明 の 大 半 は,自 分 の恣 意 的 な 解 釈 で は な い(つ ま

り人 々の 口か ら直 接 に聞 い た 説 明)と い う こ とで あ った 。

また,ン ブ リ地 域(TanaMbuli)で は,ジ ョカ ・ジ ューjokaju(ジ ュー ・ア ン ギ

juangiを 追 い は ら う)と よ ばれ る 儀 礼 が,リ セ 地域 の ポオ とほ ぼ お な じ時期 に お こ

なわ れ る が,こ の 儀 礼 も,上 記 の よ うな 解 釈 との 関連 で興 味 ぶ か い 内 容 をふ くん で い

る。 この 儀 礼 は,4日 間 に わ た って お こな わ れ る が,第1日 目には,昼 間,男 た ちだ

け でポ オ を お こな い,ア レ ・ポオ の 一 部 は,夜 にな っ てか ら フ ロー レス 島 の東 端 か ら

飛 来 す る ジ ュー ・ア ンギ とよ ばれ る ポ ロ ・リ アpoloria(大 妖 術 者)に 供 え られ る。

つ ま り,男 たち は,ジ ュー ・ア ン ギ と とも に ア レ ・ポ オ を共 食 す る わ け で あ るが231),

重 要 で あ るの は,ジ ュー ・ア ン ギが 飛 来 す る 第1日 目の夜 で あ り,こ の 夜 を かわ き り

に,日 常 生 活 に おけ る性 の規 範(た だ し近 親 相 姦 の禁 忌 はの ぞ く)が 消 失 し,ジ ョカ

・ジ ュー の 期 間 中 ,男 女 は,自 由 に性 的 な 交 渉 をも つ ことが で き る よ うに な るの であ

る232)。
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7・17ポ オ ・ロオ儀 礼

儀 礼要 素:

a)竹 筒 をつ か っ て飯 を炊 き,ア レ ・ポ オ をつ くる 。

b)ア レ ・ポ オ を ロ カ ・ラ ウ にあ つ め る。

c)サ ワ ・タ カ(燃 えの こ った樹 木 の木 くず)と よば れ る も の を 「舟 」 にい れ た

うえ で,川 に な げ こみ,ラ ウ(下 流 ・海)な い しは ガ ワ(斜 め 下)の 方 向 に

あ る サ ブ海 に追 いは らう。 同様 に,作 物 を食 い あ らす 鳥 獣 や害 虫 を ラ ウ(下

流 ・海)な い しは ガ ワ(斜 め 下)の 方 向 にあ るサ ブ海 に追 い は らう。 この 行

為 は,ジ ョカ ・サ ワ ・タカ(燃 え の こ った木 の くず を追 い は らう)と よば れ

る。

d)ア レ ・ア エ ・ウ ジ ャ(雨 水 の飯)を 川 エ ビと と も にタ ナ ・ワ トゥに供 え る 。

e)村 に も ちか え った ア レ ・ア エ ・ウ ジ ャ(雨 水 の 飯)を は じめ とす る ア レ ・ポ

オ を マ ガ(マ ガ ・ロオ をふ くむ)も しくは屋 外 で 食 べ る。

以 上 の よ う なポ オ ・ロオ(小 さな ポ オ)の 儀 礼 要 素 は,ポ オ ・リア(大 きな ポ オ)

に お け るd,f,g,h,iの 儀 礼要 素 とほ とん どおな じで あ り,ま た,こ れ らの儀

礼 要 素 を有 意 的 にす る 文 脈 がsポ オ ・リア とポ オ ・ロオ との あ い だ で こ とな って い な

けれ ば な らな い理 由は み あ た らな い 。 したが っ て,以 下 で は,ポ オ ・ロオ を共 同 で お

こ な う地 理 的 な範 囲 に焦 点 あ て る こ とに した い 。

ポ オ ・ロオ は,す で にの べ た よ うに,リ セ ・ン ゴ ンデ ・リア の なか で,も っ とも ゲ

タ(上 流 ・山)な い しは ゲ レ(斜 め 上)の 方 向 に ある 村 落共 同体 か ら,も っ とも ラ ウ

(下 流 ・海)な い しは ガ ワ(斜 め 下)の 方 向 に あ る村 落 共 同体 へ と,つ ぎつ ぎ と 日に

ち をず ら して お こなわ れ て ゆ く。 だ が,お な じ 日にポ オ ・ロオ を お こな う とは い え,

村 落共 同体 に居 住 す る す べ て の 者 が,ひ とつ の場 所 にあ つ ま っ て,ポ オ ・ロオ をお こ

な うの で はな い。 つ ま り,お な じ村 落共 同体 の なか にあ り,か つ 大 きな 川 や 山 で か こ

まれ た地 域(tanasono'010wono'owolo)に ある 村 々が あつ ま って,ポ オ ・ロオ

を お こ な うわ けで あ る が,こ れ とお な じ地 理 的 な範 囲 は,葬 送 儀 礼 の 文 脈 に お い て も

顕 在 化 す る。

死 者 が でる と,ポ オ ・ロオ を共 同 で お こな う地 理 的 範 囲 では,畑 仕 事 をお こな う こ

と が禁 忌 とな り(pireke皿auma),こ の 禁 忌 を おか す な らば,作 物 は 死 滅 して しま う

の だ と いわ れ る233)。 この 禁忌 を と くため に お こな われ るの が,ジ ョカ ・フ ァタjoka

fata(朽 ちた 木 をな げ す て る)も し くは セル ・フ ァタserufata(朽 ち た木 を 引 きず

っ て ゆ く)と よば れ る儀 礼 で あ り,こ の 儀 礼 は,つ ぎ の よ う に お こな わ れ る。
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埋 葬 の 翌 日,死 者 が 女 性 で あ る な ら ば,カ ジ ュ ・フ ァ イkajufai(直 訳:女 の 木;

和 名:セ ン ゴ ン ジ ャ ワ;学 名:Albiziachinensis),男 性 で あ る な ら ば,カ ジ ュ ・ラ

ヌkajulanu(直 訳:雄 の 木;和 名:タ イ ワ ン ネ ム;学 名:Albiziaprocera)を 用

意 し,禁 忌 の 課 さ れ て い る 地 理 的 範 囲 の な か に あ る 家 々 を ま わ っ て 炉 の 灰 を あ つ め る

(た だ し,炉 の 灰 は あ つ め ら れ な い こ と も あ る)。 っ ぎ に,カ ジ ュ ・フ ァ イ も し く は

カ ジ ュ ・ ラ ヌ,炉 の 灰,鶏 卵 を ビ ン ロ ウ の 葉 鞘 で つ つ み,死 者 の で た 家 か ら 村 の 外 に

ひ き ず っ て ゆ く 。 そ し て,つ ぎ の よ う な ニ ジ ョ ・ジ ョ カ ・フ ァ タnijojokafata(朽

ち た 木 を な げ す て る 呪 文)を さ さ や き か け た う え で,な げ す て た り,け り 飛 ば し た り

す る 。

fatamapa,

inekaimori皿apananga.

fatatodho,

inekaimangurajo.

serughele,

Jendedalau.

fatafata,inekaimuku皿oso.

よ こた わ る朽 ち た木,

そ の 「源 」 は,河 口に よ こた わ る ワニ 。

た っ て い る朽 ち た木 。

そ の 「源 」 は,船 の 帆 柱 。

上 流(山 の 方 向)に ひ きず って ゆ き,

下 流(海 の 方 向)に むか っ てひ き ず りあ る く。

朽 ち た 木,そ の 「源 」 は腐 った バ ナ ナ 。

この 儀 礼 に よ って,死 者 の霊 魂 は,ガ ワ ・プ ウ ・ム クghawapu'u皿uku(バ ナ ナ の

根 本),つ ま りバ ナ ナ の 生 育 して い る よ うな 森(二 次 林)へ む か い,し ば ら くの あ い

だ,そ こ に と ど まる こ とに な る の だ ろ う。 な ぜ な らば,ケ レの儀 礼(7・9参 照)に

お い て,死 者 の 霊 魂 は,ガ ワ ・プ ウ ・ム クか らで て,い ったん 村 に は い り,子 や 孫 た

ち と食 事 を とも に した あ とで,ム トゥ山 にむ か っ て 出発 す る こ とに な る といわ れ る か

らで あ る。 そ して,こ の よ うな 過 程 をへ た死 者 の霊 魂 だ け が,ウ ィス ・ル ル に群 が る

ニ トゥ ・パ イnitupa'i(祖 霊)に な る の で あ る 。

この よ うな概 略 的 な説 明か らも わ か る よ う に,ケ レは,す べ て の 死者 に 対 して お こ

な わ れ る わ け で は な い。 す な わ ち,ケ レは,子 や孫 が い る よ うな 年 配 の 者 が死 ん だ場

合 にだ け お こな われ,幼 死 者 や 若 死 者 に 対 して ケ レが お こな わ れ る こ とは な い の で あ

る 。 した が って,'幼 死 者 な い しは 若 死者 の霊 魂 は,い つ まで も ガ ワ ・プ ウ ・ム ク に滞

留 す る こ と にな る 。 だが,開 墾 で は,伐 採 や 火 入 れ を と お して,バ ナ ナ をふ くむ すべ

て の 草 木 が 除 去 され,死 者 の 霊 魂 の す ま う森 は,女 性 と して の 作 物 の 住 居 とな る 。

以 上 の よ うな 一 連 の知 識,と りわ け,ポ オ ・ロオ が お こなわ れ る 地 理 的 な 範 囲 と死
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者 が で た とき に畑 仕 事 の 禁 忌 が 課 され る 地理 的 な範 囲 が一 致 す る こ と,そ れ に人 間 の

死 が作 物 に有 害 な 影 響 を お よぼ す ことな ど を文脈 と して もち い る な らば,ジ ョカ ・サ

ワ ・タ カ に お いて 海 に流 さ れ る ニ トゥとは,ニ トゥ ・パ イ にな りえ な か っ た幼 死 者 や

若 死 者 の 霊 魂 と して 解 釈 され る こと にな ろ う234)。

したが っ て,ポ オ ・ロオ(小 さ なポ オ)は,村 落 共 同体 が 相 互 に連 携 をた も ち つつ,

ゲ タ(上 流,山 の 方 向)な い しはゲ レ(斜 め 上)か らsラ ウ(下 流,海 の 方 向)な い

しは ガ ワ(斜 め 下)に む け て,ニ トゥ ・パ イ にな りえ な か っ たニ トゥ(霊)を 流 しさ

る こ とに焦 点 をあ て た 儀 礼 な の だ といえ る 。 そ して,こ の よ うな 解 釈 は,ポ オ ・リァ

に お け る ク ラ ・ヘ ナ の 儀 礼 によ っ て支 持 され る 。 そ れ とい うの も,ヘ ナ ・サ ワ ・タ カ

に よ っ て 計量 され た 米 は,ポ オ ・ロオ に おい て 消 費 され る ことが な らわ しにな っ て い

る か らで あ る。

な お,上 記 のcの 儀 礼 要 素 で は,サ ワ ・タ カ と とも に,作 物 を食 い あ らす鳥 獣 や 害

虫 が海 に流 され る が,こ の 点 に つ いて は,ラ ゴ ・ポ オ との 関連 で の べ る こ とにす る。

7・18ラ ゴ ・ポ オ 儀 礼

儀 礼要 素:

a)ゴ ング と太 鼓 を う ち鳴 らす 。

b)「 雨 水 の飯 」 を は じめ とす る ア レ ・ポ オ(ポ オ ・リア やポ オ ・ロオ で 炊 か れ

た 飯)の は い っ て い た竹 筒 を うち 鳴 ら しなが ら,ラ ゴ ・ポ オ の 歌 を くりか え

しうた い,烏 獣 ・害 虫 を ラ ウ(下 流 ・海)な い しは ガ ワ(斜 め 下)の 方 向 に

あ る サ ブ海 に追 い は らう。 そ して,竹 筒 を村 の 「尾 」 の部 分 か ら,ラ ウな い

しは ガ ワ の 方 向 に むか って な げす て る。 ワ トゥ ・ネ ソ村 の ラ ゴ ・ポ オ で は,

竹 筒 をフ ロ ー レス 島の 南 にひ ろが る サ ブ海 にな げ す て る。

aの 儀 礼 要 素 は,「 騒 音 」(ゴ ング と太 鼓 の音)と 「移 行 」(新 耕 作 年 度 の は じま

り)を 関連 づ け て[cf.Needham1967],解 釈 を お こな う こ とも不 可 能 で は な い 。 だ

が,ゴ ン グ と太鼓 の 音 は,本 村 か ら分 村 に む け て発 せ られ る,「 ラ ゴ ・ポ オ を お こな

うべ し」 との 指令 と して と らえる の が適 当で あ る よ う に思 われ る。 なぜ な らば,ゴ ン

グ と太 鼓 は,分 村 に な にか をつ た え よ うとす る と き にも ち い られ る,重 要 な 通 信 手 段

だ か らで あ る 。

ラ ゴ ・ポ オ の歌 詞 の構 成 は,整 然 と して お り,「 オ ー,海 に むか って ゆ く」 とい う

歌 詞 を さ しは さ み な が ら,ま ず 「枯れ て しま っ た稲 の あ る 海 の 方へ 」,「 実 の は い っ
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て い な い トウ モ ロ コ シの あ る 海 へ」,「 芽 の 切 られ た モ ロ コ シの あ る海 へ 」,「 ヘ ゴ

虫 に や られ た豆 の あ る 海 へ 」 とい っ た歌 詞 が つ づ く。

そ の後,テ ・ク ク ー 鳥,ス ズ メ,ヴ ガ 虫,ヘ ゴ虫,蛇,犬,山 あ ら し,大 型 の 野ネ

ズ ミ,小 型 の 野 ネ ズ ミ,猿,ハ タ鳥,ロ ド鳥,ム ケ 鳥 と い った,作 物 に被 害 をお よぼ

す 鳥 獣 や 害 虫 の 名 前 が 列挙 され,そ れ らが す べ て 海 に むか って ゆ くこ とが うた われ る 。

だ が,し ば しば 作 物 に甚 大 な被 害 をあ た え る とは い え,ク ル ・カ ンパkurukamba(水

牛 の 放 牧 地)と い う独 自の居 住 空 間 をあ た え られ て い る水 牛 につ い て は,「 ま ちが っ

た 階 段 をの ぼ る な 」,「 ま ちが った 戸 口に は い る な 」 と さ と され る だ け で あ る。

そ して,最 後 に 「とま っ て いた 蝿 さえ 落 ち る 海 の 方 へ」,「 と ま って い たハ エ さえ

落 ち る 海 の 方 へ 」,「 む らが って い た 黒 ア リ さえ 落 ち る海 の 方 へ 」,「 三 段 の 湖 の あ

る 海 の 方 へ 」,「 ゆ すれ ば落 ち る 枝 先 の海 の 方 へ 」 とい った 難解 な歌 詞 が つ づ くが,

これ は,何 も の か を は るか 遠 方 に追 い は らう とき に も ちい られ る 一種 の 決 ま り文 句 で

あ り,こ こで解 釈 の 対象 にす る 必 要 は な い と考 え られ る。

と ころ で,作 物 は女 性 で あ り,作 物 の なか で も と りわ け 稲 は,人 間 と おな じよ うに

霊 魂 をも って い る。 したが って,幼 死 も し くは若 死 した 作物 の霊 魂 は,ニ トゥ ・パ イ

に な りえ な か っ た死 者 の 霊 魂 とお な じよ う に,作 物 に害 をお よ ぼす ニ トゥにな る こ と

が 予 想 され る。 この よ うな 仮 説 的 文 脈 と結 合 され る な らば,「 日照 りで 枯 れ た 稲 の あ

る 海 の方 へ 」,「 実 の は い って い な い トウ モ ロコ シの あ る 海 へ」,「 芽 の 切 られ た モ

ロ コ シの あ る海 へ 」,「 ヘ ゴ虫 に や られ た 豆 の あ る海 へ 」 とい う歌 詞 は,幼 死 も し く

は 若 死 した作 物 の 霊 魂 が,ポ オ に お け る ジ ョカ ・サ ワ ・タ カの 儀 礼 を とお して,す で

に海 に い っ て いる 状 態 を思 い え が かせ る こ と にな ろ う。

この4行 の 歌 詞 につ づ い て,作 物 を食 い あ らす 鳥 獣 や害 虫の 名 前 が 言及 され,そ れ

ら がす べ て 海 にむ か って ゆ く こ とが う たわ れ るわ けで あ るが,お な じこ とは,ポ オ ・

リア とポ オ ・ロオ に おい て も表 現 され て いた 。 つ ま り,ジ ョカ ・サ ワ ・タ カ で は,ニ

トゥ(サ ワ ・タカ)と とも に,鳥 獣 や 害 虫 が 海 にむ か って 追 い は らわれ る の で ある 。

筆 者 の 知 る か ぎ り,野 生動 物 の 肉が ナ ケ ・ニ トゥnakenitu(ニ トゥの 肉)と よば

れ る とい った 断 片 的 な知 識 をの ぞ き235),ニ トゥ と鳥 獣 ・害 虫 との 関係 につ いて,は

っ き り した こ とは な に も知 られ て いな い よ う に思わ れ る236)。 そ うで ある な らば,ラ

ゴ ・ポ オ の 歌 詞 やポ オ ・リア とポ オ ・ロオ に お け る ジ ョカ ・サ ワ ・タカ は,ニ トゥ と

鳥 獣 ・害 虫 とい う 「森 の 居 住 者 」 ど う しの親 密 な 関係 を,さ ま ざ ま なか たち で 思 い え

が か せ る 儀 礼 要 素 な の だ と い え よ う237)。 この よ う な解 釈 を間接 的 な形 で 支 持 す る の

は,水 牛 に 対 す る よび か け であ り,ク ル ・カ ンパ(水 牛 の放 牧 地)と い う独 自の 空 間
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にす ま う水 牛 には,海 へ む か う よ う に命 じ られ る ことが な いの で あ る 。

で は,ニ トゥ と鳥獣 ・害 虫 をラ ウ(下 流 ・海)な い しは ガ ワ(斜 め 下)の 方 向 に追

放 す る こ とは,い っ た い どの よ う に解釈 され る の で あ ろ うか 。 まず,ラ ウや ガ ワ とい

っ た方 向指 示 の 前 置詞 に ま つわ る知 識 を列 挙 して み る こと に しよ う。 畑 の も っ とも ガ

ワ(斜 め 下)の 部 分 に は,パ レ ・ラカ とよ ば れ る稲 が栽 培 され,こ の パ レ ・ラカ は,

畑 の 外 か らや って くる鳥 獣 や 害 虫か ら作 物 を まも っ て くれ るの だ とい わ れ る(3・4,

5・4参 照)。 村 の も っ とも ガ ワの部 分 に は,フ ロー レス 島の 東 端 か らや って くる イ

ネ ・レケ に食 物 を供 え る ため の 石(ワ トゥ ・ジ ュー ・ア ン ギ)が おか れ て い る(5・

2参 照)。 フ ロー レス 島の 外 か らや っ て くる 異 人 は,ア タ ・マ ン グ ・ラ ウ ・ラ ジャ ・

ガ ワatamangulaulajaghawa(海 の 方 向 に あ る 帆柱,斜 め 下 にあ る 帆 の 人)と 表 現

され る 。 した が っ て,か れ らは,ガ ワの 方 向 に存 在す る メ シ ・アタ ・ハ キmesiata

haki(直 訳:男 の海;意 訳:サ ブ海)か らや って くるの で な けれ ば な らな い 。 そ して,

家 の 出入 口は,も っ とも ガ ワ(斜 め 下)の 部 分 にも うけ られ て い る(5・3・1参 照)。

した が って,1型 の 体 系 が 適 用 され る畑 や 村,工1型 の 体 系 が 適 用 され る 政 治共 同体

の 領 地,V型 の 体 系が 適 用 され る フ ロー レス 島 と外 界 との 関 係sVI型 の 体 系 が 適用 さ

れ る家 の す べ て に お い て,「 出入 口」 は,も っ とも ガ ワの 部 分(の 付 近)に も うけ ら

れ て い る の で あ る 。 この よ う な仮 説 的 文脈 と 結 合 され るな らば,ニ トゥ と鳥 獣 ・害 虫

をガ ワな い しは ラ ウ に追 いは らう こ とは,か れ らを 「出入 口」 か ら外 に追 い だ す行 為

と して 解 釈 さ れ る こと にな る 。

す で にの べ た よ う に,サ ワ ・タカ(斧 の 木 くず)と い う名 称 は,ニ トゥ を追放 す る

こ と に,ウ ラ ・レジ ャが 何 らか の形 で 関与 して い る こと を思 い え が かせ る が,お な じ

こ とは,ラ ゴ ・ポ オ に お ける 竹 筒 につ い て も い え る。 な ぜ な らば,ア レ ・ポ オ の竹 筒

は,ウ ラ ・レ ジ ャか らタナ ・ワ トゥに あ た え られ た男 性 の 性 的 な 「水 」 が は い っ て い

た 容 器 だ か らで あ る。 した が って,竹 筒 をつ か っ て,ニ トゥ と鳥獣 ・害 虫 をガ ワ ない

しは ラ ウに 追 い は らう こ とは,ウ ラ ・レジ ャ と とも に(あ る い は ウラ ・レジ ャの 力 を

か りて),ニ トゥと鳥 獣 ・害 虫 を 「出 入 口」 か ら外 にだ す 行 為 と して解 釈 され る こ と

に なろ う。

7・19パ キ儀 礼

ψ パ キ は
,ウ ォp・ レ レ村 に居 住す る リア ・ベ ー ワ(が 指 名 した者)に よ っ て お こな

わ れ る リセ ・ン ゴ ンデ ・リア に おけ る最 初 の 種 ま きで あ る 。 祭祀 畑,儀 礼 畑,そ れ に
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通 常 の 畑 にお け る種 ま き が お こなわ れ るの は,か な らず パ キ の 終 了後 で な けれ ば な ら

な い 。

パ キ は,儀 礼 言語 で はパ キ ・タナ,デ タ ・ワ トゥpakitana,detawatu(土 に傷 を

っ け,石 に印 をつ け る)と 表 現 され るが,こ れ と お な じ名 前 で よ ばれ る儀 礼 行 為 は,

埋 葬 儀 礼 の な か に もふ くまれ て い る。 埋 葬 を お こな う には,妻 の与 え 手 を代 表 す る 男

性(死 者 が婚 入女 性 であ る な らば,そ の 父 も し くは 兄 弟 な ど)に 参 加 して も ら う こ と

が ぜ ひ とも必 要 で あ り,そ の 代 表者 は,ウ ラ ・レ ジ ャの よ り しろで あ る ア ウ竹 で掘 り

棒(aluau)を つ く り,そ れ をつか って 埋 葬 の 予 定 地 に傷 をつ け る。 これ が パ キ ・タ

ナ,デ タ ・ワ トゥと よば れ る 行為 であ り,そ の あ とで は じめ て,人 々は,墓 穴 をほ り,

埋 葬 を お こ な う こ とが で き る よ うにな る 。 そ して,こ れ ま で く りか え しの べ て き た よ

う に,女 性 と して の 作 物 は,す で に死 者 と化 して お り,ウ ラ ・レ ジ ャの手 に抱 か れ て

い る 。

この よ うな 仮 説 的 文脈 と結 合 され る な らば,農 耕 儀 礼 に おけ る パ キ は,種 ま き(作

物 の 埋 葬)に さき だ っ て お こ なわ れ る パ キ ・タナ,デ タ ・ワ トゥと して解 釈 され る こ

と にな る は ず で あ る。 そ して,パ キ を遂 行 す る リア ・ベ ー ワは,リ セ ・ン ゴ ンデ ・リ

ア の 住 民 に と って,女 性 と しての 作物 を あ た える 側 に属 す 男性,つ ま り,ウ ラ ・レ ジ

ャに も ひ と しい存 在 と して 思 いえ が かれ る こ と にな ろ う。

しか しな が ら,こ の よ うな 解 釈 に対 しては,つ ぎの よ うな疑 問が う まれ て くる は ず

で あ る 。 っ ま り,農 耕 儀 礼 の 場 合 に は,種 ま き(作 物 の 埋葬)の まえ に,す で にケ レ

に相 当 す る よ う な儀 礼(ン バ マ)が お こな わ れ る が,葬 送 儀 礼 の 場 合 には,埋 葬 の数

箇 月後 に ケ レが お こな わ れ る場 合 が 多 いか らで あ る 。 しか しなが ら,こ れ は,矛 盾 を

は らむ奇 妙 な事 態 で は な い 。 なぜ な らば,葬 送 儀 礼 の 場合 で も,経 済 的 に余 裕 の あ る

者 は,埋 葬 の まえ にケ レの儀 礼 をす ませ て し ま う こ とが で きる か らで あ り,こ の よ う

な 方 法 はsケ レ ・メマkelememaと よばれ る。

この ケ レ ・メマ は,現 在 で はほ とん どお こな われ な くな って い る た め に,じ ゅ うぶ

ん な 資 料 をえ る こ とは で き なか った 。 しか しな が ら,ケ レの まえ に埋 葬 が お こ なわ れ

る な らば,ジ ョカ ・フ ァ タ(7・17参 照)の 儀 礼 を お こな う必 要 は な い と考 え られ る 。

農 耕 儀 礼 には,ジ ョカ ・フ ァ タ に相 当す る よ う な儀 礼 が ふ くまれ て い な いが,こ の こ

とは,作 物 を対象 とす る葬 送 儀 礼 が,ケ レ ・メマ で お こな われ る こと を示 唆 して い る

よ う に思 われ る 。
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7・20儀 礼畑 の ケ デ ・コ レ儀 礼

儀礼 畑 に お け る播 種 の 前 日に は,ケ デ ・コ レ(作 物 の 種 を 「盛 っ て据 え お く」)と

よ ばれ る 儀 礼 が お こな われ る。 ケ デ ・コ レで は,儀 礼 畑 に まか れ る作 物 の種 が 準 備 さ

れ,ウ ィス ・ルル(祖 霊 の座)に コ レkole,つ ま り据 え おか れ る わ け で あ るが,こ れ

とお な じよ う に,遺 体 も ま た,埋 葬 にさ き だ って 家 の な か に コ レkole,つ ま り安 置 し

て お かれ る 。 こ こで はsと りあ えず この こ とだ け を指 摘 して お くこ とに した い。

7・21儀 礼畑 の播 種 儀 礼

儀礼 要 素:

a)畑 の 中 心 に あ る祭 場 に 穴 をほ り,ニ ジ ョ ・トゥカ ・タナ(土 地 の子 宮 の 呪 文)

を とな え た米 を うめ る。

b)そ こに樹 皮 をむ き と っ た ヒ ロバ ノ ジ アオ イ の木 を たて る が,こ の木 は,テ ボ

・デ ヌ(ヒ ロバ ノ ジ アオ イ の 身体)と よばれ る。

c)そ の そ ば に,6種 類 の 植 物 を植 え る。

d)ニ ジ ョ ・トゥカ ・タナ(土 地 の子 宮 の 呪 文)を とな え た 米 を,種 籾 の は い っ

た編 み カ ゴの 下 に うめ る 。

e)ニ ジ ョ ・イネ ・パ レ(稲 の母 の 呪 文)を ささや きか けた 米 を種 籾 と まぜ る 。

f)ゲ ウ ・ウ ィ ニ(種 籾 と まぜ る)と よ ば れ る金 の 装 飾 品 を種 籾 と まぜ あ わ せ る 。

g)6種 類 の 植 物 の 葉 を少 しず つ ち ぎ り と って種 籾 と まぜ る 。

h)飯 と 肉 に ニ ジ ョ ・ソ キ ・セ ル をさ さ や き か け,そ れ を ヒ ロバ ノ ジ アオ イ の樹

皮 でつ つ み,カ オ ・ウ ィニ(畑 の祭 場)の す ぐ下手 にあ る土 砂 の 流 出止 め の

な か に うめ る。

i)ア グ ネス ・ジ ャ ワが,ン ゲ ウ ・ウ ィ ニ とよ ばれ る 金 を身 につ け る。

j)ニ ジ ョ ・フ ン グ ・ハ イ(つ ま 先 をふ み しめ る 呪文)の ささや か れ た米 を,ア

グ ネ ス ・ジ ャ ワが 足 で ふ み つ け る。

k)ニ ジ ョ ・ボ ケ ・フ ェ ンゲ ・レエ をつ か っ て,フ ェ ンゲ ・レエ と よば れ る 盗 み

食 い を常 習 とす る 精 霊 を追 い は らう。

1)ス ア ・ア ウ(ア ウ竹 の 掘 り棒)を つ か っ て,種 まき を お こな う。

m)ナ ン ギ ・ン ダ レ(ン ダ レの哀 歌)が う たわ れ る 。

7・19で の べ た よ う に,パ キが,埋 葬 を お こな う にあ た って 必要 と され る 「パ キ ・

タ ナ,デ タ ・ワ トウ」(土 に傷 をつ け る こ と)で ある な らば,種 ま きは,そ れ にひ き
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っ つ いて お こ なわ れ る 埋 葬 だ とい う こと にな る 。上 記 のf,m,!の 儀 礼 要 素 を有 意

的 にす る の は,こ の よ うな 仮 説 的 文脈 だ と考 え られ る 。 な ぜ な らば,墓 穴 は,ア ル ・

ア ウ(ア ウ竹 の 長 い掘 り棒)も しくはス ア ・ア ウ(ア ウ竹 の 短 い 掘 り棒)を つか って

ほ られ,埋 葬 され る 死 者 の 口 には金 が いれ られ るか らで あ る 。 これ に くわ え,埋 葬 を

は じめ とす る葬 送 儀 礼 の 場 面 で は,ナ ン ギnangiと よば れ る 哀 歌 が うた われ る。

だが,種 ま き には,埋 葬 儀 礼 にはみ られ な い数 多 くの 儀 礼 要 素 が ふ くまれ て い る。

これ らの 儀 礼 要 素 は,ど の よ う に解 釈 され る の で あ ろ うか 。

bの 儀 礼 要 素 で は,テ ボ ・デ ヌtebodenu(ヒ ロバ ノ ジア オ イ の 身体)と よ ばれ る

ヒ ロバ ノ ジ アオ イの 樹 皮 をむ い た もの が 畑 の 祭 場 に たて られ る 。 す で にの べ た よ う に,

ヒ ロバ ノ ジ アオ イは,グ ジ ュ ・レカ ・テボ ・デ ヌ,ビ ラ ・レカ ・ロー ・ジタ(ヒ ロバ

ノ ジ ァオ イ の 身 か らあ らわ れ,ジ タ ノ キの 体 か ら割 れ で た)と い う儀 礼 言 語 に お いて,

妻 の 与 え 手 の 隠 喩 的 な 表 現 と して も ち い られ,祭 祀 畑 の ピグ と儀 礼 畑 の ピグ ・ウ ェ ラ

で は,ヒ ロバ ノ ジ アオ イ の な か に種 籾 が と り こまれ る よ うな イ メー ジが構 成 され て も

い た。

この よ う な仮 説 的 文 脈 と結 合 され る な らば,ヒ ロバ ノ ジ ァオ イ の樹 皮 をむ き,畑 の

中心 部 に た て る行 為(bの 儀 礼 要 素)は,畑 とそ の地 下 を,死 者 と化 した女 性 と して

の 作 物 の 帰 還 す る 場 所 か ら 一一 種 ま き 直前 の 畑 は女 陰 にた とえ られ,地 下 は トゥカ ・

タ ナ(土 地 の 子 宮)と よば れ る こ とを想 起 され た い(4・2参 照)一 一,作 物 が 生 ま

れ て くる場 所 へ と転 換 す る 行 為 と して 解 釈 され る こと にな ろ う。

ま た,こ れ と おな じこ とは,aとdの 儀 礼 要 素 につ い て も い え る。 なぜ な らば,ニ

ジ ョ ・トゥカ ・タナ(土 地 の 子 宮の 呪 文)は,ン ゴル ・ング レ(「 土 地 の 子 宮 」 に と

り こまれ て しま うた め に,収 穫 物 が とぼ し くな っ て しま う現 象)を ふ せ ぐため につ か

わ れ る 呪 文 だ か らで あ る 。

そ して,こ の よ うな 解 釈 は,hの 儀 礼 要 素 に よ って 間 接 的 に 支持 され る と い うべ き

で あ ろ う。hで は,ニ ジ ョ ・ソキ ・セ ル(ソ キ ・セル の 呪 文)の さ さや かれ た飯 と肉

の 料 理 が,ヒ ロバ ノ ジア オ イ の 樹皮 につ つ まれ,土 の な か に うめ られ る。 この 呪 文 は,

作 物 を食 いあ らす 害 虫 や 鳥 獣 に 効果 の あ る 呪 文 なの だ とい わ れ,獲 物 を刺 し殺 し,巣

に は こん で くる トキ ・セ ルtokiseru(直 訳:刺 して ひ き ず って くる;意 訳:ア シナ

ガバ チの 一 種)が,そ の 「源 」(キ ー ター ム)に な って い る 。 した が っ て,ヒ ロバ ノ

ジ アオ イや トゥカ ・タナ(土 地 の子 宮)に と り こまれ る こ とは,再 生 の期 待 で きな い

死 に い たる 過 程 な の だ とい え る 。

と ころで,儀 礼 畑 に おけ る種 ま きで は,ア グ ネス ・ジ ャ ワ とい う名 前 の老 女 が 重 要
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な 役 割 をは たす 。 この 女 性 は,種 ま きが は じまる と同 時 に,ン ゲ ウ ・ウ ィニ(種 籾 と

混 ぜ られ る金)を 身 につ け(iの 儀礼 要 素),稲 の 根 を しっか りさせ る た め に,ニ ジ

ョ ・フ ン グ ・ハ イ(つ ま先 をふ み しめ る 呪文)の さ さや かれ た米 を足 で ふ み つ け る(

jの 儀 礼 要 素)。 したが っ て,埋 葬 され る作 物 と ア グネ ス ・ジ ャ ワは,曖 昧 な 形 で 同

一 視 され る わ け で あ るが ,こ の よ うな ア グネ ス ・ジ ャ ワの 行為 は,こ れ か ら埋 葬 され

よ う とす る 作 物 をs理 想 的 な死 をむ か え た婚 入女 性 と して 思 い え がか せ る であ ろ う。

そ れ とい うの も,ア グ ネス ・ジ ャ ワは,ト ゥカ ・ンベ テ ・ワン ゲ(図6参 照)に 婚 入

し,子 や孫 を数多 く養 い育 て た女 性 で あ る こ とに くわ え,儀 礼 の 主催 者(ヤ コ ブ ・ン

ドリ ・ワ ンゲ)が,イ ネine(母)一 一つ ま り1世 代 上 の 婚 入 女性 一 一 とよぶ にふ さ

わ しい 女性 だか らで あ る(図7参 照)。

儀 礼 畑 に お ける 種 まき に は,以 上 の よ うな 儀 礼 要 素 の他 に,cとgの 儀 礼 要 素(6

種 類 の植 物 をカ オ ・ウ ィニ に植 え,そ の 葉 をち ぎ り とって 種 籾 とまぜ る)が ふ くまれ

て い る 。 断 片 的 な 情 報 か ら判 断す る な らば,cとgの 儀 礼 要 素 は,た とえ ば,ケ ラの

よ う に青 々 と し(metanSerekela),サ トウ キ ビの よ う に甘 く(mingeretewu)と い

った 具 合 に,6種 類 の植 物 の属 性 を作 物 に分 有 させ る行 為 と して 解 釈 され る よ う に思

わ れ る 。 だ が,こ の よ うな解 釈 につ いて は,あ くまで も示 唆 に と どめ て お くのが 賢 明

で あ る よ う に思 わ れ る 。

7・22パ イ ・ム ク儀 礼 と ブイ ・ム ク儀 礼

祭 祀 畑 を開墾 し,火 入 れ を お こな う と き に は,パ イ ・ム ク(バ ナ ナ と夜 をあ か す)

とブ イ ・ム ク(バ ナ ナ を焼 く)と よ ばれ る儀 礼 が お こな われ る。 パ イ ・ム ク とブ イ ・

ム ク は,2日 にわ た って お こな わ れ る儀 礼 で は あ るが,相 互 に密 接 な 関係 をも って い

る の で,以 下 で は,こ の2つ の 儀 礼 を一括 して のべ る こ と に した い。

儀 礼 要 素:

a)焼 い て しか食 べ られ る こ との な い ム ク ・マー と よばれ るバ ナ ナ と プス ・ム ク

(バ ナ ナ の 花芯)を オ ネ ・ウマ ・ン グ ア ・バ プ(祭 祀 畑 の 家)の ウ ィス ・ル

ル(祖 霊 の座)に つ るす 。

b)パ イ ・ム ク の お こなわ れ た 日の 翌朝,伐 採 を お こな った あ と放 置 され た ま ま

にな って い る樹 木 を,祭 祀 畑 の 中 央 にあ つめ て 火 入 れ をお こな う。

c)そ して,パ イ ・ム ク に おい て オ ネ ・ウマ ・ン グ ア ・バ プ に つ る さ れ て い たバ

ナ ナ とプ ス ・ム ク を,そ の 火 で 焼 く。
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この よ う に儀 礼 要 素 を列 挙 した だ けで も,パ イ ・ム ク とブ イ ・ム クの 儀 礼 に お い て

バ ナ ナ が 重 要 な 役 割 をは た して い る ことが あ き らか とな る 。 そ こで以 下 で は,バ ナナ

に付 随 す る 表 現 や 儀 礼 行 為 を,な る べ く網 羅 的 にひ ろい あ げ てみ る こ と に しよ う。

出産 の 文 脈 に お いて,破 水 は,ム ク ・ベ ラ ・ペ シ皿ukubelapesi(渋 い 味 の バ ナナ

が 割 れ る)と よ ばれ る。 そ して,出 産 が 終 了 す る と,新 生 児 に付 着 して い る 産 血 は水

で 洗 い流 され るが(ア エ ・フ ェオ が ぬ り こめ られ る のは,こ の あ とであ る),こ の産

血 ま じ りの 水 は,リ サ ・ム クlisamuku(バ ナ ナ が群 生 して い る場 所)に す て られ る 。

ま た,バ ナ ナ はsっ ぎ にの べ る よ うな意 味 で,子 供 の 成 長 とも 密 接 な関 係 を も って

い る 。 なか な か 口が き け る よ う にな らな い と,親 は,子 供 を リサ ・ム ク につ れ て ゆ き,

額 をプ ウ ・ム クpu'umuku(バ ナ ナ の根 本)に こす りつ ける 。 そ うす る こ とに よ って,

そ の 子供 は,た ち ど ころ に 口が き ける よ う にな る の だ といわ れ る 。 また,バ ナ ナ が 近

く にな い と,子 供 を床 下 にっ れ てゆ き,額 を レケ ・プ ウlekepu'u(根 本 の 土 台 柱)

も しくは レケ ・ペ ラlekepera(こ す りつ け る土 台 柱)と よば れ る 土 台柱(図15,16

参 照)に こす りつ け る こ とも お こなわ れ る 。 した が って,バ ナ ナ と レケ ・プ ウは,お

な じよ うな 役 割 をは た す わ け で あ るが,レ ケ ・プ ウは,タ ナ ・ワ トゥの 配 下 で あ る妖

術 者 が 家 に 出入 りす る 通 路 で あ る ばか りで な く,タ ナ ・ワ トゥが 家 に 出入 りす る ため

の 通 路 にも な って い る とい う こ とが で きる(5・3・2参 照)。

これ に くわ え,ポ オ の 儀 礼 で は,バ ナ ナ の 葉 の 上 で,男 性 の 性 的な 「水 」 と しての

「雨 水 の 飯 」 を竹 筒 か らだ す作 業 が お こ なわ れ る。

だ が,バ ナ ナ は,「 生 」(誕 生 や成 長)と 密接 な 関連 をも つ ば か りで な く,す で に

の べ た よ う に,人 間 の 「死 」 とも密 接 な 関連 をも っ て いる 。 つ ま り,死 者 の 霊 魂 は,

ケ レが お こ な われ る まで の あ い だ,ガ ワ ・プ ウ ・ム ク(バ ナ ナ が は えて い る よ うな 二

次 林)に と どま るの だ とい わ れ る 。 だ が,開 墾 で は,バ ナ ナ をは じめ とす るす べ て の

草 木 が伐 採 され,火 入れ が お こな わ れ る 。

以 上 で の べ た こ とを総 合 す る な らば,バ ナ ナ を,生 の 与 え 手 で あ る と 同 時 に死 の 与

え 手 で も あ る タ ナ ・ワ トゥ(4・2参 照)の 側 に属 す もの,も しくは タナ ・ワ トゥの

身 体 そ の も の と して 思 い え が くこ とは,そ う 困難 で は な い と いえ る が,こ の よ うな 仮

説 的 文 脈 と結 合 され る な らば,上 記 のa,b,cの 儀礼 要 素 は,開 墾 とい う行 為 が,

ま さ にタ ナ ・ワ トゥの 「身体 を破 壊 」 す る 行 為 で あ る こと を鮮 明 に思 い え が かせ る こ

と にな る は ず で あ る 。

それ と同 時 に,こ こで指 摘 して お きた い の は,祭 祀畑 か らは ニ トゥが 追 い は らわ れ

て いな い 可 能 性 が あ る とい う こと であ る 。 ポ オ は,火 入れ の 終 了 後 に お こな われ る儀
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礼 で あ り,ポ オ に おい て 海 に流 され るサ ワ ・タカ を,人 々は,燃 え の こっ た樹 木 の 一

部 と して説 明す る 。 だ が,祭 祀畑 の 火 入 れ(ブ イ ・ム ク)は,ポ オ の数 箇 月後 に お こ

な わ れ る。 これ に くわ え,サ ミ ュエル ・レバ とア ン トニ ウス ・ウ ィク は,祭 祀 畑 の サ

ワ ・タカ は まだ 海 に流 され て い な い とい う主 旨の 説 明 を お こな って い た 。

以 上 の よ うな 推 測 や 情報 が 正 しい とすれ ば,祭 祀 畑 とは,ニ トゥが 滞留 をっづ け る

畑 な の で あ り,ニ トゥが作 物 に有 害 な 影響 を およ ぼ し,鳥 獣 ・害 虫 と親密 な 関係 にあ

る(7・18参 照)こ とを考 え るな らば,祭 祀 畑 とは,は じめ か ら収穫 を期 待 す る こ と

の で きな い 畑 な の だ といる 。

儀 礼 畑 を対 象 とす る儀 礼 とは こ とな り,祭 祀畑 を対象 とす る 儀 礼 で は,ほ とん ど と

い って よ い ほ ど呪 文 が もち い られ な い が,こ れ は,祭 祀 畑 か らの収 穫 が 期 待 され な い

こ と と密 接 な 関係 をも って いる よ うに思 わ れ る 。

7・23祭 祀 畑 の ケ デ ・コ レ儀 礼

儀 礼 畑 に お け る種 まき の 場 合 とおな じ く,祭 祀 畑 の 種 ま き の ま え にも,ケ デ ・コ レ

と よ ばれ る儀 礼 が お こな わ れ る 。 そ して,こ の 儀 礼 につ い て も,儀 礼 畑 の ケ デ ・コ レ

と お な じ ことが い える 。 つ ま り,祭 祀 畑 の ケ デ ・コ レ にお い て も,祭 祀 畑 に まかれ る

作 物 の 種 が ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の座)に コ レkole,つ ま り据 え おか れ る わ け で あ るが,

これ と おな じよ う に,遺 体 も ま た,埋 葬 に さ きだ って 家の なか に コ レkole,つ ま り安

置 して おか れ る 。

それ と と も に,こ こで指 摘 して おき た い の は,祭 祀 畑 の ケ デ ・コ レに お け る祝 詞 の

な か でs翌 日の 祭祀 畑 の 種 ま き に おい て,ソ ロ ・ス アsorosu'aつ ま り 「ス ア ・ア ウ

(種 まき 儀 礼 専 用 の ア ウ竹 の 掘 り棒)を よ こた え る行 為 」 が お こなわ れ る こ と に注 意

が むけ られ る こ とで あ る。 この ソ ロ ・ス ア は,祭 祀 畑 に おけ る種 ま きの 終 了 後 に お こ

な わ れ,祭 祀 畑 の種 ま きは,最 終 の種 ま き と して認 識 され て い る。 そ うで あ る な らば,

ス ァ ・ア ウ は,祭 祀 畑 の 種 ま き とい う最 終 の 種 ま き にい た る ま で,い わ ば 「た っ た 」

(dari)状 態 に あ るの だ とい え る。 そ して,こ の よ うな解 釈 は,リ セ ・ロ ウ ォ ・ボ ラ

に おけ るパ キ に よ って 支 持 され る。 なぜ な ら ば,パ キ で も ち い られ た ス ァ ・ア ウ は,

祭 祀 畑 の種 ま き に いた る まで の あ い だ,ウ ィ ス ・ル ル に た てて おか れ な け れ ば な らず,

よ こた え て は な らな い と され る か らであ る(6・12・2参 照)。
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7・24祭 祀 畑 の 播 種 儀 礼

儀 礼要 素:

a)カ オ ・ウ ィ ニ(畑 の 祭 場)に,ヒ ロバ ノ ジア オ イの 木 が 立 て られ,6種 類 の

野 生 の植 物 が 植 え られ る 。

b)6種 類 の野 生 の 植 物 の 葉 をち ぎ りと って,種 籾 とまぜ る。

c)ゲ ウ ・ウ ィ ニ と よば れ る金 の装 飾 品 が種 籾 の 上 にお かれ る。

d)ア ウ竹 の掘 り棒 をつ か って,種 ま きが お こな わ れ る 。

e)ス ア ・ア ウ(種 ま き儀 礼 専 用の ア ウ竹 の 掘 り棒)を,土 砂 の流 出止 め にお し

こん で よ こた える 。 だ が,日 照 りが つづ い た とき に は,雨 をふ らせ るた め に,

この掘 り棒 を もち だ して,川 の なか にひ たす 。

f)こ の 種 ま き が おわ る と,ロ ウォ ・コ レ人 の 女(と そ の助 手 た ち)は,ミ ー ・

ア エ(水 を甘 くす る)の 儀 礼 に い た る ま で,各 種 の ヤ ム イ モ を食 べ る こ とが

で き な くな る。

以 上 の よ うな儀 礼 要 素 の うち,eとfを の ぞ くす べ て の 儀礼 要 素 は,儀 礼 畑 の種 ま

き に おけ るb,c,f,g,1の 儀 礼要 素 と お な じで あ り,こ れ らの儀 礼 要 素 を有意

的 にす る 文脈 が,儀 礼 畑 の 種 まき と祭祀 畑 の 種 ま きの あ い だ で こと な って いる 必 然性

は な い と考 え られ る 。 そ うで あ る な らば,以 下 で論 じな けれ ば な らな いの は,eとf

の 儀 礼要 素 だ とい う こと にな る。

す で に の べ た よ う に,種 ま き に とも な う儀 礼 は,死 者 と化 した作 物 の 埋 葬 儀 礼 と し

て 解 釈 され る(7・20,7・21,7・23参 照)。 だが,そ れ と同 時 に,種 ま きは,ポ

オ を 出発 点 とす る ウ ラ ・レジ ャ とタ ナ ・ワ トゥ との 性 的 な 交渉 の一 部 と して 解 釈 す る

こ とも で き る 。種 ま き に お い て もち い られ る 掘 り棒 は,ウ ラ ・レジ ャの よ り しろ で あ

る ア ウ竹 で つ く られ て お り,そ れ は,パ キか ら祭 祀 畑 の 種 ま き に い た る ま での あ い だ,

い わ ば 「た った 」状 態 に ある(7・23参 照)。 ま た,種 まき が で き る状 態 に まで しあ

げ られ た畑 は 「女 陰 」 に た と え られ,地 下 は 「土地 の 子 宮 」 とよ ばれ る(4・2参 照)。

これ に くわ え,種 籾 の 一部 は,ポ オ にお い て 男性 の 性 的 な 「水 」 と して タナ ・ワ トゥ

に 供 え られ,祭 祀 畑 の ピグ と儀 礼 畑 の ピグ ・ウェ ラで は,種 籾 に天 か らふ りそ そ ぐ雨

水 の イ メー ジが付 託 され て も いる(7・11と7・13参 照)。 この よ う な仮 説 的 文脈 と

結 合 され る な らば,上 記 のeの 儀 礼 要 素 は,ポ オ には じまる ウ ラ ・レジ ャ と タナ ・ワ

トゥ との性 的 な 交渉 に終 止 符 を うつ 行為 と して解 釈 され る こと に な ろ う。

そ してrこ の よ う な解 釈 は,fの 儀礼 要 素 に よ って 支 持 され る と い うべ きで あ ろ う。

ミー ・ア エ(水 を甘 くす る)の 儀 礼 は,す で にの べ た よ うに,ヤ ム イ モ をめ ぐる禁 忌

一227一



の 解 消 を とお して,タ ナ ・ワ トゥが 男 性 の性 的 な 「水 」 を受 容 で き る状 態 にな った こ

と を思 い え が かせ る儀 礼 だ と いえ る が(7・10参 照),祭 祀 畑 の種 ま きが 終 了 す る と,

ロ ウォ ・コ レ人 の女(と そ の 助 手 た ち)に は,ふ たた び ヤ ム イ モ を食 べ る禁 忌 が 課 さ

れ る か らで あ る238)。

ペ トウ神 父 は ヂ以 上 の よ うな 一連 の解 釈 と の関 連 で ,き わ め て興 味ぶ か い報 告 をお

こな っ て い る。 そ の 報 告 とは,セ ・ソ ラSeSolaと い う人物(リ セ地 域 の 北 西 に存 在

す るDesaMukuSaki,ケ リ ・テ ン プKeliTembu村 に在 住)が 語 っ た人 間 の 死 をめ ぐる

観 念 であ り,セ ・ソラ は,ペ トゥ神 父 に 「人 間は2つ の 死 を経 験 す る 。 最 初 の 死 は,

人 間が 霊 魂 とな る 肉 体 の 死 で あ りs2回 目の 死 は,霊 魂 をア ブapu(露)に す る 」 と

の べ た の だ と いわ れ る[Petu1974:74]。

ペ トゥ神 父 は,こ の ア ブ(露)と な った 霊 魂 が,そ の後 ど うな る か につ い て くわ し

い こ とは 何 もの べ て い な い。 しか しな が ら,リ オ 族 の 人 々が,女 性 の 体 内で胎 児 が形

成 され る こ と を,サ イsa'i(露 や 雨 水 が 木 の 枝 や 葉 に た ま り,大 きな 水 滴 にな る)と

い う動 詞 で表 現 す る こと を考 える な らば,ア ブ とな っ た霊 魂 にっ い て 思 い え が くべ き

イ メー ジの 内容 は,そ う　 漠 と した も の で は な い とい え よ う。

7・25農 耕 儀 礼 の 解 釈 表 象

本章 に お け る これ まで の 論 述 をま とめ てみ る こと に しよ う。 個 々 の農 耕 儀 礼 の 解 釈

か らみ ち び き だ され る 解 釈 表 象 が,け っ して 支 離 滅 裂 な も の で は な く,た が い に整合

す る 関係 に た っ てい る 。

ピ レ ・ウマ は,タ ナ ・ワ トゥが女 性 と して の 作 物 を 出産 した こと を思 いえ が か せ る

儀 礼 であ り,そ の な か には,新 生児 と おな じよ う に脆 弱 な状 態 に あ る作 物 を さ まざ ま

な 外 敵 か ら保 護 す る た め の儀 礼 行 為 が ふ くまれ てい る 。 そ して,ペ サ ・ウタ で は,順

調 に成 育 した 女 性 と して の作 物(野 菜)を 収 穫 し,そ れ を食 べ る こ と にな る わ け で あ

る が,こ の 儀 礼 行為 は,女 性 と しての 作 物 と人 間 の 男性 との 性 的 な交 渉 を可 能 にす る

行 為 と して 解 釈 され る 。つ ま り,人 間 の 女性 と結婚 す る場 合 と おな じよ うに,そ の 父

母 で あ る ウラ ・レジ ャ(天 空 神)と タナ ・ワ トゥ(土 地 神)か らの 許 可 をえ た うえで,

女 性 と して の 作 物 との 性 的 な関 係 が 開 始 され る の で あ る。

だ が,結 婚 した女 性(と して の 作 物)は,す ぐに父 母 の も と をは な れ,婚 家 に うつ

りす む わ け で は な い。 リオ 族 の 社 会 で は,結 婚 した女 性 が しば ら くの あ い だ実 家 に と

ど ま りつ づ け る場 合 が 多 く,か つ て は,初 産 も 実家 で お こな わ れ る こと が普 通 であ っ
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た 。 これ とお な じよ う に,作 物 を代表 す る 存 在 であ る稲 は,ペ サ ・ウ タの 終 了 後,そ

の 住 居 で あ る畑 に お い て 「妊 娠 」(穂 ば らみ)の 時 期 をむ か え,「 母 乳」(炭 水 化物

をふ くん だ 白い 水)を 稲 穂 にた くわ え て ゆ く。 稲 刈 りに とも な う儀 礼 は,こ の よ うな

過 程 をへ た 女 性 と して の作 物 をそ の 父母 か ら切 りはな し,婚 家 にみ ち び い て くる行 為

と して 解 釈 され る 。 そ して,そ の 後,こ の 婚 家 に移 り住 ん だ 女 性 と して の作 物 と人 間

男 性 との 性 的 な 交 渉 を 可能 にす る 儀礼(ミ ー ・ア レ)が お こな わ れ る 。

こ う して,女 性 と しての 作 物 は 消 費 され て ゆ き,つ い には 死 をむ か え る こ とに な る。

ンバ マ,祭 祀 畑 の ピグ,ピ グ ・ウ ェラ とい っ た 一連 の 儀 礼 は,死 をむ か え た女 性 と し

て の 作 物 を対 象 とす る葬 送 儀 礼 で あ り,こ れ らの儀 礼 を と お して,作 物(畑 に ま かれ

る べ き種 とな る 作 物)は,ウ ラ ・レ ジ ャ(天 空 神)の 手 にゆ だ ね られ る 。 リオ族 の社

会 に おい て,「 ウラ ・レジ ャの 手 にだ かれ る 」 こ とは死 を意 味 しs死 者 は,ウ ラ ・レ

ジ ャの 手 にい だ か れ た状 態 で 「土 地 の 子 宮 」 と よばれ る タナ ・ワ トゥ(土 地 神)の 胎

内(地 下)に も どされ,再 生 へ の 道 をあ ゆ む こ とに な る。 作 物 の 場合 も これ とお な じ

で あ り,ポ オ とそ れ に ひ きっ つ く播 種儀 礼 に おい て,作 物(の 種)は,ウ ラ ・レジ ャ

の 「精 液 」 な い しは 埋葬 され る べ き 遺 体 と して,「 女 陰」 にた とえ られ る 畑 か らタナ

・ワ トゥの 胎 内(地 下)に も ど され る 。 した が って,ポ オ とそ れ にひ き つ づ く播種 儀

礼 は,作 物 の 埋 葬 儀 礼 で あ る と 同時 に,ウ ラ ・レ ジ ャ とタナ ・ワ トゥ と を性 的 に結 合

させ る儀 礼 で もあ る の で あ る。

こう して,農 耕 の サ イ クル は,農 耕 儀 礼 の 解 釈 表 象 に お い て,女 性 と して の 作 物 が

誕 生 か ら,結 婚 をへ て,死 に い た る過 程 と して 思 い え がか れ る こ と にな る 。 つ ま り,

農 耕 の サ イ クル は,女 性 と しての 作 物 の ライ フサ イ ク ル なの で あ り,こ の サ イ ク ル の

到 達 点(死)は,人 間 に とっ て妻 の 与 え 手 の 関 係 にた つ タナ ・ワ トゥ と ウ ラ ・レ ジ ャ

と の性 的 な交 合 に よ って,出 発 点(誕 生 も し くは 再 生)と 重 ね あ わ され る 。 農 耕 の サ

イ クル は,こ の よ うな か た ち で 更新 を くりか え して ゆ くわ けで あ る が,こ の 閉 鎖 体 系

の な か で,人 々は 神 々(タ ナ ・ワ トゥ と ウ ラ ・レ ジ ャ)と の 遠 近 関 係 にそ って 差 異化

され る こ と にな る 。 農 耕儀 礼 の解 釈 表 象 にふ くまれ て い る,こ う した 側 面 にっ い て は,

の ち ほ ど第9章 で と りあ げ る こ とに した い 。

それ と と も に,こ こで の べ て おか な けれ ば な らな い の は,本 章 に お い て提 示 され た

農 耕 儀 礼 の 解 釈 表 象 が,あ くま で も概 略 的 な もの にす ぎ な い ことで あ る 。 文 脈 や 仮 説

的 文脈 が ゆ たか で あ れ ば あ る ほ ど,有 意 的 にで きる儀 礼要 素 の 数 は 増 加 し,儀 礼 要 素

を有意 的 にす る ことの で き る道 筋 も多 様 化 して ゆ く こ とが 予 想 され る 。 したが って,

農 耕儀 礼 の 解 釈 には ほ とん ど際 限が な いわ け で あ る が,か と い っ て,こ れ まで の 論 述
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に お い て利 用 され た文 脈 や 仮 説 的 文 脈 が,ど う しよ う もな く不足 して いた とは 考 え ら

れ な い。 なぜ な らば,本 研 究 では,文 脈 あ る い は仮 説 的 文脈 の材 料 と して もち い られ

る 知 識 を農 耕 儀 礼 に参 加 す る者 と舞 台装 置 に 関す る知 識 に限定 した と は い え,そ の な

か には,歴 史,政 治 共 同体 や 村 落 共 同体 の社 会構 成,婚 姻連 帯,ラ イ フサ イ クル,農

耕 サ イ クル,宗 教 的信 念,物 質 文 化 な ど とい っ た,知 識 の さま ざ ま な領 域 が 包 含 され

て いる か らで あ る。

ま た,本 章 に お い て提 示 され た 農 耕 儀 礼 の解 釈 表 象 につ い て は,つ ぎの よ う にの べ

る こと も で き る。 本 章 で は,論 旨 に説得 力 を も たせ る た め に比較 研 究 の手 法 を もち い

よ う とは しな か っ た。 そ の 理 由は,文 脈 や仮 説 的文 脈 の 材 料 と して も ち い られ る 知 識

を リオ 族(と りわ け リセ 地 域)の 人 々 自身 が知 っ て いる 知識 に 限定 した か っ たた め で

あ る 。 文 脈 や 仮 説 的文 脈 の 材 料 とな る知 識 を リオ 族 の 人 々が 出会 っ た こ との な い 民 族

言 語 集 団か らひ き だ して くる な らば,有 意 的 に で きる 儀 礼 要 素 の数 はふ え るか も しれ

な いが,そ こか らみ ち び き だ され る解 釈 表 象 は,リ オ 族 の 社会 に は存 在 す るは ず の な

い もの に な っ て しま う。 だ が,比 較 研 究 の手 法 をもち いて も,結 局 は,お な じよ うな

解 釈 表 象 が み ちび き だ され る こ と にな っ た と 考 え る こと もで き る 。 なぜ な らば,東 イ

ン ドネ シ アの 民 族 文 化 を対 象 とす る 民族 誌 を ひ も と くな らば,そ の な か に は,本 章 で

提 示 され た解 釈 表 象 と一 致 す る 内容 が数 多 くふ くまれ て い る か らで あ る。 つ ま り,農

耕 儀 礼,通 過 儀 礼,儀 礼 言 語,神 話,宗 教 的信 念,婚 姻 連 帯 な どにつ い て書 か れ た 民

族 誌 の なか には,多 少 の 地 域 的 な相 違 は あ る にせ よ,母 乳,血,精 液 な ど にた とえ ら

れ る 「生 命 あ る 液 体 」 が 神 々 と人 間,あ の世 と この 世,妻 の与 え手 と妻 の 受 け 手 の あ

い だ を循 環 して い る とい うイ メー ジ(解 釈 表 象)が の べ られ て い るの で あ る[cf.e.g.

Barnes1974;Forth1981;Fox(ed.)1980;Hicks1976,1984;Traube1986]o
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第8章 季 節 的 信 念 の サ イ ク ル

8・1季 節 的信 念

前章 に おけ る記 述 には,バ ル ・レエ(病 気 の季 節)の 到 来,モ ロ ・ン ゲ レ(首 狩 り

人)の 来 訪,タ ナ ・ワ トゥ ・ガ カ(タ ナ ・ワ トゥが あた り を飛 び まわ る現 象)の 発 生,

イ ネ ・レケ(フ ロ ー レス 島の 東 端 にす む妖 術 者)の 来 訪 とい った 現 象 の記 述 が ふ くま

れ て い た(6・4,6・6・1,6・9・1,6・10・2参 照)。 以 下 で は,こ れ ら

の現 象 を 「季節 的信 念 」(seasonalbelief)と 総 称 す る が,そ の理 由は,こ れ らの

現 象 が,雨 や風 を は じめ とす る さ まざ ま な 自然 現 象 と おな じよ う に,季 節 の 交 替 過 程

に とも な っ て 生起 す る現 象 とみ な され て いる か らで ある 。 そ うで あ る な らば,季 節 的

信 念 は,農 耕 のサ イ クル や 前 章 で提 示 した農 耕 儀 礼 の 解 釈 表 象 とは ま っ た く無 関 係 な

の で あ ろ うか。 以 下 では,こ の 問題 につ いて 考 え てみ る こ とに しよ う239》 。

6

8・2死 と病 気 の 季 節(バ ル ・レエ)

バル ・レエ(悪 いバ ル)と よばれ る季 節(3月 ～4月)は,死 と病気 が一 年 中で も

っ とも多 くな る季 節 と して 認 識 され て いる 。 これ に くわ え,こ の 時期 に 出産 が お こな

わ れ る と,産 婦 と新 生 児 の どち らかが 死 亡 した り,た とえ 無 事 に成 長 して も,バ ル ・

レエ に生 まれ た者 は,病 弱 な 人 間や 精 神 薄 弱 者 に な って しま うの だ といわ れ る 。 そ し

て,バ ル ・レエ には,タ ナ ・ワ トゥが,オ ネ ・リア に収 蔵 され て い る ンボ ラ ・カ ド(

タ ナ ・ワ トゥにあ た え られ た 金)を も とめ て 飛 び まわ る,タ ナ ・ワ トゥ ・ガ カ と よば

れ る現 象 が 頻 発 す る 。

農 耕 儀 礼 の 解 釈 表 象 に お い て,神 々 と人 間 との 関 係 は,妻 の 与 え手 と妻 の 受 け 手 と

の 関係 と して思 いえ が か れ る わ け であ る が,妻 の 与 え 手 と妻 の受 け手 との あ い だ には,

っ ぎ にの べ る よ うな 交換 関係 が成 立 して い る 。 妻 の 与 え手 か らは,妻 と して の 女性 や

米 と織 物 か らな る レ グ ・パ タregupata(女 財)が あ た え られ るが,そ の ほ か に,妻

の 与 え手 は,健 康,多 産,豊 作 な ど を妻 の 受 け手 にも た らす。 だが,妻 の 受 け 手 は,

この よ う な 「生 命 」 とで も 総称 すべ き もの を,無 償 で うけ とる ことが で きる わ け で は

な い。 妻 の 受 け手 はs「 生 命 」 を う け とる ま え に,家 畜 や金 か らなる リウ ・エ コriwu

eko(男 財)を 妻 の 与 え 手 に お く らな けれ ば な らな い の で あ り,さ もな けれ ば,妻 の
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与 え 手 は,病 気 をは じめ とす る さ まざ まな 災 厄 を妻 の 受 け手 に もた らす こ とが で き る

の だ とい わ れ る 。 つ ま り,病 気 をは じめ とす る さ ま ざま な 災厄 は,妻 の 与 え 手 が 家畜

や 金 を要 求 して い る ことの 証 と して解 釈 され るの で あ る 。

バ ル ・レエ は,作 物 の 収 穫 が 開 始 され る 時 期 で あ り,ブ ケ ・リア(12月 か ら1月)

か らは じまる 「空腹 の季 節 」(wulalowa)は,バ ル ・レエ に い た っ て よ うや くおわ り

をつ げ る 。 だ が,人 々 は,こ の よ うな状 況 を手 放 しで よろ こぶ こと はで き な い は ず で

あ る 。 な ぜ な らば,「 生 命 」 を うけ と る には,家 畜 や 金(riwueko)を 妻 の 与 え 手 で

あ る 神 々 に支 払 わ な けれ ば な らな いか らで あ る。 さ もな け れ ば,妻 の 与 え 手 と して の

神 々は,妻 の受 け手 と して の 人 間 に,病 気 を は じめ とす る さ ま ざ ま な災 厄 をも た らす

で あ ろ う。 バル ・レエ と い う不 吉 な季 節 の 到 来 は,農 耕儀 礼 の解 釈 表 象 が 含 意 す る,

この よ うな イ メー ジの 集 合 で あ る よ う に思 わ れ る。

8・3首 狩 り人(モ ロ ・ンゲ レ)の 来 訪

モ ロ ・ン ゲ レは,海 の 彼 方 か らや って くる 異 人 で あ り,女 ・子 供 の 首 を切 りお と し

て も ち さ っ た り,妊 婦 の 腹 をさ い て胎 児 を うば い さる,一 種 の ア タ ・ナ カatanaka

(泥 棒)な の だ と いわ れ る 。 海 の彼 方 か らや って くる異 人 は,II型 の 体 系 に お け る ラ

ウ やV型 の 体 系 に お ける ガ ワ とい う方 向 指 示 の 前 置詞 をも ち いて,ア タ ・マ ン グ ・ラ

ウ ・ラ ジ ャ ・ガ ワatamangulaulajaghawa(海 の方 向 にあ る 帆 柱,斜 め 下 に ある

帆 の 人)と 表 現 され る 。 した が っ て,異 人 が や って くる海 は,フ ロー レス 島 の 南 にひ

ろ が る メ シ ・ア タ ・ハ キ 皿esiatahaki(直 訳:男 の海;意 訳:サ ブ 海)で な けれ ば

な らな い。

モ ロ ・ン ゲ レは,野 菜 の 収穫 が 開始 され る ころ にや って きて,稲 刈 りの 季節 に猛 威

を ふ る う。 だが,こ の 時 期 をす ぎ る と,モ ロ ・ンゲ レの 出没 は 間 遠 くな り,つ い には

そ の存 在 さ え もが わ すれ さ られ る。 した が っ て,モ ロ ・ンゲ レが 出没 す る 時期 は,作

物 の収 穫 時 期(3月 ～9月)と ほ ぼ一 致す る の で あ る。

作 物 が み の り,収 穫 が お こなわ れ る 時期 に は,当 然 の こ とな が ら,作 物 が 鳥 獣 や 害

虫の 被 害 を う ける こ とに な る。 農 耕 儀礼 の 解 釈表 象 に した が うな らば,鳥 獣 や 害 虫 は,

メ シ ・ア タ ・ハ キ(男 の海)か らや って くる の で な けれ ば な らな い。 なぜ な らば,ポ

オ に お いてs鳥 獣 や 害 虫 は,メ シ ・ア タ ・ハ キ に追 いは らわ れ て い るか らで あ る 。 こ

の 点 につ い て,あ る イ ン フ ォー マ ン トは,「 鳥獣 や 害 虫 は,す べ て メ シ ・ア タ ・ハ キ

か らや って くる とい われ,ま た,私 は,そ う信 じてい る 」 との べ て いた 。
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これ に くわ え,農 耕 儀 礼 の 解 釈 表 象 に お い て,作 物 は 女性 に た と え られ る ば か りで

な く,女 性 は,し ば しば 作 物 にた とえ られ る(7・3,7・6参 照)。 そ うで あ る な

ら ば,鳥 獣 や 害 虫が 作 物 を食 い あ らす 時期 に は,女 性 も また,メ シ ・ア タ ・ハ キ(男

の 海)か らや って くる 存 在 の 脅 威 に さ らされ る こ と にな る 。 ア タ ・ナ カ(泥 棒)と い

う モ ロ ・ンゲ レの 別 名 は,こ の モ ロ ・ンゲ レ と鳥 獣 や 害 虫 との 類 似 性 を暗 示 して いる

よ う に思 わ れ る 。

8・4土 地 神 が 鳴 い て飛 び まわ る 現 象 の 頻 発

バ ル ・レエ の よ う に,特 別 な名 称 が 付 与 さ れ て い るわ け では な い が,開 墾,と りわ

け 火 入れ が お こな われ る 時期(9月 ～10月)に も,病 気 と死 が 多 くな り,タ ナ ・ワ ト

ゥが オ ネ ・リア に 収蔵 され て いる ンボ ラ ・カ ド(タ ナ ・ワ トゥに あ た え られ た 金)を

も とめ て飛 び まわ る,タ ナ ・ワ トゥ ・ガ カ(あ る い は タナ ・ワ トゥ ・ラ イ ・ラ トゥ ・

ア ピ)と よ ば れ る現 象 が 頻 発 す る よ う にな る。

妻 の与 え手 と妻 の受 け手 との 関係 には,つ ぎ の よ うな 信 念 が付 随 して いる 。 妻 の 受

け手 は,妻 の 与 え手 に無 礼 をは た らか な い よ うに つ とめ る 。 なぜ な らば,妻 の 受 け手

の 無 礼 なふ る ま い に腹 をた て る と,妻 の与 え 手 は,妻 の 受 け 手 に病 気 をは じめ とす る

さ ま ざ ま な 災厄 を もた らす こ とが で き るか らで あ る・ 妻 の 受 け手 は,こ の よ うな事 態

を恐 れ る の で あ り,身 にふ りか か っ て きた 災 厄 の 原 因 が,妻 の 与 え 手 にあ る ことが わ

か る と,家 畜 や 金 を お くる こ とに よ っ て,妻 の 与 え手 の許 しを こ う こ とに つ とめ る 。

農 耕 儀 礼 の 解 釈 表 象 に した が う な らば,タ ナ ・ワ トゥは,女 性 と して の作 物 を人 間

に あ た え て くれ る 妻 の 与 え 手 と して思 いえ が か れ る 。 に も かか わ らず,人 間 は,タ ナ

・ワ トゥ に対 して 開 墾 とい う破 壊 行 為 を お こ な う(開 墾 を お こな う こ とに
,人 々が 強

い 恐 怖 を感 じて い る こ とは,7・15で の べ て おい た とお りであ る)。 そ う であ る な ら

ば,タ ナ ・ワ トゥが,無 礼 を はた らい た 妻 の 受 け 手 と して の 人 間 に,病 気 をは じめ と

す る 災 禍 をも た ら し,家 畜 や 金 をも とめ て飛 び まわ るの は 当然 だ とい え よ う。 開 墾 の

時 期 とか さ な りあ う不 吉 な季 節 の 到 来 は,農 耕儀 礼 の 解 釈 表象 が含 意 す る,こ の よ う

な イ メ ー ジ の集 合 で あ る よ う に思 わ れ る 。

'

8・5イ ネ ・ レ ケ の 来 訪

イ ネ ・ レ ケ が さ か ん に や っ て く る の は, 8月 か ら10月 に か けて の 時 期 で あ る と い う
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点 で,人 々の 意 見 は 一 致 して い る。 だ が,イ ネ ・レケ は,そ の 後 も しば しば 姿 をみ せ,

稲 の 収 穫 が 終 了 す る5月 ころ ま で,出 没 を く りか え す の だ と いわ れ る 。

農 耕 儀 礼 の 解 釈 表 象 に した が う な らば,こ の 時 期 は,ウ ラ ・レジ ャの 存 在 を人 々が

も っ と も身 近 に感 じる 時 期 に ほ か な らな い 。 つ ま り,男 性 は,ウ ラ ・レジ ャ と とも に

開墾 を お こな い(7・15参 照),タ ナ ・ワ トゥ に供 え る米 や 飯 を ウ ラ ・レジ ャ と共有

す る(7・14参 照)。 これ に くわ え,畑 で 成 育 す る 作物 は,す で にの べ た よ う に,ウ

ラ ・レジ ャ(ポ ロ ・リア)の 庇護 を う けて い る(7・2参 照)。

イネ ・レケ の 来 訪 は,こ の よ うな 解 釈 が 含 意 す る イ メ ー ジ の集 合 な の だ と考 え られ

る。 それ とい うの も,イ ネ ・レケの 起 源 神 話 に よれ ば,イ ネ ・レケ は,一 種 の ポ ロ ・

リア と して 説 明 され る か らで あ る(4・3参 照)。

ン ブ リ地 域 の ジ ョカ ・ジ ュ ー と よば れ る儀 礼(7・16参 照)はs間 接 的 にで は あ る

が,こ の よ うな 説 明 を支 持 して くれ る よ うに 思 わ れ る 。 なぜ な らば,ジ ュー ・ア ン ギ

は,イ ネ ・レケ と同 一視 され る存 在 で あ る こ と に くわ え,ジ ョカ ・ジ ュー で は,リ セ

地 域 に お ける ポ オ とお な じよ う な儀 礼 行為 が,ジ ュー ・ア ン ギ との 関 連 で お こな われ

る か らで あ る 。

8・6農 耕 儀礼 の解 釈 表 象 との 関 連

以 上 の よ うな論 述 か らあ き らか な よ うに,バ ル ・レエ の到 来,モ ロ ・ンゲ レの来 訪,

タナ ・ワ トゥ ・ガ カの 発 生,イ ネ ・レケ の 来 訪 とい った 季節 的信 念 の サ イ ク ル は,農

耕 儀 礼 の 解 釈表 象 が含 意 す る イ メー ジの 集 合 な の だ とい え る。 換 言 す る な らば,季 節

的 信 念 は,農 耕 儀 礼 の 解 釈 表 象 を想 定 しな け れ ば,ア ドホ ッ ク なか た ち で しか 説 明 し

よ うの な い 現 象 で あ り,そ れ ゆ え に,前 章 で 提 示 され た よ うな 解 釈 の 正 しさ を,間 接

的 にで は あ る が,証 明 して い る よ うに思 われ る 。
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第9章 農 耕 儀 礼 と 社 会 構 成

9・1村 落 共 同体 内 の儀 礼 に お ける 差異 化

リオ 族(リ セ 地 域)の 人 々 は,農 耕儀 礼 に おい て神 々 をは じめ とす る 人 間 以外 の 存

在 と相 互 交 渉 を お こな う。 しか しな が ら,人 々は,差 異 化 され る こ との な い 一様 な存

在 と して,人 間 以 外 の存 在 者 と相 互 交 渉 をお こな うの で は な く,農 耕 儀 礼 の解 釈 か ら

み ち び き だ され る 農 耕儀 礼 の 解 釈 表 象 の な か で,神 々 との 遠 近 関係 にそ っ て差 異 化 さ

れ る こ と にな る 。 以 下 で は,前 章 まで の 論述 の 内容 に補 足 を くわ え な が ら,農 耕 儀 礼

の 解 釈 表 象 が 内包 す る,こ の 差 異 化 とい う 問 題 を正面 か らと りあ げs農 耕 儀 礼 が 首 長

を 中心 にい とな まれ て い る 日常 の 社 会 生活 の 構 成 とどの よ う に関連 して い るか を考 え

て み る こ と に しよ う。

す で にの べ た よ うに,農 耕 儀 礼 は,ウ ェ ワ(首 長 を代 表 者 とす る父 系 リネ ー ジ)な

い しは トゥカ(ウ ェワ の 下位 分 節 体)の 成 員 に よ っ て主 催 され る 「村 落共 同体 内の 農

耕 儀 礼 」 と,そ れ以 外 の 儀 礼,つ ま り,パ イ ・ポオ,ポ オ ・リア,ポ オ ・ロ オ,ラ ゴ

・ポ オ ,パ キ をふ くむ 「村 落 共 同体 間の 農 耕 儀 礼 」 に分 類 され る。 前 者 の 儀 礼 は,村

落 共 同 体 の 内 部 で お こな わ れ る 儀礼 で あ り,そ れ に参 加 す る 人 々の 範 囲が,村 落 共 同

体 の 外 に ま で ひ ろが る こ とは な い240)。 これ に対 して,後 者 の儀 礼 は,村 落 共 同 体 の

範 囲 を こえ,リ セ ・ン ゴ ンデ ・リア に居 住 す る人 々の 全 体 をま き こん で お こ なわ れ る 。

村 落 共 同体 内 の農 耕 儀 礼 の 解釈 か らみ ち び き だ され る 解 釈表 象 に お いて,作 物 は,

そ の 母 で あ る タ ナ ・ワ トゥ(土 地 ・土地 神)か ら生 まれ,結 婚 をへ て,死 にい た る女

性 と して 思 い え がか れ る 。 言 葉 をか え るな ら ば,村 落 共 同体 内の 農 耕 儀 礼 は,女 性 と

して の 作物 を対象 とす る 通 過 儀 礼 なの で あ る 。 村 落 共 同体 内の 農 耕 儀 礼 を主 催 で き る

の は,ウ ェワ の成 員 だ けで あ り,そ れ 以 外 の 者(つ ま り ウ ェワの 関 係 者)が 村 落共 同

体 内の 農耕 儀 礼 を お こな う こ とは禁 止 され て い る。 した が っ て,ウ ェ ワは,村 落共 同

体 を構 成 す る さ ま ざ まな 集 団 の なか で,作 物 を女 性 と して あつ か い,そ の 父 母 で あ る

神 々(ウ ラ ・レジ ャ と タナ ・ワ トゥ)か ら妻 と して うけ と る こ との で き る 唯 一 の集 団

な の で あ る。 換 言 す る な らば,神 々 と ウ ェ ワは,妻 の 与 え手 と受 け 手 の 関係 にた つの

で あ り,こ の 神 々 との 婚姻 連帯 は,ウ ェ ワに よ って いわ ば独 占 され て い る の で あ る。

だ が,ウ ェ ワ に と って妻 の 与 え手 の 関係 に た つ 集 団 が,村 落 共 同 体 の な か に存 在 す

る な らば,こ の よ うな 神 々 との排 他 的 な 関係 を保持 す る ことは で き な くな る 。 なぜ な
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らば,そ の よ う な集 団は,ウ ェ ワ に とっ て神 々 と おな じ位 置(も し くは 神 々 によ り近

い位 置)を しめ る こ と にな る か らで あ る。 口頭 伝 承 に した が う な らば,ウ ェ ワ ・ン ド

リ ・ワ ンゲ の始 祖 で ある ン ドリ ・ワンゲ は,妻 の 与 え 手 の 関係 に あ った ロ ウ ォ ・コ レ

人 を村 落 共 同体 か ら追 放 した とい われ るが(2・6参 照),そ の 目的 は,神 々 との排

他 的 な関 係 を確 立 す る こ と にあ ったの だ と考 え られ る 。

っ ぎ に,ウ ェ ワの 成 員 に よっ て遂 行 され る 儀 礼 の 内部 に 目を む けて み る こ と に しよ

う・ ウ ェ ワは ・ トウカ(サ ブ ・リネ ー ジ)に 区分 され,そ の代 表 者 は,通 常 の畑(ウ

マ)と は こ とな る儀 礼 畑(ウ マ ・ン グア)を 耕 作 す る 。 そ して,ト ゥカ の 代表 者 は,

この 儀 礼 畑 を対 象 と して,ピ レ ・ウマ,ペ サ ・ウ タ,ピ グ,ミ ー ・ア レ,ピ グ ・ウ ェ

ラ とい った 儀 礼 を主催 す る わ け であ る が,こ れ らの儀 礼 に参 加 す る の は,ト ゥカの 成

員 に限 定 され る 。 これ に 対 して,首 長(村 落 共 同 体 の長)が 主 催 す る 儀 礼 は,通 常 の

畑 や 儀 礼 畑 とは こ とな る祭 祀 畑 を対 象 と して お こな われ,そ れ に参加 す る 人 々の 範 囲

は,村 落共 同体 の全 成 員(ウ ェ ワの 成 員 とウ ェ ワの 関係 者)に まで拡 大 され る。

この よ うな儀 礼 に お い て,主 催 者 で あ る 首長 は,は っ き りと他 の参 加 者 た ちか ら区

別 され る 。 首長 が 主 催 す る儀 礼 には,タ ナ ・ワ トゥ と同一 視 され る よ う な役 割 をは た

す ロウ ォ ・コ レ人 の 女(マ リア ・ウタ)が 登 場 す るわ け であ る が,こ の 首長 と ロ ウ ォ

・コ レ人 の 女 との 密 接 な 関 係 は ,ン バ マ儀 礼(ン バ マ ・カ ー ・コエ,ン バ マ ・カ ー ・

ウ ェサ,ン バ マ)に おい て も っ とも鮮 明 な も の に な る。 そ れ とい うの も,ロ ウ ォ ・コ

レ人 の 女 は,首 長(ヤ コ ブ ・ン ドリ ・ワ ンゲ)の ため だ け に,6っ の 釜 で飯 を炊 くか

らで あ る。 その ひ とつ は,ポ ド ・プ ウ(す べ ての 土 釜 の 根幹 をなす 釜)と よば れ,オ

ネ ・リア に あつ ま った 男 た ち は,死 の 危 険 に おび えな が ら,こ の ポ ド ・プ ウで炊 かれ

た飯 を食 べ る 。 ンバ マ は,ケ レ(一 連 の 葬 送 儀 礼 を しめ く くる 儀 礼)に 相 当す る儀 礼

で あ りsケ レで は,妻 の 与 え手 集 団 を代 表 す る 女 性 が 飯 を炊 き,妻 の 受 け 手 は,ン バ

マ の と き と おな じよ うに,そ の飯 を死 の 危 険 に おび え な が ら食 べ る 。 した が っ て,ポ

ド ・プ ウ を所 有 す る 首長 は,神 々(ウ ラ ・レ ジ ャ とタ ナ ・ワ トゥ)を 妻 の 与 え手 とす

る 集 団(ウ ェ ワ)の 代 表 者 と して,ウ ェ ワの 成 員 の だれ よ りも 神 々 と親 密 な 関係 にあ

る の だ とい え る 。

それ と同 時 に,こ こで指 摘 して おか な けれ ば な らな いの は,ン バ マ で は 首長 をの ぞ

く ウ ェ ワの成 員 と ウ ェ ワの 関 係 者 との 区別 が あ い ま い にな って しま う こ とで ある 。 オ

ネ ・リア は,ウ ェ ワの 全 成 員 の た め の 家 で あ り,ン バ マ は,オ ネ ・リア を祭 場 と して

お こな われ る。 だが,ン バ マ には,ウ ェワの 関係 者(2・5参 照)も 参 加 し,か れ ら

は,ウ ェ ワの 成 員 と ま った くおな じよ う に,ポ ド ・プ ウの 飯 を食 べ,飯 と 肉の 分 配 に
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あ ず か る。 ま た,ン バ マ では,飯 の 共食 をと お して,ウ ェ ワの 成 員 とロ ウ ォ ・コ レ人

の 後継 者,扶 養 者 と被 扶 養 者,ラ シ氏族 の 成 員+奴 隷 層 とそ れ 以外 の者 が 区分 され る

こ とにな るが,す で にの べ た よ う に,こ の 区分 は,か な らず しも絶 対的 な もの とは い

え な い(7・8参 照)。

9・2村 落 共 同体 間 の 儀 礼 に お け る差 異 化

ポ オ ・リア に おけ る ク ラ ・ヘ ナ(米 を計 量 す る 儀 礼)の 方法 に は,3つ の 種 類 が あ

り,'ど の 首 長 には,ど の 方 法 が も ち い られ な けれ ば な らな いか が き ま って い た 。 この

ク ラ ・ヘ ナ に おけ る米 の授 受 を と お して,首 長 た ち は,a)タ ナ ・ワ トゥ と同 一視 さ

れ る ハ ゴ ・ワ ウ ォ,b)タ ナ ・ワ トゥ と ご く近 い 関係 に ある とみ な され る リア ・ベ ー

ワ,c)タ ナ ・ワ トゥ,ハ ゴ ・ワ ウ ォ,リ ア ・ベ ー ワ に米 をあ た え る 首長,d)リ ア

・ベ ー ワ に 米 をあ た え る首 長 と い う4つ の カ テ ゴ リー に 区分 され る(6・10・6参 照)
。

ま た,ク ラ ・ヘ ナ が 何 回 お こな われ るか に よ っ て,首 長 た ち は,a)6回 の ク ラ ・

ヘ ナが お こ なわ れ る首 長(リ ア ・ベ ー ワ),b)3回 の クラ ・ヘ ナ が お こ なわ れ る 首

長,c)1回 の ク ラ ・ヘ ナ が お こなわ れ る首 長 と い う3つ の カ テ ゴ リー に分 類 され る

(6・10・6参 照)。 しか しな が ら,ク ラ ・ヘ ナ の 回 数 は,米 の 授 受 とは こ とな り,

首 長 た ち を 明確 に 区分 す る も の とは いえ な い 。 なぜ な らば,ク ラ ・ヘ ナ が 何 回 お こわ

れ るか に よ って,タ ナ ・ワ トゥに供 える べ き ア レ ・ポ オ の本 数 が き ま って くる わ け で

あ る が,そ の 量 の ち が い は,た か だか 数 本 にす ぎな い 。 これ に くわ え,6回 の ク ラ ・

ヘ ナ が お こな われ る 首 長 とい え ども,「 雨 水 の 飯 」 と して供 出す る ア レ ・ポ オ は1本

で じゅ うぶ ん な の で あ る 。 ま た,一 般 民 が1本 以 上 の ア レ ・ポ オ を供 出 して は な らな

い とい う規 則 も な い 。

す で に の べ た よ う に,リ セ地 域 には,政 治 共 同体 の全 体 を まき こん だ形 で お こな わ

れ る農 耕 儀 礼 は存 在 しな い。 だ が,ポ オ ・リア に は,リ セ ・クル ・ラ ン デ に居 住 す る

モ サ ・ラ キ ・プ ウ(根 本 の 首 長)と モ サ ・ラ キ ・イネ ・ア メ(妻 の 与 え手 の 首 長)と

い う2人 の 首 長 が 参 加 し,か れ らは,ハ ゴ ・ワ ウ ォ と リア ・ベ ー ワ に あた える た め の

米 を計 量 す る。 また,招 待 され る こと はな い が,リ セ ・ロウ ォ ・ボ ラ に居 住 す る 首長

た ち も,リ セ ・ン ゴ ンデ ・リア の ポ オ ・リア に参 加 す る こ とが 禁 じ られ て い る わ け で

は な い241)。 した が って,ポ オ ・リアは,リ セ ・ン ゴン デ ・リァの 内部 で お こな われ

る 儀 礼 で は あ る が,政 治 共 同体 の 儀 礼 と して の 性 格 をも っ て いる の で あ り,少 な くと

も リセ ・ク ル ・ラ ン デ に居 住 す る2人 の 首長 た ち は,米 の 計 量 を と お して,ハ ゴ ・ワ
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ウ ォが タナ ・ワ トゥと同 一 視 され る ことや,リ ア ・ベ ー ワが タナ ・ワ トゥと ご く近 い

関 係 にあ る こ と を承 認 して い る の だ とい え る 。

っ ぎ に,パ キ に 目をむ け て み る こと に しよ う。パ キは,ウ ォ ロ ・レ レ村 に居 住 す る

リ ア ・ベ ー ワ(の 代 行 者)に よ っ て遂 行 さ れ る 簡 素 な儀 礼 で あ り,リ セ ・ン ゴ ンデ ・

リ.ア に居 住 す る 人 々が パ キ の儀 礼 に参 集 す る わ け では な い 。 しか しな が ら,リ セ ・ン

ゴ ンデ ・リアの 全 住 民 は,パ キの まえ に種 ま き をお こな う こ とが禁 止 され て お り,ウ

ォ ロ ・レ レ村 の リア ・ベ ー ワ とム ラ ・ワ トゥ村 の リア ・ベ ー ワは,こ の禁 忌が ま も ら

れ て い る か ど うか を共 同 で監 視 す る242)。 した が って,リ セ ・ン ゴ ン デ ・リアの 住 民

は,こ の 禁 忌 に した が う こ と を と お して,パ キ の儀 礼 に参 加 して い る の だ と いえ る 。

す で に の べ た よ うに,パ キは,埋 葬 の と き に お こな わ れ るパ キ ・タナ ・デ タ ・ワ ト

ゥ に相 当 す る儀 礼 で あ り,こ の 儀 礼 は,妻 の 与 え手 の 代表 者 に よ っ て遂 行 され る 。 そ

う で あ る な らば,ウ ォ ロ ・レ レ村 の リア ・ベ ー ワ とム ラ ・ワ トゥ村 の リア ・ベ ー ワは,

リセ ・ン ゴ ン デ ・リアの 全 住 民 に とっ て,妻 と して の作 物 をあた え る 神 々の 側 に 属す

者 と して思 い えが か れ る こ と にな ろ う。

9・3日 常 の 社 会 生 活 にお け る首 長

以 上 の よ うな 論 述 か らあ き らか な よ う に,農 耕 儀礼 に参 加 す る 人 々は,農 耕 儀 礼 の

解 釈 表 象 の な か で 神 々 と どの 程 度 近 接 した 関 係 にあ るか に よ って 差 異化 され,そ れ ぞ

れ の 地位 を しめ る こ とに な る。 だが,農 耕 儀 礼 に参 加 す る 者 は,神 々 との遠 近 関係 と

い う尺 度 の 上 に等 間 隔 で分 布 して い る わ け で は な い。 つ ま り,神 々 と同 一視 され た り,

ご く近 しい 関係 に あ る とみ な され る者 は ご くわ ず か であ り,そ れ 以 外 の 者 は,人 間 の

側 に属 す 者 と して 一括 され る こ と にな る。 以 下 で は,第2章 の 内容 に補 足 を くわ え な

が ら,こ の神 々 と関連 づ け られ る 少数 の 者 た ち が,日 常 の社 会 生活 に お いて,ど の よ

う な役 割 をは た して い るか をふ りか え っ てみ る こと に しよ う243)。

ハ ゴ ・ワ ウォや ロ ウ ォ ・コ レ人 の女 は,日 常の 社 会 生活 で は,一 般 の 女 性 と おな じ

よ うに,家 事,育 児,そ れ に農 作 業 と い った 活 動 に従 事 す る だ け であ り,特 別 な権 限

を何 らも っ て い な い244)。 また,ハ ゴ ・ワ ウ ォは,現 在 で は正 式 の 夫 をも って お り,

日常の 社 会 生 活 に お ける ハ ゴ ・ワ ウォ と一 般 の 既 婚 女性 と の相 違 点 は,も は や消 失 し

た と い って も過 言 で は な い(2・4,6・10・8,7・16参 照)。 また,祭 祀 畑 での

種 ま きが お こな わ れ る と,ロ ウォ ・コ レ人 の 女 は,ミ ー ・アエ にい た る ま で の あ いだ,

ヤ ムイ モ を食 べ る こ とが禁 止 され る。 だ が,こ の禁 忌 に して も,ロ ウォ ・コ レ人 の 女
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とそ れ 以 外 の 女性 とを 区分 す る だ け の効 力は もた な い 。 なぜ な らば,こ の 禁 忌 をお か

す こ とは,自 分 の 身 をあ や う くす る だ けの 結 果 しか も た らさな い か らで あ る245)。

これ に 対 して,日 常 の 社 会 生活 に おい て 男 性 の 首 長が はた して い る 役割 は き わ め て

重 要 で あ る 。

首長(村 落 共 同体 の 長)が どの よ うな 役割 をは た して いる か につ い て は,2・7に

お い て多 少 な りと も くわ しくのべ て おい た が,こ こで,そ の 内容 を簡 単 にふ りか え っ

て お く こと に しよ う。 首 長 は,村 落 共 同体 の 領 地 の所 有 者 と して 耕 地 を配 分 す る権 限

を も っ て い る。 した が って,村 落 共 同体 に居 住 す る人 々は,首 長 の 許 可 をえ た うえ で

な けれ ば,開 墾 を お こな う ことが で き な い246)。 ま た,首 長 は,村 落共 同体 の なか で

発 生 す る さ ま ざ まな係 争 の裁 定 者 で も あ り,た と え ば,窃 盗,非 合 法 的 な性 交 渉,そ

れ に傷 害 事 件 な どが お こっ た場 合,首 長 は,訓 戒 をあ た え た り,賠 償 金 の 支 払 い を命

じた り,一 定 の処 罰 を課 した りす る 。 これ に くわ え,現 在 で は警 察 の 手 にゆ だ ね られ

る 殺 人 事件 につ い て も,過 去 にお い ては 首 長 が 裁 定 を くだ して い たの で あ り,か つ て

首 長 は,ウ ェラ ・ポ ロwelapolo(直 訳:妖 術 者 殺 し;意 訳:数 多 くの 人 間 を死 にい

た ら しめ た妖 術 者 を処 刑 す る こと)を お こな う権 限 も も っ て いた 。

首長 とその 支 持 者 た ち はs以 上 での べ た よ うな さま ざ ま な権 限(power)を 首 長 が タ

ナ ・ワ トゥ(土 地 神)と ご く近 しい関係 に あ る 者 と して行 使 して い る こ と を主 張 す る。

た とえば,首 長 の 命 令 に した が い,首 長 の言 葉 に耳 をか た む けな けれ ば な らな い の は,

首 長 の 口が,ウ ィ ウ ィ ・タ ナ ・ワ トゥWiwitanawatu(土 地 神 の 口)だ か らで あ り,

首 長 の 言 葉 は,タ ナ ・ワ トゥの 言 葉 そ の も の で あ る ことが 主 張 され る 。 ま た,首 長 の

言 動 は,タ ナ ・ワ トゥが,そ れ を正 しい(molo)と み とめ る か ぎ り,タ ナ ・ワ トゥか

らの 強 い 支 持 をえ る こ とが で きる の だ と いわ れ,こ の こ とは,ロ ン ゴ ・ベ イ ・ケ リ,

ハ イ ・セ ダ ・メ ジlonggobe'ikeli,ha'isedamesi(背 は 山 に よ りか か り,足 を し

っか り と海 に お しつ ける)と い う儀 礼 言 語 に よ って 表 現 され る 。 そ して,首 長 には む

か う者 に は,タ ナ ・カ ー ・ワ トゥ ・ペ サtanaka,watupesa(タ ナ が 食 べ,ワ トゥ

が 食 す)と よ ばれ る 懲 罰 的 な 死 が お とず れ る と い う信仰 も きか れ る(4・2参 照)。

ま た,村 落 共 同体 の 領 地 の 所有 者 であ る 首長 は,デ オ ・ポ ロ ・タナdeoholotana

(土 地 の 頭 を に ぎる 者)と よばれ るが,こ の 表 現 が タナ ・ワ トゥ と ご く近 しい 関 係 に

あ る者 を意 味す る こ とは,す で にの べ た とお りで あ る(4・2参 照)。

だが,首 長 は,タ ナ ・ワ トゥと近 しい 関係 をも つ者 と して ば か りで な く,ウ ラ ・レ

ジ ャ(天 空 神)と 近 しい 関係 を もつ 者 と して も,そ の 権 限 を行使 して い る よ うに思 わ

れ る。 非 合 法 的 な 性 交渉 が発 覚 した 場合,首 長 は,男 性 の 当事 者 に,女 性 側 の 関係 者
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や 女 性 の 当事 者 に賠 償 金 を支 払 い,謝 罪の 宴(na'unena)を ひ ら くよ う に命 ず る。

だ が,結 婚 の 禁 じ られ て いる 女 性 との性 的な 交渉 が 発 覚 した場 合,首 長 は,男 性 の 当

事 者 に対 して トゥケ ・リル,ド ゥバ ・ウ ラtukeliru,dubawula(天 を お しあ げ,月

を支 え る)と よ ばれ る支 払 い をオ ネ ・リァ に(首 長 の 居 住 す る 家屋)に も って くる よ

う に命 ず る。 これ は,男 性 の 当事 者 が 「天 に お しつ ぶ され な い よ う に 」(liru皿,-ae

nggebhe)す る ため の 支 払 い であ り,こ の支 払 い を お こな わ な い と,そ の 男性 には メ

ア ・ベ ラ,ン ゴ リ ・キ ラmeabela,ngolikila(落 雷 に よる 突然 死)が お とず れ る

こ とに な る。 また,危 篤 状 態 にあ る 者 をす く う には,オ ネ ・リア(首 長 の居 住 す る 家

屋)に お い て トワ ・リマ ・ ドゥァ(天 空神 の 手 をほ ど く)と よば れ る 儀 礼 が お こなわ

れ る が(7・9参 照),首 長 の許 可 をえ る こ とな しに,こ の 儀 礼 をお こな う ことは で

き な い 。 す で にの べ た よ う に,人 間 は ウラ ・レ ジ ャに抱 か れ る こ と によ っ て死 へ とみ

ち び かれ る とい われ る が(7・9参 照),首 長 は,だ れ に対 して も トワ ・リマ ・ドゥ

ア の 許 可 を あ た え る わ け で は な く,日 頃 か ら 自分 に対 して反 抗 的 な 態 度 を とって きた

者 には 許 可 をあ た え な い で お く こと もで き る 。 した が っ て,首 長 は,間 接 的 に では あ

る が,ウ ラ ・レ ジ ャ と近 しい 関係 をも つ も の と して,さ ま ざ まな 権 限 を行使 して い る

の だ とい え る 。

つ ぎ に,2・8の 内 容 を ふ りか え りな が らsリ ア ・ベ ー ワ(首 長)が 政 治 共 同体 の

社 会 生 活 の な か で は た して い る役 割 に 目をむ け てみ る こ とに しよ う247)。 政 治 共 同体

の 社 会 生 活 に おい て,リ ァ ・ベー ワの は た す 役 割 は 重 要 で あ り,た と えば,領 地 の所

有 権 をめ ぐる 争 い が 発 生 した 場合,リ ア ・ベ ー ワ には,裁 定 者 と して の 役 割 が 期待 さ

れ る。 つ ま り,リ ァ ・ベ ー ワは,そ の 領 地 に まつ わ る 「歴 史 」 を と きあ か し,真 の所

有 者 が だ れ で あ るか を裁 定 す る権 限 を も って い るの で あ る 。 それ と い うの も,リ ア ・

ベ ー ワは,他 の 政 治 共 同 体 との戦 争 をお こな うう えで 戦 略 をた て248),実 際の 戦 闘 に

お い ては 陣頭 に た って 指 揮 を と り,戦 争 が 終 了す る と征 服 した領 地 を戦 功 者 たち に配

分 す る,戦 争 の リー ダー だ った か らで あ る。 だ が,政 治 共 同体 内外 の 紛 争 は,現 在 で

は,エ ンデ 県(KabupatenEnde)の 県都 で あ る エ ンデEndeに 設 置 され て い る地 方 裁 判

所(PengadilanEnde)に も ち こまれ る ケー ス が多 くな って い る。 しか しなが ら,そ

の 場 合 で も,リ ア ・ベ ー ワは,対 立 す る 陣営 の 一方 も しくは 双 方か ら,証 人 と して 公

判 に 出席 す る ことが も とめ られ る 。

リア ・ベ ー ワや リア ・ベ ー ワ と親密 な 関係 に あ る人 々は,以 上 で の べ た よ うな さ ま

ざ まな権 限(power)を リア ・ベ ー ワが タナ ・ワ トゥと ご く近 しい 関係 に あ る者 と し

て行 使 して い る こと を主 張 す る。 か られ の 口か らは,た とえ ば,っ ぎ の よ う な言 葉 が
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聞 か れ る 。 リ ア ・ベ ー ワ は,な に か(た と え ば 領 地 に ま っ わ る 「歴 史 」 に つ い て)わ

か ら な い こ と が あ っ た り,判 断 に ま よ う よ う な こ と が あ っ て も 困 る こ と は な い 。 な ぜ

な ら ば,夢 を と お し て 「全 知 」(皿beoleisawe)の 存 在 た る タ ナ ・ワ ト ゥ が 知 識 を

さ ず け て く れ る か ら で あ り,こ れ は,コ ベ ・ ラ カkobelaka(夜 が 助 け る)も し く は

ニ ピ ・テ イnipitei(夢 見)と よ ば れ る 。 つ ま り,リ ア ・ベ ー ワ は,全 知 の 人 間 で あ

る こ と が 期 待 さ れ て い る の で あ り249),村 落 共 同 体 の 長 の 場 合 と お な じ く,リ ア ・ベ

ー ワ の 命 令 や 裁 定 は
,「 タ ナ ・ ワ ト ゥ の 言 葉 」(wiwitanawatu)と し て 語 ら れ る の

で あ る 。 ま た,タ ナ ・ ワ ト ゥ は,ど こ に ゆ く に も リ ア ・ベ ー ワ と 行 動 を と も に す る た

め に,リ ア ・べ 一 ワ の お も む く 先 々 で は,ガ カgakaと よ ば れ る タ ナ ・ ワ ト ゥ の 鳴 き 声

が す る と い う 信 仰 も 聞 か れ る 。 こ の よ う な 現 象 は,ン バ ー ・ダ イ,ロ ラ ・エ ン ガmba

dai,10raenga(歩 き て 守 り,行 き て 護 る)も し く は タ ナ ・ ワ ト ゥ ・ム ー ル ー,カ ミ

・ン ド ゥ ーtanawatumulu
,kamindu(土 地 神 が 先 に ゆ き,我 々 は 後 に つ づ く)な ど

と い っ た 儀 礼 言 語 で 表 現 さ れ る250)。 こ れ に く わ え,タ ナ ・ワ ト ゥ ・メ リtanawatu

皿eli(タ ナ ・ワ ト ゥ が は い る)と よ ば れ る 現 象 も 知 ら れ て お り,こ れ は,妖 術 者 の 身

体 を ぬ け で た 妖 術 者 の 霊 魂(anawera)が 動 物 の 身 体 に は い り こ む の と お な じ よ う に

(4・2参 照),土 地 を ぬ け で た タ ナ ・ ワ ト ゥ が 身 体 の な か に は い り こ む た め に,首

長 が 神 秘 的 な 力 を も つ よ う に な る 現 象 を 意 味 す る 。

9・4首 長 に対 す る 社会 的承 認

以 上 で の べ た よ うに,首 長(村 落 共 同体 の 長 お よび リア ・ベ ー ワ)は,神 々 と近 し

い 関 係 をも つ 者 と して さ ま ざ ま な権 限 を行使 す る わ け で あ るが,そ の 基 盤 は,き わめ

て 脆 弱 だ とい え る(2・7お よび2・8参 照)。 なぜ な らば,首 長 は,公 的 な 暴 力装

置 をも って い な い た め に,村 落 共 同 体,ウ ェ ワ(首 長 を代 表 者 とす る 父 系 リネ ー ジ)

な い しは トゥカ(ウ ェ ワ の 下位 分 節 体)を 単 位 と して反 抗 が くわ だ て られ る と,容 易

には そ れ を制圧 す る ことが で きな い か らで あ る 。

そ の た め に,過 去 に お い ては,唯 一 の解 決 手 段 と して村 落 共 同体 あ る いは 政治 共 同

体 の な か で戦 争 が お こなわ れ て いた 。 だ が,こ の戦 争 で は,首 長(村 落 共 同体 の長 お

よ.びリア ・ベ ー ワ)側 が 敗 走 す る こ とも まれ で は な か っ た。 そ れ とい うの も,婚 姻 連

帯 の ネ ッ トワー ク をひ ろ げ て お くな らば,政 治 共 同体 の 内外 か ら援 軍 を よび よせ る こ

とが 可 能 だ っ た か らで あ る。 本 研 究 で は くわ しくの べ る こ とは で き な い が,口 頭 でつ

た え られ て い る リセ地 域 の 歴 史 とは,首 長(の 側 に たつ 集 団)と そ れ に反 抗 を くわ だ
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て る者(の 側 にた つ 集 団)と の抗 争 の歴 史 で あ り,し た が っ て,政 治 共 同体 の 構成 は,

っ ね に過 程 の な か にあ った の で ある 。

そ うで あ る な らば,首 長(村 落 共 同体 の 長 な い しは リア ・ベ ー ワ)が 神 々 と近 しい

関 係 を もつ 者 と して権 限 を行 使 で き る の は,そ うす る こ と を人 々が う け いれ て いる か

ぎ り に おい て な の だ とい え るが,農 耕 儀 礼 は,こ の こ と を社 会 的 に承 認 し,首 長 に対

す る 忠 誠 を表 明 す る も っ とも重 要 な機 会 の ひ とっ であ る と考 え られ る。 なぜ な らば,

農 耕 儀 礼 の 解 釈 か らみ ちび きだ され る解 釈 表 象 の なか で,首 長(村 落 共 同体 の 長 およ

び リア ・ベ ー ワ)は,ほ か の 誰 よ りも神 々 と近 しい関 係 にあ る者 と して差 異 化 され る

こ と に くわ え,特 定 の 首長 が 神 々 と近 しい関 係 に ある 者 と して差 異 化 され る可 能 性 は,

農 耕 儀 礼 をの ぞ く と,十 数 年 も しくは数 十 年 に1度 の 割 合 で しか お こな わ れ な い コエ

・コ ル の儀 礼(2・8参 照)の とき にか ぎ られ るか らで あ る。

ま た,こ の よ うな観 点 か ら農耕 儀 礼 を と ら え て こそs首 長(村 落 共 同 体 の長 お よび

リア ・ベ ー ワ)が 農 耕 儀 礼 に参加 しな い 者 に監 視 の 目を ひか らせ,農 耕 儀 礼 に参 加 し

な い者 が 首長 と対 立す る 関 係 におか れ る 理 由 も理 解 で き る よ う にな る 。 この こ と を端

的 に しめ して い るの は,筆 者 が調 査 地 には い る 数 年 ま え に お こ った つ ぎ の よ うな 出来

事 で あ る。 ワ トゥ ・ネ ソ村 にす む モサ ・ラ キ ・ヘ ベ ・サ ニmosalakihebesani(最

下 流 の 首 長,表2参 照)が,フ ァ タ ・マ リで お こな われ るポ オ ・リア とよ ばれ る儀 礼

に参 加 しなか っ た。 も し,本 人 が 病 気 な どの た め にポオ ・リア に参 加 で き な い場 合 に

は,代 理 人 を 出席 させ な けれ ば な らな い 。 だ が,モ サ ・ラ キ ・ヘ ベ ・サ ニ は,代 理 人

を お くって よ こ さな か った 。風 聞 に よれ ば,モ サ ・ラ キ ・ヘ ベ ・サ ニ は,健 康 その も

の であ り,ど こ に もで か け ず に ワ トゥ ・ネ ソ 村 にい る との こ とで あ っ た 。 ポ オ ・リア

の 翌 日,ウ ォ ロ ・レ レ村 の リア ・ベ ー ワで あ る ヤ コ ブ ・ン ドリ ・ワン ゲ は,ウ ォ ロ ・

レ レ村 を お りて ワ トゥ ・ネ ソ村 にむ か っ た。 モ サ ・ラ キ ・ヘ ベ ・サ ニ は,ワ トゥ ・ネ

ソ村 に お り,ヤ コブ ・ン ドリ ・ワン ゲ がや っ て くる な り,豚 を屠 殺 してsポ オ ・リア

に 参 加 しな か った こ とを 「謝 罪 」(wale)し た。 モサ ・ラキ ・ヘ ベ ・サ ニは,ポ オ ・

ゾア に参 加 しな か っ た理 由 につ い て,は っき り した こ とは な に も のべ な か った 。 だ が,

人 々は,こ の モ サ ・ラ キ ・ヘ ベ ・サ ニ の行 為 を,リ ア ・ベ ー ワに 対す る反 抗 的 な 意 志

の 表 明 と して 理解 して い た。

また,つ ぎ の よ う な伝 承 も知 られ て い る。

タ ナ ・ン ゴ ン デTanaNggondeの 先 住 者 で あ っ た マ ン グ 氏 族(AnaMangu,表1,図

4参 照)は,ウ ォ ダ ・プ ラWodaPulaと ワ ン ゲ ・ン ベ テWangSeMbete(表1,図4

一242一



参 照)に よ っ て,タ ナ ・ン ゴ ン デ の 一 部 を な す,現 在 タ ナ ・ロ ガTanaRogaと よ ば

れ て い る せ ま い 領 地 に お し こ め ら れ た 。 そ れ 以 来,マ ン グ 氏 族 と ウ ォ ダ ・ プ ラ や ワ

ン ゲ ・ ン ベ テ の 父 系 子 孫 と の あ い だ に は 反 目 す る 関 係 が つ づ い て い た が,あ る と き

マ ン グ 氏 族 は,'ポ オ と い う 農 耕 儀 礼 の 期 間 に 課 さ れ る 禁 忌(pirepo'o)に し た が

わ ず に 開 墾 地 で 火 入 れ を お こ な っ た 。 当 時,リ ア ・ベ ー ワ の 地 位 に あ っ た の は,ン

ド リ ・ ワ ン ゲNdoriWangge(図4,図7参 照)で あ っ た 。 こ の こ と を セ ン ダ ・ ウ ォ

ダ ・プ ラSendaWodaPula(表1,図4参 照)か ら 知 ら さ れ た ン ド リ ・ ワ ン ゲ は,マ

ン グ 氏 族 の と こ ろ に で か け て ゆ き,す ぐ さ ま 火 入 れ を 中 止 す る よ う に い っ た 。 だ が,

マ ン グ 氏 族 は,「 お ま え の ペ ニ ス は コ コ ヤ シ の 幹 の よ う に リ ア ・ベ ー ワriabewa

(大 き く て 長 い)だ 」 な ど と い っ て,ン ド リ ・ ワ ン ゲ を 罵 倒(noka)す る 態 度 に で

た 。 そ こ で ン ド リ ・ ワ ン ゲ は,す ぐ さ ま 戦 争 の 準 備 を は じ め,フ ァ タ ・ン ドポFata

Ndopo村 に す む モ サ ・ラ キ ・イ ネ ・ア メ(妻 の 与 え 手 の 首 長)に 援 軍 を た の ん だ 。

そ し て,モ サ ・ ラ キ ・イ ネ ・ア メ の も っ て き た ベ ラ ・ビ マBelaBima(ピ マ の 稲 妻)

と い う 名 前 の 大 砲 を う ち ま く り,タ ナ ・ ロ ガ か ら マ ン グ 氏 族 を 追 い は ら っ て し ま っ

た251)。

以上 で の べ た2つ の 例 はs村 落共 同体 間 の 農 耕 儀 礼 で あ るポ オ へ の 不 参 加 と関連 す

る もの で ある が,つ ぎ に村 落 共 同体 内の 農 耕 儀 礼 に参加 しな い場 合 の 処 置 につ い ての

べ る こ と に しよ う。 村 落 共 同 体 に居 住 す る す べ て の 世 帯 主 はsン バ マ と よば れ る儀 礼

に参 加 す る こと を義 務 づ け られ て お り,ン バ マ が お こな われ る と き には,豚 も し くは

ニ ワ トリの 肉 をオ ネ ・リア(首 長 が居 住 す る 家 屋)に も っ て こ な けれ ば な らな い。 そ

して,肉 を も っ て き た人 々は,自 分 の 名 前 を首 長(の 息子)に 申告 し,首 長 が保 管 す

る ノー トの なか に記 入 して も ら う。首 長(村 落 共 同体 の長)は,こ の よ うな 方 法 で ン

バ マ に参 加 しな か っ た者 をチ ェ ック し,ン バ マ に参 加 しな か っ た者 に1頭 の 豚 を罰 金

と して課 す。 ま た,す で にの べ た よ う に,ン バ マで は も っ て こ られ る 肉の 量 もき び し

くチ ェ ック され,肉 の 量 が あ ま りにも少 な い と,首 長 は,肉 の受 け と りを拒 否 す る場

合 が あ る(6・7・4参 照)。

だ が,ン バ マ に参 加 す る こ と を拒否 しつ づ け る者 には,罰 金 の支 払 い よ りも さ らに

き び しい制 裁 が 課 され る こと もあ る 。 この こと を端 的 に しめ して い るの は,つ ぎ の よ

うな伝 承 で あ る 。・

か つ て ウ ォ ダ ・ラ シWodaRasiが 兄 弟 た ち と と も に リ セ ・デ ト ゥ 地 域 に す ん で い
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た ころ,か れ は,狩 猟 を お こな うの にい そ が しい こ とを理 由 に,父 で あ る ラ シ ・レ

ウRasiLe'uが 主 催 す る ン バ マ をは じめ とす る す べ ての 農 耕 儀 礼 に参 加 しよ う と し

な か っ た。 この よ うな こ とが何 年 もっ つ い た の ち,ウ ォ ダ ・ラ シは,父 で あ る ラ シ

・レウが 息 子 た ち に土 地 と財物 を分 与 す る とい う噂 を耳 に した。 そ こで,ウ オダ ・

ラ シ は ンバ マ にで か けて い っ たが,土 地 と財 産 の 分 与 は す で に おわ って お り,ウ ォ

ダ ・ラ シ には,ウ ヌ ・ム ク ・サ ・ウヌ,ラ ル ・ア ウ ・サ ・ラルWunuMukuSaWunu,

LaruAuSaLaru(バ ナ ナ の葉 いち まい,ア ウ竹 の 節 ひ とつ)と い う名 前 の を もつ

猫 の 額 ほ どの 土 地 しか あ た え られ な か った 。 そ の た め に,ウ ォ ダ ・ラ シの 父 系 子 孫

は,ひ ろ い土 地 をも とめ て周 囲の 政 治 共 同 体 の 領 地 を蚕食 し,つ い には リセ 地 域 と

い う新 たな 政 治 共 同 体 を成 立 させ た の で あ った 。

ま た,こ の よ うな き び しい制 裁 は,潜 在 的 な か た ち で は,現 在 に おい て も 実現 され

る 可能 性 を も って い る 。筆 者の 調 査 期 間 中に お こ った,つ ぎの よ うな 出来 事 は,そ の

一 例 であ る。 「ンバ マ の とき にオ ネ ・リァ に も って ゆ く肉 な どは,小 さな ニ ワ トリで

い い」 と公 言 して は ば か らな い女 が い た 。 彼 女 は,弟 と とも に暮 ら して お り,弟 は,

ンバ マの と き にい つ も 小 さ な ニ ワ トリをも っ て くる だ け で あ っ た。 筆 者 が 調 査 をは じ

め てか ら1年 ほ どた った ころs彼 女 は,突 然 病 にた おれ,た ち ま ち危 篤 状 態 に おち い

っ た。 弟 は,危 篤 状 態 にあ る病 人 をす く う トワ ・リマ ・ドゥア(天 空 神 の 手 をほ ど く)

と よば れ る 儀 礼 を お こな わせ て くれ る よ うに 首 長 にね が い で た。 す で にの べ た よ う に,

トワ ・リマ ・ ドゥア は,オ ネ ・リア(首 長 の 居 住 す る 家屋)で しか お こな う こ との で

き な い儀 礼 で あ り,こ の儀 礼 を お こな う には 首 長 の 許 可 を え な けれ ば な らない(9・

3参 照)。 だ が,'首 長 は,け っ して 許 可 をあ た え よ う とは しなか った 。 首 長 は,そ の

理 由 につ い て 「トワ ・リマ ・ドゥ ア をお こな って も病 人 が 回復 す る とは 思 わ れ な か っ

た か らで あ る 」 との べ て い た。 だが,首 長 の 息 子 は,ン バ マ儀 礼 をな いが しろ に して

き た女 性 の 態 度 にそ の理 由 を も とめ て い た 。
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第10章 結 論

10・1二 次 ル ー ル と しての 儀 礼 の 規則

以 上 での べ た よ う に,農 耕 儀 礼 は,首 長(村 落共 同体 の 長 な い しは リア ・ベ ー ワ)

が 神 々 と近 しい 関 係 にあ る者 と して さ まざ ま な権 限 を行 使 す る こ と を社 会 的 に承 認 す

る 重 要 な機 会 の ひ とつ だ と いえ る 。 また,序 論 で のべ た よ う に,農 耕儀 礼 は,規 則 に

したが う行 為 にほ か な らな い。 この2つ の事 柄 は,ど の よ う に関係 しあ っ て い るの だ

ろ うか 。 法 学,社 会 学,哲 学 な ど とい っ た さ ま ざ ま な分 野 に影響 を およ ぼ して き た社

会 的規 則(socialrule)に 関 す る ハ ー トの 議 論 を援 用 しな が ら252),こ の 問題 につ

い て考 え て み る こ とに しよ う。

よ く知 られ て い る よ う に,ハ ー トは,さ ま ざ ま な法 ・社 会現 象 を解 明す る ため の モ

デ ル と して,一 次 ル ール(primaryrule)と 二 次ル ー ル(secondaryrule)の 結 合 か

ら なる 法 体 系 の モ デル を提 示 した 。

一 次 ル ー ル とは
,し な けれ ば な らな い こ と,あ るい は して は な らな い こ と を さだ め

て いる 規 則[Hart1961:92]で あ り,こ の よ う な規 則 に も とつ い て社 会 生 活 が い とな

ま れ て い る か ら こそ,社 会 生 活 は,一 定 の か た ち に構成 され るの で ある 。 言 葉 をか え

る な らば,一 次ル ール とは 「社会 生 活 に規 範 的な 構 造 をあ た え るル ー ル 」 にほ か な ら

な い[橋 爪1985:96]。

しか しな が ら,一 次 ル ー ル に も とつ い て い とな まれ る社 会 生 活 に は,不 都 合 な 点 が

い くつ か あ る 。 そ の第1点 は,な にが 法 的 に妥 当な ル ール で あ るか(つ ま り,な にが

人 々の した が うべ き規 則 で あ る か)と い う疑 問が 生 じた場 合,そ れ を解 決 す る 手 続 き

が 存 在 しな い こと,あ る い は 「不確 実 性 」(uncertainty)で あ る。 また,第2点 は,

古 い ル ー ル を排 除 した り,新 しいル ー ル を導 入 した りす る こと に よ って,変 化 す る 社

会 状 況 に意 識 的 にル ー ル を適 用 させ る手 段 が 存 在 しな い こ と,あ る いは 「静 的 性格 」

(staticcharacter)で あ る 。 そ して,第3点 は,ル ー ル 違 反 に対 して 対 抗 措 置 をと

る特 別 の 機 関 が な く,社 会 的圧 力の 行 使 が 一 般 の 人 々 に まか され て いる こ と,あ る い

は 「非効 率 性 」(inefficiency)で あ る[Hart1961:89-96;橋 爪1985:117]。

二 次ル ール とは,こ の よ うな不 都 合 に対処 す る とい うか たち で,一 次 ル ー ル に 関与

す る メ タ ・ル ー ル[守 屋1981:54]の 総 称 で あ り,そ の な か には,不 確 実 性 に対処 す

る 「承 認 のル ー ル 」(ruleofrecognition),静 的性 格 に対 処 す る 「変 更 の ル ール 」
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(ruleofchange),非 効 率 性 に 対処 す る 「裁 定 の ル ール 」(ruleofadjudication)

と い う3種 類 の 規 則 が ふ く まれ て い る。 承 認 の ル ー ル とは,な にが 法 的 な 妥 当性 を も

つ(つ ま り,な にが 人 々の した が うべ き)一 次 ル ー ル で あ り,ま た そ うで は な いか を

確 認 す る た めの 規 則 であ る 。 また,変 更 の ル ー ル とは,新 しい一 次 ル ー ル を導 入 し,

古 いル ー ル を排 除 す る権 限(power)を 特 定 の 個 人 や 集 団 に付 与 す る 規 則 と定義 さ れ

る 。 そ して,裁 定 の ル ー ル とは,一 次ル ー ル が 破 られ た か ど うか を権 威 的 に決定 す る

権 限(power)を 特 定 の 個 人 も し くは集 団 に付 与 す る 規 則 を意 味す る[Hart1961:89

-96;橋 爪1985:119-137] 。

この よ う なハ ー トの モヂ ル にっ い て は,数 多 くの 批 判 と反 批 判 が 提 出 され て き て お

り[cf.e.g.橋 爪1985;vonWright1971;森 際1981,1981-1983],現 在 に お い

て も さ ま ざ ま な議 論 が た た か わ され て い る。 しか しな が ら,農 耕 儀 礼 を お こな う とき

に遵 守 され る儀 礼 の 規 則 を,一 種 の 二 次ル ー ル も し くは メタ ・ル ー ル と して 位置 づ け

る こと は,こ の儀 礼 の 規 則 を位 置 づ け る も っ とも簡 明な 方 法 だ と考 え られ る 。

す で にの べ た よ う に,村 落 共 同体 や 政 治 共 同体 の 内部 で 犯 罪や 紛 争 が 発 生 した 場 合,

首 長 は,神 々 と近 しい関 係 を もつ者 と して,何 らか の 裁 定 を くだす 。 そ して,首 長 は,

農 耕 儀 礼 の 解釈 を とお して,神 々と近 しい関 係 を もつ 者 と して差 異 化 され る。 した が

っ て,儀 礼 の規 則 は,ハ ー トの 定義 す る裁 定 のル ー ル と完 全 にか さ な りあ うわ け で は

な い が,首 長 が ほ かの だ れ よ りも神 々 と近 しい 関係 にあ る こ と を社 会 的 に承 認 す る 機

会(農 耕 儀 礼)を な りた た せ て い る とい う意 味 で,裁 定 の ル ー ル の 一種 と して 機 能 し

て い る とい え よ う。

ま た,お な じよ うな理 由か ら,儀 礼 の規 則 を変 更 の ル ー ル の 一種 と と らえる こ とも

不 可 能 で は な い。 これ まで の 記 述 か らあ き らか な よ う にs首 長 は,裁 定 者 と して 重 要

な役 割 をは た して は いて も,一 次 ル ール に頻 繁 な変 更 を くわ え て い る よ う には み え な

い。 だ が,首 長 は,一 次 ル ー ル に変 更 を くわ え る状 況 が ま った くみ られ な いわ け で は

な い 。 そ の 好例 とい え るの は,6・1で ふれ て お い た水 牛 の 放牧 地 の 開墾 と私 有 地 化

で あ る 。村 落 共 同体 の領 地 を構 成 す る多 数 の 区 画地 は,首 長 に よっ て所 有 され て お り,

この 区 画 地 の な か に私 有 地 と よべ る も の は存 在 しな い(2・5参 照)。 数 多 くの 村 落

共 同 体 に お け る 土地 所 有 制 はs現 在 にお い て も この よ うな 状 態 が つ づ い て いる 。 だ が,

マ キ ・ン ドリ ・ワン ゲの 長 で あ るヤ コブ ・ン ドリ ・ワ ンゲ は,換 金 作 物 が導 入 され は

じめ た1970年 代 の な か ご ろ,水 牛 の 放 牧地 を 多数 の 区画 地 に 区分 し,そ の 区画 地 をマ

キ ・ン ドリ ・ワン ゲ の世 帯 主 たち に換 金作 物 を植 え るた め の 私 有地 と して配 分 した の

だ った253)。 この とき,ヤ コ ブ ・ン ドリ ・ワ ンゲ が神 々 と近 しい 関係 に あ る こ と を主
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張 した か ど うか は わ か らな い 。 だが,さ ま ざ まな権 限 を行 使 す る とき,首 長 や その 支

持 者 た ち が 神 々 と近 しい 関係 に ある こ と を強 調 す る こ と を考 え る な らば,首 長 が ほ か

の だ れ よ りも 神 々 と近 しい 関係 にあ る こ とを 社 会 的 に承 認 す る 機会(農 耕 儀 礼)を な

りた た せ て い る とい う意 味 で,儀 礼 の 規則 は,変 更の ル ー ル の 一種 と して機 能 して い

る とい え よ う。

だ が,以 上 で の べ た よ う な議 論 にも とつ い て,儀 礼 の 規 則 が 二 次 ル ー ル の 一種 で あ

る とい う結 論 をみ ち び き だす こと には 多少 の 無 理 が あ る。 なぜ な らば,首 長(村 落共

同 体 の 長 な い しは リア ・ベ ー ワ)は,裁 定 を くだ した り,社 会 的 規 則 を変 更 す る だ け

で な く,耕 作 地 を村 落共 同体 の 住 民 に配 分 した り,征 服 した領 地 を戦 功 者 に分 配 す る

と い った さ ま ざ まな 権 限 を行 使 す る(あ る い は 「して い た」)か らで あ る 。 つ ま り,

上 記 の よ うな 議 論 か らは,裁 定 の ル ー ル や変 更 の ル ール と い った 概 念 で は と らえ る こ

との で きな い 権 限 を首長 が 行 使 して い る(あ る い は 「して い た 」)と い う事 実 がぬ け

おち て しま うの で あ る。

リオ 族 の 社 会 に お け る 日常 の 生 活 は,「 しな けれ ば な らな い こ と,あ る い は して は

な らな い こ と をさ だ め て い る」 一 次 ル ール に も とつ いて い とな まれ て い る と考 え られ

る。 そ うで な い な らば,社 会 生 活 が 一 定 の か た ち に構 成 され て い る とい う状 態 は観 察

され え な い で あ ろ う し,首 長 が ある 行 為 を違 法 な も の と判 断 し,そ れ に何 らか の裁 定

を くだ す こ とも あ りえ な い で あ ろ う。

この 一 次 ル ー ル の な か に は,さ ま ざ まな も の が あ る と考 え られ る が,首 長 を中 心 に

い とな まれ て い る 社 会 生活 の 基 底 には,「 首 長(村 落共 同体 の 長 な い しは リア ・ベ ー

ワ)の 言 動(命 令 や 裁定 な ど)に 服 従 しな け れ ば な らな い」 と い う一 次 ル ー ル が存 在

す る は ず で あ る 。 首 長 が(神 々 と近 しい 関係 をも つ者 と して)さ ま ざ まな 権 限 を行 使

で きる の は,こ の 一 次ル ー ル を人 々が うけ い れ て い るか らにほ か な らな い 。 だ が,村

落 共 同 体 や 政 治 共 同 体 の 内部 には,つ ね に 首 長 と反 目す る 関 係 にあ る 者 が お り,か れ

らは,首 長 へ の 反抗 を とお して この 一 次 ル ー ル を しば しば 侵 犯 して い る 。

儀 礼 の 規 則 は,こ の よ う な状 況 にあ って,上 記 の 「首 長(村 落 共 同 体 の 長 な い しは

リ ァ ・ベ ー ワ)の 言 動(命 令 や 裁 定 な ど)に 服 従 しな けれ ば な らな い」 とい う一 次ル

ー ル を法 的 に妥 当 な 規則 と して う けい れ る か ど うか を人 々 に間 い か ける 規 則 だ とい え

る。 な ぜ な らば,農 耕儀 礼 は,神 々 と近 しい 関 係 をもつ 者 と して さ ま ざ まな権 限 を行

使 す る 首 長(村 落共 同体 の 長 な い しは リア ・ベ ー ワ)を,ほ か の だ れ よ りも神 々 と近

しい 関 係 をも つ 者 と して差 異 化 す る も っ とも 重 要 な機 会 で あ り,儀 礼 の 規 則 は,こ の

機 会 をな りた た せ て い るか らで ある 。 言葉 を か え る な らば,農 耕 儀 礼 が お こな われ る
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と き に遵 守 され る 儀 礼 の 規則 は,「 首 長 の言 動(命 令 や 裁 定 な ど)に 服 従 しな けれ ば

な らな い」 と い う一 次 ル ール に 関与 し,そ れ が 法 的 な妥 当性 をも つ規 則 で あ る こ と を

確 認 す る承 認 の ル ー ル と して機 能 して い るの で あ る。

10・2内 的 視 点 に 由来 す る 「沈 黙 」

これ まで の 論 述 をふ りか え っ てみ る な らば,か な らず や,つ ぎの よ うな疑 問 が うか

ん で くる は ず で あ る 。 農 耕儀 礼 を解 釈 す る こ とは,そ う むず か しい こ とで は な く,ど

の よ う に解 釈 して よい か 見 当 もつ か な い 農耕 儀 礼 の構 成 要 素 は ご くわ ず か で あ る。 た

か だ か2年 あ ま りの 調 査 をお こな った 者 が,こ う した 実感 を もつ の で あれ ば,半 世 紀

以 上 もの あ い だ,リ オ 族 の社 会 に生 きつ づ け きた 老人 た ち に と って,農 耕 儀 礼 を解 釈

す る こ と は,け っ して む ず か しい作 業 で は な い は ず で あ る254)。

だが,老 人 とい え ども 農 耕儀 礼 の 解 釈 表象 につ い て語 る こ とは まれ で あ り,「 この

儀 礼 の もっ 意 味は 何 な の か(こ の 儀 礼 が お こな わ れ る理 由は 何 な の か)」(Ngguaina

pu'ukaiapa?)あ る い は 「この 儀 礼 は何 の た め に お こ な うの か 」(Ngguainatau

apa?)と たず ね る 筆 者 に対 して,ほ とん どの 場 合,人 々 は沈 黙 して しま うか,「 これ

は 慣 習(慣 習 法,や り方,規 則,規 則 に した が う行為)で あ る 」(Inaada.)あ る い

は 「これ が わ れ わ れ の や り方 で あ る」(lnasarakita.)な ど と答 え る だ け で あ っ た。

しか しなが ら,人 々は,農 耕 儀 礼 の 解 釈表 象 を調 査者 に 対 して 秘 密 に して い る の で は

な い。 リオ 族 の 社 会(と りわ け リセ 地 域)に は,人 々 が農 耕 儀 礼 の 解 釈 表 象 につ い て

な に ご とか を語 りあ う社 会 的 な 文脈 が そ も そ も存 在 しな いの で あ る 。

この 解 釈 の 容 易 さ と,農 耕 儀 礼 の 解 釈表 象 につ い て な に ご とか を語 りあ う社 会 的 な

文 脈 が 存 在 しない とい う事 実 の背 後 には,い った い どの よ うな 問 題 が 存 在 す る の だ ろ

うか 。 本 研 究 を しめ く くる にあ た り,こ の 問 題 につ い て考 え て み る こ と に しよう。

現 在,リ オ 族 の 社 会 は,学 校,教 会,市 場,都 市,そ れ に行 政 機 関 との 相 互 交渉 を

と お して,以 前 に も ま して 大 き な変 化 を とげ つ つ あ る。 焼 畑 耕 作 に依 存 す る 自給 自足

的 な生 活 は,程 度 の 低 い も の とみ な され,現 金 収 入 を え る こ と に よ って,生 活 水 準 と

教 育 程 度 の 向上 をは か ろ う とす る意 識 が め ば え つ つ あ る。 そ の た め に,山 間部 に居 住

す る人 々は,コ 「 ピー,ク ク イ ノ キ,チ ョ ウ ジ,カ カオ な ど と い った 換金 作 物 の 栽 培

に熱 を いれ,平 野 部 に居 住 す る人 々は,水 稲 耕 作 に よ りい っそ うの 努 力 を傾 注 す る よ

う にな って きて い る 。 した が って,焼 畑 耕作 の サ イ クル と表 裏 一 体 の 関係 に あ る農 耕

儀 礼 は,し だ い に人 々の 関 心 をひ きつ けな くな りつ つ あ る よ う に思 わ れ る 。
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また,リ オ 族 の 居 住 地域 は,県(kabupaten),郡(kecamatan),村(desa),そ

れ に村 落 な ど と い った 行 政 単位 に 区分 され て お り,こ れ らの 行 政 単位 とイ ン ドネ シ ア

共 和 国 の 行 政 機 構 は,首 長 を中 心 とす る 村 落 共 同 体 や政 治 共 同 体 の シス テ ム が消 失 し

て も,地 域 社 会 が 混 乱 に おち い らな い可 能性 を準 備 しつつ あ る よ う に思 わ れ る 。 ま た,

筆 者 の 調 査 期 間 中 には,首 長 が所 有 す る す べ て の 領 地 を分 割 し,個 人 登 記 を実 現 しよ

う とす る イ ン ドネ シ ア共 和 国 政府 の 意 向が,そ れ ぞ れ の行 政 村 に 下達 され,こ の 問 題

を話 しあ う ため の 会 議 が 地 方行 政府 に よ って 開催 され て い た。

これ に くわ え,・農 耕 儀 礼 をは じめ とす る 伝 統 的 な 儀 礼 を,異 教 徒 の 習 慣(saraata

kafir)と して蔑 視 す る 声 も 聞 かれ な いわ け で はな く,少 数 派 で あ る とは いえ,ア タ

・ク ドゥスatakudus(敬 崖 な カ トリッ クの 信 者)で あ る こ と を 自認 す る人 々は,何

か と理 由 を つ け て,伝 統 的 な儀 礼 が お こな わ れ る場 にい あ わせ な い よ う につ とめ て い

る。 その 典 型 的 な例 は,マ キ ・ン ドリ ・ワ ンゲ をふ くむ 行政 村,ウ ォ ロ ・レ レ ・ア ー

村 の村 長(YohanisWangge,表10参 照)で あ り,か れ は,ン バ マの 儀 礼 が お こな われ

る とき,1羽 の ニ ワ トリをオ ネ ・リア(首 長 の 居 住 す る 家屋)に と ど け させ(し た が

っ て,か れ は ンバ マ儀 礼 に ま った く参 加 しな いわ けで は な い),い つ の ま にか 村 か ら

い な くな っ て しま うの で あ った 。 ま た,リ セ 地 域 では,近 年 ウラ ・レジ ャ(天 空 神)

を 対 象 とす る儀 礼 が お こな わ れ な くな っ て き て いる が,こ の現 象 は,伝 統 的な 儀 礼 を

異 教 徒 の 習慣 とみ なす 態 度 と,ふ か い と こ ろ で密 接 な 関 連 をも っ て い る よ う に思 わ れ

る。 また,ン ボ ラ ・カ ド(土 地 神 に あ た え られ た金,5・2・2参 照)は,タ ナ ・ワ

トゥ(土 地 神)と 相 互 交 渉 を お こな う う え で,き わ め て 重 要 な 財物 で あ る に もか か わ

らず,そ れ を売却 して しま った 首 長 も か な りの数 にの ぼ る とい う噂 が 聞 かれ る255)。

以 上 の よ うな 事 実 を総 合 す る な らば,農 耕 儀 礼 を お こな う とき に遵 守 され る 儀 礼 の

規 則 に対 して,「 外 的 な視 点 」(externalpointofview)一 一 自分 自身 はル ー ル を

うけ い れ て い な い観 察 者 の 視 点[Hart1961:86-87]一 一 にた つ 者 が ふ え て い る こ とは

た しか で あ る よ うに思 わ れ る。 つ ま り,ア タ ・ク ドゥス(敬 盧 な カ トリ ックの 信 者 で

あ る こ と を 自認 す る者)の よ う に,で き る こ とな らば 儀 礼 の 規 則 を完全 に拒 否 した い

と考 え て い る 者(っ ま り,農 耕 儀 礼 な どはや め て しま っ たほ うが よ い)や,儀 礼 の 規

則 に違 反 す る こ とが,不 快 な結 果(た とえ ば,首 長 に よ って 課 され る 罰金 な ど)を も

た らす こ と を おそれ て,い や いや な が ら農耕 儀 礼 に参 加 す る 者 は,と りわ け若 者 たち

の あ い だ で は,か な りの数 にの ぼる こ とが 予 想 され る。 この 文 脈 で 思 い だ され るの は,

祭 祀 畑 の ピ グ に おけ る情 景 で あ り,プ リプ ス ・ンベ テ は,「 血 の で る よ うな傷 が で き

る ぞ」 とい って,ふ ざ け て稲 刈 りを お こな っ て い る若 者 を た しな め た の で あ っ た(6
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・9・6参 照)。

だ が,こ の こ と を論 拠 に して,農 耕 儀 礼 の 解 釈 が お こなわ れ な くな って しまっ た と

結 論 づ け る こ とは で き な い。 なぜ な らば,農 耕 儀 礼 を解釈 す る こと は,そ うむ ず か し

い こ とで は な く,ま れ に で は ある が 農耕 儀 礼 の 解 釈 表 象 が語 られ る場 合,そ の 内容 は,

第7章 で 提 示 され た解 釈 表 象 と きわ め て類 似 して いる か らで あ る256)。 これ に くわ え,

儀 礼 の 解 釈 表 象 に対 して人 々が 沈 黙 をた も っ て い る と い う現象 は,マ ダ ガ ス カル の メ

リナ 族[Bloch1986:178],ニ ュー ギ ニ アの アベ ラム 族[Forge1966],イ ン ドネ シ

ァ の サ ブ 島[Fox1979],バ リ島[Geetzl973:177],ケ ニ ア の ドゥル マ族[浜 本19

89],エ チ オ ピ ァの ドル ゼ族[Sperber1974],ハ マル 族[Strecker1988],イ ン ド

ネ シ アの トラ ジ ャ族[山 下1989:140]か らも 報 告 され て い お り(序 章 参 照),ブ ロ

ッ ク,フ ォー ジ,フ ォ ック ス,ギ ア ヅ,浜 本,ス ペル ベ ル,ス トレッカ ー,そ れ に 山

下 らの 研 究 は,こ の よ うな 沈 黙 が近 年 の 急 激 な 社 会変 化 や 文 化 変 容 に 由来 す る も の で

は な い こと を示 唆 して い る 。

ま た,上 記 の よ う に,儀 礼 の規 則 に対 して 外 的 視点 に たつ 者 が ふ え つ づ け て い る こ

と は た しか で あ る に して も,か れ らが リオ 族 の 社 会 に お い て多 数 派 を しめ て い る よ う

に は思 わ れ な い。 農 耕 儀 礼 に参加 す る 多 くの 人 々は,筆 者 の知 る か ぎ りs儀 礼 の 規 則

に したが っ て農 耕 儀 礼 を遂 行 しな けれ ば な らな い と考 え て い るば か りで な く,儀 礼 の

規 則 に した がわ ず に農 耕 儀 礼 をお こな う こ とが あ や ま りで あ り,本 来 な らば どの よ う

に お こな わ な けれ ばな らな い か をは っ き りと意 識 して い た(こ の 点 につ いて は 第6章

の さ ま ざ ま な 箇所 での べ て おい た)。 ま た,そ うで な け れ ば,公 的 な暴 力装 置 を もた

な い 首長 が 農耕 儀 礼 を主 催 しつ づ け る ことは 不 可 能 で あ ろ う。 したが っ てs農 耕 儀 礼

に 参加 す る 者 た ち の大 半 は,現 在 にお い て も 「内 的視 点 」(ineternalpointofview)

一 一規 則 を した が われ るべ き行 為 の指 針 と して う けい れ て い る人 々 の視 点[Hart1961

:86-87]一 一 に た っ てい る とい うべ き であ ろ う。

内的 視 点 にた つ 者 は,規 則 を行 為 の指 針 と して う けい れ,こ の 規 則 に した が っ て何

らか の 行 為 を お ζな う。 した が って,内 的視 点 に たつ 者 は ・ 規 則 に した が っ て お こな

わ れ る 行 為 につ い て,そ れ をなぜ お こな うの か とたず ね られ て も,「 これ は規 則 に し

た が う行 為 で あ る 」 と しか 答 え よ うが な い 。 つ ま り,規 則 に した が っ て お こなわ れ る

行 為 は,内 的 視 点 か らみ る な らば,規 則 に 言及 す る こと に よ って しか 説 明 しよ う が な

い の で あ る 。 これ とほ ぼ お な じ こと を 「二 っ の ル ール 概 念 」 と題 す る 論 文 の な か で ロ

ー ル ズ は
,つ ぎの よ うに の べ て い る。
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「あ る 人 が あ る 実 践(practice)一 一筆者 補 足:規 則 に した が う行 為 一 一 にた ず さ

わ っ て お り,か れ の お こな っ て いる こ とに つ い て,な ぜ そ れ をお こな っ て いる か を

た ずね られ た 場 合,あ る い は,か れ が お こな っ て いる こ と を弁 明す る よ う に要 求 さ

れ る場 合,か れ の 説 明 あ る い は 弁 明は,質 問 者 の注 意 をそ の 実 践 に む け る こ と であ

る 。 か れ は,自 分 の 行 為 につ い て,そ の行 為 が あ る実 践 に よ って さだ め られ て いる

場 合 には,そ れ が 全 体 的 にみ て最 善 だ と考 え る か ら他 の 行 為 よ りも そ の行 為 を お こ

な って い る の だ とい う こ とは で き な い。 あ る 実 践 に たず さわ って い る人 が 自分 の 行

為 につ い て とい だ だ され る 場合,か れ は,自 分 が その 実 践 にた ず さわ っ て い る こと

を質 問 者 が 知 らな い か 一 一(中 略)一 一あ る い は,そ の 実 践 が な ん で あ る か を知 ら

な い か の い ず れ か で あ る と考 え る にち が い な い 。人 々は,自 分 の 個別 的行 為 を正 当

化 す る の で は な く,そ の 行 為 が 実践 に合 致 した も の であ る こ と を説 明 な い し証 明 し

な けれ ば な らな い 。 この 理 由は,実 践 の 舞 台 装 置 を背 景 に して は じめ て,人 々の 個

別 的 行 為 は,そ の よ うな も の と して記 述 さ れ る か らであ る 。 」[Rawls1955:27]

それ ゆ え に,内 的 視 点 にた つ者 に と って,規 則 に言 及 す る こ とな しに規 則 に したが

っ て お こな わ れ る 行 為 を説 明 す る こ とは,端 的 にい っ て あや ま りな の で あ る 。 この こ

と を例 証 して い る の は,ゲ ー ム の最 中 にプ レイ ヤ ー に期 待 され る 行 動 で あ る 。

「わ れ わ れ はsあ る ゲ ー ム を したい と思 う 場 合,そ のゲ ー ム の ル ー ル を個 々 の事 例

に おい て,な にが 最 善 で あ る か につ い て の 指 針 と して あつ か って い る わ け で は な い。

野 球 を お こな って い る 最 中に,も しバ ッタ ー が"ス トラ イ ク を4つ と られ る ま で打

て ます か"と た ず ね る とすれ ば,か れ は ル ー ル につ い て たず ね よ う と して い るの だ

と考 え られ る で あ ろ う。 そ して,そ の ル ー ル の 内容 が つ げ られ た とき,も しかれ が

自分 の 意 味 した の は,こ の場 合 にス トラ イ ク を3つ よ りも4つ と られ る ま で打 つ こ

とが 認 め られ る 方 が 全 体 的 に み て最 善 で は な い か と思 った こ とだ とい う とす れ ば,

これ は も っ と も好 意 的 に解 釈 して も冗 談 と して しか う け と られ な い で あ ろ う。 ス ト

ライ ク を3つ で は な く4つ と られ る まで打 つ こ とがみ とめ られ る な らば,野 球 は も

っ と おも しろ い ゲ ー ム にな る と主 張 す る こ とは で き る。 だが,ル ー ル を個 々 の事 例

に おい て 全 体 的 にな にが 最 善 で あ るか につ い て の指 針 と して 思 い え が く こと は で き

ない 。 」[Rawls1955:26]

農耕儀礼の解釈表象 を語 りあう社会的文脈 が存在 しないとい うことは,こ のことと
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密 接 な 関 係 を も って い る と考 え られ る。 つ ま り,儀 礼 の規 則 に したが って お こなわ れ

る 農 耕 儀 礼(P)を 解 釈 す る こ とが いか に容 易 で あ って も,内 的視 点 に たつ 者 に とっ

て,そ の 解 釈 表 象(Q)に 言 及 して,た とえ ば 「"ピ レ ・ウ マの 儀 礼 に お いて ア エ ・

フ ェオ と い う液 体 を畑 に散 布 す る"(P)の は"新 生 児 と して の作 物 に ア エ ・フ ェオ

を ぬ っ て や る"(Q)た め であ る 」(7.2参 照)と 説 明 す こ とは あ や ま りなの で あ

る。 ふ た た び 野球 の例 を も ち だす な らば,そ れ は,野 球 の ル ー ル に した が って お こな

わ れ る 行 為(P)一 一バ ッ ター は3つ ス トラ イ ク をと られ る まで 打 つ 一 一 を解釈 し,

そ の 解 釈 か らみ ち び き だ され た解 釈 表 象(Q)一 一 た と え ば 「3つ ス トライ ク を と ら

れ る まで 打 つ こ とが 全体 的 に みて 最 善 で あ る 」 一 一に言 及 してPを 説 明す る の とお な

じこ とな の で あ る 。

そ うで は あ って も,人 類 学者 は,「 これ は 規 則 に した が う行 為 で あ る 」 と った偽 り

の な い説 明 に満 足 す る こ とが で きな い 。 そ こで,解 釈 表象 へ の言 及 をふ くむ 説 明 をも

とめ て,イ ン フ ォー マ ン トを質 問ぜ め にす る こ と にな る 。 だ が,こ れ は,内 的 視 点 に

た つ イ ン フ ォ ー マ ン トに外 的 視点 を強 要 す る こと にほ か な らな い。 なぜ な らば,規 則

に したが う行 為 を規 則 に言 及 す る ことな しに 説 明す る には,上 記 の独 善 的 なバ ヅ ター

と おな じよ うに外 的視 点 に たつ こ とが必 要 だ か らで ある 。

しか しな が ら,リ オ 族 の 社 会 で は,儀 礼 の 規 則 に対 して 外 的 視 点 にた つ 者 が確 実 に

増 加 して お り,そ れ につ れ て,農 耕儀 礼 の解 釈 表 象 は,今 後 さか ん に語 られ る よ う に

な って ゆ くこ とが 予想 され る。 この こ とを 示 唆 して い るの は,「 現 代 の バ リに お け る

`内 面 的 改 宗'」 と題 す る ギ ア ヅの 論 文 で あ る
。 ギ ァ ッ は,バ リ人 の 儀 礼 に対 す る伝

統 的 な態 度 につ い て,つ ぎ の よ う にの べ て い る 。

「かれ ら(バ リ人)は,教 義 とい う もの に ほ とん ど興 味 が な い。 一 一(中 略)一 一

強 調 され るの は,正 統 的 な 教義 で は な く,行 為 であ る 。 各儀 礼 が こまか い点 にわ た

って 正 し くお こなわ れ な けれ ば な らな い と い う こ とが 重 要 な の で あ る。 も しそ れ が

正 しくお こなわ れ な い と き には,信 徒 集 団 の う ちの だ れ か が 無 意 識 的 に 愚依 状 態 に

おち い る 。 これ は神 々か らえ らばれ た メ ッ セ ン ジ ャー とな った 者 で あ る 。 そ して,

儀 礼 の や り方 に ま ちが いが あ る とい う こと を うわ ごとで い うの だ が,ま ち が いが な

お され る まで,無 意 識 状 態 か らも ど らな い の で あ る。 しか し,観 念 の 方 は,あ ま り

重 要 で は な い 。 人 々 は,神 々 を崇 拝 して い る が,普 通,寺 院 の 神 々が だ れ で あ るか

知 らな い し一 一(中 略)一 一,他 の 人 た ち が な に を信 じよ う と,信 じま い と どう で

も よ いの であ る 。 人 は 実 際 に ほ とん ど どん な こ と を信 じて も よ い。 儀 礼 の 全部 が退

一252一



屈 で あ っ て も か まわ な い。 実 際 にそ う い っ てか まわ な い の で あ る。 しか し,お こな

わ な け れ ば な らな い儀 礼 の 義 務 を実行 しな い と,寺 院 の 信徒 集 団 だ けか らで な く,

共 同体 全 体 か ら追 放 され て しま う。」[Geertz1973:177]

この よ うな ギア ツ の描 写 は,現 在(筆 者 が 調 査 を お こな って い た1983年 か ら1985年

に いた る 時 期)の リオ族 の 社 会 にも,ほ とん どそ の ま まあ て は まる とい っ て よ い。 し

か しな が ら,バ リ島 で は,ギ ァ ヅが調 査 を お こな っ た1957年 か ら1958年 当時,儀 礼 に

対 す る 青 年 層 の 態 度 に重 大 な変 化 が お こ りっ っ あ っ た。 そ れ は,近 代 的 な 教 育,統 治

形 態,政 治 意 識 の 導 入,外 界 との 接 触 の増 大,都 市 化 や 人 口圧 の 増 大 によ る 社会 組 織

の 変 化 な ど を起 因 とす る も の であ り,青 年 た ち は,儀 礼 を たん な る 慣 習 と して お こな

う こと に疑 問 をい だ き は じめ て いた の で あ っ た 。 ギ ア ヅは,あ る 葬 儀 に参 加 して い た

青 年 た ちが 儀 礼 を盲 目的 な慣 習や 伝 統 の遵 守 と して と らえ るべ きか ど うか,そ して,

儀 礼 に意 味が ある とすれ ば,そ れ は どの よ うな 意 味 で ある か を夜 更 け まで 真 剣 に議 論

す る場 面 を描 写 して い る が[Geertz1973:183-184]。 これ は,内 的 視 点 を保 持 しえ な

くな っ た者 た ち炉 儀 礼 の解 釈 を語 りは じめ る 状 況 に 関す る 貴 重 な 報 告 だ とい え よ う。

ま た,ギ ア ッ は,儀 礼 に宗 教 的 な意 味 と教 義 的 な 裏 づ け を あ たえ よ う とす る 書 物 がバ

リ島 で数 多 く出版 され つ つ あ る こ と を報 告 して い る が,こ れ につ い て も おな じこ とが

い え る。

この よ う な状 況 が リオ族 の社 会 で 観 察 され る よ うに な るの に,ど れ ほ どの 時 間 が か

か る か を予 測 す る こ とは で き な い。 だ が,リ オ 族 の社 会 を と りま くま ざ まな 社 会 状 況,

と りわ け イ ン ドネ シ ア政 府 が お しす す め る 観 光 立 国化 の政 策 と フ ロー レス 島 にも お し

よ せ つ つあ る観 光 化 の 波 は,今 後,外 的 視 点 か ら儀 礼 をなが め る こ と を要 請 して ゆ く

は ず で あ る。 なぜ な らば,儀 礼 を は じめ とす る 民 族 文化 を観 光 資 源 と して 利 用 す る に

は,最 低 で も,そ れ に解 説 を くわ える こ とが 必 要 で あ ろ う し,さ らに は,規 則 に した

が って お こなわ れ て きた 行 為 を,観 光 客 の た め に演 じられ る 営利 行 為 に転 化 す る こ と

が 要 請 され る か らで あ る 。

だ が,リ オ族 の 社 会 を対 象 と して この よ う な 問題 を論ず る こと は,い くぶ ん 時 期 尚

早 で あ る とい え よ う。 そ れ とい うの も,フ ロー レス 島 にや っ て くる観 光 客 の 数 は,年

々塔 加 して い る とは いえ,か れ らの 行 動 範 囲 は,自 動 車や バ スの は しれ る 道 路 が き わ

め て す くな い ため に,エ ンデ 県(KabupatenEnde)の 県都 で あ る エ ン デ市(KotaEn-

de)や シ ッカ 県(KabupatenSikka)の 県都 で あ る マ ウ メ レ市(KotaMaumere)と

い った飛 行 場 の ある 都 市 部 の 周 辺地 域 に限 定 され て い る か らで あ る。 したが って,観
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光 客 た ち が リオ族 の村 々 に は い って ゆ くと い う状況 が み られ るの は,ま だ す こ し将 来

の こ となの で あ る。
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【注 】

第1章

1)リ オ 族 の 居 住 地 域 に お け る 調 査 は
,1983年5月 か ら1985年3月 に い た る22ヶ 月 の あ

い だ に お こ な わ れ た 。 な お 以 下 で は,リ オ 語 の フ ォ ー ク ・タ ー ム に し ば し ば 言 及 す

る が,リ オ 語 の 母 音 は,a,i,u,e,e,oの6種,子 音 は,b,bh,d,dh,f,9,

gh,h,j,k,1,m,mb,n,nd,ng,ngg,p,r,s,t,w,'の23種 で あ る 。 な お,

・ は
,グ ・ ッ4ル ・ ス ト ッ プ を あ ら わ す[cf.Arndt1933,M・k・Mb・t・1980-1981].

2)た と えば ,ダ グ ラス の 諸 研 究 は,そ の典 型 的 な例 だ とい え る 。 ダ グ ラス は,財 物 や

食 物 を言 語 に類 す る構 造 化 され た意 味の 体 系 に た とえ,消 費 や食 事 を一 種 の コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョン(財 や 食 物 を媒 介 と した メ ヅ セ ー ジの や り と り)と して研 究 す る試 み

をお こな って い る[cf.e.g.Douglas(ed.)1984;DouglasandIsherwood1979;

杉 島1989b]。 ま た,儀 礼 が コー ドに も と つ くコ ミュ ニケ ー シ ョン で あ る とい う想

定 は,『 言 語 と しての 儀 礼 』 とい う 題 で邦 訳 され て い る グ レ ン ジ ャー の著 書 の なか

で も,は っき り と した か たち で 表 明 され て いる[グ レン ジ ャー1977]。

3)こ の リー チ の 儀 礼論 は ,各 方 面 に広 範 な影 響 を およ ぼ して お り,た とえ ば,神 学 者

の グ レ ン ジ ャー はs『 言 語 と して の 儀 礼 』 と い う著 書 の なか で,「 儀 礼 を よ く理 解

す る ため に は,言 語 や コ ミ ュニケ ー シ ョ ンの コー ドと して それ を把 握 しな けれ ば な

らな い」[グ レン ジ ャー1977:147]と の べ てい る 。

4)イ ン フ ォー マ ン トの 語 る 注 釈 が儀 礼 の 意 味 で はな く,儀 礼 を構 成 す る言 語 的 要 素 に

す ぎ な い こと は,ス ペ ル ベ ル によ っ て論 証 され て い る[Sperber1975]。

5)浜 本 は
,ド ゥル マ 族 の マ トゥ ミア儀 礼 に関 す る論 考 の な か で,儀 礼 を ロー ル ズ の い

う 「実践 の規 則 」(ruleofpractice)[Rawls1955:24-25]な い しは サ ール の い

う 「構 成 的 規則 」(constitutiverule)[Searle1969:33-42]に した が う行 為 と

して と らえ て い る[浜 本1989]。 筆者 は,こ の 浜 本 の 研 究 を高 く評価 す る が,現

在 の と ころ,い くつか の 点 で浜 本 とは こ とな る 見解 を も って いる 。

6)儀 礼 言 語(rituallanguage)と は ,詩 的 な 効 果 をもつ 慣 例 的 な 表 現 の こ とであ り,

類 似 す る 意 味 をも つ と同 時 に 対の 関 係 にた つs2つ の 文章 か らな りた って い る。 儀

礼 言 語 は,東 イ ン ドネ シァ地 域 の 文 化 的 な 特 徴 の ひ とつ で あ り,社 会 生 活 の さ ま ざ
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ま な側 面 に お いて,不 可 欠 とさ え いえ る 重 要 な 役割 をは た して い る[cf.e.g.Fox

(ed.)1988]。 本 稿 には,リ オ語 で バ サ ・ワガbasawagaと よばれ る,こ の種 の 儀

礼 言 語 が しば しば 登 場 す る が,そ の 理 由は,儀 礼言 語 が,上 記 の よ うな意 味 で きわ

め て重 要 な役 割 をは た して い るか らで あ る。 だ が,儀 礼 言 語 を翻訳 す る こ とは,か

な りむず か しい作 業 で あ り,本 稿 で 提 示 さ れ る 翻訳 は,あ く まで も 一種 の 目安 と考

え て い た だ き たい 。

7)ウ ィ トゲ ン シ ュ タイ ンは
,っ ぎの よ う にの べ て い る。 「わ れ わ れ の 錯 誤 は,事 実 を

〈原 現 象 〉 とみ る べ き と ころ で,説 明 を求 め る とい う こと。 す な わ ち,か か る言 語

ゲー ム が お こな わ れ て い る,と い う言 うべ き と ころ で」[Wittgenstein1976:332]。

周 知 の よ う に,ウ ィ トゲ ン シ ュタ イ ンは,言 語 ゲー ム の 基 礎 には,規 則 に したが

う と い う ことが あ る と考 え て いた わ け で あ る が,規 則 に した が う こ と につ い て,ウ

ィ トゲ ン シ ュ タイ ンは,た と えば,つ ぎ の よ うな言 葉 をの こ して い る 。

「『どの よ う にわ た しは規 則 に した が う こ とが で きる の か 。 』 一 一 も しこれ が 原

因 に関 す る 問い で な い と した ら,そ れ は,わ た しが 規 則 に従 っ て か く行 動 した こ と

の 正 当化 に関 す る 問 い で ある 。

わ た しが 根 拠 づ けの 委 細 をつ く したの で あれ ば,わ た しは確 固 た る基 盤 に達 して

いる の で あ り,わ た しの 鋤 は そ りか え っ て しま う。 そ の とき わ た しは 『自分 は ま さ

に この よ う行 動 す るの だ』 と言 い た くなる 」[Wittgenstein1976:170]。

「規 則 に した が っ て いる とき,わ た しは 選 択 を しな い 。 わ た しは規 則 に盲 目的 に

した が って い る の だ」[Wittgenstein1976:171]。

8)た とえ ば
,っ ぎ の よ うな 状 況 を想 定 され た い。 俳 優 は,シ ナ リオ に したが って 演 技

せ ざる をえ な い 。 だが,観 客(俳 優 をふ くむ)は,演 技 を解 釈 で き るの であ る 。

9)こ の有 意 性(relevance)の 概念 を シ ュ ッ ヅの 関 連 性(relevance)の 概 念 と関 連

づ け る こ とは興 味ぶ か い。 た とえ ば,シ ュ ッ ヅは,つ ぎ の よ うにの べ て いる 。 「我

々は,世 界 の あ らゆる 層 に対 して 同程 度 に 関心 を もつ わ け で は な い。 我 々の 関 心 の

選択 機 能 に よ っ て,世 界 は,時 間的 に も空 間 的 にも,主 た る 関連 性 を もつ 層 とあ ま

り関連 性 をも た な い層 と に組織 化 され る 」[Schutz1962:227]。

10》 有 意 性 の概 念 に関 す る
,以 上の よ うな 説 明は,あ くま で も必 要 最 小 限 の も の で あ

る。 この概 念 に関 す る も っ とも詳 細 な 議 論 は,SperberandWilson[1986]で 展 開

され て い る が,SperberandWilson[1981,1982]やWilsonandSperber[1981,

1986]も 参 照 にあ た い す る 。 だが,Sperber[1975,1980]で は,無 定 義 な ま ま に

も ち い られ て いた 。
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11)こ の 例 は
,WilsonandSperber[1979]お よ び 菅 野[1985:75]か ら ヒ ン ト を え

た 。

12)ア ブ ダ ク シ ョ ン は
,パ ー ス に よ っ て 提 唱 さ れ,哲 学 や 論 理 学 の 分 野 で ひ ろ く 知 ら

れ る 概 念 で あ り[cf.e.g.Peirce1978(1931);Hanson1969(1958)],ま た,人

類 学 で は,ベ イ ト ソ ン の キ ー ・コ ン セ プ ト と し て も 知 ら れ て い る[Bateson1972,

1979]。 し た が っ て,こ こ で く わ し い 説 明 を お こ な う 必 要 は な い と 考 え ら れ る 。 な

お,本 稿 で は,「 仮 説 的 文 脈 」(後 述)を 構 成 す る こ と に よ っ て,情 報 を 有 意 的 に

す る 認 知 的 な プ ロ セ ス に,ア ブ ダ ク シ ョ ン と い う 伝 統 的 な 用 語 を あ て た が,ス ペ ル

ベ ル の 用 語 に し た が う な ら ば,こ れ を 「象 徴 的 処 理 」(symbolicprocessing)も

し く は 「呼 び 起 こ し 処 理 」(evocationalprocessing)[Sperber1975:115-149,

SperberandWilson1981:284-285]と よ ぶ こ と も で き よ う 。

13)「 仮 説 的 文 脈 」 と い う の は 筆 者 の 造 語 で あ り
,ス ペ ル ベ ル に し た が う な ら ば,こ

の 「仮 説 的 文 脈 」 は,「 補 助 前 提 」(supplementarypremise)[Sperber1980:27,

41]と よ ば れ る べ き で あ ろ う 。

第2章

14)こ の 数 値 は
,OKoentjaraningrat[1971]の な か で 報 告 さ れ て い る,か な り 粗 雑 な

人 口 統 計 資 料 に も と つ く 筆 者 の 推 測 で あ る 。 地 方 行 政 機 関 の 発 行 す る 統 計 資 料 か ら

行 政 単 位 の 人 口 は 知 り え て も,フ ロ ー レ ス 島 民 の 人 口 を 知 る こ と は む ず か し い 。 な

ぜ な ら ば,フ ロ ー レ ス 島 と 行 政 単 位 は,重 合 し て い な い か ら で あ る 。

15》 リ オ 族 の 人 口 に 関 す る 正 確 な 統 計 資 料 は な い よ う に 思 わ れ る
。 こ の 数 値 は,Koe-

ntjaraningrat[1971],MonografiDaerahTingkatKeduaEnde(1974),Kabupa-

tenDaerahTingkatKeduaEndedalamAngkaTahun1977danTahun1978(1979)

に も と つ く 筆 者 の 推 測 で あ る 。 な お,WurumandHattori(eds.)[1981]で は,リ

オ 族 の 人 口 を13万 人 程 度 と 推 定 し て い る 。

16》 青 木[1986a
,1986b,1988,1990],Arndt[1939,1944],Petu[1969,1974,

1982]山 口[1982,1983,1985,1986,1989],Suchtelen[1921]な ど に よ っ て,

リ オ 族 に 関 す る 情 報 は ふ え つ つ あ る が,地 域 的 な 相 違 は か な り 大 き く,研 究 テ ー マ

に も よ る が,比 較 研 究 か ら 有 意 義 な 結 論 を み ち び き だ す こ と は,な か な か む ず か し

い 場 合 が 多 い 。●
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17)こ の 数 値 は
,MonografiDaerahTingkatKeduaEnde(1974),KabupatenDaerah

TingkatKeduaEndedalamAngkaTahun1977danTahun1978(1979)に も と つ く

筆 者 の 推 測 で あ り,正 確 な も の で はな い 。

18)リ セ 地 域 の 人 々は ,政 治 共 同体 の 領 地 の 大 半 が 先住 者 を追 いは らう こ と によ って

獲 得 され た もの で あ る こ と を,自 分 た ち の 勇 敢 さ を証 明す る事 実 と して 物 語 る 。 こ

れ に対 して,他 の 政 治 共 同体 の人 々は,先 住 者 を追 い は らう こと に よ っ て領 地 を獲

得 した とい う伝 承 を一種 の後 ろめ たい 事 柄 と して あ つ か い,リ セ地 域 の 人 々が 称揚

す る拡 張 主 義 に眉 を しか め る。 した が っ て,リ セ地 域 と他 の政 治 共 同体 との あ い だ

には,戦 争 と侵 略 の評 価 をめ ぐって 大 き な ち が い が存 在 す るわ け であ る が,こ の よ

うな 相 違 を こ との ほ か 強調 す るの は,の ち ほ どの べ る リア ・ベ ー ワriabewaと よ ば

れ る 首 長 とそOJ支 持 者 た ち で あ り,か れ らは,こ の よ う な相 違 を論 拠 に して,リ セ

地 域 で は 戦 争 の リー ダ ー で あ っ た リア ・ベ ー ワが も っ と も高 い位 にあ る 首 長 で あ る

こ と を主 張 す る 。

19)も っ と くわ しい調 査 をお こな うな らば
,タ ナ の数 は,さ らにふ え る 可 能 性 も あ る。

ラテ ・ン ゴ ジRateNggoji村 にす む モ サ ・ラ キ ・プ ウmosalakipu'u(表2参 照)

は,こ の よ うな タ ナ をtanasia,msapaseと よび,そ の 数 は23ほ どあ る とのべ て

い た 。

20)図4に しめ され て い る よ う に ,モ サ ・ラ キ ・イネ ・ア メmosalakiineame(妻

の 与 え手 の 首 長)と モサ ・ラ キ ・プ ウ皿osalakipu'u(根 本 の 首 長)は,妻 の与 え

手 と妻 の 受 け手 の 関係 に た っ て いる 。 リオ 族 の政 治 共 同体 は,こ の 両 者 の 連帯 関係

を中 心 に構 成 され て い る場 合 が 多 く,筆 者 は,TanaWoloJita,TanaNggela(図

12で はW.Djita,Nggelaと 表 記 され て い る),TanaBu(図2参 照)に おい て,こ

の種 の 連 帯 関係 が重 視 され て いる の を確 認 して いる 。 おな じこ とは,青 木 と山 口の

調査 地 域 に っ い て も い え る[青 木1986a;山 口1983]。 これ は,東 イ ン ドネ シ ア

の各 地 か ら報 告 され て い る 「二 頭 制 」(dualsovereignty)[Cumingha皿1965;Fo-

rth1981;Fox(ed.)1980;小 池1985;vanWouden1968]に っ な が る もの と考

え られ る。 だ が,リ セ 地 域 で は モ サ ・ラ キ ・プ ウ(根 本 の 首長)と モサ ・ラ キ ・イ

ネ ・ア メ(妻 の 与 え 手 の 首 長)と の 関係 は,政 治 共 同 体 の全 体 的 な構 成 の なか で,

どち らか と い う と周 辺 的 な 要 素 にな っ て い る。

21)こ の 移 民 は
,現 在 お こな わ れ つ つ あ る イ ン ドネ シア 政 府 主導 の 移 民 と は ことな り,

人 々の 自発 的 な意 志 に も とづ き,政 治 共 同体 の 内部 で お こな われ た移 民 で あ った 。

マ キ ・ン ドリ ・ワ ンゲ を例 にあ げ る と,1950年 代 か ら1960年 代 に か け て,人 口の 約
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半 分 が,DesaKotaBaru(図2参 照)に 移 住 して い った 。

22)奇 妙 な こ と に ,こ の領 地 が現 在 の リセ地 域 内の どの 部 分 にあ た る の か,そ れ か ら

また,ド シ ・ウ ォダ が ど こに援 軍 をも とめ た のか と い う点 につ い て,は っ き り した

知 識 を も って いる 者 は少 な く,ま た,こ の 点 に 関す る 口頭 伝 承 は,さ ま ざ ま な 内容

を も って いる 。

23)以 上 の よ うな 政 治共 同体 の構 成 に関 す る 記述 は
,あ くまで も暫 定 的 な もの で あ る。

リセ 地 域 の 内部 構 成 は複 雑 で あ り,と りわ け 首長 間の 階 層 関 係 や 相 互 関 係 につ い て

語 る こ と は きわ め て むず か しい。 そ の 最 大 の理 由は,首 長 間の 競 合 ・敵 対 関係 で あ

る 。 リセ 地 域 の 内部構 成 は,口 頭 で つ た え られ て い る リセ地 域 の 創 設 か ら現在 に い

た る まで の 「歴 史 」 と密 接 な関 係 をも っ て い る 。 だが,そ の 内容 は,首 長 間 の競 合

・敵 対 関 係 を反 映 し,話 者 ごと に こ とな っ て い る とい っ て も過 言 で は な い 。 そ して,

この よ う な現 象 は,今 後 さ らに顕 在 化 して ゆ くよ うに思 わ れ る 。 そ れ とい うの も,

過 去 に お い ては,首 長 間 の位 階 序 列 に,社 会 的 な承 認 を あた え る 儀 礼 が 頻繁 に お こ

なわ れ て い たが,現 在,こ の よ うな 儀 礼 は,ま れ に しか お こな わ れ な くな っ て い る

か らで あ る。

また,も うひ とつ だ け理 由 をあ げ て お く と,交 通 手 段 と いえ ば 徒 歩 にた よ る ほか

な く,ま た,千 メー トル 前後 の 山 々が つ らな る リセ地 域 は,1人 の 研 究 者 が調 査 を

お こな う にはsあ ま りに も広 大 だ とい う こ とで あ る。 リセ 地 域 の 南 端 か ら北端 に い

たる には,ど ん な に急 い で も2日 は か か りs雨 の なか を歩 くと4日 は か か って しま

う。 した が って,遠 方の 地 域 に関 す る情 報 は,ど う して も不 足 が ち にな る 。 だ が,

おな じこ とは,リ セ地 域 の人 々 に とっ て も い え る はず で ある 。 つ ま り,「 歴 史 」 に

通 暁 して いる とい われ る 首長 で も,遠 方 の 地域 に 関す る 「歴 史 」 にっ い て は,あ や

ふ や な 知 識 しか も って い な い場 合 が 多 い の で あ る。

24)こ の 村 落 共 同 体(maki)と は
,リ オ 族 に 関 す る筆 者 の 他 の 論 文 で は,半 自律 的領

地 と よば れ て い た も の で あ る。 儀 礼 言 語 で は,タ ナ ・ボ ゲ ・ノ エ,ワ トゥ ・ゲ ト ・

ゲ ネtanaboge,-noe,watugetogene(土1片,石1切 れ)と 表 現 され る 。

25)村 落 共 同体 の 長 は
,テ ケ ・リア ・フ ァイ ・ンガ エtekeria,fai,.nggaeと よ ば

れ る。 テ ケ ・リアtekeriaと は,「 大 き な も の をに ぎ る」 とい うほ どの意 味 であ

り,ま た,フ ァイ ・ン ガ エfaingga'eは,フ ァイfaiを 「女 性 と結 婚 す る 」 こと を

意 味す る 動 詞 と考 え る な らば,「 土 地 神 と結婚 して いる 」 とい う意 味 にな る。 だが,

この よ うな 翻 訳 は,か な らず しも 正 しくな い と考 え られ る 。 そ れ とい うの も,調 査

期 間 中,筆 者 は,フ ァ イ ・ンガ ェfai,・nggaeと い う表 現 の 意 味 につ い て,何 度 も人
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々 に たず ね たが,あ る 者 は,「 土 地 の 所有 者(tuantanah,イ ン ドネ シ ア語)の こ

と で ある 」 との べ た り,べ つ の者 は,「 村 落 共 同 体 に居 住 す る 人 々の 生活 に対 して

責 任 を も ち,"人 々 を コ コヤ シや パ ラ ミヅ の よ う に世話 をす る"(tiponger2nio,

pamangerenaka)者 の こ とで あ る」 と説 明す る だ け だ っ たか らで あ る 。 だ が,上

記 の 翻 訳 は,完 全 に まち が って い るの で は ない 。 この微 妙 な 問題 につ い て は,7・

16を 参 照 され た い 。

26》 事 実 か ど うか は とも か く と し
,ピ ウス ・ラ シ ・ワ ンゲPiusRasiWan$$e(図7参

照)がTanaKunuLi皿aと よばれ るlandschapの 長(radja)と な っ てか ら(2・9参

照)奴 隷 の 売買 は 禁 止 され,ま た,奴 隷 は 解 放 され た の だ といわ れ る。 ピ ウス ・ラ

シ ・ワ ン ゲ が タナ ・クヌ ・リマの 長 にな っ たの は1914年 の こ とで あ った[Suchte-

len1921:85],

27)リ オ 語 に は ,こ の 「ウ ェ ワの 関係 者 」 と ぴ った りと重 な りあ う よ うな 表 現 は な い

よ う に思 われ る。 多 少 な り とも一 致 す る の は,ク ヌkunuで あ るが,こ れ は ウ ェワ の

成 員 を もふ くむ 曖 昧 な 概 念 で あ る。

28》 以 上 は
,ン ゲ ラ氏 族 の 成 員 とベ ラ ・ン ゴBelaNggo村 に す む ロ ウ ォ ・コ レ人 か ら

聞 い た も の であ り,ン ドリ ・ワン ゲの 子 孫 か ら,こ の よ うな伝 承 を 聞 くこ とは で き

な か っ た。

29)た だ し
,筆 者 が 調 査 地 をは なれ て しば ら くす る と,マ リア ・ウ タは 他 界 し,ま た,

ベ ラ ・ン ゴ村 の ロ ウ ォ ・コ レ人 に は未 婚 の 女 性 成 員 が い な か っ た の で,マ リア ・ウ

タの 地 位 は,プ リプス ・ンベ テの 妻 で あ る アガ タ ・ソー レAgathaSore(図7参 照)

に継 承 され て いる 。

30)こ の よ う な状 況 は
,村 落 共 同体 ごとで か な りの ち が い が あ り,一 般 化 す る こ とは

む ず か しい 。 だが,少 な く とも,マ キ ・ン ドリ ・ワ ンゲ にお い て,村 落 共 同体 の 成

員 は,平 等 に あっ か わ れ て い る とい う 印象 を も った 。

31)た と え ば
,性 的 な 交 渉 が 後 ほ どのべ る 婚 姻 規 制 に違 反 して い る場 合,当 事 者 の 男

性 も し くは女 性 が 結 婚 をの ぞ ん で い な い場 合 な ど。

32)以 上 の よ うな 記 述 は
,概 略 的 な もの で あ る。 な ぜ な らば,土 地 所 有 の シス テ ム を

くわ し く し らべ て ゆ くと,ウ ェ ワの成 員 の うち の 何 人 か の者 が,村 落 共 同体 の 領地

の 外 に,ン ゲボ ・レデngeboledheと よば れ る 区画 地 を所 有 して い る こ とが あ き ら

か に な る か らで あ る 。 これ は,戦 功の 報 償 と して 使 用 権 をみ とめ られ た 土 地 の よ う

に思 われ る が,な にぶ ん,そ の存 在 を知 っ たの は,調 査 の最 終 段 階 にな って か らで

あ り,じ ゅ うぶ ん な 資 料 をえ る こと はで き なか った 。
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33)比 較 研 究 の 観 点 か らな が め る な らば
,リ セ地 域 に おけ る モ サ ・ラ キ と リア ・ベ ー

ワの 関 係 は,東 イ ン ドネ シ ア地 域 に広 くみ られ る儀 礼 的 な 権 威 者 と政治 的 な権 力者

に よる 二 頭 制 の 一 種 とみ る ことが 妥 当 で あ る よ う に思 わ れ る 。 つ ま り,モ サ ・ラ キ

と リア ・ベ ー ワ との 関係 は,神 々 と交流 を お こな う神 聖 な 権 威 者 と戦 争 の リー ダー

と して 活 躍 して き た世 俗 的 な権 力者 との相 補 的 な 関係 で あ る と考 え る わ け で あ るが,

この よ うな 解 釈 には,リ ア ・ベ ー ワ とモサ ・ラ キ との あ い だ にみ られ る 一 種 の競 合

関 係 をみ す ご して しまう危 険性 が ふ くまれ て い る。

34)上 記 の ヌ カ ・プ ル ・ガ ウ ィ ・シア
,モ ポ,そ れ に コエ ・ル ウ ・オ ネ とい った儀 礼

に おい て,儀 礼 を主催 す る首 長 は,水 牛 な い しは豚 を屠 殺 し,そ の 肉 を首 長 た ち に

分 配 す る バ ギ ・ボ ゲbagiboge(肉 片 を分 配 す る)と よば れ る 行 為 を お こな う。 リ

セ 地 域 で は,ど の よ うな場 合 で も家 畜 が屠 殺 され る と,プ ス ・レマpusulema(心

臓 ・舌)と よばれ る ア ゴか ら下腹 部 に か け て の 肉が,そ の 場 にい あ わせ る も っ と も

尊 敬 され る 人物 に あ た え られ る 。 したが っ て,だ れ にプ ス ・レマ が あ た え られ る か

をみ る こ と に よっ て,わ れ わ れ は,個 々の 社会 的な 文 脈 に おい て,だ れ が も っ と も

尊 敬 され る べ き 人物 で あ るか を知 る ことが で き るわ けで あ る が,バ ギ ・ボ ゲ とよば

れ る 肉 の 分 配 行為 に お い て,プ ス ・レマ は 半分 に切 られ,ウ ォ ロ ・レ レ村 とム ラ ・

ワ トゥ村 にす む2人 の リア ・ベ ー ワに あ た え られ る。 そ して,表2に あ げ られ て い

る 他 の6人 の 首 長 た ち に は,屠 殺 され た 家 畜 の足 が あ た え られ,副 次 的 な 首長 に は

肉片 が あ た え られ る 。 ち なみ に,ン ゲ ラ と い う政 治 共 同体 で は,さ ま ざ まな 肉の 部

位 の な か で 心臓(pusu)に も っ とも 高 い価 値 が付 与 され て お り,ン ゲ ラ の 領地 内 で

屠 殺 され た 家 畜 の 心臓 は,い か なる 場合 で も 半分 に切 られ,モ サ ・ラキ ・イ ネ ・ア

メ とモ サ ・ラキ ・プ ウに あ た え られ る こと にな っ て いる 。

35)1937年 にマ キ ・ン ドリ ・ワ ンゲ(の な か の ラ ア ・ンゲ シRa'aNggesiと い う 区画

地)で お こな わ れ た モ ポ の儀 礼 で は,a)モ サ ・ラ キ ・イ ネ ・ア メ(妻 の 与 え手 の

首 長)が 土 に穴 を掘 っ た う え で,b)モ サ ・ラ キ ・プ ウ(根 本 の 首 長),c)モ サ

・ラキ ・イ ネ ・ア メ ,d)ベ ラ ・ンゴBelaNggo村 に居 住 す る モ サ ・ラ キ,e)ウ

ォ ロ ・レ レ ・ベ ーWoloLeleB村 に居 住 す る モサ ・ラキ(表2中 のe),f)ワ ト

ゥ ・ネ ソWatuNeso村 に居 住 す るモ サ ・ラ キ ・ヘ ベ ・サ ニ,g)ウ ォロ ・レ レ ・ベ

ー に居 住 す る も うひ と りの モサ ・ラキ(表2中 のg)と い う順 序 で
,土 地 神 へ の 供

物(飯,肉 の 料 理,粟 と コ コ ヤ シの 油 をま ぜ た もの)を 穴 の な か に いれ て い った の

だ とい わ れ る 。

36)ヤ コブ ・ン ドリ ・ワン ゲ(表10参 照)の メモ には
,PiusRasiWangge(図7参 照)
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がTanaKunuLimaの 長 に な ったの は,1914年 で は な く,1917年 とかか れ て い る 。

37)districtに っ い て ふ れ て お くと
,リ セ ・ンゴ ン デ ・リア,リ セ ・ロ ウ ォ ・ボ ラ,

リセ ・クル,リ セ ・ラ ンデ,そ れ に,リ セ 地 域 とはべ つ の 政 治 共 同体 で あ る リセ ・

デ トゥLiseDetuは,Liseと い うひ とつ のdistrictを 形 成 して い た 。 そ して,そ の

長 は,PiusRasiWanggeで あ っ た。

38)ウ ェ ワ ・ン ドリ ・ワ ンゲ の成 員は ,ウ ォ ロ ・レ レ村 の リア ・ベ ー ワが,表2に 記

載 され てい る8人 の 首 長 の な か で,も っ とも 高 い位 に ある こ と を主 張 す る が,こ れ

は,PiusRasiWanggeの 権 勢 を背 景 に成 立 した 主 張 な のか も しれ な い 。

39)ス カル ノが ,船 で フ ロー レス 島 にむ か っ た の は,1934年2月17日 の こ とで あ っ た

[Salam1966:79],

40》 この 節 での べ た こ とは
,す べ て,ヤ コブ ・ン ドリ ・ワ ンゲ の 所 蔵 す る メモや 口頭

でつ た え られ て い る 「歴 史 」 に も とつ くも の で あ り,オ ラ ン ダ側 の 文 献資 料 とつ き

あわ され て いる わ けで は な い 。

41)リ オ 族 の 婚 姻 連 帯 の 体 系 につ いて は ,い ず れ 機会 を あ らた め てs全 面 的 な報 告 と

分 析 を お こ な う予 定 で あ る[cf.杉 島1987f]。

42)リ オ 族 の 出 自体 系 は 二 重 出 自(doubledescent)で あ り
,ウ ェ ワや トゥカ をは じ

め とす る父 系 出 自集 団 の ほ か に,テ ブtebuと よば れ る母 系 トー テ ム 氏 族 が 数多 く存

在 す る。 この テ ブ は,分 節体 系 とも って お らず,ウ ェ ワや トゥカ の よ うな 地縁 化 し

た分 節 単 位 を もた な い 。 また,テ ブの 成 員 たち が ど こかの あつ ま って 儀 礼 をお こな

う こ と も な い。 だ が,テ ブ は外 婚 的 で あ り,テ ブ の成 員 同士 が 結 婚 す る こ とは,き

び し く禁 止 され て い る 。 この テ ブの 外 婚 制 につ い て は,機 会 をあ らた め て 全 面 的 な

分 析 を お こ な う こ と を予 定 して いる 。

第3章

43)馬 淵 は
s東 ア ジ ァ と東 南 ア ジア地 域 の 穀 物 起 源 神 話 を,タ イ プ1(海 も しくは天

界 か らも た らされ た),タ イ プII(地 下 界 か らも た らされ た),タ イ プ 皿(死 体 か

ら発 生 し,そ れ は 女 性 も しくは女 神 の 死 体 であ る 場 合 が多 い)と い う3つ の タ イ プ

に分 類 した[Mabuchi1964:84]。 この 分 類 に した が うな らば,リ オ 族 の作 物 起 源

神 話 は,タ イ プ 皿 も しくは,タ イ プ1と 皿が 混 合 した もの と い え る。

44)イ ェ ン ゼ ンが 調 査 を お こな った セ ラム 島 の ヴ ェマ ー レ族 に お いて も ,状 況 は これ
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と に た も の で あ っ た と 考 え ら れ る 。 そ れ と い う の も,記 録 さ れ て い る 作 物 起 源 神 話

の 異 伝 は,か な り こ と な っ た 内 容 を も っ て い る か ら で あ る[JensenandNiggenme-

yer1939:59-67],

45)ヨ セ ブ ・ ロ ワ に よ っ て 語 ら れ た 作 物 の 起 源 神 話 の 一 部 は
,杉 島[1985b,1987b,

1987d]に お い で 紹 介 さ れ て い る が,そ こ で は,神 話 の 前 半 部 が 省 略 さ れ て い る 。

46)調 査 期 間 中
,ド バ と い う 作 物 を 実 見 す る こ と が で き な か っ た の で,そ れ が ど の よ

う な も の で あ る か に つ い て は 不 明 で あ る 。

47)植 物 の リ オ 語 名
,和 名,学 名 を 関 係 づ け る に あ た っ て は,CornerandWatanabe

[1969],岩 佐[1974,1975],熱 帯 植 物 研 究 会(編)[1984],Verheijen[1984]

な ど を 参 考 に し た 。 た だ し,一 般 に 知 ら れ て い る 植 物 に つ い て は,学 名 を 記 す こ と

を さ し ひ か え た 。

48)赤 米 に は
,parekeamboa,parekeandale,pareeko(尾 の あ る 稲),pare

beku(ジ ヤ コ ウ 猫 の 香 り の す る 稲),paretekemite(茎 の 黒 い 稲)な ど と い っ た

品 種 が あ る 。

49)リ オ 語 に は
,菜(uta)と し て 食 べ ら れ る 野 菜 類 を 包 含 す るutaae(野 菜 ・水)と

い う 言 葉 や,食 物 と な る す べ て の 植 物 を 包 含 す るkajuka(木 ・食 べ る)と い う 言

葉 は あ っ て も,畑 で 栽 培 さ れ る す べ て の 作 物 を 総 称 す る よ う な 名 称 は 存 在 し な い 。

kurubeneと い う 表 現 も あ る が,こ れ は,雑 草 を ふ く む 瞬 生 の 植 物 を 包 含 す る 名 称

で あ る 。

50》 ク ル ル ル と い う よ び 声 が つ か わ れ る 家 畜 は
,ニ ワ ト リ だ け で あ り,豚 を よ ぶ と き

に は オ ー オ ー オ ーo,o,o,と い う よ び 声 が つ か わ れ,犬 を よ ぶ と き に は,ゴ アgoa

と い う よ び 声 が つ か わ れ る 。 ま た,風 を よ ぶ と き に は,ヒ ュ ー と 口 笛 を ふ く 。

し た が っ て,ク ル ル ル と い う よ び 声 は,ニ ワ ト リ,人 間 の 霊 魂,稲 の 霊 魂 と い う

三 者 間 の 密 接 な 関 係 を 暗 示 し て い る と い え る が,つ ぎ に の べ る よ う な ニ ワ ト リ の 起

源 神 話 も,人 間 と ニ ワ ト リ と の 密 接 な 関 係 を 示 唆 し て い る 。

昔,父 母 と く らす2人 の子 供 が いた 。 この2人 の 子 供(兄 弟 姉 妹)は 怠 け者 で あ

り,い く ら親 た ち が い い きか せ て も,ま っ た く働 こ う と しなか っ た。 そ こで,親 た

ち は,食 べ て ば か りい て働 か な い者 は 家 に いれ て や らな い と い っ て,子 供 た ち を家

か ら しめ だ して しま っ た。2人 の 子 供 た ち は,何 度 も何 度 も家 に いれ て くれ る よ う

に哀 願 したが,・ しま い には あ き らめ て,ジ タノ キ(リ オ 語 名:jita;学 名:Alsto-

niascholaris)の 木 にの ぼ って 寝 て しま った 。翌 朝,2人 の 子 供 は,す で に ニ ワ
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ト リ に な り,朝 の お と ず れ を っ げ て い た 。 人 間 は,マ ヌ シ ア(manusia)と よ ば れ,

ニ ワ ト リ は,マ ヌ(皿anu)と よ ば れ る 。 両 者 は,シ アsia(朝)の お と ず れ を っ げ

る(表9参 照)と い う 点 で こ と な っ て い る に す ぎ な い 。

これ 以 外 にも,人 間の 霊 魂,稲 の 霊 魂,ニ ワ トリとい う3者 間 の密 接 な 関係 を示

唆 す る表 現 や 儀 礼行 為 は数 多 くある が,そ れ らにっ いて は 行 論 の過 程 で の べ て ゆ く

こ と に した い 。

51>表4を 作 成 す る に あ た っ て は ,星 川[1975]を 参 照 した 。 な お,杉 島[1985b]

の43頁,お よび 杉 島[1987b]の52頁 で は,aesusudhamaをaesusutamaと あ や

ま っ て記 して い る の で,こ の機 会 に訂 正 して お く。

52)筆 者 は ,ガ モ ・パ レ ・ン ガ ア を実 見 した わ け では な い の で,じ ゅ うぶ ん な資 料 が

あ るわ けで は な い が,ガ モ ・パ レ ・ンガ ア は,つ ぎの よ う に お こな われ る とい う話

を き い た。

まず,家 の な か の ウ ィス ・ル ルwisululU(祖 霊 の 座)と よばれ る場 所(後 述)

で豚 を屠 殺 し,あ ふれ で た血 を,編 み カ ゴ にいれ ウ ィス ・ル ル に おか れ て い る パ レ

・ン ガ ア(を ふ くむ稲 穂)に したた らせ る。 そ の後,編 み カ ゴの 稲 穂 を脱 穀,精 米

して,飯 を炊 く。 それ と とも に,屠 殺 され た 豚 を料 理 す る 。 飯 と豚 肉 の 料 理 が で き

あが る と,呪 医が,家 の 主柱(mangu)を む い て た ち,手 で 料 理 を さ さ げも って,

っ ぎの よ うな 祝 詞 を4回 く りか え して 言上 す る 。

o,BobiNombi,

り 　 コ

wausainoomanguau,

nggorosaino'osokulo.

maikakasaighakasa,

mainggengosaighakemo.

オ ー,ボ ビ とノ ン ビ。

ア ウ竹 で つ く られ た 家 の 主 柱 を お りて こい 。

ソ ク ・ロー とい う屋 根 の 部 材 を お りて こい 。

胸 に抱 い て あ げ よ う,

脇 に抱 い て あ げ よ う。

その 後,戸 を しめ き って,ま ず 家 の 主 人 が 料 理 を食 べ,っ ぎ に妻 と子 供 た ち が 料

理 を食 べ る 。 つ ぎ に,戸 をあ け て,近 所 の 人 々 をまね い て食 事 を お こな う。 この よ

うな儀 礼 を お こな わ な い と,パ レ ・ンガ ア を収 穫 した 家の 成 員の なか か ら死 者 が で

る の だ と いわ れ る 。
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第4章

53)ウ ラ ・レ ジ ャ とは
,直 訳 す る な らば 「月 ・太陽 」 とい う意 味 に な るが,月 は,杉

島[1897c]で くわ し くの べ て おい た よ う に,男 性 の 力 とふ か く結 び つ い て いる よ

う に思 わ れ る 。 た とえ ば,月 食(wulabopa)は,首 長 の死 が ま ちか に にせ ま って

いる こ との 兆Lと 解 釈 され る こ とや,ま た,健 康 で 頭 の 良 い子 供 を え よ う とす る な

らば,男 性 は,月 が あか る くか が や い て い る(wulaja)と き に性 交 を お こな わ な

け れ ば な らな い と い う信 仰 な どは,そ の 典 型 的な 例 だ とい え る。

54)の ち ほ どの べ る よ う に ,人 間 の死 に は ウ ラ ・レジ ャ(天 空 神)も ふ か く関 与 して

お り,死 は,ウ ラ ・レジ ャが 人 間 を 「抱 く」(gao)こ とに よ って 生 ず る の だ とい

われ る 。 だ が,タ ナ ・ワ トゥ,ウ ラ ・レジ ャ,妖 術 者,そ れ にイ ネ ・レケineleke

(後 述)と い った,人 間 に死 をも た らす こ との で き る存 在 が,相 互 に どの よ うな 関

係 をも っ て い るか につ いて,は っ き り した こ とは 部分 的 に しか 知 られ て い な い 。 ど

の よ う な存 在 が 病 気 を もた ら して いる の か,あ る い は,ど の よ うな 存 在 が死 に い た

ら しめ よ う と して い る か を判 断す るの は,つ ね にア タ ・ニ ピatanipi(夢 の人)と

よ ばれ る 呪 医の 役 目で あ る 。

第5章

55)残 念 な こ と に
,ア ル ン トの 『リ オ 語 ・ ド イ ヅ 語 辞 典 』[Arndt1933]に お け る,方

向 指 示 の 前 置 詞 に 関 す る 項 目 の 語 義 注 解 は,ほ と ん ど つ か い も の に な ら な い 。

56)イ ネ ・ レ ケ と ジ ュ ー ・ア ン ギ は
,き わ め て 類 似 し た 存 在 で あ り,ま っ た く 同 一 の

存 在 で あ る こ と が 断 言 さ れ る 場 合 も あ る 。 し た が っ て,ワ ト ゥ ・ ジ ュ ー ・ア ン ギ と

は,ま さ に イ ネ ・ レ ケ に 供 物 を 供 え る 場 所 な の で あ る 。

57)な お
,杉 島[1986b,1988c]で は,ウ ォ ロ ・ レ レ 村 の 伝 統 家 屋 に っ い て 詳 細 な

報 告 が な さ れ て い る の で,よ り く わ し く は,そ ち ら を 参 照 さ れ た い 。

58)リ オ 語 の オ ネ と い う 言 葉 に は
,日 本 語 の ウ チ と お な じ よ う に 「内 側 」,「 中 央 」,

そ れ に 「家 」 と い う 意 味 が あ る 。 ま た,オ ネ ・オ ネoneoneと い う と 「中 心 」 と い

う 意 味 に な る 。

59)ワ ト ゥ ・ニ パ は
,nipasawaと よ ば れ る 巨 大 な 蛇 が 口 か ら は き だ し た も の な の だ

と い わ れ る 。 ワ ト ゥ ・ニ パ の は い っ た 肩 か け バ ッ グ は,通 常 の 肩 か け 編 み カ ゴ(re一

一265一



皿bi)と は こ とな り,山 羊(ronggo)の 皮 で つ く られ て い る。 な お,他 の 村 落共 同体

にお け る 農耕 儀 礼 で は,こ の よ うな 石 は も ち い られ な い。

60)サ ガsagaと い う言 葉 に は 「背 丈 」 も しくは 「身体 」 と い う意 味 もあ る
。 そ うで あ

る な らば,サ ガ ・ウ ラ ・ル ジ ャは,「 天 空 神 の よ り しろ」 と翻 訳 す る よ りは,「 御

神体 」 と翻訳 す るの が 適 当な の か も しれ な い 。

61)具 体 的 にの べ る な らば
,カ トリック教 会 か らの強 い指 導 とはsワ トゥ ・ネ ソ村 の

教 会 にす む神 父 の 指 導 で あ り,こ の神 父 は,厳 格 な人 物 と して 人 々の 信 頼 をえ て い

る が,ア ウ竹 でつ くった よ り しろ(saga)を み っ ける と,た だ ち にた た き壊 して し

ま うの だ と いわ れ る 。 た だ し,こ れ は村 人 が い っ て いる こ とで あ って,筆 者 は,実

見 したわ け では な い。

62)こ の ゲ レとガ ワ とい う方 向 を指 示す る前 置 詞 が もち い られ る た め に
,屋 内空 間 に

も,村 落 共 同体 の 領 地 や 村 内空 間 と お な じよ う に,「 頭 」 と 「尾 」 の部 分 が あ り,

居 間 の な か で,も っ とも 奥 の部 分 は 「頭 」(ulU)と よば れ,ま た も っ と も入 り 口に

近 い部 分(炉 の 付 近)は 「尾 」(eko)と よ ばれ る 。

63)リ セ ・クル ・ラ ン デ の場 合
,パ キは,タ ナ ・クネ ・マ ラ とタ ナ ・ラ ン デの そ れ ぞ

れ に おい て,べ つ べ つの 人 物 に よ って お こ なわ れ る とい う話 を聞 い た こ とが あ る 。

また,同 様 に,現 在 リセ ・クル ・ラ ンデ で は,ポ オ の儀 礼 が タ ナ ・ク ネ ・マ ラ とタ

ナ ・ラ ンデ の それ ぞれ に お い て お こな わ れ る と い う話 も 聞 い た こと も あ る。 注23で

の べ た よ うに,リ セ地 域 の 内部 構 成 は 複 雑 で あ り,さ らな る調 査 が必 要 と され る ゆ

え ん で あ る 。

第6章

64)ル イ ス がの べ る よ う に
,フ ロー レス 島 で は 米 や コ ー ヒー な ど と い った 粒 状物 を計

量す る と き に,約14リ ッ トル の 容量 をもつ ビス ケ ッ ト缶 が もち い られ る 。 この 缶 は,

ル イス の 調 査 地(KabupatenSikkaの 東 部)で はblikと よば れ,リ オ語 で はbeleと

よ ばれ る が,い ず れ にせ よ,そ の語 源 は,オ ラ ン ダ語 のblik(ブ リキ 缶)に あ る と

考 え られ る 。

ここで,こ の 計 量単 位 に ふれ た理 由は,ほ か で もな く,米 の 収穫 量 がbeleに も と

つ いて 語 られ る か らで あ る 。blikに は,約10キ ロ グ ラム の 籾 米 が は い る(た だ し乾

燥 され た 籾 米 の 場 合 に は 約8キ ロ グ ラム)。 ル イス は,1ヘ ク タ ール の 畑 に2blik
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の種 籾 が 必 要 と され,新 た に開墾 され た畑 で,か つ豊 作 の 場 合 には,そ の畑 か ら,

100blikの 籾 米 が 収 穫 さ れ る こと を報 告 して い る[Lewis1989:29,319]。

確 言 す る こ とは で き な い が,筆 者 の 調査 地 にお け る米 の 収 量 は,こ れ よ りも 若 干

悪 い よ う に思 わ れ る 。1ヘ ク ター ル の畑 か ら収穫 され る籾 米 が80beleを こえ る こ と

は な い よ うで あ り,不 作 の場 合,収 穫量 は,5～IObeleに まで さが って しま う。 ま

た,人 々は,3beleの 種 籾 を ま けば,収 穫 量 は60bele程 度 で あ る とも の べ て い た 。

平 均 的 な 畑 の 広 さ は,50～100ア ー ル とい った と ころ で あ り,1人 の 世 帯 主 は,こ

の よ うな 畑 を1つ な い しは2つ ほ ど耕作 して い る 。

な お,今 回 の調 査 で は,他 の 作 物 の収 穫 量 につ い て くわ しい デ ー タ を収 集 す る こ

とが で き な か っ た 。 た だ,印 象 的 にのべ る な らば,本 当の 意 味 で の 主食 は,米 で は

な く,ト ウモ ロ コ シ と キ ャ ッサ バ だ とい う こ とが で きる 。

65)キ ャ ッサバ は ,11月 ～2月 ごろ に植 え られ る場 合 が 多 い が,収 穫 に特 定 の 時期 が

あ る わ け で は な い。 サ ッ マイ モ は,3月 ～6月 ご ろ植 え,9月 ～1月 ごろ に収 穫 が

お こな われ る よ う で ある 。 タ ロイ モ には,一 定 した 植 え つ け の 時期 も収 穫 の 時期 も

な い よ うで あ るが,ヤ ム イモ は,だ いた い6～8月 にか け て 収穫 が な され る。

66)と は い っ て も
,筆 者 が 調 査 をお こな って い た1983年 か ら1985年 当 時,DesaWolo

LeleAに お ける 換 金 作 物 の 収 量 は,ま だ そ う多 くは な か った 。 た とえ ば,コ ー ヒー

は300～400キC1グ ラム(キ ロあ た り約750ル ピ ア),ク ク イ ノ キ の 実は400～500キ

ロ グ ラム(キ ロあ た り約1,000ル ピ ア)程 度 で あ り,チ ョウ ジや カ カオ は,ま だ収

穫 物 が え られ る まで には い た っ て い なか っ た。

67)あ るイ ン フ ォー マ ン トによ る と
,水 稲 耕 作 の 技 術 が も た らされ たの は,1925年 ご

ろの こ とで あ った とい う。 当 時のKotaEnde(エ ンデ 市)に は,ス ンバ ワ 島か ら ビ

マ族(Bimanese)の 出 身者 が流 刑 され て い た が,刑 期 が おわ り,そ の 人 物 が 故 郷 に

か え ろ う とす る と ころ を,PiusRasiWang$e(2・9,図7参 照)が ひ き とめ て,

水 稲 耕 作 の 指 導 をあ お い だ の だ った 。 こ う して1930年 代 には いる と モニ 地 域(図2

参 照)を は じめ とす る,さ ま ざ まな 場所 に,か な りの 面 積 を もつ 水 田が ひ らか れ て

い った の で あ る 。

68》 田植 え の 前 に は
,田 に お い しげ った雑 草 を山 刀(topo)を もち いて は らい,そ し

て 鍬(tambi)で 土 を お こすtambiと よ ば れ る 作業sそ れ に 田 に水 をい れ て,踏 み

つ け 土 を柔 らか くす る 作 業 が お こな われ な け れ ば な らな い。 この 作 業 は,人 間 に よ

って お こな われ る場 合 には,setoと よ ばれ,水 牛 をつ か って お こな われ る 場合 に は,

ndewuと よ ばれ る。 また,田 植 え はmula(植 え る),草 と りはlemo,畦(wologo)

一267一



の 草 刈 りはgagawologo,稲 刈 りはketiと よ ばれ る 。

69)ウ ォ ロ ・レ レ村 に お け る
,1983年 か ら1985年 に いた る 家 畜頭 数 は,ほ ぼ つ ぎ の と

お りで あ る。 水 牛0頭,牛3～4頭,馬5～10頭,山 羊10～14頭,ア ヒル10羽,ニ

ワ トリ160～300羽,豚150頭 ～200頭 。 ニ ワ トリの 数 が 不 安定 で あ る理 由は,し ば し

ば病 気 が 蔓 延 し,ま た た くまに ニ ワ トリの 数 が 減 少 して しま うの と,ン バ マ とよ ば

れ る農 耕 儀 礼 に おい て,ニ ワ トリが 多 量 に屠 殺 され る か らで ある 。

な お,上 記 の よ うな 家 畜 の う ち,個 体 名 が つ け られ るの は,水 牛,牛,馬,犬,

豚 だ けで あ り,ニ ワ トリ,山 羊,猫(anaeo,anakanio)に,個 体 名 が つ け られ

る こ とは な い 。

70)モ ケ ・ア ラは
,つ ぎ の よ う な方 法 で つ く られ る。 まず,地 面 に3つ の石(lika)

を おき,そ の 上 に 土釜(podo)を の せ る 。 っ ぎ に土 釜 の な か にモ ケ ・バ イ をそ そ ぎ

こみ,土 釜 の 口に,そ れ よ りも少 しだ け 直 径 の 大 きな 竹(bheto)を 垂 直 に たて る 。

た だ し,こ の竹 の底 の 部 分 の 節 は ぬ い て あ る 。 そ して,釜 の 口と竹 とあ いだ にア ダ

ン の繊 維(lege)を つ め,す き まが な くな る よ う にす る 。 そ して,こ の 竹 の 側 面 に

穴 を うが ち,そ こに樋 の 役 割 をは た す,節 をぬ いた 細 い 竹 をね じ こみ,こ の 竹 の も

う一 方の 端 は,地 面 にた て た 支柱 で 固定 す る。

この よ う な蒸 留 装 置 の 準 備 が で き る と,土 釜 の 下 で 火 をた い て蒸 留 をは じめ,蒸

留 され た 酒 は,樋 をつ た って した た りおち て くる 。 く りか え し蒸 留 を お こな う こ と

に よ って,ア ル コー ル の 濃 度 を高 め た もの は,jengijila(直 訳:燃 え て,炎 をだ

す)と よば れ,文 字 どお りの 火酒 とな る 。

1955年 ころ まで は,ど この村 に も,少 な くとも ひ と つの 蒸 留 装 置 が あ り,ほ ぼ1

箇 月 に1度 の 割 合 で,5～6メ ー トル の長 さの 竹 に モ ケ ・バ イ をあ つ め て,共 同 で

蒸 留 をお こな って い た 。 しか しな が ら,モ ケ ・ア ラ をつ くる 村 は,現 在 で は,き わ

め て 少 な くな って しま っ た 。

?1)か つ て は
,サ トウ ヤ シ の樹 液 を につ め た も のか らsグ ラニ ュー糖 が つ く られ て い

た 。 この技 術 は,1920年 代 にサ ブ(Savu)島 か らや って き た 者 が つ た え たの だ とい

われ,砂 糖 を精 製 す る ため にヤ ギ の脂 肪 が も ち い られ て い た 。 だ が,こ れ が な か な

か め ん ど う なの で,し ば ら くの あ い だ,グ ラ ニ ュー 糖 をつ くるの をや め て いた 。 だ

が,1940年 に,オ ラ ン ダ人 が 講 習会 をひ らき,ク クイ ノ キの 実 で精 製 を お こな う方

法 を お しえ たた め に,し ば らくの あ い だは,グ ラニ ュー糖 が つ く られ て い た 。 だ が,

これ もめ ん ど うだ とい う こ とで,現 在 で は,サ トウヤ シの 樹 液 を につ め て,棒 状 に

か た め た もの が,細 々 とつ く られ て いる だ けで あ る。 これ はWoloWaruやWatuNeso

・:



(図2参 照)で1週 間 に数 回ひ らか れ る 市 場 な どに も っ て い って 売 られ る 。

72)作 物 と おな じよ う に
,サ トウヤ シ も また 女 性 で あ る こと は,さ ま ざ まな 表 現 や儀

礼 行 為 が 示 唆 して い る 。サ トウヤ シ(moke)の 起 源 神話 では,モ ケMoke(サ トウ ヤ

シ)と い う名 前 の 女 性 が,サ トウヤ シの 実(folemoke)を ひ ろ っ た首 長 に,夢 を と

お して,そ の 栽 培 法 や利 用 法 を お しえ た の だ とい わ れ る。

73)雨 量 の 計 測 と算 出 式 は
,小 沢 ・古 野[1965]を 参考 に した。

74)Suchtelen[1921]に も
,1917年 の フ ロー レス の 南岸 部 と北 岸 部 で計 測 され た雨

量 が 記 録 され て い る が,南 岸 で は1885m皿(146日 の 降 雨 日),北 岸 で は1552m皿(95

日の 降 雨 日)と 記録 され て いる[Suchtelen1921:63]。

75)以 下 の 記 述 は
,リ セ地 域 の 全 域 で,お な じ内容 をも つ村 落 共 同体 内の 儀 礼 が お こ

な わ れ て い る か の よ う な 印象 をあ た え る か も しれ な い 。 しか しな が ら,す で に 示唆

して おい た よ うに,農 耕 儀 礼 の 大 半 は,村 落 共 同体 ごとで 微 妙 に こ とな って い るば

か りで な く,し ば しば大 き くこ とな っ て も い る 。 た と えば,ク ネ ・マ ラ人(AtaKu-

neMara)に 属 す モサ ・ラ キ ・イ ネ ・ア メ(妻 の 与 え手 の 首 長)の 主 催 す る村 落 共

同 体 内の儀 礼 に は,ン バ マ皿bamaと よ ばれ る儀 礼(後 述)の か わ り に,カ ー ・ウ ウ

ィkauwi(ヤ ム イ モ を食 べ る)と よ ばれ る儀 礼 が ふ くまれ て い る が,こ れ な どは,

そ の典 型 的 な例 だ と いえ る 。

76)新 畑 の儀 礼 体 系 と 旧畑 の 儀 礼体 系 と い う概 念 は
,あ くまで も分 析 概 念 で あ る。 換

言 す る な らば,人 々は,い つ 耕作 年 度 が は じま り,い つ おわ る か を明確 に認 識 して

い るわ け で は な い。 しか しな が ら,ポ オ と よ ばれ る儀 礼 を耕 作 年 度 の は じま りとみ

なす 観 点 は,か な らず しも 恣 意 的 な もの と は い え な い。 そ の 理 由は,7・16に お い

て あ き らか と な ろ う。

77)リ オ 語 には
,こ の フ ォ ウ ォ をは じめ とす る12ほ どの 「月 」(wula)の 名 前が 知 ら

れ て い る。 人 々は,こ の 「月 」 を 月の 満 ち 欠 け と関 連 づ け て 説 明 しよ う とす るが,

少 な くと も現 在 で は,厳 密 に 「月」 と月 の 満 ち欠 けが 関 連 づ け られ る こ とは な く,

また,「 月 」 よ りも グ レゴ リー暦 の 方 が,人 々 に と って は 重 要 な 意 味 をもつ よ う に

な って いる 。 しか しな が ら,農 耕 サ イ クル や 季 節 の 交替 過 程 を記 述 す る には 「月 」

の 名 称 につ い て も言 及 す る必 要 が でて くる 。 「月 」 とグ レゴ リー暦 との お お まか な

対 応 関 係 につ い て は表5を 参 照 され た い 。

78》 ワ ラ ・リア は ,西 か らふ く風 と して 認 識 され て お り,ワ ラ ・リアの ワ ラwaraは イ

ン ドネ シア 語 のbarat(西)と 語 源 を おな じ くす る 可能 性 も あ る 。 な お,ワ ラ ・リ

アの ふ くころ は,ま だ 西 モ ンス ー ンの 季節 で あ る 。
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79)調 査 期 間 の お わ りちか くな って
,過 去 に お い ては,畑 の上 端 か ら,カ オ ・ウ ィニ

kaowiniと よ ば れ る畑 の 祭 場 をへ て,畑 の 上 端 に いた る帯 状 の部 分 の 除 草 を,夜 の

あ い だ に お こな って い た と い う情報 を えた 。 この ケ ア ・コ ベke'akobe(夜 の 除 草)

と よば れ る 除 草 をお こな う と,雑 草が 生 え に く くな る の だ とい う。

80)こ れ は ,夜 の あ い だ だ け畑 へ の 立 ち入 りが禁 止 され る とい う意 味 で は な く,た と

え ば,3月6日 の夜 か ら,3月9日 の 夜 に い た る まで の あ い だ 畑 に は い る ことが で

き な くな る こ と を意 味す る 。

81)以 下 で は
,時 分 き ざみ で 記 述 をす す め て ゆ くが,時 刻 は,日 本 時 間 よ りも1時 間

お くれ の 「イ ン ドネ シ ア 中部 時 間」(WaktuIndonesiaBagianTengah)に したが

う。 ま た,い た ず らに記 述 を複 雑 に しな い た め に,以 下 で は,時 刻 の 民俗 分 類 につ

い て は い っさ い言 及 しな い が,表9を 提 示 す る こと に よっ て,時 刻 の 民俗 分 類 とイ

ン ドネ シア 中 部 時 間 に よる 時 刻 とを対 照 で き る可 能 性 をの こ して お く こと に した い 。

82)野 ネ ズ ミ をだれ がつ か まえ て き たの か は 聞 き も ら した が ,こ れ は,乾 燥 肉 に され

た も の で は な く,生 の もの で あ っ た。

83)こ の ア エ ・フ ェオ は ,お も にマ ッサ ー ジ を お こな う とき に も ち い られ る生 活 必 需

品の ひ とっ で あ り,そ の 効 能 は,マ ッサ ー ジ を お こな う箇 所 に ぬ り こめ る こと に よ

っ て,「 熱 い 」(petu)状 態(不 健 康 で 異 常 な状 態)に あ る 身体 を 「冷 た い」(ke-

ta)状 態(健 康 で正 常 な 状 態)に 転 換 す る こ と にあ る 。

84)こ の ア エ ・フ ェオ には ,コ ブ ミカ ン(後 述)を くわ え て も よ いの だ といわ れ る 。

85)呪 文 は
,ン ガ オngao(さ さ や く)と も よ ばれ る が,マ キ ・ン ドリ ・ワ ンゲ とそ の

周 辺 地 域 で は,ニ ジ ョnijo(唾 をは く)と よ ばれ る こ とが 一般 的 で あ る。 この よ う

にs呪 文 が 「唾 をは く」 とよ ばれ る 理 由は,呪 文 を とな え る と き に,呪 文 を作 用 さ

せ た い対 象 や,呪 文 を とな え る者 と呪 文 を作 用 させ た い 対象 との あ い だ を媒 介 す る

物(た と え ば米)に 唾 をは き か ける か らで あ る。 「プ ェ!」 とい う の は,唾 をは い

て い る音 で あ る。

86)「 放 して は な らな い」 とい われ る の は
,「 稲 が逃 げ て い か な い よ う に,放 して は

な らな い」 と い う意 味で あ る 。

87)「 退 い ては な らな い 」 とい われ る の は
,「 稲 が逃 げ て い か な い よ うに,退 い て は

な らな い」 と い う意 味 で あ る 。

88)お な じよ うな 文 句 が
,す で に4回 くりか え され る わ け で あ る が,こ れ は,5・1

での べ たII型 の 体 系 にお け るghele,ghawa,mena,ghaleと い う4っ の 方 位 に存 在

す る 稲(の 霊 魂)に 対 す る よ びか け にな っ て いる 。
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こ こで は,あ た か もmenaが 東,ghaleが 西 に相 当す る よ う に訳 した が ,リ オ族 の

民俗 方 位 は,gheta(上 流 ・山)も し くはgehle(斜 め 下)とlau(下 流 ・海)も しくは

ghawa(斜 め 下)の 方 向 を基 準 に して設 定 され る の でs皿enaを 東,ghaleを 西 と翻訳

す る こ とは,つ ね にた だ しい とはか ぎ らな い 。

89)ン ボ トゥ ・ン ドタMbotuNdotaと ケ リ ・キ マKeliKimは ,ケ リ ・ン ドタKeli

Ndotaの 別 名 で あ る 。 す で にの べ た よ うに,ケ リ ・ン ドタは,「 切 りき ざ み の 山」

とい う意 味 で あ り,ボ ビ とノ ン ビ とい う女 性 が切 りき ざ まれ,作 物 の種 とな っ た 山

と して 知 られ て い る(第3章 参 照)。

90》 この 呪 文 を とな え た レオ ・オ ナ 自身 も
,以 下 の5行 につ い て,「 これ らはす べ て

イ ネine(呪 文 を効 力あ る もの させ て い る キ ー ・ター ム)で あ る」 と い うだ けで,

じ ゅ うぶん な 説 明 を お こな う こ とは で きな か った 。 この 問題 との 関 連 で,つ ぎ の よ

うなペ トゥ神 父 の 言 葉 は き わ め て興 味 ぶ か い。

ニ ジ ョ ・イ ネ ・パ レ(稲 の 母 の 呪 文)で は,ケ リ ・ ン ドタ を は じ め と す る ,稲

に と っ て 神 聖 な 場 所 が し ば し ば 言 及 さ れ る 。 「そ の 神 聖 な 場 所 と は,た と え ば,

MegoやLekebai(筆 者 補 足:シ ッ カ 県KabupatenSikkaの 南 西 部 に 実 在 す る)に

あ るMegoWakeWani,SundaManuNaiで あ る 。 ま た,KoweTanaAiも 神 聖 な 場 所

と み な さ れ て お り,そ れ は,Maumere(筆 者 補 足:シ ッ カ 県 の 中 心 都 市)も し く

は シ ッ カ 県 の 東 部 に あ る 。 リ オ 族 の 居 住 地 域 で は,NduaRiaやWoloGaiと い っ た

Lepembusu山(筆 者 補 足:リ セ 地 域 の 北 西 方 向 に そ び え るKabupatenEndeの 最 高

峰 で あ り,海 抜1881メ ー トル)の 周 辺 に あ る 場 所 の 名 前 も 稲 に と っ て 神 聖 で あ る

と み な さ れ て い る 。 こ う し た 神 聖 な 地 名 は,一 息 で"MegoWakeWani,Sunda

ManuNai,NduaRiaWoloGai"と い っ た よ う に 発 音 さ れ る 」[Petu1974:64] 。

この よ うなペ トゥの指 摘 は,お そ ら くた だ しい と考 え られ る 。 なぜ な らば,マ キ ・

ン ドリ ・ワン ゲ に す むあ る 老 人 も,ニ ジ ョ ・イネ ・パ レの な か にMegoWakeWani ,

KoweTanaAiと い う言 葉 が ふ くまれ て い る こ と知 って い た か らで あ る。 そ うか と

い って,レ オ ・オ ナ の 呪 文 が あ や ま って い る とは い え な い。 その 第1の 理 由は,呪

文 は 口にだ され る もの で は な く,し た が って,そ の 内容 が 相 互 にチ ェ ヅ ク され る機

会 は 存 在 しな い か らで あ る 。 ま た,第2の 理 由は,呪 文 には 意 味 不 明 の 言 葉 が ふ く

まれ て い る こ とが 普通 だ か らであ る 。

い ず れ に せ よ,レ オ ・オナ の とな え る ニ ジ ョ ・イ ネ ・パ レ には,あ き らか に シ ッ
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`

力 県 の 地 名 が ふ く ま れ て い る わ け で あ る が,興 味 ぶ か い こ と に ,シ ッ カ 県 の 南 岸 の

村,Sikkaで は,Du'aPareも し く はlnaPareと よ ば れ る 「稲 の 母 」 が リ オ 族 の 居

住 地 域 か ら や っ て き た こ と に な っ て い る の だ と い う[Lewis1988:168,333]。

9Dウ ェ ウ ・ ワ ラ は 人 名 と 思 わ れ る が 意 味 不 明
。

92)ダ レ は 人 名 と 思 わ れ る が 意 味 不 明
。

93)「 じ ょ う ぶ に 育 つ 」 と は
,ニ ジ ョ ・イ ネ ・パ レ の な か のt'e皿a'e1"e,weru,.mae.

ノ タ ク ノ り ノ

nggenggu.tuangeresua,makungerewatu .と い う 儀 礼 言 語 に よ る 説 明 を 意 訳

した もの で あ る。

94)稲 妻 と イ ア 山(KeliIa)と の 関係 は
,か な らず しも あ き らか では な い。 イ ア 山

は,死 者 の 霊 魂 が む か う 「あ の世 」(nuaria)と して の ム トゥ山(KeliMutu)の

は るか 西 にあ る 山で あ り,リ セ ・デ トゥ地 域 にす む老 人 は,死 者 の 霊 魂 は ,ム トゥ

山で も う一 度 死 に,そ の と き鳥 とな っ て イ ア 山 に飛 ん で ゆ くとい う言 い伝 えが あ る

とい って い た 。 も し,イ ア 山 に到 達 す る こ とが で きれ ば,人 間(manusia)と して

生 まれ か わ り,到 達 す る こ とが で き な い と,鳥(uleag2)に な っ て しま うの だ と

い われ る 。 しか しなが ら,リ セ地 域 では,こ の よ うな 話 を聞 く こ とは なか った 。

95)こ れ は
sオ ネ ・リアの ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の 座)に っ りさ げ られ てい た もの で あ

る。

96)月 経 中(wulamai)の 女 性 や 出産 直 後(baruka'oana)の 女 性 は
,儀 礼 の とき

に料 理 を お こな う こ とが で きな い。 あ る イ ンフ ォ ー マ ン トは ,月 経 期 間 中の女 性 は

「生 臭 い 」(waunuba)か ら料 理 をお こな う こ とが で き ない と説 明 して い た。

97)オ ネ ・リア には
,オ ラ ・テ オolateo(居 間 の 中央 に棟 木 か らつ りさ げ られ て い

る,物 をか け て お くため の 鹿 の 角)に,串 刺 しに され た 乾 燥 肉(nakehui)が 常 備

され て い る 。 これ は,オ ネ ・リア に も って こ られ る プ ス ・レマpusulema(直 訳:

心臓 ・舌;説 明:心 臓 と舌 をつ け た ア ゴか ら下 腹 部 にか け て の 肉 で あ り,も っ とも

価 値 の あ る 肉 と され る)を 乾 燥 肉 に した も の で あ る 。

プス ・レマ が オ ネ ・リア に お さめ られ る 理 由 には,た とえば っ ぎの よ うな も のが

ある 。A氏 の 所 有 す る豚 が,B氏 の畑 に は い っ て作 物 をあ ら した 場 合,B氏 は,そ

の 豚 を殺 して,肉 の一 部 を取 得 す る ことが で き るが,プ ス ・レマ は ,オ ネ ・リア に

居住 す る 首長 に お さめ な けれ ば な らな い。 この よ うな 一 連 の過 程 は,tokihasa,

saunao(畑 の柵 をか み,柵 の 紐 を切 る;意 訳:他 人 の所 有 す る家 畜 に よ って 作 物

が食 い あ らされ る こ と)と 表 現 され る。

ま た,オ ネ ・リアで は,病 気 の 回復(wenggoro)を ね が って,ウ ェ ワの成 員 や ウ
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エ ァ に と っ て 妻 の 受 け 手 の 関 係 に た つ も の が,豚 を 持 参 し て き て,ウ ェ ワ の 祖 先 に

供 犠 を お こ な う 。 こ の と き に も,プ ス ・ レ マ は,オ ネ ・ リ ア に す む 首 長 に あ た え ら

れ る 。

98)こ れ は 意 訳 で あ り
,個 々 の 単 語 の 意 味 は,gaga(開 墾 す る),bo'o(満 腹 に な る),

kewi(サ ト ウ ヤ シ の 樹 液 を 採 取 す る),ae(水)で あ る 。 つ づ く4つ の 注 で も,儀

礼 言 語 を 構 成 す る 個 々 の 単 語 の 意 味 に 言 及 す る が,そ の 理 由 は,か な り の 意 訳 を お

こ な っ て い る か ら で あ る 。

99)peni(ニ ワ ト リ に 餌 を あ た え る)
,nge(繁 殖 す る),wesi(豚 に え さ を や る),

nuwa(多 産 で あ る)。

,・,)tedo(種 を ま く)
,tembu(発 芽 す る),wesa(ま き 散 ら す),wela(te皿buと ほ

と ん ど お な じ 意 味)。

101)mba(歩 い て ゆ く)
,sai(得 る),gepa(手 で つ か む)sgena(当 た る)。 こ

のgenaは,イ ン ドネ シ ア 語 のkenaの 類 縁 語 と 考 え ら れ る 。

102)lora(う ろ つ き ま わ る)
,sa皿bu(つ な が る),duga(出 会 う),dua(偶 然 に 遭

遇 す る)。

103)こ れ は 意 訳 で あ り
,個 々 の 単 語 の 意 味 は,tebo(身),,・mae(～ し ま せ ん よ う に),

dego(老 人 の よ う に 腰 が ま が る),to(体),leko(degoと ほ ぼ お な じ 意 味)。 っ

ぎ の 注 で も,儀 礼 言 語 を 構 成 す る 個 々 の 単 語 の 意 味 に 言 及 す る が,そ の 理 由 は,か

な り の 意 訳 を お こ な っ て い る か ら で あ る 。

104)buru(お で き)
,,・mae(～ し な い よ う に),sapu'u(ひ と つ の 根),haka(湿

疹),sabege(ひ と つ の 赤 い 斑 点)。

105)こ の 文 脈 に お け るbuの 意 味 を た ず ね る と
,あ る イ ン フ ォ0マ ン トは,つ ぎ の よ う

に 語 っ た 。 「こ の 場 合 の ブ ーbuは 『酔 う 』 と い う 意 味 で は な い 。 戦 争 の は じ ま り を

っ げ る 最 初 の 銃 撃 は ン ガ ラngalaと よ ば れ,2回 目 の 銃 撃 は ブ ー ・ン ガ ラbungala

と い わ れ る 。 」 こ の 返 答 か ら 推 測 を め ぐ ら す な ら ば,食 物 を 供 え る 行 為(kuwiroe)

はngalaに あ た り,buwiwisutuは,bungalaに あ た る と い え よ う 。

掬6)の ち ほ ど の べ る よ う に
,食 動 作 を 表 現 す る リ オ 語 の 動 詞 の 体 系 は,な か な か 複 雑

で あ り,飯 を 食 べ る こ と は,kaと い う 動 詞 で 表 現 さ れ,副 食 物 と な る 肉 や 野 菜 を 食

べ る こ と は,ペ サpesaと い う 動 詞 で 表 現 さ れ る 。 だ が,ポ ロ ・ ン ゲ タhorongetaの

場 合 は,ra'iと い う 動 詞 が も ち い ら れ る 。

10?)「 稲 の 突 端 の 病 気 」 と い う の は
,い さ さ か 奇 妙 な 訳 で あ る が,ngaluと い う 言 葉

は,た と え ば,NgaluSada(サ ダ 岬,図2参 照)と かngalususu(乳 首)と い っ た
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用 例 が しめ す よ う に,「 突 出 した 部 分 」 を意 味 す る。

108)一 説 に よる と
,バ ル ・レエ に家 の 新 築 や 改築 をお こな う こ とは,pire(禁 忌)と

な って お り,こ の禁 忌 を おか す な らば,そ の 家 にす む者 には,病 気 や死 が訪 れ るの

だ とい わ れ る 。

109)こ の テ アte'aと い う言 葉 が
,稲 の成 長 段 階の 民 俗 分 類 の な か で どの よ う な位 置 を

しめ る か に つ い ては,表4を 参 照 され た い。

テ アte'aと い う言 葉 は,パ パ イ ヤ,パ イ ナ ヅ プル,カ ンキ ヅ類 が熟 した場 合 に も

も ち い られ る。 だ が,ト ウモ ロ コ シや 豆 類 が 熟 した 場 合 には,ト ウtu'u(乾 燥 した)

と い う表 現 が もち い られ,ヤ ム イ モが 熟 した場 合 には,ラ ラrara(葉 が 枯 れ る)と

い う表 現 が もち い られ る。

イ ン ドネ シア 語 で は,作 物 が 熟 す こ と と料 理 が で き あが る こ とが,と も にmasak

とい う言 葉 で 表現 され るが,リ オ 語 に おい て,こ の 両者 は 明確 に 区別 され,主 食 も

副菜 も,料 理 が で き あが る こ とは,マ ミma皿iと い う言 葉 で 表 現 され る 。

110)恐 怖 の 季 節 に お い て も っ とも 恐れ られ る の は
,海 の 彼 方 か らや っ て き た外 国 人 で

あ るが,か れ らは,フ ロー レス 島人 を手 下 と してつ か い,首 狩 り をお こなわ せ る こ

とが あ るの で,人 々は,村 にや っ て くる 見 知 らぬ 人 間 の す べ て に 対 して恐 怖 感 を い

だ くの で あ る。 現 在 で は,フ ロー レス 島 に もた くさん の外 人 観 光客 が や って くる よ

う にな った が,観 光 客(tourist)はataturis(ト ゥー リス人)と よば れ て い る 。

だ が,こ のataturisと い う言 葉 は,モ ロ ・ング レ とお な じよ うな 意 味 で も ち い ら

れ て い る の で あ る 。

111)こ の ベ ンガ ・ピグ は
,通 常 の 編 み カ ゴ(benga)と 材 料 や 形 態 の 点 で こ とな っ て い

る わ け で は な い。 だがsベ ンガ ・ピグ を新 しい も の と と りか え る とき に は,豚 を屠

殺 し,そ の 血 を新 しい編 み カ ゴ につ け る,rabenga(編 み カ ゴ に血 をつ け る)と い

う儀 礼 が お こなわ れ な けれ ば な らな い。 そ のや りか た は,6・9・4で の べる ラー

・ポ ドrapodo(土 釜 に血 をつ け る)と い う儀 礼 とほ とん どお な じで あ る。

1ユ2)ゲ ロ ・ウ ェ ア とい う ミ ミズ が
,実 在 の ミ ミズ で あ る の か ど うか は 不 明 であ る 。 な

お,ニ ジ ョ ・ トゥカ ・タ ナ の 「源 」 は,さ ま ざ まな 種 類 の ミ ミズ で ある 場 合 が 一般

的 で あ る 。

113)レ ン ビrembiと ロ ンボromboは 異 音 同 義語 で あ る
。

114)ハ ウ ・ハ エha'uhaeと っ ぎ にの べ られ て い る リカ ・ワ ジ ャlikawajaに つ いて は
,

図24を 参 照 され た い。

115》あ る イ ン フ ォー マ ン トは
,「 ノ キ ・ノ ノnokinonoと は 炉 の 周 囲 に俳 徊 す る ネ ズ
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ミの よ うな 気 が す る 」 と い っ てい た が,こ れ は あ くまで も 印 象 で あ り,し たが って,

nokinonoの 意 味 は 不 明 で ある 。 ンギ ドngidhoは,屋 根 をふ く とき[杉 島1986b:

76]や,お た まの 丸 い部 分 と柄 の 部 分 と を接 合 す る とき な ど にも ち い られ る耐 水 性

の 蔓 植 物 で あ り,ロ オ10'0と は 「小 さ い」 とい う意 味の 形 容 詞 で あ る が,ン ギ ド ●

ロオngidholo'oの 意 味 は 不 明で あ る。

116)今 回 の 儀 礼 で は
,エ リザ ベ ス ・パ ウの 毛 髪 が つ か わ れ た が,女 性 の 毛 髪 で あ りさ

え す れ ば,だ れ の 毛髪 で も よい 。

117)稲 穂 を編 み カ ゴ に いれ る と きに は
,穂 首 →稲 穂 → 穂 首 → 稲 穂 … とい う具 合 に,

稲 穂 が,編 み カ ゴの なか で 「時 計 ま わ り」(gilinggana)を す る よ う に心 が け る。

この よ うな稲 穂 の つめ 方 は,の ち ほ どの べ る 「祭 祀 畑 の ピグ 」 と 「儀 礼 畑 の ピグ ・

ウ ェラ 」 に お け る4回 のgilingganaと 関 連 づ けて 考 え る と,き わ め て興 味ぶ か い。

118)編 み カ ゴ が満 杯 にな る と
,そ の上 に,ta'ifaka(ミ ミズ が土 中 か らは きだ した

排 泄 物)を のせ て お くの が 正 式の や り方 で あ る とい う説 明 をき い た が,筆 者 は,こ

の よ う な所 作 を実 見 す る こ とは なか った 。

119)ポ ゲpogeと は
,親 指 の 爪 と人 さ し指 の 爪 をつ か って,も の をち ぎ りと る動 作 を意

味 す る 。

129)翌 日は
,ピ レ ・タカpiretaka(斧 の 禁 忌)と い っ て,畑 に は い る こ とが 禁 忌 と

な る。

121)こ れ ま で に
,ウ ォ ロ ・ウタworouta(野 菜 を収 穫 す る),ケ テ ィketi(稲 刈 りを

す る),ポ ゲpoge(親 指 の爪 と人 さ し指 の 爪 をつ か っ て,稲 穂 な ど を ち ぎ りとる),

レクreku(倒 る)な ど とい った,作 物 の 収 穫 に か かわ る動 詞 が で て き たわ けで あ

るが,こ の ほ か に,ポ レpole(コ コヤ シの 実 な ど をね じ切 る),ブ イpui(コ ー ヒ

ー の 実 な ど をも ぐ) ,カ ゲkage(ト ウモ ロ コシ な どを本 体 か らひ き は なす よ う にす

る)な ど とい っ た 動 詞 が あ る。

122)ヤ コ ブ ・ン ドリ ・ワ ンゲ は ,ウ ォ ロ ・レ レ村 に あ る小 学 校 の 校 長 を して い る の と,

息 子 で あ る ソ ロモ ン ・ウ ォ ダが す で に一 人 前 の働 き手 で あ る た め に,畑 にで て 働 く

こ とは め った に な い(表10参 照)。 ヤ コ ブ ・ン ドリ ・ワ ンゲ は,米 を前 方 に ま くの

は タナ ・ワ トゥに あ た え る ため で あ り,後 方 に ま くの は フ ェ ンゲ ・レエ(盗 み 食 い

をす る 精 霊)に あ た え る ため で あ る と説 明 して い たが,こ の よ うな 儀 礼 行 為 は,一 一

般 的 な も の で は な い 。

123)図23に しめ され て い る よ う に
,畑 の 下端 で栽 培 され て い た パ レ ・ラ カparelaka

(ボ ビ とノ ン ビの 兄弟 で あ る ラカLakaと 関 連 づ け られ て い る 稲)の 収 穫 は,す で に
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おわ って い る。 パ レ ・ラカ を対 象 とす る 儀 礼 は,3・4で の べ て おい た よ うに,い

っ さい お こなわ れ な い。

124)あ る イ ン フ ォー マ ン トは ,こ の女 性 の 上 体 衣 は,ロ バlopa(産 着)と よん で も よ

い との べ て い た。

125)翌 日は
,ピ レ ・ン ギイ ・タ ン ビpire.,.ngilta皿bi(ク ワの 歯 の 禁 忌)と よば れ,

畑 には い る ことが 禁 忌 とな る 。

126)こ こで
,精 米 の 過 程 にふ れ て お くこ と に したい 。 精 米 は 臼(ngesu)と 杵(alu)を も

ち い て お こ なわ れ,精 米 の 全 過程 は,ワ ジ ュwajuと よばれ る が,ワ ジ ュは,2つ の

段 階 にわ け て お こな わ れ る 。 そ の第1段 階 は,籾 殻 を分 離 す る過 程 で あ り,つ き あ

が った 玄 米 は,ラ バ ・セ ァ1apaseaと よば れ,籾 殻 は,ヘ タhetaと よば れ る 。 また,

第2段 階 で は,玄 米 か ら糠(hu'u)が 分 離 され る 。 最後 に で きあ が った 精 白米 は,

パ レ ・イ シpareisiと よば れ る 。籾 や 糠 を分 離 す る とき に は,丸 箕(kidhe)が も

ち い られ,箕 を上 下 にす ば や くう こか して,籾 殻 や糠 を分 離 す る 所 作 は,テ ピtepi

と よば れ る 。

127)こ の 儀 礼 用 の 肩 か け編 み カ ゴ は
,オ ネ ・リアか らも っ て こ られ た もの で あ る 。

128)こ わ れ た もの が す て られ な い のは ,新 しい もの と と りか え る こ とが 予 定 され て い

る か らで あ る 。 しか しな が ら,新 しい も の と と りか え る に は,豚 を屠 殺 して,そ の

血 をっ け る 必 要 が あ る た め に,な か な か 実 現 で き な い で い るの で あ る 。 こわれ た も

の を新 しい もの と と りか え る 方法 は,の ち ほ どの べ る ラー ・ポ ドrapodo(土 釜 に

血 をっ け る)と よば れ る儀 礼(6・9・4参 照)と ほ とん ど おな じで あ る 。

129⊃ この 義 務 を お こた る と
,謝 罪 を お こな う(wale)た め の 豚1頭 が 罰 金 と して課 さ

れ る 。 ンバ マ に肉 をも っ て こな い者 が,オ ネ ・リア でポ ド ・プ ウか らの 焦 げ飯(後

述)を 食 べ る こ とは,か 一 ・レカ ・ミラkalekamila(暗 闇の な か で 食 べ る)と 表

現 され る 。 か れ らは 肉 の分 配(後 述)に あ ず か る こ とが で きず,ポ ロ ・ンゲ タhoro

ngeta(後 述)だ け を あ た え られ る 。 た だ し,ン バ マ には じめ て参 加 す る者 は,肉 を

も って こな くて も よい の だ といわ れ る 。 か れ らは,肉 の 分 配 にあ ず か る こ とは で き

る が,こ れ は,ナ カ ・ナ ケnakanake(肉 を盗 む)と 表 現 され る 。

あ る イ ン フ ォー マ ン トは,は じめ て ン バ マ に参加 す る者 は,ン バ マ ・カ ー ・コ エ

か らで は な く,ン バ マ ・カ ー ・ウ ェサ か ら参 加 しな けれ ば な らな い との べ て い た。

そ の 理 由は,ン バ マ ・カ ー ・コ エ(土 をほ り食 べ る ンバ マ)と い う ンバ マ の名 称 で

あ り,は じめ て 参加 す る者 は,「 墓 をほ られ る 」(koerate)こ と にな る,つ ま り,

死 へ と導 か れ る か ら とい う も の であ った 。
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130)そ れ ぞれ の世 帯 で豚 が 屠 殺 され る こ とは な い。 何 人 か の 世 帯 主が あ つ ま って1頭

の豚 を購 入 して屠 殺 し,均 等 に肉 を分 配 し,そ の 肉 でナ ケ ・ンバ マ を準 備 す る こ と

が な らわ しに な っ て い る。 この よ うな作 業 は,ン バ マ が お こな われ る 日の 午 前 中 に

す ま され る。

131)た だ し
,図7,図8,図9,図10,図11に しめ され て い る の は,筆 者 が 調 査 期 間

中 に ウ ォ ロ ・レレ村 で 実 見 す る こ との で き た3回 の ンバ マ 儀 礼 に 参加 した世 帯 主 が

網 羅 され て い る。

132)豚 肉の 量 は一 目で わ か る が
sニ ワ トリの 大 き さが 適 当か ど うか の判 断 は,っ ぎの

よ う に して お こな わ れ る 。 羽 根 の っ け根 あ た りの 胴 体 の 太 さ を,親 指 と中指 で輪 を

つ くって は か り,親 指 と 中指 が っ か な い(kepoduna)ほ ど太 けれ ば,ナ ケ ・ンバ

マ と して 適 当で あ り,親 指 と中指 がつ けば(kepolapo),ナ ケ ・ンバ マ と して 不

適 当 と判 断 され る 。

133)こ の ポ ド ・ンバ マ は
,ン バ マ に参 加 す る 者 が ふ え る につれ て,し だ い に数 が 多 く

な って きた の だ とい わ れ る 。 っ ま り,の ち ほ どの べ る よ うに,ポ ド ・ンバ マ で 炊 か

れ た 飯 は,ン バ マ の 参 加 者 た ち に分 配 され るわ けで あ る が,ン バ マの 参 加 者 た ち が

ふ え,分 配 す る 飯 が 不 足 す る よ う にな る と,村 落 共 同 体 の長 は,ウ ェ ワの 成 員 の な

か で,ポ ド ・ンバ マ をも つ に ふ さわ しい 「年 輩 の 者 」(atadu'anua)を え らん で,

ポ ド ・ンバ マ をも た せ て き た の で ある 。 だ が,現 在 で は,マ キ ・ン ドリ ・ワ ンゲ か

ら多 数 の 住 民 がDesaKotaBaruに 移 住 した ため に(2・5参 照),つ か わ れ な くな

って しま った ポ ド ・ンバ マ も い くつ か あ る 。

134)こ れ は
,ヤ コブ ・ン ドリ ・ワ ンゲ に よ っ て さだ め られ た新 しい規 則 で あ る 。 ンバ

マ の とき には,村 の 中 央 に あ る 円形 広 場 で ガ ウ ィgawiと よ ばれ る ダ ンス が お こな わ

れ る 。 これ に熱 中 す る と,飯 炊 きが おろ そ か にな り,そ の結 果,儀 礼 の 進 行 が と ど

こ おる こ と にな る 。 そん な わ け で,こ の よ うな 規 則 を さだ め たの だ と,ヤ コ ブ ・ン

ドリ ・ワン ゲ は 説 明 して い た 。

135)オ ラ ・テ オ には
,切 りわ け られ てい な い3羽 の ニ ワ トリもつ る され て い る 。 これ

らの ニ ワ トリは,ン バ マ が おわ っ たつ ぎ の 日に料 理 され,PiusRasiWangge,Wan-

ggeMbete(別 名AtaNgga'e),MbeteWangge(別 名EmaSeke)の 墓 に各1羽 ずつ 供

え られ る(人 名 につ い て は 図7参 照)。 これ は,ン バ マ ・カー ・コエ にお い て も,

の ち ほ どの べ る ンバ マ ・カ ー ・ウ ェサ にお い て も お な じであ る 。PiusRasiWangge

の 「墓 」 は,WoloWaru(図2参 照)に あ り,WangBeMbeteの 墓 は,ウ ォ ロ ・レ レ

村 に あ り(図13参 照),MbeteWanggeの 墓 は,ウ ォ ロ ・レレ村 の 背 後 に そ び えた つ
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トロ ・ロセ 山(KeliToloRose)の 山頂 に あ る。

136)こ の4つ の 大 き な編 み カ ゴは
,昨 日,右 側 の 炉 と左 側 の炉 の上 か らお ろ して こ ら

れ た もの で あ る 。

ユ37)こ の 焦 げ飯 とは
,こ う ば し く,茶 色 に焦 げ て い る(mbaro)「 お こげ 」 で あ り,真

っ黒 く焦 げて しま っ た(皿oe)も の で は な い。

138)こ こでghawa(斜 め 下)と い う方 向指 示 の 前置 詞 が もち い られ て い る理 由は ,テ

ボ ・ラカ 村 にあ る トコの 墓 が ウ ォ ロ ・レ レ村(の オ ネ ・リア)か らみ てghawaの 方

向 にあ る こ とが,1型 の 体 系 で 表 現 され て い る か らで ある 。

139)妻 が ア タ ・ピ レで あ る場 合
,彼 女 は,オ ネ ・リアか らもち か え られ た飯 を食 べ る

こ とが で きな い わ け で あ るが,一 度 夫 と と も に ンバ マ に参 加 し,ポ ド ・プ ウ(根 本

の 土 釜)か らの 焦 げ飯 を ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の座)で 食 べ る な らば,こ の禁 忌 は解

消 され る 。 ア タ ・ピ レの妻 にポ ド ・プ ウ(根 本 の土 釜)か らの 焦 げ飯 をあ た え るの

は,ヤ コ ブ ・ン ドリ ・ワ ンゲ の 妻,テ レシ ア ・コ リ(表10参 照)で あ る 。

140)イ ネ ・レケ に関 す る体 験 談 や 物 語 は
,妖 術 者 に関 す る もの と く らべ る な らば,や

や 少 な い とい え る が,そ れ で も か な りの 量 に の ぼ る。 こ こで の べ た こ とは,イ ネ ・

レケ につ い て 語 られ る ことの ご く一部 であ り,イ ネ ・レケ にっ い て は,い ずれ 機会

をあ らた め て 報 告 を お こ な う。

141)す で にの べ た よ う に
,森 には,ニ トゥと よ ばれ る霊 が や ど って お り,ラ ウ ェの危

険 性 は,「 悪 い ニ トゥ(niture'e)に 遭 遇 す る」(genanitu.,,ree)と 死 ん で し

ま う とい った 説 明 が語 られ る 場 合 も ある 。 しか しなが ら,い つ も ラ ウ ェの危 険性 と

ニ トゥの 危 険性 が 関連 づ け られ る わ けで は な い。

142)た だ し,き わ め て大 き な樹 木 は,伐 採 され ず に放 置 され る 場 合 が 多 い よ うに思 わ

れ る 。

143)ま た
,竹 の よ う な 「節 」 をも つ ポ イ ・ベ イpoibei(つ か まえ て 運 ぶ)と よ ばれ

る 昆 虫(ナ ナ フ シの 仲 間か?)が 発 見 され た場 合 に も,そ の ま ま作 業 をっ づ け る な

らば,死 者 が で るの だ と いわ れ る 。 ポ イ ・ベ イ を追 いは ら う とき には,っ ぎ の よ う

な 呪 文 が 必要 とな る。

hereno'oae,koluno'omesi.

molulau,worabata.

re'edagharu,ji'edagha.

poibei,inekaigala.

水 と とも に流 れ,潮 とと も に沈 め 。

海 に沈 み,波 の泡 に なれ 。

悪 い も の は む こ うへ,良 い もの は こち らへ 。

ポ イ ・ベ イ,そ の 「源 」 は死 体 を運 ぶ ため の 担架 。
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こ の ポ イ ・ベ イ の 危 険 性 は,ウ ラ ・ レ ジ ャ(天 空 神)の よ り し ろ で あ る ア ウ 竹 の

も つ 危 険 性 と 類 似 し て い る 。 ア ウ 竹 は,別 名 ソ ー ・ベ イsobeiと よ ば れ,建 材 と し

て も ち い る こ と が き ら わ れ る 。 そ れ と い う の もsソ ーsoと は,「(豚 な ど の 供 犠 動

物 を ど こ か に は こ ん で ゆ く と き に,4本 の 足 を し ば っ た と こ ろ に ア ウ 竹 を)さ し い

れ 」 る こ と を 意 味 しsベ イbeiと は,「 か っ い で ゆ く 」 こ と を 意 味 す る か ら で あ る 。

つ ま り,ア ウ 竹 は,人 間 を 死 へ と み ち び く も の な の で あ る 。

だ が,一 説 に よ る と,ウ ヌ ・ン バ ン ガ や ポ イ ・ベ イ よ り も 危 険 な の は,ヒ ク ・ソ

ノ ・ホ ロhikusonoholo(hikuと い う 種 類 の 蛇 が 地 面 に 頭 を つ っ こ ん で い る 状 態)

で あ り,こ れ は,ウ ヌ ・ ン バ ン ガ や ポ イ ・ベ イ と は こ と な り,追 い は ら う こ と が 不

可 能(jokatalo)と さ れ る 。

144)こ れ は 意 訳 で あ り
,個 々 の 単 語 の 意 味 は,pusi(い れ る),eo(英 語 のwhatの よ

う な 働 き を す る 関 係 代 名 詞),muri(新 し い),peja(こ め る),meta(青 い)で

あ る 。

145)筆 者 は
,「 病 気 が な お る よ う に 」 と い う 表 現 が つ か わ れ た 理 由 に っ い て た ず ね る

の を わ す れ て い た 。 お そ ら くsマ ル ク ス ・セ ラ は,こ の と こ ろ 病 気 が ち で,そ の 原 因

が,ン バ マ 専 用 の 土 釜 が わ れ て い る に も か か わ ら ず,新 し い も の と と り か え て い な い

こ と に あ る と,呪 医 に よ っ て 判 断 さ れ た か,あ る い は 自 分 自 身 で そ う 判 断 し た た め で

あ ろ う 。

こ の 儀 礼 言 語 を 構 成 す る 単 語 の 個 々 の 意 味 は,ro(病 気 も し く は 痛 い),ji'6(良

く な る),baja(病),PaWe(な お る)で あ る 。

146)健 康 で 正 常 な 状 態 は
,「 冷 た く 」(keta),不 健 康,病 的,異 常 な 状 態 は,「 熱

い 」(petu)と 表 現 さ れ る 。

14?)こ の プ ス ・ レ マ は
,ン バ マ 儀 礼 の 主 催 者 で あ る ヤ コ ブ ・ン ド リ ・ ワ ン ゲ に あ た え

ら れ る 。 こ の よ う な プ ス ・ レ マ も 乾 燥 肉 に さ れ,注90で の べ た プ ス ・ レ マ と お な じ

よ う に 消 費 さ れ る 。

148)か れ ら2人 は
sの ち ほ ど の べ る よ う な 理 由 か らatawesa(散 布 す る 人)と よ ば

れ る が,マ テ ィ ア ス ・テ ィ ロ は,か れ ら が ま さ に 出 発 し よ う と す る と き に も"o!

atawesa皿aisai!"(オ ー!ア タ ・ ウ ェ サ,こ っ ち へ こ い!)と よ ぶ の だ と い わ れ

る 。 し か し な が ら,筆 者 は,こ の よ う に マ テ ィ ア ス ・テ ィ ロ が よ ぶ の を き か な か っ

た 。

ま た,他 の 村 落 共 同 体 に お い て,atawesaは,祭 祀 畑 に 出 発 す る ま え に,ま ず,

コ コ ヤ シ の 油(1enginio)を 頭 に ぬ っ て 髪 を と と の え る(kosoholo)。 ま た,
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ンボ ラ ・カ ドの 一部 をな す 金 の 装飾 品 を身 に つ け る こと も お こな わ れ る が ,マ キ ・

ン ドリ ・ワン ゲ で は,こ の よ うな こ とは お こな われ な か った 。

149)プ リプ ス ・ンベ テは
,祭 祀畑 に ア エ ・フ ェオ を散 布 す る とき には,祭 祀 畑 の 下端

に も うけ られ て いる カ オ ・ウ ィニ(畑 の 祭 場)に た って4回 ま わ りな が ら,ア エ ・

フ ェオ を散 布 す る との べ て い た。

150)こ れ は 意 訳 で あ り
,個 々 の単 語 の 意 味 は,wora(怒 る),sa(ひ とつ の),wiwi

(口),nunu(話 す),lema(舌)で あ る 。

151)祭 祀 畑 の ピ グで は
,6と9と い う数 字 が 重 要 視 され て い る よ うに思 わ れ る。 リオ

語 の6(1imaesa)と9(teraesa)と い う数 字 には,esa(実,果 実)と い う単

語 が ふ く まれ で い る。 あ る イン フ ォ ー マ ン トは,そ れ ゆ え に こそ,祭 祀 畑 の ピグ で

は,6と9と い う数 字 が もち い られ る と い う説 明 を お こ な って い た 。

152)ナ イ フ にか ぎ らず
,鉄(su'a)で あ るな らば,ど の よ うな も の で も よ い。

153)ソ ク ・ロー とい う部 材 にっ い て は
,杉 島[1986b]で くわ しい記 述 が な され て い

るの で参 照 され た い 。

154)こ こで
,ghele(斜 め上)と い う方 向 指 示 の 前 置 詞 が も ち い られ て い るわ け で あ

るが,こ れ は,儀 礼が お こなわ れ て い る場 所 か らみ て,ン ドリ ・ワ ン ゲの 墓 が 存 在

す る ウ ォ ロ ・レ レ村がghele(斜 め上)の 方 向 にあ る こ とが,1型 の 体 系 で 表 現 さ

れ て い る か らで あ る。

155)ポ オ は
,火 いれ の 作 業 が 終 了 した 時点 で お こな われ るの が 本 当 であ る が,現 在 で

は,少 し早 め に お こな わ れ る よ うに な っ て い る 。

156》 これ は
,の ち ほ どの べ るpoOriaとpo'olo'oの 儀 礼 に参 加 す る 人 々に つ い て も

い える が,パ イ ・ポ オ に ゆ くと き,白 い服 を き る こ とは 禁 止 され て い る 。 さ もな い

と,稲 や トウ 毛 ロ コ シがlandobara(日 照 りの ため に作 物 が 白 くか わ き,か れ て し

ま う こ と)に な って しま う の だ とい わ れ る 。

157)ウ ォ ロ ・レ レ村 の オ ネ ・リア をは じめ と し
,ラ シ氏族 の成 員の 家 では,マ ガ(マ

ガ ・ロ オ とマ ガ ・ベ ー ワ をふ くむ)の 右 側 で 接 客 が な され る。 しか しな が ら,こ の

とき に,マ ガ ・ベ ー ワの 左 側 で 接客 が な され た こ との 背 景 には,っ ぎ の よ うな理 由

が あ る。 モサ ・ラ キ ・イ ネ ・ア メ は,ク ネ ・マ ラ人(AtaKuneMara,図4参 照)

の 一員 で あ るが,興 味 ぶ か い こと に,ク ネ ・マ ラ人 の 家 は,ラ シ氏 族 の成 員の 家 の

つ く りと は対 照 的 な 関係 にあ る。 た と えば,ク ネ ・マ ラ人 の 家 の 場 合 ,ワ ジ ャ ・プ

ウ(根 本 の 炉)は,「 右 側 の炉 」 では な く,「 左 側 の 炉 」 な の だ といわ れ る 。 これ

を左 右 が 逆 転 した 「逆 構 え」 の 構 造 と考 え る べ き か,そ れ とも視 点 の 相 違(つ ま り
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家 を 内側 か らみ る か,外 側 か らみ る か の ち が い)と 考 え るべ きか とい う問 題 に 答 え

る こと は,現 時 点 で は 困 難 で あ る。

158)こ こでghawa(斜 め 下)と い う方 向指 示 の 前 置 詞 が も ち い られ て いる 理 由は ,す

で に の べ たII型 の 体 系 が 適 用 され て いる か らにほ か な らな い。 す なわ ち,フ ァ タ ・

ン ドポ村 か らみ る な らば,リ セ ・ン ゴ ンデ ・リァは,ghawa(斜 め 下)に 存 在 す る

の で あ る 。

159)こ の とき
,ヨ セ ブ ・ボ カ が,藁 を右 手 に に ぎ り,つ ぎ の よ うな 呪 文 をさ さや く。

hunipakuru,jebuwawisawu,

1awono'01ambubobino'onombi.

クル 蛇 の ぬ けが ら,サ ウ豚 の産 巣 。

ボ ビと ノ ン ビの 腰 布 と上 体 衣 。

祭 祀 畑 の ピ グ の と き に は,こ の よ う な こ と は お こ な わ れ な か っ た が,こ れ は,筆

者 の み お と し で は な い よ う に 思 わ れ る 。 そ れ と い う の も,筆 者 は,祭 祀 畑 の ピ グ と

ピ グ ・ ウ ェ ラ を4回 ほ ど み て い る が,こ の よ う な 呪 文 が と な え ら れ た の は,こ の ピ

グ ・ ウ ェ ラ だ け だ っ た か ら で あ る 。

162)ポ オ は
,す で に の べ た よ う に,リ セ ・ン ゴ ン デ ・ リ ア,リ セ ・ ロ ウ ォ ・ボ ラ,リ

セ ・ ク ル ・ ラ ン デ の そ れ ぞ れ で お こ な わ れ る が,そ れ ぞ れ の タ ナ ・ロ オ に お い て も

独 自 に お こ な わ れ る(表1参 照)。

161)ヘ ナ ・セ ン ガ ・ ジ ェ ブ と ヘ ナ ・サ ワ ・タ カ は
,ム ラ ・ワ ト ゥ 村 の(リ ア ・ベ ー ワ

の す む)オ ネ ・ リ ア に 保 管 さ れ て お り,ま た,大 き な 平 カ ゴ と ヘ ナ ・ハ ゴ ・ ワ ウ ォ

は,ウ ォ ロ ・マ ゲ 村 の ハ ゴ ・ワ ウ ォ の 家 に 保 管 さ れ て い る 。

162)1984年 度 の ポ オ ・ リ ア に お い て も
,森 を 延 焼 さ せ た 者 は い な か っ た 。 だ が,ム ラ

・ワ ト ゥ 村 の リ ア ・ベ ー ワ が,伐 採 の 禁 じ ら れ て い る フ ァ タ ・マ リ の 木 を 切 り,家

の 修 繕 の た め に も ち い る と い う こ と が あ っ た 。 そ の た め に,リ ァ ・ベ ー ワ は,豚 を

1頭 供 出 す る こ と に な り,こ の 豚 は,ポ オ ・ リ ア に お い て 屠 殺 さ れ,ア ン ト ン ・デ

キ に よ っ て,す ぐ に 料 理 さ れ た 。

こ の 豚 は,ク ラ ・ヘ ナkulahena(後 述)が お こ な わ れ る ま え に 屠 殺 さ れ,豚 の

首 か ら あ ふ れ で た 血 が,ア ン ト ン ・デ キ に よ っ て ハ ゴ ・ ワ ウ ォ の 手,ハ ゴ ・ワ ウ ォ

の 前 に お か れ て い る 大 き な 平 カ ゴ,ユ ウ ガ オ の 椀,そ れ に ム ス ・マ セ(石 柱)に な

す り つ け ら れ た 。

163)タ イ プ3が
,2人 の リ ア ・ベ ー ワ に だ け 適 用 さ れ る こ と は 理 解 で き る に し て も,

mosalaki,ha$eria,hagelo'oと い う 地 位 と は 無 関 係 に,特 定 の ク ラ ・ヘ ナ の 方
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法 が特 定 の 首長 に適 用 され る 理 由は理 解 しが た い。 この 点 に 関 して は,さ ま ざ まな

説 明 が き かれ る が,そ の なか で,も っ とも 説得 力が あ る の は,っ ぎ の よ う な説 明で

あ っ た。PiusRasiWanggeがlandschapの 長 と して権 勢 をふ る って い た 時代 に(2

9参 照),数 多 くの 副 次 的な 首 長 の地 位 が 創 設 され た。 この 新 た に創 設 され た 首長

(hageeobaru)に は,タ イ プ1が 適用 さ れ る 。 した が って,ク ラ ・ヘ ナ の 方 法 に

は,も とは タ イ プ2と タ イ プ3し か な か っ た の で あ る 。

164)た だ し,以 上 の よ う に して 炊 か れ る の は,の ち ほ どア レ ・アエ ・ウ ジ ャareae

uja(雨 水 の 飯)と して タナ ・ワ トゥ に供 え られ る ア レ ・ポ オ で あ り,そ れ 以 外 の

ア レ ・ポ オ は,お い しくかつ 食 べ や す くす る ため に,つ ぎ の よ う な方 法 でつ く られ

る 。

まず,シ ャ ロ ッ ト,シ ョウ ガ,コ シ ョー,塩 な ど を,コ コ ナ ヅ ミル ク と とも に 米

に混 ぜ て お く。 そ の 米 を シマ オオ タニ ワ タ リ(kore)の 葉 で くるみ,15cm×5cm×

1cmほ どの 大 き さの 四 角 い つつ み もの をつ くる。 つ ぎ に,こ れ を竹 筒 の な か にす き

まな くつ め こみ,そ こ に ココナ ヅ ミル ク を そ そ ぎ こむ 。 そ して,竹 筒 を火 にか け る 。

の ち ほ どの べ る こ とで あ る が,こ の よ う に して炊 か れ た飯 も,ア レ ・ポ オ で あ る

こと にか わ りはな く,「 雨水 の飯 」 と おな じよ う に家 の な か にも ち こむ ことは 禁 止

され る。

165)サ ワ ・タ カが いれ られ な か っ た理 由 はは っ き り しな か った 。 しか しな が ら,人 々

は,舟 の なか にサ ワ ・タカ が は い っ て いる こ とを信 じて 疑 わ な い 。 そ して,リ セ ・

ロウ ォ ・ボ ラや,DesaWoloSa皿biの 東 側 に 隣 接 す る ブ ー ・ラ グ地 域(TanaBuLagu)

で お こ なわ れ るポ オ で は,実 際 に 開墾 地 か らサ ワ ・タカ が も って こ られ,海 にむ け

て流 され る。

166)ヘ ゴ 虫 は稲 に被 害 を お よぼ す 昆 虫 で あ り ,イ ン ドネ シ ア語 で はwalangsangitと

・よ ばれ る
。 ウ ェガ 虫 は,ト ウ モ ロコ シ や稲 の 茎 に巣 くう,肌 色 を した 何 か の幼 虫 で

あ る 。1,5セ ン チ メー トル ほ どの長 さ が あ る 。

167)ワ ラ ・マ リは
,ポ オ ・リアが お こな われ た 日か ら数 え て7日 と い って い る が,通

常 は,ポ オ ・リアの 翌 日か ら数 え て6日 間 の 禁 忌(pirelejali皿aesa)と いわ れ

る 。禁 忌 の 内 容 につ い て はの ちほ どの べ る。

168)ワ ラ ・マ リに よ る祝 詞 も水 準 以 下 の 下手 な も の で あ っ たが ,こ の ロ ゴ ・ワン ゲの

祝 詞 も,水 準 をは るか に した まわ る 祝 詞 だ とい え る 。

169)7段 も しくは9段 とい われ る こ とが 普 通 で あ る よ うに思 わ れ る。

172)方 向 を指 示 す るghele ,lau,ghale,皿enaと い う4つ の前 置 詞 が もち い られ て い
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る わ け で あ る が,こ こで適 用 され て い るの は,1型 の 体 系 で あ る。1型 の 体 系 が 適

用 され る理 由 は ほ か で も な く,リ セ ・ン ゴ ン デ ・リアの 北 部 が 南部 よ りも 高 く,か

っ上 流 にな っ て い る か らで ある 。

171)以 上 の よ うな 禁 忌 の リス トは ,け っ して 完全 な もの で は な い 。 な お,ポ オ ・リア

にお け る ワラ ・マ リに よ る祝 詞 の な か に,「 動 い た り,さ わ が しくす る な 」 とい う

言 葉 が あ る が,調 査 期 間 中,「 音 をた て て は な らな い」 とい う禁 忌 が あ る とい う話

は 聞 か な か っ た 。

!72)と は い え ,こ の よ う な禁 忌 が 全 面 的 に まも られ て い るわ けで はな く,適 当な 理 由

をつ け て,禁 忌 は しば しばや ぶ られ て い る 。 た とえ ば,人 々は,1週 間 の あ い だ顔

を洗 わ な い わ け で は な く,日 が 高 くの ぼ る と顔 を洗 う こ とや 髪 を く しけず る こ とも

ゆ る され る とい った 具合 に,適 当 に拡 大 解 釈 が な され て いる の であ る 。

173)作 物 が 鳥 獣 や 害 虫 の被 害 を う ける こ とは
,儀 礼言 語 で は,ヘ ゴ ・ケ マhegokema

(ヘ ゴ虫 が 働 く),ウ ガ ・パ ナwugapana(ウ ガ 虫 が 射 る),ン ビ リ ・ヒシ皿biri

hisi(ン ビ リ鳥 が 実 に 穴 をあ け て食 べ る),ウ ェカ ・カ レwekakare(ウ ェカ 鳥 が

か み 切 る)な ど と表 現 され る。

174)パ レ ・イ シ ・ハ ゴ ・ワ ウォ は
,ポ オ ・リ アが お こな われ た 日の翌 日か ら食 べ は じ

め られ る 。 食 べ は じめ る とき に は,「 雨 水 の 飯 」 とお な じよ うに,KewaWodaの 遺

骨 箱 とwatuekolimaruaに 供 え られ る 。 また,こ れ で パ レ ・イ シ ・ハ ゴ ・ワ ウ ォ

を食 べ つ くす とい う最 後 の 食 事 の と き に も,KewaWodaの 遺 骨箱 とwatuekolima

ruaに 供 え られ る 。

175)筆 者 の 知 る か ぎ り
,パ レ ・イ シ ・リア ・ル ア(リ ァ ・ベー ワに あ た え られ た米)

には,以 上 の よ うな 禁 忌 が 課 され る こ とは ない よ うで あ る 。

176)ウ ォ ダ ・プ ラWodaPulaと は ,ン ベ テ ・ウ ォダMbeteWodaの 息 子(図4参 照)。

177)ワ ンゲ ・ンベ テWanggeMbeteと は ,ン ベ テ ・ウ ォダMbeteWodaの 息 子(図4参 照)。

178)ン ビ リ鳥 にせ よ
,ウ ェカ 鳥 も 強靭 な くち ば しをも つ オ オ ム科 の 鳥 で あ る。

179)作 物 を食 いあ らす 鳥 であ る が ,学 名,和 名 と も に不 明 。

180)両 者 と も作 物 を食 い あ らす 害 虫 で あ る が ,学 名,和 名 とも に不 明 。

181)蛇 や 犬 が作 物 に被 害 をあ た え る とは考 え られ な いが ,あ る イ ンフ ォー マ ン トは,

蛇 に は,稲 を食 べ る もの が あ り,ま た,犬 は,ト ウモ ロ コ シ を食 べ る の だ との べ て

い た。

182》両 者 と も作 物 を食 い あ らす 害 獣 で あ る が ,学 名,和 名 とも に不 明 。

183)作 物 を食 いあ らす 害 獣 で あ る が ,学 名,和 名 と も に不 明。
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]84)両 者 と も 作 物 を 食 い あ ら す 鳥 で あ る が
,学 名,和 名 と も に 不 明 。

185)両 者 と も 作 物 を 食 い あ ら す 鳥 で あ る が
,学 名,和 名 と も に 不 明 。

186)ワ ウ ォ ・ ト ロ は
,し ば し ば ワ ウ ィ ・ ト ロWawiToro(赤 い 豚)と も よ ば れ,ワ ウ

イ ・ ト ロ と い う 名 称 の 方 が,よ く 知 ら れ て い る よ う に も 思 わ れ る[Petu1974:51-

53]が,こ こ で は,マ キ ・ン ド リ ・ワ ン ゲ で 一 般 的 な 名 称 を 採 用 し た 。 ま た,中 川

は,エ ン デ 族 に お い て,ndarhawawi(豚 星)と よ ば れ る 星 が 種 ま き に お い て 重 要

視 さ れ る こ と を の べ て い る が[中 川1982:397],こ れ は,リ オ 族 に お け る ワ ウ ィ

・ ト ロ も し く は ワ ウ ォ ・ ト ロ と お な じ 星 で あ る 可 能 性 も あ る
。

187)皿ancalaは
,東 南 ア ジ ア 地 域,南 ア ジ ア,ア フ リ カ を ふ く む 広 大 な 地 域 に 分 布 す

る 盤 上 遊 技 で あ る が,Lembata島 のKedangで は,と く に 葬 儀 の 文 脈 で お こ な わ れ る

こ と を,バ ー ン ズ は 報 告 し て い る[Barnes1975]。 次 章 で の べ る よ う に,種 ま き が

一 種 の 埋 葬 で あ る こ と を 考 え る な ら ば
,KedangとLioのmancalaは 対 照 的 な 関 係 に

あ る と い え よ う 。

188)な ぜ 裸 に な る の か と い う 質 問 に 対 し て
,は っ き り し た 返 答 を え る こ と は で き な か

っ た 。 た だ し,あ る イ ン フ ォ ー マ ン ト は 「タ ナ ・ワ ト ゥ と 親 し く す る 」(ulino'o

tanawatu)た め で あ る と の べ て い た 。

189)現 在
,リ セ 地 域(と く に 南 部 地 域)で は,畑 の 柵 囲 い が ほ と ん ど つ く ら れ な く な

っ て い る 。 そ の 理 由 は,水 牛 が 激 減 し た こ と と,豚 が 村 の な か も し く は 柵 囲 い(ko-

powawi)の な か で 飼 わ れ る よ う に な っ た た め で あ る よ う に 思 わ れ る が,確 か な こ

と は い え な い 。

190)リ ア ・ベ ー ワ と は 地 位 名 で あ る
。 し か し な が ら,デ ゴDhegoが,ヤ コ ブ ・ ン ド リ

・ ワ ン ゲYacobNdoriWangSeの 母 で あ る こ と を 考 え る な ら ば
,こ の 場 合 の リ ア ・ベ

ー ワ と は
,ヤ コ ブ ・ ン ド リ ・ ワ ン ゲ の 父 で あ り,か つ て リ ア ・ベ ー ワ で あ っ たWoda

Wanggeだ と 考 え ら れ る(図7参 照)。

191)以 上 の 祝 詞 の な か で
,gheleとmenaと い う 方 向 指 示 の 前 置 詞 が も ち い ら れ て い る

が,こ れ は,儀 礼 が お こ な わ れ て い る オ ネ ・ リ ア と 祖 先 の 墓 や 畑 と の 位 置 関 係 が,

1型 の 体 系 で 表 現 さ れ て い る か ら で あ る 。 つ ま り,オ ネ ・ リ ア か ら み て,祖 先 の 墓

や 畑 がgheleと 皿enaに あ る の で あ る 。

192)だ が
,あ る イ ン フ ォ ー マ ン トは,ニ ジ ョ ・ ソ キ ・セ ル の 効 能 は,ア シ ナ ガ バ チ が

獲 物 を 巣 に 運 ん で く る よ う に,豊 穣 が 畑 の 外 か ら も た ら さ れ る よ う に す る こ と に あ

る と い う 説 明 を お こ な っ て い た 。

ま たsべ つ の イ ン フ ォ ー マ ン トは,こ の と き に つ か わ れ る の は,ニ ジ ョ ・ソ キ ・

.,



セル な どで は な く,nijorepo(お りた た ん で お く呪 文)で あ る とのべ て いた 。 畑

は,収 穫 に い た る まで の あ いだ,小 さけれ ば 小 さ いほ ど よい 。 そ こで種 ま きの と き

に は,っ ぎ の よ う なnijorepoを つ か っ て,羽 根 を と じた 蝶 の よ うに畑 を 小 さ くす

るの で あ る 。

nijorepo,inekainggakenggepo.ニ ジ ョ ・ レ ポ,そ の 「源 」 は,羽 根 を と じ

た 蝶 。

そ して,収 穫 の と き には 収 穫 量 が2倍 にな る よ う に,つ ぎ の よ うなnijonggea(広

げる 呪 文)を つ か うの で あ る 。

nijonggea,inekainggakelela. ニ ジ ョ ・ ン ゲ ア,そ の 「源 」 は 飛 ぶ 蝶 。

193)祝 詞 の な か で
,1auとgheユeと い う方 向 指 示 の 前置 詞 がつ か わ れ て い る わ け で あ

る が,こ れ は,儀 礼 が お こなわ れ て い る 儀 礼 畑 か らみ て,WanggeMbeteの 墓 がlau

の 方 向 にあ り,EmSekeの 墓 がgheleの 方 向 にあ る こと が1型 の 体 系 で 表 現 され て

噛い る か らで あ る
。

194}女 た ち は
,ゆ っ て い た髪 の 毛 をほ どい て(towa),種 ま き を お こな う。 これ とお

な じこ とは,出 産 の と き に も お こな われ る。 つ ま り,難 産 に な らな い よ う に,産 婦

は,か な らず髪 をほ どか な けれ ば な らな い の で あ る。

195)種 ま き の翌 日は
,pirengi'ita皿bi(ク ワの歯 の禁 忌)と よば れ,畑 に は い る こ

とが禁 止 され る。

196)一 説 に よ る と
,バ ナ ナ と とも に,ウ ウ ィ ・マ ヌuwi皿anuと い う種 類 の ヤム イ モも

も っ て こ られ な けれ ば な らな い の だ と いわ れ るが,こ の 点 につ い て は,も う少 し調

査 が必 要 で ある 。

197)gh616と い う方 向指 示 の 前 置詞 が もち い られ て いる が
,こ れ は,パ イ ・ム クが お

こなわ れ て いる オ ネ ・リア か らみ て,EmaSekeの 墓 の あ る トロ ・ロ セ 山(KeliTo-

10Rose)がghele(斜 め 上)の 位 置 にあ る ことが,1型 の体 系 で表 現 され て い る た

め で あ る。

tasp8heleと い う方 向 指 示 の 前置 詞 が もち い られ て い る が
,こ れ は,祭 祀 畑 か らみ て,

祖 先 の 墓 の あ る 場 所 がghele(斜 め 上)の 位 置 にあ る こ とが,1型 の 体 系 で 表 現 さ

れ て いる ため で あ る 。
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第7章

199)ン デ ン ブ 族 の 社 会 で は
,儀 礼 の な か で も ち い ら れ る 品 々,所 作,歌,そ れ に 祈 り

な ど が,す べ て チ ジ キ ジ ル と よ ば れ る 抽 象 的 な 単 位 と し て 概 念 化 さ れ て い る の だ と

一い わ れ る[Turner1969:15]

,・,)だ が
,儀 礼 を 要 素 に 分 解 す る や り 方 は,個 人 ご と で さ ま ざ ま で あ り う る 。 し た が

っ て,フ レ イ ク が め ざ し た よ う な 儀 礼 の 唯 一 完 全 な 「台 本 」 の 作 成 と い う 目 的 は,

な か な か 達 成 し が た い[Frake1969]。

201)リ オ 語 に お け る 食 動 作 を 表 現 す る 動 詞 は か な り 複 雑 で あ り
,前 章 で は,ka,,-rue,

pesa,ra'iと い う4種 類 の 動 詞 が で て き た 。 こ こ で 少 し ば か り 整 理 と 補 足 を お こ な

っ て お く と,リ オ 語 に は,食 動 作 を 表 現 す る 動 詞 が,少 な く と も6種 類 は あ る 。ka

は,are(飯),uwikaju(キ ャ ッ サ バ),uwi(ヤ ム イ モ),bue(豆 類),lolo(モ

ロ コ シ),arejawa(ト ウ モ ロ コ シ と と も に 炊 い た 飯)な ど の ほ か に,ti皿u(キ ュ

ウ リ),utaba'i(パ パ イ ヤ),muku(バ ナ ナ),pau(マ ン ゴ ー)と い っ た 生 の

野 菜 や 果 物 を 食 べ る こ と を 表 現 す る 。pesaは,nake(肉 類),ika(魚 類)s川 エ

ビ(kura),ウ ナ ギ(nakeae),utaba'i(パ パ イ ヤ の 葉 を 煮 た も の)な ど と い っ

た,副 食 物 と な る 菜 を 食 べ る こ と を 表 現 す る 動 詞 で あ り,素 材 が 何 で あ れ,菜 と し

て 食 さ れ る も の に は,utanake(肉 料 理),utaika(魚 料 理),utakura(川 エ ビ

の 料 理)な ど と い っ た よ う に,す べ てuta(野 菜)と い う 名 詞 が つ く 。ru'eは,煮 た

り,煎 っ た り し たjawa(ト ウ モ ロ コ シ),hibi(飯 干 し),煎 っ たdowe(シ カ ク マ

メ)を 食 べ る こ と な ど を 表 現 す る 。rakoは,ほ と ん どwunuutaba'i20meta(生

の パ パ イ ヤ の 葉)を 食 べ る と き だ け に も ち い ら れ る 動 詞 で あ る 。ra'iは,horo(ト

ウ ガ ラ シ),mesi(塩)な ど と い っ た 調 味 料 を な め る よ う に し て 食 べ る こ と を 表 現

す る 。woriは,aenake(肉 を 煮 た 汁)な ど を す す る こ と を 表 現 す る 動 詞 で あ る 。

こ の よ う に,リ オ 語 の 食 動 作 に か か わ る 動 詞 は,複 雑 で あ る が,こ こ で は っ き り

と 認 識 し て お か な け れ ば な ら な い の は,ペ サ ・ ウ タ,ミ ー ・ア レ,ン バ マ ・カ ー ・

コ エ,ン バ マ ・カ ー ・ ウ ェ サ と い っ た 農 耕 儀 礼 に お い て,「 食 べ る 」 と い う 行 為 の

対 象 に な る の は,イ ネ ・パ レ(稲 の 母)の 身 体 か ら 発 生 し た,稲 や 野 菜 と い っ た 作

物 だ と い う こ と で あ る 。

202)こ の よ う な 状 態 は
,～wolenode,つ ま り 「～ が 干 渉 し て い る 」 と 表 現 さ れ る 。

203)身 体 か ら 霊 魂 が 遊 離 す る こ と は
,作 物 の 霊 魂 が ど こ か へ い っ て し ま う 場 合 と お な

じ く,マ エ ・ボ パmaebopa(霊 魂 消 え)と 表 現 さ れ る 。
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204)具 体 的 にの べ る な らば ,こ の 教 会 か らの 強 い指 導 とは,注61で の ぺ られ て いる よ

うな 状 況 を意 味 す る 。

2es)た とえ ば
,畑 が 道 ば た に あ る よ うな場 合,道 行 く人 が,作 物 につ い て う わ さ をす

る な らば,作 物 の 出来 が悪 くな って しま う の だ といわ れ る 。

226}し か しな が ら
,呪 文 の 内容 が 一 般 的 な知 識 で は な い ことや,コ ブ ミカ ン と 「コ ブ

ミカ ン の 葉 」 との 関係 が 不 明瞭 で あ る こと を考 え る な らば,上 記 の よ うな解 釈 が み

ち び き だ され る 可 能性 は,そ う大 き な もの で は な い と も いえ る 。

207)ベ シ
,テ ィム,ソ ム,ス ンガ とい った名 前 の女 性 と であ う こ とは な か っ た が,イ

ン フ ォー マ ン トに よ る と,こ の よ うな 名前 の 女性 も い る との こ とで あ る 。

,,.)青 木 は
,西 リオ 語 圏 内 に広 く流 布 す る 「は や り歌 」 の な か の,「 乙女MbE皿bEが パ

パ イ ヤ の 葉 の あ え も の をつ くった 。 あ え も の は とっ て も おい しい 。 す こ しず つ つ ま

み 食 い をす る 。 遊 び でつ まみ 食 い す る な。 本 気 で な くち ゃい け な い 。」 と い う歌 詞

に つ い て,つ ぎ の よ う にの べ て い る 。 「パ パ イ ヤの 葉 の あ え も の 」 は,「 女 性 の 性

的 な価 値 の 隠 喩 」 とな っ て お り,「 この 歌 の なか には,男 性 は それ をつ まみ 食 い す

る者 と して ほ の み え る。 」[青 木1986b:215-216]。

.,.)
eの 儀 礼 要 素 で は,ア ウ竹 が つ かわ れ る わ け で ある が,こ の ア ウ竹 は,祭 祀 畑 の

ピグ に お け る ア ウ竹 の ナ イ フ とお な じよ う に解 釈 す る(後 述)の が,も っ と も適 当

だ と考 え られ る。

210)杉 島[1988a]で は
,こ れ と若 干 ことな る解 釈 が の べ られ て い るが,こ の2つ の

解 釈 は両 立す る し,ま た,ど ち らが 真 で,ど ち らが 偽 で あ る か を問 う こ とは 無 意 味

で あ る よ う に思 わ れ る 。

211)オ ネ ・リアの ベ ンガ ・ トコ(図16参 照)に は ,乳 房 の 彫 刻 が ほ ど こされ て い る 場

合 が 多 い が,こ の 彫 刻 と タナ ・ワ トゥとの 関係 につ い て は,杉 島[1987b]を 参 照

され た い。

212)こ れ は ,東 イ ン ドネ シア 地 域 に広 くみ られ る現 象 で あ り,比 較 研 究 の テ ー マ と し

て 重 要 で あ る[cf.e.9.Barnes1974;Forth1981;Fox(ed.)1980]。

213)こ の よ う奇 妙 な 呼称 が つ か われ る ことの 背 景 には
,妻 の母 と娘 の 夫 との あ い だの

忌 避 関 係 が あ り,こ の 両 者 は,た が い に名 前 を 口 にす る ことが 禁 止 され て い る。

214)dの 儀 礼 要 素 で は
sイ ネ ・レケ に飯 と肉 の 料 理 が 供 え られ るわ けで あ る が,イ ネ

・レケ と ウ ラ ・レ ジ ャ との 微 妙 な関 係 につ い て は,の ち ほ ど8・5で 論 じる こ とに

した い。

215)こ う した文 脈 に おい て ,犬 の なか には,妖 術者 を妖 術 者 た ら しめ る ア ナ ・ウ ェラ
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anaweraと よ ばれ る 霊 魂 が は い っ て いる(anawera皿elilekalako)と 考 え られ

て い る 。 このanaWerameliの 現 象 をふ くめ,妖 術者 をめ ぐる言 説 の 内容 につ い て

は,杉 島[1986a]を 参 照 され た い。

216)こ の 文脈 で sヤ ム イ モ の 部分 名 称 につ い て の べ て お くな らば,ヤ ム イ モ は,以 下

の よ う な各 部 か ら構 成 され て い る。kulu(蔓 が つ い て い る付 近 の 部 分 。 ヤ ムイ モ を

収 穫 した と き には,こ の部 分 を切 り と って,種 芋 と して地 中 に うめ る),isi(食 べ

られ る部 分),ha皿u(毛 根),loge(ヤ ム イ モ の 先端 部 分)。

217)図12で は
,Nggelaと い うdistrict(オ ラ ン ダ時 代 の行 政 区分)の なか にふ くまれ

て い る。

218⊃ ロ ウ ォ ・コ レ人 の女 であ るマ リア ・ウタ が
,ヤ ム イ モの 禁 忌 と と も に,性 交 の 禁

忌 を ま も って い る か ど うか を質 問 す る こと は で き なか った 。

219)子 供 が 幼 い うち に夫 婦 が 性 交 す る こ とは
,ラ ン ガ ・ロバlanggalopa(産 着 を越

え る)と よば れ,ラ ンガ ・ロバ をお こな う な らば,子 供 は や せ 細 っ て しま う と信 じ

られ て い る 。

220)だ が
,bの 儀礼 要 素 につ い て は,少 しこ とな っ た解 釈 を お こな う こ とも で き る 。

ンバ マ ・カ ー ・ウ ェサ には,再 生 の 出発 点 に た っ死 者 を新 生 児 と して 思 い え が かせ

る よ うな 儀 礼要 素(ア エ ・フ ェオの 散 布 と祭 祀 畑 へ の4晩 の 立 入 禁 止)が ふ くまれ

て い る こ とに くわ え,ア ウ竹 の ナ イ フは,新 生 児の へ そ の 緒(aJePose)を 切 る た

め の道 具 と して も もち い られ る。 この よ う な 文脈 と結 合 され る な らば,bの 儀 礼 要

素 は,再 生 の 出発 点 にた つ 新 生 児(死 者)の へ その 緒 を切 る 行為 と して解 釈 され る

こ とに な ろ う。 そ してhの 儀 礼要 素 の 解 釈 か らみ ち び き だ され る解 釈 も,お そ ら く,

これ とお な じよ うな 内容 をも っ て いる と考 え られ る 。 な ぜ な らば,シ ョウ ガ は,出

産 を容 易 にす る ため の 薬 と して もち い られ るか らで あ る 。

221)ジ タ ノ キ は
,キ ョ ウチ ク トウ科 の 樹 木 で あ り,そ の 学 名 は,Alstoniascholaris

[CornerandWatanabe1969:638]で あ る 。 は か らず も和 名 の ジ タ ノ キ と リオ 語 名

のjitaが 一 致 して い る が,そ の理 由は わ か らな い。CornerandWatanabe[1969]

で は,ジ タ ノ キの マ レー語 名 は,pulaiに な って い る 。

222}だ が
,儀 礼 的 には な げす て られ た も の とみ な され,妻 の受 け手 は,妻 の 与 え 手 に

斧 の 代 金 を支 払 う。

223)ヨ セ ブ ・ボ カ の 異伝 で は
,斧 で は な く,山 刀 で け が を した こと にな って い る 。 だ

が,斧 と 山刀 は,相 互 転 換 的 だ とい え る。 それ とい う の も,理 由は は っき り しな い

が,斧 を所 有 して い る者 は,き わ め て少 な くな り,斧 の も っ てい た 役 割 を現在 で は
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山 刀が は た して いる か らで あ る。 また,斧 も 山刀 も男 性 の 道 具 とみ な さ れ て お り,

女 性 の 道 具 で あ る ナ イ フ(piso)と 対 比 的 な 関係 に おか れ て い る 。 この こ とは,出

産 が おわ り,新 生 児 の性 別 を たず ね る とき に,"topodipiso?"(山 刀 か ナ イ フ か)

と い う疑 問文 が もち い られ る ことか らも わ か る 。

224)奴 隷 は
,数 世 代 ま え ま で は,ニ ワ トリ,山 羊,豚,水 牛 よ りも 価 値 の あ る も の と

して,神 々 に供 犠 され て い た と い う伝 承 が 聞 かれ る。

225)青 木 の 報 告 す る 「西 リオ 語 地 域 」 で広 く うた われ て い るU皿uLa'eTungga(年 端

も いか ず)と い う題 名 の 歌 には,つ ぎ の よ うな歌 詞 が ふ くまれ て い る 。 「お か あ さ

ん 。 私 は み じめ だ。 私 は まだ 待 って い る。 愛 しい男 。 あ な た は 去 っ て い っ た 。私 は,

さ まよ う。 待 って い る私 には 涙 ば か り。 私 の体 は メチ ャク チ ャに な っ た 。 と う と う

子 供 が で き て しま った 。 私 が 手 をさ しの べ て と呼 ぶ と,彼 は 叩 き殺 す そ と脅 か した 。

子 供 を産 ん だ 私 をの こ して,彼 は 去 っ て い っ た。(以 下 省 略)」 。 この 歌 詞 の な か

にふ くまれ て い る 「私 の 体 は メチ ャ ク チ ャ に な った 」 とい う部 分 の リオ 語 は,tebo

kurusarasa[青 木1986b:217]と な って お り,「 体 が壊 れ て しま っ た」 と訳 す こ

とも で き る。

226)こ の 性 的 な 陵辱 の な か に
,初 代 の ハ ゴ ・ワ ウ ォで あ る ケ ワ ・ウ ォ ダが こ うむ った

性 的 な 陵辱(2・4参 照)を ふ くめ て 解 釈 す る こ とも 可 能 で あ ろ う。

227)斧 が ウ ラ ・レジ ャの よ り しろ と して 解釈 され る こ と を考 え るな らば
,サ ワ ・タ カ

(斧 の 木 くず)と い う名称 は,ニ トゥ を追 放 す る こ とに,ウ ラ ・ル ジ ャが 何 らか の

か た ち で関 与 して い る こ と を暗示 して い る よ う に思 われ る。

228)hの 儀 礼 要 素 で は
,「 雨 水 の 飯 」 と とも に川 エ ビが供 え られ る 。 川 エ ビは,祭 祀

畑 の ピ グ と儀 礼 畑 の ピグ ・ウ ェ ラで うたわ れ る ソダ(歌)の な か で,天 か らふ りそ

そ ぐ雨 水 や ウ ラ ・ル ジ ャの よ り しろ で あ る 斧 とお な じよ うな 役 割 をは た して い る。

っ ま り,雨 水,斧,川 エ ビ と とも に 作物(稲)が や っ て くる よ うに うた われ るの で

あ る 。

229)た だ し,ペ トゥ神 父 は,Du'aluluwula(天 空 神),Ngga'ewenatana(土 地 神)

とい う表現 をっか っ て いる[Petu1982:147-150]。

230)ペ トゥ神 父 の 文体 は
,か な り冗漫 なの で,こ こで は 大 幅 な要 約 と意 訳 を お こな っ

て い る 。

231)ジ ュー ・ア ン ギ との 共 食 は
,漆 黒 の 闇 の なか で お こな われ,手 をの ば して ア レ ・

ポ オ をつ ま も う とす る と,し ば しば ジ ュー ・ア ンギ の 冷 た い手 にふ れ る こ とが あ る

の だ とい う。 ジ ョカ ・ジ ュー に つ い ては,い ず れ機 会 をあ らため て 報 告 を お こな う。
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232)と は い っ て も
,筆 者 が 実 見 した か ぎ りで は,男 女 が 乱 交 に お よぶ よ う な こ とは な

く,ま たs第1日 目の 夜,ジ ュー ・ア ン ギ をさ け る ため に,人 々 が森 に でか けた と

き に も,男 た ち は,男 た ち だ けで か た ま っ て す わ り,ト ラ ンプ に興 じて い た。 リセ

地 域 の老 人 の なか には,ン ブ リ地域 で お こ な われ る ジ ョカ ・ジ ュー に で か け てゆ き,

何 人 も の女 性 を もの に した な ど と,若 か り し ころの 武 勇 伝 を語 る者 も い るが,こ れ

は一 種 の 「ほ ら話 」 で あ る と筆者 は考 え て い る。 ただ し,ジ ョカ ・ジ ュ ーの と き に,

性 的 な規 範 が 多 少 ゆ る む の は 事 実 で あ り,普 段 は女 性 の 手 をに ぎ っ た り,身 体 にふ

れ た だ けで も,悪 くす る と首 長 か ら罰 金 の 支 払 い を命 じられ るが,ジ ョカ ・ジ ュー

の と き には,こ の よ うな 問題 に は と りあ わ な いの だ と,ン ブ リ地 域 の あ る 首 長 は の

べ て い た 。

233)死 者 が で た とき に課 され る禁 忌 に した が わ ず に
,作 物 が死 滅 す る こ とは,ウ レ ・

ン ゴ ラ ・ナ イulengolanai(作 物 に甚 大 な 被 害 をも た らす ン ゴ ラ とよ ばれ る ア リ

が の ぼ る)と 表 現 され る。

234)杉 島[1985b]で は
,こ れ と少 しこ とな る 解 釈 が提 示 され て い る が,現 在 の と こ

ろ,筆 者 は,本 稿 で提 示 され た 解 釈 の 方 が よ り正 しい と考 え て い る 。

235)野 生動 物 とは
,た とえ ば,猿(ro'a),大 型 の 野ネ ズ ミ(dheke),そ れ に ジ ャ コ

ウネ コ(beku)な どの こ とで あ り,そ の 肉 は,ngawungebo(森 の財 物)と も よば

れ る。

236}こ の 問題 との 関 連 で 示 唆 的 で あ るの は
,リ セ ・デ トゥ地域 にす む老 人 が 語 った イ

ア 山 に到 達 で き な か った 死 者 の霊 魂 は鳥(uleage)に な る とい う話(注94参 照)

であ る が,リ セ 地 域 にお い て,こ の よ うな 話 は一 度 も聞 か な か っ た。

237)た だ し
,こ の よ うな解 釈 は 犬 に だ けは あ ては ま らな い 。 前章 での べ た よ うに,犬

は トウモ ロコ シに被 害 をお よ ぼす と,あ る 村 人 は の べ て い たが,犬 は,主 と して村

と畑 に 出没 す る 動物 で あ り,森 と関 連 づ け る べ き 理 由は な いか らで あ る 。

238)ロ ウ ォ ・コ セ人 の女 とハ ゴ ・ワ ウ ォは
,農 耕 儀 礼 に お い て タナ ・ワ トゥと 同一 視

され る よ うな役 割 を は たす と い う共 通 点 をも って い る。 だ が,前 者 は,真 っ黒 の ラ

ン プ1ambu(女 性 用 の 上 体 衣)を 身 に つ け,後 者 は,真 っ赤 な ラン プ を 身 につ けて

い る。 この 色 の 対 比 は,さ ま ざ まに解 釈 で き る よ う に思 わ れ る が,た と えば,っ ぎ

の よ う な解 釈 が 可 能 で あ ろ う。 ロウ ォ ・コ レ人 の女 は,祭 祀 畑 の種 ま きか ら,ミ ー

・アエ に いた る まで の あ い だ ,ヤ ム イ モ(男 性 の 性 的 な 「水 」)を 食 べ る こ とが で

きな い。 そ して,ミ ー ・ア エ の後 に お こな わ れ るポ オ に は,真 っ赤 な ラ ンプ を身 に

つ けた ハ ゴ ・ワ ウ ォが 登 場 して,男 性 の 性 的 な 「水 」 を積 極 的 に受 容 す る 。 した が
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って,両 者 は,男 性 の性 的 な 「水 」 に 対 して,対 比 的 な関 係 にあ る の で あ り,黒 は,

す で に 「水 」 を受 容 した状 態,赤 は,「 水 」 を必要 とす る状 態 と して 解 釈 され る こ

と にな ろ う。 間接 的 に で はあ る が,こ の よ うな解 釈 を支 持 す る の は,tanamite

(黒 い 土)と い う表 現 で あ り,こ れ は,雨 期 が到 来 して,種 まき が で き る 状 態 に な

った 土 や,埋 葬 後 の 黒 く湿 った 土(が 地 面 をお お っ て い る状 態)を 意 味 す る 。

第8章

239)以 下 で の べ られ る こと は
,杉 島[1985b,1986a,1987b]に お け る 季節 的信 念

の 説 明 とは,い くつ か の 点 で ことな って い る。 この 相 違 は,調 査 資 料 の補 足 と再 考

に よ る もの で あ る 。現 在 の と ころ,本 稿 で 提 示 す る 説 明 の 方 が,よ り正 し くか つ 経

済 的 で ある と考 え て い る 。

第9章

240)前 章 で の べ た よ うに
s村 落共 同体 の 外 に居 住 す る ウ ェ ワの成 員 が,ン バ マ の とき

に里 帰 り を お こな う とい う現 象 が み られ る 。 だ が,こ の よ うな現 象 は,あ くまで も

部 分 的 な も の にす ぎ な い 。 それ とい うの も,図7で は,い っ さ い捨 象 して しま った

が,ウ ェ ワ ・ン ドリ ・ワ ンゲ の 成 員 の な か で,村 落共 同体 に居 住 して いる 成 員 は,

村 落共 同体 に居 住 して い な い成 員 よ りも少 な い の で あ る 。

241)本 稿 で は くわ し くの べ る こ とは で き な い が
,リ セ ・ロウ ォ ・ボ ラ に居 住 す る 首長

と リセ ・ン ゴ ン デ ・リア に居 住 す る首 長 と の 関 係 が疎 遠 であ る 理 由は,政 治共 同体

の 内部 構 成 に 由来 す る と い う よ りは む しろ,偶 発 的 で かつ 歴 史 的 要 因 によ る も の だ

とい え る 。

242}正 確 にの べ る な らば
,「 監 視 して い た」 とい うのが た だ しい。 な ぜ な らば,リ ア

・ベ ー ワ は ,現 在 では,禁 忌 が ま も られ て い る か ど うか を,き び しく監視 して いる

とは い え な いか らで あ る 。

243)以 下 でつ か わ れ る の と おな じ資 料 を ,筆 者 は,か つ て べ っ な視 点 か らま とめ た こ

とが あ る[杉 島1987a,1987b]。

244)儀 礼 畑 の 種 まき にお い て 重要 な役 割 をは たす ア グネ ス ・ジ ャ ワが
,こ こで は 言及
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され て い な い。 その 理 由は,女 性 は,作 物 にた とえ られ るが ゆ え に,埋 葬 され る 作

物 と同 一視 され る ことは,ア グ ネ ス ・ジ ャ ワ を他 の 女 性 か ら差 異 化 す る もの で は な

い こ とに あ る 。

245)こ の よ うな 農耕 儀 礼 に お ける 女性 の 役 割 を ,東 イ ン ドネ シア の各 地 か ら報告 され

て い る 二 頭 制 の 問題 と して と らえ る べ き で あ るの か,あ る い は,ジ ェン ダ ーの 問題

と して と らえ る べ き なの か と い う点 に つ い て は っ き り した こ と をの べ る にはsも う

少 し比 較 研 究 の 材 料 をあつ め る こ とが必 要 で あ る 。

246)た だ し s各 トゥカ にあ た え られ て い るngebopodoと よ ばれ る 土 地 は,こ の か ぎ り

では な い(2」5参 照)。

247)副 次 的 な首 長 をの ぞ い て も ,リ セ 地 域 に は,8人 の首 長 が お り(2・3お よ び表

2参 照),こ こで リア ・ベ ー ワ だけ を と りあ げる こ とは片 手 落 ち だ とい え る 。 ま た,

すで にの べ た よ う に,首 長 間 に は,競 合 ・敵 対 関 係 が うず ま いて お り,個 別 に 対話

をか わ す な らば,か れ らは,自 分 こそ が 政 治 共 同 体 の 「ナ ンバ ー ワ ン」 で あ る こ と

をさ ま ざ ま な理 由 を列 挙 しな が ら力説 す る 。 だ が,本 稿 は,リ セ ・ン ゴ ンデ ・リア

とマ キ ・ン ドリ ・ワ ンゲ で お こなわ れ る 農 耕 儀 礼 につ い て の研 究 で あ り,そ こ に登

場 す る 中 心 人物 に焦 点 をあ て る ことは,け っ してあ や ま りで は な い はず で あ る。

248)戦 争 の 勝 敗 をう らな う ト占 をお こな う場 所 が ,ウ ォ ロ ・レ レ村 の オ ネ ・リア に し

か な か った こ と を想 起 され た い(5・2・2参 照)。

249)筆 者 の 質 問 に答 え る ことが で き な い と ,マ キ ・ン ドリ ・ワ ンゲ の 人 々が しば しば

口にす る の は,ヤ コ ブ ・ン ドリ ・ワ ンゲ な らば 知 っ て い る にち が い な い とい う言 葉

であ った 。

25e)こ う した現 象 につ い て は ,つ ぎ の よ うな 逸 話 が 数 か ぎ りな く存 在 す る 。 す で に の

べ た よ う に,タ ナ ・ラン デ は,首 長 の すん で い な い 領地 で ある が,つ い 最 近 ま で,

そ こにす む人 々は,タ ナ ・ラ ンデ を所 有 す る 首 長 が 来訪 し,長 く滞 在 す る こ と を喜

ん だの だ と いわ れ る 。 つ ま り,タ ナ ・ラ ンデ の 住 民 は,タ ナ ・ワ トゥが 首 長 と とも

に滞 留 す る な らば,そ の 結 果 と して 豊 作 が もた らされ る こ とを期 待 し,首 長 の 来 訪

を歓 迎 した の であ った 。

ま た,っ ぎ の よ うな 逸 話 もき かれ る。KabupatenEndeの 県都 で あ る エ ンデEndeで

ひ らか れ る 公判 に証 人 と して 喚 問 され たヤ コ ブ ・ン ドリ ・ワ ンゲ が,ウ ォ ロ ・レ レ

村 か らお りて き て,エ ン デ行 き のバ ス を まつ ため に,ウ ォ ロ ・ワルWoloWaru(図

2参 照)に す む ウ ォロ ・レ レ村 出 身 の 中学 校 教 師,BenediktusWangge(図7お よ

び 表11参 照)の 家 に泊 ま っ た とき の こと で あ っ た。 夜 にな る と,ガ カ と よ ばれ る タ
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ナ ・ワ トゥの鳴 き声 が 何 度 もき かれ,た だ ごとで は な い雰 囲気 が あ った 。 だ が,さ

らに お ど ろ い た こと に,翌 朝,エ ン デ行 き のバ ス にの る リア ・ベ ー ワ を見 送 ろ う と

して玄 関先 にで る と,そ こは,一 面の 血 だ ま りにな って い た。 そ れ が 何 の 血 で あ る

の か は わ か らな い 。 しか し な が ら,リ ア ・ベ ー ワ と対決 した人 物 は,敗 訴 して し

ま った 。 この よ う にBenediktusWanggeの 妻 は語 っ て いた 。

251)と ころ が
,マ ング 氏 族 が追 いは らわ れ た の ち,タ ナ ・ロ ガで は 凶作 が つ づ い た 。

そ の た め に,い っ た ん追 い は らわ れ た マ ン グ氏 族 は,タ ナ ・ロガ に よび も どされ る

『
にい た った(2・3参 照)。

第10章

252)そ の 量 は あ ま り に も 多 い の で
,文 献 を 列 挙 す る こ と は さ し ひ か え る がsた と え ば,

橋 爪[1985,1986]で は 示 唆 的 な 議 論 が 展 開 さ れ て い る 。 ま た,規 則 に 関 す る ハ ー

トの 議 論 は,ブ ラ ッ ク,ロ ー ル ズ,サ ー ル ら の 議 論[Black1962;Rawls1955;

Searle1969]と も 密 接 な 関 係 を も っ て い る よ う に 思 わ れ る[cf.森 際1981,1981

-1983]
,

253)ま た
,つ ぎ の よ う な 例 も あ る 。 あ る 村 落 共 同 体 で は,ご く 最 近 ま で,ウ ェ ワ(首

長 を 代 表 者 と す る 父 系 リ ネ ー ジ)内 で の 結 婚 が ゆ る さ れ て い た 。 だ が,近 年 ン バ マ

儀 礼 が お こ な わ れ た お り に,首 長 か ら ウ ェ ワ(首 長 を 代 表 者 と す る 父 系 リ ネ ー ジ)

内 で の 結 婚 を 禁 ず る む ね が 発 表 さ れ た の で あ っ た 。

254)あ る と き
,ヤ コ ブ ・ン ド リ ・ ワ ン ゲ は,イ ン ドネ シ ア 語 で,筆 者 に つ ぎ の よ う に

の べ た こ と が あ っ た 。 「私 た ち に と っ て,儀 礼 を 理 解 す る こ と は 簡 単 な の で す 。 そ

れ は,す ぐ に 理 解 で き る の で す(lansungmengerti)。 あ な た に と っ て 必 要 で あ る

の は,儀 礼 の な か に,そ し て 信 じ ら れ て い る こ と の な か に,飛 び こ ん で み る こ と で

す(mestiterjunkedalam)。 」

255)あ る 老 人 は
,タ ナ ・ワ ト ゥ ・ガ カ に 関 す る 対 話 の な か で,「 た く さ ん の ン ボ ラ ・

カ ドが 売 り は ら わ れ た た め に,い ま で は,タ ナ ・ ワ ト ゥ ・ガ カ が,あ ま り お こ ら な

く な っ て し ま っ た 」 と の べ て い た 。

256)こ の こ と を 端 的 に し め し て い る の は
,ヨ セ ブ.・ ロ ワYosepRowaに よ っ て 語 ら れ た

作 物 起 源 神 話 の 最 終 部 で あ り,そ の 内 容 は,ペ サ ・ウ タ に 関 し て 筆 者 が 提 示 し た 解

釈 の 内 容 と ほ と ん ど お な じ で あ る(3・2,7・3参 照)。 ま た,こ の よ う な 解 釈
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の ほ か に,「 ピ レ ・ ウ マ に お い て コ ブ ミ カ ン を 野 ネ ズ ミ に こ す り つ け る の は ,野 ネ

ズ ミ の 歯 が 痛 く な る(.,.ngiinilu)よ う に す る た め で あ る 」,「 ポ オ ・ リ ア で つ か

わ れ る ヘ ナ ・セ ン ガ ・ ジ ェ ブ の セ ン ガ ・ ジ ェ ブ と は,"開 墾 を お こ な う"と い う 意

味 で あ る 」,「 ポ オ に お い て サ ワ ・ タ カ と し て 海 に 流 さ れ る の は,ニ ト ゥ で あ る 」

と い っ た 解 釈 な ど が 聞 か れ た が,こ れ ら の 解 釈 表 象 は,い ず れ も7章 で 提 示 さ れ た

農 耕 儀 礼 の 解 釈 表 象 と 類 似 し て い る(7・2,7・16,7・17参 照)。
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表1リ セ地域の領地を構成するタナ

タ ナ の 名 称 complexlpo'o
TanaTuHendalLLB

TanaLeraBari

TanaKuneMara

TanaNggonde

TanaRatuJaja
WaruJaja

TanaLande

LLB

LKL,

LK

LNR

LNR

LKL,

LL

タナの概略的
な位置

タナの先住者 }姦あ霧禦 瑠

TanaHubuRasi

TanaWowo

TanaBuWolo
One

TanaRoga

TanaLowoLibo

LNR

LLB

LLB

LKL

LNR

LNR

DesaLiseLowo

Boraの 北 西 部 分

DesaLiseLowo

Boraの 南 東 部 分

DenaTaniWoda

欝 一
をe潔 糟 「a
Sambiの ほ ぼ 全 体

とDesaWatu

、Nesoの 北 部 分

LKLiDesaHangaLande

DesaTou,Desa

iKotaBa「Uの ほ ぼ

LNR

1
!LNRl独 自
lI

i

iLKLLK・1舶

LNR

LNR

独 自

独 自

全 体

DesaWatuNcso

の 南 部 分

DesaLiaBeke

の 西 部 分

DesaTaniWoda

の 南 東 部 分

;
DesaLiaBekeの

東 部 分

:

DesaDetuPera

の 南 東 部 分

}ト ゥー ・ヘ ンダ人

(AtaTuHenda)

ト ゥー ・ヘ ンダ 人

(AtaTuHenda)
1ク ネ

・マ ラ人

(AtaKuneMara)

マ ン グ氏 族

(AnaMangul

WodaPulaと

`VanggeMbete

LeraBari

WodaPulaと

Wang96Mb6t6

、VodaPulaと

WanggeMbete
i

襟u鵡 鑛糀「1織轟b自6
長とする集団1

AmeK。k。 と い うiD。,iW。da

人物を長とする集1
団

TodaWiwiRia

とい う人物を長 と
する集団

1ン ド リ地 域 の 人 々'(A
taNdori)

}

NdikoMinggoと
い う人物を長とす
る集団

i
　

1(A・ 。B。)

マ ン グ氏 族

(AnaMangu)

ブー地域の人 々

昏

SendaTani

LlbetePegoと

1λ言。監綴 著
の成 員

WodaPulaと

Wang96Mbξt6

Senda`Voda

iPulaとiVdori

r`Vangge
MaliDu'a

!
LLB=LiseLowoBora,LNR=LiseNggondeRia,LKL=LiseKuruLande,LK=LiseKuru,

LL=LiseLande
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表2リ セ 地 域 の 主 な 首 長 た ち

地 位 名 地 位 名 の 訳

a)モ サ ・ ラ キ ・プ ウ

伽 ∫α1αんfμ'μ

b)リ ア ・ベ ー ワ

riabewa

c)モ サ ・ ラ キ ・ イ ネ ・ア メ

mosalakiineame

d)モ サ ・ラ キ

mosalaki

e)モ サ ・ ラ キ

mosslaki

f)リ ア ・ベ ー ワ

riabewa

9)モ サ ・ラ キ

masalaki

h)モ サ ・ラ キ ・へ べ ・サ ニ

mosalakihebesani

康 本の首長

i大 き く長い

!

1妻の与え手の首長l

l首長

}首長
灰 きく長い

1

陣

1最下i首 長
1

i
地位についた初
代の人物

a　UPadOV、

,eセ悦M96㎎粕、

　
ユWa

Gahd,eP

raBa台L

9e99㎝Wgo㎝P

adOV㌧.馴OD

。C99㎝W凸L

naTadn,eS

難 霧 鞭 が.
RateI¥Tggoji

WoloLele

「

FataNdopo

i

BelaNggo

WoloL616R

MulaWatu

WoloLelcI3

iWatuNero
l

l

6
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表3 DesaWoloLeleAの 入 口

村 名 家屋数 男佐居住者 女性居住者

WoloLelej
　

AeTungu
　

WoloFai

T・b・L・k・i

IWoloMude
i

OtoPaul

KajuMani!
WoloBoa}

WoloBheto 　
PauBewal

　W

oloLeleLo'o

i

1

1

0

2

9

0

0

9

9

2

1

2

2

1

2

ー

ユ

2

7

6

2

6

8

8

8

9

3

7

3

5

4

2

5

2

1

2

2

5

0

3

1

6

1

4

5

1

7

8

5

6

5

2

6

3

2

2

3

7

1

[村 内居住者

合 訓 144 347 401

7

9

3

2

9

2

3

0

0

5

8

1

9

4

2

5

4

5

6

3

1

1
占

-
∴

ー
ム

748
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表4稲 に 関 す る 名 称

稲の成長段階名称 直 訳 意 訳

mumularu

supげ

ekoゐe

sawiana

ゐ8んαuncnuゐ`

μん ωo,0

5館

ゐん伽

suloBela

solo

aesusudfiama

アengu

te'ariametaria

te'a

針のような芽

矢じり

スズメの尾

子が分かれる

チガヤの葉のような形を した葉
がふえる

先端がまがる

先端がたれる

妊娠

稲穂が少 しだけでる

1稲 穂がでる

母乳がはいる

1稲 が下をむ く

i黄 色 いの もあ り,青 いの もある
　

i黄 色 くなる

発芽

分げつ

出葉

穂ばらみ

出穂

登熟

稲の部分名称 直 訳 意 訳

ω01げ

ご'π8μ

lopa

8μ π乙

laru

pepa

esa

pu'u

んα7ημ

ごoんo

∂μ加

kulu

響

鷺
節と節とのあいだ

隈

蔭本
1根

陪(軸)

陣
1シ ラ ミ

穂

穂首

止葉

葉耳

節間

葉身

籾

根本

1根1
茎

節

繭,花 粉
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表5生 業 活 動 と季 節 の 交 替 過 程
「

クレゴ

リー暦
tcula 焼畑耕作の過程

トウモ ロ コ シ,

水 田
その他の収穫物 風 爾 そ の1

kd'a(除 草)

αη9'juc〃'θ ルcθ

.

ノ0どむθ・ rn'tr(除 ヴリ /(〃ω!`,b～ 目{・`ご"
6

rrja/xrlacrfrgi

・
tcararua regoblrukarrr

htregu

3月 た面(除 草) 癌 u・akrkairra:r「

、

.・'

ノocc・n～`・anA～re'

ノ01!'Urrgnζ!lfi'f7

・ ● ・ ●

(!i'8'ア のtrl 7!ノ(1rut

Ixrlures・cs

o

/arc'cliCQ![ 1 bulrr!alvin ka'oど`・rr(arJ》

parkの 収穫 : 'η"9π1～ ψ αr`'

; 〃ξで,'`71a●E;た`'(11"

4月 i
.o

rr/11ψ 〃

rr:agcy

タマ リ ン ド

balmji'cs
;

番 ▲
1

:
2

1
2 aｺtginda1Q !rt)!E'Lffゐ 〃ご⊂η

▼1

!lgOE`Qt('ll

5月 グアバ ;
2
}

・ ●

"ノσr,りrr・

ketr
:
1

(稲 くりり)

1

nurlrrkctr ん`・〃(稲 ズリり}
1▼

2

3

I
i
irrlrt 加7

6月 ノo'曜η!!'LT`'の
1パ パ イヤ
3

播種 :

川 〃!`,

Gll植 え)

・
aprrrrnrn ▲ 〃〃`δ～!,!!

川8,r1げ

r/ゼ〃'rri・θ"瀦r'

ウンキツ頬

重
曜

'艇 κr'rill川 ρIfl!'!

7月

trtct
・

ヤム イモ

ん～わθ πで/,{?'

ii

一299一



f

表5生 業活動と季節の交替過程(つ づき)

グ レ ゴ

リー 暦

,

`α``ζ8

1焼畑
耕作の過程 トウ モ ロ コ シ,

水 田
その他の収穫物 風 雨 そ の 他

S月

〃～abar'i

パ パ イヤ

1どθ η

9

rtgett bo,-o/tern
.

mcparrtor:r

(開墾の 準備)
≫ttrdd

8岬1伐 採) カンキツ顎

9月 0
1(!1'!

●

pvka(fk#t":) f
ヤムイモ

川o餌 ``ηr'(乾 燥 》 ●
ノacc・alainの

ノω～9ゴ(火入 れ)
収穫

▼

r

10月

畑udeltaの
播禰

毒σ

♪ωα「o'η

9

加 卿∠αω～9'

サツマイモ
ndurrr

udrtnrrrrpitt≪tn

11月
■

parr
1

tnka1'あ げ kc'1i pars

(土砂の流 出1ヒ (稲 刈 り)
∂マ ン コ ー

め 作 り)

川07∂
o

ハ言`1/tl1CR

〃κ・'η酪 地)
パ イナ ・ノブ'し

●

ノ(liL'C!rear'

12月 'c4θ(播 種)
ραr6の播 種

〃μ面

(田植 え)

bekc'rig,
r

1月

,●

n'!,('!rrn
●

rr/ll≫u

▼
側 κ'ノU!!lruδ`勅

/o'n
6欲Jlu●o

jrrrrur!卿 」の

収穫 ゐゼん」 ん'7!'ゐ,,色 望

2ｺi
・.

artgrrrrr
・

n/uη μ
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表6ウ ォ ロ ・レ レ村 と ウ ォ ロ ・

ワ ル に お け る 雨 量 表7ウ ォロ ・レレ村における気温と湿度

月
ウ オ ロ ・レ

レ村
ウ ォ ロ ・ワ ル

　

月[最 高 最 側 最 高
1

最 低

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

1

2

3

4

5

6

7

8

9

m

11

12

合計

323mm

375mm

382mm

326mm

ユ83mm

141mm

64mm

190mm

ユ78mm

30mm

209mm

252mm

2653mm

241mm

160mm

ユ84mm

ユ30mm

182mm

147mm

123mm

41mm

44mm

117mm

186mm

211mm

ユ月

2月

3月

4月

5月

6月

7月
8

8月

9月

10月

1ユ月

12月

26°C

24'C

26°C

26°C

26°C

23°C

22'C

25°C

26°C

28'C

27°C

26°C

20℃i88%

20℃91%

20°CI90%

21℃..i..i

20°CI90,°0

18°C!93%

18℃}93%
i

18'Ci87%

19'Cj84,°0

20°C?3%

21℃88%

21°CI86io

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

%

7

7

7

8

9

9

9

7

5

8

4

5

9

9

9

9

9

9

9

9

9

8

9

9

1766min

、
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表8 農 耕 儀 礼 の 日 程

年 月 日 農 耕 儀 礼 の 名 称

1983年5月31日

6月22日

7月3日

7月5日

7月8日

7月9日 ～10日

8月21日

8月27日 ～28日

8月30日

8月31日

9月18日 ～19日

9月21日

9月21日

9月25日

9月26日

10月2日

?

U月28日

ユユ月29日

1984年1月22日

1月23日

3月6日

3月10日

5月2日

5月31日

8月3日

8月5日

8月U日 ～12日

8月14日

8月15日

9月16日 ～17日

9月20日

9月22日

9月23日

9月24日

9月30日

?

ユ2月9日

12月 ユ0日

1985年1月13日

1月14日

1月14日

1月15日

2月19日

2月23日

p:guumanggua
ノ ノ

tomaepare

プみα飛加 加α

Aireumanggzcabapu
　 ノ

mzareumanggua

励 α㎜ たQんoげ

rera四 うα加4

mbamakawesa

miae

piguumangguabaptc

paipo'o

piguweア 側 加側8劇4

miareumangguabapu,miareuntapiguwera

po'oria

po'olo'o

ragopo'o

paki

kedekoleumanggua

Ledoumanggua

kedikolaumangguabapu

tedoumangguabapu

pineumangguabapu,pineumanggzca

ρ6∫4蜘

メriguumanggua

如 徽4ρ α7げ
ロ ク

7η霧α「8即zaπ98μ4

爵 α 加う傭 α

7πうσ7ηα

7ηまαげ

piguumangguabapu

paipo'o

pzguwera即 昭 躍88μα

而 αアげμ脚 刀gguabapu,miarげ π加4ρ ご8μω8・Q

po'oria

10'OIO'O

ragopo'o

ραんf

kedeko蜘 徽7z89即

ted・ μ加・π89如

ρ4'加 ぬ

buimuku

ん読 ん・1どμ飛α アtgguabapu

tedoumangguabapu
　 グ

ρzブeumanggua

ρ8∫側'側 寵4π89μ α
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表9時 刻 の 民 俗 分 類

インドネシア中部圃

1～2時 頃

2～3時

3時 頃

4時 頃

5時 頃

6時 頃

9時 頃

11時 頃

ユ2時頃

13時 頃

14時 頃

15時 頃

16時 頃

17時 半頃

18～ ユ9時

19～20時

21時 頃

22～23時

0時

リ オ 語 訳

cokegudubepa

ア0んげ6加 だ

manuん αん058dek召

manukakodekarua

mbaブQJQ

olamera

siabeta

lejageju

!卿bhanga

π加mu

π加1ai

lejangarawadho

1吻48ご μ1)ε7π加

kenonenu

lejaleu

lejakiri

1切 たfプt加

lejalo'0

1卿 加oん

!卿 ω01げ アゲQ

1卿8加1ど

manunaimodho

olambewu

tangaSalania

πθん 冗〆どたα

ゐ0んαroke

70たどndaごe

んoδげoπげ

1突 然目覚める

隈 返りする
1度 ニワ トリが鳴 く

2度 ニワ トリが鳴 く

!外 にでてお しゃべ りをする

渉 くなるi明
るくなる(意 訳)

太陽があらわれる

;太 陽が少し高 くなる

}陽 にあたり躰 が暖かくなる
i陽 にあたるのをやめる
　

i見 上げるほど高 くのぼ った太陽(意 訳)

1真 昼間(意 訳)
1自 分の影をふむ

保 陽が少し傾く

i太 陽が傾く

ほ 陽が大きく傾く

小さな太陽

太陽が沈む

猿を恐がらせる太陽(意 訳:山 地部だけで太陽が
見える時刻)

太陽が沈んだ

ニワトリが寝場所に飛び上がる

夕闇

人の顔を見まちがえる
1

食事時

眠りにおちる

重い眠 り

魔 中
補 足:1)olameraか らmanuπ αf脚4んoま で は,olasia(昼 間)と 総 称 され,そ の 他 の 時 刻 は,

olakobe(夜 間)も し くはhojak・be(夜 間)と よ ば れ る 。 した が って
,1日 の 時 間 は,

昼 と夜 に 区 分 され る の で あ る 。

2)manukakosedekaとmanukakodekaruaは,manukako(ニ ワ ト リが 鳴 く)と 総 称 さ れ
,

lejagejuか らnirumuま で は,bugala'e朝)と 総 称 さ れ る
。
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表10農 耕儀礼にしばしば登場する人物

氏 名
}図 のl

l番 号!
農 耕 儀 礼 と の か か わ り

ア ナ ス タ シ ア ・ム ク

AnastasiaMuku

ア ン トニ ウ ス ・ウ ィ ク

Antonius'VViku

エ リザ ベ ス ・パ ウ

ElizabethPau

カ タ リ ナ ・ ロ ロ

KatarinaLolo

ク リス テ ィ ナ ・パ レ

KristinaPare

サ ミsエ ル ・レ バ

SamuelLeba

シモ ン 。セ ンダ

SimonSenda

ソ ロ モ ン ・ウ ォダ

SalomonWoda

テ レ シ ア ・ コ リ

ThelesiaKoli

フ ェ ロ ニ カ ・ウ ィ ニ

VeronikaWini

プ リプ ス ・ンベ テ

PelipusMbete

マ リ ア ・イ メ ル ダ

MariaImelda

マ リ ア ・ウ タ

MariaUto

マ ル ガ レ ー タ ・ ウ ア

MargarctaWea

モ セ ス ・ハ ル

dosesHarts

71ロ ウ ォ ・コ レ人 の 女 で あ る マ リア ・ウ タ の 動 手 を つ と め る女 性 。

}

11}常 日 頃,ヤ コ ブ ・ン ド リ ・ワ ンゲ の 家 族 の た め に 働 く人 物 。態

i度 は,つ ねに控えめで,無 ・。

11}ア ン トニ ウス ・ウィクの本妻であり,儀 礼畑 と祭祀畑を対象 と

1す る儀礼 に参加 して,作 業をおこな う働 き者の女性。
I

11お さない妹や弟 とともにオネ・リアにすんで,家 事を手つだう,

けなげで,働 き者 の少女。

ユ1ロ ウォ ・コレ人の女であるマ リア ・ウタの助手をつ とめるとと

1も に,オ ネ ・リアでおこなわれる儀礼で料理 をお こなう物静か

な女性。

11ヤ コブ9ン ドリ ・ワンゲの主催する儀礼 に参加 して,い つ も作

業を手伝 う,き わ めて勤勉でま じめな人物。1

11ク リステ ィナ ・パ レの息子であり,ソ ロモ ン・ウォダの友人。

ヤコブ ・ンドリ ・ワ ンゲの主催する儀礼に参加 して,裏 方の仕

事をお こなう。また,農 作業にも,し ば しば労衝力を提供する。

7マ キ ・ンドリ ・ワ ンゲの長であるヤコブ ・ン ドリ・ワンゲの息

子。換金作物の導入 に意欲を もやす働き者。
ロ

7ヤ コブ ・ンドリ・ワンゲの妻。ヤ コブ ・ンドリ・ワンゲの主催

する儀礼 に差配をふ るう人物。

ユ1カ タ リナ ・ロロの母。夫 に先だたれた後,複 数の男性と内縁関

騰 鉾 在は・アントニウス ●ウィクといつしょに暮らし

7ン ドリ・ワンゲによって,ア タ ・ロウォ ・コレの代役に指名さ

れたタニ ・ンドリの直系の子孫であ り,儀 礼畑 と祭祀畑を対象

1と する儀礼 において重要な役割をはたす人物。だが,住 所不定

ゆ 遊び人であるために,ヨ セブ ・ポカカ・,プ リプス ウ ベテに
}か わ って 儀 礼 を お こな う場 合 が 多 い 。

7ソ ロ モ ン ・ウ ォダ の 妻 。 ブ ー 地 域 の リア ・ベ ー ワ の 娘 で あ り,

iリ セ地域の慣習を習得 しつつある・
71禦 轡 文欝 礼にいつも登場し,重要な役割をはたす

7オ ネ ・リアのちか くにすんでおり,ま た,夫 はヤコブ・ンドリ・

ワ ンゲ とごく近 しい関係 にあるので,ヤ コブ ・ンドリ ・ワンゲ

の主催す る儀礼に参加 して,作 業を手つだう。また,農 作業に

もしば しば労働力を提供する。

7AtaNgga'e(図7参 照)が 死んだ後,そ の妻のひ とりか「再婚」

した人物。本来縁 もゆか りもない ンビピ氏族(EmbuMbipi)
　

隣聾 鈴贈鴇雛 譲聲臓 謡馨
iし ばしば濃 作業にも労働力を提供する.
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表10農 薪儀礼に しば しば登場す る人物(つ づ き)

氏 名
1図 の

i番 号

ヤ コ ブ ・ン ド リ ・ワ ン ゲ17
1

YacobNdo「iWang9㍉

農 耕 儀 礼 と の か か わ り

ユ リ ウ ス ・ ラ ト ゥ

YuliusRatu

ヨセ ブ ・ポ カ

YosepBhoka

ヨ ハ ニ ス ・ワ ン ゲ

1'ohanisWangge

レ オ ・オ ナ

LeoOna

ロ マ ヌ ス ・ ソ イ

RomailusSo'i

1。.レ レ村 の小学校の校長を しているので濃 作業に従事する

1時 間がなかなかもてない。伝統的な慣習法よ りも,人 々の生活
1水 準を向上 させ ることに強い関心を も

っているが,リ セ地域の

「歴史」 について も,な みなみな らぬ知識を もっている。

ユ11ア ントニ ウス・ウィクの息子。強健な身体を もつ働き者であり,

1ヤ コブ ・ンドリ・ワンゲの主催する儀礼1ご参加 して濠 方の作

マ キ ・ン ド リ ・ワ ンゲ の 長 で あ る と 同 時 に,リ セ 地 域 に お け る

リア ・ベ ー ワの 地 位 に あ り,人 格 者 と して の 世 評 が 高 い 。 ウ ォ

業を手つだ う。だが,性 格は,無 口で陰響。強姦事件をい くっ

iも お こしたのち,イ リア ン ・ジキヤに移民す る。

71ン ド リ ・ワ ンゲ に よ って,ア タ ・ロ ウ ォ ・コ レの 後 継 者 に指 名

}さ れたタニ ・ンドリの子孫であり議 礼畑と祭祀畑を対象とす
る儀礼において重要な役割をはたす人物 。マキ ・ン ドリ・ワン

ゲの住民のなかで,農 耕儀 礼のや り方について,も っともくわ

膿 雛1↑簾 譲 謝 麟 箋驚 嚇 し
1

7PesaWolo上cleAの 村長であ り,伝 統的な慣習には一定の 距

離を とり,換 金作物の導入をは じめとし,村 の近代化に努力す

1る 人物。母 と姉妹がオネ ・リアにすんでいるので,食 事 はオネ

9

9

カジs・ マニ村にすんでいるワンゲ氏族の成員であるが,さ まざ

iま な呪文を知 っているので,儀 礼畑を対象 とする儀礼がおこな

われるときには,い つ も援助が こわれる。 ロマ ヌス・ソィとは兄

弟の関係 にあ り,かれ らの知 って いる呪文 はおな じ内容をもっ。

カジz・ マニ村 にすんでいる,ワ ンゲ氏族の成員であるが,さ ま

1
ざまな呪文を知 っているので,儀 礼畑を対象とする儀礼がお こ

1な われるときには,い つ も援助が願われ る。 レオ ・オナとは兄

1弟 の関係にあ り,か れ らの知 っている呪文は,お な じ内容を もっ。

レ リアでおこなうカi礼 のときに料理される飯や肉に手をつ

1け る こ と は ま れ で あ る ・

1
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表11炉 の 使 用 者 と 順 番

左側の炉の使用者

YacobusWasa

YosepMb6t6

VlatiasPaku

NikolausPongo

工aurensiusMb6tξ

MarkusSela

PelipusMbete

MatiasTiro

RomanusMari

Benediktus『4Yangge

AmbrosiasNdori

DavidNanga

上流後方の炉の使用者

土釜の番号

Pg

PユO

Pユ1

Pユ2

P13

P14

Pユ5

Pユ6

P17

..

P19

P20

土釜の番号

StefanusWasa

MartinusBasa

AndreasWangge

DamiWangge

YacobusWangge

ArnoldusSenda

P21

P22

P23

P24

P25

P26

右側の炉の使用者
1土釜の番号

YacobNdoriWangge

AntoniusGhale

MosesHugo

DonatesLSali

AgustinusMali

YohanisIV'dori

DanielLana

MartinusWolo

下流後方の炉の使用者

NikolausDale

BernadusWangge

YosepWangge

AlfonsiusTibo

MariusWoge

LambertusWolo

1

1

2

3

4

5

6

7

8

P

P

P

P

P

P

P

P

土釜の番号

P27

..

P29

P30

P31

P32
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表12ポ オ ・リア に 参 加 す る 首 長 た ち

氏 名 地 位 名

雛 瑠 。IVanggl
DedoBaba

WaraMari

癩bewa

アf4bewa

mosalakipu'u

mosalakiine

ロ7ηど

mosa1ω ヒ1

hebesani

(hagowawo)

んコ8〃o,o

加8〃o,o

hagelo'o

hage!o'o

ん2ge!0,0'

加9〃o,o

加g〃o'o

米 所 属 集 団 居住する村

復
)

R
)

∩
)

(
)

Ana

AnaMbete

AnaMbete

AtaKune
Mara

AnaSenda

　
Mbξt6(N)}WoloLele

ト

iMulaWatu

Rate¥rggoji

IFataNdopo{

1`V
atuN'eso

居住村の存在する
行政府

Logho、Vang96

DawaDetu

ResiWasa

、VodaPula

}》lb6t6`ti'oda

M.丘jaWoda

NggiriMb6t6

RenggaNgaba

YosepRowa

NikolausWo96

BaluOna

AntoniusGhale

IVdoriWangge

SendaPera

ReaSae

DuduDepa

SendaBudo

Ndopo`Veki

MetoMbete

DadiMb6t6

FodheDule

NdoriDawa

DawaTani

ytapaSanggu

NikuWoda

DekiDepa

ToniKuwa

TapoTani

LoghoHera

KapaNanga

IjuMbeke

KeliWeto

DadiSola

SendaSae

Wangge、'Vatu

SesoGebo

LoboLeta

Mo'aWora

LoghoGete

ん28〃o,o

加9〃o,o

加9〃o,o

lん2ge!0,0

んzg〃o,o

hage1o'o

加9ど10,0

加9〃o'o

hagelo'o
ク 　

加9erte

んz8〃o,o

加8〃o,o

ん19ど10,0

ん18〃o,o

hロge10,0

加8〃o'o

んz8〃o,o

hage1o'o

加8〃o,o

加8〃o'o

んige1o,o

加8〃o,o

んz8〃o,o

加9〃o,o

たage!0,0

hagelo'o

加9〃o,o

加8〃o,o

hagelo'o

fzagelo'o

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

1

1

3

3

1

1

3

1

1

3

3

1

1

3

3

3

3

3

1

3

1

1

3

1

1

1

AnaMb6t6

AnaMbete

Anavlbete

EmbuiVlbipi

Anatilbete

AnaMbete

a

AnaMbete(S)

AnaMbete(M)

AnaPati

AnaMbete(N)

AnaSenda

AnaSenda

AnaMbete

AnaSenda

AnaSenda

AnaSenda

AnaMbete

AnaMbete

AnaMbete

P

AnaMbete

EmbuNgera

AnaMbete

AnaMbete

AnaWang96

AnaSenda

AnaMbete

AnaSenda

AnaSenda

AnaMboti

AnaSenda

AnaSenda

AnaSenda

AnaWangge

AtaNdondo

AnaSenda

AnaSenda

Wolo△{ag(…

lWoloMag6

DetuRa'u

DetuRa'u

WoloBhetoB

tiYoloNio

`Vatu`Visa

、>olo]Lele

Lo'o

WoloBheto

WoloNude

AeTungu

KeliMbape

Fendo

Fendo

RanggaTalo

RanggaTalo

Ratetilangu

AeMalu

AeMalu

AeMalu

NioLunda

TeboW6a

WoloSambi

TeboWea

Pu'uJita

WoloHago

JitaPanda

Pu'uJita

WoloGomo

WatuNcso

WatuNino

WatuNero

WatuNero

WoloAro

WatuNero

taliJatva

Asc

Asc
1

DesaWoloLeleA

DesaDetuPera

DesaTaniWoda

DesaTaniWoda

DcsaWatuNeso

DesaDetuPera

DesaDetuPera

DesaDetuPera

DesaDetuPera

DesaDetuPera

DesaDetuPera

DesaDetuPera

DesaWoloLeleA

DesaWoloLeleA

DesaWobLcleA

DesaWoloLcleA

DesaLiaBeke

DesaLiaBeke

DesaLiaBeke

DesaDetuPera

DesaDetuPera

DesaLiaBeke

DesaDetuPera

DesaDetuPera

DesaDetuPera

DesaDetuPera

DcsaWoloSambi

DcsaWobSambi

Desa、VoloSambi

DcsaWoloSambl

DcsaWoloSamb三

Desa`VoloSambi

DcsaWoloSambl

DcsaWatuNcso

DcsaWatuNcso
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Woda

b
Pongo

Wangge

O
〈AT>〈WB>

人
<AT><WB>

。紅 ○鼻
〈KM>〈KM><KM>RomanisLeo〈WB>

So'iOna

<KM><KM>

<KM>〈KM><TL>

Stefanus記 号 の 説 明1ま図7を 参照

Sura

図9ワ ン ゲ 氏 族(AnaWang96)
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図4に 接続

停
つ

〈KM>〈WB>〈WO>〈WB><WO>〈WO>〈TL>

人
<KM>

<WO><WO><WO> ≪VO><WO> ≪vo>

記 号の 説明 は図7を 参照

図10ン ビ ピ氏 族(EmbuNlbipi)と そ の 関 係 者
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T¥ITV

=0-r-D
Kristin

Park

<WL>

<TL>SamuelMaksimusSimon

LubaAnselmusTiboSenda

<TL>Kuwa<TL>〈 ～VL>

<TL>

TMW:TukaMbξtξWangg6の 艮 に 促属

他 の 記 号の 説 明 は 図7を 参照

図11

班

秦

搭

▲

＼∠＼∠

TMW
■

Siprianus

Tibo≪VL>

_一

<WL><WL>

D

Veronika

Wini

m

Wiku

<WF>

rintonius

TMW

Katarina

Lolo

奴隷層の子孫とその関係者

TMW

○ 〈WF>
Elizabeth

Pau≪t'F>

Yulius

Ratu

<WF>

㍗
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(ghawa)
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mena

図13
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▼
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1型 の 体 系
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藝

窃⑫

ー

「

06

舞勾
D

⑫

⑫

一驚撚騰 騰講濤

團

(1)オ ネ ・リア 。(2)ワ ト ゥ ・ジ ュ ー ・ア ン ギ 。(3)か つ て は 肉 料 理 を お こ な う と き に つ

か わ れ る ク ウ ・レ ー ワkuwu`伽 αと よ ば れ る建 物 が あ っ た が,現 在 で は 土 台 石 だ け に

な っ て い る 。(4》 オ ネ(通 常 の 民 家)。(5)オ ネ 。(6}穀 物 倉 。(7)ヘ ダ(集 会 所)。(8)オ

ネ 。(9)墓 。(10)墓 。(11)オ ネ 。(1力 墓 。(131Wang9ξNdoriの 墓 。 ㈹ 墓 。(IS?ム ス ・マ セ

mustsmashと よ ば れ る石 柱 。 ㈹ ハ ン ガ{conga(石 積 み の 円 形 広 ま謝 。(1η 墓 。㈹Ndori

Wan996の 墓 。U9?墓 。⑳ 石 垣 。a≫ 墓 。⑳ 墓 。⑳ 墓 。¢4》Mbξt6(YohanisWang96

の 父)の 墓 。 ㈲ 墓 。 ㈱Wang9益Mbξt6(別 名AtaNgga'6)の 墓 。Oの 墓 。 ⑳ 墓 。 α窃

墓 。pay墓 。anオ ネ 。 ⑳ オ ネ 。 人 名 に つ い て は 図7を 参 照 の こ と。

図14ウ ォロ ・レレ村の中央広場の周辺
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ウ ラ ・レ ジ ャ の よ り し ろ 一 〇

sagawaclaleja

炉(tvaja)

マ ガ ・ロ オ ㎜9αlo'o

マ ガmaga

扉(peye)

居 間(une)

(祖霊 の 座)

レ ケ ・ペ ラ

lelzepera

炉(乙`,ajn)

図15オ ネの平面分割
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タ ナ ・ワ ト ゥの よ り し ろ

sagaTanawatac

ウ ラ ・ レ ジ ャ の よ り し ろ

sagauvulaleja

マ ガ ・ロ オ マ ガ ・ロ オ

magalo'o 規08010'o

レン ドの炉 マガ.べ 一ワ ロ

wajarend。magabewaマ ガ'べ 一 ワ の 炉
waja伽 即beiva

リバ

riblra

一

[

、

「R一
左側の炉 右側の炉 レ ケ ・

●' ■

㏄'¢μnggeac ZUQノ αnggar～ α lekep

冒

レ ン ド

居 間(one) rendo
レ ン ド

reytdo
ウ ィ ス ・ ル ル!i'1SLIIultc

(祖 霊 の 座)オ ラ
・テ オー*

otateo

ベ ンガ ・ トコ /

ンボ ラ

/,。 励

berigatoko
I 1

[1

ルル 下流後方の炉
・ItrltrIC,crjalacclortggo・

＼ ＼
上流後方の炉
tvajagltetalofiggo

ン ボ ラ ・カ ド

7η∂01αkadlro

gltcle-一 一一 一一ｺ!trtr

図16ウ ォ ロ ・ レ レ 村 の オ ネ ・ リ ア の 平 面 分 割
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麦f

左

larr

81・飽 十8ん ・…

glieta

右

後

ghele

右1-十 鯉 左

g6ra～c'(1

Hal

(10〃) 前

(91～oz`1ごz)

一 ⊥ 一)

前(gj～eta)

(gllele)

前

右

lan

8ん・… 十8励 後

gノ～2!α

左

glrarra

左 ・一 十8ノ ・・!噛

g/role()内 は村 内 に 設 定 され て

い る方 位

f交

図17村 内に設定されている方位と屋内に設定されている方位との相互関係
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1年 目の畑

(ndic'a)

数 世 代 間の 休 耕 地

(ngebotrc'a)

開 墾 され た こ との な い 森

(ptc)

図18開 墾 と 休 耕 の サ イ ク ル
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ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の 座)斧(taka)ウ ィ ス ・ル ル の 石(tcattcu・isrclulu)

1ノ

遺 骨 箱

(bhakcc)

i

(4)

、 ＼

＼

12棘1・

●

Qo
石

(tratrr)

主 柱(ηzα π9の

石/

(己る10!z')

●.,● ■・

_!、
㌔、}

(5)書○

○

爪
◎ ◎ 一(8)(2)

ノ
(6)Q(7く)○ ＼(13)

α・)○(9)○-Ql)

(12)一一一〇Q-一(1?)

▲

(1)

ウ ラ ・レ ジ ャ の よ り しろ

(救即wcclaleja)

』1匿1(3)

lr■ 置 右 側 の 炉(多σ6ワζzrtgga)

(1)ヨ セ ブ ・ボ カ

② サ ミュエル ・レパ

(3}マ リア ・ウ タ

(4)ト ウモ ロ コ シの 木 が立 て られ て い る場 所

(b)畑 か ら収穫 して こ られ た野 菓類(儀 礼 用 の 肩か け編 み カ ゴに はい ってい

る)

(6)豊 穣 を もた らす ワ トゥ ・ニ バ(蛇 石)の は い った 肩か けバ ッ グ

(7》ユ ウガ オの 椀 に もられ た祭 祀 畑 の 種 籾(を 精 米 した 米)を 炊 い た 飯。 飯

の 上 に コ コナ ツミル クで 煮 た豚 肉 がのせ て あ り,ユ ウ ガ オの椀 は,大 型

の 飯 カ ゴ(kidka)の なか にす っぽ りとは い って い る。

(8)ユ ウ ガオ の椀 に も られ た 儀 礼 畑 の 種 籾(を 精 米 した米)を 炊 い た 飯。 飯

の 上 に コ コナ ツミル クで煮 た豚 肉 が のせ て あ り,ユ ウガ オの椀 は ,大 型

の飯 カゴの な か にす っぽ り とは い って い る。

(9)ユ ウガ オの 椀 に もられ た豚 肉の ココナ ッ ミル ク煮

㈹ ユ ウ ガオの 椀 に もられ た祭 祀 畑 の種 籾(を 芋1'1米した米)を 炊 いた 飯

(mユ ウガ オの 椀 に もられ た 儀礼畑 の種 籾(を#.'t米した米)を 炊 い た 飯

㈹ ヤ シ殻 の 椀 に もられた 豚 肉の ココナ ツ ミル ク煮

㈹ ユ ウガ オの椀 にいれ られ た ホ ロ ・ング タ

図19プ サ ・ウ タ に お け る ウ ィ ス ・ル ル の 周 辺
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8姥14

2
ghawa

(3)

(5)

(1)ロ マ ヌ ス ・ソ イ

② ベ ン ガ ・ピ グ ・プ ゥ(根 本 の 編 み カ ゴ)

(6)(3)ベ ン ガ ・ピ グ ・ダ イ(供 の 編 み カ ゴ)

(4)米 の は い っ た 「手 さげ の 編 み カ ゴ」(hrrko)

(5)エ リザ ベ ス ・パ ウ の 毛 髪

(2)(6)4つ の 稲 穂(parkwolfstrttc)

図20儀 礼畑の ピグにおける編みカゴの配置
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(3) (2)

レナ

1勿召

(6)

℃
認

8
㈲

(1)ペ ン ガ ・ ピ グ ・プ ウ(根 本 の 編 み カ ゴ)

② ベ ン ガ ・ ピ グ ・ダ イ(供 の 編 み カ ゴ)

(3)米 の は い っ た 「手 さ げ の 編 み カ ゴ 」({rnko)

(4》 な に もは い っ て い な い 「編 み カ ゴ 」(δ 伽81α)

(5)米 を 貯 蔵 す る ゴ モ ・ウ ウ ィgo≫tollli'1(ヤ ム イ

モ の 六)と よば れ る大 型 の 編 み カ ゴ で あ る が.

な か に は な に もは い っ て い な い 。

(6}米 を 貯 蔵 す る ポ テbothと よ ば れ る 中 型 の 綴 み

カ ゴ で あ る が.な か に は な に もは い っ て い な い 。

(%)な に も は い っ て い な い 肥 料 袋

(31な に もは い っ て い な い 索 焼 き の 「土 釜J(pndn)

図21穀 物 倉 の 内 部
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ウ ィ ス ・ル ル(祖 霊 の 座)斧(taka)ウ ィ ス ・ル ル の 石(〃0伽11,'ISI[lultc)

i

遺 骨 箱

(bfutktc)

1

＼

GOQさoO
OOOO

㌣○
石

(～`,o!,∂

主 柱(7η αη87`)＼

(ti,o!〃)

石く塩

・Cr(7)

(3)(4)

QO-5
(6)

色

)

(1)

((sagawarlaleja)り し ろ

(2)∠ ■幽L./

1「7・ 欄 の炉(tURノ α72認 α♪)

(1》ヨセ ブ ・ポ カ

(2}ク リステ ィナ ・パ レ

(3》難穣 を もた らす ワ ト7・ ニ パ(蛇 石)の はい った 肩か けバ ッグ

(!')飯 カゴ(kidノ'π)に もられ た飯。 飯 の うえに ココナ ツ ミル クで 煮 た豚 肉 が

のせ て あ る。

(51飯 カ ゴ(蔽 ゴん8)に もらftた 飯

(6}ユ ウガ オの椀 に もられた豚 肉 の ココナ ッ ミル ク煮

(7)ヤ シ殻 の椀 に もられ た豚 肉 の コ コナ ツ ミル ク済:

図22儀 礼 畑 の ピグ に お け る ウ ィ ス ・ル ル の 周 辺
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ghele

!^＼(2)

ghaaua

(1)カ オ ・ウ ィニ(畑 の祭 場)

② カオ ・ウ ィニ の周 辺 に 刈 りの こ され てい た稲

(3)畑 の上 端 か ら帯 状 に 刈 りの こされ て いた稲

(4}稲 刈 りに参 加 して い た 人 々の進 行 方向

図23ト ゥー ・マ エ ・パ レ に お け る 稲 刈 り の 進 行 方 向
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7)
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撚

1 曙

＼
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P
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　ミ 　

/　
一条6Zi猶

置1

(8}

試10,(9r)1「 土

一

0

/,

,1,1(白),『1」 口fe、

＼ ノ

1

(10)(1か

(14)

⊇ ⊆(10).AI〔ll,

⑳

一(1　　 (11)

(1
13P

ド1
ミき 詩議(1贈醜 /秦

■

■ 、
'

∠ ＼

{ f ＼
,

鍍

(Dン パ マ 儀 礼専 川 の 土 釜 の 置 き場(u(uf`・ ご1〃加`ノo〃z6ω ππ)。(2)ン バ マ 儀 礼の とき に.

人 々が もって きた ニ ワ ト リをか け てお く場 所(olatco)!IQ)ilf川 ∂ω〃π)。(3}土 釜 の 置 き

場 へ の ぽ っ て ゆ くた め の 階 段(!arrsi)。(4)明 か り と り(ρ¢ど`,01♪認の。(5)回 廊状 の 中 二 階

(!6〃α)。(6)食 器,調 昧 料,鍋,釜 な ど を 保管 して お く棚(加 の 。(7}さ ま ざ まな物 をか け

て お く場 所(ova'60)。(8)居 問 とマ ガ ・べ 一 ワ"㎎ αδ6ど↓uと を仕 切 る扉。(9}funf,調 昧

料,鍋,釜 な どを 保1tし て お く棚(加 の。(10)乾 燥 肉 を つ くる た め に 肉 を お い た り,ま

た,「 お た ま」を さ して お くた め な どに 利 川 さ れ る格子 状 の 構 造物(lure)。(11)同 上 。(1D炉

の 周 囲 の 柱(〃 〆κlace)。(切 薪 を た くわ え て お く場 所(2～o石)。 子 供の 無 事 な成 長 が確 か

め られ る まで の あ い だ.へ そ の 緒 を お い て お くた め の場 所 と して も利 川 され る。(ω この

場 所 も。 薪 を た くわ え て お く場 所(nnl;i)と して 利 用 され る が,へ その 緒 を お い て お くた

め の 場 所 と して 利 川 され る こ とは な い。(IU右 側 の炉 Ω`ノ妙z)1{'{'!1〃n)。(1⑤!,:側の 炉(μ 毎〃

〃即6κ)。(1η 釜や 鍋 を 火 に か け るた め の 三 つ 石 伍ゐσ``,μ知 》。(㈹ 料 理 を お こ な う と きに 腰

を か け る場 所(lata{roja)。 働 水 瓶(ρ 側48℃10)を の せ て お く場 所(ladlcuω 妙,)。 ⑳ と

りは ず し可能 な ハ シ ゴ(langi)。 中二 階 に の ぽ る と きに は 、 この ハ シ ゴが 利 用 され る。

図24右 側の炉と左側の炉の周辺
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タ ナ ・ワ ト ゥ の よ り し ろ

(sagatanguahc)

0

ウ ラ ・レ ジ ャ の よ り し ろ

(sagazczrlaleja)

0

リ

マ ガ ・ロ オ

7πα9αlo'o

マ ガ ・ロ オ

フη09α!0'0

レ ン ドの 炉

(wajarendo)

マガ_ワ ロ
7ηog召 ゐ飢,8マ ガ ・べ 一 ワ の 炉

(icajamagabezva)

レ ン ド

rendo

左 側 の 炉

(z〃の07289α`)

(2)

居 間(ogre)

右 側 の 炉

(toajangg'ana)

(8)

(7)
(6?
＼●

(1)

(4)浅●

M
(5)

レ ン ド

reytdo

(3)

ガ∂んQ

ンlf¥ラ ・カ ド

,演め01πkad/to

上 流 後 方 の 炉 下 流 後 方 の 炉

(rvajag{retalortggo)(rc・ajalarclonggo)

ル ル

lrclrc

(1)マ リア ・ウ タ を は じめ とす る 飯 を 炊 く女

(2)ア ナ ス タ シ ア ・ム ク

(3)ク ル ス テ ィナ ・パ レ

(4)コ コヤ シ を す りお ろ す フ ェ ロ ニ カ ・ウ ィニ

(5)コ コヤ シ を 割 る ラ ンベ ル トゥ ス ・ウ ォ ロ

(6)ニ ワ ト リ を 切 る ラ ンペ ル トゥ ス ・ウ ォ ロ

(7)カ ー ・ケ ラ ・ニ オ を お こ な う ラ ンベ ル トゥ ス ・ウ 才 ロ

(8}ヤ コ プ ス ・ワ サ の 妻 を は じめ とす る飯 を炊 く女

(9)ニ コ ラ ウ ス ・ダ レの 妻 を は じ め とす る 飯 を 炊 く女

(101ス テ フ ァ ヌ ス ・ワ サ のrを は じめ とす る飯 を炊 く女

図254時30分 ごろまでのオネ ・リアにおける人々の配置
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OOo

∩)

0 ー

ー
㈲

㈹

⑧

◎

.

▼

蜷

轍
◎◎㎝

ω

陰

○

⑯

㈲

副瑠.解伽鱒醐②

○

、

赴/

)箱加骨加

ー遺O 一

鷲

欄
石

∴

蜘

謡 (Dプ リプ ス ・ン ベ テ

(2}マ リ ア ・ウ タ

(3)ヤ コ プ ・ン ド リ ・ワ ン ゲ

(4)ラ ンベ ル トゥ ス ・ウ ォ ロ

(5)サ ミ ュ エ ル ・レパ

(6}「 根 本 の 土 鍋 」 か らの 肉 が つ め ら れ た ユ ウ ガ オ の 壷

(7)「 根 本 の 土 釜 」 か らの 飯 が つ め ら れ た ユ ウ ガ オ の 壼

(8)「 根 本 の 土 釜 」 か ら の 焦 げ 飯

(9)飯 が っ め られ た 「大 きな 編 み カ ゴ」(bertga加)

(10}「根 本 の 土 釜 」

(11'「右 側 の 炉 」 で っ か わ れ た12個 の 土 釜

(必 多 数 の ヤ シ殻 の 椀

(13P飯 炊 き棒 な ど を い れ た 編 み カ ゴ

図26ン バ マ ・ リア に お け る ウ ィ ス ・ル ル の 周 辺
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(71

(11)＼ノ(鞘 ω

::鋳

ゆ斜
◎

ghawa

9'z6!6

(1)プ リプ ス ・ンベ テ

② サ ミュエル ・レパ

(3)斧

(4}こ われ て い るユ ウガ オの壼

(5)半 分 にわ られ た ココヤ シの 実

(6}レ ンパ ・ナ タ γ67η∂αrata(ピ ンロ ウの

実 な どを いれ て お く真 鍮製 の皿)

(7)ス パ ・オ カ ∫～φαo加(石 灰 をいれ る容

器)

(8)下 方の カオ ・ウ ィニ(畑 の 祭場)に た

て られて い る ヒロハ ノ ジアオ イの木

(9)儀 礼 用 の肩 か け編 み カ ゴ

(10)干飯 をいれ た手 さげ編 み カ ゴ

(11}ナ イ フ

(拗 タ イマ ツ

図27祭 祀畑におけるプ リプス ・ンベテ とサ ミュエル ●レバ
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(9) (8)

・ ・

(1⑳〈)○

(11》つ

g/rarca

I
gliele

、
●

○

○
ゆ

.
●

○

○

ω適
0-(10)

(5) (4)

・ ・

○(〉(1の

o
●(3}

(2)

(1〕プ リプ ス ・ンベ テ

(?)サ ミュ エ ル ・レパ

(3)エ リザ ベ ス ・バ ウ

(4)ア ン セ ル ム ス ・ク ワ

(5)ヤ コ プ ス ・ワ ン ゲ

(6)フsロ ニ カ ・ウ ィニ

(7)ア ン ドレ ア ス ・パ イ

(8)ベ ネ デ ィ ク トゥ ス ・ペ カ

(9)マ ク シ ム ス ・テ ィポ

㈹ 上 方 の カ オ ・ウ ィニ(畑 の 祭 場)に た て

られ て い る ヒロ ハ ノ ジア オ イ の 木

㈹ ベ ン ガ ・ピ グ ・プ ウ(根 本 の 編 み カ ゴ)

肋 ベ ン ガ ・ピ グ ・ダ イ(供 の編 み カ ゴ)

㈹ 稲 穂 の は い っ た6つ の編 み カ ゴ

図28祭 祀畑における参加者たちの配置

亀
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誌
ω●

鋤
へ

黛

㈲

㌦
雫

(9)

(io)

(Pヨ セブ ・ボ カ

② サ ガ ・ウラ ・レ ジャ(天 空 神の よ り し

ろ)と よばれ るア ウ竹

(3)サ ガ ・ウ ラ ・レジ ャの わ きにお かれ て

い る石

(4)豊 穣 を もた らす ワ トゥ ・ニパ(蛇 石)

の はい っ た肩 か けバ ッグ

㈲ 飯 と野 ネ ズ ミの 肉の科 理が つ め られ た

蓋つ き飯 カ ゴ

(6)ヒ ロバ ノ ジア オ イの 葉

(7)ベ ンガ ・ピグ ・プ ウ(根 本の編 み カ ゴ)

(8)ベ ンガ ・ピグ ・ダイ(供 の編 みカ ゴ)

(9)通 常の編 み カ ゴ

(10)穀物 倉

図29穀 物倉の前庭における脱穀後の状況
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ウ ィス ・ル ル(祖 霊 の 座)斧(taka)ウ ィ ス ・ル ル の 石(watuacisultcltc)

1

遺 骨 箱

(bhaku)

i

、

C 1.111・

0000

00(3)

」Qごdl♂
伐ρ

C1)(9)

○(sagaZvrclaleja)り し ろ

vt2)

40
(vatic

主 柱(mangu) ＼
(ruatrc)

石姻

7右 側 の 炉(wajanggana)

(1)ヨ セブ ・ポ カ

(2)マ リア ・ウ ク

(3)豊 穣 を もた らす ワ トゥ ・ニ パ(蛇 石)の はい った 肩 か けバ ッグ

(4)儀 礼畑 の ピグ ・ウ ェ ラで脱 穀 された籾 米 を精 米 して炊 いた飯 。飯 はユ ウ

ガオの 椀 に もられ てお り,飯 の上 に ココナ ツ ミル クで煮 た豚 肉 がのせ て

あ る。ユ ウ ガオ の椀 は,大 きな飯 カ ゴ(kidhaJの な か にす っぽ りとはい っ

てい る。

㈲ 儀 礼畑 の ピグ ・ウ ェ ラで脱穀 された 籾米 を精米 して炊 いた飯 。飯 はユ ウ

ガオ の椀 に もられ て い る。

⑥ 祭 祀畑 の ピグで 脱穀 され た籾 米 を精 米 して炊 い た飯。 飯 はユ ウガ オの椀

に もられて お り,飯 の 上 に コ コナ ツ ミル クで煮 た 豚 肉が のせ てあ る。ユ

ゥガオの 椀 は大 きな飯 カゴの な か にす っぽ りとはい ってい る。

(7)祭 祀 畑 の ピ グで 脱穀 され た籾 米 を精 米 して炊 い た飯 。飯 はユ ウガ オの椀

に もられて い る。

(8)ユ ウガ オの椀 に もられ た 豚 肉の ココナ ツ ミル ク煎

(9)ヤ シ殻 の椀 に もられ た 豚 肉の コ コナ ッ ミル ク煎

図30ミ ー ・ア レ に お け る ウ ィ ス ・ル ル の 周 辺
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'ロ カ ・ ラ ウ!o々 αrarc

Ocヒb
OqO

～

(19)

㈹

00

0
♂

00

_o°

・○σ ノo)

*

(1》 ヤ コ プ ・ン ド リ ・ワ ン ゲYacobNdoriWangg6(ウ ォ ロ ・レ レ村 に す む リア ・ペ ー ワ)

(2)ン グ プ ・ン ガ イNggbuNggai(ム ラ ・ワ ト ゥ村 に す む リ ア ・べ 一 ワ)

(3)ハ ゴ ・ワ ウ ォ(女 性 の 首 長)

(4)ダ ワ ・デ ト ゥDawaDetu(ハ ゴ ・ワ ウ ォの 夫)

(5)タ ニ ・ダ ワTaniDawa(モ サ ・ラ キ ・プ ウ の 代 理 人)

(6)ワ ラ ・マ リWaraMari(モ サ ・ラ キ ・イ ネ ・ア メ の 代 理 人)

(7}ロ ゴ ・ワ ン ゲLoghoWangge(モ サ ・ラ キ ・へ ぺ ・サ ニ)

(8)ウ ォ ラ ・ワ ラWoraWara(ウ ォ ロ ・サ ン ピWoloSambi村 に す む 人物)

(9)ヘ ナ ・ハ ゴ ・ワ ウ ォ ノ～諏 αlcago2CQtC'0と い う 名 前 の ユ ウ ガ オ の 椀

(10)ヘ ナ ・サ ワ ・タ カ1～伽osac`'πtakaと い う 名 前 の ユ ウ ガ オ の 椀

(IUヘ ナ ・セ ンガ ・ジ ェ プ ノiCllllsenggaJc'hl!と い う 名 前 の ユ ウ ガ オ の 椀

(吻 大 き な 平 カ ゴ(々 ～ζノ1～ど7ηh)

(13)平 カ ゴ(々!ゴ1～α)

(≫a群 の 編 み カ ゴ

(la)b群 の 編 み カ ゴ

⑯ ム ス ・マ セrntrstt7η 邸2(石 注)

㈲ 大 き な 木

(1EJ石 ま亘(々o!o)

㈹ 土 の な か に 埋 め られ て い る 石(walrr)

eo)ウ ォ ロ ・マ ゲ 村 の{が 火 を燃 や し,ア ン トン ・デ キAntonDekiが 料 珊 を お こ な っ た 場 所

図31ロ カ ・ラウにおける人 と物 の配置
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ダ ワ ・デ ト ゥ

DawaDξitu

↓
ワ ラ ・マ リ

NaraMari

l
ヘ ナ ・サ ワ ・タ カ

henasaunataka

1
ロ ゴ ・ワ ン ゲ

Logho、Vang9ξ

1

ウ ォ ラ ・ワ ラ

Wora`Nara

↓
a群 の 編 み カ ゴ

pareisinarrra

(2人 の リア ・べ 一 ワ

にあ た え られ る米)

首長の妻

1

DawaDetti

1
▲
弔
5

1

1
1

1

tiVaraitlari

/
▲

ー

l

l

ヘ ナ ・セ ン ガ ・ジ ェ プ

Irerrasenggajebrr

1
ロ

ハ ゴ ・ワ ウ オ

OtagoZσ αび0

↓
ヘ ナ ・ハ ゴ ・ワ ウ ォ

ん6アZαhagoZUalUO

↓

b群 の 編 み カ ゴ

pareisi{tagotvatvo

(ハ ゴ ・ワ ウ ォ に あ

た え ら れ る 米)

図32ク ラ ・ヘ ナ の 方 法

DawaDetu

ー
△

T

量

曜

1

ー

NaraNlari

ー▲

1

量

l

l

ヘ ナ ・サ ワ ・ タ カ

ノTerraSQIC'Cltaka

① ～ ⑥:sinduの 番 号

タ イプ1:sindu① の 米

タ イプ2:sindu① ～③ の 米

タ イプ3:sindu① 一 ⑥ の 米
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WoloSalnbi(D、VS)W
oloLξ …le(DWLA)

"器 警郵 試端鮮 　
・

KeliiVlbape(DLB)

●

下 流(lazc)RanggaTalo(DDP)

こミ 上流(卿)驚 望

Det。 ・Ra'。(DDP)W・1・M・ge(DDP)

W。1。OBhet。B(DDP)●W
oloNlage(DDP)

DWLA:DesatiVoloLeleA,DDP:DesaDetuPera,DWS:DesaWoloSambi

D`VN:DesaWatuNeso,DLB:DesaLiaBeke

●:マ ロrnaro(竹 筒 で 飯 を炊 く場 所)

図33フ ァ タ ・マ リに お け る マ ロ の 配 置

、＼
かb聖(DWLA)

●OtoPau(DWLA)

川

・

・
MulaWatu(DDP)

・

W。1。W露 。(DDP)へ

`VoloNio(DDP)
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(101

少
(≫

告
(6)

●(1)

め
④

●(2)

●3)

献9
(s)

(1}TapoTani(表11参 照)

(2)LoghoMξra(表11参 照)

(3}LoghoGete(表11参 照)

(4)MapaSanggu(表11参 照)

(5)WaraMari(本 文 参 照)

(6)TaniDawa(本 文 参 照)

(7)WoraWara(本 文 参 照)

(8)ToniKuwa(表11参 照)

(9)ム ス ・マ セ(石 往)

(norヘ ナ ・セ ン ガ ・ジ ニプ に も られ た 「雨 水 の 飯 」

(11)ヘ ナ ・サ ワ ・タ カ に も ら れ た 「雨 水 の 飯 」

(12)ヤ シ殼 の 椀 に も られ た エ ビ汁

図34「 雨水の飯」を供える首長たち
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ウ ォ ロ ・ レ レ 村

、VoloLelE…

流

81

下

面

AeTungu

'

ム ス ・マ セD

(石柱)

9。

.

■

、

`VoloLele

LowotiVoa

ウ ォ ア 川

至 ウ ォ ロ ・ワル

`VoloWaru

TeboLaka

`VoloFai

,.....

。●

●:マ ロrnara(竹 筒 をつ か って飯 を炊 く場 所)

図35ポ オ ・ロ オ に お け る マ ロ の 配 置

F
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9特
(z).O

(7)

α
ぴ

/σ
儀

Q

、

(1)ヨ セ ブ ・オ ナ

(2)ニ コ ラ ウ ス ・ダ レ,

(3)ユ ウ ガ オ の 椀 に も られ た 「雨 水 の 飯 」

(4)ヨ セ ブ ・オ ナ の マ ロ で 炊 か れ た ア レ ・ポ

オ

㈲ ヨセ ブ ・オ ナ の マ ロ で 料 理 され た エ ビ 汁

(6)ヨ セ ブ ・オ ナ の マ ロで 料 理 され た 「魚 の

rt・.,(tcfaika)

(7)ヤ コ プ ・ン ド リ ・ワ ン ゲ の マ ロ で 炊 か れ

た ア レ ・ポ オ

(8>ヤ コ プ ・ン ド リ ・ワ ン ゲ の マ ロで 料 理 さ

れ た 豚 肉 の コ コ ナ ッ ミル ク 煮

(9)ム ス ・マ セ(石 柱)

図36ポ オ ・ロ オ に お け る ロ カ ・ラ ウの 周 辺
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ウ ィ ス'ル ル(祖 霊 の 座)斧(taka)ウ ィ ス .ル ル の 石(tcatr{CCIJ!rlulu)

遺 骨 箱

(bhakic)

0
00

石

(watic)

主 柱(rrtangtc)

石

(乙uα'～`)

000040
0000

(3)(4)

(s)

(s)(6)

(1)

ウ ラ ・ レ ジ ャ の よ り し ろ

(sagaavulaleja)

(1)ヨ セブ ・ポ カ

(2)ク リステ ィナ ・パ レ

(3)豊 穣 を もた らす ワ トゥ ・ニ パ(蛇 石)の はい っ た肩 かけ バ ッグ

(4)ユ ウ ガオの 椀 に もられ た飯 。飯 の上 に コ コナ ッ ミル クで煮 た豚 肉が

のせ てあ り,ユ ウガ オの椀 は大 型の 「飯 カ ゴ」(kidlta)の なか にす

っぽ りとはい っ て い る。

㈲ ヤ シ殻 の椀 に もられ た豚 肉の ココナ ツ ミル ク煮

(6)儀 礼 用 の肩 か け編 み カ ゴ(ηz60如)

(7)種 籾 の はい った 「手 さげの編 み カ ゴJ(lrnko)

(8)ト ウモ ロコ シを は じめ とす る さ まざ まな 作物 の 穣

図37ケ デ ・コ レに お け る ウ ィス ・ル ル の 周 辺
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glcele

9ん πz`,α

む銑

構
カ オ ・ウ ィニ(畑 の 祭 場)

(Uレ オ ・オ ナ

(2)ヨ セ ブ ・.,.カ

(3)ア グ ネ ス ・ジ ャ ワ

(4)ク リス テ ィナ ・バ レ

(5)6種 類 の 植 物 を う え た 場 所

(6)ヒ ロ ハ ノ ジ ア オ イ の 木

(7)平 た い 石

(8)豊 穣 を もた らす ワ トゥ ・ニ バ(蛇 石)

の は い っ た 肩 か け バ ッ グ

(9)種 籾 の は い っ た40カ ゴ

㈹ デ ト ゥ・ン ガ ジ ャ と よ ば れ る金 の 耳 飾

り

(il)昨 夜,オ ネ ・リア の ウ ィ ス ・ル ル に お

か れ て い た,さ ま ざ ま な 作 物 の 種 が は

い っ て い る 儀 礼 用 の 肩 か け 編 み カ ゴ

(1A)さ ま ざ ま な 作 物 の 種 の は い っ た ・'t

カ ゴ

(爲 昨 夜,オ ネ ・リア の ウ ィ ス ・ル ル に お

か れ て い た 。種 籾 の は い っ た 「手 さ げ

の 編 み カ ゴ 」({rrrkv)

簡 飯 の は い っ た 土 釜

㈹ 豚 肉 の コ コ ナ ツ ミル ク 煮 の は い っ た

鍋

(ifi)豚 肉 の コ コ ナ ツ ミル ク煮 を もっ た ユ

ウ ガ オ の 椀

㈲ 飯 を もっ た ユ ウ ガ オ の 椀(そ の 上 に

コ コ ナ ツ ミル ク で 煮 た 豚 肉 が ひ ヒ き

れ の せ て あ る)

(㈹ 土 砂 の 流 出il:め(1'幽 の

図38カ オ ・ウィニにおける人 と物の配置
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ウ ィ ス'ル ル(祖 霊 の 座)斧(ぬ 物)ウ ィ ス ・ル ル の 石(watuZUISZIIzcltc)

遺 骨 箱

(bhaku)

[
(PO

石

(watu)

主 柱(mangac)

石

(watts)

000000
0000

8)

●
(11

ウ ラ ・レジ ャ の よ り しろ

(㎎ αz槻 如leja)

(2)

右 側 の 炉(wajanggana)

(1)ヨ セブ ・ポカ

② マ リア ・ウタ

(3)さ ま ざまな種 をいれ た儀 礼 用 の肩 か け編 み カ ゴ('η∂oω

(4}豊 穣 を もた らす ワ トゥ ・ニ バ(蛇 石)の は い った肩 か けバ ッグ

㈲ ユ ウガオ の椀 に もられた 飯 。飯 の上 に コ コナ ツ ミル クで煮 た豚 肉

が のせ て あ り,ユ ウガ オの椀 は大型 の 飯 カ ゴ(kidlta)の なか にす っ

ぽ り とは い って い る。

⑥ 飯 カ ゴ(kid{ta)に もられ た飯

(7》ユ ウガ オの 椀 に もられた 豚 肉の ココナ ッ ミル ク煮
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